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Ⅲ（1）　f(x)＝2x3－3x2＋3kx2－6kxより,

f '(x)＝6x2－6x＋6kx－6k＝6(x2－x＋kx－k)
＝6(x－1)(x＋k).

k≠－1のとき, x＝－k, 1において,

f(x)は2つの極値をもつ.

k＝－1のとき, f (x)の増減表は次のようになる.

よって, k＝－1のとき,つねにf'(x)≧0となるので,

 f (x)は極値をもたない.

（2）　（1）から f (x)は, k≠－1のとき, x＝－k, 1で
2つの極値をもつ.

 f (x)が正の極値と負の極値をもつ条件は, 

2つの極値の積が負になるときである.

 f（1）・f (－k)＜0

⇒－(3k＋1)・k2(k＋3)＜0

⇒k2(k＋3)(3k＋1)＞0

⇒ (k＋3)(3k＋1)＞0, ただし, k≠0

ゆえに, k＜－3, －　＜kとなる. ただし, k≠0.

よって, k＜－3, －　＜k＜0, 0＜k.

（3）　y＝2x3－3x2＋3kx2－6kxとy＝2xの交点のx座標は,

　　　　　　2x3－3x2＋3kx2－6kx＝2x
　　　　　　⇒x(2x2－3x＋3kx－6k－2)＝0

　　　　　　⇒x(2x＋3k＋1)(x－2)＝0

よってx＝0, 2,　　　　.

　　　S ＝∫0

2
｛2x－(2x3－3x2＋3kx2－6kx)｝dx 

　　　＝∫0

2
｛－2x3＋3(1－k)x2＋2(1＋3k)x｝dx 

　　　＝[－　x4＋(1－k)x3＋(1＋3k)x2]
0

2
 

　　　　　　　＝4(k＋1)

一方, S ＝24であるからk＝5.
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数学 ２月９日（第４日目）実施　F日程

●全学部（全学科）

（1）　y＝f (x)とy＝G(x)を連立させると,

G(x)－f (x)＝x3＋x2－a2x－a2＝(x＋1)(x＋a)(x－a)
C1とC2の交点のx座標はx＝－a, －1,  a.
C1とC2とで囲まれた部分のうち, 

f(x)≦G(x)となる部分の面積S1は,

　　　　S1 ＝∫－
－

α

1
｛G(x)－F(x)｝dx 

　　　　＝∫－
－

α

1
(x3＋x2－a2x－a2)dx 

　　　　＝[　x4＋　x3－　x2－a2x]－
－

a

1

　　　　＝　a4－　a3＋　a2－

C1とC2とで囲まれた部分のうち,  f(x)≧G(x)かつx≦0

となる部分の面積S2は,

　　　　S2 ＝∫－
0

1
｛ F(x)－G(x)｝dx 

　　　　＝∫－
0

1
(－x3－x2＋a2x＋a2)dx 

　　　　＝[－　x4－　x3＋　x2＋a2x]0

－1

　　　　＝　a2－

（2）　F(a)＝S1－S2を求めると,

　　　F(a)＝　a4－　a3＋　a2－ 　－（　a2－　 ）
　　　＝　a4－　a3

F(a)＝0となるaは, a＝0, 　.

aは1よりも大きいので, 求めるaはa＝　.
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2023年度　入学試験結果

人 人 人 人 倍 最高点 最低点

募集人数
合格者実質競争率合格者受験者志願者

一般入試
学　部 学科

神 学 科

外 国 語 学 科

商 学 科

経 営 学 科

《 商 学 部 計 》

経 済 学 科

国 際 経 済 学 科

《 経 済 学 部 計 》

法 律 学 科

国際関係法学科

《 法 学 部 計 》

児 童 教 育 学 科

社 会 福 祉 学 科

心 理 学 科

《人間科学部計》

国 際 文 化 学 科

全体

国際文化学部

人 間 科 学 部

法 学 部

経 済 学 部

商 学 部

神 学 部

外 国 語 学 部

〈備考〉　 1.  実質競争率は、受験者数／合格者数で算出。
　　　　 2.  ＊印は350点満点、その他は300点満点。
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…… 2023年度一般入試 問題解説 ……

　2023年度の国語は、ここ数年（2019年度以降）と同じ出題傾向となっています。古文1題、現代文2題と大問3つの出題となっていま
すが、それぞれの文章が比較的長いので、日頃から文章を読み慣れておく必要があるでしょう。
　古文の設問では、文章中に出てくる古語の意味、基本的な古典文法の知識、文章の内容理解などが問われます。主語を問う問題も
よく出題されますので、基本的な古語や文法の知識を身につけた上で、丁寧に内容を追って文章を読む必要があります。現代語訳を
求める問題もよく出題され、2023年度は4日間の日程すべてで出題されています。現代語訳の問題で問われるのも、古語の意味がわか
っているか、古典文法を理解しているか、内容を把握することができているか、です。まずは古語や文法の基礎知識をしっかり習得
しましょう。
　現代文では、論説文だけでなく、小説（2023年度は1日目）や随筆（2023年度は4日目）も出題されます。論説文では、言語、社会、
科学、文学、美術など幅広いジャンルの文章が出題されています。日頃からさまざまな文章を読み慣れておくとよいでしょう。論説
文では、個々の部分の意味を理解するだけでなく、全体の構造や筋をしっかり理解できると問題が解きやすくなります。随筆や小説
は、論説文のように解答を論理立てて導くことができないと思われがちですが、必ず文章中に書かれていることを手がかりに解答を
導くことができます。日頃から、丁寧に文章を読む習慣をつけましょう。漢字の読み・書き問題は必ず出題されています。漢字の書
き方が雑であるために減点されるケースも見られます。漢字は略したり線をつなげたりせず、丁寧に書くようにしてください。

　2023年度の問題は近年同様、全日程において大問は４つでした。Iは空所を埋める問題です。文脈把握力、語法（語の用い方）と文
法、連語（語の組み合わせ）の知識を問うています。Ⅱは、与えられた日本語の意味を表す英文を書く力を問うもので、熟語・連
語・慣用表現の知識が必要です。IIIは文中の下線部の語形が誤っていれば正しい形に変える問題で、文法・語法の知識を問うていま
す。IVは３つの小問に分かれています。問Aは「正・誤」で長文の内容理解度を計りました。問Bは、問題文中の下線部を内容に即し
て言い換える能力を試すものです。問Cは、内容に関する設問の答えとして相応しいものを選ぶ問題で、長文全体についての理解力を
見ています。

　2022年度と同様に、IとIVの長文問題の配点が７割以上を占めます。大学入学後の専攻分野を問わず、多様な分野の知識・情報の獲
得が重要です。そこで、出題の長文の題材も、カルチャーショックから、植物間コミュニケーション研究、ハワイの伝統楽器の起源、
大人にとっての遊びの効用、イタリアの著名な画家の伝記、スローライフの推奨など、多様な分野の英文を取り上げています。どの
言語の文章を読む場合でも、書き手が特定の目的を読者に伝えるために、どのような根拠や例をどこに使っているのかを意識するこ
とが大切です。したがって、英語の語彙や文法的な知識を増やすだけでなく、読んだものの構造や内容にも注意を払い、コミュニケ
ーション上の目的や方法を把握することが必要です。広く、積極的に、そして楽しみながら読むことは、大学での学修やそれ以降の
人生において大きな力となります。

英　　語

国　　語

日本史 B

　日本史Bは、例年通り、配点30点の大問が2つ、配点20点の大問が2つで、計4つの大問で構成されています。出題形式は、問Aが語
句の記述式、問Bが選択式で、小問1つあたり2点です。語句の記述では、正しい表記が求められますので、漢字を間違えないように注
意してください。選択式の問題はすべて4択で、整序問題や正誤の組合せ問題も含まれます。
　出題内容は、原始・古代から現代まで、あらゆる時代から、日本の政治・外交・社会・経済・文化について、歴史の基礎知識を幅
広く問うものです。基本的に教科書の本文と補足説明の内容を理解していれば解答できます。ただし、歴史学の専門的な用語や概念
については、用語集・歴史事典などを活用して、さらに理解を深めておきましょう。また、図録などの参考書を活用して、教科書で
提示された歴史認識を、地図・画像・図表（数量データ）などの視覚的な情報で補完しておきましょう。
　固有名詞や年号をただ機械的に暗記するだけでは無意味です。歴史とは、過去に生きた人間の事績を後世に生きる私たちが解釈し
たものです（研究が進めば、解釈＝歴史認識も変化していきます）。解釈の根拠となる史料も、現代語訳などを参考にしながら読解
に挑戦しましょう。歴史学では、時の流れにともなう一連の変化や因果関係に注目します。相互の事象を結びつけながら、歴史の脈
絡を自分の言葉で説明できるようにしましょう。それが歴史の理解につながります。

　2023年度の世界史Ｂの問題形式や配点は、例年通り、選択問題（30点）が2問と記述問題（20点）が2問、計4問（100点）でした。
記述問題では、人名・地名・国名・事象などの表記について、漢字やカタカナで正しい表記が求められますので、誤字による減点が
ないよう、基本的な歴史用語の表記を正しく覚え、正確に記入することに気を配ってください。
　出題内容は、基本的に教科書の記述内容から解答可能な範囲です。時代、地域ともに幅広い範囲から出題されており、テーマも政

　政治・経済は、日本および国際社会のしくみを学び、現代をとりまくさまざまな課題を考えるための基礎を習得する科目です。そのため
には、世の中の出来事に対する日々の関心をもつことが重要です。教科書を通じて用語や概念を学んでおくことも必要ですが、それが具体
的にどのような出来事で用いられるか、注意することが大切です。ふだんからニュースやさまざまなメディアに接しておくことが、重要な
時事的な問題を把握するとともに、政治・経済を体系的に理解する上でかかせません。
　2023年度の問題はすべての日程で、配点30点の大問がふたつ、配点20点の大問がふたつ、によって構成されています。出題形式や配点で、
従来からおおきな変更はありませんでした。また政治および経済の各領域からまんべんなく出題されており、受験生は幅広い知識が問われ
ます。とくに各日程の大問１では、論述式問題（150字以内）が出題されるので、政治・経済の重要事項について、その内容や関係性につ
いての深い学習が必要になります。そのため、政治・経済に関する出来事の「つながり」という点に意識して、ニュースや事項に接するよ
うにしましょう。また、記述式問題では、キーワードについて正確な記述がもとめられます。たんにキーワードを漫然と覚えるのではなく、
そのキーワードが使用される文脈をしっかりおさえることが、それを身に付けるための近道です。政治・経済に関する事象を文脈で理解し
ておくことは、論述を論理的なものにする点でも、とても重要です。

政治・経済

治・社会・経済・宗教・思想・文化・美術・科学技術など様々な内容が組み込まれています。また本年度は、民族紛争や植民地主義
など、中東やアフリカの近現代を理解する上で重要なテーマについても出題されています。
　学習対策としては、まず教科書に記述された歴史事項を理解し、正確に覚えることが基本となります。各時代の世界情勢の移り変
わりやその背景、および地域間の相互影響を理解し、時代や地域をテーマでとらえることも重要です。脚注や図表・地図のキャプシ
ョン、また巻頭の写真などからも問題が出題されることがありますので、この点も注意を払って学習することをお勧めします。
　歴史を学ぶことは今日の世界を理解することにつながります。日頃から現在の社会情勢に関心をもち、世界の歴史が現在の世界と
どのように関連をもっているのか考えながら学習し、理解を深めることが大切です。

世界史 B

地理 B

　数学の出題形式は例年通り、ⅠとⅡとⅢの3問でした。難易度は入試問題として標準レベルであり、高校学校の学習範囲を超える問
題はありません。
ⅠとⅡは選択式解答の問題です。出題範囲は各分野からほぼ均等に出題されますので、苦手分野を作らないように努力しましょう。
ⅠとⅡの選択式の問題は、計算ミスや記入ミスでも得点に結びつきませんので、正確な計算能力と共に落ち着いてマークする慎重さ
が要求されます。
　記述式問題では、証明問題や論証問題が出題されます。記述式問題の採点では、思考過程や論証能力を重視していますので、正解
に至らなくても、解答の手順や考え方に部分点を与えています。したがって、証明の完了（QED）や解答の導出にたどり着くまでの
プロセスを明快に記述することが重要になります。答案のなかには、計算式を羅列しているだけの計算メモ書きのような、論述とは
程遠いものが多数見受けられます。このような答案は得点に結びつきません。証明や論証のスキルを十分に身につけておいてくださ
い。暗記した公式に当てはめて解答を求めるだけの表面的なテクニックを習得しても数学を学習したことにはなりませんし、本学が
受験生に求める数学の能力ではありません。また、微分・積分、三角比、ベクトルなどで用いられる特殊な表記を正確に書くことが
できない受験生もいますので、記号の意味をしっかりと理解して判読できる解答を作成するように心がけてください。
　数学を学ぶことにより培われる論理的思考や計算能力は、様々な学問を研究する上で有益となります。また、ビッグデータやAIが
ビジネスで活用される現代では、数学の知識が厳しいビジネスの世界で生き抜くための強力な武器となります。このことを頭の片隅
に置きながら学習に励んでください。

　地理Bの出題形式は、例年通り、全日程で大問が4題で、各小問の問1が記述式です。内容も地誌、系統地理の各分野から満遍なく出
題しています。いずれも教科書・地図帳からの出題ですが、教科書は本文のみならず用語解説や写真、図表による解説も理解してお
いてください。
　１日目を除く大問１は、地誌に関する問題です。今年は、アフリカ・北ヨーロッパ・西アジアについての出題でした。各国・地域
の基本的知識を、地図帳も用いて把握しておくことが大切です。また、系統地理の知識が各地域でどのように反映されているかを意
識して勉強しておくことを勧めます。
　１日目の大問１は地形図問題です。地形図読図は、地理的技能習得の基本的内容です。地図記号を覚えるだけでなく、地形図をも
とに地形を具体的にイメージできるよう学習しておきましょう。
　データを用いて思考力を問う出題もあります。今年は、表を用いた気候の問題がありました。表の理解に加えて、気候ではケッペ
ンの気候区分の正確な理解と気候区分ごとの特徴の理解が求められます。また、鉱産資源の問題もデータを用いました。教科書だけ
でなく、「日本国勢図会」や「世界国勢図会」、「データブック オブ ザ ワールド」、「理科年表」など、各種統計資料にも目を通
して把握しておくことが重要です。
　記述式の問題については、用語の正確な理解と表記も大事になります。教科書等に記載されている用語については、きちんと正確
な漢字で書けるようにしてください。
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…… 2023年度一般入試 問題解説 ……

　2023年度の国語は、ここ数年（2019年度以降）と同じ出題傾向となっています。古文1題、現代文2題と大問3つの出題となっていま
すが、それぞれの文章が比較的長いので、日頃から文章を読み慣れておく必要があるでしょう。
　古文の設問では、文章中に出てくる古語の意味、基本的な古典文法の知識、文章の内容理解などが問われます。主語を問う問題も
よく出題されますので、基本的な古語や文法の知識を身につけた上で、丁寧に内容を追って文章を読む必要があります。現代語訳を
求める問題もよく出題され、2023年度は4日間の日程すべてで出題されています。現代語訳の問題で問われるのも、古語の意味がわか
っているか、古典文法を理解しているか、内容を把握することができているか、です。まずは古語や文法の基礎知識をしっかり習得
しましょう。
　現代文では、論説文だけでなく、小説（2023年度は1日目）や随筆（2023年度は4日目）も出題されます。論説文では、言語、社会、
科学、文学、美術など幅広いジャンルの文章が出題されています。日頃からさまざまな文章を読み慣れておくとよいでしょう。論説
文では、個々の部分の意味を理解するだけでなく、全体の構造や筋をしっかり理解できると問題が解きやすくなります。随筆や小説
は、論説文のように解答を論理立てて導くことができないと思われがちですが、必ず文章中に書かれていることを手がかりに解答を
導くことができます。日頃から、丁寧に文章を読む習慣をつけましょう。漢字の読み・書き問題は必ず出題されています。漢字の書
き方が雑であるために減点されるケースも見られます。漢字は略したり線をつなげたりせず、丁寧に書くようにしてください。

　2023年度の問題は近年同様、全日程において大問は４つでした。Iは空所を埋める問題です。文脈把握力、語法（語の用い方）と文
法、連語（語の組み合わせ）の知識を問うています。Ⅱは、与えられた日本語の意味を表す英文を書く力を問うもので、熟語・連
語・慣用表現の知識が必要です。IIIは文中の下線部の語形が誤っていれば正しい形に変える問題で、文法・語法の知識を問うていま
す。IVは３つの小問に分かれています。問Aは「正・誤」で長文の内容理解度を計りました。問Bは、問題文中の下線部を内容に即し
て言い換える能力を試すものです。問Cは、内容に関する設問の答えとして相応しいものを選ぶ問題で、長文全体についての理解力を
見ています。

　2022年度と同様に、IとIVの長文問題の配点が７割以上を占めます。大学入学後の専攻分野を問わず、多様な分野の知識・情報の獲
得が重要です。そこで、出題の長文の題材も、カルチャーショックから、植物間コミュニケーション研究、ハワイの伝統楽器の起源、
大人にとっての遊びの効用、イタリアの著名な画家の伝記、スローライフの推奨など、多様な分野の英文を取り上げています。どの
言語の文章を読む場合でも、書き手が特定の目的を読者に伝えるために、どのような根拠や例をどこに使っているのかを意識するこ
とが大切です。したがって、英語の語彙や文法的な知識を増やすだけでなく、読んだものの構造や内容にも注意を払い、コミュニケ
ーション上の目的や方法を把握することが必要です。広く、積極的に、そして楽しみながら読むことは、大学での学修やそれ以降の
人生において大きな力となります。

英　　語

国　　語

日本史 B

　日本史Bは、例年通り、配点30点の大問が2つ、配点20点の大問が2つで、計4つの大問で構成されています。出題形式は、問Aが語
句の記述式、問Bが選択式で、小問1つあたり2点です。語句の記述では、正しい表記が求められますので、漢字を間違えないように注
意してください。選択式の問題はすべて4択で、整序問題や正誤の組合せ問題も含まれます。
　出題内容は、原始・古代から現代まで、あらゆる時代から、日本の政治・外交・社会・経済・文化について、歴史の基礎知識を幅
広く問うものです。基本的に教科書の本文と補足説明の内容を理解していれば解答できます。ただし、歴史学の専門的な用語や概念
については、用語集・歴史事典などを活用して、さらに理解を深めておきましょう。また、図録などの参考書を活用して、教科書で
提示された歴史認識を、地図・画像・図表（数量データ）などの視覚的な情報で補完しておきましょう。
　固有名詞や年号をただ機械的に暗記するだけでは無意味です。歴史とは、過去に生きた人間の事績を後世に生きる私たちが解釈し
たものです（研究が進めば、解釈＝歴史認識も変化していきます）。解釈の根拠となる史料も、現代語訳などを参考にしながら読解
に挑戦しましょう。歴史学では、時の流れにともなう一連の変化や因果関係に注目します。相互の事象を結びつけながら、歴史の脈
絡を自分の言葉で説明できるようにしましょう。それが歴史の理解につながります。

　2023年度の世界史Ｂの問題形式や配点は、例年通り、選択問題（30点）が2問と記述問題（20点）が2問、計4問（100点）でした。
記述問題では、人名・地名・国名・事象などの表記について、漢字やカタカナで正しい表記が求められますので、誤字による減点が
ないよう、基本的な歴史用語の表記を正しく覚え、正確に記入することに気を配ってください。
　出題内容は、基本的に教科書の記述内容から解答可能な範囲です。時代、地域ともに幅広い範囲から出題されており、テーマも政

　政治・経済は、日本および国際社会のしくみを学び、現代をとりまくさまざまな課題を考えるための基礎を習得する科目です。そのため
には、世の中の出来事に対する日々の関心をもつことが重要です。教科書を通じて用語や概念を学んでおくことも必要ですが、それが具体
的にどのような出来事で用いられるか、注意することが大切です。ふだんからニュースやさまざまなメディアに接しておくことが、重要な
時事的な問題を把握するとともに、政治・経済を体系的に理解する上でかかせません。
　2023年度の問題はすべての日程で、配点30点の大問がふたつ、配点20点の大問がふたつ、によって構成されています。出題形式や配点で、
従来からおおきな変更はありませんでした。また政治および経済の各領域からまんべんなく出題されており、受験生は幅広い知識が問われ
ます。とくに各日程の大問１では、論述式問題（150字以内）が出題されるので、政治・経済の重要事項について、その内容や関係性につ
いての深い学習が必要になります。そのため、政治・経済に関する出来事の「つながり」という点に意識して、ニュースや事項に接するよ
うにしましょう。また、記述式問題では、キーワードについて正確な記述がもとめられます。たんにキーワードを漫然と覚えるのではなく、
そのキーワードが使用される文脈をしっかりおさえることが、それを身に付けるための近道です。政治・経済に関する事象を文脈で理解し
ておくことは、論述を論理的なものにする点でも、とても重要です。

政治・経済

治・社会・経済・宗教・思想・文化・美術・科学技術など様々な内容が組み込まれています。また本年度は、民族紛争や植民地主義
など、中東やアフリカの近現代を理解する上で重要なテーマについても出題されています。
　学習対策としては、まず教科書に記述された歴史事項を理解し、正確に覚えることが基本となります。各時代の世界情勢の移り変
わりやその背景、および地域間の相互影響を理解し、時代や地域をテーマでとらえることも重要です。脚注や図表・地図のキャプシ
ョン、また巻頭の写真などからも問題が出題されることがありますので、この点も注意を払って学習することをお勧めします。
　歴史を学ぶことは今日の世界を理解することにつながります。日頃から現在の社会情勢に関心をもち、世界の歴史が現在の世界と
どのように関連をもっているのか考えながら学習し、理解を深めることが大切です。

世界史 B

地理 B

　数学の出題形式は例年通り、ⅠとⅡとⅢの3問でした。難易度は入試問題として標準レベルであり、高校学校の学習範囲を超える問
題はありません。
ⅠとⅡは選択式解答の問題です。出題範囲は各分野からほぼ均等に出題されますので、苦手分野を作らないように努力しましょう。
ⅠとⅡの選択式の問題は、計算ミスや記入ミスでも得点に結びつきませんので、正確な計算能力と共に落ち着いてマークする慎重さ
が要求されます。
　記述式問題では、証明問題や論証問題が出題されます。記述式問題の採点では、思考過程や論証能力を重視していますので、正解
に至らなくても、解答の手順や考え方に部分点を与えています。したがって、証明の完了（QED）や解答の導出にたどり着くまでの
プロセスを明快に記述することが重要になります。答案のなかには、計算式を羅列しているだけの計算メモ書きのような、論述とは
程遠いものが多数見受けられます。このような答案は得点に結びつきません。証明や論証のスキルを十分に身につけておいてくださ
い。暗記した公式に当てはめて解答を求めるだけの表面的なテクニックを習得しても数学を学習したことにはなりませんし、本学が
受験生に求める数学の能力ではありません。また、微分・積分、三角比、ベクトルなどで用いられる特殊な表記を正確に書くことが
できない受験生もいますので、記号の意味をしっかりと理解して判読できる解答を作成するように心がけてください。
　数学を学ぶことにより培われる論理的思考や計算能力は、様々な学問を研究する上で有益となります。また、ビッグデータやAIが
ビジネスで活用される現代では、数学の知識が厳しいビジネスの世界で生き抜くための強力な武器となります。このことを頭の片隅
に置きながら学習に励んでください。

　地理Bの出題形式は、例年通り、全日程で大問が4題で、各小問の問1が記述式です。内容も地誌、系統地理の各分野から満遍なく出
題しています。いずれも教科書・地図帳からの出題ですが、教科書は本文のみならず用語解説や写真、図表による解説も理解してお
いてください。
　１日目を除く大問１は、地誌に関する問題です。今年は、アフリカ・北ヨーロッパ・西アジアについての出題でした。各国・地域
の基本的知識を、地図帳も用いて把握しておくことが大切です。また、系統地理の知識が各地域でどのように反映されているかを意
識して勉強しておくことを勧めます。
　１日目の大問１は地形図問題です。地形図読図は、地理的技能習得の基本的内容です。地図記号を覚えるだけでなく、地形図をも
とに地形を具体的にイメージできるよう学習しておきましょう。
　データを用いて思考力を問う出題もあります。今年は、表を用いた気候の問題がありました。表の理解に加えて、気候ではケッペ
ンの気候区分の正確な理解と気候区分ごとの特徴の理解が求められます。また、鉱産資源の問題もデータを用いました。教科書だけ
でなく、「日本国勢図会」や「世界国勢図会」、「データブック オブ ザ ワールド」、「理科年表」など、各種統計資料にも目を通
して把握しておくことが重要です。
　記述式の問題については、用語の正確な理解と表記も大事になります。教科書等に記載されている用語については、きちんと正確
な漢字で書けるようにしてください。
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問
七

　

「
君
な
く
て
」
の
歌
の
中
に
は
掛
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
何
と
何
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
を
用
い
て
（
必
要
な
場
合
は

送
り
が
な
を
つ
け
て
）
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（キ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
（
現
代
か
な
づ
か
い
）
で
記
入
せ
よ
。
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問
二

　

波
線
ａ
―
ｃ
の
主
語
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
女

　
　
２

　
津
の
国
の
男

　
　
３

　
宮
仕
え
先
の
男

　
　
４

　
と
も
の
人

　
　
５

　
北
の
方

問
三

　

傍
線
（ア）
「
う
た
て
わ
が
男
聞
き
て
、
う
た
て
あ
る
さ
ま
に
も
こ
そ
あ
れ
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
今
の
夫
に
事
情
を
話
せ
ば
、
思
い
や
り
の
あ
る
措
置
を
と
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
い
る
。

２

　
津
の
国
の
男
に
知
ら
せ
る
と
、
今
の
夫
に
対
し
て
悪
意
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

３

　
今
の
夫
の
耳
に
入
る
と
、
都
合
の
悪
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

４

　
津
の
国
の
男
が
知
っ
た
ら
、
出
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

問
四

　

傍
線
（エ）
「
な
ほ
、
お
ほ
か
た
の
世
を
あ
は
れ
が
る
」
に
は
、
と
も
の
人
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
裕
福
な
人
は
、
真
っ
当
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
も
心
細
い
生
活
で
あ
ろ
う
と
同
情
す
る
も
の
だ
。

２

　
世
間
の
人
は
貧
し
い
人
に
よ
く
同
情
を
寄
せ
る
も
の
だ
が
、
主
人
も
や
は
り
一
通
り
に
同
情
し
て
い
る
わ
け
だ
。

３

　
多
く
の
人
々
は
貧
し
い
暮
ら
し
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
葦
を
売
る
男
も
そ
れ
ほ
ど
悲
し
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
。

４

　
貧
し
い
人
は
裕
福
な
人
に
反
感
を
持
ち
や
す
い
が
、
こ
の
葦
を
売
る
男
も
や
は
り
主
人
を
嫌
っ
て
い
る
の
だ
な
。

問
五

　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
女
は
、
自
身
の
境
遇
が
改
善
す
る
と
昔
の
男
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
た
が
、
お
祓
い
の
つ
い
で
に
津
の
国
を
再
訪
す
る
気
に
な
っ
た
。

２

　
女
は
、
宮
仕
え
先
で
は
昔
の
男
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
た
が
、
今
の
夫
に
勧
め
ら
れ
て
津
の
国
を
再
訪
す
る
気
に
な
っ
た
。

３

　
昔
夫
婦
だ
っ
た
男
女
は
、
長
年
の
時
を
経
て
再
会
し
た
瞬
間
に
、
互
い
に
相
手
を
か
つ
て
の
夫
・
妻
と
即
座
に
認
め
た
。

４

　
従
者
は
、
か
た
く
な
に
姿
を
隠
し
て
手
紙
だ
け
を
女
に
渡
す
よ
う
頼
む
男
の
行
動
を
、
不
思
議
に
思
っ
た
。

問
六

　

傍
線
（ウ）
「
な
も
の
し
た
ま
ひ
そ
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ

―3―

り
、「
な
ほ
こ
の
男
、
た
づ
ね
て

　率
て
来
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
と
も
の
人
、

　手
を
あ
か
ち
て
、
も
と
め
さ
わ
ぎ
け
り
。
人
、「
そ
こ
な
る
家
に
な
む

侍
り
け
る
」
と
い
へ
ば
、
こ
の
男
に
、「
か
く
お
ほ
せ
ご
と
あ
り
て
召
す
な
り
。
な
に
の
、
う
ち
ひ
か
せ
た
ま
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
物
を
こ
そ
た

ま
は
せ
む
と
す
れ
。
を
さ
な
き
者
な
り
」
と
い
ふ
時
に
、
硯す

ず
り

を
乞
ひ
て
文
を
書
く
。
そ
れ
に
、

君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も
い
と
ど
難
波
の
浦
ぞ
す
み
憂
き

と
書
き
て
封
じ
て
、「
こ
れ
を
御
車
に
奉
れ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
あ
や
し
」
と
思
ひ
て
も
て
来
て
奉
る
。
あ
け
て
見
る
に
、
悲
し
き
こ
と
も
の
に
似

ず
、
よ
よ
と
ぞ
泣
き
け
る
。 
（『
大
和
物
語
』）

問
一

　

傍
線
（イ）
・
（オ）
・
（カ）
・
（ク）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。

（イ）
「
を
か
し
か
な
る
に
」

　
　
　
１

　
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
興
味
深
い
場
所
か
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
興
味
深
い
場
所
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
に

（オ）
「
す
ず
ろ
な
る
者
」

　
　
　
　
１

　
関
わ
り
の
な
い
者

　
　
　
　
　
２

　
身
な
り
の
悪
い
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
物
乞
い
す
る
者

　
　
　
　
　
　
４

　
落
ち
着
き
の
な
い
者

（カ）
「
い
ら
な
く
な
り
た
る
」

　
　
１

　
十
分
で
な
く
な
っ
た

　
　
　
　
２

　
は
な
は
だ
し
く
ひ
ど
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
ふ
さ
わ
し
く
な
く
な
っ
た

　
　
４

　
価
値
が
な
く
な
っ
た

（ク）
「
手
を
あ
か
ち
て
」

　
　
　
　
１

　
手
を
尽
く
し
て

　
　
　
　
　
　
２

　
手
を
こ
ま
ね
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
も
ろ
手
を
挙
げ
て

　
　
　
　
　
４

　
手
分
け
し
て

キ

ク

―2―

津
（
摂
津
）
の
国
に
住
む
男
は
、
困
窮
の
た
め
、
長
年
連
れ
添
っ
た
女
に
、
京
の
都
で
宮
仕
え
す
る
（
貴
人
の
家
に
仕
え
る
）
よ
う

勧
め
る
。
次
の
文
章
【Ａ】
は
女
が
京
の
宮
仕
え
先
か
ら
津
の
国
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
ま
で
、
【Ｂ】
は
女
が
津
の
国
で
葦あ

し

を
刈
っ
て
売
る

男
に
出
会
っ
た
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
八
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

【Ａ】
か
か
る
ほ
ど
に
、
こ
の
宮
仕
へ
す
る
所
の
北
の
方
う
せ
た
ま
ひ
て
、（
宮
仕
へ
先
の
男
、）
こ
れ
か
れ
あ
る
人
を
召
し
使
ひ
た
ま
ひ
な
ど
す
る
中
に
、

こ
の
人
を
思
う
た
ま
ひ
け
り
。（
女
も
）
思
ひ
つ
き
て
、
妻
に
な
り
に
け
り
。
思
ふ
こ
と
も
な
く
、
め
で
た
げ
に
て
ゐ
た
る
に
、
た
だ
人
知
れ
ず
思

ふ
こ
と
ひ
と
つ
な
む
あ
り
け
る
。「
い
か
に
し
て
あ
ら
む
。
あ
し
う
て
や
あ
ら
む
。
よ
く
て
や
あ
ら
む
。
わ
が
あ
り
所
も
え
知
ら
ざ
ら
む
。
人
を
や

り
て
た
づ
ね
さ
せ
む
と
す
れ
ど
、

　う
た
て
わ
が
男
聞
き
て
、
う
た
て
あ
る
さ
ま
に
も
こ
そ
あ
れ
」
と
念
じ
つ
つ
あ
り
わ
た
る
に
、
な
ほ
い
と
あ
は

れ
に
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
男
に
い
ひ
け
る
や
う
、「
津
の
国
と
い
ふ
所
の
、
い
と

　を
か
し
か
な
る
に
、
い
か
で
難な

に
は波

に
祓は

ら

へ
し
が
て
ら
ま
か
ら
む
」
と
い

ひ
け
れ
ば
、「
い
と
よ
き
こ
と
。
わ
れ
も
も
ろ
と
も
に
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
そ
こ
に
は

　な
も
の
し
た
ま
ひ
そ
。
お
の
れ
ひ
と
り
ま
か
ら
む
」
と
い

ひ
て
、
い
で
た
ち
て
い
に
け
り
。

【Ｂ】
そ
れ
が
顔
を
見
る
に
、
そ
の
人
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
い
み
じ
き
さ
ま
な
れ
ど
、
わ
が
男
に
似
た
り
。
こ
れ
を
見
て
、
よ
く
見
ま
ほ
し
さ
に
、

「
こ
の
葦
も
ち
た
る
を
の
こ
よ
ば
せ
よ
。
か
の
葦
買
は
む
」
と
い
は
せ
け
る
。
さ
り
け
れ
ば
、「
よ
う
な
き
物
買
ひ
た
ま
ふ
」
と
は
思
ひ
け
れ
ど
、

主
の
の
た
ま
ふ
こ
と
な
れ
ば
、
よ
び
て
買
は
す
。「
車
の
も
と
近
く
荷に

な

ひ
寄
せ
さ
せ
よ
。
見
む
」
な
ど
い
ひ
て
、
こ
の
男
の
顔
を
よ
く
見
る
に
、
そ

れ
な
り
け
り
。「
い
と
あ
は
れ
に
、
か
か
る
物
商
ひ
て
世
に
経
る
人
い
か
な
ら
む
」
と
い
ひ
て
泣
き
け
れ
ば
、
と
も
の
人
は
、「

　な
ほ
、
お
ほ
か
た

の
世
を
あ
は
れ
が
る
」
と
な
む
思
ひ
け
る
。
か
く
て
、「
こ
の
葦
の
男
に
物
な
ど
食
は
せ
よ
。
物
い
と
お
ほ
く
葦
の
値
に
と
ら
せ
よ
」
と
い
ひ
け
れ

ば
、「

　す
ず
ろ
な
る
者
に
、
な
に
か
物
お
ほ
く
た
ば
む
」
な
ど
、
あ
る
人
々
い
ひ
け
れ
ば
、
し
ひ
て
も
い
ひ
に
く
く
て
、「
い
か
で
物
と
ら
せ
む
」

と
思
ふ
あ
ひ
だ
に
、
下し

た
す
だ
れ簾
の
は
さ
ま
の
あ
き
た
る
よ
り
、
こ
の
男
ま
ぼ
れ
ば
、
わ
が
妻
に
似
た
り
。
あ
や
し
さ
に
、
心
を
と
ど
め
て
見
る
に
、「
顔

も
声
も
そ
れ
な
り
け
る
」
と
思
ふ
に
、
思
ひ
あ
は
せ
て
、
わ
が
さ
ま
の
い
と

　い
ら
な
く
な
り
た
る
を
思
ひ
け
る
に
、
い
と
は
し
た
な
く
て
、
葦
も

う
ち
捨
て
て
走
り
逃
げ
に
け
り
。「
し
ば
し
」
と
い
は
せ
け
れ
ど
、
人
の
家
に
逃
げ
て
入
り
て
、
竈か

ま

の
し
り
へ
に
か
が
ま
り
を
り
け
る
。
こ
の
車
よ

一

ア

イ

ａ

ウ

ｂ
エ

オ

カ

ｃ
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問
七

　

「
君
な
く
て
」
の
歌
の
中
に
は
掛
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
何
と
何
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
を
用
い
て
（
必
要
な
場
合
は

送
り
が
な
を
つ
け
て
）
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（キ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
（
現
代
か
な
づ
か
い
）
で
記
入
せ
よ
。

―4―

問
二

　

波
線
ａ
―
ｃ
の
主
語
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
女

　
　
２

　
津
の
国
の
男

　
　
３

　
宮
仕
え
先
の
男

　
　
４

　
と
も
の
人

　
　
５

　
北
の
方

問
三

　

傍
線
（ア）
「
う
た
て
わ
が
男
聞
き
て
、
う
た
て
あ
る
さ
ま
に
も
こ
そ
あ
れ
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
今
の
夫
に
事
情
を
話
せ
ば
、
思
い
や
り
の
あ
る
措
置
を
と
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
い
る
。

２

　
津
の
国
の
男
に
知
ら
せ
る
と
、
今
の
夫
に
対
し
て
悪
意
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

３

　
今
の
夫
の
耳
に
入
る
と
、
都
合
の
悪
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

４

　
津
の
国
の
男
が
知
っ
た
ら
、
出
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

問
四

　

傍
線
（エ）
「
な
ほ
、
お
ほ
か
た
の
世
を
あ
は
れ
が
る
」
に
は
、
と
も
の
人
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の

を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
裕
福
な
人
は
、
真
っ
当
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
々
に
対
し
て
も
心
細
い
生
活
で
あ
ろ
う
と
同
情
す
る
も
の
だ
。

２

　
世
間
の
人
は
貧
し
い
人
に
よ
く
同
情
を
寄
せ
る
も
の
だ
が
、
主
人
も
や
は
り
一
通
り
に
同
情
し
て
い
る
わ
け
だ
。

３

　
多
く
の
人
々
は
貧
し
い
暮
ら
し
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
葦
を
売
る
男
も
そ
れ
ほ
ど
悲
し
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
。

４

　
貧
し
い
人
は
裕
福
な
人
に
反
感
を
持
ち
や
す
い
が
、
こ
の
葦
を
売
る
男
も
や
は
り
主
人
を
嫌
っ
て
い
る
の
だ
な
。

問
五

　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
女
は
、
自
身
の
境
遇
が
改
善
す
る
と
昔
の
男
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
た
が
、
お
祓
い
の
つ
い
で
に
津
の
国
を
再
訪
す
る
気
に
な
っ
た
。

２

　
女
は
、
宮
仕
え
先
で
は
昔
の
男
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
た
が
、
今
の
夫
に
勧
め
ら
れ
て
津
の
国
を
再
訪
す
る
気
に
な
っ
た
。

３

　
昔
夫
婦
だ
っ
た
男
女
は
、
長
年
の
時
を
経
て
再
会
し
た
瞬
間
に
、
互
い
に
相
手
を
か
つ
て
の
夫
・
妻
と
即
座
に
認
め
た
。

４

　
従
者
は
、
か
た
く
な
に
姿
を
隠
し
て
手
紙
だ
け
を
女
に
渡
す
よ
う
頼
む
男
の
行
動
を
、
不
思
議
に
思
っ
た
。

問
六

　

傍
線
（ウ）
「
な
も
の
し
た
ま
ひ
そ
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ

―3―

り
、「
な
ほ
こ
の
男
、
た
づ
ね
て

　率
て
来
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
と
も
の
人
、

　手
を
あ
か
ち
て
、
も
と
め
さ
わ
ぎ
け
り
。
人
、「
そ
こ
な
る
家
に
な
む

侍
り
け
る
」
と
い
へ
ば
、
こ
の
男
に
、「
か
く
お
ほ
せ
ご
と
あ
り
て
召
す
な
り
。
な
に
の
、
う
ち
ひ
か
せ
た
ま
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
物
を
こ
そ
た

ま
は
せ
む
と
す
れ
。
を
さ
な
き
者
な
り
」
と
い
ふ
時
に
、
硯す

ず
り

を
乞
ひ
て
文
を
書
く
。
そ
れ
に
、

君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も
い
と
ど
難
波
の
浦
ぞ
す
み
憂
き

と
書
き
て
封
じ
て
、「
こ
れ
を
御
車
に
奉
れ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
あ
や
し
」
と
思
ひ
て
も
て
来
て
奉
る
。
あ
け
て
見
る
に
、
悲
し
き
こ
と
も
の
に
似

ず
、
よ
よ
と
ぞ
泣
き
け
る
。 

（『
大
和
物
語
』）

問
一

　

傍
線
（イ）
・
（オ）
・
（カ）
・
（ク）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。

（イ）
「
を
か
し
か
な
る
に
」

　
　
　
１

　
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
興
味
深
い
場
所
か
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
興
味
深
い
場
所
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
に

（オ）
「
す
ず
ろ
な
る
者
」

　
　
　
　
１

　
関
わ
り
の
な
い
者

　
　
　
　
　
２

　
身
な
り
の
悪
い
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
物
乞
い
す
る
者

　
　
　
　
　
　
４

　
落
ち
着
き
の
な
い
者

（カ）
「
い
ら
な
く
な
り
た
る
」

　
　
１

　
十
分
で
な
く
な
っ
た

　
　
　
　
２

　
は
な
は
だ
し
く
ひ
ど
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
ふ
さ
わ
し
く
な
く
な
っ
た

　
　
４

　
価
値
が
な
く
な
っ
た

（ク）
「
手
を
あ
か
ち
て
」

　
　
　
　
１

　
手
を
尽
く
し
て

　
　
　
　
　
　
２

　
手
を
こ
ま
ね
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
も
ろ
手
を
挙
げ
て

　
　
　
　
　
４

　
手
分
け
し
て

キ

ク

―2―

津
（
摂
津
）
の
国
に
住
む
男
は
、
困
窮
の
た
め
、
長
年
連
れ
添
っ
た
女
に
、
京
の
都
で
宮
仕
え
す
る
（
貴
人
の
家
に
仕
え
る
）
よ
う

勧
め
る
。
次
の
文
章
【Ａ】
は
女
が
京
の
宮
仕
え
先
か
ら
津
の
国
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
ま
で
、
【Ｂ】
は
女
が
津
の
国
で
葦あ

し

を
刈
っ
て
売
る

男
に
出
会
っ
た
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
八
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

【Ａ】
か
か
る
ほ
ど
に
、
こ
の
宮
仕
へ
す
る
所
の
北
の
方
う
せ
た
ま
ひ
て
、（
宮
仕
へ
先
の
男
、）
こ
れ
か
れ
あ
る
人
を
召
し
使
ひ
た
ま
ひ
な
ど
す
る
中
に
、

こ
の
人
を
思
う
た
ま
ひ
け
り
。（
女
も
）
思
ひ
つ
き
て
、
妻
に
な
り
に
け
り
。
思
ふ
こ
と
も
な
く
、
め
で
た
げ
に
て
ゐ
た
る
に
、
た
だ
人
知
れ
ず
思

ふ
こ
と
ひ
と
つ
な
む
あ
り
け
る
。「
い
か
に
し
て
あ
ら
む
。
あ
し
う
て
や
あ
ら
む
。
よ
く
て
や
あ
ら
む
。
わ
が
あ
り
所
も
え
知
ら
ざ
ら
む
。
人
を
や

り
て
た
づ
ね
さ
せ
む
と
す
れ
ど
、

　う
た
て
わ
が
男
聞
き
て
、
う
た
て
あ
る
さ
ま
に
も
こ
そ
あ
れ
」
と
念
じ
つ
つ
あ
り
わ
た
る
に
、
な
ほ
い
と
あ
は

れ
に
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
男
に
い
ひ
け
る
や
う
、「
津
の
国
と
い
ふ
所
の
、
い
と

　を
か
し
か
な
る
に
、
い
か
で
難な

に
は波

に
祓は

ら

へ
し
が
て
ら
ま
か
ら
む
」
と
い

ひ
け
れ
ば
、「
い
と
よ
き
こ
と
。
わ
れ
も
も
ろ
と
も
に
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
そ
こ
に
は

　な
も
の
し
た
ま
ひ
そ
。
お
の
れ
ひ
と
り
ま
か
ら
む
」
と
い

ひ
て
、
い
で
た
ち
て
い
に
け
り
。

【Ｂ】
そ
れ
が
顔
を
見
る
に
、
そ
の
人
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
い
み
じ
き
さ
ま
な
れ
ど
、
わ
が
男
に
似
た
り
。
こ
れ
を
見
て
、
よ
く
見
ま
ほ
し
さ
に
、

「
こ
の
葦
も
ち
た
る
を
の
こ
よ
ば
せ
よ
。
か
の
葦
買
は
む
」
と
い
は
せ
け
る
。
さ
り
け
れ
ば
、「
よ
う
な
き
物
買
ひ
た
ま
ふ
」
と
は
思
ひ
け
れ
ど
、

主
の
の
た
ま
ふ
こ
と
な
れ
ば
、
よ
び
て
買
は
す
。「
車
の
も
と
近
く
荷に

な

ひ
寄
せ
さ
せ
よ
。
見
む
」
な
ど
い
ひ
て
、
こ
の
男
の
顔
を
よ
く
見
る
に
、
そ

れ
な
り
け
り
。「
い
と
あ
は
れ
に
、
か
か
る
物
商
ひ
て
世
に
経
る
人
い
か
な
ら
む
」
と
い
ひ
て
泣
き
け
れ
ば
、
と
も
の
人
は
、「

　な
ほ
、
お
ほ
か
た

の
世
を
あ
は
れ
が
る
」
と
な
む
思
ひ
け
る
。
か
く
て
、「
こ
の
葦
の
男
に
物
な
ど
食
は
せ
よ
。
物
い
と
お
ほ
く
葦
の
値
に
と
ら
せ
よ
」
と
い
ひ
け
れ

ば
、「

　す
ず
ろ
な
る
者
に
、
な
に
か
物
お
ほ
く
た
ば
む
」
な
ど
、
あ
る
人
々
い
ひ
け
れ
ば
、
し
ひ
て
も
い
ひ
に
く
く
て
、「
い
か
で
物
と
ら
せ
む
」

と
思
ふ
あ
ひ
だ
に
、
下し

た
す
だ
れ簾
の
は
さ
ま
の
あ
き
た
る
よ
り
、
こ
の
男
ま
ぼ
れ
ば
、
わ
が
妻
に
似
た
り
。
あ
や
し
さ
に
、
心
を
と
ど
め
て
見
る
に
、「
顔

も
声
も
そ
れ
な
り
け
る
」
と
思
ふ
に
、
思
ひ
あ
は
せ
て
、
わ
が
さ
ま
の
い
と

　い
ら
な
く
な
り
た
る
を
思
ひ
け
る
に
、
い
と
は
し
た
な
く
て
、
葦
も

う
ち
捨
て
て
走
り
逃
げ
に
け
り
。「
し
ば
し
」
と
い
は
せ
け
れ
ど
、
人
の
家
に
逃
げ
て
入
り
て
、
竈か

ま

の
し
り
へ
に
か
が
ま
り
を
り
け
る
。
こ
の
車
よ
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に
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
く
詩
的
作
用
が
、
人
間
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
特
色
に
他
な
ら
な
い
。

さ
て
、

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
人
間
の
心
の
よ
う
な
自
律
的
閉
鎖
系
の
あ
い
だ
で
お
き
る
出
来
事
と
定
義
す
る
と
、
機
械
と
人
間
、
ま
た
は

機
械
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
本
来
、
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
機
械
は
他
律
的
に
作
動
す
る
開
放
系
だ
か
ら
だ
。

実
際
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
通
信
は
記
号
（
デ
ジ
タ
ル
記
号
）
を
送
れ
ば
す
む
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
指
令
を
伝
え
る
に
は
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
コ
マ

ン
ド
を
入
力
す
れ
ば
い
い
。
そ
こ
に
意
味
解
釈
な
ど
は
い
る

　

Ｃ

　は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
の
延
長
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
正
確
な
指
令
を
あ
た
え

れ
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
の
機
能
を
実
行
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
原
則
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
と
っ
て
「
意
味
」
の
解
釈
な
ど

無
縁
の
し
ろ
も
の
な
の
だ
。

た
だ
、
人
間
が
日
本
語
や
英
語
な
ど
の
自
然
言
語
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
会
話
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
で
一
種
の
疑
似
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

疑
似
的
な
意
味
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
あ
い
だ
の
「

　疑
似
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
特

色
は
何
だ
ろ
う
か
。

人
間
が
比
喩
に
よ
っ
て
言
語
記
号
の
意
味
解
釈
を
動
的
に
広
げ
て
い
く
傾
向
を
も
つ
の
に
対
し
、
人
工
知
能
は
逆
に
意
味
解
釈
の
幅
を
せ
ば
め
固

定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
論
理
的
な
指
令
（
た
と
え
ば
正
確
な
機
械
翻
訳
の
出
力
）
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
。
人
工
知
能
の
自
然
言
語
処
理

に
お
い
て
も
「
意
味
処
理
」
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
、
多
義
的
な
意
味
内
容
を
一
つ
に
絞
り
こ
む
た
め
の
工
夫
な
の
で

あ
る
。

わ
か
り
や
す
く
整
理
す
れ
ば
、人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
詩
的
で

　

ａ

　な「
共
感
作
用
」、人
工
知
能
の
疑
似
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
指
令
的
で

　

ｂ

　な
「
伝
達
作
用
」
に
特
長
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
現
実
の
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
両
者
が

共
存
し
、
い
り
ま
じ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
特
色
の
相
違
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
も
し
、
機
械
翻
訳
を
ふ
く
め
人
工
知
能
技
術
を
効
率
的
に
利
用
し

た
い
な
ら
、
な
る
べ
く
機
械
的
な
情
報
伝
達
の
場
面
に
限
定
す
る
ほ
う
が
安
全
だ
。

一
方
、
仮
に
、
連
句
会
や
連
歌
会
の
よ
う
な

　催
し
を
お
こ
な
い
、
人
工
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
参
加
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
が

　チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
テ

ス
ト
に
合
格
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
人
工
知
能
は
過
去
の
用
例
を
も
と
に
作
動
す
る
か
ら
、

　チ
ン
プ
な
作
品
し
か
う
み
だ
せ
な
い
。
直
感

の
す
る
ど
い
芸
術
家
の
目
を
ご
ま
か
す
こ
と
は
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。

ア
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
八
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

い
っ
た
い
、〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

「
ロ
ボ
ッ
ト
と
会
話
す
る
」
と
い
う
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
本
当
に
生
起
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ま
ず
そ
こ
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
を
は
じ
め
、
社
会
で
つ
か
わ
れ
る
記
号
の
「
意
味
」
の
解
釈
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
不
可
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
意

味
解
釈
が
大
き
く
食
い
ち
が
え
ば
、
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
で
き
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
し
な
い
。

と
り
あ
え
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、「
閉
じ
た
心
を
も
つ
存
在
同
士
が
、
互
い
に
言
葉
を
か
わ
す
こ
と
で
共
通
了
解
を
も
と
め
て
い
く
出
来

事
」
と
定
義
し
て
み
よ
う
。
何
だ
か
ム
ズ
カ
シ
そ
う
な
定
義
だ
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。

た
と
え
ば
二
人
の
商
人
Ａ
と
Ｂ
が
契
約
の
話
を
し
て
い
る
と
す
る
。「
ど
う
で
す
、
お
た
く
に
と
っ
て
も
、
い
い
話
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ね
」「
い

や
ま
っ
た
く
。
そ
ち
ら
さ
ん
か
ら
の
お
話
で
は
、
む
げ
に
お
断
り
す
る
わ
け
に
も
行
き
ま
せ
ん
な
あ
…
…
た
だ
ま
あ
、
も
う
少
し
景
気
が
よ
く
な
る

と
い
い
ん
で
す
が
。
え
え
と
、
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
ど
こ
で
す
か
な
」
と
言
葉
を

　

Ｘ

　し
て
Ｂ
が
席
を
立
っ
た
と
し
よ
う
。
は
た
し
て
Ａ
は
、

契
約
の
成
立
を
ど
の
く
ら
い
見
こ
め
る
だ
ろ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
腹
の
探
り
合
い
、
共
通
了
解
の
た
め
の
意
味
解
釈
の
相
互
交
換
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　

Ａ

　例
で
あ
る
。
た
え
ま
な

く
揺
れ
る
意
味
解
釈
を
通
じ
て
、
推
定
作
業
が
動
的
に
続
け
ら
れ
る
。
人
間
の
社
会
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
。

だ
か
ら
、
言
葉
（
記
号
表
現
）
の
あ
ら
わ
す
意
味
（
記
号
内
容
）
は
、
言
葉
に
ぴ
っ
た
り
付
着
し
た
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
人
間
社

会
に
お
け
る
多
様
な
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
繰
り
返
し
を
通
じ
て
、
動
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
。

さ
ら
に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
人
間
の
言
葉
は
抽
象
化
を
お
こ
な
う
。
一
つ
の
言
葉
が
あ
ら
わ
す
意
味
の
幅
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
拡
大
さ
れ
、
多
義
的
・
多
次
元
的
に
ふ
く
ら
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
座
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
家
具
は
、
み
な
「
椅
子
」
と
呼

ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
さ
ま
ざ
ま
な
画
像
を
見
せ
て
、
そ
の
共
通
特
徴
を
抽
出
す
る
深
層
学
習
と
は
逆
の
作
用
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か

り
か
、「
彼
が
ね
ら
っ
て
い
る
の
は
社
長
の
椅
子
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
比
喩
的
に
椅
子
が
「

　

Ｂ

　」
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
比
喩
的

二

左
ペ
ー
ジ

―9―

Ⅲ

　
比
喩
的
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
人
間
の
会
話
は
、
芸
術
活
動
に
は
向
い
て
い
る
が
合
意
形
成
を
目
指
す
交
渉
の
場
面
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

Ⅳ

　
人
工
知
能
の
利
用
は
、
人
間
と
の
違
い
を
踏
ま
え
て
、
推
定
が
伴
わ
な
い
一
義
的
な
情
報
伝
達
の
場
面
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

問
五

　

次
の
文
は
、
傍
線
（イ）
に
つ
い
て
筆
者
が
「
疑
似
的
」
と
表
現
し
て
い
る
理
由
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　に
入
る
語
句
を
本

文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
三
字
以
上
、
五
字
以
内
）。

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
あ
い
だ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
見
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、
人
間
同
士
の
場
合
と
は
異
な
り

　

　を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

問
六

　 Ｘ

　に
該
当
す
る
漢
字
一
字
を
記
入
せ
よ
。

問
七

　

傍
線
（ウ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（エ）
・
（オ）
・
（カ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

―8―

ち
な
み
に
、
人
工
知
能
に
文
学
作
品
を
つ
く
ら
せ
る
と
い
っ
た
試
み
は
、
芸
術
活
動
と
し
て
は
明
ら
か
に

　ジ
ャ
ド
ウ
で
あ
る
。
過
去
に
な
い
新

た
な
作
風
の
作
品
を
創
り
だ
す
の
が
近
代
芸
術
の
大
前
提
だ
か
ら
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
効
率
よ
く
マ
ガ
イ
モ
ノ
を
大
量
生
産
し
て
市
場
を

　セ
イ

ハ
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
芸
術
の
死
」
を
意
味
す
る
。 

（
西
垣
通
『
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
人
工
知
能
』
に
よ
る
）

注

　
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
テ
ス
ト
…
… 

数
学
者
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
テ
ス
ト
で
、
判
定
者
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
そ
れ
ぞ
れ
と
交
信
し
、
相
手

が
機
械
な
の
か
人
間
な
の
か
判
別
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
人
間
の
よ
う
な
思
考
能
力
を
持
つ
と
み

な
す
も
の
。

問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
空
間

　
　
２

　
根
拠

　
　
３

　
象
徴

　
　
４

　
地
位

　
　
５

　
典
型

　
　
６

　
実
績

　
　
７

　
模
範

　
　
８

　
余
地

問
二

　

　ａ
・
ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
ａ

　
柔
軟

　
　
　
ｂ

　
定
型
的

　
　
　
　
２

　
ａ

　
曖
昧

　
　
　
ｂ

　
観
念
的

３

　
ａ

　
普
遍
的

　
　
ｂ

　
的
確

　
　
　
　
　
４

　
ａ

　
空
想
的

　
　
ｂ

　
静
的

問
三

　

傍
線
（ア）
で
筆
者
が
考
え
る
人
間
や
機
械
の
特
徴
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
機
械
が
ど
の
よ
う
に
作
動
す
る
か
は
、
機
械
自
身
で
は
な
く
、
人
間
が
設
定
し
た
ル
ー
ル
に
依
存
し
て
い
る
。

２

　
機
械
の
場
合
、
入
力
デ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
わ
か
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
出
力
を
す
る
か
は
原
理
的
に
予
測
可
能
で
あ
る
。

３

　
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
意
味
解
釈
は
相
手
の
反
応
に
よ
ら
ず
単
独
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

４

　
人
間
の
会
話
で
は
、
相
手
が
ど
の
よ
う
に
思
考
し
て
い
る
の
か
厳
密
に
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
推
定
作
業
が
伴
う
。

問
四

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
会
話
を
し
な
が
ら
意
味
解
釈
を
重
ね
て
い
く
た
め
、
言
葉
の
意
味
は
会
話
の
中
で
形
成
さ
れ
る
。

Ⅱ

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
学
習
に
お
い
て
は
、
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
か
ら
共
通
す
る
特
徴
が
パ
タ
ー
ン
と
し
て
抽
出
さ
れ
記
憶
さ
れ
る
。

オ

カ

右
ペ
ー
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に
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
く
詩
的
作
用
が
、
人
間
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
特
色
に
他
な
ら
な
い
。

さ
て
、

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
人
間
の
心
の
よ
う
な
自
律
的
閉
鎖
系
の
あ
い
だ
で
お
き
る
出
来
事
と
定
義
す
る
と
、
機
械
と
人
間
、
ま
た
は

機
械
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
本
来
、
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
機
械
は
他
律
的
に
作
動
す
る
開
放
系
だ
か
ら
だ
。

実
際
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
通
信
は
記
号
（
デ
ジ
タ
ル
記
号
）
を
送
れ
ば
す
む
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
指
令
を
伝
え
る
に
は
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
コ
マ

ン
ド
を
入
力
す
れ
ば
い
い
。
そ
こ
に
意
味
解
釈
な
ど
は
い
る

　

Ｃ

　は
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
の
延
長
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
正
確
な
指
令
を
あ
た
え

れ
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
の
機
能
を
実
行
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
原
則
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
と
っ
て
「
意
味
」
の
解
釈
な
ど

無
縁
の
し
ろ
も
の
な
の
だ
。

た
だ
、
人
間
が
日
本
語
や
英
語
な
ど
の
自
然
言
語
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
会
話
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
こ
で
一
種
の
疑
似
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

疑
似
的
な
意
味
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
あ
い
だ
の
「

　疑
似
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
特

色
は
何
だ
ろ
う
か
。

人
間
が
比
喩
に
よ
っ
て
言
語
記
号
の
意
味
解
釈
を
動
的
に
広
げ
て
い
く
傾
向
を
も
つ
の
に
対
し
、
人
工
知
能
は
逆
に
意
味
解
釈
の
幅
を
せ
ば
め
固

定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
論
理
的
な
指
令
（
た
と
え
ば
正
確
な
機
械
翻
訳
の
出
力
）
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
。
人
工
知
能
の
自
然
言
語
処
理

に
お
い
て
も
「
意
味
処
理
」
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
、
多
義
的
な
意
味
内
容
を
一
つ
に
絞
り
こ
む
た
め
の
工
夫
な
の
で

あ
る
。

わ
か
り
や
す
く
整
理
す
れ
ば
、人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
詩
的
で

　

ａ

　な「
共
感
作
用
」、人
工
知
能
の
疑
似
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
指
令
的
で

　

ｂ

　な
「
伝
達
作
用
」
に
特
長
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
現
実
の
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
両
者
が

共
存
し
、
い
り
ま
じ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
特
色
の
相
違
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
も
し
、
機
械
翻
訳
を
ふ
く
め
人
工
知
能
技
術
を
効
率
的
に
利
用
し

た
い
な
ら
、
な
る
べ
く
機
械
的
な
情
報
伝
達
の
場
面
に
限
定
す
る
ほ
う
が
安
全
だ
。

一
方
、
仮
に
、
連
句
会
や
連
歌
会
の
よ
う
な

　催
し
を
お
こ
な
い
、
人
工
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
を
遠
隔
参
加
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
が

　チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
テ

ス
ト
に
合
格
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
人
工
知
能
は
過
去
の
用
例
を
も
と
に
作
動
す
る
か
ら
、

　チ
ン
プ
な
作
品
し
か
う
み
だ
せ
な
い
。
直
感

の
す
る
ど
い
芸
術
家
の
目
を
ご
ま
か
す
こ
と
は
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。

ア

イ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
八
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

い
っ
た
い
、〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

「
ロ
ボ
ッ
ト
と
会
話
す
る
」
と
い
う
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
本
当
に
生
起
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ま
ず
そ
こ
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
言
葉
を
は
じ
め
、
社
会
で
つ
か
わ
れ
る
記
号
の
「
意
味
」
の
解
釈
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
不
可
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
意

味
解
釈
が
大
き
く
食
い
ち
が
え
ば
、
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
で
き
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
し
な
い
。

と
り
あ
え
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、「
閉
じ
た
心
を
も
つ
存
在
同
士
が
、
互
い
に
言
葉
を
か
わ
す
こ
と
で
共
通
了
解
を
も
と
め
て
い
く
出
来

事
」
と
定
義
し
て
み
よ
う
。
何
だ
か
ム
ズ
カ
シ
そ
う
な
定
義
だ
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。

た
と
え
ば
二
人
の
商
人
Ａ
と
Ｂ
が
契
約
の
話
を
し
て
い
る
と
す
る
。「
ど
う
で
す
、
お
た
く
に
と
っ
て
も
、
い
い
話
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ね
」「
い

や
ま
っ
た
く
。
そ
ち
ら
さ
ん
か
ら
の
お
話
で
は
、
む
げ
に
お
断
り
す
る
わ
け
に
も
行
き
ま
せ
ん
な
あ
…
…
た
だ
ま
あ
、
も
う
少
し
景
気
が
よ
く
な
る

と
い
い
ん
で
す
が
。
え
え
と
、
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
ど
こ
で
す
か
な
」
と
言
葉
を

　

Ｘ

　し
て
Ｂ
が
席
を
立
っ
た
と
し
よ
う
。
は
た
し
て
Ａ
は
、

契
約
の
成
立
を
ど
の
く
ら
い
見
こ
め
る
だ
ろ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
腹
の
探
り
合
い
、
共
通
了
解
の
た
め
の
意
味
解
釈
の
相
互
交
換
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　

Ａ

　例
で
あ
る
。
た
え
ま
な

く
揺
れ
る
意
味
解
釈
を
通
じ
て
、
推
定
作
業
が
動
的
に
続
け
ら
れ
る
。
人
間
の
社
会
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
。

だ
か
ら
、
言
葉
（
記
号
表
現
）
の
あ
ら
わ
す
意
味
（
記
号
内
容
）
は
、
言
葉
に
ぴ
っ
た
り
付
着
し
た
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
人
間
社

会
に
お
け
る
多
様
な
言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
繰
り
返
し
を
通
じ
て
、
動
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
。

さ
ら
に
大
切
な
こ
と
が
あ
る
。
人
間
の
言
葉
は
抽
象
化
を
お
こ
な
う
。
一
つ
の
言
葉
が
あ
ら
わ
す
意
味
の
幅
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
拡
大
さ
れ
、
多
義
的
・
多
次
元
的
に
ふ
く
ら
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
座
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
家
具
は
、
み
な
「
椅
子
」
と
呼

ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
さ
ま
ざ
ま
な
画
像
を
見
せ
て
、
そ
の
共
通
特
徴
を
抽
出
す
る
深
層
学
習
と
は
逆
の
作
用
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か

り
か
、「
彼
が
ね
ら
っ
て
い
る
の
は
社
長
の
椅
子
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
比
喩
的
に
椅
子
が
「

　

Ｂ

　」
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
比
喩
的

二
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Ⅲ

　
比
喩
的
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
人
間
の
会
話
は
、
芸
術
活
動
に
は
向
い
て
い
る
が
合
意
形
成
を
目
指
す
交
渉
の
場
面
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

Ⅳ

　
人
工
知
能
の
利
用
は
、
人
間
と
の
違
い
を
踏
ま
え
て
、
推
定
が
伴
わ
な
い
一
義
的
な
情
報
伝
達
の
場
面
に
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

問
五

　

次
の
文
は
、
傍
線
（イ）
に
つ
い
て
筆
者
が
「
疑
似
的
」
と
表
現
し
て
い
る
理
由
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　に
入
る
語
句
を
本

文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
三
字
以
上
、
五
字
以
内
）。

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
あ
い
だ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
見
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、
人
間
同
士
の
場
合
と
は
異
な
り

　

　を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

問
六

　 Ｘ

　に
該
当
す
る
漢
字
一
字
を
記
入
せ
よ
。

問
七

　

傍
線
（ウ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（エ）
・
（オ）
・
（カ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

―8―

ち
な
み
に
、
人
工
知
能
に
文
学
作
品
を
つ
く
ら
せ
る
と
い
っ
た
試
み
は
、
芸
術
活
動
と
し
て
は
明
ら
か
に

　ジ
ャ
ド
ウ
で
あ
る
。
過
去
に
な
い
新

た
な
作
風
の
作
品
を
創
り
だ
す
の
が
近
代
芸
術
の
大
前
提
だ
か
ら
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
効
率
よ
く
マ
ガ
イ
モ
ノ
を
大
量
生
産
し
て
市
場
を

　セ
イ

ハ
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
芸
術
の
死
」
を
意
味
す
る
。 

（
西
垣
通
『
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
人
工
知
能
』
に
よ
る
）

注

　
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
テ
ス
ト
…
… 

数
学
者
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
テ
ス
ト
で
、
判
定
者
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
そ
れ
ぞ
れ
と
交
信
し
、
相
手

が
機
械
な
の
か
人
間
な
の
か
判
別
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
人
間
の
よ
う
な
思
考
能
力
を
持
つ
と
み

な
す
も
の
。

問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
空
間

　
　
２

　
根
拠

　
　
３

　
象
徴

　
　
４

　
地
位

　
　
５

　
典
型

　
　
６

　
実
績

　
　
７

　
模
範

　
　
８

　
余
地

問
二

　

　ａ
・
ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
ａ

　
柔
軟

　
　
　
ｂ

　
定
型
的

　
　
　
　
２

　
ａ

　
曖
昧

　
　
　
ｂ

　
観
念
的

３

　
ａ

　
普
遍
的

　
　
ｂ

　
的
確

　
　
　
　
　
４

　
ａ

　
空
想
的

　
　
ｂ

　
静
的

問
三

　

傍
線
（ア）
で
筆
者
が
考
え
る
人
間
や
機
械
の
特
徴
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
機
械
が
ど
の
よ
う
に
作
動
す
る
か
は
、
機
械
自
身
で
は
な
く
、
人
間
が
設
定
し
た
ル
ー
ル
に
依
存
し
て
い
る
。

２

　
機
械
の
場
合
、
入
力
デ
ー
タ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
わ
か
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
出
力
を
す
る
か
は
原
理
的
に
予
測
可
能
で
あ
る
。

３

　
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
意
味
解
釈
は
相
手
の
反
応
に
よ
ら
ず
単
独
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

４

　
人
間
の
会
話
で
は
、
相
手
が
ど
の
よ
う
に
思
考
し
て
い
る
の
か
厳
密
に
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
推
定
作
業
が
伴
う
。

問
四

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
会
話
を
し
な
が
ら
意
味
解
釈
を
重
ね
て
い
く
た
め
、
言
葉
の
意
味
は
会
話
の
中
で
形
成
さ
れ
る
。

Ⅱ

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
学
習
に
お
い
て
は
、
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
か
ら
共
通
す
る
特
徴
が
パ
タ
ー
ン
と
し
て
抽
出
さ
れ
記
憶
さ
れ
る
。

オ

カ

右
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
十
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

愈
い
よ
い
よ

Ｋ
市
へ
立
つ
と
い
う
前
の
晩
に
成な

つ

て
、
妻さ

い

が
丁
度
好
い
つ
い
で
だ
か
ら
、
帰
り
に
重
吉
さ
ん
の
所
へ
寄
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
そ
う
し
て
重

吉
さ
ん
に
会
っ
て
、
あ
の
事
を
も
っ
と
判は

っ
き
り然
極き

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
何
だ
か

　紙た

　
こ鳶

が
木
の
枝
へ
引
っ
掛
か
っ
て
い
な
が
ら
、
途
中
で
揚
が
っ
て

る
様
な
気
が
し
て
不い

け可
ま
せ
ん
か
ら
と
云
っ
た
。
重
吉
の
事
は
自
分
も
同
感
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
妻
に
よ
く
こ
ん
な
気
の
利
い
た
言
葉
が
使

え
る
と
思
っ
て
、
御
前
誰
か
に
教
わ
っ
た
の
か
い
と
、
何
も
答
え
な
い
先
に
、
ま
ず
冗
談
半
分
の
疑
い
を

　仄
め
か
し
て
み
た
。
す
る
と
妻
は
存
外

真
面
目
切
っ
た
顔
付
で
、
何
で
す
と
問
い
返
し
た
。
開
き
直
っ
た
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
此こ

っ
ち方
の
意
味
が
通
じ
な
か
っ
た
事
だ
け
は
た
し
か
な

様
に
見
え
た
か
ら
、
自
分
は
紙
鳶
の
話
は
そ
れ
ぎ
り
に
し
て
、
直
接
重
吉
の
事
を
談
合
し
た
。

重
吉
と
い
う
の
は
自
分
の
身
内
と
も
厄
介
者
と
も
片
の
付
か
な
い
一
種
の
青
年
で
あ
っ
た
。
一
時
は
自
分
の
家う

ち

に
寐ね

起お
き

を
し
て
ま
で
学
校
へ
通
っ

た
位
関
係
は
深
い
の
で
あ
る
が
、
大
学
へ
這は

い入
っ
て
以
来
下
宿
を
し
た
ぎ
り
、
四
年
の

　カ
テ
イ
を
終
る
ま
で
、
と
う
と
う
家
へ
は
帰
ら
な
か
っ
た
。

尤も
つ
と

も
別
に
疎
遠
に
な
っ
た
と
云
う
訳
で
は
な
い
、
日
曜
や
土
曜
も
し
く
は
平
日
で
さ
え
気
が
向
い
た
時
は
遣や

っ
て
来
て
長
く
遊
ん
で
行
っ
た
。
元

来
が

　鷹
揚
な
性
質
で
、
素
直
に
男
ら
し
く
打
ち
寛く

つ
ろ

い
で
い
る
様
に
見
え
る
の
が
、
持
っ
て
生
れ
た
こ
の
人
の
得
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
自
分
も
妻
も

甚
だ
重
吉
を
好
い
て
い
た
。
重
吉
の
方
で
も
自
分
等
を
叔
父
さ
ん
叔
母
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
。

重
吉
は
学
校
を
出
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て
出
る
や
否
や
す
ぐ
田
舎
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
何な

ぜ故
そ
ん
な
所
へ
行
く
の
か
と
聞
い
た
ら
別
に

大
し
た
意
味
も
な
い
が
、
た
だ
口
を
頼
ん
で
置
い
た
先
輩
が
、
行
っ
た
ら
ど
う
だ
と
勧
め
る
か
ら
そ
の
気
に
な
っ
た
の
だ
と
答
え
た
。
そ
れ
に
し
て

も
Ｈ
は
あ
ん
ま
り
じ
ゃ
な
い
か
、
せ
め
て
大
阪
と
か
名
古
屋
と
か
な
ら
地
方
で
も
仕
方
な
い
け
れ
ど
も
と
、
自
分
は
当
人
が
既
に
極
め
た
に
も
拘か

か
わ

ら
ず
一
応
彼
の
Ｈ
行
に
反
対
し
て
み
た
。
そ
の
時
重
吉
は
た
だ
に
や
に
や
笑
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
今
急
に
あ
す
こ
に
欠
員
が
出
来
て
困
っ
て
る
と

云
う
か
ら
、
当
分
の
約
束
で
行
く
の
で
す
、
直じ

き

又
帰
っ
て
き
ま
す
と
、
あ
た
か
も
未
来
が
自
分
の
勝
手
に
な
る
様
な
物
の
云
い
方
を
し
た
。
自
分
は

そ
の
場
で
重
吉
の
「
又
帰
っ
て
き
ま
す
」
を
「

　

Ⅹ

　」
に
訂
正
し
て
遣
り
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
そ
う
思
い
込
ん
で
い
る
も
の
の
心
を
、
無
益

に
ざ
わ
付
か
せ
る
必
要
も
な
い
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
し
て
置
い
て
、
じ
ゃ
あ
あ
の
事
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
と
た
ず
ね
た
。「
あ
の
事
」
は
今

三

ア
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ま
で
の
行
き
掛
り
上
、
重
吉
の
立
つ
前
に
是
非
と
も
聞
い
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
重
吉
は
別
に
気
に
掛か

け

る

様
子
も
な
く
、
万
事
貴
方
に
御
任
せ
す
る
か
ら
宜よ

ろ

し
く
願
い
ま
す
と
云
っ
た
な
り
、
平
気
で
い
た
。
刺
激
に
対
し
て
急
劇
な
反
応
を
示
さ
な
い
の
は

こ
の
男
の
天
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
彼
の
年
齢
と
、
こ
の
問
題
の
性
質
か
ら
一
般
的
に
見
た
所
で
、
重
吉
の
態
度
は
あ
ま
り
冷
静
過
ぎ
て
、

定
量
未
満
の
興
味
し
か
有も

ち
得
な
い
と
い
う
風
に
思
わ
れ
た
。
自
分
は
少
し
不
審
を
抱
い
た
。

元
来
自
分
と
妻
と
重
吉
の
間
に
た
だ
「
あ
の
事
」
と
し
て
一
種
の

　

Ａ

　の
よ
う
に
通
用
し
て
い
る
の
は
、
実
を
云
う
と
、
彼
の
縁
談
に
関

す
る
件
で
あ
っ
た
。
卒
業
の
少
し
前
か
ら
話
が
続
い
て
い
る
の
で
、
自
分
達
だ
け
に
は
単
な
る
「
あ
の
事
」
で
一
切
の
経
過
が
明
ら
か
に
頭
に
浮
か

む
所せ

い為
か
、
別
段
改
ま
っ
て
相
手
の
名
前
な
ど
は
口
へ
出
さ
な
い
で
済
ま
す
事
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

女
は
妻
の
遠
縁
に
当
た
る
も
の
の
次
女
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
時
々
自
分
の
家
に
出
入
る
所
か
ら
自
然
重
吉
と
も
知
合
に
な
っ
て
、
会
え
ば
互

に
挨
拶
す
る
位
の
交
際
が
成
立
し
た
。
け
れ
ど
も
二
人
の
関
係
は
そ
れ
以
上
に
接
近
す
る
機
会
も

　ク
ワ
ダ
て
も
な
く
、
殆
ど
同
じ
距
離
で
進
行
す

る
の
み
に
見
え
た
。
そ
う
し
て
二
人
共
そ
れ
以
上
に
何
物
を
も
求
む
る
気け

し
き色
が
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
二
人
の
間
は
、
年
長
者
の
監
督
の
下も

と

に
立
つ

あ
る
少
女
と
、
ま
だ
修
業
中
の
身
分
を
自
覚
す
る
あ
る
青
年
と
が
一
種
の
社
会
的
な
事
情
か
ら
、
互
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
、

Ｂ

　に
も
と
ら

な
い
だ
け
の
応
対
を
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
自
分
は
驚
い
た
の
で
あ
る
。
重
吉
が
昂あ

が

ら
ず
逼せ

ま

ら
ず
、
常
と
少
し
も
違
わ
な
い
平
面
な
調
子
で
、
あ
の
人
を
妻
に
貰
い
た
い
、
話
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か
と
云
っ
た
時
に
は
、
君
本
当
か
と
実
際
聞
き
返
し
た
位
で
あ
っ
た
。
自
分
は
す
ぐ
重
吉
の
挙
止
動
作
が
不
断
に
大
抵
は
真
面
目
で
あ
る

如
く
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
も
ま
た
真
面
目
で
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
う
し
て
過
渡
期
の
日
本
の
社
会
道
徳
に
背そ

む

い
て
、
私
の
歩
を
相
互
に
進
め

る
事
な
し
に
、
意
志
の
重
み
を
初
か
ら
監
督
者
た
る
父
母
に
寄
せ
掛
け
た
彼
の
行
な
い
振
り
を
快
よ
く
感
じ
た
。
其
処
で

　彼
の
依
頼
を
引
き
受
け

た
。早

速
妻
を
遣
っ
て
先
方
へ
話
を
さ
せ
て
み
る
と
、
妻
は
女
の
母
の
挨
拶
だ
と
い
っ
て
、
妙
な
返
事
を
齎も

た
ら

し
た
。
金
は
な
く
っ
て
も
構
わ
な
い
か

ら
道
楽
を
し
な
い
保
証
の
付
い
た
人
で
な
け
れ
ば
遣
ら
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
何
故
そ
ん
な
注
文
を
出
す
か
の
、
理い

わ
れ由

が
説
明
と
し
て

そ
の
返
事
に
伴
っ
て
い
た
。

女
に
は
一
人
の
姉
が
あ
っ
て
、
そ
の
姉
は
二
、
三
年
前
既
に
あ
る
資
産
家
の
所
へ
嫁
に
行
っ
た
。
今
で
も
行
っ
て
い
る
。
世
間
並
の
夫
婦
と
し
て

オ

カ

左
ペ
ー
ジ

―12―

別
に
他
の
注
意
を
惹ひ

く
ほ
ど
の
波は

ら
ん瀾
も
な
く
、
ま
ず
平
穏
に
納
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
人
目
に
は
そ
れ
で
差
支
な
い
様
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
姉
娘
の

父
母
は
こ
の
二
、
三
年
の
間
に
、
苦
々
し
い
思
い
を
断
え
ず
陰
で
舐な

め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
凡す

べ

て
は
娘
の
片
付
い
た
先
の
夫
の
不
身
持
か

ら
起
こ
っ
た
の
だ
と
云
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
父
母
だ
っ
て
、
娘
の
亭
主
を
、
業
務
上
必
要
の
交つ

き
あ
い際
か
ら
追
い
出
し
て
ま
で
、
娘
の
権
利
と
幸

福
を
庇
護
し
よ
う
と
試
み
る
ほ
ど
捌さ

ば

け
な
い
人
達
で
は
な
か
っ
た
。

実
を
云
う
と
、
父
母
は
始
め
か
ら
そ
れ
を
承
知
の
上
で
娘
を
嫁
に
や
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
腕う

で
き
き利
の
腕
を
最
も
敏
活
に
働
か
す
と
い
う

意
味
に
解
釈
し
た
酒
と
女
は
、
仕
事
の
上
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
交
際
社
会
の
必
要
条
件
と
ま
で
認
め
て
い
た
。
そ
れ
だ
の
に
彼
等
は
や
が
て
眉
を
顰ひ

そ

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
来
た
。
か
ね
て
丈
夫
で
あ
っ
た
娘
の
健
康
が
、
嫁
に
入い

っ
て
暫し

ば
ら

く
す
る
と
、
眼
に
付
く
よ
う
に
衰
え
出
し
た
と
き

に
、
彼
等
は
も
う
相
応
に
胸
を
傷い

た

め
た
。
娘
に
会
う
た
び
に
母
親
は
何ど

こ処
か
悪
く
は
な
い
か
と
聞
い
た
。
娘
は
た
だ
微
笑
し
て
、
別
段
何
と
も
な
い

と
ば
か
り
答
え
て
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
血
色
は
次
第
に
蒼あ

お

く
な
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
仕
舞
に
は
と
う
と
う
病
気
だ
と
云
う
事
が
分
っ
た
。

し
か
も
そ
の
病
気
が
あ
ま
り
質た

ち

の
好
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
が
分
っ
た
。
猶な

お

よ
く
探
究
す
る
と
、
公
け
に
云
い
難
い
夫
の
疾や

ま
い

が
何
時
の
間
に

か
妻
に
感
染
し
た
の
だ
と
云
う
事
ま
で
分
っ
た
。
父
母
の

　懸
念
が
道
徳
上
の
着
色
を
帯
び
て
、
好こ

う
お悪

の
意
味
で
、
娘
の
夫
に
反
射
す
る
様
に
な
っ

た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
気
の
毒
な
長
女
を
見
る
に
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
嫁
に
遣
る
次
女
の
夫
と
し
て
、
姉
の
そ
れ
と
同
型
の
道
楽
も

の
を
想
像
す
る
に
堪
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で

　金
は
な
く
て
も
構
わ
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
道
楽
を
し
な
い
保
険
付
の
堅
い
人
に
貰
っ
て
も
ら

お
う
と
、
夫
婦
の
間
に
相
談
が
纏ま

と

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
妻
は
先
方
か
ら
聞
い
て
来
た
通
り
を
こ
う
云
う
風
に
詳
し
く
繰
返
し
て
自
分
に
話
し
た
後の

ち

、
重
吉
さ
ん
な
ら
間
違
い
は
な
か
ろ
う
と
思
う

ん
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
と
云
っ
た
。
自
分
は
只
そ
う
さ
と
答
え
た
ま
ま
、
畳
の
上
を
見
詰
め
て
い
た
。
す
る
と
妻
は
稍や

や

疑
ぐ
っ
た
よ
う
な
調
子

で
、
重
吉
さ
ん
で
も
道
楽
を
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
聞
い
た
。

「
ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ
う
よ
」

「
ま
あ
じ
ゃ
困
る
わ
。
本
当
に
大
丈
夫
で
な
く
っ
ち
ゃ
。
だ
っ
て
も
し
か
、
嘘
で
も
吐つ

い
た
ら
、
私
済
ま
な
い
ん
で
す
も
の
。
私
ば
か
し
じ
ゃ
な

い
、
貴
方
だ
っ
て
責
任
が
御
有
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

こ
う
云
わ
れ
て
み
る
と
な
る
ほ
ど
先
方
へ
好い

い

加か
げ
ん減

な
返
事
を
す
る
の
も
如い

か
が何

な
も
の
で
あ
る
。
と
云
っ
て
、
あ
の
重
吉
が
遊
ぶ
と
は
、
ど
う
し
て

キ
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も
考
え
ら
れ
な
い
。
む
ろ
ん
彼
の
容
姿
に
は
爺じ

じ々

汚む
さ

い
と
か
無ぶ

こ
つ骨
過
ぎ
る
と
か
、
凡
て
粋い

き

の
裏
へ
廻
る
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
全
面

が
平
た
く

　ジ
ン
ジ
ョ
ウ
に
出
来
上
っ
て
い
る
所せ

い為
か
、
何
処
と
指
し
て
、
此
処
が
道
楽
臭
い
と
い
う
点
も
ま
た
ま
る
で
見
当
ら
な
か
っ
た
。
自
分

は
妻
と
色
々
話
し
た
末
、
こ
う
云
っ
た
。

「
ま
あ
大
抵
宜
か
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
道
楽
の
方
は
受
け
合
い
ま
す
と
云
っ
と
い
で
よ
」

「
道
楽
の
方
っ
て
―
―
。
為し

な
い
方
を
で
し
ょ
う
」

「
当
り
前
さ
。
為す

る
方
を
受
け
合
っ
ち
ゃ
大
変
だ
」

妻
は
又
先
方
へ
行
っ
て
、
決
し
て
道
楽
を
す
る
様
な
男
じ
ゃ
御
座
い
ま
せ
ん
と
受
合
っ
た
。
話
は
そ
れ
か
ら
発
展
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
重
吉
が

地
方
へ
行
く
と
云
い
出
し
た
時
に
は
、
そ
れ
が
ず
っ
と
進
行
し
て
、
も
う
十
の
九
ま
で
は
纏
ま
っ
て
い
た
。
自
分
は
重
吉
の
Ｈ
へ
立
つ
前
に
、
わ
ざ

わ
ざ
先
方
へ
出
掛
け
て
行
っ
て
、
父
母
の
同
意
を
求
め
た
上
で
重
吉
を
立
た
せ
た
。

重
吉
と
お
静
さ
ん
と
の
関
係
は
其
処
ま
で
行
っ
て
、
ぴ
た
り
と
停
っ
た
な
り
今こ

ん
に
ち日

に
至
っ
て
ま
だ
動
か
ず
に
い
る
。
尤も

つ
と

も
自
分
は
そ
れ
ほ
ど
気

に
も
掛
か
ら
な
い
、
今
に
何ど

っ
ち方

か
ら
か
動
き
だ
す
だ
ろ
う
、
万
事
は
そ
の
時
の
事
と
覚
悟
を
極
め
て
い
た
が
、
妻
は
女
だ
け
に
心
配
し
て
、
こ
の
間

も
長
い
手
紙
を
重
吉
に
遣
っ
て
、
一
体
あ
の
事
は
ど
う
な
さ
る
つ
も
り
で
す
か
と
た
ず
ね
た
ら
、
重
吉
は
万
事
宜
し
く
願
い
ま
す
と
例
の
通
り
の
返

事
を
寄
こ
し
た
。
そ
の
前
聞
き
合
わ
せ
た
時
に
は
、
私
は
ま
だ
道
楽
を
始
め
ま
せ
ん
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
と
い
う
端
書
が
来
た
。
妻
は
そ
の
端
書
を

自
分
の
所
へ
持
っ
て
来
て
、
重
吉
さ
ん
も
随
分
呑の

ん
き気

ね
、
ま
だ
始
め
ま
せ
ん
っ
て
、
今
に
始
め
ら
れ
た
日
に
ゃ
、
大
丈
夫
で
も
何
で
も
な
い
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
、
冗
談
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
と
少
し
怒
っ
た
様
な
語
気
を
洩
ら
し
た
。
自
分
に
も
重
吉
の
用
い
た
こ
の
ま
だ
と
云
う
字
が

　如い

か何
に
も

可お

か笑
し
く
思
わ
れ
た
。
妻
に
、
当
人
本
気
な
の
か
な
と
云
っ
た
位
で
あ
る
。

妻
が
評
し
た
如
く
、
こ
う
云
う
風
に
、
い
つ
ま
で
も
、
紙
鳶
が
木
の
枝
に
引
っ
掛
か
っ
て
中
途
か
ら
揚
が
っ
て
い
る
様
な
状あ

り
さ
ま態

で
推
し
て
行
か
れ

て
は
間
へ
這
入
っ
た
自
分
達
の
責
任
と
し
て
も
、
仕
舞
に
は
放
っ
て
置
か
れ
な
く
な
る
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
今
度
の
旅
行
を
幸
い
、
帰
り
に
Ｈ
へ

寄
っ
て
、
所い

わ
ゆ
る謂
「
あ
の
事
」
を
も
っ
と
判
然
片
付
け
て
来
た
ら
好
か
ろ
う
と
云
う
妻
の
意
見
に
従
う
事
に
極
め
て
家
を
出
た
。

 

（
夏
目
漱
石
『
手
紙
』
に
よ
る
）

ケ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
十
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

愈
い
よ
い
よ

Ｋ
市
へ
立
つ
と
い
う
前
の
晩
に
成な

つ

て
、
妻さ

い

が
丁
度
好
い
つ
い
で
だ
か
ら
、
帰
り
に
重
吉
さ
ん
の
所
へ
寄
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
そ
う
し
て
重

吉
さ
ん
に
会
っ
て
、
あ
の
事
を
も
っ
と
判は

っ
き
り然
極き

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
何
だ
か

　紙た

　
こ鳶

が
木
の
枝
へ
引
っ
掛
か
っ
て
い
な
が
ら
、
途
中
で
揚
が
っ
て

る
様
な
気
が
し
て
不い

け可
ま
せ
ん
か
ら
と
云
っ
た
。
重
吉
の
事
は
自
分
も
同
感
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
妻
に
よ
く
こ
ん
な
気
の
利
い
た
言
葉
が
使

え
る
と
思
っ
て
、
御
前
誰
か
に
教
わ
っ
た
の
か
い
と
、
何
も
答
え
な
い
先
に
、
ま
ず
冗
談
半
分
の
疑
い
を

　仄
め
か
し
て
み
た
。
す
る
と
妻
は
存
外

真
面
目
切
っ
た
顔
付
で
、
何
で
す
と
問
い
返
し
た
。
開
き
直
っ
た
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
此こ

っ
ち方
の
意
味
が
通
じ
な
か
っ
た
事
だ
け
は
た
し
か
な

様
に
見
え
た
か
ら
、
自
分
は
紙
鳶
の
話
は
そ
れ
ぎ
り
に
し
て
、
直
接
重
吉
の
事
を
談
合
し
た
。

重
吉
と
い
う
の
は
自
分
の
身
内
と
も
厄
介
者
と
も
片
の
付
か
な
い
一
種
の
青
年
で
あ
っ
た
。
一
時
は
自
分
の
家う

ち

に
寐ね

起お
き

を
し
て
ま
で
学
校
へ
通
っ

た
位
関
係
は
深
い
の
で
あ
る
が
、
大
学
へ
這は

い入
っ
て
以
来
下
宿
を
し
た
ぎ
り
、
四
年
の

　カ
テ
イ
を
終
る
ま
で
、
と
う
と
う
家
へ
は
帰
ら
な
か
っ
た
。

尤も
つ
と

も
別
に
疎
遠
に
な
っ
た
と
云
う
訳
で
は
な
い
、
日
曜
や
土
曜
も
し
く
は
平
日
で
さ
え
気
が
向
い
た
時
は
遣や

っ
て
来
て
長
く
遊
ん
で
行
っ
た
。
元

来
が

　鷹
揚
な
性
質
で
、
素
直
に
男
ら
し
く
打
ち
寛く

つ
ろ

い
で
い
る
様
に
見
え
る
の
が
、
持
っ
て
生
れ
た
こ
の
人
の
得
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
自
分
も
妻
も

甚
だ
重
吉
を
好
い
て
い
た
。
重
吉
の
方
で
も
自
分
等
を
叔
父
さ
ん
叔
母
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
。

重
吉
は
学
校
を
出
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
て
出
る
や
否
や
す
ぐ
田
舎
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
何な

ぜ故
そ
ん
な
所
へ
行
く
の
か
と
聞
い
た
ら
別
に

大
し
た
意
味
も
な
い
が
、
た
だ
口
を
頼
ん
で
置
い
た
先
輩
が
、
行
っ
た
ら
ど
う
だ
と
勧
め
る
か
ら
そ
の
気
に
な
っ
た
の
だ
と
答
え
た
。
そ
れ
に
し
て

も
Ｈ
は
あ
ん
ま
り
じ
ゃ
な
い
か
、
せ
め
て
大
阪
と
か
名
古
屋
と
か
な
ら
地
方
で
も
仕
方
な
い
け
れ
ど
も
と
、
自
分
は
当
人
が
既
に
極
め
た
に
も
拘か

か
わ

ら
ず
一
応
彼
の
Ｈ
行
に
反
対
し
て
み
た
。
そ
の
時
重
吉
は
た
だ
に
や
に
や
笑
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
今
急
に
あ
す
こ
に
欠
員
が
出
来
て
困
っ
て
る
と

云
う
か
ら
、
当
分
の
約
束
で
行
く
の
で
す
、
直じ

き

又
帰
っ
て
き
ま
す
と
、
あ
た
か
も
未
来
が
自
分
の
勝
手
に
な
る
様
な
物
の
云
い
方
を
し
た
。
自
分
は

そ
の
場
で
重
吉
の
「
又
帰
っ
て
き
ま
す
」
を
「

　

Ⅹ

　」
に
訂
正
し
て
遣
り
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
そ
う
思
い
込
ん
で
い
る
も
の
の
心
を
、
無
益

に
ざ
わ
付
か
せ
る
必
要
も
な
い
か
ら
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
し
て
置
い
て
、
じ
ゃ
あ
あ
の
事
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
と
た
ず
ね
た
。「
あ
の
事
」
は
今

三

ア
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ま
で
の
行
き
掛
り
上
、
重
吉
の
立
つ
前
に
是
非
と
も
聞
い
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
重
吉
は
別
に
気
に
掛か

け

る

様
子
も
な
く
、
万
事
貴
方
に
御
任
せ
す
る
か
ら
宜よ

ろ

し
く
願
い
ま
す
と
云
っ
た
な
り
、
平
気
で
い
た
。
刺
激
に
対
し
て
急
劇
な
反
応
を
示
さ
な
い
の
は

こ
の
男
の
天
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
彼
の
年
齢
と
、
こ
の
問
題
の
性
質
か
ら
一
般
的
に
見
た
所
で
、
重
吉
の
態
度
は
あ
ま
り
冷
静
過
ぎ
て
、

定
量
未
満
の
興
味
し
か
有も

ち
得
な
い
と
い
う
風
に
思
わ
れ
た
。
自
分
は
少
し
不
審
を
抱
い
た
。

元
来
自
分
と
妻
と
重
吉
の
間
に
た
だ
「
あ
の
事
」
と
し
て
一
種
の

　

Ａ

　の
よ
う
に
通
用
し
て
い
る
の
は
、
実
を
云
う
と
、
彼
の
縁
談
に
関

す
る
件
で
あ
っ
た
。
卒
業
の
少
し
前
か
ら
話
が
続
い
て
い
る
の
で
、
自
分
達
だ
け
に
は
単
な
る
「
あ
の
事
」
で
一
切
の
経
過
が
明
ら
か
に
頭
に
浮
か

む
所せ

い為
か
、
別
段
改
ま
っ
て
相
手
の
名
前
な
ど
は
口
へ
出
さ
な
い
で
済
ま
す
事
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

女
は
妻
の
遠
縁
に
当
た
る
も
の
の
次
女
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
時
々
自
分
の
家
に
出
入
る
所
か
ら
自
然
重
吉
と
も
知
合
に
な
っ
て
、
会
え
ば
互

に
挨
拶
す
る
位
の
交
際
が
成
立
し
た
。
け
れ
ど
も
二
人
の
関
係
は
そ
れ
以
上
に
接
近
す
る
機
会
も

　ク
ワ
ダ
て
も
な
く
、
殆
ど
同
じ
距
離
で
進
行
す

る
の
み
に
見
え
た
。
そ
う
し
て
二
人
共
そ
れ
以
上
に
何
物
を
も
求
む
る
気け

し
き色
が
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
二
人
の
間
は
、
年
長
者
の
監
督
の
下も

と

に
立
つ

あ
る
少
女
と
、
ま
だ
修
業
中
の
身
分
を
自
覚
す
る
あ
る
青
年
と
が
一
種
の
社
会
的
な
事
情
か
ら
、
互
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
、

Ｂ

　に
も
と
ら

な
い
だ
け
の
応
対
を
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
自
分
は
驚
い
た
の
で
あ
る
。
重
吉
が
昂あ

が

ら
ず
逼せ

ま

ら
ず
、
常
と
少
し
も
違
わ
な
い
平
面
な
調
子
で
、
あ
の
人
を
妻
に
貰
い
た
い
、
話
し
て
く

れ
ま
せ
ん
か
と
云
っ
た
時
に
は
、
君
本
当
か
と
実
際
聞
き
返
し
た
位
で
あ
っ
た
。
自
分
は
す
ぐ
重
吉
の
挙
止
動
作
が
不
断
に
大
抵
は
真
面
目
で
あ
る

如
く
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
も
ま
た
真
面
目
で
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
う
し
て
過
渡
期
の
日
本
の
社
会
道
徳
に
背そ

む

い
て
、
私
の
歩
を
相
互
に
進
め

る
事
な
し
に
、
意
志
の
重
み
を
初
か
ら
監
督
者
た
る
父
母
に
寄
せ
掛
け
た
彼
の
行
な
い
振
り
を
快
よ
く
感
じ
た
。
其
処
で

　彼
の
依
頼
を
引
き
受
け

た
。早

速
妻
を
遣
っ
て
先
方
へ
話
を
さ
せ
て
み
る
と
、
妻
は
女
の
母
の
挨
拶
だ
と
い
っ
て
、
妙
な
返
事
を
齎も

た
ら

し
た
。
金
は
な
く
っ
て
も
構
わ
な
い
か

ら
道
楽
を
し
な
い
保
証
の
付
い
た
人
で
な
け
れ
ば
遣
ら
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
何
故
そ
ん
な
注
文
を
出
す
か
の
、
理い

わ
れ由

が
説
明
と
し
て

そ
の
返
事
に
伴
っ
て
い
た
。

女
に
は
一
人
の
姉
が
あ
っ
て
、
そ
の
姉
は
二
、
三
年
前
既
に
あ
る
資
産
家
の
所
へ
嫁
に
行
っ
た
。
今
で
も
行
っ
て
い
る
。
世
間
並
の
夫
婦
と
し
て

オ
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別
に
他
の
注
意
を
惹ひ

く
ほ
ど
の
波は

ら
ん瀾
も
な
く
、
ま
ず
平
穏
に
納
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
人
目
に
は
そ
れ
で
差
支
な
い
様
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
姉
娘
の

父
母
は
こ
の
二
、
三
年
の
間
に
、
苦
々
し
い
思
い
を
断
え
ず
陰
で
舐な

め
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
凡す

べ

て
は
娘
の
片
付
い
た
先
の
夫
の
不
身
持
か

ら
起
こ
っ
た
の
だ
と
云
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
父
母
だ
っ
て
、
娘
の
亭
主
を
、
業
務
上
必
要
の
交つ

き
あ
い際
か
ら
追
い
出
し
て
ま
で
、
娘
の
権
利
と
幸

福
を
庇
護
し
よ
う
と
試
み
る
ほ
ど
捌さ

ば

け
な
い
人
達
で
は
な
か
っ
た
。

実
を
云
う
と
、
父
母
は
始
め
か
ら
そ
れ
を
承
知
の
上
で
娘
を
嫁
に
や
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
腕う

で
き
き利
の
腕
を
最
も
敏
活
に
働
か
す
と
い
う

意
味
に
解
釈
し
た
酒
と
女
は
、
仕
事
の
上
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
交
際
社
会
の
必
要
条
件
と
ま
で
認
め
て
い
た
。
そ
れ
だ
の
に
彼
等
は
や
が
て
眉
を
顰ひ

そ

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
来
た
。
か
ね
て
丈
夫
で
あ
っ
た
娘
の
健
康
が
、
嫁
に
入い

っ
て
暫し

ば
ら

く
す
る
と
、
眼
に
付
く
よ
う
に
衰
え
出
し
た
と
き

に
、
彼
等
は
も
う
相
応
に
胸
を
傷い

た

め
た
。
娘
に
会
う
た
び
に
母
親
は
何ど

こ処
か
悪
く
は
な
い
か
と
聞
い
た
。
娘
は
た
だ
微
笑
し
て
、
別
段
何
と
も
な
い

と
ば
か
り
答
え
て
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
血
色
は
次
第
に
蒼あ

お

く
な
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
仕
舞
に
は
と
う
と
う
病
気
だ
と
云
う
事
が
分
っ
た
。

し
か
も
そ
の
病
気
が
あ
ま
り
質た

ち

の
好
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
が
分
っ
た
。
猶な

お

よ
く
探
究
す
る
と
、
公
け
に
云
い
難
い
夫
の
疾や

ま
い

が
何
時
の
間
に

か
妻
に
感
染
し
た
の
だ
と
云
う
事
ま
で
分
っ
た
。
父
母
の

　懸
念
が
道
徳
上
の
着
色
を
帯
び
て
、
好こ

う
お悪

の
意
味
で
、
娘
の
夫
に
反
射
す
る
様
に
な
っ

た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
は
気
の
毒
な
長
女
を
見
る
に
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
嫁
に
遣
る
次
女
の
夫
と
し
て
、
姉
の
そ
れ
と
同
型
の
道
楽
も

の
を
想
像
す
る
に
堪
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で

　金
は
な
く
て
も
構
わ
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
道
楽
を
し
な
い
保
険
付
の
堅
い
人
に
貰
っ
て
も
ら

お
う
と
、
夫
婦
の
間
に
相
談
が
纏ま

と

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
妻
は
先
方
か
ら
聞
い
て
来
た
通
り
を
こ
う
云
う
風
に
詳
し
く
繰
返
し
て
自
分
に
話
し
た
後の

ち

、
重
吉
さ
ん
な
ら
間
違
い
は
な
か
ろ
う
と
思
う

ん
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
と
云
っ
た
。
自
分
は
只
そ
う
さ
と
答
え
た
ま
ま
、
畳
の
上
を
見
詰
め
て
い
た
。
す
る
と
妻
は
稍や

や

疑
ぐ
っ
た
よ
う
な
調
子

で
、
重
吉
さ
ん
で
も
道
楽
を
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
と
聞
い
た
。

「
ま
あ
大
丈
夫
だ
ろ
う
よ
」

「
ま
あ
じ
ゃ
困
る
わ
。
本
当
に
大
丈
夫
で
な
く
っ
ち
ゃ
。
だ
っ
て
も
し
か
、
嘘
で
も
吐つ

い
た
ら
、
私
済
ま
な
い
ん
で
す
も
の
。
私
ば
か
し
じ
ゃ
な

い
、
貴
方
だ
っ
て
責
任
が
御
有
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

こ
う
云
わ
れ
て
み
る
と
な
る
ほ
ど
先
方
へ
好い

い

加か
げ
ん減

な
返
事
を
す
る
の
も
如い

か
が何

な
も
の
で
あ
る
。
と
云
っ
て
、
あ
の
重
吉
が
遊
ぶ
と
は
、
ど
う
し
て

キ
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も
考
え
ら
れ
な
い
。
む
ろ
ん
彼
の
容
姿
に
は
爺じ

じ々

汚む
さ

い
と
か
無ぶ

こ
つ骨
過
ぎ
る
と
か
、
凡
て
粋い

き

の
裏
へ
廻
る
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
全
面

が
平
た
く

　ジ
ン
ジ
ョ
ウ
に
出
来
上
っ
て
い
る
所せ

い為
か
、
何
処
と
指
し
て
、
此
処
が
道
楽
臭
い
と
い
う
点
も
ま
た
ま
る
で
見
当
ら
な
か
っ
た
。
自
分

は
妻
と
色
々
話
し
た
末
、
こ
う
云
っ
た
。

「
ま
あ
大
抵
宜
か
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
道
楽
の
方
は
受
け
合
い
ま
す
と
云
っ
と
い
で
よ
」

「
道
楽
の
方
っ
て
―
―
。
為し

な
い
方
を
で
し
ょ
う
」

「
当
り
前
さ
。
為す

る
方
を
受
け
合
っ
ち
ゃ
大
変
だ
」

妻
は
又
先
方
へ
行
っ
て
、
決
し
て
道
楽
を
す
る
様
な
男
じ
ゃ
御
座
い
ま
せ
ん
と
受
合
っ
た
。
話
は
そ
れ
か
ら
発
展
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
重
吉
が

地
方
へ
行
く
と
云
い
出
し
た
時
に
は
、
そ
れ
が
ず
っ
と
進
行
し
て
、
も
う
十
の
九
ま
で
は
纏
ま
っ
て
い
た
。
自
分
は
重
吉
の
Ｈ
へ
立
つ
前
に
、
わ
ざ

わ
ざ
先
方
へ
出
掛
け
て
行
っ
て
、
父
母
の
同
意
を
求
め
た
上
で
重
吉
を
立
た
せ
た
。

重
吉
と
お
静
さ
ん
と
の
関
係
は
其
処
ま
で
行
っ
て
、
ぴ
た
り
と
停
っ
た
な
り
今こ

ん
に
ち日

に
至
っ
て
ま
だ
動
か
ず
に
い
る
。
尤も

つ
と

も
自
分
は
そ
れ
ほ
ど
気

に
も
掛
か
ら
な
い
、
今
に
何ど

っ
ち方

か
ら
か
動
き
だ
す
だ
ろ
う
、
万
事
は
そ
の
時
の
事
と
覚
悟
を
極
め
て
い
た
が
、
妻
は
女
だ
け
に
心
配
し
て
、
こ
の
間

も
長
い
手
紙
を
重
吉
に
遣
っ
て
、
一
体
あ
の
事
は
ど
う
な
さ
る
つ
も
り
で
す
か
と
た
ず
ね
た
ら
、
重
吉
は
万
事
宜
し
く
願
い
ま
す
と
例
の
通
り
の
返

事
を
寄
こ
し
た
。
そ
の
前
聞
き
合
わ
せ
た
時
に
は
、
私
は
ま
だ
道
楽
を
始
め
ま
せ
ん
か
ら
、
大
丈
夫
で
す
と
い
う
端
書
が
来
た
。
妻
は
そ
の
端
書
を

自
分
の
所
へ
持
っ
て
来
て
、
重
吉
さ
ん
も
随
分
呑の

ん
き気

ね
、
ま
だ
始
め
ま
せ
ん
っ
て
、
今
に
始
め
ら
れ
た
日
に
ゃ
、
大
丈
夫
で
も
何
で
も
な
い
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
、
冗
談
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
と
少
し
怒
っ
た
様
な
語
気
を
洩
ら
し
た
。
自
分
に
も
重
吉
の
用
い
た
こ
の
ま
だ
と
云
う
字
が

　如い

か何
に
も

可お

か笑
し
く
思
わ
れ
た
。
妻
に
、
当
人
本
気
な
の
か
な
と
云
っ
た
位
で
あ
る
。

妻
が
評
し
た
如
く
、
こ
う
云
う
風
に
、
い
つ
ま
で
も
、
紙
鳶
が
木
の
枝
に
引
っ
掛
か
っ
て
中
途
か
ら
揚
が
っ
て
い
る
様
な
状あ

り
さ
ま態

で
推
し
て
行
か
れ

て
は
間
へ
這
入
っ
た
自
分
達
の
責
任
と
し
て
も
、
仕
舞
に
は
放
っ
て
置
か
れ
な
く
な
る
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
、
今
度
の
旅
行
を
幸
い
、
帰
り
に
Ｈ
へ

寄
っ
て
、
所い

わ
ゆ
る謂
「
あ
の
事
」
を
も
っ
と
判
然
片
付
け
て
来
た
ら
好
か
ろ
う
と
云
う
妻
の
意
見
に
従
う
事
に
極
め
て
家
を
出
た
。

 

（
夏
目
漱
石
『
手
紙
』
に
よ
る
）

ケ

コ

右
ペ
ー
ジ
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問
一

　

　Ａ
・
Ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
符
牒

　
　
２

　
隠
喩

　
　
３

　
掛
詞

　
　
４

　
標
語

Ｂ

　
１

　
流
儀

　
　
２

　
忠
義

　
　
３

　
礼
儀

　
　
４

　
正
義

問
二

　 Ｘ

　に
最
も
適
当
な
語
句
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
時
々
は
帰
っ
て
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
帰
っ
て
く
る
つ
も
り
で
す

３

　
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

　
　
４

　
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

問
三

　

傍
線
（カ）
「
彼
の
依
頼
を
引
き
受
け
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
そ
ん
な
素
振
り
を
見
せ
な
か
っ
た
重
吉
と
お
静
が
、
実
は
結
婚
を
考
え
る
ほ
ど
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
驚
き
で
あ
っ
た
か
ら
。

２

　
い
つ
も
は
真
面
目
な
重
吉
が
、
日
本
の
社
会
道
徳
に
反
し
て
ま
で
お
静
と
結
婚
し
た
い
と
考
え
る
熱
い
思
い
に
心
を
打
た
れ
た
か
ら
。

３

　
同
じ
歩
調
で
関
係
を
進
め
る
真
面
目
な
重
吉
と
お
静
な
ら
、
父
母
を
大
切
に
し
て
、
よ
い
家
庭
を
築
く
だ
ろ
う
と
快
く
思
っ
た
か
ら
。

４

　
重
吉
が
お
静
と
の
結
婚
を
真
剣
に
考
え
、
旧
来
の
し
き
た
り
に
則
っ
て
事
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
好
ま
し
く
思
っ
た
か
ら
。

問
四

　

傍
線
（ク）
の
よ
う
に
お
静
の
父
母
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の

番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
道
楽
の
た
め
に
妻
の
健
康
を
脅
か
し
た
長
女
の
夫
に
対
し
、
世
間
は
道
徳
的
で
な
い
と
冷
た
い
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

２

　
仕
事
の
た
め
に
は
夫
の
道
楽
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
結
婚
さ
せ
た
長
女
の
、
そ
の
後
の
不ふ

び
ん憫
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
。

３

　
長
女
の
結
婚
で
は
厳
し
い
条
件
を
つ
け
て
失
敗
し
た
の
で
、
次
女
の
結
婚
に
お
い
て
は
条
件
を
緩
和
し
よ
う
と
考
え
た
か
ら
。

４

　
長
女
の
結
婚
か
ら
、
金
銭
的
余
裕
が
あ
る
人
は
道
楽
を
す
る
と
わ
か
り
、
資
産
家
は
避
け
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

問
五

　

傍
線
（コ）
「
如
何
に
も
可
笑
し
く
思
わ
れ
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入

せ
よ
。

１

　
真
面
目
な
重
吉
が
道
楽
を
す
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
妻
が
重
吉
の
冗
談
を
本
気
に
し
て
怒
っ
て
い
る
か
ら
。

―15―

２

　
重
吉
に
は
道
楽
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
重
吉
が
い
つ
か
道
楽
を
す
る
気
で
い
る
の
が
分
不
相
応
だ
か
ら
。

３

　
冗
談
な
ど
言
い
そ
う
に
な
い
重
吉
が
、
重
要
な
話
題
に
つ
い
て
冗
談
と
も
取
れ
る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
が
意
外
だ
か
ら
。

４

　
道
楽
を
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
、
重
吉
の
本
心
が
表
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
滑
稽
に
思
え
た
か
ら
。

問
六

　

重
吉
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
感
情
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
調
子
な
の
で
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

２

　
自
分
の
意
思
と
い
う
も
の
が
な
く
従
順
な
性
格
で
、
先
輩
が
勧
め
れ
ば
田
舎
で
も
ど
こ
で
も
嫌
が
ら
ず
に
行
っ
て
し
ま
う
。

３

　
言
動
だ
け
で
な
く
容
姿
も
年
齢
不
相
応
に
落
ち
着
い
て
粋
な
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
道
楽
を
す
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

４

　
結
婚
願
望
を
他
人
に
は
明
ら
か
に
し
な
い
た
め
、
一
見
す
る
と
、
相
手
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

５

　
浮
つ
い
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
い
つ
も
自
分
を
保
っ
て
い
て
か
つ
真
面
目
で
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
夫
妻
か
ら
好
か
れ
て
い
る
。

問
七

　

傍
線
（エ）
「
鷹
揚
な
性
質
」
と
い
う
重
吉
の
元
来
の
性
質
に
つ
い
て
、
別
の
表
現
を
し
て
い
る
箇
所
（
十
五
字
以
上
、
十
八
字
以
内
）
を
本

文
か
ら
抜
き
出
し
て
、
始
め
と
終
わ
り
の
三
字
を
そ
れ
ぞ
れ
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（ア）
「
紙
鳶
が
木
の
枝
へ
引
っ
掛
か
っ
て
い
な
が
ら
、
途
中
で
揚
が
っ
て
る
」
は
、
何
の
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表
し
て
い
る
か
。
そ
の

説
明
を
考
え
て
解
答
欄
に
収
ま
る
よ
う
に
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（イ）
・
（キ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
十

　

傍
線
（ウ）
・
（オ）
・
（ケ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
は
、
恋
人
の
為た

め

尊た
か

親
王
を
亡
く
し
た
和
泉
式
部
（
女
）
と
、
為
尊
親
王
の
弟
で
あ
る
敦あ

つ

道み
ち

親
王
（
宮
）
と
の
人
目
を
忍
ん

だ
歌
の
や
り
と
り
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
七
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

（
女
は
寺
に
）
参
り
て
、
三
日
ば
か
り
あ
り
て
帰
り
た
れ
ば
、
宮
よ
り
「
い
と

　お
ぼ
つ
か
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
参
り
て
と
思
ひ
た
ま
ふ
る
を
、 

い
と
心
憂
か
り
し
に
こ
そ
、
も
の
憂
く
恥
づ
か
し
う
お
ぼ
え
て
。
い
と

　お
ろ
か
な
る
に
こ
そ
な
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
日
ご
ろ
は
、

〔Ａ〕
過
ぐ
す
を
も
忘
れ
や
す
る
と
ほ
ど
ふ
れ
ば
い
と
恋
し
さ
に
今
日
は
ま
け
な
む

あ
さ
か
ら
ぬ
心
の
ほ
ど
を
、
さ
り
と
も
」
と
あ
る
、
御
返
り
、

「
ま
く
る
と
も
見
え
ぬ
も
の
か
ら

　玉
か
づ
ら
問
ふ
ひ
と
す
ぢ
も
絶
え
ま
が
ち
に
て
」

と
聞
こ
え
た
り
。

宮
、
例
の
忍
び
て
お
は
し
ま
い
た
り
。
女
、
さ
し
も
や
は
と
思
ふ
う
ち
に
、

　日
ご
ろ
の
お
こ
な
ひ
に
困こ

う

じ
て
、
う
ち
ま
ど
ろ
み
た
る
ほ
ど
に
、

門
を
た
た
く
に
聞
き
つ
く
る
人
も
な
し
。

　聞
こ
し
め
す
こ
と
ど
も
あ
れ
ば
、
人
の
あ
る
に
や
と
お
ぼ
し
め
し
て
、
や
を
ら
帰
ら
せ
た
ま
ひ
て
、

　

つ
と
め
て
、

〔Ｂ〕
「
あ
け
ざ
り
し
真ま

き木
の
戸
口
に
立
ち
な
が
ら
つ
ら
き
心
の
た
め
し
と
ぞ
見
し

憂
き
は
こ
れ
に
や
と
思
ふ
も
、
あ
は
れ
に
な
む
」
と
あ
り
。「
昨よ

べ夜
お
は
し
ま
し
け
る
な
め
り
か
し
、
心
も
な
く
寝
に
け
る
も
の
か
な
」
と
思
ふ
。

御
返
り
、「

い
か
で
か
は
真
木
の
戸
口
を
鎖さ

し
な
が
ら
つ
ら
き
心
の
あ
り
な
し
を
見
む

お
し
は
か
ら
せ
た
ま
ふ
め
る
こ
そ
。
見
せ
た
ら
ば
」
と
あ
り
。
今
宵
も
お
は
し
ま
さ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
か
か
る
御
歩あ

り

き
を
人
々
も
制
し
き
こ
ゆ
る
う

ち
に
、
内
（
一
条
天
皇
）、
大
殿
（
藤
原
道
長
）、
春
宮
（
居い

や

貞さ
だ

親
王
）
な
ど
の
聞
こ
し
め
さ
む
こ
と
も
か
ろ
が
ろ
し
う
、

　お
ぼ
し
つ
つ
む
ほ
ど
に
、

い
と
は
る
か
な
り
。

雨
う
ち
降
り
て
い
と
つ
れ
づ
れ
な
る
日
ご
ろ
、
女
は
雲
間
な
き
な
が
め
に
、
世
の
中
を
い
か
に
な
り
ぬ
る
な
ら
む
と
つ
き
せ
ず
な
が
め
て
、「

　す

き
ご
と
す
る
人
々
は
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
た
だ
今
は
と
も
か
く
も
思
は
ぬ
を
。
世
の
人
は
さ
ま
ざ
ま
に
言
ふ
め
れ
ど
、

　身
の
あ
れ
ば
こ
そ
」
と
思
ひ

一

ア

注
１

イ

ａ

注
２

ウ

ｂ

注
３

ｃ

エオ

カ

ｄ

キ

ク

注
４

国　語 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：98ページ）時間＝70分　総点＝100点
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て
過
ぐ
す
。
宮
よ
り
「
雨
の
つ
れ
づ
れ
は
い
か
に
」
と
て
、

〔Ｃ〕
「
お
ほ
か
た
に
さ
み
だ
る
る
と
や
思
ふ
ら
む
君
恋
ひ
わ
た
る
今
日
の
な
が
め
を
」

と
あ
れ
ば
、
折
を
過
ぐ
し
た
ま
は
ぬ
を
を
か
し
と
思
ふ
。
あ
は
れ
な
る
折
し
も
と
思
ひ
て
、

〔Ｄ〕
「
し
の
ぶ
ら
ん
も
の
と
も
知
ら
で
お
の
が
た
だ

　身
を
知
る
雨
と
思
ひ
け
る
か
な
」

と
書
き
て
、
紙
の
ひ
と
へ
を
引
き
返
し
て
、

〔Ｅ〕
「
ふ
れ
ば
世
の
い
と
ど
憂
さ
の
み
知
ら
る
る
に
今
日
の
な
が
め
に
水
ま
さ
ら
な
む

待
ち
と
る
岸
や
」
と
聞
こ
え
た
る
を
御
覧
じ
て
、
立
ち
返
り
、

〔Ｆ〕
「
な
に
せ
む
に
身
を
さ
へ
捨
て
む
と
思
ふ
ら
む
あ
め
の
下
に
は
君
の
み
や
ふ
る

た
れ
も
憂
き
世
を
や
」
と
あ
り
。 

（『
和
泉
式
部
日
記
』）

注
１

　
い
と
心
憂
か
り
し
に
…
…
宮
が
以
前
に
女
を
訪
ね
た
と
き
、
為
尊
親
王
の
寺
参
り
を
口
実
と
し
て
女
が
宮
に
会
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
。

注
２

　
玉
か
づ
ら
…
…
そ
の
後
に
記
さ
れ
た
「
絶
え
」
の
枕
詞

注
３

　
聞
こ
し
め
す
こ
と
ど
も
…
…
女
の
も
と
に
他
の
男
た
ち
が
通
っ
て
い
る
と
い
う
噂
を
指
す
。

注
４

　
身
の
あ
れ
ば
こ
そ
…
… 

「
い
づ
方
に
行
き
隠
れ
な
ん
世
の
中
に
身
の
あ
れ
ば
こ
そ
人
も
つ
ら
け
れ
」（『
拾
遺
和
歌
集
』・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
て 

い
る
。

注
５

　
身
を
知
る
雨
…
…
「
か
ず
か
ず
に
思
ひ
思
は
ず
問
ひ
が
た
み
身
を
知
る
雨
は
降
り
ぞ
ま
さ
れ
る
」（『
古
今
和
歌
集
』・
在
原
業
平
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

注
５

右
ペ
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問
一

　

　Ａ
・
Ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
符
牒

　
　
２

　
隠
喩

　
　
３

　
掛
詞

　
　
４

　
標
語

Ｂ

　
１

　
流
儀

　
　
２

　
忠
義

　
　
３

　
礼
儀

　
　
４

　
正
義

問
二

　 Ｘ

　に
最
も
適
当
な
語
句
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
時
々
は
帰
っ
て
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
帰
っ
て
く
る
つ
も
り
で
す

３

　
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

　
　
４

　
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

問
三

　

傍
線
（カ）
「
彼
の
依
頼
を
引
き
受
け
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
そ
ん
な
素
振
り
を
見
せ
な
か
っ
た
重
吉
と
お
静
が
、
実
は
結
婚
を
考
え
る
ほ
ど
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
嬉
し
い
驚
き
で
あ
っ
た
か
ら
。

２

　
い
つ
も
は
真
面
目
な
重
吉
が
、
日
本
の
社
会
道
徳
に
反
し
て
ま
で
お
静
と
結
婚
し
た
い
と
考
え
る
熱
い
思
い
に
心
を
打
た
れ
た
か
ら
。

３

　
同
じ
歩
調
で
関
係
を
進
め
る
真
面
目
な
重
吉
と
お
静
な
ら
、
父
母
を
大
切
に
し
て
、
よ
い
家
庭
を
築
く
だ
ろ
う
と
快
く
思
っ
た
か
ら
。

４

　
重
吉
が
お
静
と
の
結
婚
を
真
剣
に
考
え
、
旧
来
の
し
き
た
り
に
則
っ
て
事
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
好
ま
し
く
思
っ
た
か
ら
。

問
四

　

傍
線
（ク）
の
よ
う
に
お
静
の
父
母
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の

番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
道
楽
の
た
め
に
妻
の
健
康
を
脅
か
し
た
長
女
の
夫
に
対
し
、
世
間
は
道
徳
的
で
な
い
と
冷
た
い
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

２

　
仕
事
の
た
め
に
は
夫
の
道
楽
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
結
婚
さ
せ
た
長
女
の
、
そ
の
後
の
不ふ

び
ん憫
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
。

３

　
長
女
の
結
婚
で
は
厳
し
い
条
件
を
つ
け
て
失
敗
し
た
の
で
、
次
女
の
結
婚
に
お
い
て
は
条
件
を
緩
和
し
よ
う
と
考
え
た
か
ら
。

４

　
長
女
の
結
婚
か
ら
、
金
銭
的
余
裕
が
あ
る
人
は
道
楽
を
す
る
と
わ
か
り
、
資
産
家
は
避
け
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

問
五

　

傍
線
（コ）
「
如
何
に
も
可
笑
し
く
思
わ
れ
た
」
の
は
な
ぜ
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入

せ
よ
。

１

　
真
面
目
な
重
吉
が
道
楽
を
す
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
妻
が
重
吉
の
冗
談
を
本
気
に
し
て
怒
っ
て
い
る
か
ら
。
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２

　
重
吉
に
は
道
楽
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
重
吉
が
い
つ
か
道
楽
を
す
る
気
で
い
る
の
が
分
不
相
応
だ
か
ら
。

３

　
冗
談
な
ど
言
い
そ
う
に
な
い
重
吉
が
、
重
要
な
話
題
に
つ
い
て
冗
談
と
も
取
れ
る
書
き
方
を
し
て
い
る
の
が
意
外
だ
か
ら
。

４

　
道
楽
を
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
、
重
吉
の
本
心
が
表
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
滑
稽
に
思
え
た
か
ら
。

問
六

　

重
吉
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
感
情
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
調
子
な
の
で
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

２

　
自
分
の
意
思
と
い
う
も
の
が
な
く
従
順
な
性
格
で
、
先
輩
が
勧
め
れ
ば
田
舎
で
も
ど
こ
で
も
嫌
が
ら
ず
に
行
っ
て
し
ま
う
。

３

　
言
動
だ
け
で
な
く
容
姿
も
年
齢
不
相
応
に
落
ち
着
い
て
粋
な
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
道
楽
を
す
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

４

　
結
婚
願
望
を
他
人
に
は
明
ら
か
に
し
な
い
た
め
、
一
見
す
る
と
、
相
手
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

５

　
浮
つ
い
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
い
つ
も
自
分
を
保
っ
て
い
て
か
つ
真
面
目
で
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
夫
妻
か
ら
好
か
れ
て
い
る
。

問
七

　

傍
線
（エ）
「
鷹
揚
な
性
質
」
と
い
う
重
吉
の
元
来
の
性
質
に
つ
い
て
、
別
の
表
現
を
し
て
い
る
箇
所
（
十
五
字
以
上
、
十
八
字
以
内
）
を
本

文
か
ら
抜
き
出
し
て
、
始
め
と
終
わ
り
の
三
字
を
そ
れ
ぞ
れ
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（ア）
「
紙
鳶
が
木
の
枝
へ
引
っ
掛
か
っ
て
い
な
が
ら
、
途
中
で
揚
が
っ
て
る
」
は
、
何
の
ど
の
よ
う
な
様
子
を
表
し
て
い
る
か
。
そ
の

説
明
を
考
え
て
解
答
欄
に
収
ま
る
よ
う
に
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（イ）
・
（キ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
十

　

傍
線
（ウ）
・
（オ）
・
（ケ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
は
、
恋
人
の
為た

め

尊た
か

親
王
を
亡
く
し
た
和
泉
式
部
（
女
）
と
、
為
尊
親
王
の
弟
で
あ
る
敦あ

つ

道み
ち

親
王
（
宮
）
と
の
人
目
を
忍
ん

だ
歌
の
や
り
と
り
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
七
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

（
女
は
寺
に
）
参
り
て
、
三
日
ば
か
り
あ
り
て
帰
り
た
れ
ば
、
宮
よ
り
「
い
と

　お
ぼ
つ
か
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、
参
り
て
と
思
ひ
た
ま
ふ
る
を
、 

い
と
心
憂
か
り
し
に
こ
そ
、
も
の
憂
く
恥
づ
か
し
う
お
ぼ
え
て
。
い
と

　お
ろ
か
な
る
に
こ
そ
な
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
日
ご
ろ
は
、

〔Ａ〕
過
ぐ
す
を
も
忘
れ
や
す
る
と
ほ
ど
ふ
れ
ば
い
と
恋
し
さ
に
今
日
は
ま
け
な
む

あ
さ
か
ら
ぬ
心
の
ほ
ど
を
、
さ
り
と
も
」
と
あ
る
、
御
返
り
、

「
ま
く
る
と
も
見
え
ぬ
も
の
か
ら

　玉
か
づ
ら
問
ふ
ひ
と
す
ぢ
も
絶
え
ま
が
ち
に
て
」

と
聞
こ
え
た
り
。

宮
、
例
の
忍
び
て
お
は
し
ま
い
た
り
。
女
、
さ
し
も
や
は
と
思
ふ
う
ち
に
、

　日
ご
ろ
の
お
こ
な
ひ
に
困こ

う

じ
て
、
う
ち
ま
ど
ろ
み
た
る
ほ
ど
に
、

門
を
た
た
く
に
聞
き
つ
く
る
人
も
な
し
。

　聞
こ
し
め
す
こ
と
ど
も
あ
れ
ば
、
人
の
あ
る
に
や
と
お
ぼ
し
め
し
て
、
や
を
ら
帰
ら
せ
た
ま
ひ
て
、

　

つ
と
め
て
、

〔Ｂ〕
「
あ
け
ざ
り
し
真ま

き木
の
戸
口
に
立
ち
な
が
ら
つ
ら
き
心
の
た
め
し
と
ぞ
見
し

憂
き
は
こ
れ
に
や
と
思
ふ
も
、
あ
は
れ
に
な
む
」
と
あ
り
。「
昨よ

べ夜
お
は
し
ま
し
け
る
な
め
り
か
し
、
心
も
な
く
寝
に
け
る
も
の
か
な
」
と
思
ふ
。

御
返
り
、「

い
か
で
か
は
真
木
の
戸
口
を
鎖さ

し
な
が
ら
つ
ら
き
心
の
あ
り
な
し
を
見
む

お
し
は
か
ら
せ
た
ま
ふ
め
る
こ
そ
。
見
せ
た
ら
ば
」
と
あ
り
。
今
宵
も
お
は
し
ま
さ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
か
か
る
御
歩あ

り

き
を
人
々
も
制
し
き
こ
ゆ
る
う

ち
に
、
内
（
一
条
天
皇
）、
大
殿
（
藤
原
道
長
）、
春
宮
（
居い

や

貞さ
だ

親
王
）
な
ど
の
聞
こ
し
め
さ
む
こ
と
も
か
ろ
が
ろ
し
う
、

　お
ぼ
し
つ
つ
む
ほ
ど
に
、

い
と
は
る
か
な
り
。

雨
う
ち
降
り
て
い
と
つ
れ
づ
れ
な
る
日
ご
ろ
、
女
は
雲
間
な
き
な
が
め
に
、
世
の
中
を
い
か
に
な
り
ぬ
る
な
ら
む
と
つ
き
せ
ず
な
が
め
て
、「

　す

き
ご
と
す
る
人
々
は
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
た
だ
今
は
と
も
か
く
も
思
は
ぬ
を
。
世
の
人
は
さ
ま
ざ
ま
に
言
ふ
め
れ
ど
、

　身
の
あ
れ
ば
こ
そ
」
と
思
ひ

一

ア

注
１

イ

ａ

注
２

ウ

ｂ

注
３

ｃ

エオ

カ

ｄ

キ

ク

注
４

国　語 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：98ページ）時間＝70分　総点＝100点
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て
過
ぐ
す
。
宮
よ
り
「
雨
の
つ
れ
づ
れ
は
い
か
に
」
と
て
、

〔Ｃ〕
「
お
ほ
か
た
に
さ
み
だ
る
る
と
や
思
ふ
ら
む
君
恋
ひ
わ
た
る
今
日
の
な
が
め
を
」

と
あ
れ
ば
、
折
を
過
ぐ
し
た
ま
は
ぬ
を
を
か
し
と
思
ふ
。
あ
は
れ
な
る
折
し
も
と
思
ひ
て
、

〔Ｄ〕
「
し
の
ぶ
ら
ん
も
の
と
も
知
ら
で
お
の
が
た
だ

　身
を
知
る
雨
と
思
ひ
け
る
か
な
」

と
書
き
て
、
紙
の
ひ
と
へ
を
引
き
返
し
て
、

〔Ｅ〕
「
ふ
れ
ば
世
の
い
と
ど
憂
さ
の
み
知
ら
る
る
に
今
日
の
な
が
め
に
水
ま
さ
ら
な
む

待
ち
と
る
岸
や
」
と
聞
こ
え
た
る
を
御
覧
じ
て
、
立
ち
返
り
、

〔Ｆ〕
「
な
に
せ
む
に
身
を
さ
へ
捨
て
む
と
思
ふ
ら
む
あ
め
の
下
に
は
君
の
み
や
ふ
る

た
れ
も
憂
き
世
を
や
」
と
あ
り
。 

（『
和
泉
式
部
日
記
』）

注
１

　
い
と
心
憂
か
り
し
に
…
…
宮
が
以
前
に
女
を
訪
ね
た
と
き
、
為
尊
親
王
の
寺
参
り
を
口
実
と
し
て
女
が
宮
に
会
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
。

注
２

　
玉
か
づ
ら
…
…
そ
の
後
に
記
さ
れ
た
「
絶
え
」
の
枕
詞

注
３

　
聞
こ
し
め
す
こ
と
ど
も
…
…
女
の
も
と
に
他
の
男
た
ち
が
通
っ
て
い
る
と
い
う
噂
を
指
す
。

注
４

　
身
の
あ
れ
ば
こ
そ
…
… 

「
い
づ
方
に
行
き
隠
れ
な
ん
世
の
中
に
身
の
あ
れ
ば
こ
そ
人
も
つ
ら
け
れ
」（『
拾
遺
和
歌
集
』・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
て 

い
る
。

注
５

　
身
を
知
る
雨
…
…
「
か
ず
か
ず
に
思
ひ
思
は
ず
問
ひ
が
た
み
身
を
知
る
雨
は
降
り
ぞ
ま
さ
れ
る
」（『
古
今
和
歌
集
』・
在
原
業
平
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

注
５

右
ペ
ー
ジ
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問
一

　

傍
線
（ア）
・
（イ）
・
（エ）
・
（キ）
・
（ク）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号

を
記
入
せ
よ
。

（ア）
「
お
ぼ
つ
か
な
く
」

　
１

　
心
置
き
な
く

　
　
　
２

　
待
ち
遠
し
く

　
　
　
　
　
３

　
ゆ
と
り
な
く

　
　
　
　
４

　
せ
わ
し
く

（イ）
「
お
ろ
か
な
る
」

　
　
１

　
極
端
な
こ
と

　
　
　
２

　
疎
遠
な
こ
と

　
　
　
　
　
３

　
平
凡
な
こ
と

　
　
　
　
４

　
残
念
な
こ
と

（エ）
「
つ
と
め
て
」

　
　
　
１

　
翌
朝

　
　
　
　
　
　
２

　
夜
明
け
前

　
　
　
　
　
　
３

　
夜
半

　
　
　
　
　
　
　
４

　
前
夜

（キ）
「
お
ぼ
し
つ
つ
む
」

　
１

　
ご
立
腹
な
さ
る

　
　
２

　
身
を
お
隠
し
な
さ
る

　
　
３

　
ご
遠
慮
な
さ
る

　
　
　
４

　
落
ち
着
き
な
さ
る

（ク）
「
す
き
ご
と
す
る
」

　
１

　
噂
を
広
め
る

　
　
　
２

　
修
行
に
明
け
暮
れ
る

　
　
３

　
言
い
寄
っ
て
く
る

　
　
４

　
風
流
に
暮
ら
す

問
二

　

波
線
ａ
―
ｄ
の
助
動
詞
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
意
志

　
　
２

　
過
去

　
　
３

　
反
実
仮
想

　
　
４

　
尊
敬

５

　
推
量

　
　
６

　
使
役

　
　
７

　
存
続

　
　
　
　
８

　
希
望

問
三

　

傍
線
（カ）
「
見
せ
た
ら
ば
」
で
は
、
作
中
人
物
が
「
人
知
れ
ぬ
心
の
う
ち
を
見
せ
た
ら
ば
今
ま
で
つ
ら
き
人
は
あ
ら
じ
な
」（『
拾
遺
和
歌

集
』・
よ
み
人
し
ら
ず
）
と
い
う
和
歌
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
の
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
心
情
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
も
し
私
の
本
心
を
お
見
せ
で
き
た
ら
、
あ
な
た
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
の
に
。

２

　
も
し
あ
な
た
が
真
心
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
私
の
心
も
や
す
ら
ぎ
ま
す
の
に
。

３

　
も
し
私
の
疑
い
の
心
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
あ
な
た
は
驚
く
は
ず
で
す
の
に
。

４

　
も
し
あ
な
た
の
心
の
う
ち
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
私
は
考
え
を
変
え
ま
す
の
に
。

問
四

　

本
文
中
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
〔Ａ〕
の
歌
で
宮
は
、
だ
ん
だ
ん
と
時
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
と
い
う
存
在
が
い
る
こ
と
を
女
が
も
う
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
弱
気
に
な
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

―5―

２

　
〔Ｂ〕
の
歌
で
宮
は
、
開
く
こ
と
の
な
い
戸
口
の
前
に
立
ち
続
け
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
辛
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
今
後
の
自
分
へ
の

い
ま
し
め
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
直
し
て
い
る
。

３

　
〔Ｃ〕
の
歌
で
宮
は
、
今
日
の
雨
は
た
だ
の
五
月
雨
で
は
な
く
、
実
は
女
の
こ
と
を
思
い
つ
づ
け
る
自
分
の
涙
が
雨
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
よ
、
と
自
ら
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

４

　
〔Ｄ〕
の
歌
で
女
は
、
宮
の
お
気
持
ち
に
思
い
が
及
ば
ず
、
今
日
の
雨
は
宮
か
ら
深
く
思
わ
れ
て
い
な
い
自
分
の
悲
し
い
身
の
上
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
雨
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
、
と
自
ら
の
思
い
を
詠
ん
で
い
る
。

５

　
〔Ｆ〕
の
歌
で
女
は
、
な
ぜ
身
を
捨
て
よ
う
と
な
さ
る
の
で
す
か
、
こ
の
世
の
中
に
は
あ
な
た
だ
け
が
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
、
と
宮
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

問
五

　

傍
線
（ウ）
「
日
ご
ろ
の
お
こ
な
ひ
に
困
じ
て
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。

問
六

　

傍
線
（オ）
「
お
し
は
か
ら
せ
た
ま
ふ
め
る
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
作
中
人
物
の
想
像
し
て
い
る
内
容
が
具
体
的
に
わ
か
る
箇
所
（
六
字
）
を

本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
。

問
七

　

〔Ｅ〕
の
歌
の
中
に
は
掛
詞
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
何
と
何
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
、
漢
字
を
用
い
て
（
必
要
な
場
合
は
送
り
が
な
を
つ
け

て
）
記
入
せ
よ
。

左
ペ
ー
ジ
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い
る
の
は
珍
し
く
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
日
本
で
も
、
今
は
、
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
職
場
を
も
っ
て
、
外
に
働
き
に
出
て
い
る

の
は
珍
し
く
も
何
と
も
な
い
が
、
二
十
年
前
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

そ
う
や
っ
て
、
社
会
で
男
性
と
肩
を
並
べ
て
働
い
て
い
る
女
性
た
ち
の
中
に
、
こ
の
展
覧
会
で
見
た
よ
う
な
│
│
そ
う
し
て
、
こ
の
あ
い
だ
の 

ヴ
ィ
デ
オ
で
見
た
よ
う
な
、
い
か
に
も
教
養
の
あ
る
、
か
し
こ
そ
う
な
女
性
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
私
の
見
聞
は
、
こ
の
種

の
展
覧
会
と
か
演
奏
会
で
の
そ
れ
に
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
私
は
同
じ
よ
う
な
「
精
神
」
が
こ
う
い
う
人
た
ち
の
日
常
生
活
に
ま
で
及
ん
で
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
う
い
っ
て
も
、
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

「
芸
術
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
前
に
ち
ょ
っ
と
書
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

Ｘ

　と
い
っ
た
人
間
の
生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
条
件
が
満
た

さ
れ
た
の
ち
、
は
じ
め
て
、
そ
こ
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
く
る
も
の
、
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
か
ら
、
き
れ
い
な
玄
関
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
、
壁
に
絵
を
か
け
、
音
楽
会
に
い
っ
て
、「
名
人
」
を
き
い
て
き
ま
し
ょ
う
│
│
と
い
う
具
合
に
し
て
、
生
活
に
と
り
入
れ
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
芸
術
は
、
生
活
の
飾
り
で
は
な
い
。

「
芸
術
」
は
、
人
間
の
歩
き
方
の
よ
う
な
も
の
だ
。
着
物
を
き
て
、
街
を
歩
く
。
台
所
に
立
っ
て
仕
事
を
す
る
。
そ
の
姿
に
、
す
で
に
、
芸
術
が

あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
す
る
。
お
茶
を
の
む
時
、
そ
の
お
茶
が
贅ぜ

い
た
く沢

な
お
茶
で
あ
り
、
高
価
な
茶
碗
か
ら
の
む
場
合
に
、「
お
茶
」
の
作
法
の
問
題

が
出
て
く
る
と
い
う
事
情
は
、
実
は
変
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
な
ら
、
西
洋
に
は
「
お
茶
の
作
法
」
は
な
い
の
か
？

　
西
洋
人
は
お
茶
の
の
み

方
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
い
。「
お
茶
を
手
で
す
く
っ
て
の
む
の
で
な
く
容
器
を
使
っ
て
す
る
の
は
、

Ｙ

　。
そ
の

の
み
方
は
、
茶
道
と
か
何
と
か
い
う
芸
術
的
な
行
い
」、
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
お
茶
を
手
に
も
ち
、
口
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
ゆ
く
そ
の
も
っ
て

ゆ
き
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
や
り
方
が
あ
り
、
自
然
な
の
み
方
か
ら

　ユ
ウ
ガ
な
の
み
方
等
々
々
々
、
み
ん
な
自
分
に
合
っ
た
や
り
方
を
す
る
ほ

か
な
く
、
し
か
も
、
そ
こ
に
実
に
い
ろ
ん
な
差
が
見
ら
れ
る
の
だ
。

ま
た
、
世
の
中
の
人
た
ち
は
誤
解
し
て
い
る
け
れ
ど
、

Ｚ

　の
で
あ
る
。「
芸
術
」
と
「
美
」
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
し
、

事
実
、
両
者
は
無
関
係
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
つ
は
元
来
が
別
々
の
二
つ
の

　

Ｂ

　な
の
だ
。
芸
術
は
必
ず
し
も
美
し
く
な
い
し
、

美
し
い
も
の
は
必
ず
し
も
芸
術
と
は
限
ら
な
い
。
第
一
、
自
然
だ
っ
て
、
美
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
自
然
は
、
芸
術
と
同
じ

で
は
な
い
。
そ
れ
は
誰
だ
っ
て
知
っ
て
い
る
。
秋
、
晴
れ
上
が
っ
た
空
の
中
で
柿
の
枝
に
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
柿
の
実
が
な
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
は

ウ

エ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

こ
の
夏
ヴ
ィ
デ
オ
で
見
た 

ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
音
楽
会
に
集
ま
っ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
の
聴
衆
た
ち
の
姿
が
、
ま
だ
、
私
の
頭
か
ら
去
ら
な
い
。

ど
う
し
て
、
あ
ん
な
に
落
ち
つ
い
て
、
ピ
ア
ノ
を
と
っ
く
り
と
き
い
て
い
て
、
し
か
も
感
激
性
を
失
わ
な
い
聴
衆
が
、
あ
す
こ
に
は
大
勢
い
る
の

だ
ろ
う
？

　
前
に
も
書
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
モ
ス
ク
ワ
で
も
、
何
十
年
ぶ
り
か
の
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
リ
サ
イ
タ
ル
だ
と
い
う
の
で
、
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
ら
、
あ
の
聴
衆
の
中
に
も
、
そ
う
い
う
異
常
な
出
来
事
に
対
す
る
好
奇
心
と
い
う
か
、

弥
次
馬
根
性
で
集
ま
っ
て
き
た
人
々
が
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
だ
が
、
全
体
の

　フ
ン
イ
キ
は
、
と
て
も
、
そ
ん
な
浮
っ
調
子
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
あ
の
ヴ
ィ
デ
オ
の
も
と
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
Ｔ
Ｖ
放
送
局
の
解
説
者
の
方
が
、
ひ
と
り
で
興
奮
し
て
騒
ぎ
た
て
て

い
る

　趣
さ
え
あ
っ
た
。

と
に
か
く
、
モ
ス
ク
ワ
に
は
、

ａ

　音
楽
を
き
く
聴
衆
の
層
が
存
在
す
る
。

私
は
今
か
ら
二
十
年
ぐ
ら
い
前
、
一
週
間
ほ
ど
ソ
連
を
見
物
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ
し
、
あ
の
国
の
社
会
の
事
情
に
つ
い
て
は
何
に
も
知

ら
な
い
。
そ
の
時
は
、
街
を
歩
い
た
り
ホ
テ
ル
に
い
た
り
し
て
い
て
感
じ
ら
れ
て
く
る
限
り
で
は
、
消
費
生
活
は
、
い
わ
ゆ
る
西
側
の
国
々
の
都
会

に
比
べ
た
ら
、
か
な
り
質
素
な
も
の
だ
っ
た
。
百
貨
店
に
い
っ
て
み
て
も
、
ガ
ラ
ン
と
し
て
、
ろ
く
に
商
品
は
な
い
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
た
だ
、

モ
ス
ク
ワ
の
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
に
い
っ
た
ら
、
そ
の
す
ぐ
裏
の
建
物
で
ゴ
ヤ
の
版
画
展
を
や
っ
て
い
た
の
で
入
っ
て
み
た
ら
、
身
な
り
こ
そ
質
素

だ
が
、
見
る
か
ら
に
教
養
の
あ
り
そ
う
な
中
年
か
ら
初
老
の
女
性
た
ち
が
あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も
い
て
、
静
か
に
絵
に
見
入
っ
た
り
、
お
互
い
同

士
、
ほ
と
ん
ど
囁さ

さ
や

く
よ
う
に
し
て
話
し
て
い
る
姿
が
目
に
入
っ
た
。
こ
の
時
の

　

Ａ

　も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

本
当
に
絵
が
よ
く
わ
か
っ
て
、

ａ

　味
わ
っ
て
い
る
女
性
た
ち
の
存
在
。
一
体
に
あ
の
国
で
は
、
と
い
う
よ
り
、
ソ
連
に
限
ら
ず
、
当
時

の
社
会
主
義
国
で
は
、
多
大
の
労
働
力
を
必
要
と
し
、
こ
の
前
の
戦
争
で
倒
れ
た
人
間
の
う
ち
で
は
何
と
い
っ
て
も
男
性
の
方
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
ら
、
残
っ
た
人
口
の
中
で
半
分
以
上
を
占
め
る
女
性
も
、
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
の
で
な
く
て
、
ど
ん
ど
ん
戸
外
に
出
て
働
く
こ
と
に
な
る

の
は
当
然
だ
。
そ
れ
も
医
者
と
か
教
師
と
か
の
知
的
労
働
に
限
ら
ず
、
街
頭
で
の
力
仕
事
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
筋
肉
労
働
に
も
、
女
性
が
交
じ
っ
て

二

注

ア

イ

右
ペ
ー
ジ
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問
一

　

傍
線
（ア）
・
（イ）
・
（エ）
・
（キ）
・
（ク）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号

を
記
入
せ
よ
。

（ア）
「
お
ぼ
つ
か
な
く
」

　
１

　
心
置
き
な
く

　
　
　
２

　
待
ち
遠
し
く

　
　
　
　
　
３

　
ゆ
と
り
な
く

　
　
　
　
４

　
せ
わ
し
く

（イ）
「
お
ろ
か
な
る
」

　
　
１

　
極
端
な
こ
と

　
　
　
２

　
疎
遠
な
こ
と

　
　
　
　
　
３

　
平
凡
な
こ
と

　
　
　
　
４

　
残
念
な
こ
と

（エ）
「
つ
と
め
て
」

　
　
　
１

　
翌
朝

　
　
　
　
　
　
２

　
夜
明
け
前

　
　
　
　
　
　
３

　
夜
半

　
　
　
　
　
　
　
４

　
前
夜

（キ）
「
お
ぼ
し
つ
つ
む
」

　
１

　
ご
立
腹
な
さ
る

　
　
２

　
身
を
お
隠
し
な
さ
る

　
　
３

　
ご
遠
慮
な
さ
る

　
　
　
４

　
落
ち
着
き
な
さ
る

（ク）
「
す
き
ご
と
す
る
」

　
１

　
噂
を
広
め
る

　
　
　
２

　
修
行
に
明
け
暮
れ
る

　
　
３

　
言
い
寄
っ
て
く
る

　
　
４

　
風
流
に
暮
ら
す

問
二

　

波
線
ａ
―
ｄ
の
助
動
詞
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
意
志

　
　
２

　
過
去

　
　
３

　
反
実
仮
想

　
　
４

　
尊
敬

５

　
推
量

　
　
６

　
使
役

　
　
７

　
存
続

　
　
　
　
８

　
希
望

問
三

　

傍
線
（カ）
「
見
せ
た
ら
ば
」
で
は
、
作
中
人
物
が
「
人
知
れ
ぬ
心
の
う
ち
を
見
せ
た
ら
ば
今
ま
で
つ
ら
き
人
は
あ
ら
じ
な
」（『
拾
遺
和
歌

集
』・
よ
み
人
し
ら
ず
）
と
い
う
和
歌
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
の
心
情
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
心
情
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
も
し
私
の
本
心
を
お
見
せ
で
き
た
ら
、
あ
な
た
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
の
に
。

２

　
も
し
あ
な
た
が
真
心
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
私
の
心
も
や
す
ら
ぎ
ま
す
の
に
。

３

　
も
し
私
の
疑
い
の
心
を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
あ
な
た
は
驚
く
は
ず
で
す
の
に
。

４

　
も
し
あ
な
た
の
心
の
う
ち
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
、
私
は
考
え
を
変
え
ま
す
の
に
。

問
四

　

本
文
中
の
和
歌
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
〔Ａ〕
の
歌
で
宮
は
、
だ
ん
だ
ん
と
時
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
と
い
う
存
在
が
い
る
こ
と
を
女
が
も
う
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
弱
気
に
な
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

―5―

２

　
〔Ｂ〕
の
歌
で
宮
は
、
開
く
こ
と
の
な
い
戸
口
の
前
に
立
ち
続
け
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
辛
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
今
後
の
自
分
へ
の

い
ま
し
め
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
直
し
て
い
る
。

３

　
〔Ｃ〕
の
歌
で
宮
は
、
今
日
の
雨
は
た
だ
の
五
月
雨
で
は
な
く
、
実
は
女
の
こ
と
を
思
い
つ
づ
け
る
自
分
の
涙
が
雨
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
よ
、
と
自
ら
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

４

　
〔Ｄ〕
の
歌
で
女
は
、
宮
の
お
気
持
ち
に
思
い
が
及
ば
ず
、
今
日
の
雨
は
宮
か
ら
深
く
思
わ
れ
て
い
な
い
自
分
の
悲
し
い
身
の
上
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
雨
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
、
と
自
ら
の
思
い
を
詠
ん
で
い
る
。

５

　
〔Ｆ〕
の
歌
で
女
は
、
な
ぜ
身
を
捨
て
よ
う
と
な
さ
る
の
で
す
か
、
こ
の
世
の
中
に
は
あ
な
た
だ
け
が
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

よ
、
と
宮
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

問
五

　

傍
線
（ウ）
「
日
ご
ろ
の
お
こ
な
ひ
に
困
じ
て
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。

問
六

　

傍
線
（オ）
「
お
し
は
か
ら
せ
た
ま
ふ
め
る
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
作
中
人
物
の
想
像
し
て
い
る
内
容
が
具
体
的
に
わ
か
る
箇
所
（
六
字
）
を

本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
。

問
七

　

〔Ｅ〕
の
歌
の
中
に
は
掛
詞
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
何
と
何
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
、
漢
字
を
用
い
て
（
必
要
な
場
合
は
送
り
が
な
を
つ
け

て
）
記
入
せ
よ
。

左
ペ
ー
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い
る
の
は
珍
し
く
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
日
本
で
も
、
今
は
、
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
職
場
を
も
っ
て
、
外
に
働
き
に
出
て
い
る

の
は
珍
し
く
も
何
と
も
な
い
が
、
二
十
年
前
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
。

そ
う
や
っ
て
、
社
会
で
男
性
と
肩
を
並
べ
て
働
い
て
い
る
女
性
た
ち
の
中
に
、
こ
の
展
覧
会
で
見
た
よ
う
な
│
│
そ
う
し
て
、
こ
の
あ
い
だ
の 

ヴ
ィ
デ
オ
で
見
た
よ
う
な
、
い
か
に
も
教
養
の
あ
る
、
か
し
こ
そ
う
な
女
性
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
私
の
見
聞
は
、
こ
の
種

の
展
覧
会
と
か
演
奏
会
で
の
そ
れ
に
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
私
は
同
じ
よ
う
な
「
精
神
」
が
こ
う
い
う
人
た
ち
の
日
常
生
活
に
ま
で
及
ん
で
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
う
い
っ
て
も
、
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

「
芸
術
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
前
に
ち
ょ
っ
と
書
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

Ｘ

　と
い
っ
た
人
間
の
生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
条
件
が
満
た

さ
れ
た
の
ち
、
は
じ
め
て
、
そ
こ
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
く
る
も
の
、
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
か
ら
、
き
れ
い
な
玄
関
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
、
壁
に
絵
を
か
け
、
音
楽
会
に
い
っ
て
、「
名
人
」
を
き
い
て
き
ま
し
ょ
う
│
│
と
い
う
具
合
に
し
て
、
生
活
に
と
り
入
れ
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
芸
術
は
、
生
活
の
飾
り
で
は
な
い
。

「
芸
術
」
は
、
人
間
の
歩
き
方
の
よ
う
な
も
の
だ
。
着
物
を
き
て
、
街
を
歩
く
。
台
所
に
立
っ
て
仕
事
を
す
る
。
そ
の
姿
に
、
す
で
に
、
芸
術
が

あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
す
る
。
お
茶
を
の
む
時
、
そ
の
お
茶
が
贅ぜ

い
た
く沢

な
お
茶
で
あ
り
、
高
価
な
茶
碗
か
ら
の
む
場
合
に
、「
お
茶
」
の
作
法
の
問
題

が
出
て
く
る
と
い
う
事
情
は
、
実
は
変
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
な
ら
、
西
洋
に
は
「
お
茶
の
作
法
」
は
な
い
の
か
？

　
西
洋
人
は
お
茶
の
の
み

方
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
は
な
い
。「
お
茶
を
手
で
す
く
っ
て
の
む
の
で
な
く
容
器
を
使
っ
て
す
る
の
は
、

Ｙ

　。
そ
の

の
み
方
は
、
茶
道
と
か
何
と
か
い
う
芸
術
的
な
行
い
」、
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
お
茶
を
手
に
も
ち
、
口
の
と
こ
ろ
に
も
っ
て
ゆ
く
そ
の
も
っ
て

ゆ
き
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
や
り
方
が
あ
り
、
自
然
な
の
み
方
か
ら

　ユ
ウ
ガ
な
の
み
方
等
々
々
々
、
み
ん
な
自
分
に
合
っ
た
や
り
方
を
す
る
ほ

か
な
く
、
し
か
も
、
そ
こ
に
実
に
い
ろ
ん
な
差
が
見
ら
れ
る
の
だ
。

ま
た
、
世
の
中
の
人
た
ち
は
誤
解
し
て
い
る
け
れ
ど
、

Ｚ

　の
で
あ
る
。「
芸
術
」
と
「
美
」
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
し
、

事
実
、
両
者
は
無
関
係
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
つ
は
元
来
が
別
々
の
二
つ
の

　

Ｂ

　な
の
だ
。
芸
術
は
必
ず
し
も
美
し
く
な
い
し
、

美
し
い
も
の
は
必
ず
し
も
芸
術
と
は
限
ら
な
い
。
第
一
、
自
然
だ
っ
て
、
美
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
自
然
は
、
芸
術
と
同
じ

で
は
な
い
。
そ
れ
は
誰
だ
っ
て
知
っ
て
い
る
。
秋
、
晴
れ
上
が
っ
た
空
の
中
で
柿
の
枝
に
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
柿
の
実
が
な
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
は

ウ

エ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

こ
の
夏
ヴ
ィ
デ
オ
で
見
た 

ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
音
楽
会
に
集
ま
っ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
の
聴
衆
た
ち
の
姿
が
、
ま
だ
、
私
の
頭
か
ら
去
ら
な
い
。

ど
う
し
て
、
あ
ん
な
に
落
ち
つ
い
て
、
ピ
ア
ノ
を
と
っ
く
り
と
き
い
て
い
て
、
し
か
も
感
激
性
を
失
わ
な
い
聴
衆
が
、
あ
す
こ
に
は
大
勢
い
る
の

だ
ろ
う
？

　
前
に
も
書
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
モ
ス
ク
ワ
で
も
、
何
十
年
ぶ
り
か
の
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
リ
サ
イ
タ
ル
だ
と
い
う
の
で
、
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
と
し
て
受
け
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
ら
、
あ
の
聴
衆
の
中
に
も
、
そ
う
い
う
異
常
な
出
来
事
に
対
す
る
好
奇
心
と
い
う
か
、

弥
次
馬
根
性
で
集
ま
っ
て
き
た
人
々
が
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
だ
が
、
全
体
の

　フ
ン
イ
キ
は
、
と
て
も
、
そ
ん
な
浮
っ
調
子
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
、
あ
の
ヴ
ィ
デ
オ
の
も
と
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
か
の
Ｔ
Ｖ
放
送
局
の
解
説
者
の
方
が
、
ひ
と
り
で
興
奮
し
て
騒
ぎ
た
て
て

い
る

　趣
さ
え
あ
っ
た
。

と
に
か
く
、
モ
ス
ク
ワ
に
は
、

ａ

　音
楽
を
き
く
聴
衆
の
層
が
存
在
す
る
。

私
は
今
か
ら
二
十
年
ぐ
ら
い
前
、
一
週
間
ほ
ど
ソ
連
を
見
物
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ
し
、
あ
の
国
の
社
会
の
事
情
に
つ
い
て
は
何
に
も
知

ら
な
い
。
そ
の
時
は
、
街
を
歩
い
た
り
ホ
テ
ル
に
い
た
り
し
て
い
て
感
じ
ら
れ
て
く
る
限
り
で
は
、
消
費
生
活
は
、
い
わ
ゆ
る
西
側
の
国
々
の
都
会

に
比
べ
た
ら
、
か
な
り
質
素
な
も
の
だ
っ
た
。
百
貨
店
に
い
っ
て
み
て
も
、
ガ
ラ
ン
と
し
て
、
ろ
く
に
商
品
は
な
い
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
た
だ
、

モ
ス
ク
ワ
の
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
に
い
っ
た
ら
、
そ
の
す
ぐ
裏
の
建
物
で
ゴ
ヤ
の
版
画
展
を
や
っ
て
い
た
の
で
入
っ
て
み
た
ら
、
身
な
り
こ
そ
質
素

だ
が
、
見
る
か
ら
に
教
養
の
あ
り
そ
う
な
中
年
か
ら
初
老
の
女
性
た
ち
が
あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も
い
て
、
静
か
に
絵
に
見
入
っ
た
り
、
お
互
い
同

士
、
ほ
と
ん
ど
囁さ

さ
や

く
よ
う
に
し
て
話
し
て
い
る
姿
が
目
に
入
っ
た
。
こ
の
時
の

　

Ａ

　も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

本
当
に
絵
が
よ
く
わ
か
っ
て
、

ａ

　味
わ
っ
て
い
る
女
性
た
ち
の
存
在
。
一
体
に
あ
の
国
で
は
、
と
い
う
よ
り
、
ソ
連
に
限
ら
ず
、
当
時

の
社
会
主
義
国
で
は
、
多
大
の
労
働
力
を
必
要
と
し
、
こ
の
前
の
戦
争
で
倒
れ
た
人
間
の
う
ち
で
は
何
と
い
っ
て
も
男
性
の
方
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
ら
、
残
っ
た
人
口
の
中
で
半
分
以
上
を
占
め
る
女
性
も
、
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
の
で
な
く
て
、
ど
ん
ど
ん
戸
外
に
出
て
働
く
こ
と
に
な
る

の
は
当
然
だ
。
そ
れ
も
医
者
と
か
教
師
と
か
の
知
的
労
働
に
限
ら
ず
、
街
頭
で
の
力
仕
事
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
筋
肉
労
働
に
も
、
女
性
が
交
じ
っ
て

二

注

ア

イ

右
ペ
ー
ジ
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問
四

　

傍
線
（ウ）
「『
芸
術
』
は
、
人
間
の
歩
き
方
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
に
お
け
る
筆
者
の
考
え
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
芸
術
は
、
生
存
の
基
本
的
な
条
件
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
が
欠
け
れ
ば
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

　
芸
術
は
、
人
の
ふ
る
ま
い
や
た
た
ず
ま
い
を
か
た
ち
づ
く
る
ほ
ど
に
、
日
常
生
活
に
浸
透
し
う
る
。

３

　
芸
術
は
、
各
人
の
生
活
作
法
と
し
て
も
表
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
磨
く
こ
と
は
人
の
魅
力
に
つ
な
が
る
。

４

　
芸
術
は
、
茶
の
飲
み
方
の
よ
う
な
生
活
文
化
と
し
て
も
表
れ
る
が
、
そ
れ
を
体
得
す
る
に
は
向
き
不
向
き
が
あ
る
。

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
裕
福
と
は
言
え
な
い
人
々
も
、
芸
術
を
理
解
す
る
教
養
を
育
み
、
芸
術
を
含
ん
だ
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅱ

　
芸
術
を
享
受
す
る
の
に
生
活
の
余
裕
は
必
要
な
い
が
、
生
活
様
式
を
美
し
く
整
え
る
だ
け
の
素
養
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ

　
美
術
館
や
演
奏
会
場
で
出
会
う
芸
術
作
品
に
も
、
ふ
と
目
を
と
め
る
自
然
の
風
景
に
も
、
人
は
美
を
認
め
う
る
。

Ⅳ

　
芸
術
は
必
ず
し
も
美
し
く
な
い
以
上
、
芸
術
家
は
、
美
を
超
越
し
た
真
実
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
六

　 Ｘ

　に
は
漢
字
三
字
の
言
葉
が
入
る
。
そ
の
言
葉
を
記
入
せ
よ
。

問
七

　

筆
者
の
芸
術
観
を
ま
と
め
た
次
の
文
の

　

　に
該
当
す
る
語
句
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
四
字
以
上
、
六
字
以
内
）。

傑
出
し
た
作
品
と
し
て
も
現
れ
る
芸
術
は
、

　で
は
な
く
、
人
間
の
日
常
生
活
の
基
本
的
な
姿
と
し
て
お
の
ず
と
表
れ
る
。

問
八

　

傍
線
（イ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（ア）
・
（エ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

―8―

実
に
美
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
自
然
の
姿
な
の
で
あ
っ
て
、
芸
術
で
は
な
い
。

芸
術
が
即
ち
美
で
も
な
け
れ
ば
、
芸
術
家
が
芸
術
作
品
を
つ
く
る
の
は
「
美
」
を
目
指
し
美
し
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
の
こ
と
で
も
な
い

の
は
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
音
楽
、
建
築
、
絵
画
、
文
学
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
芸
術
作
品
を
思
い
出
し
て
み
る
だ
け
で
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

例
を
あ
げ
て
み
よ
う
か
。
セ
ザ
ン
ヌ
が
晩
年
た
く
さ
ん
描
い
た
サ
ン
ト
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
の
山
の
絵
を
も
う
一
度
じ
っ
く
り
見
て
み
る
が
い
い
。

あ
れ
は
美
し
い
か
？

　
セ
ザ
ン
ヌ
は
あ
の
絵
を
描
い
て
い
る
時
、
美
し
く
描
こ
う
と
考
え
た
は
ず
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
わ
ざ
と
醜
く
描
こ
う

と
も
し
な
か
っ
た
。（
そ
れ
は
、
ま
た
、
別
の
芸
術
家
た
ち
の
仕
事
で
あ
る
。）
セ
ザ
ン
ヌ
の
中
に
は
そ
ん
な
美
と
か
醜
と
か
の
こ
と
で
な
く
て
、
も
っ

と
重
大
な
「
真
実
」
が
あ
っ
て
、
彼
は
そ
れ
を
目
に
見
え
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
、
描
い
た
の
で
あ
る
。

 

（
吉
田
秀
和
『
時
の
流
れ
の
な
か
で
』
に
よ
る
）

注 

　
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
…
… 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
活
躍
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
一
九
八
六
年
、
当
時
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
（
ソ
連
）
の
首
都

モ
ス
ク
ワ
で
、
お
よ
そ
六
十
年
ぶ
り
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
お
こ
な
っ
た
。

問
一

　

　Ａ
・
Ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
６
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
記
号

　
　
２

　
光
景

　
　
３

　
表
現

　
　
４

　
容
貌

　
　
５

　
概
念

　
　
６

　
専
門

問
二

　

二
箇
所
あ
る

　

ａ

　に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
た
っ
ぷ
り

　
　
２

　
ど
っ
ぷ
り

　
　
３

　
し
っ
く
り

　
　
４

　
じ
っ
く
り

問
三

　

　Ｙ
・
Ｚ
に
最
も
適
当
な
語
句
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ｙ

　
１

　
実
生
活
の
嗜
好

　
　
２

　
実
生
活
の
贅
沢

　
　
３

　
実
生
活
の
美
化

　
　
４

　
実
生
活
の
便
利

Ｚ

　
１

　
芸
術
は
必
ず
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
２

　
美
し
い
も
の
に
は
必
ず
芸
術
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
３

　
芸
術
は
必
ず
し
も
美
し
い
と
は
限
ら
な
い

　
　
４

　
美
し
い
も
の
は
必
ず
し
も
芸
術
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

イ
タ
リ
ア
の
精
神
医
療
か
ら
精
神
保
健
へ
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、〈
地
域
〉
の
決
定
的
な
重
要
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
と
が
狭
い
意
味
で
の
精
神
医
療
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
精
神
疾
患
の
当
事
者
に
の
み
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
彼
ら
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
現
在
の
社
会
を
生
き
る
な
か
で
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
生
き
づ
ら
さ
や
居
心
地
の
悪
さ
と

　

同
じ
根
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
精
神
と
身
体
を
分
離
し
、
経
験
と
い
う
も
の
を
あ
た
か
も
内
的
で
主
観
的
な
、
そ
れ
ゆ
え
個
人
的
な
も
の
で

あ
る
か
の
よ
う
に
扱
う
考
え
方
と
深
い
関
連
が
あ
る
。

自
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
に
つ
い
て
自
分
自
身
の
経
験
を
用
い
て
自
分
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
正
当
化
し
て
き
た
の

が
、
医
学
の
論
理
で
あ
り
、
精
神
医
学
の
知
で
あ
り
、

　精
神
病
院
と
い
う
装
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
客
体
化
・
モ
ノ
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

人
を
「
客
」
の
位
置
に
と
ど
め
お
く
権
力
の
効
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
精
神
医
療
を
地
域
精
神
保
健
へ
と
転
回
さ
せ
る
な
か
で
、 

〈
　

Ｘ

　性
〉
を
い
か
に
し
て
返
還
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
決
定
的
に
重
要
な
の
が
〈
地
域
〉
な
の
で
あ
る
。

〈
地
域
〉
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
国
家
と
個
人
の
〈
あ
い
だ
〉
に
ひ
ろ
が
る
場
で
あ
り
、
集
団
と
個
人
の
〈
あ
い
だ
〉
の

　

Ａ

　で

あ
る
。
そ
れ
は
国
家
と
い
う
「
一
」
と
個
人
と
い
う
「
一
」
の
ど
ち
ら
に
も
回
収
さ
れ
な
い
「
多
」
の
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
他
者
を
歓
待
す
る

多
数
性
の
場
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
地
域
〉
は
、「
一
」
に
し
て
「
多
」
で
あ
る
「
わ
た
し
」
が
、
本
来
の
根
源
的
な
多
数
性
を
育
み
な
が
ら
生
き
て

い
く
た
め
の
具
体
的
な
場
所
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
所
が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
て
は
じ
め
て
、「
わ
た
し
」
は
一
人
で
い
な
が
ら
同
時
に
誰
か
と
一

緒
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
地
域
〉
精
神
保
健
と
は
、
単
に
病
院
の
外
で
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。〈
地
域
〉
と
は
単
に
病
院

の
外
の
空
間
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、
人
々
の
生
と
関
係
性
が
縫
い
込
ま
れ
耕
さ
れ
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
、
生
態
学
的

な
　テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
る
。
そ
こ
は
く
つ
ろ
ぎ
が
あ
り
、
遊
び
の
あ
る
場
所
で
あ
り
、
利
用
者
た
ち
の
生
が
そ
こ
に
編
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
で 

〈
　

Ｘ

　性
〉
を
具
体
的
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
集
合
的
な
環
境
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

　オ
ペ
ラ
ト
ー

三
ア

イ

ウ
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レ
た
ち
は
、
利
用
者
と
〈
地
域
〉
の
両
方
に
関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を
す
る
。
そ
う
し
た
営
み
が
な
い
な
ら
、
地
域
は
単
に
壁
の
な
い
精
神
病
院
に
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
コ
・
バ
ザ
ー
リ
ア
は
、
友
人
の
心
理
学
者
ア
ー
リ
ン
・
エ
ン
グ
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
「
地
域
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

エ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
地
域
と
は
要
す
る
に
、「
二
人
の
人
間
が
互
い
に
顔
を
突
き
合
わ
せ
た
と
き
に
起
こ
る
分
有
さ
れ
た
経
験
の
直
接
的
な
意

味
の
こ
と
。
つ
ま
り
直
接
に
把
握
さ
れ
た
理
解
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
を
直
接
に
、
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
先
立
つ
原
初
的

状
況
へ
と
連
れ
戻
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
共
意
識
を
構
成
す
る
。
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
直
接
生
ま
れ
る
内
省
以
前
の
つ
な
が
り
で

あ
る
。
精
神
病
者
は
、
客
体
的
な
身
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
共
意
識
の
外
に
あ
る
の
だ
。

バ
ザ
ー
リ
ア
の
こ
う
し
た
発
言
か
ら
も
、〈
地
域
〉
と
い
う
の
が
、
人
々
が
「
一
緒
に
い
る
」
こ
と
で
、
反
省
的
な
意
識
と
し
て
の
「
わ
た
し
」

の
　

Ｙ

　に
あ
る
「
共
意
識
」
が
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
経
験
の
場
で
あ
る
と
自
覚
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
精
神
病
院
に
隔
離
さ
れ
、
客
体

的
な
身
体
、
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
共
意
識
」
を
生
成
す
る
人
々
や
環
境
と
の
つ
な
が
り
か
ら
切
断

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
病
院
か
ら
地
域
へ
の
移
行
と
は
、
単
に
空
間
的
に
地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
て
、
人
々
と
「
一
緒
に
い
る
」
つ
な
が
り
の
な
か
に
戻
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
の
発
言
の
な
か
で
バ
ザ
ー
リ
ア
は
「
直
接
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
。「
直
接
」
的
な
経
験
と
は
、〈
顔
〉
を
突
き
合
わ
せ
る
出

会
い
の
経
験
で
あ
り
、
何
か
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
直
接
」
に
物
事
が
把
握
さ
れ
了
解
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
性
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
〈
顔
〉
の
あ
る
関
係
性
の
場
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
関
係
性
の
場
が
、
根
源
的
に
社

会
的
な
存
在
と
し
て
の
人
間
に
と
っ
て
「
社
会
的
な
る
も
の
」
の

　

Ｂ

　だ
か
ら
で
あ
る
。「
派
生
的
な
社
会
的
関
係
の
い
っ
さ
い
は
、〈
同
〉

に
対
し
て
〈
他
〉
が
現
前
す
る
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
、〈
他
〉
の
現
前
は
イ
メ
ー
ジ
や
記
号
を
ま
っ
た
く
介
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
顔
の
表
出
に 

よ
っ
て
の
み
生
起
す
る
」
と
哲
学
者
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
エ
ド
ワ
ー
ド
・
リ
ー
ド
は
、
生
態
心
理
学
者
と
し
て
、
直
接
的
な
経
験
の
決
定
的
な
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。「
見
る
こ
と
、
聴
く

こ
と
、
触
れ
る
こ
と
、
嗅
ぐ
こ
と
、
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
を
自
分
で
経
験
す
る
こ
と
」
を
リ
ー
ド
は
、「
直
接
的
経
験
」
な
い
し
は
「
一

次
的
経
験
」
と
呼
び
、
そ
れ
に
対
し
て
、
媒
介
さ
れ
処
理
さ
れ
た
情
報
に
よ
る
経
験
を
「
間
接
的
経
験
」
あ
る
い
は
「
二
次
的
経
験
」
と
呼
ん
で
い

注
２
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問
四

　

傍
線
（ウ）
「『
芸
術
』
は
、
人
間
の
歩
き
方
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
に
お
け
る
筆
者
の
考
え
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
芸
術
は
、
生
存
の
基
本
的
な
条
件
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
が
欠
け
れ
ば
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

　
芸
術
は
、
人
の
ふ
る
ま
い
や
た
た
ず
ま
い
を
か
た
ち
づ
く
る
ほ
ど
に
、
日
常
生
活
に
浸
透
し
う
る
。

３

　
芸
術
は
、
各
人
の
生
活
作
法
と
し
て
も
表
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
磨
く
こ
と
は
人
の
魅
力
に
つ
な
が
る
。

４

　
芸
術
は
、
茶
の
飲
み
方
の
よ
う
な
生
活
文
化
と
し
て
も
表
れ
る
が
、
そ
れ
を
体
得
す
る
に
は
向
き
不
向
き
が
あ
る
。

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
裕
福
と
は
言
え
な
い
人
々
も
、
芸
術
を
理
解
す
る
教
養
を
育
み
、
芸
術
を
含
ん
だ
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅱ

　
芸
術
を
享
受
す
る
の
に
生
活
の
余
裕
は
必
要
な
い
が
、
生
活
様
式
を
美
し
く
整
え
る
だ
け
の
素
養
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ

　
美
術
館
や
演
奏
会
場
で
出
会
う
芸
術
作
品
に
も
、
ふ
と
目
を
と
め
る
自
然
の
風
景
に
も
、
人
は
美
を
認
め
う
る
。

Ⅳ

　
芸
術
は
必
ず
し
も
美
し
く
な
い
以
上
、
芸
術
家
は
、
美
を
超
越
し
た
真
実
を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
六

　 Ｘ

　に
は
漢
字
三
字
の
言
葉
が
入
る
。
そ
の
言
葉
を
記
入
せ
よ
。

問
七

　

筆
者
の
芸
術
観
を
ま
と
め
た
次
の
文
の

　

　に
該
当
す
る
語
句
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
四
字
以
上
、
六
字
以
内
）。

傑
出
し
た
作
品
と
し
て
も
現
れ
る
芸
術
は
、

　で
は
な
く
、
人
間
の
日
常
生
活
の
基
本
的
な
姿
と
し
て
お
の
ず
と
表
れ
る
。

問
八

　

傍
線
（イ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（ア）
・
（エ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。
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実
に
美
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
自
然
の
姿
な
の
で
あ
っ
て
、
芸
術
で
は
な
い
。

芸
術
が
即
ち
美
で
も
な
け
れ
ば
、
芸
術
家
が
芸
術
作
品
を
つ
く
る
の
は
「
美
」
を
目
指
し
美
し
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
の
こ
と
で
も
な
い

の
は
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
音
楽
、
建
築
、
絵
画
、
文
学
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
芸
術
作
品
を
思
い
出
し
て
み
る
だ
け
で
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

例
を
あ
げ
て
み
よ
う
か
。
セ
ザ
ン
ヌ
が
晩
年
た
く
さ
ん
描
い
た
サ
ン
ト
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
の
山
の
絵
を
も
う
一
度
じ
っ
く
り
見
て
み
る
が
い
い
。

あ
れ
は
美
し
い
か
？

　
セ
ザ
ン
ヌ
は
あ
の
絵
を
描
い
て
い
る
時
、
美
し
く
描
こ
う
と
考
え
た
は
ず
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
は
わ
ざ
と
醜
く
描
こ
う

と
も
し
な
か
っ
た
。（
そ
れ
は
、
ま
た
、
別
の
芸
術
家
た
ち
の
仕
事
で
あ
る
。）
セ
ザ
ン
ヌ
の
中
に
は
そ
ん
な
美
と
か
醜
と
か
の
こ
と
で
な
く
て
、
も
っ

と
重
大
な
「
真
実
」
が
あ
っ
て
、
彼
は
そ
れ
を
目
に
見
え
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
、
描
い
た
の
で
あ
る
。

 

（
吉
田
秀
和
『
時
の
流
れ
の
な
か
で
』
に
よ
る
）

注 

　
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
…
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
活
躍
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
一
九
八
六
年
、
当
時
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
（
ソ
連
）
の
首
都

モ
ス
ク
ワ
で
、
お
よ
そ
六
十
年
ぶ
り
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
お
こ
な
っ
た
。

問
一

　

　Ａ
・
Ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
６
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
記
号

　
　
２

　
光
景

　
　
３

　
表
現

　
　
４

　
容
貌

　
　
５

　
概
念

　
　
６

　
専
門

問
二

　

二
箇
所
あ
る

　

ａ

　に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
た
っ
ぷ
り

　
　
２

　
ど
っ
ぷ
り

　
　
３

　
し
っ
く
り

　
　
４

　
じ
っ
く
り

問
三

　

　Ｙ
・
Ｚ
に
最
も
適
当
な
語
句
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ｙ

　
１

　
実
生
活
の
嗜
好

　
　
２

　
実
生
活
の
贅
沢

　
　
３

　
実
生
活
の
美
化

　
　
４

　
実
生
活
の
便
利

Ｚ

　
１

　
芸
術
は
必
ず
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
２

　
美
し
い
も
の
に
は
必
ず
芸
術
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
３

　
芸
術
は
必
ず
し
も
美
し
い
と
は
限
ら
な
い

　
　
４

　
美
し
い
も
の
は
必
ず
し
も
芸
術
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

イ
タ
リ
ア
の
精
神
医
療
か
ら
精
神
保
健
へ
の
転
換
を
め
ぐ
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、〈
地
域
〉
の
決
定
的
な
重
要
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
と
が
狭
い
意
味
で
の
精
神
医
療
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
精
神
疾
患
の
当
事
者
に
の
み
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
彼
ら
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
現
在
の
社
会
を
生
き
る
な
か
で
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
生
き
づ
ら
さ
や
居
心
地
の
悪
さ
と

　

同
じ
根
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
精
神
と
身
体
を
分
離
し
、
経
験
と
い
う
も
の
を
あ
た
か
も
内
的
で
主
観
的
な
、
そ
れ
ゆ
え
個
人
的
な
も
の
で

あ
る
か
の
よ
う
に
扱
う
考
え
方
と
深
い
関
連
が
あ
る
。

自
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
に
つ
い
て
自
分
自
身
の
経
験
を
用
い
て
自
分
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
正
当
化
し
て
き
た
の

が
、
医
学
の
論
理
で
あ
り
、
精
神
医
学
の
知
で
あ
り
、

　精
神
病
院
と
い
う
装
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
客
体
化
・
モ
ノ
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

人
を
「
客
」
の
位
置
に
と
ど
め
お
く
権
力
の
効
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
精
神
医
療
を
地
域
精
神
保
健
へ
と
転
回
さ
せ
る
な
か
で
、 

〈
　

Ｘ

　性
〉
を
い
か
に
し
て
返
還
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
決
定
的
に
重
要
な
の
が
〈
地
域
〉
な
の
で
あ
る
。

〈
地
域
〉
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
国
家
と
個
人
の
〈
あ
い
だ
〉
に
ひ
ろ
が
る
場
で
あ
り
、
集
団
と
個
人
の
〈
あ
い
だ
〉
の

　

Ａ

　で

あ
る
。
そ
れ
は
国
家
と
い
う
「
一
」
と
個
人
と
い
う
「
一
」
の
ど
ち
ら
に
も
回
収
さ
れ
な
い
「
多
」
の
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
他
者
を
歓
待
す
る

多
数
性
の
場
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
地
域
〉
は
、「
一
」
に
し
て
「
多
」
で
あ
る
「
わ
た
し
」
が
、
本
来
の
根
源
的
な
多
数
性
を
育
み
な
が
ら
生
き
て

い
く
た
め
の
具
体
的
な
場
所
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
所
が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
て
は
じ
め
て
、「
わ
た
し
」
は
一
人
で
い
な
が
ら
同
時
に
誰
か
と
一

緒
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
地
域
〉
精
神
保
健
と
は
、
単
に
病
院
の
外
で
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。〈
地
域
〉
と
は
単
に
病
院

の
外
の
空
間
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、
人
々
の
生
と
関
係
性
が
縫
い
込
ま
れ
耕
さ
れ
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
る
、
生
態
学
的

な
　テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
る
。
そ
こ
は
く
つ
ろ
ぎ
が
あ
り
、
遊
び
の
あ
る
場
所
で
あ
り
、
利
用
者
た
ち
の
生
が
そ
こ
に
編
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
で 

〈
　

Ｘ

　性
〉
を
具
体
的
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
集
合
的
な
環
境
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

　オ
ペ
ラ
ト
ー

三
ア

イ

ウ

注
１
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レ
た
ち
は
、
利
用
者
と
〈
地
域
〉
の
両
方
に
関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を
す
る
。
そ
う
し
た
営
み
が
な
い
な
ら
、
地
域
は
単
に
壁
の
な
い
精
神
病
院
に
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
コ
・
バ
ザ
ー
リ
ア
は
、
友
人
の
心
理
学
者
ア
ー
リ
ン
・
エ
ン
グ
の
言
葉
を
引
き
な
が
ら
「
地
域
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

エ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
地
域
と
は
要
す
る
に
、「
二
人
の
人
間
が
互
い
に
顔
を
突
き
合
わ
せ
た
と
き
に
起
こ
る
分
有
さ
れ
た
経
験
の
直
接
的
な
意

味
の
こ
と
。
つ
ま
り
直
接
に
把
握
さ
れ
た
理
解
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
を
直
接
に
、
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
先
立
つ
原
初
的

状
況
へ
と
連
れ
戻
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
共
意
識
を
構
成
す
る
。
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
直
接
生
ま
れ
る
内
省
以
前
の
つ
な
が
り
で

あ
る
。
精
神
病
者
は
、
客
体
的
な
身
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
共
意
識
の
外
に
あ
る
の
だ
。

バ
ザ
ー
リ
ア
の
こ
う
し
た
発
言
か
ら
も
、〈
地
域
〉
と
い
う
の
が
、
人
々
が
「
一
緒
に
い
る
」
こ
と
で
、
反
省
的
な
意
識
と
し
て
の
「
わ
た
し
」

の
　

Ｙ

　に
あ
る
「
共
意
識
」
が
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
経
験
の
場
で
あ
る
と
自
覚
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
精
神
病
院
に
隔
離
さ
れ
、
客
体

的
な
身
体
、
モ
ノ
と
し
て
の
身
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
共
意
識
」
を
生
成
す
る
人
々
や
環
境
と
の
つ
な
が
り
か
ら
切
断

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
病
院
か
ら
地
域
へ
の
移
行
と
は
、
単
に
空
間
的
に
地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
て
、
人
々
と
「
一
緒
に
い
る
」
つ
な
が
り
の
な
か
に
戻
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
の
発
言
の
な
か
で
バ
ザ
ー
リ
ア
は
「
直
接
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
。「
直
接
」
的
な
経
験
と
は
、〈
顔
〉
を
突
き
合
わ
せ
る
出

会
い
の
経
験
で
あ
り
、
何
か
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
直
接
」
に
物
事
が
把
握
さ
れ
了
解
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
性
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
〈
顔
〉
の
あ
る
関
係
性
の
場
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
関
係
性
の
場
が
、
根
源
的
に
社

会
的
な
存
在
と
し
て
の
人
間
に
と
っ
て
「
社
会
的
な
る
も
の
」
の

　

Ｂ

　だ
か
ら
で
あ
る
。「
派
生
的
な
社
会
的
関
係
の
い
っ
さ
い
は
、〈
同
〉

に
対
し
て
〈
他
〉
が
現
前
す
る
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
り
、〈
他
〉
の
現
前
は
イ
メ
ー
ジ
や
記
号
を
ま
っ
た
く
介
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
顔
の
表
出
に 

よ
っ
て
の
み
生
起
す
る
」
と
哲
学
者
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
エ
ド
ワ
ー
ド
・
リ
ー
ド
は
、
生
態
心
理
学
者
と
し
て
、
直
接
的
な
経
験
の
決
定
的
な
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。「
見
る
こ
と
、
聴
く

こ
と
、
触
れ
る
こ
と
、
嗅
ぐ
こ
と
、
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
を
自
分
で
経
験
す
る
こ
と
」
を
リ
ー
ド
は
、「
直
接
的
経
験
」
な
い
し
は
「
一

次
的
経
験
」
と
呼
び
、
そ
れ
に
対
し
て
、
媒
介
さ
れ
処
理
さ
れ
た
情
報
に
よ
る
経
験
を
「
間
接
的
経
験
」
あ
る
い
は
「
二
次
的
経
験
」
と
呼
ん
で
い

注
２
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る
。
そ
こ
に
は
経
験
の
質
と
し
て
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。

直
接
的
な
経
験
と
間
接
的
な
経
験
の
違
い
は
、
後
者
が
す
で
に
誰
か
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
処
理
さ
れ
縮
減
さ
れ
た
情
報
の
経
験
で
あ
る
た
め
、
そ

こ
か
ら
発
見
し
う
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
探
索
が
ど
こ
か
で
終
わ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
場
合
に
は
、
探
索
に
終
わ
り
が
な
く
、
発
見
し
う
る

こ
と
に
は
限
界
が
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
対
比
、
あ
る
い
は
音
楽
を
デ
ジ
タ
ル
音
源
で
聴
く
の
と
ラ
イ
ブ
で
聴

く
こ
と
に
対
比
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
音
源
は
ピ
ュ
ア
で
ク
リ
ア
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
可
聴
音
域
の
音
を
切
り
落
と
し
、
可
聴
音

域
の
情
報
量
に
縮
減
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
私
た
ち
は
音
楽
を
耳
で
だ
け
聴
く
わ
け
で
は
な
い
。
音
と
は
空
気
の
響
き
で
あ
り
、
そ
れ
を

「
聴
く
」
こ
と
は
不
可
聴
音
域
も
含
め
た
振
動
を
全
身
で
体
感
す
る
経
験
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
だ
け
で
は
「
音

楽
」
を
直
接
的
に
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
く
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
て
も
、
縮
減
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
逆
説
的
に
も
、
高
度
情
報
化
社
会
と
い
う
の
は
複
雑
な
社
会
の
よ
う
に
見
え
て
実
は
、
加
工
さ
れ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
単
純
化
さ
れ
た
情
報
が

量
的
に
は
多
数
流
通
す
る
社
会
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

重
要
な
の
は
、
音
楽
を
直
接
的
に
経
験
す
る
た
め
に
は
、
音
を
空
気
に
響
か
せ
る
た
め
の
現
実
的
な
場
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
は
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
を
「
聴
く
」
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
直
接
的
な
経
験
に
は
こ
う
し
て
常
に
、
具
体
的
な
場
が

必
要
と
な
る
。〈
地
域
〉
と
は
い
わ
ば
、
そ
う
し
た
直
接
性
の
経
験
の
た
め
の
現
実
的
な
場
な
の
で
あ
る
。
リ
ー
ド
は
、
自
分
の
五
感
を
使
っ
て
全

身
で
物
事
か
ら
得
る
情
報
の
こ
と
を
、「
生
態
学
的
情
報
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、〈
地
域
〉
と
は
「
生
態
学
的
情
報
」
を
得
る
た
め
の
生
態
学
的
ニ
ッ

チ
で
あ
り
テ
リ
ト
リ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

誤
解
し
な
い
で
ほ
し
い
の
は
、
リ
ー
ド
が
間
接
的
な
情
報
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
は
程
度
の
問
題

で
あ
り
、
媒
介
さ
れ
た
情
報
の
経
験
が
人
生
の
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
直
接
的
な
経
験
の
場
が
限
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

問
題
な
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
が
、
他
の
諸
々
の
問
題
と
ど
れ
だ
け
深
く
つ
な
が
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
自
覚
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
リ
ー
ド
は
、
直
接
的
経
験
の
軽
視
こ
そ
が
、「
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
多
く
の
心
理
的

社
会
的
な
病
い
の
共
通
の
根
」
だ
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
「
こ
れ
ら
の
病
い
の
原
因
で
は
な
い
し
、
今
あ
る
問
題
の
最
重
要
な
唯
一
の
原
因
と
い
う

―13―

わ
け
で
も
な
い
が
、
広
く
蔓
延
し
て
い
る
誘
因
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
の
指
摘
は
お
そ
ら
く
間
違
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。「
一
次
的
経
験
が
阻
害

さ
れ
た
と
き
に
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
効
果
は
、
実
際
、
感
受
性
の
鈍
化
、
決
ま
り
き
っ
た
や
り
方
に
陥
る
こ
と
、（
特
に
注
意
の
）
ゆ
る
み
、
そ

し
て
、
つ
な
が
り
が
断
た
れ
た
り
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
」。

こ
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、「
精
神
」
の
病
い
だ
と
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
イ
タ
リ
ア
の
精
神
保
健
が
〈
地
域
〉
に
お
け
る
直
接
的
な
経

験
の
場
の
創
出
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
は
、
リ
ー
ド
が
言
う
よ
う
な
「
広
く
蔓
延
し
て
い
る
誘
因
」
に
対
す
る
働
き
か
け
と
い
う
意
味
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
接
的
な
他
者
と
の
出
会
い
の
必
要
性
が
、
居
住
施
設
に
お
い
て
も
、
仕
事
の
場
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の

を
、
こ
う
し
た

　

Ｃ

　に
お
い
て
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

直
接
的
な
経
験
は
、
情
報
が
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
縮
減
さ
れ
た
間
接
的
な
経
験
と
は
違
っ
て
、
そ
の
探
索
に
は
終
わ
り
が
な
い
し
、
そ

の
発
見
に
も
限
界
が
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
は
、
無
際
限
な
も
の
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
無
限
な
も
の
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
は
、「
経
験
」
と
い
う
も
の
を
、
ま
さ
に
「
無
限
な
も
の
」
と
の
関
係
に
よ
っ
て
定
義
し
て
い
た
。

も
し
も
、
経
験
と
い
う
こ
と
ば
が
絶
対
的
に
他
な
る
も
の
と
の
関
係
―
―
こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
思
考
を
つ
ね
に
あ
ふ
れ
出
す
も
の
と
の 

関
係
―
―
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
無
限
な
も
の
と
の
関
係
に
よ
っ
て
こ
そ
、
と
り
わ
け
て
経
験
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
西
洋
に
お
け
る
神
の
属
性
で
あ
っ
た
「
無
限
」
が
、
具
体
的
な
も
の
に
お
い
て

　ケ
ン
ゲ
ン
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し

そ
れ
は
、
絶
対
的
な
超
越
性
と
し
て
ケ
ン
ゲ
ン
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、「
わ
た
し
」
の
能
動
的
な
働
き
か
け
に
応
じ
て
、
そ
の
汲
め
ど
も

　

Ｚ

　無
底
の
無
際
限
性
に
お
い
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
〈
顔
〉
で
あ
り
、〈
顔
〉
の
あ
る
関
係
性
の
場
と
し
て
の

〈
地
域
〉
の
特
性
と
な
る
。〈
地
域
〉
は
、
国
家
と
個
人
、
集
団
と
個
人
の
〈
あ
い
だ
〉
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
両
者
を
突
き
抜
け
て
い
く
「
無

限
」
を

　ナ
イ
ホ
ウ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
松
嶋
健
『
プ
シ
コ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
―
―
イ
タ
リ
ア
精
神
医
療
の
人
類
学
』
に
よ
る
）

注
１

　
オ
ペ
ラ
ト
ー
レ
…
…
こ
こ
で
は
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
。

注
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フ
ラ
ン
コ
・
バ
ザ
ー
リ
ア
…
…
イ
タ
リ
ア
の
精
神
医
療
改
革
を
主
導
し
た
精
神
科
医

エ

オ
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問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
同
じ
言
葉
を
二
度

使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

１

　
均
衡

　
　
２

　
源
泉

　
　
３

　
次
元

　
　
４

　
指
針

　
　
５

　
体
系

　
　
６

　
伏
線

　
　
７

　
文
脈

　
　
８

　
建
前

問
二

　

傍
線
（イ）
に
つ
い
て
、
筆
者
が
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
精
神
病
院
を
「
装
置
」
と
表
現
し
て
い
る
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―

４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
国
家
予
算
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
が
有
意
義
に
活
用
さ
れ
ず
、
箱
物
行
政
の
象
徴
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
批
判
を
暗
に
示
す
た
め
。

２

　
精
神
病
者
に
と
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
介
し
た
二
次
的
情
報
し
か
入
手
で
き
な
い
不
自
由
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
た
め
。

３

　
精
神
病
者
を
隔
離
し
、
管
理
さ
れ
る
対
象
と
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
。

４

　
精
神
病
者
を
治
療
す
る
た
め
の
技
法
や
設
備
が
、
適
切
に
整
っ
て
い
た
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る
た
め
。

問
三

　

傍
線
（ウ）
「
テ
リ
ト
リ
ー
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
ご
と
に
割
り
当
て
が
定
め
ら
れ
た
、
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
当
エ
リ
ア

２

　
周
囲
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
動
的
に
創
り
出
さ
れ
る
、「
わ
た
し
」
の
居
場
所

３

　
あ
ら
ゆ
る
統
治
機
構
か
ら
解
放
さ
れ
、「
わ
た
し
」
が
自
由
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
空
間

４

　
信
頼
の
お
け
る
関
係
性
を
築
く
た
め
の
、
部
外
者
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
区
域

問
四

　 Ｙ

　に
最
も
適
当
な
語
句
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
隙
間
あ
る
い
は
空
間

　
　
２

　
手
前
あ
る
い
は
根
底

　
　
３

　
虚
構
あ
る
い
は
表
層

　
　
４

　
超
越
あ
る
い
は
彼
岸

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
「
共
意
識
」
を
生
成
す
る
人
々
や
環
境
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
に
つ
い
て
自
分
で
決
定
で
き
る
。

Ⅱ

　
加
工
さ
れ
縮
減
さ
れ
た
情
報
に
ま
っ
た
く
触
れ
ず
に
五
感
を
通
じ
た
直
接
的
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
、
他
者
と
共
に
生
き
る
上
で
重

要
で
あ
る
。
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Ⅲ

　
〈
地
域
〉
と
は
、
そ
こ
に
存
在
す
る
他
者
の
経
験
を
何
も
せ
ず
と
も
自
然
に
分
有
で
き
る
具
体
的
な
場
所
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
無

限
で
あ
る
。

Ⅳ

　
精
神
病
者
を
客
体
と
し
て
扱
う
こ
と
を
や
め
、
人
と
人
が
直
に
出
会
う
場
所
を
創
出
し
た
の
が
、
イ
タ
リ
ア
の
〈
地
域
〉
精
神
保
健

で
あ
る
。

問
六

　

二
箇
所
あ
る

　

Ｘ

　に
は
本
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
対
義
語
が
入
る
。

Ｘ

　に
該
当
す
る
言
葉
を
漢
字
二
字
で
記

入
せ
よ
。

問
七

　

「
汲
め
ど
も

　

Ｚ

　」
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
。

Ｚ

　に
該
当
す
る
言
葉
を
三
字
で
記
入
せ
よ
。

問
八

　

次
の
文
は
傍
線
（ア）
「
同
じ
根
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ

　に
入
る
語
句
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
三

字
以
上
、
五
字
以
内
）。
ま
た
、

Ⅱ

　に
入
る
語
句
を
本
文
中
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
記
入
せ
よ
（
八
字
以
上
、
十
字
以
内
）。

現
代
社
会
を
生
き
る
多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
精
神
疾
患
の
当
事
者
と
同
じ
く
、

Ⅰ

　の
軽
視
に
起
因
し
て
い
る
。
筆

者
に
よ
れ
ば
、

Ⅰ

　の
本
質
は

　

Ⅱ

　に
あ
る
。

問
九

　

傍
線
（エ）
・
（オ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ
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る
。
そ
こ
に
は
経
験
の
質
と
し
て
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。

直
接
的
な
経
験
と
間
接
的
な
経
験
の
違
い
は
、
後
者
が
す
で
に
誰
か
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
処
理
さ
れ
縮
減
さ
れ
た
情
報
の
経
験
で
あ
る
た
め
、
そ

こ
か
ら
発
見
し
う
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
探
索
が
ど
こ
か
で
終
わ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
場
合
に
は
、
探
索
に
終
わ
り
が
な
く
、
発
見
し
う
る

こ
と
に
は
限
界
が
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
対
比
、
あ
る
い
は
音
楽
を
デ
ジ
タ
ル
音
源
で
聴
く
の
と
ラ
イ
ブ
で
聴

く
こ
と
に
対
比
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
音
源
は
ピ
ュ
ア
で
ク
リ
ア
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
可
聴
音
域
の
音
を
切
り
落
と
し
、
可
聴
音

域
の
情
報
量
に
縮
減
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
私
た
ち
は
音
楽
を
耳
で
だ
け
聴
く
わ
け
で
は
な
い
。
音
と
は
空
気
の
響
き
で
あ
り
、
そ
れ
を

「
聴
く
」
こ
と
は
不
可
聴
音
域
も
含
め
た
振
動
を
全
身
で
体
感
す
る
経
験
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
だ
け
で
は
「
音

楽
」
を
直
接
的
に
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
く
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
て
も
、
縮
減
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
逆
説
的
に
も
、
高
度
情
報
化
社
会
と
い
う
の
は
複
雑
な
社
会
の
よ
う
に
見
え
て
実
は
、
加
工
さ
れ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
単
純
化
さ
れ
た
情
報
が

量
的
に
は
多
数
流
通
す
る
社
会
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

重
要
な
の
は
、
音
楽
を
直
接
的
に
経
験
す
る
た
め
に
は
、
音
を
空
気
に
響
か
せ
る
た
め
の
現
実
的
な
場
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
は
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
を
「
聴
く
」
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
直
接
的
な
経
験
に
は
こ
う
し
て
常
に
、
具
体
的
な
場
が

必
要
と
な
る
。〈
地
域
〉
と
は
い
わ
ば
、
そ
う
し
た
直
接
性
の
経
験
の
た
め
の
現
実
的
な
場
な
の
で
あ
る
。
リ
ー
ド
は
、
自
分
の
五
感
を
使
っ
て
全

身
で
物
事
か
ら
得
る
情
報
の
こ
と
を
、「
生
態
学
的
情
報
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、〈
地
域
〉
と
は
「
生
態
学
的
情
報
」
を
得
る
た
め
の
生
態
学
的
ニ
ッ

チ
で
あ
り
テ
リ
ト
リ
ー
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

誤
解
し
な
い
で
ほ
し
い
の
は
、
リ
ー
ド
が
間
接
的
な
情
報
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
は
程
度
の
問
題

で
あ
り
、
媒
介
さ
れ
た
情
報
の
経
験
が
人
生
の
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
直
接
的
な
経
験
の
場
が
限
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

問
題
な
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
が
、
他
の
諸
々
の
問
題
と
ど
れ
だ
け
深
く
つ
な
が
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
の
人
が
自
覚
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
リ
ー
ド
は
、
直
接
的
経
験
の
軽
視
こ
そ
が
、「
わ
れ
わ
れ
の
社
会
の
多
く
の
心
理
的

社
会
的
な
病
い
の
共
通
の
根
」
だ
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
「
こ
れ
ら
の
病
い
の
原
因
で
は
な
い
し
、
今
あ
る
問
題
の
最
重
要
な
唯
一
の
原
因
と
い
う
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わ
け
で
も
な
い
が
、
広
く
蔓
延
し
て
い
る
誘
因
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
の
指
摘
は
お
そ
ら
く
間
違
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。「
一
次
的
経
験
が
阻
害

さ
れ
た
と
き
に
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
効
果
は
、
実
際
、
感
受
性
の
鈍
化
、
決
ま
り
き
っ
た
や
り
方
に
陥
る
こ
と
、（
特
に
注
意
の
）
ゆ
る
み
、
そ

し
て
、
つ
な
が
り
が
断
た
れ
た
り
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
」。

こ
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、「
精
神
」
の
病
い
だ
と
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
イ
タ
リ
ア
の
精
神
保
健
が
〈
地
域
〉
に
お
け
る
直
接
的
な
経

験
の
場
の
創
出
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
は
、
リ
ー
ド
が
言
う
よ
う
な
「
広
く
蔓
延
し
て
い
る
誘
因
」
に
対
す
る
働
き
か
け
と
い
う
意
味
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
接
的
な
他
者
と
の
出
会
い
の
必
要
性
が
、
居
住
施
設
に
お
い
て
も
、
仕
事
の
場
に
お
い
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の

を
、
こ
う
し
た

　

Ｃ

　に
お
い
て
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

直
接
的
な
経
験
は
、
情
報
が
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
縮
減
さ
れ
た
間
接
的
な
経
験
と
は
違
っ
て
、
そ
の
探
索
に
は
終
わ
り
が
な
い
し
、
そ

の
発
見
に
も
限
界
が
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
は
、
無
際
限
な
も
の
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
無
限
な
も
の
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
は
、「
経
験
」
と
い
う
も
の
を
、
ま
さ
に
「
無
限
な
も
の
」
と
の
関
係
に
よ
っ
て
定
義
し
て
い
た
。

も
し
も
、
経
験
と
い
う
こ
と
ば
が
絶
対
的
に
他
な
る
も
の
と
の
関
係
―
―
こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
思
考
を
つ
ね
に
あ
ふ
れ
出
す
も
の
と
の 

関
係
―
―
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
無
限
な
も
の
と
の
関
係
に
よ
っ
て
こ
そ
、
と
り
わ
け
て
経
験
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
西
洋
に
お
け
る
神
の
属
性
で
あ
っ
た
「
無
限
」
が
、
具
体
的
な
も
の
に
お
い
て

　ケ
ン
ゲ
ン
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し

そ
れ
は
、
絶
対
的
な
超
越
性
と
し
て
ケ
ン
ゲ
ン
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、「
わ
た
し
」
の
能
動
的
な
働
き
か
け
に
応
じ
て
、
そ
の
汲
め
ど
も

　

Ｚ

　無
底
の
無
際
限
性
に
お
い
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
〈
顔
〉
で
あ
り
、〈
顔
〉
の
あ
る
関
係
性
の
場
と
し
て
の

〈
地
域
〉
の
特
性
と
な
る
。〈
地
域
〉
は
、
国
家
と
個
人
、
集
団
と
個
人
の
〈
あ
い
だ
〉
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
両
者
を
突
き
抜
け
て
い
く
「
無

限
」
を

　ナ
イ
ホ
ウ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
松
嶋
健
『
プ
シ
コ
ナ
ウ
テ
ィ
カ
―
―
イ
タ
リ
ア
精
神
医
療
の
人
類
学
』
に
よ
る
）

注
１

　
オ
ペ
ラ
ト
ー
レ
…
…
こ
こ
で
は
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
。

注
２

　
フ
ラ
ン
コ
・
バ
ザ
ー
リ
ア
…
…
イ
タ
リ
ア
の
精
神
医
療
改
革
を
主
導
し
た
精
神
科
医

エ

オ

左
ペ
ー
ジ
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問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
同
じ
言
葉
を
二
度

使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

１

　
均
衡

　
　
２

　
源
泉

　
　
３

　
次
元

　
　
４

　
指
針

　
　
５

　
体
系

　
　
６

　
伏
線

　
　
７

　
文
脈

　
　
８

　
建
前

問
二

　

傍
線
（イ）
に
つ
い
て
、
筆
者
が
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
精
神
病
院
を
「
装
置
」
と
表
現
し
て
い
る
理
由
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―

４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
国
家
予
算
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
が
有
意
義
に
活
用
さ
れ
ず
、
箱
物
行
政
の
象
徴
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
批
判
を
暗
に
示
す
た
め
。

２

　
精
神
病
者
に
と
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
介
し
た
二
次
的
情
報
し
か
入
手
で
き
な
い
不
自
由
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
た
め
。

３

　
精
神
病
者
を
隔
離
し
、
管
理
さ
れ
る
対
象
と
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
。

４

　
精
神
病
者
を
治
療
す
る
た
め
の
技
法
や
設
備
が
、
適
切
に
整
っ
て
い
た
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る
た
め
。

問
三

　

傍
線
（ウ）
「
テ
リ
ト
リ
ー
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
ご
と
に
割
り
当
て
が
定
め
ら
れ
た
、
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
担
当
エ
リ
ア

２

　
周
囲
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
動
的
に
創
り
出
さ
れ
る
、「
わ
た
し
」
の
居
場
所

３

　
あ
ら
ゆ
る
統
治
機
構
か
ら
解
放
さ
れ
、「
わ
た
し
」
が
自
由
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
空
間

４

　
信
頼
の
お
け
る
関
係
性
を
築
く
た
め
の
、
部
外
者
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
区
域

問
四

　 Ｙ

　に
最
も
適
当
な
語
句
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
隙
間
あ
る
い
は
空
間

　
　
２

　
手
前
あ
る
い
は
根
底

　
　
３

　
虚
構
あ
る
い
は
表
層

　
　
４

　
超
越
あ
る
い
は
彼
岸

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
「
共
意
識
」
を
生
成
す
る
人
々
や
環
境
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
人
生
を
ど
う
生
き
る
か
に
つ
い
て
自
分
で
決
定
で
き
る
。

Ⅱ

　
加
工
さ
れ
縮
減
さ
れ
た
情
報
に
ま
っ
た
く
触
れ
ず
に
五
感
を
通
じ
た
直
接
的
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
、
他
者
と
共
に
生
き
る
上
で
重

要
で
あ
る
。

―15―

Ⅲ

　
〈
地
域
〉
と
は
、
そ
こ
に
存
在
す
る
他
者
の
経
験
を
何
も
せ
ず
と
も
自
然
に
分
有
で
き
る
具
体
的
な
場
所
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
無

限
で
あ
る
。

Ⅳ

　
精
神
病
者
を
客
体
と
し
て
扱
う
こ
と
を
や
め
、
人
と
人
が
直
に
出
会
う
場
所
を
創
出
し
た
の
が
、
イ
タ
リ
ア
の
〈
地
域
〉
精
神
保
健

で
あ
る
。

問
六

　

二
箇
所
あ
る

　

Ｘ

　に
は
本
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
対
義
語
が
入
る
。

Ｘ

　に
該
当
す
る
言
葉
を
漢
字
二
字
で
記

入
せ
よ
。

問
七

　

「
汲
め
ど
も

　

Ｚ

　」
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
。

Ｚ

　に
該
当
す
る
言
葉
を
三
字
で
記
入
せ
よ
。

問
八

　

次
の
文
は
傍
線
（ア）
「
同
じ
根
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ

　に
入
る
語
句
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
三

字
以
上
、
五
字
以
内
）。
ま
た
、

Ⅱ

　に
入
る
語
句
を
本
文
中
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
記
入
せ
よ
（
八
字
以
上
、
十
字
以
内
）。

現
代
社
会
を
生
き
る
多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
精
神
疾
患
の
当
事
者
と
同
じ
く
、

Ⅰ

　の
軽
視
に
起
因
し
て
い
る
。
筆

者
に
よ
れ
ば
、

Ⅰ

　の
本
質
は

　

Ⅱ

　に
あ
る
。

問
九

　

傍
線
（エ）
・
（オ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
は
、
藤
原
師も

ろ

尹ま
さ

の
娘
で
あ
る
芳
子
（
宣せ

ん

耀よ
う

殿で
ん

の
女
御
）
が
村
上
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
記
し
た
一
節
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

御
女む

す
め

、
村
上
の
御
時
の
宣
耀
殿
の
女
御
、
か
た
ち
を
か
し
げ
に
う
つ
く
し
う
お
は
し
け
り
。
内
へ
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
と
て
、
御
車
に
奉
り
た
ま
ひ

け
れ
ば
、
わ
が
御
身
は
乗
り
た
ま
ひ
け
れ
ど
、
御み

ぐ
し髪
の
す
そ
は
、
母も

や屋
の
柱
の
も
と
に
ぞ
お
は
し
け
る
。
一
筋
を
陸み

ち
の
く
に
が
み

奥
紙
に
置
き
た
る
に
、

　い
か

に
も
す
き
見
え
ず
と
ぞ
申
し
伝
へ
た
め
る
。
御
目
の
し
り
の
少
し
さ
が
り
た
ま
へ
る
が
、
い
と
ど

　ら
う
た
く
お
は
す
る
を
、
帝
、
い
と
か
し
こ
く

と
き
め
か
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
か
く
仰
せ
ら
れ
け
る
と
か
。

生
き
て
の
世
死
に
て
の
後
の
後
の
世
も
羽
を
か
は
せ
る
鳥
と
な
り
な
む

御
返
し
、
女
御
、

あ
き
に
な
る
言
の
葉
だ
に
も
か
は
ら
ず
は
我
も
か
は
せ
る
枝
と
な
り
な
む

「
古
今
う
か
べ
た
ま
へ
り
」
と
聞
か
せ
た
ま
ひ
て
、
帝
、
こ
こ
ろ
み
に
本
を
か
く
し
て
、
女
御
に
は
見
せ
さ
せ
た
ま
は
で
、「

　や
ま
と
う
た
は
」

と
あ
る
を
は
じ
め
に
て
、
ま
づ
の
句
の
こ
と
ば
を
仰
せ
ら
れ
つ
つ
、
問
は
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
言
ひ
た
が
へ
た
ま
ふ
こ
と
、
詞
に
て
も
歌
に
て
も
な

か
り
け
り
。

　か
か
る
こ
と
な
む
と
、
父
お
と
ど
は
聞
き
た
ま
ひ
て
、
御
装さ

う

束ぞ
く

し
て
、
手
洗
ひ
な
ど
し
て
、
所
々
に

　誦
経
な
ど
し
、
念
じ
入
り
て
ぞ

お
は
し
け
る
。
帝
、
筝し

や
う

の
琴こ

と

を
　め
で
た
く
あ
そ
ば
し
け
る
も
、
御
心
に
入
れ
て
教
へ
な
ど
、
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
き
た
ま
ふ
に
、
冷れ

い
ぜ
い
ゐ
ん

泉
院
の
御
母

后き
さ
き

う
せ
た
ま
ひ
て
こ
そ
、
な
か
な
か

　こ
よ
な
く
お
ぼ
え
劣
り
た
ま
へ
り
と
は
聞
こ
え
た
ま
ひ
し
か
。「
故
宮
の
、
い
み
じ
う

　め
ざ
ま
し
く
、
や
す

か
ら
ぬ
も
の
に
思
し
た
り
し
か
ば
、
思
ひ
出
づ
る
に
、
い
と
ほ
し
く
、
悔
し
き
な
り
」
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。 

（『
大
鏡
』）

注

　
冷
泉
院
の
御
母
后
…
…
村
上
天
皇
の
中
宮
、
安
子

一

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

ａ

注

キ

ｂ

ク

ｃ

国　語 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：98ページ）時間＝70分　総点＝100点
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問
六

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
芳
子
は
髪
が
長
く
、
車
に
乗
り
込
ん
で
も
髪
の
端
は
ま
だ
家
の
中
の
柱
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

Ⅱ

　
帝
が
古
今
和
歌
集
の
歌
の
は
じ
め
を
言
え
ば
、
芳
子
は
そ
の
作
者
を
す
べ
て
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ⅲ

　
安
子
は
生
前
、
芳
子
が
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ⅳ

　
安
子
を
失
っ
た
の
ち
、
寂
し
さ
の
あ
ま
り
帝
は
芳
子
へ
の
寵
愛
を
ま
す
ま
す
深
め
た
。

問
七

　

文
中
の
女
御
の
返
歌
に
は
掛
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
何
と
何
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
を
用
い
て
（
必
要
な
場
合
は
送
り

が
な
を
つ
け
て
）
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（オ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
（
現
代
か
な
づ
か
い
）
で
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（カ）
「
め
で
た
く
あ
そ
ば
し
け
る
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。
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問
一

　

傍
線
（ア）
・
（イ）
・
（キ）
・
（ク）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。

（ア）
「
い
か
に
も
」

　
　
　
１

　
意
外
に
も

　
　
　
　
２

　
ま
っ
た
く

　
　
　
　
３

　
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
４

　
あ
た
か
も

（イ）
「
ら
う
た
く
」

　
　
　
１

　
高
貴
な
さ
ま
で

　
　
２

　
か
わ
い
ら
し
く

　
　
３

　
残
念
に

　
　
　
　
　
４

　
ふ
び
ん
に

（キ）
「
こ
よ
な
く
」

　
　
　
１

　
は
な
は
だ
し
く

　
　
２

　
心
か
ら

　
　
　
　
　
３

　
わ
ず
か
ば
か
り

　
　
４

　
い
つ
の
間
に
か

（ク）
「
め
ざ
ま
し
く
」

　
　
１

　
す
ば
ら
し
く

　
　
　
２

　
際
立
っ
て

　
　
　
　
３

　
憂
う
つ
で

　
　
　
　
４

　
心
外
で

問
二

　

波
線
ａ
―
ｃ
の
主
語
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
帝

　
　
２

　
芳
子

　
　
３

　
安
子

　
　
４

　
師
尹

問
三

　

傍
線
（ウ）
「
や
ま
と
う
た
は
」
か
ら
始
ま
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
序
文
を
書
い
た
の
は
誰
か
。
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番

号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
藤
原
定
家

　
　
２

　
遍
昭

　
　
３

　
在
原
業
平

　
　
４

　
紀
貫
之

問
四

　

傍
線
（エ）
「
か
か
る
こ
と
」
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
自
分
の
娘
が
は
じ
め
て
宮
中
に
参
内
し
た
こ
と

２

　
自
分
の
娘
が
帝
に
楽
器
を
習
っ
て
い
る
こ
と

３

　
自
分
の
娘
と
帝
が
歌
を
詠
み
交
わ
し
た
こ
と

４

　
自
分
の
娘
に
帝
が
古
今
集
の
知
識
を
試
し
て
い
る
こ
と

問
五

　

文
中
の
二
首
の
歌
に
は
永
遠
の
愛
情
を
た
と
え
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
四
字
熟
語
で
表
す
と
ど
う
な
る
か
。
最
も
適
当

な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
比
翼
連
理

　
　
２

　
花
鳥
風
月

　
　
３

　
偕
老
同
穴

　
　
４

　
金
枝
玉
葉

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

竜
宮
の
お
土
産
を
あ
け
て
見
る
と
、
中
か
ら
白
い
煙
が
立
ち
昇
り
、
た
ち
ま
ち
浦
島
太
郎
は
三
百
歳
だ
か
の
お
爺
さ
ん
に
な
っ
て
、
だ
か
ら
、
あ

け
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
の
に
、
つ
ま
ら
な
い
事
に
な
っ
た
、
お
気
の
毒
に
、
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
で
お
し
ま
い
に
な
る
の
が
、
一
般
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
「
浦
島
さ
ん
」
物
語
で
あ
る
が
、
私
は
そ
れ
に
就つ

い
て
深
い

　

Ａ

　に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
る
と
こ
の
竜
宮
の
お
土
産
も
、
あ
の
人
間
の

も
ろ
も
ろ
の
禍

わ
ざ
わ
い

の
種
の
充
満
し
た

　パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
如ご

と

く
、
乙
姫
の
深
刻
な
復
讐
、
或あ

る

い
は
懲
罰
の
意
を
秘
め
た
贈
り
物
で
あ
っ
た
の
か
。
あ

の
よ
う
に
何
も
言
わ
ず
、
た
だ
微
笑
し
て
無
限
に
許
し
て
い
る
よ
う
な
素
振
り
を
見
せ
な
が
ら
も
、
皮ひ

り裏
に
ひ
そ
か
に
峻
酷
の
陽
秋
を
蔵
し
て
い
て
、

浦
島
の
わ
が
ま
ま
も
一
つ
も
許
さ
ず
、
厳
罰
を
課
す
る
意
味
で
あ
の

　貝
殻
を
与
え
た
の
か
。
い
や
、
そ
れ
ほ
ど
極
端
の
悲
観
論
を
称と

な

え
ず
と
も
、

或
い
は
、
貴
人
と
い
う
も
の
は
、
し
ば
し
ば
、
む
ご
い

　嘲
弄
を
平
気
で
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
姫
も
ま
っ
た
く
無
邪
気
の
悪い

た
ず
ら戯
の
つ
も
り
で
、

こ
ん
な
ひ
と
の
わ
る
い
冗
談
を
や
ら
か
し
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
の
真
の
上じ

ょ
う
ぼ
ん品

の
筈は

ず

の
乙
姫
が
、
こ
ん
な
始
末
の
悪
い
お
土
産
を
与
え

た
と
は
、
不
可
解
き
わ
ま
る
事
で
あ
る
。

パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
中
に
は
、

　シ
ッ
ペ
イ
、
恐
怖
、
怨
恨
、
哀
愁
、
疑
惑
、
嫉
妬
、
憤ふ

ん
ぬ怒

、
憎
悪
、
呪じ

ゅ
そ詛

、
焦
慮
、
後
悔
、
卑
屈
、
貪
欲
、
虚
偽
、

怠
惰
、
暴
行
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
不
吉
の
妖
魔
が
は
い
っ
て
い
て
、
パ
ン
ド
ラ
が
そ
の
箱
を
そ
っ
と
あ
け
る
と
同
時
に
、
羽は

あ
り蟻
の
大
群
の
如
く
一
斉
に

飛
び
出
し
、
こ
の
世
の
隅
か
ら
隅
ま
で
残
る
く
ま
な
く
は
び
こ
る
に
到
っ
た
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
呆
然
た
る
パ
ン
ド
ラ
が
、
う

な
だ
れ
て
、
そ
の
か
ら
っ
ぽ
の
箱
の
底
を
眺
め
た
時
、
そ
の
底
の
闇
に
一
点
の
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
小
さ
な
宝
石
を
見
つ
け
た
と
い
う
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
て
、
そ
の
宝
石
に
は
、
な
ん
と
、「
希
望
」
と
い
う
字
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
依よ

っ
て
、
パ
ン
ド
ラ
の
蒼そ

う
は
く白
の

頬
に
も
、
幽か

す

か
に
血
の
色
が
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
人
間
は
、
い
か
な
る
苦
痛
の
妖
魔
に
襲
わ
れ
て
も
、
こ
の
「
希
望
」
に
依
っ
て
、
勇

気
を
得
、
困
難
を
堪
え
忍
ぶ
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
に
較く

ら

べ
て
、
こ
の
竜
宮
の
お
土
産
は
、
愛あ

い
き
ょ
う嬌
も
何
も
な
い
。
た
だ
、
煙
だ
。
そ
う
し
て
、
た
ち
ま
ち
三
百
歳
の
お
爺
さ
ん
で
あ
る
。
よ
し

ん
ば
、
そ
の
「
希
望
」
の
星
が
貝
殻
の
底
に
残
っ
て
い
た
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
浦
島
さ
ん
は
既
に
三
百
歳
で
あ
る
。
三
百
歳
の
お
爺
さ
ん
に
「
希

二

ア

注

イ

ウ
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望
」
を
与
え
た
っ
て
、
そ
れ
は
悪
ふ
ざ
け
に
似
て
い
る
。
ど
だ
い
、
無
理
だ
。
救
済
の
手
の
差
伸
べ
よ
う
が
無
い
。
ど
う
に
も
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
お

土
産
を
も
ら
っ
て
来
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
で

　

Ｘ

　、
或
い
は
、
日
本
の
お
伽と

ぎ
ば
な
し噺

は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
よ
り
も
残
酷
で
あ
る
。
な
ど
と
外
国
人
に
言
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
は
い
か
に
も
無
念
な
事
だ
。
ま
た
、
あ
の
な
つ
か
し
い
竜
宮
の
名
誉
に
か
け
て
も
、
何
と
か
し
て
、
こ
の
不
可
解
の
お
土
産
に
、
貴
い

　

Ｂ

　を
発
見
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
竜
宮
の
数
日
が
陸
上
の
数
百
年
に
当
る
と
は
言
え
、
何
も
そ
の
歳
月
を
、
や
や
こ
し
い
お
土
産

な
ど
に
し
て
浦
島
に
持
た
せ
て
よ
こ
さ
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
。
浦
島
が
竜
宮
か
ら
海
の
上
に
浮
か
び
出
た
と
た
ん
に
、
白
髪
の
三
百
歳
に

変
化
し
た
と
い
う
の
な
ら
、
ま
だ
話
が
わ
か
る
。
ま
た
、
乙
姫
の
お
情
で
、
浦
島
を
い
つ
ま
で
も
青
年
に
し
て
置
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ

ん
な
危
険
な
「
あ
け
て
は
な
ら
ぬ
」
品
物
を
、
わ
ざ
わ
ざ
浦
島
に
持
た
せ
て
よ
こ
す
必
要
は
無
い
。
竜
宮
の
ど
こ
か
の
隅
に
捨
て
て
置
い
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
と
も
、
お
前
の
た
れ
た
糞
尿
は
、
お
前
が
持
っ
て
帰
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
何

だ
か
ひ
ど
く
下
等
な
「

　面
当
て
」
み
た
い
だ
。
ま
さ
か
あ
の
乙
姫
が
、
そ
ん
な
長
屋
の
夫
婦
喧げ

ん
か嘩
み
た
い
な
事
を
た
く
ら
む
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ど
う
も
、
わ
か
ら
ぬ
。

私
は
、
そ
れ
に
就
い
て
永
い
間
、
思
案
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
ご
ろ
に
到
っ
て
、
よ
う
や
く
少
し
わ
か
っ
て
来
た
よ
う
な
気
が
し
て
来
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
浦
島
の
三
百
歳
が
、
浦
島
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
っ
た
と
い
う

　

Ｃ

　に
依
っ
て
誤
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
絵

本
に
も
、
浦
島
は
三
百
歳
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、「
実
に
、
悲
惨
な
身
の
上
に
な
っ
た
も
の
さ
。
気
の
毒
だ
。」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
事
は
書
か
れ

て
い
な
い
。

　
タ
チ
マ
チ

　
シ
ラ
ガ
ノ

　
オ
ジ
イ
サ
ン

そ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
る
。
気
の
毒
だ
、
馬
鹿
だ
、
な
ど
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
俗
人
の
勝
手
な
盲
断
に
過
ぎ
な
い
。

　三
百
歳
に
な
っ
た
の
は
、

浦
島
に
と
っ
て
、
決
し
て
不
幸
で
は
な﹅

か﹅

っ﹅

た﹅

の
だ
。

貝
殻
の
底
に
、「
希
望
」
の
星
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
救
わ
れ
た
な
ん
て
の
は
、
考
え
て
み
る
と
ち
ょ
っ
と
少
女
趣
味
で
、
こ
し
ら
え
も
の
の
感
じ

が
無
く
も
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
浦
島
は
、
立
ち
昇
る
煙
そ
れ
自
体
で
救
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
貝
殻
の
底
に
は
、
何
も
残
っ
て
い
な
く
た
っ

て
い
い
。
そ
ん
な
も
の
は
問
題
で
な
い
の
だ
。
曰
く
、

エ

オ

右
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
は
、
藤
原
師も

ろ

尹ま
さ

の
娘
で
あ
る
芳
子
（
宣せ

ん

耀よ
う

殿で
ん

の
女
御
）
が
村
上
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
記
し
た
一
節
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

御
女む

す
め

、
村
上
の
御
時
の
宣
耀
殿
の
女
御
、
か
た
ち
を
か
し
げ
に
う
つ
く
し
う
お
は
し
け
り
。
内
へ
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
と
て
、
御
車
に
奉
り
た
ま
ひ

け
れ
ば
、
わ
が
御
身
は
乗
り
た
ま
ひ
け
れ
ど
、
御み

ぐ
し髪
の
す
そ
は
、
母も

や屋
の
柱
の
も
と
に
ぞ
お
は
し
け
る
。
一
筋
を
陸み

ち
の
く
に
が
み

奥
紙
に
置
き
た
る
に
、

　い
か

に
も
す
き
見
え
ず
と
ぞ
申
し
伝
へ
た
め
る
。
御
目
の
し
り
の
少
し
さ
が
り
た
ま
へ
る
が
、
い
と
ど

　ら
う
た
く
お
は
す
る
を
、
帝
、
い
と
か
し
こ
く

と
き
め
か
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
か
く
仰
せ
ら
れ
け
る
と
か
。

生
き
て
の
世
死
に
て
の
後
の
後
の
世
も
羽
を
か
は
せ
る
鳥
と
な
り
な
む

御
返
し
、
女
御
、

あ
き
に
な
る
言
の
葉
だ
に
も
か
は
ら
ず
は
我
も
か
は
せ
る
枝
と
な
り
な
む

「
古
今
う
か
べ
た
ま
へ
り
」
と
聞
か
せ
た
ま
ひ
て
、
帝
、
こ
こ
ろ
み
に
本
を
か
く
し
て
、
女
御
に
は
見
せ
さ
せ
た
ま
は
で
、「

　や
ま
と
う
た
は
」

と
あ
る
を
は
じ
め
に
て
、
ま
づ
の
句
の
こ
と
ば
を
仰
せ
ら
れ
つ
つ
、
問
は
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
言
ひ
た
が
へ
た
ま
ふ
こ
と
、
詞
に
て
も
歌
に
て
も
な

か
り
け
り
。

　か
か
る
こ
と
な
む
と
、
父
お
と
ど
は
聞
き
た
ま
ひ
て
、
御
装さ

う

束ぞ
く

し
て
、
手
洗
ひ
な
ど
し
て
、
所
々
に

　誦
経
な
ど
し
、
念
じ
入
り
て
ぞ

お
は
し
け
る
。
帝
、
筝し

や
う

の
琴こ

と

を
　め
で
た
く
あ
そ
ば
し
け
る
も
、
御
心
に
入
れ
て
教
へ
な
ど
、
か
ぎ
り
な
く
と
き
め
き
た
ま
ふ
に
、
冷れ

い
ぜ
い
ゐ
ん

泉
院
の
御
母

后き
さ
き

う
せ
た
ま
ひ
て
こ
そ
、
な
か
な
か

　こ
よ
な
く
お
ぼ
え
劣
り
た
ま
へ
り
と
は
聞
こ
え
た
ま
ひ
し
か
。「
故
宮
の
、
い
み
じ
う

　め
ざ
ま
し
く
、
や
す

か
ら
ぬ
も
の
に
思
し
た
り
し
か
ば
、
思
ひ
出
づ
る
に
、
い
と
ほ
し
く
、
悔
し
き
な
り
」
と
ぞ
仰
せ
ら
れ
け
る
。 

（『
大
鏡
』）

注

　
冷
泉
院
の
御
母
后
…
…
村
上
天
皇
の
中
宮
、
安
子

一

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

ａ

注

キ

ｂ

ク

ｃ

国　語 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：98ページ）時間＝70分　総点＝100点
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問
六

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
芳
子
は
髪
が
長
く
、
車
に
乗
り
込
ん
で
も
髪
の
端
は
ま
だ
家
の
中
の
柱
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

Ⅱ

　
帝
が
古
今
和
歌
集
の
歌
の
は
じ
め
を
言
え
ば
、
芳
子
は
そ
の
作
者
を
す
べ
て
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ⅲ

　
安
子
は
生
前
、
芳
子
が
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ⅳ

　
安
子
を
失
っ
た
の
ち
、
寂
し
さ
の
あ
ま
り
帝
は
芳
子
へ
の
寵
愛
を
ま
す
ま
す
深
め
た
。

問
七

　

文
中
の
女
御
の
返
歌
に
は
掛
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
。
何
と
何
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
を
用
い
て
（
必
要
な
場
合
は
送
り

が
な
を
つ
け
て
）
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（オ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
（
現
代
か
な
づ
か
い
）
で
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（カ）
「
め
で
た
く
あ
そ
ば
し
け
る
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。
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問
一

　

傍
線
（ア）
・
（イ）
・
（キ）
・
（ク）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。

（ア）
「
い
か
に
も
」

　
　
　
１

　
意
外
に
も

　
　
　
　
２

　
ま
っ
た
く

　
　
　
　
３

　
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
４

　
あ
た
か
も

（イ）
「
ら
う
た
く
」

　
　
　
１

　
高
貴
な
さ
ま
で

　
　
２

　
か
わ
い
ら
し
く

　
　
３

　
残
念
に

　
　
　
　
　
４

　
ふ
び
ん
に

（キ）
「
こ
よ
な
く
」

　
　
　
１

　
は
な
は
だ
し
く

　
　
２

　
心
か
ら

　
　
　
　
　
３

　
わ
ず
か
ば
か
り

　
　
４

　
い
つ
の
間
に
か

（ク）
「
め
ざ
ま
し
く
」

　
　
１

　
す
ば
ら
し
く

　
　
　
２

　
際
立
っ
て

　
　
　
　
３

　
憂
う
つ
で

　
　
　
　
４

　
心
外
で

問
二

　

波
線
ａ
―
ｃ
の
主
語
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
帝

　
　
２

　
芳
子

　
　
３

　
安
子

　
　
４

　
師
尹

問
三

　

傍
線
（ウ）
「
や
ま
と
う
た
は
」
か
ら
始
ま
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
序
文
を
書
い
た
の
は
誰
か
。
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番

号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
藤
原
定
家

　
　
２

　
遍
昭

　
　
３

　
在
原
業
平

　
　
４

　
紀
貫
之

問
四

　

傍
線
（エ）
「
か
か
る
こ
と
」
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
自
分
の
娘
が
は
じ
め
て
宮
中
に
参
内
し
た
こ
と

２

　
自
分
の
娘
が
帝
に
楽
器
を
習
っ
て
い
る
こ
と

３

　
自
分
の
娘
と
帝
が
歌
を
詠
み
交
わ
し
た
こ
と

４

　
自
分
の
娘
に
帝
が
古
今
集
の
知
識
を
試
し
て
い
る
こ
と

問
五

　

文
中
の
二
首
の
歌
に
は
永
遠
の
愛
情
を
た
と
え
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
四
字
熟
語
で
表
す
と
ど
う
な
る
か
。
最
も
適
当

な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
比
翼
連
理

　
　
２

　
花
鳥
風
月

　
　
３

　
偕
老
同
穴

　
　
４

　
金
枝
玉
葉

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
九
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

竜
宮
の
お
土
産
を
あ
け
て
見
る
と
、
中
か
ら
白
い
煙
が
立
ち
昇
り
、
た
ち
ま
ち
浦
島
太
郎
は
三
百
歳
だ
か
の
お
爺
さ
ん
に
な
っ
て
、
だ
か
ら
、
あ

け
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
の
に
、
つ
ま
ら
な
い
事
に
な
っ
た
、
お
気
の
毒
に
、
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
で
お
し
ま
い
に
な
る
の
が
、
一
般
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
「
浦
島
さ
ん
」
物
語
で
あ
る
が
、
私
は
そ
れ
に
就つ

い
て
深
い

　

Ａ

　に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
る
と
こ
の
竜
宮
の
お
土
産
も
、
あ
の
人
間
の

も
ろ
も
ろ
の
禍

わ
ざ
わ
い

の
種
の
充
満
し
た

　パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
如ご

と

く
、
乙
姫
の
深
刻
な
復
讐
、
或あ

る

い
は
懲
罰
の
意
を
秘
め
た
贈
り
物
で
あ
っ
た
の
か
。
あ

の
よ
う
に
何
も
言
わ
ず
、
た
だ
微
笑
し
て
無
限
に
許
し
て
い
る
よ
う
な
素
振
り
を
見
せ
な
が
ら
も
、
皮ひ

り裏
に
ひ
そ
か
に
峻
酷
の
陽
秋
を
蔵
し
て
い
て
、

浦
島
の
わ
が
ま
ま
も
一
つ
も
許
さ
ず
、
厳
罰
を
課
す
る
意
味
で
あ
の

　貝
殻
を
与
え
た
の
か
。
い
や
、
そ
れ
ほ
ど
極
端
の
悲
観
論
を
称と

な

え
ず
と
も
、

或
い
は
、
貴
人
と
い
う
も
の
は
、
し
ば
し
ば
、
む
ご
い

　嘲
弄
を
平
気
で
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
姫
も
ま
っ
た
く
無
邪
気
の
悪い

た
ず
ら戯
の
つ
も
り
で
、

こ
ん
な
ひ
と
の
わ
る
い
冗
談
を
や
ら
か
し
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
の
真
の
上じ

ょ
う
ぼ
ん品

の
筈は

ず

の
乙
姫
が
、
こ
ん
な
始
末
の
悪
い
お
土
産
を
与
え

た
と
は
、
不
可
解
き
わ
ま
る
事
で
あ
る
。

パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
中
に
は
、

　シ
ッ
ペ
イ
、
恐
怖
、
怨
恨
、
哀
愁
、
疑
惑
、
嫉
妬
、
憤ふ

ん
ぬ怒

、
憎
悪
、
呪じ

ゅ
そ詛

、
焦
慮
、
後
悔
、
卑
屈
、
貪
欲
、
虚
偽
、

怠
惰
、
暴
行
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
不
吉
の
妖
魔
が
は
い
っ
て
い
て
、
パ
ン
ド
ラ
が
そ
の
箱
を
そ
っ
と
あ
け
る
と
同
時
に
、
羽は

あ
り蟻
の
大
群
の
如
く
一
斉
に

飛
び
出
し
、
こ
の
世
の
隅
か
ら
隅
ま
で
残
る
く
ま
な
く
は
び
こ
る
に
到
っ
た
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
呆
然
た
る
パ
ン
ド
ラ
が
、
う

な
だ
れ
て
、
そ
の
か
ら
っ
ぽ
の
箱
の
底
を
眺
め
た
時
、
そ
の
底
の
闇
に
一
点
の
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
小
さ
な
宝
石
を
見
つ
け
た
と
い
う
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
て
、
そ
の
宝
石
に
は
、
な
ん
と
、「
希
望
」
と
い
う
字
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
依よ

っ
て
、
パ
ン
ド
ラ
の
蒼そ

う
は
く白
の

頬
に
も
、
幽か

す

か
に
血
の
色
が
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
人
間
は
、
い
か
な
る
苦
痛
の
妖
魔
に
襲
わ
れ
て
も
、
こ
の
「
希
望
」
に
依
っ
て
、
勇

気
を
得
、
困
難
を
堪
え
忍
ぶ
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
に
較く

ら

べ
て
、
こ
の
竜
宮
の
お
土
産
は
、
愛あ

い
き
ょ
う嬌
も
何
も
な
い
。
た
だ
、
煙
だ
。
そ
う
し
て
、
た
ち
ま
ち
三
百
歳
の
お
爺
さ
ん
で
あ
る
。
よ
し

ん
ば
、
そ
の
「
希
望
」
の
星
が
貝
殻
の
底
に
残
っ
て
い
た
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
浦
島
さ
ん
は
既
に
三
百
歳
で
あ
る
。
三
百
歳
の
お
爺
さ
ん
に
「
希

二

ア

注

イ

ウ
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望
」
を
与
え
た
っ
て
、
そ
れ
は
悪
ふ
ざ
け
に
似
て
い
る
。
ど
だ
い
、
無
理
だ
。
救
済
の
手
の
差
伸
べ
よ
う
が
無
い
。
ど
う
に
も
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
お

土
産
を
も
ら
っ
て
来
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
で

　

Ｘ

　、
或
い
は
、
日
本
の
お
伽と

ぎ
ば
な
し噺

は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
よ
り
も
残
酷
で
あ
る
。
な
ど
と
外
国
人
に
言
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
は
い
か
に
も
無
念
な
事
だ
。
ま
た
、
あ
の
な
つ
か
し
い
竜
宮
の
名
誉
に
か
け
て
も
、
何
と
か
し
て
、
こ
の
不
可
解
の
お
土
産
に
、
貴
い

　

Ｂ

　を
発
見
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
竜
宮
の
数
日
が
陸
上
の
数
百
年
に
当
る
と
は
言
え
、
何
も
そ
の
歳
月
を
、
や
や
こ
し
い
お
土
産

な
ど
に
し
て
浦
島
に
持
た
せ
て
よ
こ
さ
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
。
浦
島
が
竜
宮
か
ら
海
の
上
に
浮
か
び
出
た
と
た
ん
に
、
白
髪
の
三
百
歳
に

変
化
し
た
と
い
う
の
な
ら
、
ま
だ
話
が
わ
か
る
。
ま
た
、
乙
姫
の
お
情
で
、
浦
島
を
い
つ
ま
で
も
青
年
に
し
て
置
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ

ん
な
危
険
な
「
あ
け
て
は
な
ら
ぬ
」
品
物
を
、
わ
ざ
わ
ざ
浦
島
に
持
た
せ
て
よ
こ
す
必
要
は
無
い
。
竜
宮
の
ど
こ
か
の
隅
に
捨
て
て
置
い
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
と
も
、
お
前
の
た
れ
た
糞
尿
は
、
お
前
が
持
っ
て
帰
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
何

だ
か
ひ
ど
く
下
等
な
「

　面
当
て
」
み
た
い
だ
。
ま
さ
か
あ
の
乙
姫
が
、
そ
ん
な
長
屋
の
夫
婦
喧げ

ん
か嘩
み
た
い
な
事
を
た
く
ら
む
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ど
う
も
、
わ
か
ら
ぬ
。

私
は
、
そ
れ
に
就
い
て
永
い
間
、
思
案
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
ご
ろ
に
到
っ
て
、
よ
う
や
く
少
し
わ
か
っ
て
来
た
よ
う
な
気
が
し
て
来
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
浦
島
の
三
百
歳
が
、
浦
島
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
っ
た
と
い
う

　

Ｃ

　に
依
っ
て
誤
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
絵

本
に
も
、
浦
島
は
三
百
歳
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
、「
実
に
、
悲
惨
な
身
の
上
に
な
っ
た
も
の
さ
。
気
の
毒
だ
。」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
事
は
書
か
れ

て
い
な
い
。

　
タ
チ
マ
チ

　
シ
ラ
ガ
ノ

　
オ
ジ
イ
サ
ン

そ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
る
。
気
の
毒
だ
、
馬
鹿
だ
、
な
ど
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
俗
人
の
勝
手
な
盲
断
に
過
ぎ
な
い
。

　三
百
歳
に
な
っ
た
の
は
、

浦
島
に
と
っ
て
、
決
し
て
不
幸
で
は
な﹅

か﹅

っ﹅

た﹅

の
だ
。

貝
殻
の
底
に
、「
希
望
」
の
星
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
救
わ
れ
た
な
ん
て
の
は
、
考
え
て
み
る
と
ち
ょ
っ
と
少
女
趣
味
で
、
こ
し
ら
え
も
の
の
感
じ

が
無
く
も
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
浦
島
は
、
立
ち
昇
る
煙
そ
れ
自
体
で
救
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
貝
殻
の
底
に
は
、
何
も
残
っ
て
い
な
く
た
っ

て
い
い
。
そ
ん
な
も
の
は
問
題
で
な
い
の
だ
。
曰
く
、

エ

オ

右
ペ
ー
ジ
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年
月
は
、
人
間
の
救
い
で
あ
る
。

　
忘
却
は
、
人
間
の
救
い
で
あ
る
。

竜
宮
の
高
貴
な
も
て
な
し
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
お
土
産
に
依
っ
て
、
ま
さ
に
最
高
潮
に
達
し
た
観
が
あ
る
。
思
い
出
は
、
遠
く
へ
だ
た
る
ほ
ど

美
し
い
と
い
う
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
そ
の
三
百
年
の
招
来
を
さ
え
、
浦
島
自
身
の
気
分
に
ゆ
だ
ね
た
。
こ
こ
に
到
っ
て
も
、
浦
島
は
、
乙
姫
か

ら
　

Ｙ

　を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
淋
し
く
な
か
っ
た
ら
、
浦
島
は
、
貝
殻
を
あ
け
て
見
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
ど
う
仕
様
も
無
く
、

こ
の
貝
殻
一
つ
に
救
い
を
求
め
た
時
に
は
、
あ
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
あ
け
た
ら
、
た
ち
ま
ち
三
百
年
の
年
月
と
、
忘
却
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
説

明
は
よ
そ
う
。
日
本
の
お
伽
噺
に
は
、
こ
の
よ
う
な
深
い

　ジ
ヒ
が
あ
る
。

浦
島
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
、
幸
福
な
老
人
と
し
て
生
き
た
と
い
う
。 

（『
お
伽
草
紙
』
に
よ
る
）

注

　
貝
殻
…
…
浦
島
が
乙
姫
か
ら
も
ら
っ
た
、
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
つ
二
枚
貝
。
い
わ
ゆ
る
竜
宮
城
の
玉
手
箱
の
こ
と
。

問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
執
念

　
　
　
２

　
疑
念

　
　
　
３

　
信
念

　
　
　
４

　
懸
念

Ｂ

　
１

　
事
実

　
　
　
２

　
摂
理

　
　
　
３

　
主
義

　
　
　
４

　
意
義

Ｃ

　
１

　
終
末
観

　
　
２

　
人
生
観

　
　
３

　
先
入
観

　
　
４

　
倫
理
観

問
二

　

　Ｘ
・
Ｙ
に
最
も
適
当
な
語
句
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ｘ

　
１

　
お
株
を
奪
っ
た
ら

　
　
２

　
匙さ

じ

を
投
げ
た
ら

　
　
３

　
長
蛇
を
逸
し
た
ら

　
　
４

　
画が

べ
い餅
に
帰
し
た
ら

Ｙ

　
１

　
無
限
の
許
可

　
　
　
　
２

　
深
淵
な
教
理

　
　
　
３

　
刹
那
の
希
望

　
　
　
　
４

　
神
聖
な
契
約

問
三

　

傍
線
（ア）
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
パ
ン
ド
ラ
の
箱
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
も
の
、
開
け
て
は
い
け
な
い
も
の
の
喩
え
で
あ
る
。

２

　
パ
ン
ド
ラ
の
箱
が
開
く
と
、
あ
ら
ゆ
る
不
吉
の
妖
魔
が
世
界
に
は
び
こ
り
、
人
々
は
苦
し
み
に
耐
え
る
力
を
永
遠
に
失
っ
た
。

カ
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３

　
災
い
の
種
の
充
満
し
た
箱
を
開
け
た
の
も
、
そ
の
底
に
「
希
望
」
を
見
つ
け
た
の
も
、
パ
ン
ド
ラ
自
身
で
あ
っ
た
。

４

　
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
由
来
す
る
パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
物
語
は
、
日
本
の
お
伽
噺
と
は
異
な
る
価
値
観
の
も
と
で
作
ら
れ
て
い
る
。

問
四

　

傍
線
（エ）
の
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
滑
稽
な
こ
と

　
　
２

　
深
刻
な
こ
と

　
　
３

　
厚
か
ま
し
い
こ
と

　
　
４

　
意
地
悪
な
こ
と

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
気
品
の
あ
る
乙
姫
は
善
意
を
装
っ
て
浦
島
に
贈
り
物
を
渡
し
た
が
、
そ
こ
に
は
パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
も
似
た
復
讐
心
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

Ⅱ

　
竜
宮
の
数
日
が
陸
上
の
数
百
年
に
あ
た
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
竜
宮
城
を
後
に
し
た
こ
と
が
、
浦
島
の
最
大
の
不
幸
で
あ
る
。

Ⅲ

　
貝
殻
は
歳
月
が
経
っ
た
陸
上
で
浦
島
が
淋
し
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
竜
宮
か
ら
の
最
上
級
の
も
て
な
し
で
あ
る
。

Ⅳ

　
年
老
い
て
悲
惨
な
身
の
上
と
な
っ
た
浦
島
の
そ
の
後
の
人
生
を
読
み
解
く
と
、
道
徳
的
な
含
蓄
の
あ
る
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

問
六

　

本
文
の
作
者
は
、
既
成
の
モ
ラ
ル
に
反
逆
し
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
ら
と
並
ん
で
、
第
二
次
大
戦
後
に
無
頼
派
と
呼
ば
れ

た
グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
な
作
家
で
あ
る
。
そ
の
作
家
名
を
漢
字
で
記
入
せ
よ
。

問
七

　

次
の
文
は
、
傍
線
（オ）
の
理
由
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　に
該
当
す
る
語
句
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
六
字
以
内
）。

浦
島
太
郎
に
と
っ
て
三
百
年
と
い
う
年
月
の
経
過
は
一
つ
の
救
済
で
あ
り
、
竜
宮
で
過
ご
し
た
日
々
が

　

　こ
と
で
、
む
し
ろ
心

に
平
安
と
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
。

問
八

　

傍
線
（イ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（ウ）
・
（カ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

左
ペ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
十
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

こ
の
世
の
こ
と
は
、
自
分
ひ
と
り
の
体
験
を
目
盛
り
に
し
て
し
か
計
れ
な
い
の
だ
と
こ
の
頃
気
が
つ
い
て
、
腑
に
お
ち
る
こ
と
が
あ
る
。

ど
ん
な
に
深
遠
広
大
な
人
生
で
あ
ろ
う
と
も
、
ひ
と
り
分
の
人
生
で
し
か
な
く
、
従
っ
て
、
ど
ん
な
に
呼
吸
の
合
っ
た
間
柄
で
あ
ろ
う
と
も
、
ひ

と
り
対
ひ
と
り
の
感
じ
方
の
差
異
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
を
総
計
し
て
ゆ
け
ば
、
ど
ん
な
空
恐
ろ
し
い
差
に
な
る
こ
と
か
。
幸
い
、
声
の
ち
が
い
、

顔
の
ち
が
い
、
性
の
ち
が
い
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
違
和
感
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
け
れ
ど
も
、
融
和
し
て
し
ま
う
要
素
も
あ
る
の
で
、

人
間
社
会
の
不
思
議
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
と
で
も
お
も
わ
ね
ば
、

　じ
ゃ
が
た
ら
文
の
つ
も
り
の
文
章
な
ど
、
と
て
も
む
な
し
く
て
書

き
起
こ
せ
た
も
の
で
は
な
い
。

ひ
と
り
分
の
人
生
、
ひ
と
り
分
の
文
学
だ
と
は
思
っ
て
も
、
も
の
ご
と
を
考
え
つ
め
、
こ
れ
を
解
読
し
て
ゆ
く
知
力
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
ひ
よ

わ
で
収
拾
の
つ
か
な
い
自
分
が
、
時
代
の
か
げ
り
と
い
う
か
、
時
代
の
呻し

ん
ぎ
ん吟
と
い
う
も
の
を
、
も
ろ
に
先
ん
じ
て
体
験
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ど
ん
な
文
体
で
あ
ら
わ
せ
ば
い
い
の
か
と
考
え
る
。

わ
た
し
は
こ
の
よ
う
な
文
明
相
と
共
に
一
度
な
ら
ず
二
度
な
ら
ず
解
体
し
、
滅
び
た
も
の
、
滅
び
ゆ
く
も
の
の
片
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
想
い
が
あ

る
。
そ
れ
は
水
俣
病
以
前
の
問
題
で
あ
る
。
通
常
の
、
風
俗
と
し
て
の
美
、

　風
俗
的
文
体
で
は
胸
の
底
を
言
い
得
な
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
目
が
ゆ
く
自
分
を
も
う
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
文
章
を
書
き
始
め
る
前
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ゆ
く
春
や
鳥
啼な

き
魚
の
目
は
泪な

み
だ

　
　
　
　
　
　
　
（
芭
蕉
）

右
の
よ
う
な
句
は
、
無
常
感
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
ま
ろ
や
か
な
統
一
感
と
い
う
か
、

　人
も
春
も
鳥
も
魚
も
、
連
続
す
る
帰

一
感
に
つ
な
が
れ
た
時
代
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
け
れ
ど
も
、
わ
た
し
の
時
代
で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
界
の

　寂
滅
の
中
に
は
い
っ

て
ゆ
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
人
間
と
い
わ
ず
、
自
然
と
い
わ
ず
、
文
明
の
あ
り
よ
う
を
宿
せ
ば
宿
す
ほ
ど
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
よ
う
な
突
出
し
た

形
を
と
ろ
う
と
も
、
も
の
い
わ
ぬ
民
、
と
い
う
形
を
と
ろ
う
と
も
、
生
命
力
が

　ス
イ
ボ
ウ
に
む
か
っ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
、
鳥
の
ま
さ
に
死
な
ん

と
す
る
、
そ
の
鳴
く
や
哀
し
、
と
い
う
の
が
き
こ
え
て
く
る
の
で
、
自
分
の
声
で
う
た
い
出
し
た
い
想
い
が
あ
る
。

三

注
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こ
う
い
う
時
代
の
発
す
る
予
感
的
な
、
か
な
し
み
の
諧
調
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
自
分
の
魂
が
宿
り
は
じ
め
た
の
が
、
も
の
心
つ
き
は
じ
め
だ
っ

た
の
で
、
自
分
自
身
が
極
限
相
を
帯
び
て
燃
え
上
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
か
ら
一
種
の
悶
絶
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
感
じ
が
あ
る
。
無
音
の
闇

の
中
と
い
う
も
の
が
、
じ
つ
は
も
の
た
ち
の
気
配
や
、
ま
だ
生
ま
れ
出
な
い

　言
霊
に
、
満
ち
満
ち
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
く
る
。

か
な
し
み
は
エ
ロ
ス
、
と
い
う
声
が
、
遠
い
生
命
系
の
奥
か
ら
き
こ
え
て
く
る
。
人
外
の
境
に
抜
け
出
し
て
し
ま
っ
た
魂
だ
と
自
分
を
思
っ
て
み

る
と
、
再
び
宿
る
と
こ
ろ
を
探
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
わ
た
し
は
人ひ

と
が
た形
を
つ
く
り
は
じ
め
る
。

Ａ

　に
よ
る
人
形
を
。
目
の
穴
を
あ
け
、
口
の
穴

を
あ
け
、
そ
の
吐
く
息
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、

　自
分
の
呪
符
を
そ
の
耳
に
吹
き
こ
ん
で
や
る
。

な
ん
と
累
々
た
る
出
来
そ
こ
な
い
た
ち
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
ほ
ん
の
時
た
ま
入
魂
で
き
て
、
人
形
た
ち
が
う
た
い
出
す
こ
と
も
あ
る
。
幸
か
不
幸

か
、
普
通
の
少
女
た
ち
が
通
過
す
る
ら
し
い

　

Ｂ

　の
経
験
に
す
ら
め
ぐ
ま
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
文
学
上
の
師
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
わ

た
し
の
、
そ
う
い
う
人
形
を
つ
く
る
作
業
が
、
文
章
作
法
と
い
え
ば
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ん
な
出
来
そ
こ
な
い
の
顔
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
、
作
品
た
ち
が
、
も
う
恥
を
か
き
に
出
て
往
っ
て
し
ま
っ
て
、
収
拾
も
つ
か
な
い
。

三
十
代
後
半
ま
で
、
書
物
ら
し
い
も
の
を
読
め
ず
、
読
め
る
条
件
を
と
と
の
え
た
と
思
っ
た
ら
、
水
俣
病
の
渦
中
に
い
て
、
書
物
を
読
む
ど
こ
ろ

で
は
な
く
、
視
力
ま
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
友
人
た
ち
が
古
今
東
西
の
名
著
に
よ
っ
て
、
文
学
や
世
相
を
分
析
し
た
り
論
じ
た

り
し
て
み
せ
る
と
、
わ
た
し
は
自
分
ひ
と
り
分
の
物
差
し
を
使
っ
て
、
う
な
ず
い
た
り
、
異
見
を
持
っ
た
り
す
る
。
異
見
は
口
に
出
し
て
あ
ん
ま
り

言
わ
な
い
。
彼
ら
は
、
名
著
の
方
に
、
当
然
権
威
を
持
た
せ
て
い
る
か
ら
。
な
に
し
ろ
人
生
的
に
も
文
学
的
に
も
余
白
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
、
た
ま

に
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
消
息
通
も
結
構
身
の
ま
わ
り
に
い
て
、
世
間
の
こ
と
を
洩も

れ
聞
い
た
り
す
る
と
、
刺
激
が
強
す
ぎ
て
、
智
恵
熱
の
よ

う
な
も
の
に
か
か
る
始
末
で
あ
る
。

二
十
代
の
後
半
ご
ろ
、
詩
壇
な
る
も
の
に
も
い
わ
ゆ
る
情
況
に
も
、
何
の
予
備
知
識
も
な
く
、
水
俣
に
帰
っ
て
い
た

　谷
川
雁
さ
ん
に
呼
び
出
さ

れ
、
あ
の
け
ん
ら
ん
た
る
構
想
力
に
眩げ

ん
わ
く惑
さ
れ
た
。
ま
る
で
読
ま
な
い
う
ち
か
ら
言
語
の
光
線
の
よ
う
な
も
の
に
当
て
ら
れ
て
、
三
年
ば
か
り
発
熱

症
状
に
か
か
っ
た
。
あ
れ
も
一
種
の
智
恵
熱
だ
っ
た
。

雁
さ
ん
と
い
う
人
は
、
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
読
み
解
こ
う
と
し
た

　翻
訳
人
間
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
食
べ
る
も
の
も
身
に

つ
け
る
も
の
も
、
耳
に
入
る
も
の
も
、
か
な
り
異
質
な
も
の
で
出
来
上
っ
て
い
る
ら
し
い
種
族
を
そ
こ
に
感
じ
、
雁
さ
ん
の
言
葉
を
自
分
の
言
語
に

オ

カ
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年
月
は
、
人
間
の
救
い
で
あ
る
。

　
忘
却
は
、
人
間
の
救
い
で
あ
る
。

竜
宮
の
高
貴
な
も
て
な
し
も
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
お
土
産
に
依
っ
て
、
ま
さ
に
最
高
潮
に
達
し
た
観
が
あ
る
。
思
い
出
は
、
遠
く
へ
だ
た
る
ほ
ど

美
し
い
と
い
う
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
そ
の
三
百
年
の
招
来
を
さ
え
、
浦
島
自
身
の
気
分
に
ゆ
だ
ね
た
。
こ
こ
に
到
っ
て
も
、
浦
島
は
、
乙
姫
か

ら
　

Ｙ

　を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
淋
し
く
な
か
っ
た
ら
、
浦
島
は
、
貝
殻
を
あ
け
て
見
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
ど
う
仕
様
も
無
く
、

こ
の
貝
殻
一
つ
に
救
い
を
求
め
た
時
に
は
、
あ
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
あ
け
た
ら
、
た
ち
ま
ち
三
百
年
の
年
月
と
、
忘
却
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
説

明
は
よ
そ
う
。
日
本
の
お
伽
噺
に
は
、
こ
の
よ
う
な
深
い

　ジ
ヒ
が
あ
る
。

浦
島
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
、
幸
福
な
老
人
と
し
て
生
き
た
と
い
う
。 

（『
お
伽
草
紙
』
に
よ
る
）

注

　
貝
殻
…
…
浦
島
が
乙
姫
か
ら
も
ら
っ
た
、
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
つ
二
枚
貝
。
い
わ
ゆ
る
竜
宮
城
の
玉
手
箱
の
こ
と
。

問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
執
念

　
　
　
２

　
疑
念

　
　
　
３

　
信
念

　
　
　
４

　
懸
念

Ｂ

　
１

　
事
実

　
　
　
２

　
摂
理

　
　
　
３

　
主
義

　
　
　
４

　
意
義

Ｃ

　
１

　
終
末
観

　
　
２

　
人
生
観

　
　
３

　
先
入
観

　
　
４

　
倫
理
観

問
二

　

　Ｘ
・
Ｙ
に
最
も
適
当
な
語
句
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ｘ

　
１

　
お
株
を
奪
っ
た
ら

　
　
２

　
匙さ

じ

を
投
げ
た
ら

　
　
３

　
長
蛇
を
逸
し
た
ら

　
　
４

　
画が

べ
い餅
に
帰
し
た
ら

Ｙ

　
１

　
無
限
の
許
可

　
　
　
　
２

　
深
淵
な
教
理

　
　
　
３

　
刹
那
の
希
望

　
　
　
　
４

　
神
聖
な
契
約

問
三

　

傍
線
（ア）
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
パ
ン
ド
ラ
の
箱
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
も
の
、
開
け
て
は
い
け
な
い
も
の
の
喩
え
で
あ
る
。

２

　
パ
ン
ド
ラ
の
箱
が
開
く
と
、
あ
ら
ゆ
る
不
吉
の
妖
魔
が
世
界
に
は
び
こ
り
、
人
々
は
苦
し
み
に
耐
え
る
力
を
永
遠
に
失
っ
た
。

カ

―9―

３

　
災
い
の
種
の
充
満
し
た
箱
を
開
け
た
の
も
、
そ
の
底
に
「
希
望
」
を
見
つ
け
た
の
も
、
パ
ン
ド
ラ
自
身
で
あ
っ
た
。

４

　
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
由
来
す
る
パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
物
語
は
、
日
本
の
お
伽
噺
と
は
異
な
る
価
値
観
の
も
と
で
作
ら
れ
て
い
る
。

問
四

　

傍
線
（エ）
の
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
滑
稽
な
こ
と

　
　
２

　
深
刻
な
こ
と

　
　
３

　
厚
か
ま
し
い
こ
と

　
　
４

　
意
地
悪
な
こ
と

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
気
品
の
あ
る
乙
姫
は
善
意
を
装
っ
て
浦
島
に
贈
り
物
を
渡
し
た
が
、
そ
こ
に
は
パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
も
似
た
復
讐
心
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

Ⅱ

　
竜
宮
の
数
日
が
陸
上
の
数
百
年
に
あ
た
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
竜
宮
城
を
後
に
し
た
こ
と
が
、
浦
島
の
最
大
の
不
幸
で
あ
る
。

Ⅲ

　
貝
殻
は
歳
月
が
経
っ
た
陸
上
で
浦
島
が
淋
し
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
竜
宮
か
ら
の
最
上
級
の
も
て
な
し
で
あ
る
。

Ⅳ

　
年
老
い
て
悲
惨
な
身
の
上
と
な
っ
た
浦
島
の
そ
の
後
の
人
生
を
読
み
解
く
と
、
道
徳
的
な
含
蓄
の
あ
る
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

問
六

　

本
文
の
作
者
は
、
既
成
の
モ
ラ
ル
に
反
逆
し
、
織
田
作
之
助
、
石
川
淳
、
坂
口
安
吾
ら
と
並
ん
で
、
第
二
次
大
戦
後
に
無
頼
派
と
呼
ば
れ

た
グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
な
作
家
で
あ
る
。
そ
の
作
家
名
を
漢
字
で
記
入
せ
よ
。

問
七

　

次
の
文
は
、
傍
線
（オ）
の
理
由
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　に
該
当
す
る
語
句
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
六
字
以
内
）。

浦
島
太
郎
に
と
っ
て
三
百
年
と
い
う
年
月
の
経
過
は
一
つ
の
救
済
で
あ
り
、
竜
宮
で
過
ご
し
た
日
々
が

　

　こ
と
で
、
む
し
ろ
心

に
平
安
と
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
。

問
八

　

傍
線
（イ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
九

　

傍
線
（ウ）
・
（カ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

左
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
十
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

こ
の
世
の
こ
と
は
、
自
分
ひ
と
り
の
体
験
を
目
盛
り
に
し
て
し
か
計
れ
な
い
の
だ
と
こ
の
頃
気
が
つ
い
て
、
腑
に
お
ち
る
こ
と
が
あ
る
。

ど
ん
な
に
深
遠
広
大
な
人
生
で
あ
ろ
う
と
も
、
ひ
と
り
分
の
人
生
で
し
か
な
く
、
従
っ
て
、
ど
ん
な
に
呼
吸
の
合
っ
た
間
柄
で
あ
ろ
う
と
も
、
ひ

と
り
対
ひ
と
り
の
感
じ
方
の
差
異
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
を
総
計
し
て
ゆ
け
ば
、
ど
ん
な
空
恐
ろ
し
い
差
に
な
る
こ
と
か
。
幸
い
、
声
の
ち
が
い
、

顔
の
ち
が
い
、
性
の
ち
が
い
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
違
和
感
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
け
れ
ど
も
、
融
和
し
て
し
ま
う
要
素
も
あ
る
の
で
、

人
間
社
会
の
不
思
議
が
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
と
で
も
お
も
わ
ね
ば
、

　じ
ゃ
が
た
ら
文
の
つ
も
り
の
文
章
な
ど
、
と
て
も
む
な
し
く
て
書

き
起
こ
せ
た
も
の
で
は
な
い
。

ひ
と
り
分
の
人
生
、
ひ
と
り
分
の
文
学
だ
と
は
思
っ
て
も
、
も
の
ご
と
を
考
え
つ
め
、
こ
れ
を
解
読
し
て
ゆ
く
知
力
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
ひ
よ

わ
で
収
拾
の
つ
か
な
い
自
分
が
、
時
代
の
か
げ
り
と
い
う
か
、
時
代
の
呻し

ん
ぎ
ん吟
と
い
う
も
の
を
、
も
ろ
に
先
ん
じ
て
体
験
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ど
ん
な
文
体
で
あ
ら
わ
せ
ば
い
い
の
か
と
考
え
る
。

わ
た
し
は
こ
の
よ
う
な
文
明
相
と
共
に
一
度
な
ら
ず
二
度
な
ら
ず
解
体
し
、
滅
び
た
も
の
、
滅
び
ゆ
く
も
の
の
片
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
想
い
が
あ

る
。
そ
れ
は
水
俣
病
以
前
の
問
題
で
あ
る
。
通
常
の
、
風
俗
と
し
て
の
美
、

　風
俗
的
文
体
で
は
胸
の
底
を
言
い
得
な
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
目
が
ゆ
く
自
分
を
も
う
殺
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
文
章
を
書
き
始
め
る
前
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ゆ
く
春
や
鳥
啼な

き
魚
の
目
は
泪な

み
だ

　
　
　
　
　
　
　
（
芭
蕉
）

右
の
よ
う
な
句
は
、
無
常
感
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
ま
ろ
や
か
な
統
一
感
と
い
う
か
、

　人
も
春
も
鳥
も
魚
も
、
連
続
す
る
帰

一
感
に
つ
な
が
れ
た
時
代
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
け
れ
ど
も
、
わ
た
し
の
時
代
で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
界
の

　寂
滅
の
中
に
は
い
っ

て
ゆ
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
人
間
と
い
わ
ず
、
自
然
と
い
わ
ず
、
文
明
の
あ
り
よ
う
を
宿
せ
ば
宿
す
ほ
ど
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
よ
う
な
突
出
し
た

形
を
と
ろ
う
と
も
、
も
の
い
わ
ぬ
民
、
と
い
う
形
を
と
ろ
う
と
も
、
生
命
力
が

　ス
イ
ボ
ウ
に
む
か
っ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
、
鳥
の
ま
さ
に
死
な
ん

と
す
る
、
そ
の
鳴
く
や
哀
し
、
と
い
う
の
が
き
こ
え
て
く
る
の
で
、
自
分
の
声
で
う
た
い
出
し
た
い
想
い
が
あ
る
。

三
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こ
う
い
う
時
代
の
発
す
る
予
感
的
な
、
か
な
し
み
の
諧
調
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
自
分
の
魂
が
宿
り
は
じ
め
た
の
が
、
も
の
心
つ
き
は
じ
め
だ
っ

た
の
で
、
自
分
自
身
が
極
限
相
を
帯
び
て
燃
え
上
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
か
ら
一
種
の
悶
絶
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
感
じ
が
あ
る
。
無
音
の
闇

の
中
と
い
う
も
の
が
、
じ
つ
は
も
の
た
ち
の
気
配
や
、
ま
だ
生
ま
れ
出
な
い

　言
霊
に
、
満
ち
満
ち
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
く
る
。

か
な
し
み
は
エ
ロ
ス
、
と
い
う
声
が
、
遠
い
生
命
系
の
奥
か
ら
き
こ
え
て
く
る
。
人
外
の
境
に
抜
け
出
し
て
し
ま
っ
た
魂
だ
と
自
分
を
思
っ
て
み

る
と
、
再
び
宿
る
と
こ
ろ
を
探
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
わ
た
し
は
人ひ

と
が
た形
を
つ
く
り
は
じ
め
る
。

Ａ

　に
よ
る
人
形
を
。
目
の
穴
を
あ
け
、
口
の
穴

を
あ
け
、
そ
の
吐
く
息
の
匂
い
を
嗅
ぎ
、

　自
分
の
呪
符
を
そ
の
耳
に
吹
き
こ
ん
で
や
る
。

な
ん
と
累
々
た
る
出
来
そ
こ
な
い
た
ち
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
ほ
ん
の
時
た
ま
入
魂
で
き
て
、
人
形
た
ち
が
う
た
い
出
す
こ
と
も
あ
る
。
幸
か
不
幸

か
、
普
通
の
少
女
た
ち
が
通
過
す
る
ら
し
い

　

Ｂ

　の
経
験
に
す
ら
め
ぐ
ま
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
文
学
上
の
師
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
わ

た
し
の
、
そ
う
い
う
人
形
を
つ
く
る
作
業
が
、
文
章
作
法
と
い
え
ば
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ん
な
出
来
そ
こ
な
い
の
顔
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
、
作
品
た
ち
が
、
も
う
恥
を
か
き
に
出
て
往
っ
て
し
ま
っ
て
、
収
拾
も
つ
か
な
い
。

三
十
代
後
半
ま
で
、
書
物
ら
し
い
も
の
を
読
め
ず
、
読
め
る
条
件
を
と
と
の
え
た
と
思
っ
た
ら
、
水
俣
病
の
渦
中
に
い
て
、
書
物
を
読
む
ど
こ
ろ

で
は
な
く
、
視
力
ま
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
友
人
た
ち
が
古
今
東
西
の
名
著
に
よ
っ
て
、
文
学
や
世
相
を
分
析
し
た
り
論
じ
た

り
し
て
み
せ
る
と
、
わ
た
し
は
自
分
ひ
と
り
分
の
物
差
し
を
使
っ
て
、
う
な
ず
い
た
り
、
異
見
を
持
っ
た
り
す
る
。
異
見
は
口
に
出
し
て
あ
ん
ま
り

言
わ
な
い
。
彼
ら
は
、
名
著
の
方
に
、
当
然
権
威
を
持
た
せ
て
い
る
か
ら
。
な
に
し
ろ
人
生
的
に
も
文
学
的
に
も
余
白
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
、
た
ま

に
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
消
息
通
も
結
構
身
の
ま
わ
り
に
い
て
、
世
間
の
こ
と
を
洩も

れ
聞
い
た
り
す
る
と
、
刺
激
が
強
す
ぎ
て
、
智
恵
熱
の
よ

う
な
も
の
に
か
か
る
始
末
で
あ
る
。

二
十
代
の
後
半
ご
ろ
、
詩
壇
な
る
も
の
に
も
い
わ
ゆ
る
情
況
に
も
、
何
の
予
備
知
識
も
な
く
、
水
俣
に
帰
っ
て
い
た

　谷
川
雁
さ
ん
に
呼
び
出
さ

れ
、
あ
の
け
ん
ら
ん
た
る
構
想
力
に
眩げ

ん
わ
く惑
さ
れ
た
。
ま
る
で
読
ま
な
い
う
ち
か
ら
言
語
の
光
線
の
よ
う
な
も
の
に
当
て
ら
れ
て
、
三
年
ば
か
り
発
熱

症
状
に
か
か
っ
た
。
あ
れ
も
一
種
の
智
恵
熱
だ
っ
た
。

雁
さ
ん
と
い
う
人
は
、
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
読
み
解
こ
う
と
し
た

　翻
訳
人
間
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
食
べ
る
も
の
も
身
に

つ
け
る
も
の
も
、
耳
に
入
る
も
の
も
、
か
な
り
異
質
な
も
の
で
出
来
上
っ
て
い
る
ら
し
い
種
族
を
そ
こ
に
感
じ
、
雁
さ
ん
の
言
葉
を
自
分
の
言
語
に

オ

カ

注
２

キ

右
ペ
ー
ジ
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直
す
の
が
面
白
か
っ
た
。
雁
さ
ん
が
下
層
民
と
い
い
、
未
解
放
部
落
の
人
び
と
の
や
さ
し
さ
を
い
い
、
娼
婦
の
や
さ
し
さ
を
書
く
と
き
、
超
知
識
人

の
感
覚
、
詩
人
の
言
語
で
語
る
の
が
、
も
の
珍
し
か
っ
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
は
身
内
に
等
し
い
と
も
言
っ
て
よ
い
そ
れ
ら
の
人
び
と
を
語
る
の
に
、

雁
さ
ん
の
言
葉
は
、
河
を
へ
だ
て
た
向
こ
う
側
の

　声し
ょ
う
み
ょ
う明

の
よ
う
に
わ
た
し
に
は
き
こ
え
、
自
分
の
不
幸
感
は
さ
て
お
い
て
、
詩
人
と
は
不
自
由
な

存
在
で
あ
る
と
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

二
十
世
紀
の
「
母
達
」
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
寂
し
い
所
、
歩
い
た
も
の
の
な
い
、
歩
か
れ
ぬ
道
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
現
代
の
基
本
的
テ

エ
マ
が
発
酵
し
発
芽
す
る
暗
く
温
か
い
深
部
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
…
… 

。

「
段
々
降
り
て
ゆ
く
」
よ
り
ほ
か
な
い
の
だ
。
飛
躍
は
主
観
的
に
は
生
れ
な
い
。
下
部
へ
、
下
部
へ
、
根
へ
、
根
へ
、
花
咲
か
ぬ
処
へ
、

暗
黒
の
み
ち
る
と
こ
ろ
へ
、
そ
こ
に
万
有
の
母
が
あ
る
。

右
の
よ
う
な
章
句
は
、
わ
た
し
自
身
の
闇
の
中
に
「
段
々
降
り
て
」
来
て
、
あ
や
う
く
、
雁
さ
ん
、
そ
れ
は
わ
た
し
、
わ
た
し
た
ち
の
と
こ
ろ
で

す
、
と
声
を
あ
げ
た
い
お
も
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
文
章
の
力
と
い
う
も
の
が
、
他
の
人
生
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
実
感
し
た
の
だ
っ
た
。

雁
さ
ん
は
わ
た
し
に
と
っ
て
文
学
上
の
師
と
い
う
よ
り
、
や
っ
ぱ
り
、
工
作
者
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
サ
ー
ク
ル
村
」
を
わ
た
し
な
り
に
体
験
し
て
、

突
如
、
近
代
百
年
と
い
う
も
の
の
成
り
立
ち
が
視み

え
て
く
る
想
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
、
ひ
と
り
分
の
文
体
と
し
て
書
こ
う
、
自
分
の
人
形
に
語
ら

せ
よ
う
と
、
わ
た
し
は
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。

文
体
と
い
う
も
の
を
、
わ
た
し
は
、
伝
統
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
血
の
中
に
累か

さ

な
っ
て
い
て
、
復
活
す
る
伝
統
と
い
う
ふ
う
に
。

あ
な
た
は
語
り
物
文
学
を
勉
強
さ
れ
た
の
で
す
か
、
と
よ
く
た
ず
ね
ら
れ
る
。
あ
ら
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
し
ら
、
と
わ
た
し
は
お
も
っ
た
。

ご
く
最
近
、「

　

Ｘ

　」
や
柳
田
国
男
や
説
教
節
や
近
松
の
一
節
を
読
み
は
じ
め
た
。
自
分
の
中
の
血
が
、
そ
れ
ら
の
文
体
か
ら
呼
び
覚
ま
さ

れ
て
、
な
に
や
ら
あ
や
し
い
気
分
に
な
っ
て
く
る
よ
う
で
胸
騒
ぎ
す
る
。
そ
れ
ら
の
語
り
手
や
書
き
手
た
ち
を
養
っ
て
い
た
血
た
ち
が
、
わ
た
し
の

中
で
突
如
鼓
動
を
伴
っ
て
蘇
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
胸
騒
ぎ
は
こ
れ
ま
た
最
近
、
永
瀬
清
子
さ
ん
や
、
島
尾
ミ
ホ
さ
ん
の
書
か
れ
た
も
の
を

読
ん
で
体
験
し
、
い
ま
か
ら
先
も
何
に
出
逢
う
か
と
お
も
う
。

注
３
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文
章
作
法
、
と
い
う
ふ
う
に
い
え
ば
、
い
ろ
ん
な
教
養
主
義
的
作
法
が
あ
る
せ
い
か
、

　わ
た
し
に
は
な
じ
め
な
い
。
切
腹
の
作
法
と
い
う
の
は

別
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
茶
道
な
ど
と
い
う
も
の
も
、
利
休
の
作
法
は
そ
れ
に
近
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
か
ら
先
は
ど
う
あ
っ
て
も
ゆ
ず
れ
ぬ
美
意
識
の
形
と
色
、
文
章
を
一
般
化
し
て
作
法
に
す
る
の
は
わ
た
し
に
は
む
ず
か
し
い
。

 

（
石
牟
礼
道
子
『
陽
の
か
な
し
み
』
に
よ
る
）

注
１

　
じ
ゃ
が
た
ら
文
…
… 

元
は
江
戸
初
期
に
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
じ
ゃ
が
た
ら
は
そ
の
古
名
）
に
追
放
さ
れ
た
外
国
人
の
日

本
人
妻
や
そ
の
子
ら
が
、
故
郷
に
書
き
送
っ
た
手
紙
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
比
喩
的
に
、
排
除
さ
れ
た
立
場
か
ら
の
手
紙
の
よ
う
な
筆

者
の
文
章
を
表
す
。

注
２

　
谷
川
雁
…
… 

詩
人
、
評
論
家
。
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
「
原
点
が
存
在
す
る
」
の
一
部
。
三
井
鉱
山
三
池
鉱
業
所
の
労
働
争
議
を
支
援
し
た
「
工
作

者
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
一
九
五
八
年
、
谷
川
は
記
録
作
家
の
上
野
英
信
ら
と
雑
誌
『
サ
ー
ク
ル
村
』
を
創
刊
。
筆
者
は
そ
の
同
人
だ
っ
た
。

注
３

　
声
明
…
…
法ほ
う
え会
の
際
に
僧
侶
が
朗
唱
す
る
仏
教
の
声
楽
。
平
安
時
代
以
来
、
各
宗
派
で
発
展
し
た
。

問
一

　

　Ａ
・
Ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
粘
土

　
　
２

　
血
肉

　
　
３

　
伝
説

　
　
４

　
言
葉

Ｂ

　
１

　
修
業

　
　
２

　
読
書

　
　
３

　
反
抗

　
　
４

　
恋
愛

問
二

　 Ｘ

　に
最
も
適
当
な
作
品
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
源
氏
物
語

　
　
２

　
平
家
物
語

　
　
３

　
伊
勢
物
語

　
　
４

　
雨
月
物
語

ク

左
ペ
ー
ジ
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問
三

　

傍
線
（イ）
「
人
も
春
も
鳥
も
魚
も
、
連
続
す
る
帰
一
感
に
つ
な
が
れ
た
」
に
つ
い
て
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
に
即
し
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
自
然
界
の
移
ろ
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
間
の
は
か
な
さ
が
、
季
節
ご
と
の
風
景
を
前
に
感
じ
取
ら
れ
る
。

２

　
人
間
が
鳥
や
魚
と
同
じ
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
顧
み
て
、
自
然
の
尊
さ
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

　
人
間
の
悲
し
み
に
鳥
や
魚
の
よ
う
な
自
然
の
生
き
物
も
共
感
し
て
い
る
こ
と
を
、
寂
寥
感
の
あ
る
風
景
と
し
て
表
現
で
き
る
。

４

　
人
間
も
生
き
物
も
、
お
の
ず
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
無
常
の
悲
哀
を
も
抵
抗
な
く
生
き
物
の
姿
に
重
ね
ら
れ
る
。

問
四

　

傍
線
（キ）
「
翻
訳
人
間
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
ど
ん
な
に
異
質
な
言
葉
で
も
易
々
と
一
般
的
な
言
葉
に
翻
訳
し
て
筆
者
を
感
嘆
さ
せ
る
人

２

　
呪
文
の
よ
う
な
言
葉
で
語
る
の
で
、
筆
者
に
絶
え
ず
日
常
言
語
へ
の
翻
訳
を
強
い
る
人

３

　
自
分
が
い
る
の
と
は
別
の
世
界
か
ら
響
い
て
く
る
詩
的
言
語
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
身
近
に
い
る
人
々
の
や
さ
し
さ
を
語
る
人

４

　
同
じ
感
覚
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
の
に
、
筆
者
に
は
な
い
言
葉
で
身
近
な
人
々
の
や
さ
し
さ
を
う
た
う
人

問
五

　

傍
線
（ク）
「
わ
た
し
に
は
な
じ
め
な
い
」
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
文
章
作
法
と
い
う
言
葉
自
体
、
名
著
の
教
養
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
を
積
む
経
験
を
持
て
な
か
っ
た
自
分
の
文
章

の
書
き
方
と
は
縁
遠
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

２

　
水
俣
病
の
問
題
が
生
じ
る
よ
う
な
時
代
に
か
な
し
み
が
魂
に
宿
る
体
験
を
し
て
、
こ
の
原
体
験
を
受
け
止
め
る
文
体
を
模
索
し
な
が

ら
作
品
を
書
い
て
き
た
の
で
、
一
般
的
に
伝
え
ら
れ
る
作
法
を
想
定
で
き
な
い
。

３

　
文
明
世
界
で
滅
び
ゆ
く
も
の
の
片
わ
れ
と
し
て
の
想
い
を
自
分
の
声
で
う
た
う
文
体
に
は
、
何
ら
か
の
作
法
が
あ
る
と
言
え
な
く
は

な
い
が
、
そ
の
文
体
は
「
文
章
作
法
」
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

４

　
文
明
世
界
で
滅
び
ゆ
く
も
の
の
か
な
し
み
に
触
れ
て
燃
え
上
が
る
魂
の
奥
底
か
ら
呪
文
を
唱
え
、
人
形
を
つ
く
る
自
分
の
や
り
方
は
、

そ
も
そ
も
作
法
と
は
言
え
な
い
。
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問
六

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
筆
者
は
、
物
事
を
知
的
に
捉
え
る
素
養
に
乏
し
い
の
で
、
奇
を
て
ら
っ
た
文
体
を
編
み
出
し
て
自
己
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

Ⅱ

　
時
代
の
苦
難
に
巻
き
込
ま
れ
、
自
己
解
体
を
体
験
し
た
筆
者
の
立
場
は
、
時
流
に
合
っ
た
形
式
で
は
表
現
で
き
な
い
。

Ⅲ

　
筆
者
は
、
谷
川
雁
の
言
葉
か
ら
そ
の
力
を
感
じ
取
り
、
近
代
百
年
の
成
り
立
ち
を
自
分
の
言
葉
で
語
り
た
い
と
思
っ
た
。

Ⅳ

　
現
代
の
文
明
の
相
の
下
で
滅
び
ゆ
く
も
の
を
、
語
り
物
と
と
も
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

問
七

　

傍
線
（ア）
「
風
俗
的
文
体
」
と
対
立
す
る
意
味
で
筆
者
が
用
い
て
い
る
言
葉
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
三
字
以
上
、
八
字
以
内
）。

問
八

　

傍
線
（カ）
「
自
分
の
呪
符
を
そ
の
耳
に
吹
き
こ
ん
で
や
る
」
は
、
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
創
作
の
方
法
を
表
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
説
明
し
た

次
の
文
の

　

　に
入
る
語
句
を
、
本
文
中
の
表
現
を
用
い
て
記
入
せ
よ
（
八
字
以
上
、
十
六
字
以
内
）。

水
俣
病
を
発
生
さ
せ
た
近
代
文
明
の
下
で
人
間
の
世
界
か
ら
排
除
さ
れ
て
滅
び
ゆ
く
も
の
た
ち
の
気
配
に
満
ち
た
闇
を
、
筆
者
の
魂
は
抱

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
魂
を

　

　方
法
。

問
九

　

傍
線
（ウ）
・
（オ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
十

　

傍
線
（エ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ
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直
す
の
が
面
白
か
っ
た
。
雁
さ
ん
が
下
層
民
と
い
い
、
未
解
放
部
落
の
人
び
と
の
や
さ
し
さ
を
い
い
、
娼
婦
の
や
さ
し
さ
を
書
く
と
き
、
超
知
識
人

の
感
覚
、
詩
人
の
言
語
で
語
る
の
が
、
も
の
珍
し
か
っ
た
。
わ
た
し
に
と
っ
て
は
身
内
に
等
し
い
と
も
言
っ
て
よ
い
そ
れ
ら
の
人
び
と
を
語
る
の
に
、

雁
さ
ん
の
言
葉
は
、
河
を
へ
だ
て
た
向
こ
う
側
の

　声し
ょ
う
み
ょ
う明

の
よ
う
に
わ
た
し
に
は
き
こ
え
、
自
分
の
不
幸
感
は
さ
て
お
い
て
、
詩
人
と
は
不
自
由
な

存
在
で
あ
る
と
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

二
十
世
紀
の
「
母
達
」
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
寂
し
い
所
、
歩
い
た
も
の
の
な
い
、
歩
か
れ
ぬ
道
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
現
代
の
基
本
的
テ

エ
マ
が
発
酵
し
発
芽
す
る
暗
く
温
か
い
深
部
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
…
… 

。

「
段
々
降
り
て
ゆ
く
」
よ
り
ほ
か
な
い
の
だ
。
飛
躍
は
主
観
的
に
は
生
れ
な
い
。
下
部
へ
、
下
部
へ
、
根
へ
、
根
へ
、
花
咲
か
ぬ
処
へ
、

暗
黒
の
み
ち
る
と
こ
ろ
へ
、
そ
こ
に
万
有
の
母
が
あ
る
。

右
の
よ
う
な
章
句
は
、
わ
た
し
自
身
の
闇
の
中
に
「
段
々
降
り
て
」
来
て
、
あ
や
う
く
、
雁
さ
ん
、
そ
れ
は
わ
た
し
、
わ
た
し
た
ち
の
と
こ
ろ
で

す
、
と
声
を
あ
げ
た
い
お
も
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
文
章
の
力
と
い
う
も
の
が
、
他
の
人
生
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
実
感
し
た
の
だ
っ
た
。

雁
さ
ん
は
わ
た
し
に
と
っ
て
文
学
上
の
師
と
い
う
よ
り
、
や
っ
ぱ
り
、
工
作
者
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
サ
ー
ク
ル
村
」
を
わ
た
し
な
り
に
体
験
し
て
、

突
如
、
近
代
百
年
と
い
う
も
の
の
成
り
立
ち
が
視み

え
て
く
る
想
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
、
ひ
と
り
分
の
文
体
と
し
て
書
こ
う
、
自
分
の
人
形
に
語
ら

せ
よ
う
と
、
わ
た
し
は
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。

文
体
と
い
う
も
の
を
、
わ
た
し
は
、
伝
統
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
血
の
中
に
累か

さ

な
っ
て
い
て
、
復
活
す
る
伝
統
と
い
う
ふ
う
に
。

あ
な
た
は
語
り
物
文
学
を
勉
強
さ
れ
た
の
で
す
か
、
と
よ
く
た
ず
ね
ら
れ
る
。
あ
ら
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
し
ら
、
と
わ
た
し
は
お
も
っ
た
。

ご
く
最
近
、「

　

Ｘ

　」
や
柳
田
国
男
や
説
教
節
や
近
松
の
一
節
を
読
み
は
じ
め
た
。
自
分
の
中
の
血
が
、
そ
れ
ら
の
文
体
か
ら
呼
び
覚
ま
さ

れ
て
、
な
に
や
ら
あ
や
し
い
気
分
に
な
っ
て
く
る
よ
う
で
胸
騒
ぎ
す
る
。
そ
れ
ら
の
語
り
手
や
書
き
手
た
ち
を
養
っ
て
い
た
血
た
ち
が
、
わ
た
し
の

中
で
突
如
鼓
動
を
伴
っ
て
蘇
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
胸
騒
ぎ
は
こ
れ
ま
た
最
近
、
永
瀬
清
子
さ
ん
や
、
島
尾
ミ
ホ
さ
ん
の
書
か
れ
た
も
の
を

読
ん
で
体
験
し
、
い
ま
か
ら
先
も
何
に
出
逢
う
か
と
お
も
う
。

注
３
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文
章
作
法
、
と
い
う
ふ
う
に
い
え
ば
、
い
ろ
ん
な
教
養
主
義
的
作
法
が
あ
る
せ
い
か
、

　わ
た
し
に
は
な
じ
め
な
い
。
切
腹
の
作
法
と
い
う
の
は

別
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
茶
道
な
ど
と
い
う
も
の
も
、
利
休
の
作
法
は
そ
れ
に
近
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
か
ら
先
は
ど
う
あ
っ
て
も
ゆ
ず
れ
ぬ
美
意
識
の
形
と
色
、
文
章
を
一
般
化
し
て
作
法
に
す
る
の
は
わ
た
し
に
は
む
ず
か
し
い
。

 

（
石
牟
礼
道
子
『
陽
の
か
な
し
み
』
に
よ
る
）

注
１

　
じ
ゃ
が
た
ら
文
…
… 

元
は
江
戸
初
期
に
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
（
じ
ゃ
が
た
ら
は
そ
の
古
名
）
に
追
放
さ
れ
た
外
国
人
の
日

本
人
妻
や
そ
の
子
ら
が
、
故
郷
に
書
き
送
っ
た
手
紙
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
比
喩
的
に
、
排
除
さ
れ
た
立
場
か
ら
の
手
紙
の
よ
う
な
筆

者
の
文
章
を
表
す
。

注
２

　
谷
川
雁
…
… 

詩
人
、
評
論
家
。
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
「
原
点
が
存
在
す
る
」
の
一
部
。
三
井
鉱
山
三
池
鉱
業
所
の
労
働
争
議
を
支
援
し
た
「
工
作

者
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
一
九
五
八
年
、
谷
川
は
記
録
作
家
の
上
野
英
信
ら
と
雑
誌
『
サ
ー
ク
ル
村
』
を
創
刊
。
筆
者
は
そ
の
同
人
だ
っ
た
。

注
３

　
声
明
…
…
法ほ
う
え会
の
際
に
僧
侶
が
朗
唱
す
る
仏
教
の
声
楽
。
平
安
時
代
以
来
、
各
宗
派
で
発
展
し
た
。

問
一

　

　Ａ
・
Ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
粘
土

　
　
２

　
血
肉

　
　
３

　
伝
説

　
　
４

　
言
葉

Ｂ

　
１

　
修
業

　
　
２

　
読
書

　
　
３

　
反
抗

　
　
４

　
恋
愛

問
二

　 Ｘ

　に
最
も
適
当
な
作
品
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
源
氏
物
語

　
　
２

　
平
家
物
語

　
　
３

　
伊
勢
物
語

　
　
４

　
雨
月
物
語

ク

左
ペ
ー
ジ
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問
三

　

傍
線
（イ）
「
人
も
春
も
鳥
も
魚
も
、
連
続
す
る
帰
一
感
に
つ
な
が
れ
た
」
に
つ
い
て
、
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
に
即
し
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、

最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
自
然
界
の
移
ろ
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
間
の
は
か
な
さ
が
、
季
節
ご
と
の
風
景
を
前
に
感
じ
取
ら
れ
る
。

２

　
人
間
が
鳥
や
魚
と
同
じ
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
顧
み
て
、
自
然
の
尊
さ
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

　
人
間
の
悲
し
み
に
鳥
や
魚
の
よ
う
な
自
然
の
生
き
物
も
共
感
し
て
い
る
こ
と
を
、
寂
寥
感
の
あ
る
風
景
と
し
て
表
現
で
き
る
。

４

　
人
間
も
生
き
物
も
、
お
の
ず
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
無
常
の
悲
哀
を
も
抵
抗
な
く
生
き
物
の
姿
に
重
ね
ら
れ
る
。

問
四

　

傍
線
（キ）
「
翻
訳
人
間
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
ど
ん
な
に
異
質
な
言
葉
で
も
易
々
と
一
般
的
な
言
葉
に
翻
訳
し
て
筆
者
を
感
嘆
さ
せ
る
人

２

　
呪
文
の
よ
う
な
言
葉
で
語
る
の
で
、
筆
者
に
絶
え
ず
日
常
言
語
へ
の
翻
訳
を
強
い
る
人

３

　
自
分
が
い
る
の
と
は
別
の
世
界
か
ら
響
い
て
く
る
詩
的
言
語
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
身
近
に
い
る
人
々
の
や
さ
し
さ
を
語
る
人

４

　
同
じ
感
覚
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
の
に
、
筆
者
に
は
な
い
言
葉
で
身
近
な
人
々
の
や
さ
し
さ
を
う
た
う
人

問
五

　

傍
線
（ク）
「
わ
た
し
に
は
な
じ
め
な
い
」
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
文
章
作
法
と
い
う
言
葉
自
体
、
名
著
の
教
養
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
を
積
む
経
験
を
持
て
な
か
っ
た
自
分
の
文
章

の
書
き
方
と
は
縁
遠
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

２

　
水
俣
病
の
問
題
が
生
じ
る
よ
う
な
時
代
に
か
な
し
み
が
魂
に
宿
る
体
験
を
し
て
、
こ
の
原
体
験
を
受
け
止
め
る
文
体
を
模
索
し
な
が

ら
作
品
を
書
い
て
き
た
の
で
、
一
般
的
に
伝
え
ら
れ
る
作
法
を
想
定
で
き
な
い
。

３

　
文
明
世
界
で
滅
び
ゆ
く
も
の
の
片
わ
れ
と
し
て
の
想
い
を
自
分
の
声
で
う
た
う
文
体
に
は
、
何
ら
か
の
作
法
が
あ
る
と
言
え
な
く
は

な
い
が
、
そ
の
文
体
は
「
文
章
作
法
」
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

４

　
文
明
世
界
で
滅
び
ゆ
く
も
の
の
か
な
し
み
に
触
れ
て
燃
え
上
が
る
魂
の
奥
底
か
ら
呪
文
を
唱
え
、
人
形
を
つ
く
る
自
分
の
や
り
方
は
、

そ
も
そ
も
作
法
と
は
言
え
な
い
。
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問
六

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
筆
者
は
、
物
事
を
知
的
に
捉
え
る
素
養
に
乏
し
い
の
で
、
奇
を
て
ら
っ
た
文
体
を
編
み
出
し
て
自
己
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

Ⅱ

　
時
代
の
苦
難
に
巻
き
込
ま
れ
、
自
己
解
体
を
体
験
し
た
筆
者
の
立
場
は
、
時
流
に
合
っ
た
形
式
で
は
表
現
で
き
な
い
。

Ⅲ

　
筆
者
は
、
谷
川
雁
の
言
葉
か
ら
そ
の
力
を
感
じ
取
り
、
近
代
百
年
の
成
り
立
ち
を
自
分
の
言
葉
で
語
り
た
い
と
思
っ
た
。

Ⅳ

　
現
代
の
文
明
の
相
の
下
で
滅
び
ゆ
く
も
の
を
、
語
り
物
と
と
も
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

問
七

　

傍
線
（ア）
「
風
俗
的
文
体
」
と
対
立
す
る
意
味
で
筆
者
が
用
い
て
い
る
言
葉
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
記
入
せ
よ
（
三
字
以
上
、
八
字
以
内
）。

問
八

　

傍
線
（カ）
「
自
分
の
呪
符
を
そ
の
耳
に
吹
き
こ
ん
で
や
る
」
は
、
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
創
作
の
方
法
を
表
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
説
明
し
た

次
の
文
の

　

　に
入
る
語
句
を
、
本
文
中
の
表
現
を
用
い
て
記
入
せ
よ
（
八
字
以
上
、
十
六
字
以
内
）。

水
俣
病
を
発
生
さ
せ
た
近
代
文
明
の
下
で
人
間
の
世
界
か
ら
排
除
さ
れ
て
滅
び
ゆ
く
も
の
た
ち
の
気
配
に
満
ち
た
闇
を
、
筆
者
の
魂
は
抱

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
魂
を

　

　方
法
。

問
九

　

傍
線
（ウ）
・
（オ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
十

　

傍
線
（エ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ
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問
四

　

作
者
の
言
う
「
う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
」
に
該
当
し
な
い
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
寝
込
ん
で
い
る
時
に
目
に
す
る
、
何
の
屈
託
も
な
く
出
歩
い
て
い
る
人
々

２

　
自
分
は
お
経
を
う
ま
く
読
め
な
い
の
に
、
普
通
の
人
々
が
す
ら
す
ら
と
気
軽
に
読
ん
で
い
る
こ
と

３

　
長
く
勤
め
る
年
配
の
女
房
が
、
そ
の
場
に
応
じ
て
無
難
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

４

　
そ
れ
ほ
ど
身
分
が
高
く
も
な
い
人
が
、
様
々
な
人
に
う
や
う
や
し
く
礼
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と

５

　
字
が
上
手
で
歌
も
う
ま
い
人
が
、
何
か
事
が
あ
る
と
そ
の
つ
ど
真
っ
先
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と

問
五

　

本
文
中
の
空
欄
に
は
「
う
ら
や
ま
し
」
の
活
用
形
が
入
る
。
正
し
く
活
用
さ
せ
て
解
答
欄
に
記
入
せ
よ
。

問
六

　

傍
線
（ウ）
・
（キ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
（
現
代
か
な
づ
か
い
）
で
記
入
せ
よ
。

問
七

　

傍
線
（エ）
「
い
ま
四
度
は
こ
と
に
も
あ
ら
ず
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。

―3―

注
１

　
壺
装
束
…
…
平
安
時
代
、
女
性
が
徒
歩
で
外
出
す
る
と
き
の
服
装

注
２

　
ひ
き
は
こ
え
た
る
…
…
着
物
の
す
そ
を
た
く
し
上
げ
て
い
る

注
３

　
下
り
端
…
…
垂
れ
下
が
っ
た
髪
の
端

注
４

　
難
波
わ
た
り
遠
か
ら
ぬ
…
… 

字
が
上
手
で
は
な
い
こ
と
の
た
と
え
。「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」
の
歌
が
手
習

い
の
初
歩
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

問
一

　

傍
線
（ア）
・
（イ）
・
（オ）
・
（カ）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。

（ア）
「
こ
と
わ
り
」

　
　
１

　
固
辞
し

　
　
　
　
２

　
当
然
の
こ
と

　
　
３

　
型
ど
お
り
に

　
　
４

　
常
日
頃

（イ）
「
念
じ
」

　
　
　
　
１

　
思
っ
て

　
　
　
　
２

　
祈
っ
て

　
　
　
　
３

　
振
り
払
っ
て

　
　
４

　
我
慢
し
て

（オ）
「
心
に
く
き
」

　
　
１

　
威
厳
の
あ
る

　
　
２

　
上
品
な

　
　
　
　
３

　
目
ざ
わ
り
な

　
　
４

　
生
意
気
な

（カ）
「
わ
ざ
と
」

　
　
　
１

　
つ
い
で
に

　
　
　
２

　
熱
心
に

　
　
　
　
３

　
わ
ざ
わ
ざ

　
　
　
４

　
形
だ
け

問
二

　

波
線
ａ
―
ｄ
の
「
に
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
６
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
断
定
の
助
動
詞

　
　
２

　
完
了
の
助
動
詞

　
　
　
３

　
格
助
詞

４

　
接
続
助
詞

　
　
　
　
５

　
形
容
動
詞
の
一
部

　
　
６

　
副
詞
の
一
部

問
三

　

波
線
ｅ
―
ｇ
の
主
語
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
作
者

　
　
２

　
四
十
余
ば
か
り
な
る
女

　
　
３

　
よ
き
人

　
　
４

　
女
房
た
ち

　
　
５

　
娘

―2―

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
七
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
。

経
な
ど
習
ふ
と
て
、
い
み
じ
う
た
ど
た
ど
し
く
、
忘
れ
が
ち
に
、
返
す
返
す
同
じ
と
こ
ろ
を
よ
む
に
、
法
師
は

　こ
と
わ
り
、
男
も
女
も
、
く
る

く
る
と
や
す
ら
か
に
よ
み
た
る
こ
そ
、
あ
れ
が
や
う
に
い
つ
の
世
に
あ
ら
む
と
お
ぼ
ゆ
れ
。
心
地
な
ど
わ
づ
ら
ひ
て
臥ふ

し
た
る
に
、
笑ゑ

う
ち
笑
ひ
、

も
の
な
ど
言
ひ
、
思
ふ
事
な
げ
に
て
歩
み
あ
り
く
人
見
る
こ
そ
、
い
み
じ
う

　

　。
稲
荷
に
思
ひ
お
こ
し
て
詣
で
た
る
に
、
中
の
御み

や
し
ろ社

の
ほ

ど
の
、
わ
り
な
う
苦
し
き
を

　念
じ
登
る
に
、
い
さ
さ
か
苦
し
げ
も
な
く
、
お
く
れ
て
来
と
見
る
も
の
ど
も
の
、
た
だ
行
き
に
先
に
立
ち
て
詣
づ
る
、

い
と
め
で
た
し
。
二
月
午む

ま

の
日
の
暁
に
、
急
ぎ
し
か
ど
、
坂
の
な
か
ら
ば
か
り
歩
み
し
か
ば
、

　巳
の
時
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
。
や
う
や
う
暑
く

さ
へ
な
り
て
、
ま
こ
と
に
わ
び
し
く
て
、
な
ど
、
か
か
ら
で
よ
き
日
も
あ
ら
ん
も
の
を
、
な
に
し
に
詣
で
つ
ら
む
と
ま
で
、
涙
も
落
ち
て
、
休
み
困こ

う

ず
る
に
、
四
十
余
ば
か
り
な
る
女
の
、

　壺
装
束
な
ど
に
は
あ
ら
で
、
た
だ

　ひ
き
は
こ
え
た
る
が
、「
ま
ろ
は
、
七
度
詣
で
し
は
べ
る
ぞ
。
三
度
は

詣
で
ぬ
。

　い
ま
四よ

た
び度

は
こ
と
に
も
あ
ら
ず
。
ま
だ
未ひ

つ
じ

に
下
向
し
ぬ
べ
し
」
と
、
道
に
あ
ひ
た
る
人
に
う
ち
言
ひ
て
、
下
り
行
き
し
こ
そ
、
た
だ
な

る
所
に
は
目
に
も
と
ま
る
ま
じ
き
に
、
こ
れ
が
身
に
た
だ
今
な
ら
ば
や
と
お
ぼ
え
し
か
。

女
児
も
男
児
も
法
師
も
、
よ
き
子
ど
も
持
た
る
人
、
い
み
じ
う
う
ら
や
ま
し
。
髪
い
と
長
く
う
る
は
し
く
、

　下さ
が

り
端ば

な
ど
め
で
た
き
人
。
ま
た
、

や
む
ご
と
な
き
人
の
、
よ
ろ
づ
の
人
に
か
し
こ
ま
ら
れ
、
か
し
づ
か
れ
た
ま
ふ
、
見
る
も
い
と
う
ら
や
ま
し
。
手
よ
く
書
き
、
歌
よ
く
詠
み
て
、
も

の
の
を
り
ご
と
に
も
、
ま
づ
取
り
出
で
ら
る
る
、
う
ら
や
ま
し
。

よ
き
人
の
御
前
に
、
女
房
い
と
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ふ
に
、

　心
に
く
き
所
へ
つ
か
は
す
仰
せ
書
き
な
ど
を
、
誰
も
い
と
鳥
の
跡
に
し
も
な
ど
か
は
あ

ら
む
、
さ
れ
ど
、
下
な
ど
に
あ
る
を

　わ
ざ
と
召
し
て
、
御
硯す

ず
り

取
り
お
ろ
し
て
書
か
せ
さ
せ
た
ま
ふ
も
、
う
ら
や
ま
し
。
さ
や
う
の
こ
と
は
、
所
の

大
人
な
ど
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
ま
こ
と
に

　難な
に
は波
わ
た
り
遠
か
ら
ぬ
も
、
事
に
し
た
が
ひ
て
書
く
を
、
こ
れ
は
さ
に
は
あ
ら
で
、

　上
達
部
な
ど
の
、
ま

た
、
は
じ
め
て
ま
ゐ
ら
む
、
と
申
さ
す
る
人
の
娘
な
ど
に
は
、
心
こ
と
に
、
紙
よ
り
は
じ
め
て
つ
く
ろ
は
せ
た
ま
へ
る
を
、
集
り
て
、
た
は
ぶ
れ
に

も
ね
た
が
り
言
ふ
め
り
。 

（『
枕
草
子
』）

一

ア

イ

ａ

ウ

ｂ

ｃ

注
１

ｄ

注
２

エ

ｅ

ｆ

注
３

オ

カ
注
４

キ

ｇ

国　語 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
八
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

言
語
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の

　

Ａ

　を
探
り
当
て
、
そ
れ
を
創
造
的
に
崇
高
化
す
る
よ
う
な
傾
向
を
構
造
と
し
て
持
っ
て
い
る
。「
言
葉
で

言
い
尽
く
せ
な
い
感
動
」「
言
語
を
超
え
た
真
実
」
を
称
揚
す
る
言
説
が
う
さ
ん
く
さ
い
の
は
、
自
ら
が
お
ち
い
っ
て
い
る
言
語
の

　陥
穽
に
対
す
る

懐
疑
な
ら
び
に
謙
虚
さ
に
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
作
家
の
多
和
田
葉
子
も
ま
た
、「
言
葉
の
穴
」
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

「
言
葉
は
穴
だ
ら
け
だ
。
日
本
語
で
も
他
の
言
葉
で
も
、
外
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、

　欠
け
て
い
る
単
語
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
、
こ

ん
な
穴
あ
き
チ
ー
ズ
を
使
っ
て
も
の
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
そ
の
言
葉
だ
け
使
っ
て
い
れ

ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
な
ら
な
い
。
穴
は
、
外
部
に
立
っ
た
時
に
し
か
見
え
な
い
。」

こ
こ
で
多
和
田
が
指
摘
す
る
の
は
、
意
味
論
的
な
「
穴
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
多
和
田
は
、
性
急
に
「
言
語
を
超
え

た
も
の
」
と
い
う
崇
高
さ
に
は
向
か
わ
な
い
。
彼
女
は
別
に
「
穴
の
あ
い
て
い
な
い
チ
ー
ズ
」
が
ほ
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
女
は
、
チ
ー

ズ
の
穴
こ
そ
が
美
味
で
あ
る
こ
と
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
言
語
が
穴
だ
ら
け
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の
身
体
が
穴
だ
ら

け
で
あ
る
こ
と
と
同
様
で
、
穴
が
あ
る
か
ら
身
体
と
し
て
完
全
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
彼
女
は
、
言
葉
の
身
体
は
人
間

の
身
体
と
同
様
、

　穴
に
よ
っ
て
完
璧
に
な
る
と
言
い
た
げ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
く
だ
り
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

「
言
葉
を
小
説
の
書
け
る
よ
う
な
形
で
記
憶
す
る
た
め
に
は
、
倉
庫
に
次
々
木
箱
を
運
び
入
れ
る
よ
う
に
記
憶
す
る
の
で
は
だ
め
で
、
新
し
い

単
語
が
元
々
蓄
積
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
単
語
と
血
管
で
繋つ

な

が
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
し
か
も
、
一
対
一
で
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
一
個
言
葉
が
入
る
だ
け
で
、
生
命
体
全
体
に
組
み
換
え
が
起
こ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
す
さ
ま
じ
い
。
だ
か
ら
、
簡
単
に
新
し
い

言
語
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。」

言
語
に
「

　深
部
構
造
」
が
あ
る
と
考
え
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、「
語
る
行
為
」
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
「
文
章
を
書
く
こ
と
」
は
、
常
に
あ

る
種
の
「
翻
訳
」
な
の
で
は
な
い
か
。
翻
訳
と
言
っ
て
お
お
げ
さ
な
ら
ば
、「
あ
る
種
の

　

Ｂ

　」
と
し
て
も
よ
い
。
私
は
と
き
お
り
キ
ー
ボ
ー
ド

を
捨
て
て
手
書
き
に
走
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
、
一
種
の
モ
ー
ド
変
更
に
よ
っ
て
語
り
の
流
出
経
路
や
流
出
速
度
を
調
整
す
る
た
め

二

ア

イ

ウ

注
１
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と
、
語
り
の
速
度
そ
の
も
の
が
発
想
の
あ
り
方
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
だ
。
私
は
決
し
て
ワ
ー
プ
ロ
よ
り
も
手
書
き
の
方
が
無
条

件
に
優
れ
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
偏
見
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
「
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
に
は
、
な
に
が
し
か
の
意
味
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
中
井
久
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
　一
カ
国
語
し
か
知
ら
な
い
も
の
は
一
カ
国
語
を
も
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
ゲ
ー
テ
は
言
う
。
文
体
の
成
立
に
は
外
国
語
を
経
由
す
る
と
い

う
こ
と
に
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
深
い
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
鷗
外
や
漱
石
の
場
合
に
は
漢
文
と
西
洋
語
の
二
段
階
を
通
っ
て
い
る
、

外
国
語
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
深
部
構
造
の
一
種
の
煤す

す

払
い
に
な
る
こ
と
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
深
部
構
造
の

　

Ｃ

　性
す
な
わ
ち
個

別
言
語
を
超
え
た
部
分
を
洗
い
出
す
作
用
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。」

も
し
こ
う
し
た
中
井
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、
多
和
田
が
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
の
二
カ
国
語
で
小
説
を
書
く
と
い
う
行
為
は
、
な
ん
ら
特
異
な
も

の
で
は
な
い
と
す
ら
言
い
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
尊
敬
す
る
作
家
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
外
国
語
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
し
て
小
説
を
書
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
小
説
を
書
き
し
る
す
と
い
う
行
為
は
、

　言
語
と
い
う
「
他
者
」
の
中
に
穴
を
う
が
ち
、
そ
こ
に
「
他
者
の
他

者
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
幻
想
―
―
「
他
者
の
他
者
」
は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
―
―
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
　予
め
不
可
能
な
試
み
で
あ
る
の
だ
が
、
言
語
が
延
命
す
る
上
で
不
可
欠
な
更
新
の
契
機
に
は
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
作
家
は
言
語
を
操

る
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
言
語
に
よ
っ
て
操
ら
れ
る
媒
介
者
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
「
媒
介
」
さ
れ
る
も
の
は
、
作
家
の

　内
言
語
で
も
な
け
れ
ば

個
性
で
も
な
い
。
小
説
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
そ
こ
に
は
な
い
。
む
し
ろ
リ
ア
ル
は
、
媒
介
の
フ
レ
ー
ム
そ
の
も
の
に
あ
る
。

有
名
す
ぎ
る
例
で
気
が
引
け
る
が
、
二
葉
亭
四
迷
が
初
め
て

　言
文
一
致
小
説
『
浮
雲
』
を

　ネ
り
上
げ
る
過
程
こ
そ
が
、
そ
の
な
に
よ
り
の
証
で

あ
る
。「
言
文
一
致
」
は
、
口
語
と
文
語
の
垣
根
を
単
に
取
っ
払
う
行
為
で
は
決
し
て
な
い
。
四
迷
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
に
際
し
て
、 

ヨ
セ
に
通
う
な
ど
し
て
苦
労
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
四
迷
は
、
小
説
を
一
度
ロ
シ
ア
語
で
書
い
て
か
ら
翻
訳
す
る
と
い
う
手
法
を
試
み
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
言
文
一
致
と
は
、
口
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
を
介
し
て
文
語
へ
と
翻
訳
す
る
試
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

中
井
久
夫
と
同
様
、
村
上
春
樹
も
文
体
確
立
に
際
し
て
、
英
語
で
書
く
こ
と
を
利
用
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
特
異
な
例
で
は

な
い
。
か
れ
ら
は
た
ま
た
ま
「
実
在
す
る
外
国
語
」
を
利
用
し
た
だ
け
な
の
だ
。
む
し
ろ
私
は
、
す
ぐ
れ
た
小
説
家
で
あ
る
ほ
ど
、
あ
た
か
も
「
不

在
の
外
国
語
」
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
し
て
彫ち

ょ
う
た
く琢

さ
れ
た
文
体
を
持
つ
に
至
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
哲
学
者
の
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
、
作
家
プ
ル
ー
ス
ト

エ

オ

カ

注
２

注
３

キ

ク

右
ペ
ー
ジ
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問
四

　

作
者
の
言
う
「
う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
」
に
該
当
し
な
い
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
気
分
が
す
ぐ
れ
ず
寝
込
ん
で
い
る
時
に
目
に
す
る
、
何
の
屈
託
も
な
く
出
歩
い
て
い
る
人
々

２

　
自
分
は
お
経
を
う
ま
く
読
め
な
い
の
に
、
普
通
の
人
々
が
す
ら
す
ら
と
気
軽
に
読
ん
で
い
る
こ
と

３

　
長
く
勤
め
る
年
配
の
女
房
が
、
そ
の
場
に
応
じ
て
無
難
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

４

　
そ
れ
ほ
ど
身
分
が
高
く
も
な
い
人
が
、
様
々
な
人
に
う
や
う
や
し
く
礼
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と

５

　
字
が
上
手
で
歌
も
う
ま
い
人
が
、
何
か
事
が
あ
る
と
そ
の
つ
ど
真
っ
先
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と

問
五

　

本
文
中
の
空
欄
に
は
「
う
ら
や
ま
し
」
の
活
用
形
が
入
る
。
正
し
く
活
用
さ
せ
て
解
答
欄
に
記
入
せ
よ
。

問
六

　

傍
線
（ウ）
・
（キ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
（
現
代
か
な
づ
か
い
）
で
記
入
せ
よ
。

問
七

　

傍
線
（エ）
「
い
ま
四
度
は
こ
と
に
も
あ
ら
ず
」
を
現
代
語
に
訳
し
て
記
入
せ
よ
。
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注
１

　
壺
装
束
…
…
平
安
時
代
、
女
性
が
徒
歩
で
外
出
す
る
と
き
の
服
装

注
２

　
ひ
き
は
こ
え
た
る
…
…
着
物
の
す
そ
を
た
く
し
上
げ
て
い
る

注
３

　
下
り
端
…
…
垂
れ
下
が
っ
た
髪
の
端

注
４

　
難
波
わ
た
り
遠
か
ら
ぬ
…
… 

字
が
上
手
で
は
な
い
こ
と
の
た
と
え
。「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」
の
歌
が
手
習

い
の
初
歩
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

問
一

　

傍
線
（ア）
・
（イ）
・
（オ）
・
（カ）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。

（ア）
「
こ
と
わ
り
」

　
　
１

　
固
辞
し

　
　
　
　
２

　
当
然
の
こ
と

　
　
３

　
型
ど
お
り
に

　
　
４

　
常
日
頃

（イ）
「
念
じ
」

　
　
　
　
１

　
思
っ
て

　
　
　
　
２

　
祈
っ
て

　
　
　
　
３

　
振
り
払
っ
て

　
　
４

　
我
慢
し
て

（オ）
「
心
に
く
き
」

　
　
１

　
威
厳
の
あ
る

　
　
２

　
上
品
な

　
　
　
　
３

　
目
ざ
わ
り
な

　
　
４

　
生
意
気
な

（カ）
「
わ
ざ
と
」

　
　
　
１

　
つ
い
で
に

　
　
　
２

　
熱
心
に

　
　
　
　
３

　
わ
ざ
わ
ざ

　
　
　
４

　
形
だ
け

問
二

　

波
線
ａ
―
ｄ
の
「
に
」
の
文
法
的
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
６
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
断
定
の
助
動
詞

　
　
２

　
完
了
の
助
動
詞

　
　
　
３

　
格
助
詞

４

　
接
続
助
詞

　
　
　
　
５

　
形
容
動
詞
の
一
部

　
　
６

　
副
詞
の
一
部

問
三

　

波
線
ｅ
―
ｇ
の
主
語
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
作
者

　
　
２

　
四
十
余
ば
か
り
な
る
女

　
　
３

　
よ
き
人

　
　
４

　
女
房
た
ち

　
　
５

　
娘
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
七
）
に
答
え
よ
。（
三
十
点
）

う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
。

経
な
ど
習
ふ
と
て
、
い
み
じ
う
た
ど
た
ど
し
く
、
忘
れ
が
ち
に
、
返
す
返
す
同
じ
と
こ
ろ
を
よ
む
に
、
法
師
は

　こ
と
わ
り
、
男
も
女
も
、
く
る

く
る
と
や
す
ら
か
に
よ
み
た
る
こ
そ
、
あ
れ
が
や
う
に
い
つ
の
世
に
あ
ら
む
と
お
ぼ
ゆ
れ
。
心
地
な
ど
わ
づ
ら
ひ
て
臥ふ

し
た
る
に
、
笑ゑ

う
ち
笑
ひ
、

も
の
な
ど
言
ひ
、
思
ふ
事
な
げ
に
て
歩
み
あ
り
く
人
見
る
こ
そ
、
い
み
じ
う

　

　。
稲
荷
に
思
ひ
お
こ
し
て
詣
で
た
る
に
、
中
の
御み

や
し
ろ社

の
ほ

ど
の
、
わ
り
な
う
苦
し
き
を

　念
じ
登
る
に
、
い
さ
さ
か
苦
し
げ
も
な
く
、
お
く
れ
て
来
と
見
る
も
の
ど
も
の
、
た
だ
行
き
に
先
に
立
ち
て
詣
づ
る
、

い
と
め
で
た
し
。
二
月
午む

ま

の
日
の
暁
に
、
急
ぎ
し
か
ど
、
坂
の
な
か
ら
ば
か
り
歩
み
し
か
ば
、

　巳
の
時
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
。
や
う
や
う
暑
く

さ
へ
な
り
て
、
ま
こ
と
に
わ
び
し
く
て
、
な
ど
、
か
か
ら
で
よ
き
日
も
あ
ら
ん
も
の
を
、
な
に
し
に
詣
で
つ
ら
む
と
ま
で
、
涙
も
落
ち
て
、
休
み
困こ

う

ず
る
に
、
四
十
余
ば
か
り
な
る
女
の
、

　壺
装
束
な
ど
に
は
あ
ら
で
、
た
だ

　ひ
き
は
こ
え
た
る
が
、「
ま
ろ
は
、
七
度
詣
で
し
は
べ
る
ぞ
。
三
度
は

詣
で
ぬ
。

　い
ま
四よ

た
び度

は
こ
と
に
も
あ
ら
ず
。
ま
だ
未ひ

つ
じ

に
下
向
し
ぬ
べ
し
」
と
、
道
に
あ
ひ
た
る
人
に
う
ち
言
ひ
て
、
下
り
行
き
し
こ
そ
、
た
だ
な

る
所
に
は
目
に
も
と
ま
る
ま
じ
き
に
、
こ
れ
が
身
に
た
だ
今
な
ら
ば
や
と
お
ぼ
え
し
か
。

女
児
も
男
児
も
法
師
も
、
よ
き
子
ど
も
持
た
る
人
、
い
み
じ
う
う
ら
や
ま
し
。
髪
い
と
長
く
う
る
は
し
く
、

　下さ
が

り
端ば

な
ど
め
で
た
き
人
。
ま
た
、

や
む
ご
と
な
き
人
の
、
よ
ろ
づ
の
人
に
か
し
こ
ま
ら
れ
、
か
し
づ
か
れ
た
ま
ふ
、
見
る
も
い
と
う
ら
や
ま
し
。
手
よ
く
書
き
、
歌
よ
く
詠
み
て
、
も

の
の
を
り
ご
と
に
も
、
ま
づ
取
り
出
で
ら
る
る
、
う
ら
や
ま
し
。

よ
き
人
の
御
前
に
、
女
房
い
と
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ふ
に
、

　心
に
く
き
所
へ
つ
か
は
す
仰
せ
書
き
な
ど
を
、
誰
も
い
と
鳥
の
跡
に
し
も
な
ど
か
は
あ

ら
む
、
さ
れ
ど
、
下
な
ど
に
あ
る
を

　わ
ざ
と
召
し
て
、
御
硯す

ず
り

取
り
お
ろ
し
て
書
か
せ
さ
せ
た
ま
ふ
も
、
う
ら
や
ま
し
。
さ
や
う
の
こ
と
は
、
所
の

大
人
な
ど
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
ま
こ
と
に

　難な
に
は波
わ
た
り
遠
か
ら
ぬ
も
、
事
に
し
た
が
ひ
て
書
く
を
、
こ
れ
は
さ
に
は
あ
ら
で
、

　上
達
部
な
ど
の
、
ま

た
、
は
じ
め
て
ま
ゐ
ら
む
、
と
申
さ
す
る
人
の
娘
な
ど
に
は
、
心
こ
と
に
、
紙
よ
り
は
じ
め
て
つ
く
ろ
は
せ
た
ま
へ
る
を
、
集
り
て
、
た
は
ぶ
れ
に

も
ね
た
が
り
言
ふ
め
り
。 

（『
枕
草
子
』）

一

ア

イ

ａ

ウ

ｂ

ｃ

注
１

ｄ

注
２

エ

ｅ

ｆ

注
３

オ

カ
注
４

キ

ｇ

国　語 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点

左
ペ
ー
ジ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
八
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

言
語
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の

　

Ａ

　を
探
り
当
て
、
そ
れ
を
創
造
的
に
崇
高
化
す
る
よ
う
な
傾
向
を
構
造
と
し
て
持
っ
て
い
る
。「
言
葉
で

言
い
尽
く
せ
な
い
感
動
」「
言
語
を
超
え
た
真
実
」
を
称
揚
す
る
言
説
が
う
さ
ん
く
さ
い
の
は
、
自
ら
が
お
ち
い
っ
て
い
る
言
語
の

　陥
穽
に
対
す
る

懐
疑
な
ら
び
に
謙
虚
さ
に
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
作
家
の
多
和
田
葉
子
も
ま
た
、「
言
葉
の
穴
」
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

「
言
葉
は
穴
だ
ら
け
だ
。
日
本
語
で
も
他
の
言
葉
で
も
、
外
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、

　欠
け
て
い
る
単
語
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
、
こ

ん
な
穴
あ
き
チ
ー
ズ
を
使
っ
て
も
の
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
そ
の
言
葉
だ
け
使
っ
て
い
れ

ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
な
ら
な
い
。
穴
は
、
外
部
に
立
っ
た
時
に
し
か
見
え
な
い
。」

こ
こ
で
多
和
田
が
指
摘
す
る
の
は
、
意
味
論
的
な
「
穴
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
多
和
田
は
、
性
急
に
「
言
語
を
超
え

た
も
の
」
と
い
う
崇
高
さ
に
は
向
か
わ
な
い
。
彼
女
は
別
に
「
穴
の
あ
い
て
い
な
い
チ
ー
ズ
」
が
ほ
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
女
は
、
チ
ー

ズ
の
穴
こ
そ
が
美
味
で
あ
る
こ
と
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
言
語
が
穴
だ
ら
け
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の
身
体
が
穴
だ
ら

け
で
あ
る
こ
と
と
同
様
で
、
穴
が
あ
る
か
ら
身
体
と
し
て
完
全
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
彼
女
は
、
言
葉
の
身
体
は
人
間

の
身
体
と
同
様
、

　穴
に
よ
っ
て
完
璧
に
な
る
と
言
い
た
げ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
く
だ
り
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

「
言
葉
を
小
説
の
書
け
る
よ
う
な
形
で
記
憶
す
る
た
め
に
は
、
倉
庫
に
次
々
木
箱
を
運
び
入
れ
る
よ
う
に
記
憶
す
る
の
で
は
だ
め
で
、
新
し
い

単
語
が
元
々
蓄
積
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
単
語
と
血
管
で
繋つ

な

が
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
し
か
も
、
一
対
一
で
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
一
個
言
葉
が
入
る
だ
け
で
、
生
命
体
全
体
に
組
み
換
え
が
起
こ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
す
さ
ま
じ
い
。
だ
か
ら
、
簡
単
に
新
し
い

言
語
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。」

言
語
に
「

　深
部
構
造
」
が
あ
る
と
考
え
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、「
語
る
行
為
」
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
「
文
章
を
書
く
こ
と
」
は
、
常
に
あ

る
種
の
「
翻
訳
」
な
の
で
は
な
い
か
。
翻
訳
と
言
っ
て
お
お
げ
さ
な
ら
ば
、「
あ
る
種
の

　

Ｂ

　」
と
し
て
も
よ
い
。
私
は
と
き
お
り
キ
ー
ボ
ー
ド

を
捨
て
て
手
書
き
に
走
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
、
一
種
の
モ
ー
ド
変
更
に
よ
っ
て
語
り
の
流
出
経
路
や
流
出
速
度
を
調
整
す
る
た
め

二

ア

イ

ウ

注
１
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と
、
語
り
の
速
度
そ
の
も
の
が
発
想
の
あ
り
方
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
だ
。
私
は
決
し
て
ワ
ー
プ
ロ
よ
り
も
手
書
き
の
方
が
無
条

件
に
優
れ
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
偏
見
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
「
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
に
は
、
な
に
が
し
か
の
意
味
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
中
井
久
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
　一
カ
国
語
し
か
知
ら
な
い
も
の
は
一
カ
国
語
を
も
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
ゲ
ー
テ
は
言
う
。
文
体
の
成
立
に
は
外
国
語
を
経
由
す
る
と
い

う
こ
と
に
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
深
い
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
鷗
外
や
漱
石
の
場
合
に
は
漢
文
と
西
洋
語
の
二
段
階
を
通
っ
て
い
る
、

外
国
語
で
書
く
と
い
う
こ
と
は
深
部
構
造
の
一
種
の
煤す

す

払
い
に
な
る
こ
と
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
深
部
構
造
の

　

Ｃ

　性
す
な
わ
ち
個

別
言
語
を
超
え
た
部
分
を
洗
い
出
す
作
用
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。」

も
し
こ
う
し
た
中
井
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、
多
和
田
が
日
本
語
と
ド
イ
ツ
語
の
二
カ
国
語
で
小
説
を
書
く
と
い
う
行
為
は
、
な
ん
ら
特
異
な
も

の
で
は
な
い
と
す
ら
言
い
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
尊
敬
す
る
作
家
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
外
国
語
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
し
て
小
説
を
書
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
小
説
を
書
き
し
る
す
と
い
う
行
為
は
、

　言
語
と
い
う
「
他
者
」
の
中
に
穴
を
う
が
ち
、
そ
こ
に
「
他
者
の
他

者
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
幻
想
―
―
「
他
者
の
他
者
」
は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
―
―
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
　予
め
不
可
能
な
試
み
で
あ
る
の
だ
が
、
言
語
が
延
命
す
る
上
で
不
可
欠
な
更
新
の
契
機
に
は
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
作
家
は
言
語
を
操

る
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
言
語
に
よ
っ
て
操
ら
れ
る
媒
介
者
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
「
媒
介
」
さ
れ
る
も
の
は
、
作
家
の

　内
言
語
で
も
な
け
れ
ば

個
性
で
も
な
い
。
小
説
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
そ
こ
に
は
な
い
。
む
し
ろ
リ
ア
ル
は
、
媒
介
の
フ
レ
ー
ム
そ
の
も
の
に
あ
る
。

有
名
す
ぎ
る
例
で
気
が
引
け
る
が
、
二
葉
亭
四
迷
が
初
め
て

　言
文
一
致
小
説
『
浮
雲
』
を

　ネ
り
上
げ
る
過
程
こ
そ
が
、
そ
の
な
に
よ
り
の
証
で

あ
る
。「
言
文
一
致
」
は
、
口
語
と
文
語
の
垣
根
を
単
に
取
っ
払
う
行
為
で
は
決
し
て
な
い
。
四
迷
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
に
際
し
て
、 

ヨ
セ
に
通
う
な
ど
し
て
苦
労
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
四
迷
は
、
小
説
を
一
度
ロ
シ
ア
語
で
書
い
て
か
ら
翻
訳
す
る
と
い
う
手
法
を
試
み
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
言
文
一
致
と
は
、
口
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
を
介
し
て
文
語
へ
と
翻
訳
す
る
試
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

中
井
久
夫
と
同
様
、
村
上
春
樹
も
文
体
確
立
に
際
し
て
、
英
語
で
書
く
こ
と
を
利
用
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
特
異
な
例
で
は

な
い
。
か
れ
ら
は
た
ま
た
ま
「
実
在
す
る
外
国
語
」
を
利
用
し
た
だ
け
な
の
だ
。
む
し
ろ
私
は
、
す
ぐ
れ
た
小
説
家
で
あ
る
ほ
ど
、
あ
た
か
も
「
不

在
の
外
国
語
」
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
し
て
彫ち

ょ
う
た
く琢

さ
れ
た
文
体
を
持
つ
に
至
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
哲
学
者
の
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
、
作
家
プ
ル
ー
ス
ト

エ

オ

カ

注
２

注
３

キ

ク

右
ペ
ー
ジ
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に
よ
る
「
傑
作
は
あ
る
種
の
外
国
語
で
書
か
れ
る
」
と
の
指
摘
に
基
づ
き
、
言
語
の
内
部
に
ひ
と
つ
の
外
国
語
を
発
明
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と

と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ゲ
ー
テ
が
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
通
底
す
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
「
翻
訳
行
為
」
の
一
体
ど
こ
に
、
作
家
自
身
の
「
私
的
領
域
」
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
だ
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
だ
が
、
小
説
を
書
く
こ
と
が
翻
訳
に
似
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
「
公
的
言
語
」
か
ら
「
私
的
言
語
」
へ
の
翻
訳
を
意
味
し
な
い
。
こ

の
区
分
に
お
い
て
は
、
言
語
は
常
に
「
公
的
」
な
も
の
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
私
的
言
語
」
は
単
に
存
在
し
な
い
。
私
的
な
領
域
が

あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
「
フ
レ
ー
ム
性
」、
言
い
換
え
る
な
ら
「
翻
訳
の
身
振
り
」
そ
の
も
の
に

　胚
胎
す
る
不
安
定
な
領
域
こ

そ
が
、
作
家
の
「
私
的
領
域
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
斎
藤
環
『「
文
学
」
の
精
神
分
析
』
に
よ
る
）

注
１

　
深
部
構
造
…
…
具
体
的
な
発
話
を
可
能
と
し
て
い
る
、
抽
象
的
な
存
在
と
し
て
の
文
法
構
造
の
こ
と
。

注
２

　
内
言
語
…
…
声
や
文
字
と
な
っ
て
外
に
現
れ
な
い
言
語
、
あ
る
い
は
思
考
の
た
め
の
手
段
と
し
て
声
を
出
さ
ず
に
心
の
中
で
用
い
ら
れ
る
言
語
の
こ
と
。

注
３

　
言
文
一
致
…
…
明
治
以
前
は
分
離
し
て
い
た
話
し
言
葉
（
口
語
）
と
書
き
言
葉
（
文
語
）
を
結
び
つ
け
、
用
語
上
の
違
い
を
な
く
し
た
文
体
の
こ
と
。

問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
転
写

　
　
２

　
歴
史

　
　
３

　
秘
密

　
　
４

　
一
般

　
　
５

　
可
能

　
　
６

　
変
貌

　
　
７

　
限
界

　
　
８

　
変
換

問
二

　

傍
線
（イ）
「
欠
け
て
い
る
単
語
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入

せ
よ
。

１

　
簡
略
化
し
た
結
果
、
部
外
者
に
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
単
語

２

　
別
の
言
語
の
視
点
に
立
つ
と
、
自
分
の
言
語
に
は
見
つ
か
ら
な
い
単
語

３

　
何
か
感
動
を
覚
え
た
と
き
に
、
そ
の
感
情
を
的
確
に
表
現
で
き
て
い
な
い
単
語

４

　
文
脈
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
一
義
的
に
意
味
が
確
定
で
き
な
い
単
語

問
三

　

傍
線
（ウ）
「
穴
に
よ
っ
て
完
璧
に
な
る
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
言
葉
に
あ
る
穴
か
ら
は
生
命
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
じ
て
お
り
、
隣
接
す
る
単
語
が
結
び
つ
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

２

　
言
葉
に
あ
る
穴
に
新
た
な
単
語
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
言
語
は
よ
り
完
成
さ
れ
た
構
造
に
進
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ケ
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３

　
言
葉
に
あ
る
穴
を
通
し
て
様
々
な
単
語
が
相
互
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
言
語
表
現
が
可
能
に
な
る
。

４

　
言
葉
に
あ
る
穴
は
皮
膚
の
毛
穴
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
様
々
な
言
語
環
境
へ
の
対
応
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。

問
四

　

傍
線
（エ）
「
一
カ
国
語
し
か
知
ら
な
い
も
の
は
一
カ
国
語
を
も
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。
最
も
適
当
な

も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
一
つ
の
言
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
実
際
の
場
面
で
の
誤
用
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

　
一
つ
の
言
語
に
精
通
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
言
語
と
は
別
の
言
語
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３

　
一
つ
の
言
語
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
創
造
的
な
言
語
運
用
能
力
が
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

４

　
一
つ
の
言
語
に
習
熟
し
て
い
た
と
し
て
も
、
言
語
を
越
え
た
崇
高
さ
を
追
究
す
る
姿
勢
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
。

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
村
上
春
樹
の
作
品
は
、
単
な
る
日
本
語
の
文
学
作
品
で
は
な
く
、
英
語
と
い
う
外
国
語
の
表
現
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
文
学

的
な
思
想
を
表
現
し
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

Ⅱ

　
い
つ
も
は
ワ
ー
プ
ロ
で
文
章
を
執
筆
し
て
い
た
人
が
、
書
き
方
を
手
書
き
に
変
更
す
る
と
、
普
段
よ
り
も
自
分
の
考
え
を
明
確
に
文

章
で
書
き
記
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

Ⅲ

　
作
家
が
言
語
を
操
る
と
同
時
に
言
語
に
操
ら
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
も
言
語
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
試
行
錯
誤

す
る
身
振
り
そ
の
も
の
に
、
作
家
の
「
私
的
領
域
」
は
あ
ら
わ
れ
る
。

Ⅳ

　
「
言
文
一
致
」
と
は
、
口
語
と
文
語
の
違
い
を
取
り
除
く
こ
と
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
語
独
特
の
文
法
構
造
を
模
範
と
し
て
、
日
本
語

の
口
語
を
文
語
へ
と
書
き
換
え
て
い
く
試
み
で
あ
っ
た
。

問
六

　

傍
線
（オ）
と
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
（
十
五
字
以
上
、
二
十
字
以
内
）
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
、
始
め
と
終
わ
り
の
三
字
を
そ

れ
ぞ
れ
記
入
せ
よ
。

問
七

　

傍
線
（ア）
・
（カ）
・
（ケ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（キ）
・
（ク）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

左
ペ
ー
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
十
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

近
頃
、
目
新
し
い
も
の
の
一
つ
に
、「
対
話
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
が
、
人
間
の
愚
か
し
い
情
熱
の
不
遇
の
結
果
だ
と
す
れ
ば
、「
対

話
」
に
よ
る
人
間
相
互
の
理
解
こ
そ
、
人
間
ら
し
い
知
恵
の
光
を
浴
び
た
も
の
だ
、
と
い
う
ふ
う
に

　

Ａ

　さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
さ
れ
ば
こ

そ
、
都
知
事
も
総
理
も
、
し
き
り
と
内
外
で
対
話
を
な
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
が
生
れ
て
こ
の
か
た
、
対
話
な
ど
と
い
う
も
の
は
生
活
の
中
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
話
は
、
会
話
で
も
な
く
、
講
話
で
も
な
い

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
向
い
合
っ
て
、
何
と
な
く
対
等
と
い
う
感
じ
で
喋
る
こ
と
と
、
当
節
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ａ

　、
人
間
社
会
で
は
、
厳
密
に
対
等
と
い
う
関
係
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
頭
が
古
い
の
で
し
ょ
う
が
、
年
上
の
方
は
、
そ
れ

だ
け
で
尊
敬
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
気
分
に
な
る
し
、
職
業
を
持
っ
て
い
る
方
は
少
な
く
と
も
そ
の
専
門
の
分
野
に
お
い
て
向
う
は
ベ
テ
ラ

ン
に
決
っ
て
る
と
思
う
し
、
職
業
を
持
っ
て
い
な
い
人
…
…

　

ｂ

　、
働
き
も
せ
ず
こ
の
世
を
生
き
て
い
ら
れ
る
人
な
ん
て
そ
れ
だ
け
で
何
ら

か
の
面
で
達
人
だ
と
考
え
て
し
ま
う
し
、
対
話
を
も
て
る
人
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
私
は
昔
か
ら
、
親
や
先

生
か
ら
は
怒
ら
れ
る
か
ホ
メ
ら
れ
る
か
教
え
ら
れ
る
か
で
あ
り
、
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
風
の
ク
ラ
ス
で
は

　

Ｂ

　を
し
、
子
供
と
話
す
と
き
は
喋

る
か
叱
り
と
ば
す
か
で
、
対
話
な
ど
と
い
う

　コ
ウ
シ
ョ
ウ
な
こ
と
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
感
じ
で
は
、
会
話
と
い
う
の
は
、
本
来

「
ひ
そ
か
な
る
」
要
素
を
含
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
当
世
風
の
対
話
と
な
る
と
「

　ひ
と
に
聞
か
せ
用
」
と
い
う
感
じ
が
し
て
し
ま
い
ま
す
。
第

一
、
一
国
の
総
理
大
臣
と
学
生
、
都
知
事
と
一
般
市
民
な
ど
と
い
う
も
の
が
、
心
理
的
に
も
、
時
間
的
に
も
対
等
に
話
す
な
ん
て
こ
と
が
で
き
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
話
を
し
あ
っ
た
ふ
り
を
す
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
、
自
然
じ
ゃ
な
い
し
、
ど
こ
か
に
嘘
が
含
ま

れ
て
い
る
。
対
話
を
し
よ
う
と
い
う
政
治
家
が
い
い
の
だ
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私
な
ど
は
逆
に
、
そ
う
い
う
で
き
な
い
こ
と
を
で

き
る
ふ
り
を
す
る
の
は
、
ど
こ
か
に
ご
ま
か
し
が
あ
る
証
拠
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
、
私
の
家
で
働
い
て
く
れ
て
い
た
婦
人
が
、
地
方
で
結
婚
し
、
男
の
子
を
生
み
ま
し
た
。
む
っ
つ
り
し
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か
考
え
深
い
、

Ｘ

　の
し
っ
か
り
し
た
子
供
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
人
と
も
、
お
互
い
に
普
段
の
生
活
は
忙
し
い
し
、
め
っ
た
に
会
う

三

ア

イ
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こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
の
便
り
で
は
そ
ん
な
具
合
で
し
た
。

或
る
冬
休
み
に
、
彼
女
は
中
学
一
年
に
な
っ
た
そ
の
子
を
、
東
京
見
物
に
連
れ
て
来
た
の
で
す
。
親
戚
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
へ
行
く
予
定
だ
け
れ

ど
、
一
日
だ
け
私
の
家
へ
も
泊
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

上
野
で
パ
ン
ダ
を
見
て
、
羽
田
空
港
と
新
聞
社
の
見
学
も
し
て
来
た
。
し
か
し
、
ど
れ
も
、
そ
う
お
も
し
ろ
い
と
は
言
わ
な
い
。

　田
舎
と
違
っ

て
ど
う
せ
東
京
に
は
新
し
い
魚
は
な
い
か
ら
、
と
妹
の
主
人
が
、
上
野
で
西
洋
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
け
れ
ど
、
あ
ま
り
お
い
し
い
と
は
言
わ

な
い
。
全
く
、
何
の
た
め
に
連
れ
て
来
て
や
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
で
す
、
と
母
親
は
歎な

げ

い
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
子
の
頭
、
む
さ
苦
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」

お
母
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。
今
は
や
っ
て
い
る
少
し
長
い
髪
で
し
た
。
女
の
子
の
よ
う
な
髪
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
か
な
り
長
い
。

こ
の
髪
に
つ
い
て
は
何
度
ケ
ン
カ
し
た
か
知
れ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
は
切
れ
、
と
い
う
。
し
か
し
当
人
は
、
こ
の
長
さ
が
自
分
に
一

番
似
合
う
と
思
っ
て
い
る
。
学
校
も
本
当
は
髪
の
長
す
ぎ
る
の
を
あ
ま
り
歓
迎
し
て
い
な
い
。
一
度
、
と
っ
捕
ま
え
て
切
っ
た
ら
、
伸
び
る
ま
で
頑

と
し
て
学
校
へ
行
か
な
か
っ
た
。
学
校
の
中
で
も
、
生
徒
た
ち
が
な
ん
と
か
か
ん
と
か
し
て
、
ど
う
と
か
こ
う
と
か
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
…
…
。

私
は
少
年
の
顔
を
見
て
た
も
の
で
、
経
緯
の
説
明
の
方
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
か
ら
推
測
し
て
み
る
と
、
自
治
会
か
何
か

で
、
髪
の
長
さ
に
つ
い
て
の
話
あ
い
が
あ
り
、
あ
ま
り
短
い
も
の
も
今
は
お
か
し
い
け
れ
ど
、
長
す
ぎ
る
の
は
不
潔
な
感
じ
だ
か
ら

　ジ
シ
ュ
ク
し

よ
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
話
あ
い
の
間
、

Ｃ

　と
聞
い
て
い
て
、
反
対
も
せ
ず
、
し
か
し
そ

の
決
定
に
従
お
う
と
も
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
彼
に
小
さ
な
声
で
聞
き
ま
し
た
。

「
人
に
見
え
な
い
と
こ
に
、
禿は

げ

で
も
あ
る
の
？
」

「
う
う
ん
」

心
外
だ
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

そ
の
翌
日
は
私
が

　河
岸
へ
買
出
し
に
で
か
け
る
日
で
し
た
。

ウエ

オ

カ

右
ペ
ー
ジ
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に
よ
る
「
傑
作
は
あ
る
種
の
外
国
語
で
書
か
れ
る
」
と
の
指
摘
に
基
づ
き
、
言
語
の
内
部
に
ひ
と
つ
の
外
国
語
を
発
明
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と

と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ゲ
ー
テ
が
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
通
底
す
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
「
翻
訳
行
為
」
の
一
体
ど
こ
に
、
作
家
自
身
の
「
私
的
領
域
」
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
だ
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ

と
だ
が
、
小
説
を
書
く
こ
と
が
翻
訳
に
似
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て
「
公
的
言
語
」
か
ら
「
私
的
言
語
」
へ
の
翻
訳
を
意
味
し
な
い
。
こ

の
区
分
に
お
い
て
は
、
言
語
は
常
に
「
公
的
」
な
も
の
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
私
的
言
語
」
は
単
に
存
在
し
な
い
。
私
的
な
領
域
が

あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
「
フ
レ
ー
ム
性
」、
言
い
換
え
る
な
ら
「
翻
訳
の
身
振
り
」
そ
の
も
の
に

　胚
胎
す
る
不
安
定
な
領
域
こ

そ
が
、
作
家
の
「
私
的
領
域
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
斎
藤
環
『「
文
学
」
の
精
神
分
析
』
に
よ
る
）

注
１

　
深
部
構
造
…
…
具
体
的
な
発
話
を
可
能
と
し
て
い
る
、
抽
象
的
な
存
在
と
し
て
の
文
法
構
造
の
こ
と
。

注
２

　
内
言
語
…
…
声
や
文
字
と
な
っ
て
外
に
現
れ
な
い
言
語
、
あ
る
い
は
思
考
の
た
め
の
手
段
と
し
て
声
を
出
さ
ず
に
心
の
中
で
用
い
ら
れ
る
言
語
の
こ
と
。

注
３

　
言
文
一
致
…
…
明
治
以
前
は
分
離
し
て
い
た
話
し
言
葉
（
口
語
）
と
書
き
言
葉
（
文
語
）
を
結
び
つ
け
、
用
語
上
の
違
い
を
な
く
し
た
文
体
の
こ
と
。

問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
８
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
転
写

　
　
２

　
歴
史

　
　
３

　
秘
密

　
　
４

　
一
般

　
　
５

　
可
能

　
　
６

　
変
貌

　
　
７

　
限
界

　
　
８

　
変
換

問
二

　

傍
線
（イ）
「
欠
け
て
い
る
単
語
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入

せ
よ
。

１

　
簡
略
化
し
た
結
果
、
部
外
者
に
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
単
語

２

　
別
の
言
語
の
視
点
に
立
つ
と
、
自
分
の
言
語
に
は
見
つ
か
ら
な
い
単
語

３

　
何
か
感
動
を
覚
え
た
と
き
に
、
そ
の
感
情
を
的
確
に
表
現
で
き
て
い
な
い
単
語

４

　
文
脈
を
踏
ま
え
た
と
き
に
、
一
義
的
に
意
味
が
確
定
で
き
な
い
単
語

問
三

　

傍
線
（ウ）
「
穴
に
よ
っ
て
完
璧
に
な
る
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
言
葉
に
あ
る
穴
か
ら
は
生
命
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
じ
て
お
り
、
隣
接
す
る
単
語
が
結
び
つ
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

２

　
言
葉
に
あ
る
穴
に
新
た
な
単
語
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
言
語
は
よ
り
完
成
さ
れ
た
構
造
に
進
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ケ
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３

　
言
葉
に
あ
る
穴
を
通
し
て
様
々
な
単
語
が
相
互
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
言
語
表
現
が
可
能
に
な
る
。

４

　
言
葉
に
あ
る
穴
は
皮
膚
の
毛
穴
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
様
々
な
言
語
環
境
へ
の
対
応
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。

問
四

　

傍
線
（エ）
「
一
カ
国
語
し
か
知
ら
な
い
も
の
は
一
カ
国
語
を
も
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。
最
も
適
当
な

も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
一
つ
の
言
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
実
際
の
場
面
で
の
誤
用
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２

　
一
つ
の
言
語
に
精
通
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
言
語
と
は
別
の
言
語
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３

　
一
つ
の
言
語
に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
創
造
的
な
言
語
運
用
能
力
が
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

４

　
一
つ
の
言
語
に
習
熟
し
て
い
た
と
し
て
も
、
言
語
を
越
え
た
崇
高
さ
を
追
究
す
る
姿
勢
こ
そ
が
肝
要
で
あ
る
。

問
五

　

次
の
Ⅰ
―
Ⅳ
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
場
合
に
は
１
を
、
合
致
し
な
い
場
合
に
は
２
を
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ⅰ

　
村
上
春
樹
の
作
品
は
、
単
な
る
日
本
語
の
文
学
作
品
で
は
な
く
、
英
語
と
い
う
外
国
語
の
表
現
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
文
学

的
な
思
想
を
表
現
し
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

Ⅱ

　
い
つ
も
は
ワ
ー
プ
ロ
で
文
章
を
執
筆
し
て
い
た
人
が
、
書
き
方
を
手
書
き
に
変
更
す
る
と
、
普
段
よ
り
も
自
分
の
考
え
を
明
確
に
文

章
で
書
き
記
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

Ⅲ

　
作
家
が
言
語
を
操
る
と
同
時
に
言
語
に
操
ら
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
も
言
語
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
試
行
錯
誤

す
る
身
振
り
そ
の
も
の
に
、
作
家
の
「
私
的
領
域
」
は
あ
ら
わ
れ
る
。

Ⅳ

　
「
言
文
一
致
」
と
は
、
口
語
と
文
語
の
違
い
を
取
り
除
く
こ
と
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
語
独
特
の
文
法
構
造
を
模
範
と
し
て
、
日
本
語

の
口
語
を
文
語
へ
と
書
き
換
え
て
い
く
試
み
で
あ
っ
た
。

問
六

　

傍
線
（オ）
と
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
（
十
五
字
以
上
、
二
十
字
以
内
）
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
て
、
始
め
と
終
わ
り
の
三
字
を
そ

れ
ぞ
れ
記
入
せ
よ
。

問
七

　

傍
線
（ア）
・
（カ）
・
（ケ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
八

　

傍
線
（キ）
・
（ク）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

左
ペ
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
一
―
十
）
に
答
え
よ
。（
三
十
五
点
）

近
頃
、
目
新
し
い
も
の
の
一
つ
に
、「
対
話
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
が
、
人
間
の
愚
か
し
い
情
熱
の
不
遇
の
結
果
だ
と
す
れ
ば
、「
対

話
」
に
よ
る
人
間
相
互
の
理
解
こ
そ
、
人
間
ら
し
い
知
恵
の
光
を
浴
び
た
も
の
だ
、
と
い
う
ふ
う
に

　

Ａ

　さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
さ
れ
ば
こ

そ
、
都
知
事
も
総
理
も
、
し
き
り
と
内
外
で
対
話
を
な
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
が
生
れ
て
こ
の
か
た
、
対
話
な
ど
と
い
う
も
の
は
生
活
の
中
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
話
は
、
会
話
で
も
な
く
、
講
話
で
も
な
い

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
向
い
合
っ
て
、
何
と
な
く
対
等
と
い
う
感
じ
で
喋
る
こ
と
と
、
当
節
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ａ

　、
人
間
社
会
で
は
、
厳
密
に
対
等
と
い
う
関
係
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
頭
が
古
い
の
で
し
ょ
う
が
、
年
上
の
方
は
、
そ
れ

だ
け
で
尊
敬
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
気
分
に
な
る
し
、
職
業
を
持
っ
て
い
る
方
は
少
な
く
と
も
そ
の
専
門
の
分
野
に
お
い
て
向
う
は
ベ
テ
ラ

ン
に
決
っ
て
る
と
思
う
し
、
職
業
を
持
っ
て
い
な
い
人
…
…

　

ｂ

　、
働
き
も
せ
ず
こ
の
世
を
生
き
て
い
ら
れ
る
人
な
ん
て
そ
れ
だ
け
で
何
ら

か
の
面
で
達
人
だ
と
考
え
て
し
ま
う
し
、
対
話
を
も
て
る
人
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
私
は
昔
か
ら
、
親
や
先

生
か
ら
は
怒
ら
れ
る
か
ホ
メ
ら
れ
る
か
教
え
ら
れ
る
か
で
あ
り
、
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
風
の
ク
ラ
ス
で
は

　

Ｂ

　を
し
、
子
供
と
話
す
と
き
は
喋

る
か
叱
り
と
ば
す
か
で
、
対
話
な
ど
と
い
う

　コ
ウ
シ
ョ
ウ
な
こ
と
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
感
じ
で
は
、
会
話
と
い
う
の
は
、
本
来

「
ひ
そ
か
な
る
」
要
素
を
含
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
当
世
風
の
対
話
と
な
る
と
「

　ひ
と
に
聞
か
せ
用
」
と
い
う
感
じ
が
し
て
し
ま
い
ま
す
。
第

一
、
一
国
の
総
理
大
臣
と
学
生
、
都
知
事
と
一
般
市
民
な
ど
と
い
う
も
の
が
、
心
理
的
に
も
、
時
間
的
に
も
対
等
に
話
す
な
ん
て
こ
と
が
で
き
る
わ

け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
話
を
し
あ
っ
た
ふ
り
を
す
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
、
自
然
じ
ゃ
な
い
し
、
ど
こ
か
に
嘘
が
含
ま

れ
て
い
る
。
対
話
を
し
よ
う
と
い
う
政
治
家
が
い
い
の
だ
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私
な
ど
は
逆
に
、
そ
う
い
う
で
き
な
い
こ
と
を
で

き
る
ふ
り
を
す
る
の
は
、
ど
こ
か
に
ご
ま
か
し
が
あ
る
証
拠
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
、
私
の
家
で
働
い
て
く
れ
て
い
た
婦
人
が
、
地
方
で
結
婚
し
、
男
の
子
を
生
み
ま
し
た
。
む
っ
つ
り
し
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か
考
え
深
い
、

Ｘ

　の
し
っ
か
り
し
た
子
供
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
人
と
も
、
お
互
い
に
普
段
の
生
活
は
忙
し
い
し
、
め
っ
た
に
会
う

三

ア

イ
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こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
の
便
り
で
は
そ
ん
な
具
合
で
し
た
。

或
る
冬
休
み
に
、
彼
女
は
中
学
一
年
に
な
っ
た
そ
の
子
を
、
東
京
見
物
に
連
れ
て
来
た
の
で
す
。
親
戚
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
へ
行
く
予
定
だ
け
れ

ど
、
一
日
だ
け
私
の
家
へ
も
泊
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

上
野
で
パ
ン
ダ
を
見
て
、
羽
田
空
港
と
新
聞
社
の
見
学
も
し
て
来
た
。
し
か
し
、
ど
れ
も
、
そ
う
お
も
し
ろ
い
と
は
言
わ
な
い
。

　田
舎
と
違
っ

て
ど
う
せ
東
京
に
は
新
し
い
魚
は
な
い
か
ら
、
と
妹
の
主
人
が
、
上
野
で
西
洋
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
け
れ
ど
、
あ
ま
り
お
い
し
い
と
は
言
わ

な
い
。
全
く
、
何
の
た
め
に
連
れ
て
来
て
や
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
で
す
、
と
母
親
は
歎な

げ

い
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
子
の
頭
、
む
さ
苦
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」

お
母
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。
今
は
や
っ
て
い
る
少
し
長
い
髪
で
し
た
。
女
の
子
の
よ
う
な
髪
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
か
な
り
長
い
。

こ
の
髪
に
つ
い
て
は
何
度
ケ
ン
カ
し
た
か
知
れ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
は
切
れ
、
と
い
う
。
し
か
し
当
人
は
、
こ
の
長
さ
が
自
分
に
一

番
似
合
う
と
思
っ
て
い
る
。
学
校
も
本
当
は
髪
の
長
す
ぎ
る
の
を
あ
ま
り
歓
迎
し
て
い
な
い
。
一
度
、
と
っ
捕
ま
え
て
切
っ
た
ら
、
伸
び
る
ま
で
頑

と
し
て
学
校
へ
行
か
な
か
っ
た
。
学
校
の
中
で
も
、
生
徒
た
ち
が
な
ん
と
か
か
ん
と
か
し
て
、
ど
う
と
か
こ
う
と
か
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
…
…
。

私
は
少
年
の
顔
を
見
て
た
も
の
で
、
経
緯
の
説
明
の
方
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
か
ら
推
測
し
て
み
る
と
、
自
治
会
か
何
か

で
、
髪
の
長
さ
に
つ
い
て
の
話
あ
い
が
あ
り
、
あ
ま
り
短
い
も
の
も
今
は
お
か
し
い
け
れ
ど
、
長
す
ぎ
る
の
は
不
潔
な
感
じ
だ
か
ら

　ジ
シ
ュ
ク
し

よ
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
話
あ
い
の
間
、

Ｃ

　と
聞
い
て
い
て
、
反
対
も
せ
ず
、
し
か
し
そ

の
決
定
に
従
お
う
と
も
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
彼
に
小
さ
な
声
で
聞
き
ま
し
た
。

「
人
に
見
え
な
い
と
こ
に
、
禿は

げ

で
も
あ
る
の
？
」

「
う
う
ん
」

心
外
だ
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

そ
の
翌
日
は
私
が

　河
岸
へ
買
出
し
に
で
か
け
る
日
で
し
た
。

ウエ
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カ
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問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
読
解

　
　
２

　
解
釈

　
　
３

　
曲
解

　
　
４

　
解
明

Ｂ

　
１

　
演
説

　
　
２

　
実
習

　
　
３

　
対
話

　
　
４

　
討
論

Ｃ

　
１

　
憮ぶ

然

　
　
２

　
整
然

　
　
３

　
愕が

く

然

　
　
４

　
平
然

問
二

　

　ａ
・
ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
そ
し
て

　
　
２

　
つ
ま
り

　
　
３

　
し
た
が
っ
て

　
　
４

　
な
ぜ
な
ら
ば

　
　
５

　
と
こ
ろ
が

問
三

　

傍
線
（イ）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
さ
さ
や
か
な
も
の

　
　
２

　
あ
ら
た
ま
っ
た
も
の

　
　
３

　
と
り
つ
く
ろ
っ
た
も
の

　
　
４

　
わ
ざ
と
ら
し
い
も
の

問
四

　

傍
線
（オ）
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
少
年
は
、
誰
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
自
分
の
秘
密
を
私
に
暴
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
必
死
に
隠
そ
う
と
し
た
。

２

　
少
年
は
、
自
身
の
長
髪
が
今
人
気
の
髪
型
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
羞
恥
心
か
ら
、
私
の
問
い
か
け
に
も
無
愛
想
な
返
事
を
し
た
。

３

　
少
年
は
、
私
か
ら
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
質
問
に
対
し
て
も
動
揺
す
る
こ
と
な
く
対
応
し
、
そ
れ
以
上
は
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

４

　
少
年
は
、
自
身
の
深
刻
な
問
題
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
私
の
態
度
に
立
腹
し
た
が
、
不
愉
快
な
気
持
ち
を
抑
え
て
対
応
し
た
。

問
五

　

傍
線
（キ）
の
よ
う
に
筆
者
が
述
べ
る
こ
と
の
文
章
上
の
効
果
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を

記
入
せ
よ
。

１

　
少
年
と
打
ち
解
け
る
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
、
な
ん
と
か
彼
の
機
嫌
を
取
る
た
め
に
必
死
に
努
力
し
た
様
子
を
暗
示
す
る
効
果

２

　
ラ
ー
メ
ン
屋
に
立
ち
寄
っ
た
せ
い
で
、
少
年
に
散
髪
を
促
す
と
い
う
当
初
の
目
的
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
効
果

３

　
必
要
な
食
材
を
買
い
揃
え
ら
れ
て
満
足
し
た
の
で
、
髪
型
を
め
ぐ
る
問
題
へ
の
関
心
が
な
く
な
っ
た
事
実
を
的
確
に
表
す
効
果

４

　
関
心
の
外
に
あ
っ
た
長
髪
に
あ
え
て
言
及
す
る
こ
と
で
、
後
に
受
け
取
る
手
紙
の
内
容
が
意
外
だ
っ
た
こ
と
を
際
立
た
せ
る
効
果

問
六

　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
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１

　
私
は
、
何
か
に
つ
け
て
「
対
話
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
す
世
の
中
の
風
潮
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
り
、
総
理
大
臣
や
都
知
事
と
市

民
と
の
や
り
取
り
を
除
け
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
対
話
な
ど
普
段
の
生
活
に
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

２

　
か
つ
て
私
の
家
で
働
い
て
い
た
婦
人
が
久
し
ぶ
り
に
上
京
し
、
人
見
知
り
の
息
子
を
東
京
見
物
に
連
れ
て
来
た
が
、
そ
こ
に
は
息
子

が
私
と
打
ち
解
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
の
性
格
を
少
し
で
も
社
交
的
に
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

３

　
少
年
は
自
分
の
髪
を
長
く
伸
ば
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
髪
は
長
す
ぎ
る
よ
り
は
短
す
ぎ
る
方
が
よ
い
と
い
う
周
囲
の
決
定
に

も
自
ら
反
対
の
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
母
親
か
ら
の
散
髪
の
説
得
を
何
度
も
拒
ん
で
き
た
。

４

　
私
は
、
少
年
へ
の
待
遇
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
買
い
出
し
の
帰
り
に
ラ
ー
メ
ン
屋
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
し

た
が
、
自
分
で
も
作
れ
る
よ
う
な
ラ
ー
メ
ン
の
出
来
栄
え
に
満
足
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

５

　
ラ
ー
メ
ン
屋
で
の
少
年
の
様
子
を
見
て
、
私
は
単
に
麺
が
茹
で
上
が
る
の
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
勘
違
い
し
て
お
り
、

そ
こ
で
の
彼
の
本
当
の
気
持
ち
を
十
全
に
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

問
七

　

「
　

Ｘ

　の
し
っ
か
り
し
た
」
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
。

Ｘ

　に
該
当
す
る
漢
字
（
一
字
）
を
記
入
せ
よ
。

問
八

　

次
の
文
は
、
傍
線
（ク）
に
至
る
少
年
の
心
の
動
き
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、

　に
入
る
語
句

を
記
入
せ
よ
（
五
字
以
上
、
十
字
以
内
）。

少
年
は
自
分
の
髪
型
を
め
ぐ
る
「
対
話
」
に
は
心
を
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
の
手
際
の
よ
い
仕
事

ぶ
り
に
は
感
嘆
し
て
い
た
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
見
出
さ
れ
る

　

　に
こ
そ
、
少
年
の
心
を
動
か
す
力
が
あ
っ
た
。

問
九

　

傍
線
（ウ）
・
（カ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
十

　

傍
線
（ア）
・
（エ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ
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「
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
？
」

と
私
は
そ
の
子
に
言
い
ま
し
た
。

「
パ
ン
ダ
見
る
よ
り
、
き
っ
と
河
岸
の
方
が
お
も
し
ろ
い
わ
よ
。
高
速
道
路
も
走
れ
る
し
」

彼
は
つ
い
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
河
岸
へ
出
入
り
す
る
人
が
皆
持
っ
て
い
る
、
持
手
の
所
に
、
ビ
ニ
ー
ル
・
チ
ュ
ー
ブ
を
切
っ
た
の

が
と
り
つ
け
て
あ
る
買
物
籠
を
彼
に
一
つ
渡
し
ま
し
た
。

私
は
い
つ
も
の
通
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
買
い
、
そ
れ
か
ら
場
外
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
、
ま
た
、
お
で
ん
種
や
ら
、
鶏
肉
や
ら
を
買
い
ま
し

た
。
寒
い
朝
で
し
た
。
車
の
所
ま
で
戻
ろ
う
と
す
る
と
、
ふ
と
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
。

「
食
べ
る
？
」

私
は
彼
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
う
ん
」

朝
飯
は
一
応
食
べ
て
来
た
は
ず
で
す
が
、
う
ち
は
待
遇
が
悪
く
て
ト
ー
ス
ト
と
半
熟
卵
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ん
か
出
し
た
の
で
、
こ

の
子
は
き
っ
と
喉
を
通
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

ラ
ー
メ
ン
は
も
ち
ろ
ん
立
食
い
で
す
。
私
た
ち
の
他
に
も
、
三
、
四
人
客
が
あ
っ
た
の
で
、
半
ダ
ー
ス
ほ
ど
の
ラ
ー
メ
ン
丼
を
並
べ
て
お
い
て
か

ら
、
店
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
メ
ン
を
茄ゆ

で
に
か
か
っ
た
。
大
き
な
釡
に
メ
ン
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
入
れ
て
中
で
泳
が
す
。
そ
の
間
に
、
ニ
ン
ニ
ク
を
鮮
や

か
な
切
り
方
で
、
一
つ
一
つ
あ
の
乾
い
た
薄
皮
を
爪
で
む
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
切
る
。
こ
れ
は
ス
ー
プ
の
鍋
に
ほ
う
り
込
む
た
め
で
し
た
。
さ

ら
に
彼
は
焼
豚
を
た
れ
の
中
か
ら
つ
ま
み
上
げ
て
切
り
ま
し
た
。

あ
あ
、
早
く
メ
ン
が
茹
だ
ら
な
い
か
な
あ
、
と
い
う
顔
で
少
年
は
じ
っ
と
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
お
兄
ち
ゃ
ん
の
手て

も
と許

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
あ
あ
、

や
っ
と
で
き
た
。
眼
に
も
と
ま
ら
ぬ
早
さ
で
、
ぱ
っ
と
す
く
い
上
げ
て
、
丼
の
中
に
ほ
う
り
込
む
。
上
か
ら
、
シ
ナ
チ
ク
と
、
焼
豚
を
並
べ
、
ネ
ギ

を
散
ら
し
て
、
別
の
鍋
で
煮
え
て
い
る
ス
ー
プ
を
、
垂
れ
流
し
み
た
い
な
入
れ
方
で
注
い
で
ま
わ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ま
た
、
今
度
は
小
さ
な
金
ジ
ャ

ク
シ
で
、
焼
豚
が
つ
か
っ
て
た
お
醤
油
の
タ
レ
を
、
ち
ょ
ぴ
ち
ょ
ぴ
と
注
い
で
終
り
。

さ
っ
と
十
何
本
の
手
が
出
て
、
ず
る
ず
る
ず
る
、
と
い
う
音
が
あ
た
り
に
満
ち
、
私
は
、
あ
あ
、
こ
れ
く
ら
い
の
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ら
、
私
に
も
で
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き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
と
く
に
お
い
し
く
も
な
く
、
と
く
に
ま
ず
く
も
な
い
。
河
岸
へ
仕
入
れ
に
来
る
よ
う
な
商
売
の
人
は
、
皆
、
金
を

持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ラ
ー
メ
ン
も
決
し
て
安
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
ま
ち
が
い
な
く
熱
く
、
少
な
く
と
も
我
が
家
の
朝
飯
よ
り
は
ま
し
だ
、

と
い
う
こ
と
。

少
年
が
、
八
ツ
頭
（
里
芋
）
な
ど
持
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
私
は
、
楽
を
し
て
家
に
帰
り
着
き
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
、
た
す
か
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
礼
を
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
時
間
後
に
、
彼
と
母
は
帰
っ
て
行
き
、

　私
は
彼
の
長
髪
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

数
週
間
後
に
、
彼
の
母
か
ら
手
紙
が
来
ま
し
た
。
田
舎
へ
帰
れ
ば
帰
っ
た
で
、
仕
事
が
た
ま
っ
て
い
て
お
礼
が
遅
く
な
り
ま
し
て
、
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
何
も
お
礼
を
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
こ
と
を
し
て
は
い
な
い
の
で
す
。
何
し
ろ
ト
ー
ス
ト
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
と
半
熟
卵
の
朝
飯

な
ん
か
出
し
て
、
代
り
に
荷
物
運
び
手
伝
わ
せ
た
ん
で
す
か
ら
。

「
東
京
で
、
一
番
お
い
し
か
っ
た
の
は
、
お
ば
ち
ゃ
ん
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ラ
ー
メ
ン
だ
そ
う
で
…
…
」

私
は
笑
い
出
し
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
が
そ
の
ラ
ー
メ
ン
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
の
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
手
つ
き
を
見
て
い
る
と
、
す
ご
い
と
思
い
…
…
」

そ
う
だ
っ
た
か
な
？

　
と
私
は
思
い
返
し
ま
し
た
。

「
自
分
も
あ
ん
な
ふ
う
に
、
何
か
ひ
と
が
喜
ぶ
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
た
」
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
き
り
き
り
し
た
ラ
ー
メ
ン
屋

の
兄
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
た
ら
「
よ
う
働
け
る
よ
う
短
く
刈
っ
て
あ
っ
た
」
も
の
で
、
少
年
は
、

　「
そ
の
兄
ち
ゃ
ん
よ
り
、
少
し
長
い
く
ら
い
に
髪
を

短
く
」
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
ラ
ー
メ
ン
、
そ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

 

（
曾
野
綾
子
『
仮
の
宿
』
に
よ
る
）

キ
ク

左
ペ
ー
ジ
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問
一

　

　Ａ
―
Ｃ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
下
記
の
１
―
４
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

Ａ

　
１

　
読
解

　
　
２

　
解
釈

　
　
３

　
曲
解

　
　
４

　
解
明

Ｂ

　
１

　
演
説

　
　
２

　
実
習

　
　
３

　
対
話

　
　
４

　
討
論

Ｃ

　
１

　
憮ぶ

然

　
　
２

　
整
然

　
　
３

　
愕が

く

然

　
　
４

　
平
然

問
二

　

　ａ
・
ｂ
に
最
も
適
当
な
言
葉
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
そ
し
て

　
　
２

　
つ
ま
り

　
　
３

　
し
た
が
っ
て

　
　
４

　
な
ぜ
な
ら
ば

　
　
５

　
と
こ
ろ
が

問
三

　

傍
線
（イ）
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
さ
さ
や
か
な
も
の

　
　
２

　
あ
ら
た
ま
っ
た
も
の

　
　
３

　
と
り
つ
く
ろ
っ
た
も
の

　
　
４

　
わ
ざ
と
ら
し
い
も
の

問
四

　

傍
線
（オ）
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

１

　
少
年
は
、
誰
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
自
分
の
秘
密
を
私
に
暴
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
必
死
に
隠
そ
う
と
し
た
。

２

　
少
年
は
、
自
身
の
長
髪
が
今
人
気
の
髪
型
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
羞
恥
心
か
ら
、
私
の
問
い
か
け
に
も
無
愛
想
な
返
事
を
し
た
。

３

　
少
年
は
、
私
か
ら
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
質
問
に
対
し
て
も
動
揺
す
る
こ
と
な
く
対
応
し
、
そ
れ
以
上
は
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

４

　
少
年
は
、
自
身
の
深
刻
な
問
題
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
私
の
態
度
に
立
腹
し
た
が
、
不
愉
快
な
気
持
ち
を
抑
え
て
対
応
し
た
。

問
五

　

傍
線
（キ）
の
よ
う
に
筆
者
が
述
べ
る
こ
と
の
文
章
上
の
効
果
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
―
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を

記
入
せ
よ
。

１

　
少
年
と
打
ち
解
け
る
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
、
な
ん
と
か
彼
の
機
嫌
を
取
る
た
め
に
必
死
に
努
力
し
た
様
子
を
暗
示
す
る
効
果

２

　
ラ
ー
メ
ン
屋
に
立
ち
寄
っ
た
せ
い
で
、
少
年
に
散
髪
を
促
す
と
い
う
当
初
の
目
的
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
効
果

３

　
必
要
な
食
材
を
買
い
揃
え
ら
れ
て
満
足
し
た
の
で
、
髪
型
を
め
ぐ
る
問
題
へ
の
関
心
が
な
く
な
っ
た
事
実
を
的
確
に
表
す
効
果

４

　
関
心
の
外
に
あ
っ
た
長
髪
に
あ
え
て
言
及
す
る
こ
と
で
、
後
に
受
け
取
る
手
紙
の
内
容
が
意
外
だ
っ
た
こ
と
を
際
立
た
せ
る
効
果

問
六

　

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
１
―
５
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
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１

　
私
は
、
何
か
に
つ
け
て
「
対
話
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
す
世
の
中
の
風
潮
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
り
、
総
理
大
臣
や
都
知
事
と
市

民
と
の
や
り
取
り
を
除
け
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
対
話
な
ど
普
段
の
生
活
に
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

２

　
か
つ
て
私
の
家
で
働
い
て
い
た
婦
人
が
久
し
ぶ
り
に
上
京
し
、
人
見
知
り
の
息
子
を
東
京
見
物
に
連
れ
て
来
た
が
、
そ
こ
に
は
息
子

が
私
と
打
ち
解
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
の
性
格
を
少
し
で
も
社
交
的
に
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

３

　
少
年
は
自
分
の
髪
を
長
く
伸
ば
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
髪
は
長
す
ぎ
る
よ
り
は
短
す
ぎ
る
方
が
よ
い
と
い
う
周
囲
の
決
定
に

も
自
ら
反
対
の
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
母
親
か
ら
の
散
髪
の
説
得
を
何
度
も
拒
ん
で
き
た
。

４

　
私
は
、
少
年
へ
の
待
遇
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
買
い
出
し
の
帰
り
に
ラ
ー
メ
ン
屋
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
し

た
が
、
自
分
で
も
作
れ
る
よ
う
な
ラ
ー
メ
ン
の
出
来
栄
え
に
満
足
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

５

　
ラ
ー
メ
ン
屋
で
の
少
年
の
様
子
を
見
て
、
私
は
単
に
麺
が
茹
で
上
が
る
の
を
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
勘
違
い
し
て
お
り
、

そ
こ
で
の
彼
の
本
当
の
気
持
ち
を
十
全
に
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

問
七

　

「
　

Ｘ

　の
し
っ
か
り
し
た
」
は
慣
用
的
な
表
現
で
あ
る
。

Ｘ

　に
該
当
す
る
漢
字
（
一
字
）
を
記
入
せ
よ
。

問
八

　

次
の
文
は
、
傍
線
（ク）
に
至
る
少
年
の
心
の
動
き
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
中
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、

　に
入
る
語
句

を
記
入
せ
よ
（
五
字
以
上
、
十
字
以
内
）。

少
年
は
自
分
の
髪
型
を
め
ぐ
る
「
対
話
」
に
は
心
を
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
の
手
際
の
よ
い
仕
事

ぶ
り
に
は
感
嘆
し
て
い
た
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
に
見
出
さ
れ
る

　

　に
こ
そ
、
少
年
の
心
を
動
か
す
力
が
あ
っ
た
。

問
九

　

傍
線
（ウ）
・
（カ）
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
記
入
せ
よ
。

問
十

　

傍
線
（ア）
・
（エ）
の
漢
字
を
記
入
せ
よ
。

右
ペ
ー
ジ
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「
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
？
」

と
私
は
そ
の
子
に
言
い
ま
し
た
。

「
パ
ン
ダ
見
る
よ
り
、
き
っ
と
河
岸
の
方
が
お
も
し
ろ
い
わ
よ
。
高
速
道
路
も
走
れ
る
し
」

彼
は
つ
い
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
河
岸
へ
出
入
り
す
る
人
が
皆
持
っ
て
い
る
、
持
手
の
所
に
、
ビ
ニ
ー
ル
・
チ
ュ
ー
ブ
を
切
っ
た
の

が
と
り
つ
け
て
あ
る
買
物
籠
を
彼
に
一
つ
渡
し
ま
し
た
。

私
は
い
つ
も
の
通
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
買
い
、
そ
れ
か
ら
場
外
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
、
ま
た
、
お
で
ん
種
や
ら
、
鶏
肉
や
ら
を
買
い
ま
し

た
。
寒
い
朝
で
し
た
。
車
の
所
ま
で
戻
ろ
う
と
す
る
と
、
ふ
と
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
。

「
食
べ
る
？
」

私
は
彼
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
う
ん
」

朝
飯
は
一
応
食
べ
て
来
た
は
ず
で
す
が
、
う
ち
は
待
遇
が
悪
く
て
ト
ー
ス
ト
と
半
熟
卵
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ん
か
出
し
た
の
で
、
こ

の
子
は
き
っ
と
喉
を
通
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

ラ
ー
メ
ン
は
も
ち
ろ
ん
立
食
い
で
す
。
私
た
ち
の
他
に
も
、
三
、
四
人
客
が
あ
っ
た
の
で
、
半
ダ
ー
ス
ほ
ど
の
ラ
ー
メ
ン
丼
を
並
べ
て
お
い
て
か

ら
、
店
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
メ
ン
を
茄ゆ

で
に
か
か
っ
た
。
大
き
な
釡
に
メ
ン
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
入
れ
て
中
で
泳
が
す
。
そ
の
間
に
、
ニ
ン
ニ
ク
を
鮮
や

か
な
切
り
方
で
、
一
つ
一
つ
あ
の
乾
い
た
薄
皮
を
爪
で
む
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
切
る
。
こ
れ
は
ス
ー
プ
の
鍋
に
ほ
う
り
込
む
た
め
で
し
た
。
さ

ら
に
彼
は
焼
豚
を
た
れ
の
中
か
ら
つ
ま
み
上
げ
て
切
り
ま
し
た
。

あ
あ
、
早
く
メ
ン
が
茹
だ
ら
な
い
か
な
あ
、
と
い
う
顔
で
少
年
は
じ
っ
と
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
お
兄
ち
ゃ
ん
の
手て

も
と許

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
あ
あ
、

や
っ
と
で
き
た
。
眼
に
も
と
ま
ら
ぬ
早
さ
で
、
ぱ
っ
と
す
く
い
上
げ
て
、
丼
の
中
に
ほ
う
り
込
む
。
上
か
ら
、
シ
ナ
チ
ク
と
、
焼
豚
を
並
べ
、
ネ
ギ

を
散
ら
し
て
、
別
の
鍋
で
煮
え
て
い
る
ス
ー
プ
を
、
垂
れ
流
し
み
た
い
な
入
れ
方
で
注
い
で
ま
わ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ま
た
、
今
度
は
小
さ
な
金
ジ
ャ

ク
シ
で
、
焼
豚
が
つ
か
っ
て
た
お
醤
油
の
タ
レ
を
、
ち
ょ
ぴ
ち
ょ
ぴ
と
注
い
で
終
り
。

さ
っ
と
十
何
本
の
手
が
出
て
、
ず
る
ず
る
ず
る
、
と
い
う
音
が
あ
た
り
に
満
ち
、
私
は
、
あ
あ
、
こ
れ
く
ら
い
の
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ら
、
私
に
も
で
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き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
と
く
に
お
い
し
く
も
な
く
、
と
く
に
ま
ず
く
も
な
い
。
河
岸
へ
仕
入
れ
に
来
る
よ
う
な
商
売
の
人
は
、
皆
、
金
を

持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ラ
ー
メ
ン
も
決
し
て
安
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
ま
ち
が
い
な
く
熱
く
、
少
な
く
と
も
我
が
家
の
朝
飯
よ
り
は
ま
し
だ
、

と
い
う
こ
と
。

少
年
が
、
八
ツ
頭
（
里
芋
）
な
ど
持
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
私
は
、
楽
を
し
て
家
に
帰
り
着
き
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
、
た
す
か
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
」
と
礼
を
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
時
間
後
に
、
彼
と
母
は
帰
っ
て
行
き
、

　私
は
彼
の
長
髪
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

数
週
間
後
に
、
彼
の
母
か
ら
手
紙
が
来
ま
し
た
。
田
舎
へ
帰
れ
ば
帰
っ
た
で
、
仕
事
が
た
ま
っ
て
い
て
お
礼
が
遅
く
な
り
ま
し
て
、
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
何
も
お
礼
を
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
こ
と
を
し
て
は
い
な
い
の
で
す
。
何
し
ろ
ト
ー
ス
ト
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
と
半
熟
卵
の
朝
飯

な
ん
か
出
し
て
、
代
り
に
荷
物
運
び
手
伝
わ
せ
た
ん
で
す
か
ら
。

「
東
京
で
、
一
番
お
い
し
か
っ
た
の
は
、
お
ば
ち
ゃ
ん
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
た
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ラ
ー
メ
ン
だ
そ
う
で
…
…
」

私
は
笑
い
出
し
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
が
そ
の
ラ
ー
メ
ン
屋
の
兄
ち
ゃ
ん
の
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
手
つ
き
を
見
て
い
る
と
、
す
ご
い
と
思
い
…
…
」

そ
う
だ
っ
た
か
な
？

　
と
私
は
思
い
返
し
ま
し
た
。

「
自
分
も
あ
ん
な
ふ
う
に
、
何
か
ひ
と
が
喜
ぶ
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
た
」
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
き
り
き
り
し
た
ラ
ー
メ
ン
屋

の
兄
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
た
ら
「
よ
う
働
け
る
よ
う
短
く
刈
っ
て
あ
っ
た
」
も
の
で
、
少
年
は
、

　「
そ
の
兄
ち
ゃ
ん
よ
り
、
少
し
長
い
く
ら
い
に
髪
を

短
く
」
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
ラ
ー
メ
ン
、
そ
れ
ほ
ど
お
い
し
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

 

（
曾
野
綾
子
『
仮
の
宿
』
に
よ
る
）

キ
ク

左
ペ
ー
ジ



31

―2―

Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

If you have ever visited a toy shop, a gift store in a snowy tourist spot, or a 
Christmas market, you may have seen small glass balls being sold there. These 
balls, which are known as snowdomes or snow globes, are filled ( a ) water and 
each contains a miniature building or landscape. When you shake a snow globe, a 
tiny snowstorm is created in your hands—a simple and cute present with an 
interesting history.

Snow globes were probably derived from heavy glass paperweights which were 
popular among wealthy people in the latter part of the 1800s. Because these 
paperweights were made from costly materials, they were ( b ) to the general 
public. Not only were snow globes less expensive than paperweights, they also drew 
the attention of the viewer with movement, creating a tiny snowstorm ( c ) on the 
miniature scenery enclosed inside the glass.

The first ( d ) of a snow globe describes an example which featured a man with 
an umbrella. It was displayed at the Paris Exposition of 1878. Eleven years later at 
the 1889 Exposition, visitors came to admire the steel structure of the Eiffel Tower. 
There are no ( e ) examples of the first souvenir globes, but others introduced later 
suggest that they were created to mark the opening of the Tower. Snow globes 
quickly became popular ( f ) Europe, featuring religious themes and places of 
worship.

A few years later, an Austrian man, Edwin Perzy, further developed the 
technology used in snow globes while ( g ) a way to improve hospital lights. He put 
water into a glass globe to create a lens. Then, to improve the reflected light, Perzy 
put glass powder in the water. When it quickly sank, he tried flour which floated 
slowly to the bottom of the globe. This did nothing to improve the light ( h ), but 
the snowfall effect inspired him to make his first snow globe, which featured a 
model of one of the churches in Vienna. The Perzy family is still making snow 
globes today, with about 200,000 being produced a year.

To become a more common gift item, snow globes needed to be manufactured 
more efficiently. In 1927, an American, Joseph Garaja, developed ( i ) 
improvements, such as filling snow globes underwater. They went from being 
expensive, ( j ) crafted objects to cheaply made, mass-produced items. Their 
popularity grew in the 1940s with the increased use of plastic and the development 
of the tourist industry. For those who could ( k ) travel with their families, 
souvenirs were in high demand. In response to this new market, snow globes 
became lighter in weight and more colorful. By the 1950s, many American tourist 
spots had their own snow globe souvenirs.
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Snow globes fell out of favor in the 1970s, but since then they have evolved into 
something ( l ) elaborate and valued among designers and collectors. 
Manufacturers have upgraded the designs, making them unique gift items often 
including beautiful landscapes, lights, and motors. Many department stores 
introduce a custom design every year to celebrate the Christmas season.

（CoolSnowGlobes, “History of Snow Globes” 一部改変）

a 1 by 2 on 3 up 4 with

b 1 inaccessible 2 incomplete 3 undecided 4 unforgettable

c 1 delaying 2 delivering 3 descending 4 displaying

d 1 being mentioned 2 mention 
3 mentioned 4 mentioning

e 1 remaining 2 remaking 3 resisting 4 returning

f 1 among 2 between 3 during 4 throughout

g 1 had researched 2 having researched 
3 researched 4 researching

h 1 stage 2 statement 3 quality 4 question

i 1 produce 2 produced 3 production 4 productions

j 1 individually 2 multiple 3 only 4 sole

k 1 afford to 2 apply for 
3 cooperate with 4 escape from

l 1 least 2 less 3 more 4 most

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a 一冊の本が自分の人生を変えることになるなんて，彼女は想像もしていなかっ
た。
Little { a / would / that / book / single / did / imagine } change her life.

b 私の妹は，１日に短くても４時間バイオリンの練習をする。
My sister practices the violin { four / a / less / hours / day / no }.

c 我々のチームは，少ないながらも探し出せるだけの情報を集めた。
Our team collected { little / what / we / information } find.

英　語 ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点（外国語学部においては、各問の配点を1.5倍し、総点を150とする。）

左
ペ
ー
ジ
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d 高く登れば登るほど，空気は冷たく，薄くなる。
The higher we climb, { will / thinner / colder / the air / and } become.

e 当然のことながら，もし太陽がなければ，地球上の生命は存在しえないだろう。
Of course, { it / sun / not / were / the }, life on earth would be impossible.

Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ１つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a Looked at the lake under the shining stars, the man forgot his sadness for 
a moment.

b When I volunteered in an animal shelter, I was always heartbreak to see 
abandoned cats waiting for a loving family.

c It was so kind of you to invite me to your party and show me your 
remarkably art collection.

d The increase in global energy prices is now making people’s lives much 
more difficulty.

e You need to keep your ticket if you want a refund, so be careful not to 
lose it or thrown it away.

f My father started watching horror movie after he read my latest email.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

We are first asked the question “What do you want to be when you grow up?” 
when we are about five years old. While this question inspires kids to dream about 
what they could be, it does not inspire them to dream about all that they could be. In 
fact, it does just the opposite, because when someone asks you what you want to be, 
you cannot reply with 20 different things. When you ask kids this question, all they 
hear is that they are going to have to choose. The concept of a narrowly focused life 
is highly valued in our culture. This is the idea of destiny: the idea that we each 
have one great thing we are meant to do during our time on this earth, and you need 
to figure out what that thing is and dedicate your life to it.

But what if you are someone whose mind does not work this way? What if there 
are a lot of different subjects that you are curious about and many different things 
you want to do? aThere is no room for someone like you in this approach to life, so 
you might feel like there is something wrong with you. But there is nothing wrong 
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with you. What you are is a “multipotentialite.” A multipotentialite is someone with 
many interests and creative pursuits. It might help to understand the word if you 
break it up into three parts: “multi-,” “potential,” and “-ite.” You can also use one of 
the other terms that describe the same idea, such as “the Renaissance person.” 
Actually, during the Renaissance period (in the 14th to 16th centuries) it was 
considered the ideal to be familiar with multiple subjects.

It is easy to see your multipotentiality as a limitation or a problem that you need 
to overcome. But there are some great strengths to being this way. The first one is 
“idea synthesis.” This is the ability to combine two or more areas of interest and 
create something new at the intersection: the place where multiple fields meet. 
Innovation happens at these intersections. That is where new ideas come from. 
Multipotentialites are able to access a lot of these points of intersection. The second 
multipotentialite strength is rapid learning. When multipotentialites become 
interested in something, they observe b everything they can get their hands on. 
They are also used to being beginners because they have been beginners so many 
times in the past, and this means that they are not so afraid of trying new things and 
c stepping out of their comfort zones. The third multipotentialite superpower is 
adaptability, which is the ability to change into whatever you need to be in a given 
situation. A magazine called Fast Company  has identified adaptability as the single 
most important skill people need to develop in order to succeed in the 21st century. 
The economic world is changing so quickly and unpredictably that it is the 
individuals and organizations that can change direction in order to meet the needs 
of the market that are really going to succeed.

Idea synthesis, rapid learning, and adaptability—these are three skills that 
multipotentialites are very good at, and three skills that they might lose if pressured 
to narrow their focus. As a society, it is in our interest to encourage multipotentialites 
to be themselves. We have a lot of complex problems in the world right now, and we 
need d out-of-the-box thinkers to deal with them. In fact, some of the best teams 
consist of a specialist and a multipotentialite paired together. The specialist can 
e dive in deep and apply ideas, while the multipotentialite brings a wide range of 
knowledge to the project. It’s a beautiful partnership. But we should all be designing 
lives and careers that work well with how our own minds are made. Sadly, 
multipotentialites are largely being encouraged simply to be more like their 
specialist co-workers.

If you are a specialist at heart, then by all means, specialize. That is where you 
will do your best work. But if you realize that you are a multipotentialite, make the 
most of your many passions. Follow your curiosity and explore your intersections. 
Accepting the way you are made leads to a happier, more meaningful life.

（E. Wapnick, “Why Some Of Us Don’t Have One True Calling” 一部改変）右
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Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

If you have ever visited a toy shop, a gift store in a snowy tourist spot, or a 
Christmas market, you may have seen small glass balls being sold there. These 
balls, which are known as snowdomes or snow globes, are filled ( a ) water and 
each contains a miniature building or landscape. When you shake a snow globe, a 
tiny snowstorm is created in your hands—a simple and cute present with an 
interesting history.

Snow globes were probably derived from heavy glass paperweights which were 
popular among wealthy people in the latter part of the 1800s. Because these 
paperweights were made from costly materials, they were ( b ) to the general 
public. Not only were snow globes less expensive than paperweights, they also drew 
the attention of the viewer with movement, creating a tiny snowstorm ( c ) on the 
miniature scenery enclosed inside the glass.

The first ( d ) of a snow globe describes an example which featured a man with 
an umbrella. It was displayed at the Paris Exposition of 1878. Eleven years later at 
the 1889 Exposition, visitors came to admire the steel structure of the Eiffel Tower. 
There are no ( e ) examples of the first souvenir globes, but others introduced later 
suggest that they were created to mark the opening of the Tower. Snow globes 
quickly became popular ( f ) Europe, featuring religious themes and places of 
worship.

A few years later, an Austrian man, Edwin Perzy, further developed the 
technology used in snow globes while ( g ) a way to improve hospital lights. He put 
water into a glass globe to create a lens. Then, to improve the reflected light, Perzy 
put glass powder in the water. When it quickly sank, he tried flour which floated 
slowly to the bottom of the globe. This did nothing to improve the light ( h ), but 
the snowfall effect inspired him to make his first snow globe, which featured a 
model of one of the churches in Vienna. The Perzy family is still making snow 
globes today, with about 200,000 being produced a year.

To become a more common gift item, snow globes needed to be manufactured 
more efficiently. In 1927, an American, Joseph Garaja, developed ( i ) 
improvements, such as filling snow globes underwater. They went from being 
expensive, ( j ) crafted objects to cheaply made, mass-produced items. Their 
popularity grew in the 1940s with the increased use of plastic and the development 
of the tourist industry. For those who could ( k ) travel with their families, 
souvenirs were in high demand. In response to this new market, snow globes 
became lighter in weight and more colorful. By the 1950s, many American tourist 
spots had their own snow globe souvenirs.

―3―

Snow globes fell out of favor in the 1970s, but since then they have evolved into 
something ( l ) elaborate and valued among designers and collectors. 
Manufacturers have upgraded the designs, making them unique gift items often 
including beautiful landscapes, lights, and motors. Many department stores 
introduce a custom design every year to celebrate the Christmas season.

（CoolSnowGlobes, “History of Snow Globes” 一部改変）

a 1 by 2 on 3 up 4 with

b 1 inaccessible 2 incomplete 3 undecided 4 unforgettable

c 1 delaying 2 delivering 3 descending 4 displaying

d 1 being mentioned 2 mention 
3 mentioned 4 mentioning

e 1 remaining 2 remaking 3 resisting 4 returning

f 1 among 2 between 3 during 4 throughout

g 1 had researched 2 having researched 
3 researched 4 researching

h 1 stage 2 statement 3 quality 4 question

i 1 produce 2 produced 3 production 4 productions

j 1 individually 2 multiple 3 only 4 sole

k 1 afford to 2 apply for 
3 cooperate with 4 escape from

l 1 least 2 less 3 more 4 most

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a 一冊の本が自分の人生を変えることになるなんて，彼女は想像もしていなかっ
た。
Little { a / would / that / book / single / did / imagine } change her life.

b 私の妹は，１日に短くても４時間バイオリンの練習をする。
My sister practices the violin { four / a / less / hours / day / no }.

c 我々のチームは，少ないながらも探し出せるだけの情報を集めた。
Our team collected { little / what / we / information } find.
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（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点（外国語学部においては、各問の配点を1.5倍し、総点を150とする。）

左
ペ
ー
ジ

―4―

d 高く登れば登るほど，空気は冷たく，薄くなる。
The higher we climb, { will / thinner / colder / the air / and } become.

e 当然のことながら，もし太陽がなければ，地球上の生命は存在しえないだろう。
Of course, { it / sun / not / were / the }, life on earth would be impossible.

Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ１つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a Looked at the lake under the shining stars, the man forgot his sadness for 
a moment.

b When I volunteered in an animal shelter, I was always heartbreak to see 
abandoned cats waiting for a loving family.

c It was so kind of you to invite me to your party and show me your 
remarkably art collection.

d The increase in global energy prices is now making people’s lives much 
more difficulty.

e You need to keep your ticket if you want a refund, so be careful not to 
lose it or thrown it away.

f My father started watching horror movie after he read my latest email.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

We are first asked the question “What do you want to be when you grow up?” 
when we are about five years old. While this question inspires kids to dream about 
what they could be, it does not inspire them to dream about all that they could be. In 
fact, it does just the opposite, because when someone asks you what you want to be, 
you cannot reply with 20 different things. When you ask kids this question, all they 
hear is that they are going to have to choose. The concept of a narrowly focused life 
is highly valued in our culture. This is the idea of destiny: the idea that we each 
have one great thing we are meant to do during our time on this earth, and you need 
to figure out what that thing is and dedicate your life to it.

But what if you are someone whose mind does not work this way? What if there 
are a lot of different subjects that you are curious about and many different things 
you want to do? aThere is no room for someone like you in this approach to life, so 
you might feel like there is something wrong with you. But there is nothing wrong 
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with you. What you are is a “multipotentialite.” A multipotentialite is someone with 
many interests and creative pursuits. It might help to understand the word if you 
break it up into three parts: “multi-,” “potential,” and “-ite.” You can also use one of 
the other terms that describe the same idea, such as “the Renaissance person.” 
Actually, during the Renaissance period (in the 14th to 16th centuries) it was 
considered the ideal to be familiar with multiple subjects.

It is easy to see your multipotentiality as a limitation or a problem that you need 
to overcome. But there are some great strengths to being this way. The first one is 
“idea synthesis.” This is the ability to combine two or more areas of interest and 
create something new at the intersection: the place where multiple fields meet. 
Innovation happens at these intersections. That is where new ideas come from. 
Multipotentialites are able to access a lot of these points of intersection. The second 
multipotentialite strength is rapid learning. When multipotentialites become 
interested in something, they observe b everything they can get their hands on. 
They are also used to being beginners because they have been beginners so many 
times in the past, and this means that they are not so afraid of trying new things and 
c stepping out of their comfort zones. The third multipotentialite superpower is 
adaptability, which is the ability to change into whatever you need to be in a given 
situation. A magazine called Fast Company  has identified adaptability as the single 
most important skill people need to develop in order to succeed in the 21st century. 
The economic world is changing so quickly and unpredictably that it is the 
individuals and organizations that can change direction in order to meet the needs 
of the market that are really going to succeed.

Idea synthesis, rapid learning, and adaptability—these are three skills that 
multipotentialites are very good at, and three skills that they might lose if pressured 
to narrow their focus. As a society, it is in our interest to encourage multipotentialites 
to be themselves. We have a lot of complex problems in the world right now, and we 
need d out-of-the-box thinkers to deal with them. In fact, some of the best teams 
consist of a specialist and a multipotentialite paired together. The specialist can 
e dive in deep and apply ideas, while the multipotentialite brings a wide range of 
knowledge to the project. It’s a beautiful partnership. But we should all be designing 
lives and careers that work well with how our own minds are made. Sadly, 
multipotentialites are largely being encouraged simply to be more like their 
specialist co-workers.

If you are a specialist at heart, then by all means, specialize. That is where you 
will do your best work. But if you realize that you are a multipotentialite, make the 
most of your many passions. Follow your curiosity and explore your intersections. 
Accepting the way you are made leads to a happier, more meaningful life.

（E. Wapnick, “Why Some Of Us Don’t Have One True Calling” 一部改変）右
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問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Since the early years of life, children are inspired to dream about all that 
they could be.

12 Our culture tends to welcome people who follow one dream rather than 
many.

13 We should all have one great idea during our time on this earth.
14 Some people who have many interests may feel that something is not quite 

right with them.
15 The word “multipotentialite” describes a type of person who is very 

interesting.
16 The term “multipotentialite” can be replaced by the term “the 

Renaissance.”
17 Multipotentiality can be easily estimated to be not as valuable as it actually 

is.
18 People of multiple interests insist on distinguishing one field from another.
19 People who have been beginners repeatedly are likely to be reluctant to try 

new things.
20 One magazine identified adaptability as an important skill that people have 

by nature.
21 Our society encourages specialists to become more like multipotentialites.
22 Multipotentialites would feel more satisfied if they could explore as many 

areas of interest as they liked.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a There is no room for someone like you
1 People like you are unable to settle down
2 People like you are not accepted
3 People like you cannot buy a house
4 People like you are not famous

b everything they can get their hands on
1 whatever they have access to
2 whatever they can rely on
3 whatever they are able to explain
4 whatever they can count
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c stepping out of their comfort zones
1 exploring what seems convenient
2 ignoring past worries and problems
3 securing a new personal space
4 starting to learn something unfamiliar

d out-of-the-box thinkers
1 people who check everything carefully
2 people who are not restricted to typical ideas
3 people who yield to others’ opinions
4 people who cannot contain their emotions

e dive in deep
1 regret what happened in the past greatly
2 enjoy adventures overseas
3 search for information in a thorough way
4 investigate living creatures underground

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a What kind of people is this article mainly trying to support?
1 People who make an effort to learn everything they can about a single 

field.
2 People who think that everyone should be a specialist.
3 People who are curious about many different subjects.
4 People who want to ask young children what their dreams are.

b What is most likely to happen if multipotentialites are forced to narrow 
their focus?

1 Their adaptability will help them narrow their focus.
2 They will easily find one thing that they can devote their lives to.
3 They will ask specialists how to determine their lifework.
4 Their special and beneficial abilities will be lost.

c What does the author do to support the main idea of this essay?
1 She argues that multipotentialites are superior to specialists.
2 She shares some of her own childhood experiences.
3 She lists some strengths that individuals of many interests have.
4 She introduces famous multipotentialites with successful careers.
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Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

Leonardo da Vinci was undoubtedly ( a ) his time, with incredibly forward-
thinking ideas and discoveries. ( b ) a young boy, Leonardo enjoyed drawing and 
music. His father ( c ) his son talented because he showed his drawings to an artist 
named Andrea del Verrocchio, who immediately recognized that Leonardo should 
be trained as an artist.

Leonardo showed great interest in the world around him. He was inspired ( d ) 
people and nature and used what he saw to create his wealth of ideas. He studied the 
human body in depth: in fact, in more detail than the doctors of his time. Centuries 
before the Wright brothers took to the sky, he was ( e ) working on the idea of 
flight. ( f ) you believe he actually designed the bicycle, the airplane, and the 
helicopter? Leonardo was not just interested in what things looked like—he wanted 
to know how things worked, too. As well as being determined to draw things 
exactly as they looked, he wanted to know more about how the human eye worked, 
how plants grew, and how birds flew.

In about 1478, Leonardo set up his own studio in Florence and was asked by the 
church to create the painting we now know as The Adoration of the Magi . He ( g ) 
this painting as he was offered a job by the ruler of Milan as his official artist. He 
accepted the offer and moved to Milan. There he not only created famous paintings 
such as The Last Supper  but worked on theater design, too, creating some wonderful 
machines for the theater. It was while he painted The Last Supper  that Leonardo 
( h ) with new oil-based paint, but the paint did not stick well to the walls and 
began to come off. What is left of the famous painting now is largely a 
reconstruction.

When Leonardo returned to Florence in 1500, he was a very well-known and 
respected man. It was during this time that he painted his final and most famous 
work of art: the Mona Lisa . After this, Leonardo produced ( i ) new paintings and 
spent most of his time filling his notebooks with scientific drawings and ideas. He 
was interested in weapons, the movement of water, the human body and how it 
worked, how birds could fly, and how plants grew. His amazing ideas and drawings 
continue to inspire us today.

Leonardo spent his final years in France, ( j ) invited by King Francis who not 
only gave him a house but also the title of first painter, architect, and mechanic to 
the king. Leonardo suffered a lot of sickness in the later years of his life. He had 
hoped to organize all his drawings, notebooks, and ideas before he died but he never 
managed to achieve this goal and it was many years before all his incredible 
notebooks were properly discovered and the ( k ) of his genius was recognized. 
Leonardo died ( l ) May 2, 1519 at Clos Luce in France where he had spent the last 
few years of his life, just a few weeks after his 67th birthday.

（The School Run, “Leonardo Da Vinci” 一部改変）
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a 1 ahead of 2 along with 3 behind 4 inside

b 1 As 2 For 3 When 4 While

c 1 must be thinking 2 must have thought 
3 must not think 4 must think

d 1 at 2 by 3 for 4 in

e 1 already 2 ever 3 hardly 4 seldom

f 1 Can 2 May 3 Must 4 Should

g 1 has never finished 2 may never finish 
3 never finished 4 will never finish

h 1 challenged 2 endeavored 3 experimented 4 tried

i 1 any 2 many 3 more 4 no

j 1 be 2 had been 3 having been 4 was

k 1 extent 2 number 3 permission 4 surface

l 1 for 2 from 3 in 4 on

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a 最後に家を出る人が誰であれ，明かりを消さなくてはならない。
Whoever { switch / should / leaves / the / last / house } the lights.

b 庭園にある桜の木々は，今が花盛りだ。
The cherry blossoms { best / garden / the / in / their / are } now.

c これらの社会問題については，まだほとんど議論されていない。
As { there / little / has / yet } debate on these social issues.

d 私たちにとって残念なことに，今年はりんごが品薄だ。
To our great disappointment, { are / short / apples / this / supply } year.

e この街の人々はいつも，私的な利益よりも公共の幸福を優先する。
People in this town always { happiness / profit / private / public / put }.

英　語 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）
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問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Since the early years of life, children are inspired to dream about all that 
they could be.

12 Our culture tends to welcome people who follow one dream rather than 
many.

13 We should all have one great idea during our time on this earth.
14 Some people who have many interests may feel that something is not quite 

right with them.
15 The word “multipotentialite” describes a type of person who is very 

interesting.
16 The term “multipotentialite” can be replaced by the term “the 

Renaissance.”
17 Multipotentiality can be easily estimated to be not as valuable as it actually 

is.
18 People of multiple interests insist on distinguishing one field from another.
19 People who have been beginners repeatedly are likely to be reluctant to try 

new things.
20 One magazine identified adaptability as an important skill that people have 

by nature.
21 Our society encourages specialists to become more like multipotentialites.
22 Multipotentialites would feel more satisfied if they could explore as many 

areas of interest as they liked.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a There is no room for someone like you
1 People like you are unable to settle down
2 People like you are not accepted
3 People like you cannot buy a house
4 People like you are not famous

b everything they can get their hands on
1 whatever they have access to
2 whatever they can rely on
3 whatever they are able to explain
4 whatever they can count
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c stepping out of their comfort zones
1 exploring what seems convenient
2 ignoring past worries and problems
3 securing a new personal space
4 starting to learn something unfamiliar

d out-of-the-box thinkers
1 people who check everything carefully
2 people who are not restricted to typical ideas
3 people who yield to others’ opinions
4 people who cannot contain their emotions

e dive in deep
1 regret what happened in the past greatly
2 enjoy adventures overseas
3 search for information in a thorough way
4 investigate living creatures underground

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a What kind of people is this article mainly trying to support?
1 People who make an effort to learn everything they can about a single 

field.
2 People who think that everyone should be a specialist.
3 People who are curious about many different subjects.
4 People who want to ask young children what their dreams are.

b What is most likely to happen if multipotentialites are forced to narrow 
their focus?

1 Their adaptability will help them narrow their focus.
2 They will easily find one thing that they can devote their lives to.
3 They will ask specialists how to determine their lifework.
4 Their special and beneficial abilities will be lost.

c What does the author do to support the main idea of this essay?
1 She argues that multipotentialites are superior to specialists.
2 She shares some of her own childhood experiences.
3 She lists some strengths that individuals of many interests have.
4 She introduces famous multipotentialites with successful careers.

左
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Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

Leonardo da Vinci was undoubtedly ( a ) his time, with incredibly forward-
thinking ideas and discoveries. ( b ) a young boy, Leonardo enjoyed drawing and 
music. His father ( c ) his son talented because he showed his drawings to an artist 
named Andrea del Verrocchio, who immediately recognized that Leonardo should 
be trained as an artist.

Leonardo showed great interest in the world around him. He was inspired ( d ) 
people and nature and used what he saw to create his wealth of ideas. He studied the 
human body in depth: in fact, in more detail than the doctors of his time. Centuries 
before the Wright brothers took to the sky, he was ( e ) working on the idea of 
flight. ( f ) you believe he actually designed the bicycle, the airplane, and the 
helicopter? Leonardo was not just interested in what things looked like—he wanted 
to know how things worked, too. As well as being determined to draw things 
exactly as they looked, he wanted to know more about how the human eye worked, 
how plants grew, and how birds flew.

In about 1478, Leonardo set up his own studio in Florence and was asked by the 
church to create the painting we now know as The Adoration of the Magi . He ( g ) 
this painting as he was offered a job by the ruler of Milan as his official artist. He 
accepted the offer and moved to Milan. There he not only created famous paintings 
such as The Last Supper  but worked on theater design, too, creating some wonderful 
machines for the theater. It was while he painted The Last Supper  that Leonardo 
( h ) with new oil-based paint, but the paint did not stick well to the walls and 
began to come off. What is left of the famous painting now is largely a 
reconstruction.

When Leonardo returned to Florence in 1500, he was a very well-known and 
respected man. It was during this time that he painted his final and most famous 
work of art: the Mona Lisa . After this, Leonardo produced ( i ) new paintings and 
spent most of his time filling his notebooks with scientific drawings and ideas. He 
was interested in weapons, the movement of water, the human body and how it 
worked, how birds could fly, and how plants grew. His amazing ideas and drawings 
continue to inspire us today.

Leonardo spent his final years in France, ( j ) invited by King Francis who not 
only gave him a house but also the title of first painter, architect, and mechanic to 
the king. Leonardo suffered a lot of sickness in the later years of his life. He had 
hoped to organize all his drawings, notebooks, and ideas before he died but he never 
managed to achieve this goal and it was many years before all his incredible 
notebooks were properly discovered and the ( k ) of his genius was recognized. 
Leonardo died ( l ) May 2, 1519 at Clos Luce in France where he had spent the last 
few years of his life, just a few weeks after his 67th birthday.

（The School Run, “Leonardo Da Vinci” 一部改変）
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a 1 ahead of 2 along with 3 behind 4 inside

b 1 As 2 For 3 When 4 While

c 1 must be thinking 2 must have thought 
3 must not think 4 must think

d 1 at 2 by 3 for 4 in

e 1 already 2 ever 3 hardly 4 seldom

f 1 Can 2 May 3 Must 4 Should

g 1 has never finished 2 may never finish 
3 never finished 4 will never finish

h 1 challenged 2 endeavored 3 experimented 4 tried

i 1 any 2 many 3 more 4 no

j 1 be 2 had been 3 having been 4 was

k 1 extent 2 number 3 permission 4 surface

l 1 for 2 from 3 in 4 on

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a 最後に家を出る人が誰であれ，明かりを消さなくてはならない。
Whoever { switch / should / leaves / the / last / house } the lights.

b 庭園にある桜の木々は，今が花盛りだ。
The cherry blossoms { best / garden / the / in / their / are } now.

c これらの社会問題については，まだほとんど議論されていない。
As { there / little / has / yet } debate on these social issues.

d 私たちにとって残念なことに，今年はりんごが品薄だ。
To our great disappointment, { are / short / apples / this / supply } year.

e この街の人々はいつも，私的な利益よりも公共の幸福を優先する。
People in this town always { happiness / profit / private / public / put }.

英　語 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）
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Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ１つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a We had to give up our planned visit to the theme park last week, owe to 
the heavy snow.

b The bread left over from breakfast had become as harder as a rock.

c My husband and I have decided to stay at home this summer, even though 
our children insist on go abroad.

d If Bobby had knew how dangerous the situation actually was, he would 
have run away.

e Two days ago, I see my elderly aunt for the last time before she left for 
America forever.

f Many young people are very concerning about the environment and what 
they can do to protect it.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

Moving overseas can be a thrilling experience. You can expect to find yourself 
exploring unfamiliar territory, meeting new people, and trying different things. 
However, for some, it can be a difficult and overwhelming time, particularly if you 
are a first-time traveler or an international student who has never lived abroad 
before. While some are able to adapt smoothly, for others it can take time to 
a acquaint themselves with the culture of a new country. If you are one of the latter, 
understanding what culture shock is and recognizing its different stages can be the 
first step to dealing with it.

Culture shock is the feeling of confusion experienced by someone when they 
are suddenly b subjected to an unfamiliar culture and way of life. It can be caused 
by a range of things, both big and small, such as unfamiliar greetings and hand 
gestures, strange food, difficult language barriers, getting lost in a new city, or 
making a cultural mistake because you did not know the local customs. This 
unfamiliarity can lead to symptoms such as confusion, loneliness, and 
homesickness. It can even lead to physical symptoms such as disturbed sleep as a 
result of time zone changes, or colds and stomach problems due to unfamiliar foods 
and bacteria.

Many researchers have written about culture shock and the majority recognize 
that there are four different stages to the process. The “honeymoon stage” is the 
first stage of culture shock, and it can often last for several weeks or even months. 

―5―

This is a phase of joy and excitement when you are fascinated by all the exciting 
and different aspects of your new life—from the sights and smells to the pace of life 
and cultural habits. During this phase, you are quick to identify similarities between 
the new culture and your own, and you find the locals welcoming and friendly. You 
may even find things that would be annoying back home, such as a traffic jam, 
amusing and charming in your new location. However, unfortunately, the 
honeymoon stage must always come to an end.

Next is the “negotiation stage” which is characterized by frustration and 
nervousness. This usually starts after about three months, although it can be earlier 
for some individuals. As the excitement gradually disappears you are continually 
faced with difficulties or uncomfortable situations that may offend you or make you 
feel disconnected. The simplest of things may c set you off. Maybe you cannot 
remember the way back to your new home because the street signs are confusing, or 
you cannot work out how and what to order in a restaurant. At this point, you also 
start to miss your friends and family back home and wish you could go back to the 
life you had there. This is often when physical symptoms can appear and you may 
experience minor health problems as a result of the change. You may not find the 
locals so friendly anymore and you express feelings of confusion, sadness, and even 
anger.

Thankfully this phase will come to an end as you begin to move into the 
“adjustment stage,” usually at around six to twelve months. This is the stage where 
life gradually starts to get better and routine sets in. You begin to d get your 
bearings and become more familiar with the local way of life, food, and customs. 
By this point you may have made a few friends or learnt some of the local language, 
helping you to adjust and better understand the local culture. You may still 
experience some difficulties at this stage, but you are now able to approach them in 
a calmer and more rational way.

Finally, you reach the “adaptation stage,” sometimes known as the “bicultural 
stage.” You are now settled and feel comfortable in your new country—you have 
successfully adapted to your new way of life. You do not feel lonely anymore and 
are used to your new daily activities and friends. While you may never get back to 
the excitement you felt during the honeymoon stage, you have now gained a strong 
sense of belonging and finally feel at home in your new environment.

By accepting it for what it is, you can prevent culture shock from keeping you 
down and begin looking for eways to handle it. You can then move forward with 
enjoying life in your new location.

（L. McCluskey, “Culture Shock Stages: Everything You Need to Know” 一部改変）
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c set you off
1 make you leave where you are
2 release you from troubles
3 cause you to experience anxiety
4 encourage you to take a break

d get your bearings
1 keep your belongings to yourself
2 have a better sense of a place
3 keep your identity in mind
4 put up with strangers

e ways to handle
1 how to deal with
2 how to drive in
3 how to take off
4 how to head towards

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a Which of these statements best describes the main purpose of this essay?
1 It aims to help people overcome the difficulties of culture shock.
2 It aims to show that all people suffer from culture shock.
3 It aims to reduce the number of stages of culture shock that people 

experience.
4 It aims to convince people that they should ignore the difficulties of 

culture shock.

b According to the text, why is the bicultural stage considered to be a 
comfortable one?

1 You have gained confidence in a new country.
2 You have become accustomed to a lifestyle that used to be unfamiliar 

to you.
3 You do not consider yourself a foreigner any more.
4 All of the above.

c What information does the author include when describing each of the 
four stages of culture shock?

1 The emotional reactions that a person may have in each stage.
2 The physical symptoms that a person may suffer from in each stage.
3 A personal experience that the author had during each stage.
4 The precise length of time that each stage lasts.

―6―

問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Some people do not suffer from extended culture shock when they go to a 
foreign country.

12 Culture shock is usually caused by one major incident that happens to you 
when you travel overseas.

13 Most people who have studied culture shock agree that it has four stages.
14 Finding similarities between your own culture and life in your new location 

is one of the characteristics of the negotiation stage.
15 Traffic jams are amusing and charming when you encounter them back 

home.
16 If you follow the advice in this article, you will be able to stay in the 

honeymoon stage permanently.
17 The negotiation stage of culture shock follows the adjustment stage.
18 Some people reach the negotiation stage of culture shock earlier than 

others.
19 Health problems may cause you to move into the negotiation stage of 

culture shock.
20 Learning the language of the place you have moved to is one way to help 

you adjust to life there.
21 You will probably feel as happy during the adaptation stage of culture 

shock as you did during the honeymoon stage.
22 During the adaptation stage, you will be able to start taking part in 

environmentally-friendly activities.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a acquaint themselves with
1 acquire a reputation in
2 make comments about
3 learn things about
4 reunite with their families in

b subjected to
1 exposed to
2 willing to
3 close to
4 accustomed to右
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Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ１つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a We had to give up our planned visit to the theme park last week, owe to 
the heavy snow.

b The bread left over from breakfast had become as harder as a rock.

c My husband and I have decided to stay at home this summer, even though 
our children insist on go abroad.

d If Bobby had knew how dangerous the situation actually was, he would 
have run away.

e Two days ago, I see my elderly aunt for the last time before she left for 
America forever.

f Many young people are very concerning about the environment and what 
they can do to protect it.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

Moving overseas can be a thrilling experience. You can expect to find yourself 
exploring unfamiliar territory, meeting new people, and trying different things. 
However, for some, it can be a difficult and overwhelming time, particularly if you 
are a first-time traveler or an international student who has never lived abroad 
before. While some are able to adapt smoothly, for others it can take time to 
a acquaint themselves with the culture of a new country. If you are one of the latter, 
understanding what culture shock is and recognizing its different stages can be the 
first step to dealing with it.

Culture shock is the feeling of confusion experienced by someone when they 
are suddenly b subjected to an unfamiliar culture and way of life. It can be caused 
by a range of things, both big and small, such as unfamiliar greetings and hand 
gestures, strange food, difficult language barriers, getting lost in a new city, or 
making a cultural mistake because you did not know the local customs. This 
unfamiliarity can lead to symptoms such as confusion, loneliness, and 
homesickness. It can even lead to physical symptoms such as disturbed sleep as a 
result of time zone changes, or colds and stomach problems due to unfamiliar foods 
and bacteria.

Many researchers have written about culture shock and the majority recognize 
that there are four different stages to the process. The “honeymoon stage” is the 
first stage of culture shock, and it can often last for several weeks or even months. 

―5―

This is a phase of joy and excitement when you are fascinated by all the exciting 
and different aspects of your new life—from the sights and smells to the pace of life 
and cultural habits. During this phase, you are quick to identify similarities between 
the new culture and your own, and you find the locals welcoming and friendly. You 
may even find things that would be annoying back home, such as a traffic jam, 
amusing and charming in your new location. However, unfortunately, the 
honeymoon stage must always come to an end.

Next is the “negotiation stage” which is characterized by frustration and 
nervousness. This usually starts after about three months, although it can be earlier 
for some individuals. As the excitement gradually disappears you are continually 
faced with difficulties or uncomfortable situations that may offend you or make you 
feel disconnected. The simplest of things may c set you off. Maybe you cannot 
remember the way back to your new home because the street signs are confusing, or 
you cannot work out how and what to order in a restaurant. At this point, you also 
start to miss your friends and family back home and wish you could go back to the 
life you had there. This is often when physical symptoms can appear and you may 
experience minor health problems as a result of the change. You may not find the 
locals so friendly anymore and you express feelings of confusion, sadness, and even 
anger.

Thankfully this phase will come to an end as you begin to move into the 
“adjustment stage,” usually at around six to twelve months. This is the stage where 
life gradually starts to get better and routine sets in. You begin to d get your 
bearings and become more familiar with the local way of life, food, and customs. 
By this point you may have made a few friends or learnt some of the local language, 
helping you to adjust and better understand the local culture. You may still 
experience some difficulties at this stage, but you are now able to approach them in 
a calmer and more rational way.

Finally, you reach the “adaptation stage,” sometimes known as the “bicultural 
stage.” You are now settled and feel comfortable in your new country—you have 
successfully adapted to your new way of life. You do not feel lonely anymore and 
are used to your new daily activities and friends. While you may never get back to 
the excitement you felt during the honeymoon stage, you have now gained a strong 
sense of belonging and finally feel at home in your new environment.

By accepting it for what it is, you can prevent culture shock from keeping you 
down and begin looking for eways to handle it. You can then move forward with 
enjoying life in your new location.

（L. McCluskey, “Culture Shock Stages: Everything You Need to Know” 一部改変）
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c set you off
1 make you leave where you are
2 release you from troubles
3 cause you to experience anxiety
4 encourage you to take a break

d get your bearings
1 keep your belongings to yourself
2 have a better sense of a place
3 keep your identity in mind
4 put up with strangers

e ways to handle
1 how to deal with
2 how to drive in
3 how to take off
4 how to head towards

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a Which of these statements best describes the main purpose of this essay?
1 It aims to help people overcome the difficulties of culture shock.
2 It aims to show that all people suffer from culture shock.
3 It aims to reduce the number of stages of culture shock that people 

experience.
4 It aims to convince people that they should ignore the difficulties of 

culture shock.

b According to the text, why is the bicultural stage considered to be a 
comfortable one?

1 You have gained confidence in a new country.
2 You have become accustomed to a lifestyle that used to be unfamiliar 

to you.
3 You do not consider yourself a foreigner any more.
4 All of the above.

c What information does the author include when describing each of the 
four stages of culture shock?

1 The emotional reactions that a person may have in each stage.
2 The physical symptoms that a person may suffer from in each stage.
3 A personal experience that the author had during each stage.
4 The precise length of time that each stage lasts.
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問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Some people do not suffer from extended culture shock when they go to a 
foreign country.

12 Culture shock is usually caused by one major incident that happens to you 
when you travel overseas.

13 Most people who have studied culture shock agree that it has four stages.
14 Finding similarities between your own culture and life in your new location 

is one of the characteristics of the negotiation stage.
15 Traffic jams are amusing and charming when you encounter them back 

home.
16 If you follow the advice in this article, you will be able to stay in the 

honeymoon stage permanently.
17 The negotiation stage of culture shock follows the adjustment stage.
18 Some people reach the negotiation stage of culture shock earlier than 

others.
19 Health problems may cause you to move into the negotiation stage of 

culture shock.
20 Learning the language of the place you have moved to is one way to help 

you adjust to life there.
21 You will probably feel as happy during the adaptation stage of culture 

shock as you did during the honeymoon stage.
22 During the adaptation stage, you will be able to start taking part in 

environmentally-friendly activities.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a acquaint themselves with
1 acquire a reputation in
2 make comments about
3 learn things about
4 reunite with their families in

b subjected to
1 exposed to
2 willing to
3 close to
4 accustomed to右
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a 1 as 2 of 3 than 4 to

b 1 became 2 had become 3 have become 4 would become

c 1 include 2 included 3 including 4 inclusive

d 1 had reached 2 have reached 3 reached 4 reaching

e 1 by 2 in 3 through 4 to

f 1 claim 2 deliver 3 offer 4 prove

g 1 for sure 2 in disbelief 
3 in doubt 4 under consideration

h 1 imagined 2 improved 3 introduced 4 invaded

i 1 may 2 must 3 will 4 would

j 1 establish 2 make up 3 promote 4 take off

k 1 completion 2 end 3 finish 4 result

l 1 be 2 been 3 being 4 having been

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a あの木に止まっていた小鳥たちは，一斉に飛び去った。
The little birds in the { flew / all / away / at / tree }.

b リタは大事な行事によく遅刻するので，彼女を当てにはできない。
Rita is often late for important events, { can’t / so / rely / her / you }.

c リンカーン大聖堂は，200 年以上もの間，世界一高い建物であった。
Lincoln Cathedral { the / was / tallest / in / building } world for more than 
two hundred years.

d 山の頂上に到着した時，彼らは大きな達成感を感じた。
They felt a { sense / achievement / when / of / great } got to the top of the 
mountain.

e 電子辞書は，1990 年代から日本で広く入手可能である。
Electronic dictionaries { in / the 1990s / widely / been / available / Japan / 
have }.

―2―

Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

While the ukulele is a uniquely Hawaiian instrument, its origins are in the 
Portuguese branquinha , which is a stringed instrument smaller ( a ) a guitar. The 
tuning of the branquinha  is very similar to the first four strings of a guitar. By 1850, 
sugar plantations ( b ) a major economic force in Hawaii, and the plantations 
needed more workers. Many waves of immigrants came to the islands, ( c ) a large 
number of Portuguese who brought their branquinha s with them.

Legend dates the beginning of the Hawaiian fascination with the branquinha  to 
August 23, 1879. A ship called the Ravenscrag arrived in Honolulu Harbor and 
released its passengers after a hard journey. One of the passengers began singing 
songs of thanksgiving for finally ( d ) his destination and played a branquinha  as he 
sang. The story goes that the local Hawaiians were very moved ( e ) his 
performance and nicknamed the instrument “Jumping Flea” (one possible 
translation of ukulele) for the way his fingers moved as he played.

While it is a fun story, the origin of the “jumping flea” translation is impossible 
to ( f ). Queen Lili’uokalani, a great promoter of the ukulele, preferred the 
translation “gift that came here.” What is not ( g ) is that the Ravenscrag also 
brought three Portuguese passengers, who each began to make instruments once 
they had paid for their voyage by working in the sugar fields. In their hands the 
branquinha  transformed in size and shape and developed its unique sound.

The popularity of the ukulele was secured by the support of the royal family. 
( h ) it into 

traditional Hawaiian dances and music. He and his sister Lili’uokalani used to have 
songwriting contests on the ukulele. This support made sure that the ukulele ( i ) 
become strongly connected to the musical culture of Hawaii.

In the early 1900s, tourism in Hawaii was starting to ( j ), and people were 
fascinated by the beautiful tropical islands with their unique music and dance 
traditions. Several touring shows of Hawaiian performers crossed to the continental 
USA, introducing people to the sound of the ukulele. In 1915, the Panama-Pacific 
International Exposition was held in San Francisco to celebrate the ( k ) of the 
Panama Canal. One of the exhibits was a Hawaiian Pavilion which featured daily 
performances by hula dancers and musicians. It proved to be one of the most 
popular exhibits at the Exposition. Songwriters fell in love with Hawaii and the 
ukulele became a popular instrument on the mainland, so much so that ukuleles 
started ( l ) made off the island.

（Athens Regional Library System, “History of the Ukulele” 一部改変）

英　語 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点
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lightness and freedom in our days? Play is so important and yet c so often 
overlooked in adulthood. One of the things that may often stop us from playing is 
that we, as adults, get very set on who we are and the types of activities that we do 
and do not like. But play is healthy and fun, so it benefits us to d roll the dice and 
allow play back into our lives. Fortunately, we can easily create a play routine in our 
lives as there are many different ways to play and many different types of play. 
Stuart Brown is a doctor who has been studying play for decades. In his book, Play, 
as well as in online talks on the topic, he describes the five main types of play that 
he has observed during his years of research.

The first type of play is “rough-and-tumble play”—the kind of physical activity 
that children are doing when they are wrestling or play-fighting. According to Dr. 
Brown, this kind of play is a great learning opportunity for them. Through this form 
of play we learn not only physical skills but also how to manage our emotions. 
Hide-and-seek, kickball, and dodgeball are the ways to play actively that Dr. Brown 
suggests. The second type of play is “ritual play.” Chess, board games, and activities 
or sports with set rules and structures all fall into the world of ritual play. It is in 
ritual play that we can plan, create strategies, and engage in activities that bring 
people together for a common purpose or goal.

The next type of play that Dr. Brown describes is “imaginative play.” 
Remember when you were a child and had so much fun e living out your fantasies 
and letting your imagination run wild? This is what imaginative play is all about. 
Coloring, storytelling, painting, drawing, crafting, and acting all expand our 
imaginations through play. The fourth type is “body play.” Dr. Brown defines this 
as a natural desire to overcome the limits of our bodies and the natural world and 
reminds us how enjoyable this form of play is. Yoga, Pilates, hiking, riding roller 
coasters, mountain climbing, surfing, and snorkeling all fit the mold of body play. 
Finally, there is “object play.” This form of play will really bring us back to our 
childhoods, when we were building with Legos, playing with Jenga blocks, building 
sandcastles, and having snowball fights. Handling of objects, building, and 
designing all fall into the object play category.

There are many other ways that we can play and many other categories of play. 
We’ve already gone over the positive benefits of playing but other effects may 
include, but are not limited to: improved intellectual skills, being able to deal with 
stress with greater ease and flexibility, creative thinking, childlike excitement, and 
laughing more often. We all could use a bit more play in our responsible, adult lives, 
so why not experiment to find what works for you?

（M. Forman, “The Importance of Play in Adulthood” 一部改変）
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Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ１つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a Although most houseplant need water regularly, it is important not to give 
them more than they require.

b Fred really wants to continuing playing soccer after he graduates from 
junior high school.

c During the job interview, the applicants were ask where they lived and 
how much experience they had.

d Sarah does not have enough knowledges about what to wear and she 
usually turns to her sister for advice about fashion.

e Children were delighting to find out that the summer vacation would be 
extended by two weeks.

f After jogging, most people find that there are nothing more relaxing than 
a hot bath.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

We all love hearing the laughter and carefree screams of joy from children who 
are out and about playing. Seeing children play is a joyful moment in itself, often 
taking adults who see it back to a simpler time, when life was about having fun and 
enjoying yourself. Play allows children to learn how to be creative and helps develop 
our personalities and critical thinking skills in childhood. The benefits of play are 
a far-reaching, but adults often give up play to concentrate on more serious goals 
such as our careers, our relationships, and our families. All of these are valid 
pursuits—but what if we could b tap into play to expand and improve our life 
experiences, our careers, our relationships, and our family lives as adults as well? 
Play for adults is essential in our stressful and busy lives. It has been shown to 
release endorphins, the body’s natural pain-killers. It also improves the functioning 
of the brain and stimulates creativity. It can even help to keep us young and feeling 
energetic. Studies have demonstrated that play improves memory and it has also 
been shown to play a role in the production of a substance necessary for the growth 
of brain cells.

Even without taking these medical benefits into account, the positive nature of 
play should be obvious. Simply open a dictionary and you will find that the original 
meanings of the word “play” include rapid movement, and the action of holding 
something lightly and freely. Who wouldn’t like to experience more moments of 
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a 1 as 2 of 3 than 4 to

b 1 became 2 had become 3 have become 4 would become

c 1 include 2 included 3 including 4 inclusive

d 1 had reached 2 have reached 3 reached 4 reaching

e 1 by 2 in 3 through 4 to

f 1 claim 2 deliver 3 offer 4 prove

g 1 for sure 2 in disbelief 
3 in doubt 4 under consideration

h 1 imagined 2 improved 3 introduced 4 invaded

i 1 may 2 must 3 will 4 would

j 1 establish 2 make up 3 promote 4 take off

k 1 completion 2 end 3 finish 4 result

l 1 be 2 been 3 being 4 having been

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a あの木に止まっていた小鳥たちは，一斉に飛び去った。
The little birds in the { flew / all / away / at / tree }.

b リタは大事な行事によく遅刻するので，彼女を当てにはできない。
Rita is often late for important events, { can’t / so / rely / her / you }.

c リンカーン大聖堂は，200 年以上もの間，世界一高い建物であった。
Lincoln Cathedral { the / was / tallest / in / building } world for more than 
two hundred years.

d 山の頂上に到着した時，彼らは大きな達成感を感じた。
They felt a { sense / achievement / when / of / great } got to the top of the 
mountain.

e 電子辞書は，1990 年代から日本で広く入手可能である。
Electronic dictionaries { in / the 1990s / widely / been / available / Japan / 
have }.
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Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

While the ukulele is a uniquely Hawaiian instrument, its origins are in the 
Portuguese branquinha , which is a stringed instrument smaller ( a ) a guitar. The 
tuning of the branquinha  is very similar to the first four strings of a guitar. By 1850, 
sugar plantations ( b ) a major economic force in Hawaii, and the plantations 
needed more workers. Many waves of immigrants came to the islands, ( c ) a large 
number of Portuguese who brought their branquinha s with them.

Legend dates the beginning of the Hawaiian fascination with the branquinha  to 
August 23, 1879. A ship called the Ravenscrag arrived in Honolulu Harbor and 
released its passengers after a hard journey. One of the passengers began singing 
songs of thanksgiving for finally ( d ) his destination and played a branquinha  as he 
sang. The story goes that the local Hawaiians were very moved ( e ) his 
performance and nicknamed the instrument “Jumping Flea” (one possible 
translation of ukulele) for the way his fingers moved as he played.

While it is a fun story, the origin of the “jumping flea” translation is impossible 
to ( f ). Queen Lili’uokalani, a great promoter of the ukulele, preferred the 
translation “gift that came here.” What is not ( g ) is that the Ravenscrag also 
brought three Portuguese passengers, who each began to make instruments once 
they had paid for their voyage by working in the sugar fields. In their hands the 
branquinha  transformed in size and shape and developed its unique sound.

The popularity of the ukulele was secured by the support of the royal family. 
( h ) it into 

traditional Hawaiian dances and music. He and his sister Lili’uokalani used to have 
songwriting contests on the ukulele. This support made sure that the ukulele ( i ) 
become strongly connected to the musical culture of Hawaii.

In the early 1900s, tourism in Hawaii was starting to ( j ), and people were 
fascinated by the beautiful tropical islands with their unique music and dance 
traditions. Several touring shows of Hawaiian performers crossed to the continental 
USA, introducing people to the sound of the ukulele. In 1915, the Panama-Pacific 
International Exposition was held in San Francisco to celebrate the ( k ) of the 
Panama Canal. One of the exhibits was a Hawaiian Pavilion which featured daily 
performances by hula dancers and musicians. It proved to be one of the most 
popular exhibits at the Exposition. Songwriters fell in love with Hawaii and the 
ukulele became a popular instrument on the mainland, so much so that ukuleles 
started ( l ) made off the island.

（Athens Regional Library System, “History of the Ukulele” 一部改変）

英　語 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点
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lightness and freedom in our days? Play is so important and yet c so often 
overlooked in adulthood. One of the things that may often stop us from playing is 
that we, as adults, get very set on who we are and the types of activities that we do 
and do not like. But play is healthy and fun, so it benefits us to d roll the dice and 
allow play back into our lives. Fortunately, we can easily create a play routine in our 
lives as there are many different ways to play and many different types of play. 
Stuart Brown is a doctor who has been studying play for decades. In his book, Play, 
as well as in online talks on the topic, he describes the five main types of play that 
he has observed during his years of research.

The first type of play is “rough-and-tumble play”—the kind of physical activity 
that children are doing when they are wrestling or play-fighting. According to Dr. 
Brown, this kind of play is a great learning opportunity for them. Through this form 
of play we learn not only physical skills but also how to manage our emotions. 
Hide-and-seek, kickball, and dodgeball are the ways to play actively that Dr. Brown 
suggests. The second type of play is “ritual play.” Chess, board games, and activities 
or sports with set rules and structures all fall into the world of ritual play. It is in 
ritual play that we can plan, create strategies, and engage in activities that bring 
people together for a common purpose or goal.

The next type of play that Dr. Brown describes is “imaginative play.” 
Remember when you were a child and had so much fun e living out your fantasies 
and letting your imagination run wild? This is what imaginative play is all about. 
Coloring, storytelling, painting, drawing, crafting, and acting all expand our 
imaginations through play. The fourth type is “body play.” Dr. Brown defines this 
as a natural desire to overcome the limits of our bodies and the natural world and 
reminds us how enjoyable this form of play is. Yoga, Pilates, hiking, riding roller 
coasters, mountain climbing, surfing, and snorkeling all fit the mold of body play. 
Finally, there is “object play.” This form of play will really bring us back to our 
childhoods, when we were building with Legos, playing with Jenga blocks, building 
sandcastles, and having snowball fights. Handling of objects, building, and 
designing all fall into the object play category.

There are many other ways that we can play and many other categories of play. 
We’ve already gone over the positive benefits of playing but other effects may 
include, but are not limited to: improved intellectual skills, being able to deal with 
stress with greater ease and flexibility, creative thinking, childlike excitement, and 
laughing more often. We all could use a bit more play in our responsible, adult lives, 
so why not experiment to find what works for you?

（M. Forman, “The Importance of Play in Adulthood” 一部改変）

―4―

Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ１つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a Although most houseplant need water regularly, it is important not to give 
them more than they require.

b Fred really wants to continuing playing soccer after he graduates from 
junior high school.

c During the job interview, the applicants were ask where they lived and 
how much experience they had.

d Sarah does not have enough knowledges about what to wear and she 
usually turns to her sister for advice about fashion.

e Children were delighting to find out that the summer vacation would be 
extended by two weeks.

f After jogging, most people find that there are nothing more relaxing than 
a hot bath.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

We all love hearing the laughter and carefree screams of joy from children who 
are out and about playing. Seeing children play is a joyful moment in itself, often 
taking adults who see it back to a simpler time, when life was about having fun and 
enjoying yourself. Play allows children to learn how to be creative and helps develop 
our personalities and critical thinking skills in childhood. The benefits of play are 
a far-reaching, but adults often give up play to concentrate on more serious goals 
such as our careers, our relationships, and our families. All of these are valid 
pursuits—but what if we could b tap into play to expand and improve our life 
experiences, our careers, our relationships, and our family lives as adults as well? 
Play for adults is essential in our stressful and busy lives. It has been shown to 
release endorphins, the body’s natural pain-killers. It also improves the functioning 
of the brain and stimulates creativity. It can even help to keep us young and feeling 
energetic. Studies have demonstrated that play improves memory and it has also 
been shown to play a role in the production of a substance necessary for the growth 
of brain cells.

Even without taking these medical benefits into account, the positive nature of 
play should be obvious. Simply open a dictionary and you will find that the original 
meanings of the word “play” include rapid movement, and the action of holding 
something lightly and freely. Who wouldn’t like to experience more moments of 
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問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Adults who see children playing often remember happy situations from 
their own childhoods.

12 Adults should focus on their careers, relationships, and families instead of 
trying to enjoy themselves.

13 Researchers are trying to establish whether play contributes to the growth 
of brain cells.

14 Simply opening a dictionary can be one way to find out about the medical 
benefits of play.

15 One reason that adults stop playing is that they tend to be less flexible 
about the kinds of activities that they prefer.

16 Dr. Brown recommends wrestling as an example of “rough-and-tumble 
play” for adults.

17 Dr. Brown gives dodgeball as an example of a kind of play that helps 
people to control their emotions.

18 Having shared objectives with other players is one of the main features of 
ritual play.

19 Remembering your childhood is the main element of imaginative play.
20 Dr. Brown wonders if adults enjoy discovering what their bodies are 

capable of through play.
21 Dr. Brown gives snowball fights as an example of “body play.”
22 Adults who play to improve their intellectual skills find it difficult to 

handle stress.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a far-reaching
1 distant
2 extensive
3 advanced
4 achievable

b tap into
1 work out
2 join together with
3 make use of
4 step on

―7―

c so often overlooked
1 frequently ignored
2 never desired
3 always unknown
4 usually unpredictable

d roll the dice
1 remain calm
2 stay safe
3 cheat others
4 take a risk

e living out your fantasies
1 misbehaving and disobeying your parents
2 being determined to achieve your goals
3 making your dreams a reality
4 practicing magical powers

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a Which of these statements best describes the main purpose of this essay?
1 It aims to share methods for adults to play with their children.
2 It aims to demonstrate how ritual and imaginative forms of play can be 

very creative.
3 It aims to contradict the theory that play improves the functioning of 

the brain.
4 It aims to explain how and why play can be advantageous for grown-

ups.

b What information is included in Dr. Stuart Brown’s book Play?
1 Details of five types of playgrounds that he has observed.
2 Lists of major kinds of play and their positive effects on us.
3 Guidelines on how to play better at board games and sports.
4 An explanation of how toys such as Legos and Jenga blocks are made.

c In addition to the main topic, what does the author refer to in the essay?
1 Factors that would possibly prevent adults from playing.
2 Minor disadvantages of play for young children.
3 Reasons why Dr. Brown was inspired to research various forms of play.
4 Some risks and stressful experiences that physical play may cause.
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Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

Slow living is an approach to life that has become popular recently. It 
emphasizes a more meaningful and conscious lifestyle that is in line with what you 
value most in life. It means doing everything at the right speed. ( a ) striving to do 
things faster, slow living focuses on doing things better. Often, that means slowing 
down, doing less, and trying to spend the right amount of time ( b ) the things that 
matter most to you.

By slowing down and intentionally placing your true values at the heart of your 
lifestyle, slow living encourages you to live in self-awareness and ( c ) conscious, 
purposeful decisions for the benefit of your well-being and that of the planet. Slow 
living means being present and in the moment, and celebrates quality ( d ) quantity, 
being conscious, and living with purpose. To adopt a slower lifestyle is to switch off 
the autopilot and make space for reflection and self-awareness.

Slow living is part of a wider ( e ) which began in the 1980s in Italy. Faced 
with the opening of a McDonald’s in the heart of Rome, Carlo Petrini and a group 
of activists formed Slow Food, a movement to defend local food traditions. They 
now ( f ) supporters in over 150 countries and continue to protect traditional 
cooking, promote fair pay for producers, encourage ( g ) of good quality food, and 
engage ( h ) activities around sustainability.

Carl Honoré helped ( i ) the concept of slow living into the mainstream in 
2004 with the publication of his book In Praise of Slowness . Honoré explores how 
Slow Food sparked a broader approach to slow living, with “slow” now being ( j ) 
to other areas of life which have experienced a huge change of pace, including work, 
parenting, and leisure. Since the book’s publication, the speed at which we live has 
only continued to increase, but so has our familiarity with slow living. Today, slow 
travel, slow fashion, slow fitness, slow gardening, slow interiors, slow design, slow 
thinking, slow news, and slow working are all examples of other types of slow 
living. More and more people are understanding that faster is not always better.

( k ) more people forced to slow down and simplify their lifestyles during the 
pandemic, interest in slow living has increased. In fact, Google reported an increase 
in the number of YouTube videos with “slow living” in the title in 2020 compared to 
2019. While some of these clips depict an ideal existence which is far from the 
reality of most, the increase in this video content demonstrates a desire to reconnect 
with meaningful hobbies, nature, and ourselves. Thanks to the sudden shift to 
remote working, many people are ( l ) what is truly important to them.

（Slow Living LDN, “What is Slow Living?” 一部改変）

英　語 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点（外国語学部においては、各問の配点を1.5倍し、総点を150とする。）
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a 1 Because of 2 In addition to 3 Instead of 4 Just like

b 1 about 2 in 3 off 4 on

c 1 do 2 find 3 make 4 state

d 1 below 2 on 3 over 4 than

e 1 knowledge 2 popularity 3 relief 4 trend

f 1 create 2 have 3 join 4 negotiate

g 1 enjoy 2 enjoyable 3 enjoyed 4 enjoyment

h 1 at 2 in 3 for 4 on

i 1 attribute 2 bring 3 follow 4 give

j 1 applied 2 belonged 3 employed 4 used

k 1 As 2 By 3 No 4 With

l 1 ignoring  2 remaining 3 reviewing 4 searching

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a その演劇企画に関して，協力したいところだが，私は大勢の人たちの前で話す
ことに抵抗がある。
I want to help with the drama project, but { speak / am / reluctant / I / to / 
in / of } many people.

b ジョンはもう私のことを友達とは思っていないので，彼は私の誕生日にカード
を送ることをやめてしまった。
John { considers / to / me / be / longer } a friend, so he has stopped 
sending me a card on my birthday.

c 私の祖母は，孫たちから届く手紙をいつも楽しみにしている。
My grandmother { letters / the / always / looks / to } that she gets from 
her grandchildren.

d 多くの人々が自分の国に関する基本的な事実を知らないということは，驚きで
ある。
It’s surprising { are / that / many / unaware / people } basic facts about 
their own home countries.

e 起きてすぐにコーヒーを飲まない限り，ジュディは気分が良くならない。
Judy { has / feel / a coffee / doesn’t / good / she } as soon as she gets up.
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問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Adults who see children playing often remember happy situations from 
their own childhoods.

12 Adults should focus on their careers, relationships, and families instead of 
trying to enjoy themselves.

13 Researchers are trying to establish whether play contributes to the growth 
of brain cells.

14 Simply opening a dictionary can be one way to find out about the medical 
benefits of play.

15 One reason that adults stop playing is that they tend to be less flexible 
about the kinds of activities that they prefer.

16 Dr. Brown recommends wrestling as an example of “rough-and-tumble 
play” for adults.

17 Dr. Brown gives dodgeball as an example of a kind of play that helps 
people to control their emotions.

18 Having shared objectives with other players is one of the main features of 
ritual play.

19 Remembering your childhood is the main element of imaginative play.
20 Dr. Brown wonders if adults enjoy discovering what their bodies are 

capable of through play.
21 Dr. Brown gives snowball fights as an example of “body play.”
22 Adults who play to improve their intellectual skills find it difficult to 

handle stress.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a far-reaching
1 distant
2 extensive
3 advanced
4 achievable

b tap into
1 work out
2 join together with
3 make use of
4 step on

―7―

c so often overlooked
1 frequently ignored
2 never desired
3 always unknown
4 usually unpredictable

d roll the dice
1 remain calm
2 stay safe
3 cheat others
4 take a risk

e living out your fantasies
1 misbehaving and disobeying your parents
2 being determined to achieve your goals
3 making your dreams a reality
4 practicing magical powers

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a Which of these statements best describes the main purpose of this essay?
1 It aims to share methods for adults to play with their children.
2 It aims to demonstrate how ritual and imaginative forms of play can be 

very creative.
3 It aims to contradict the theory that play improves the functioning of 

the brain.
4 It aims to explain how and why play can be advantageous for grown-

ups.

b What information is included in Dr. Stuart Brown’s book Play?
1 Details of five types of playgrounds that he has observed.
2 Lists of major kinds of play and their positive effects on us.
3 Guidelines on how to play better at board games and sports.
4 An explanation of how toys such as Legos and Jenga blocks are made.

c In addition to the main topic, what does the author refer to in the essay?
1 Factors that would possibly prevent adults from playing.
2 Minor disadvantages of play for young children.
3 Reasons why Dr. Brown was inspired to research various forms of play.
4 Some risks and stressful experiences that physical play may cause.
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Ⅰ　次の英文が文法的かつ意味的に適切な文章となるように，空所（ａ～ｌ）に入れるの
に最も適切な語句を，それぞれ（ａ～ｌ）の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番
号を記入せよ。 （36 点）

Slow living is an approach to life that has become popular recently. It 
emphasizes a more meaningful and conscious lifestyle that is in line with what you 
value most in life. It means doing everything at the right speed. ( a ) striving to do 
things faster, slow living focuses on doing things better. Often, that means slowing 
down, doing less, and trying to spend the right amount of time ( b ) the things that 
matter most to you.

By slowing down and intentionally placing your true values at the heart of your 
lifestyle, slow living encourages you to live in self-awareness and ( c ) conscious, 
purposeful decisions for the benefit of your well-being and that of the planet. Slow 
living means being present and in the moment, and celebrates quality ( d ) quantity, 
being conscious, and living with purpose. To adopt a slower lifestyle is to switch off 
the autopilot and make space for reflection and self-awareness.

Slow living is part of a wider ( e ) which began in the 1980s in Italy. Faced 
with the opening of a McDonald’s in the heart of Rome, Carlo Petrini and a group 
of activists formed Slow Food, a movement to defend local food traditions. They 
now ( f ) supporters in over 150 countries and continue to protect traditional 
cooking, promote fair pay for producers, encourage ( g ) of good quality food, and 
engage ( h ) activities around sustainability.

Carl Honoré helped ( i ) the concept of slow living into the mainstream in 
2004 with the publication of his book In Praise of Slowness . Honoré explores how 
Slow Food sparked a broader approach to slow living, with “slow” now being ( j ) 
to other areas of life which have experienced a huge change of pace, including work, 
parenting, and leisure. Since the book’s publication, the speed at which we live has 
only continued to increase, but so has our familiarity with slow living. Today, slow 
travel, slow fashion, slow fitness, slow gardening, slow interiors, slow design, slow 
thinking, slow news, and slow working are all examples of other types of slow 
living. More and more people are understanding that faster is not always better.

( k ) more people forced to slow down and simplify their lifestyles during the 
pandemic, interest in slow living has increased. In fact, Google reported an increase 
in the number of YouTube videos with “slow living” in the title in 2020 compared to 
2019. While some of these clips depict an ideal existence which is far from the 
reality of most, the increase in this video content demonstrates a desire to reconnect 
with meaningful hobbies, nature, and ourselves. Thanks to the sudden shift to 
remote working, many people are ( l ) what is truly important to them.

（Slow Living LDN, “What is Slow Living?” 一部改変）

英　語 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：99ページ）時間＝70分　総点＝100点（外国語学部においては、各問の配点を1.5倍し、総点を150とする。）
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a 1 Because of 2 In addition to 3 Instead of 4 Just like

b 1 about 2 in 3 off 4 on

c 1 do 2 find 3 make 4 state

d 1 below 2 on 3 over 4 than

e 1 knowledge 2 popularity 3 relief 4 trend

f 1 create 2 have 3 join 4 negotiate

g 1 enjoy 2 enjoyable 3 enjoyed 4 enjoyment

h 1 at 2 in 3 for 4 on

i 1 attribute 2 bring 3 follow 4 give

j 1 applied 2 belonged 3 employed 4 used

k 1 As 2 By 3 No 4 With

l 1 ignoring  2 remaining 3 reviewing 4 searching

Ⅱ　次の日本文（ａ～ｅ）とほぼ同じ意味になるように，{     } 内の全ての語句をそれぞれ
１回ずつ用い，さらに不足の１語を補って英文を完成させよ。解答欄には不足の１語を
記入せよ。 （10 点）

a その演劇企画に関して，協力したいところだが，私は大勢の人たちの前で話す
ことに抵抗がある。
I want to help with the drama project, but { speak / am / reluctant / I / to / 
in / of } many people.

b ジョンはもう私のことを友達とは思っていないので，彼は私の誕生日にカード
を送ることをやめてしまった。
John { considers / to / me / be / longer } a friend, so he has stopped 
sending me a card on my birthday.

c 私の祖母は，孫たちから届く手紙をいつも楽しみにしている。
My grandmother { letters / the / always / looks / to } that she gets from 
her grandchildren.

d 多くの人々が自分の国に関する基本的な事実を知らないということは，驚きで
ある。
It’s surprising { are / that / many / unaware / people } basic facts about 
their own home countries.

e 起きてすぐにコーヒーを飲まない限り，ジュディは気分が良くならない。
Judy { has / feel / a coffee / doesn’t / good / she } as soon as she gets up.
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fill up the root space available in the soil so as to drive the other plant out. By 
contrast, when a plant is a close family member, both plants grow shallower roots, 
allowing the related plant to use an equal amount of space.

Some signals from plants’ roots are friendly and encourage other living things 
to d cozy up to the roots and cooperate with the plant, so both will be healthier. To 
build such relationships in the plant world, the partners find each other with their 
chemical communications. On the other hand, when attacked, plants send out 
signals that are threatening and make the soil unsuitable, so the attackers are pushed 
away. Amazingly, sometimes when only one plant in a group is being attacked by a 
harmful insect, this plant is able to communicate what is happening to the other 
plants in the same group, and all the other plants then e put up their defenses against 
the insect.

Plants’ roots also read information from the soil. If they do not like what they 
read, they will produce chemicals to try to change it. If the soil is hard, they will 
send out chemicals to try to break it up. If there are not enough easily-accessible 
nutrients or minerals, they will try to break the soil up to release the nutrients they 
need, suck those nutrients up, then send out chemicals to glue the soil back together 
again or to repair it. These chemicals make the soil perfect for other living things 
that are helpful to the plants, or make it unsuitable for living things they consider 
dangerous.

The list of chemicals that plants produce is quite familiar when we examine it. 
It includes common drugs and supplements, sugars and carbohydrates, and 
proteins—substances we are already very familiar with, used by plants to 
communicate and build or avoid relationships. Caffeine in coffee plants is a very 
familiar example. The coffee plant fills the soil around it with caffeine, and the 
caffeine in the soil slowly kills or pushes away other non-coffee plants that try to 
grow in that area. But the coffee plant also helps friendly plants and insects. The 
flowers of the coffee plant have almost no caffeine in them, unlike the rest of the 
plant. This makes them attractive to bees, helping coffee plants to reproduce.

Plants have evolved to use chemicals in multiple ways. Scientists know, for 
example, that some of the chemicals that make the colors in flowers are also used 
for communication in other parts of the plant. Although research in this area has 
only just begun, we can expect that further facts about plant communication will 
emerge in the future.

（Hidden Valley Hibiscus, “Plant Communication” 一部改変）

―4―

Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ 1 つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a Helen lay awake at night wonder what her friend was trying to say.

b I overslept this morning and when I woke up, I had no idea where 
everybody were.

c I wish I could lend you my car, but I have already promise my friend I 
would take her to the shopping center.

d No one can predict what cars will look like in the next century, nor how 
necessarily they will be for our lives.

e Oliver’s room is clean now than it was before, but it is still the dirtiest I 
have ever seen.

f The reason why I chose to study history is that I have always been 
attracting to ancient civilizations.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

Some people talk to their trees or flowers, but we usually do not think our 
plants talk back to us. Plants do not communicate with humans in a complex way, 
but communication with each other is a a completely different story. In the last ten 
years, scientists have discovered that plants do communicate with each other, 
including their “friends” and “enemies.” They have a rich life of constant 
communication.

Plants communicate through their roots by discharging tiny amounts of special 
chemicals into the soil surrounding the plant’s roots: the root zone. These chemicals 
send signals to every other living thing in the soil nearby. In one way, plants are just 
like human beings with our giant vocabularies: they are capable of producing more 
than 100,000 different chemical signals to communicate. However, plant signals are 
also used to accomplish a huge variety of other purposes. Researchers are just 
beginning to learn about the different types of signals, how they work, and what 
they do. bWe are not even close to understanding them all, but some of what we do 
know is fascinating.

One thing that plants communicate to each other is who they are. Plants are 
able to recognize plants that are close family members, plants that are members of 
the same species but not close relatives, and plants that are total strangers. They 
then c react appropriately. They compete energetically when they sense that another 
plant is a stranger, growing longer roots that stretch out farther and farther, trying to 
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c react appropriately
1 respect the situation
2 follow the rules closely
3 respond in a suitable way
4 behave in an unexpected manner

d cozy up to
1 attack
2 gather next to
3 stay away from
4 make warmer

e put up their defenses against
1 take steps to protect themselves from
2 stop trying to engage with
3 raise their consciousness of
4 select plans to negotiate with

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a Which statement describes the way plants communicate?
1 They change the color of their leaves.
2 They produce a diverse range of smells.
3 They release chemicals into their root zone.
4 They make various movements and change their shapes.

b How do plants behave towards strangers?
1 They expand their roots to force strangers out from the nearby territory.
2 They seek protection under the soil until the strangers have moved from 

the area.
3 They undergo physical transformations so that they are not recognized 

by the strangers.
4 They usually live in friendly communities and do not react negatively 

to strangers.

c In addition to the main topic, what does the author refer to in the essay?
1 Information about how plants get nutrients.
2 Dangers that can arise when plants fail to understand each other.
3 Examples of plants that do not communicate with each other.
4 Experiments that scientists plan to do to expand our knowledge of this 

area.

―6―

問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Plants can send complex messages to people and receive complex messages 
from them.

12 Chemicals produced by plants can be seen as the equivalent of words in 
human communication.

13 Plants can reveal their identities and identify other plants.
14 Plants die immediately when their roots come into contact with those of a 

stranger.
15 Plants permit family members of the same species fair use of the space in 

the root zone.
16 Plants make use of insects to communicate with other plants in the same 

group when they are being attacked.
17 Plants give up growing in an area when they find out that the soil there is 

hard.
18 Plants can make the condition of the soil they live in better or worse for 

their “friends” or “enemies.”
19 We are yet to identify any of the chemicals produced by plants.
20 Coffee plants get caffeine from the soil.
21 Bees are attracted to the large amount of caffeine in the flowers of the 

coffee plant.
22 Scientists use some of the color chemicals in flowers to communicate with 

plants.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a a completely different story
1 a mystery that we are definitely unable to solve
2 a shocking alternative theory
3 a topic under intense discussion
4 a situation that contradicts what we generally assume

b We are not even close to understanding them all
1 We do not have enough knowledge about plant signals yet
2 We will never be able to finish studying plant signals
3 We are nearly ready to reach a conclusion about plant signals
4 We cannot see all of the plant signals from where we are

右
ペ
ー
ジ
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fill up the root space available in the soil so as to drive the other plant out. By 
contrast, when a plant is a close family member, both plants grow shallower roots, 
allowing the related plant to use an equal amount of space.

Some signals from plants’ roots are friendly and encourage other living things 
to d cozy up to the roots and cooperate with the plant, so both will be healthier. To 
build such relationships in the plant world, the partners find each other with their 
chemical communications. On the other hand, when attacked, plants send out 
signals that are threatening and make the soil unsuitable, so the attackers are pushed 
away. Amazingly, sometimes when only one plant in a group is being attacked by a 
harmful insect, this plant is able to communicate what is happening to the other 
plants in the same group, and all the other plants then e put up their defenses against 
the insect.

Plants’ roots also read information from the soil. If they do not like what they 
read, they will produce chemicals to try to change it. If the soil is hard, they will 
send out chemicals to try to break it up. If there are not enough easily-accessible 
nutrients or minerals, they will try to break the soil up to release the nutrients they 
need, suck those nutrients up, then send out chemicals to glue the soil back together 
again or to repair it. These chemicals make the soil perfect for other living things 
that are helpful to the plants, or make it unsuitable for living things they consider 
dangerous.

The list of chemicals that plants produce is quite familiar when we examine it. 
It includes common drugs and supplements, sugars and carbohydrates, and 
proteins—substances we are already very familiar with, used by plants to 
communicate and build or avoid relationships. Caffeine in coffee plants is a very 
familiar example. The coffee plant fills the soil around it with caffeine, and the 
caffeine in the soil slowly kills or pushes away other non-coffee plants that try to 
grow in that area. But the coffee plant also helps friendly plants and insects. The 
flowers of the coffee plant have almost no caffeine in them, unlike the rest of the 
plant. This makes them attractive to bees, helping coffee plants to reproduce.

Plants have evolved to use chemicals in multiple ways. Scientists know, for 
example, that some of the chemicals that make the colors in flowers are also used 
for communication in other parts of the plant. Although research in this area has 
only just begun, we can expect that further facts about plant communication will 
emerge in the future.

（Hidden Valley Hibiscus, “Plant Communication” 一部改変）

―4―

Ⅲ　次の英文（ａ～ｆ）の下線を施した箇所には，文法・語法上の誤りがそれぞれ 1 つあ
る。誤りの箇所を選び，書き換えた正しい語形１語を解答欄に記入せよ。 （18 点）

a Helen lay awake at night wonder what her friend was trying to say.

b I overslept this morning and when I woke up, I had no idea where 
everybody were.

c I wish I could lend you my car, but I have already promise my friend I 
would take her to the shopping center.

d No one can predict what cars will look like in the next century, nor how 
necessarily they will be for our lives.

e Oliver’s room is clean now than it was before, but it is still the dirtiest I 
have ever seen.

f The reason why I chose to study history is that I have always been 
attracting to ancient civilizations.

Ⅳ　次の英文を読んで，下の問（Ａ～Ｃ）に答えよ。 （36 点）

Some people talk to their trees or flowers, but we usually do not think our 
plants talk back to us. Plants do not communicate with humans in a complex way, 
but communication with each other is a a completely different story. In the last ten 
years, scientists have discovered that plants do communicate with each other, 
including their “friends” and “enemies.” They have a rich life of constant 
communication.

Plants communicate through their roots by discharging tiny amounts of special 
chemicals into the soil surrounding the plant’s roots: the root zone. These chemicals 
send signals to every other living thing in the soil nearby. In one way, plants are just 
like human beings with our giant vocabularies: they are capable of producing more 
than 100,000 different chemical signals to communicate. However, plant signals are 
also used to accomplish a huge variety of other purposes. Researchers are just 
beginning to learn about the different types of signals, how they work, and what 
they do. bWe are not even close to understanding them all, but some of what we do 
know is fascinating.

One thing that plants communicate to each other is who they are. Plants are 
able to recognize plants that are close family members, plants that are members of 
the same species but not close relatives, and plants that are total strangers. They 
then c react appropriately. They compete energetically when they sense that another 
plant is a stranger, growing longer roots that stretch out farther and farther, trying to 

左
ペ
ー
ジ
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c react appropriately
1 respect the situation
2 follow the rules closely
3 respond in a suitable way
4 behave in an unexpected manner

d cozy up to
1 attack
2 gather next to
3 stay away from
4 make warmer

e put up their defenses against
1 take steps to protect themselves from
2 stop trying to engage with
3 raise their consciousness of
4 select plans to negotiate with

問Ｃ　本文の内容をふまえ，次の問（ａ～ｃ）の応答として最も適切なものを，それぞれ
下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a Which statement describes the way plants communicate?
1 They change the color of their leaves.
2 They produce a diverse range of smells.
3 They release chemicals into their root zone.
4 They make various movements and change their shapes.

b How do plants behave towards strangers?
1 They expand their roots to force strangers out from the nearby territory.
2 They seek protection under the soil until the strangers have moved from 

the area.
3 They undergo physical transformations so that they are not recognized 

by the strangers.
4 They usually live in friendly communities and do not react negatively 

to strangers.

c In addition to the main topic, what does the author refer to in the essay?
1 Information about how plants get nutrients.
2 Dangers that can arise when plants fail to understand each other.
3 Examples of plants that do not communicate with each other.
4 Experiments that scientists plan to do to expand our knowledge of this 

area.

―6―

問Ａ　本文の内容に合致するものを，下の（11 ～ 22）から４つ選んで，その番号を記入
せよ。

11 Plants can send complex messages to people and receive complex messages 
from them.

12 Chemicals produced by plants can be seen as the equivalent of words in 
human communication.

13 Plants can reveal their identities and identify other plants.
14 Plants die immediately when their roots come into contact with those of a 

stranger.
15 Plants permit family members of the same species fair use of the space in 

the root zone.
16 Plants make use of insects to communicate with other plants in the same 

group when they are being attacked.
17 Plants give up growing in an area when they find out that the soil there is 

hard.
18 Plants can make the condition of the soil they live in better or worse for 

their “friends” or “enemies.”
19 We are yet to identify any of the chemicals produced by plants.
20 Coffee plants get caffeine from the soil.
21 Bees are attracted to the large amount of caffeine in the flowers of the 

coffee plant.
22 Scientists use some of the color chemicals in flowers to communicate with 

plants.

問Ｂ　本文の内容をふまえ，下線部（ａ～ｅ）の意味・内容を最もよく表しているものを，
それぞれ下の選択肢（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

a a completely different story
1 a mystery that we are definitely unable to solve
2 a shocking alternative theory
3 a topic under intense discussion
4 a situation that contradicts what we generally assume

b We are not even close to understanding them all
1 We do not have enough knowledge about plant signals yet
2 We will never be able to finish studying plant signals
3 We are nearly ready to reach a conclusion about plant signals
4 We cannot see all of the plant signals from where we are

右
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，摂関政治について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答

えよ。 （30点）

９世紀，藤原氏は天皇との結びつきを強めた。藤原冬嗣の子 ａ  は，承和の変

で藤原氏北家の力をつよめ，のちに清和天皇の外祖父として，臣下で最初の摂政に任ぜ

られた。さらに888年の阿
あ

衡
こう

の紛議により，藤原氏の勢力は強大になった。

宇多天皇が重用した学者 ｂ  は，醍醐天皇の時代，藤原氏の陰謀により追放さ

れた。醍醐天皇と村上天皇の時代は天皇親政が行われたが，村上天皇の死後，醍醐天皇

の子 ｃ  が左遷される事件がおきた。以後，藤原氏の子孫が次々と摂政・関白の

地位に就いた。摂関家内では，「氏
うじの

長
ちょう

者
じゃ

」の地位をめぐる争いがつづいたが，最終的 

に勝利した ｄ  は，４人の娘を后妃とし，朝廷で権勢をふるった。 ｄ  の子 

ｅ  も外
がい

伯
はく

父
ふ

として，３代の天皇の摂政・関白をつとめた。摂関期における朝廷

の政務や儀式の様子は，貴族の日記を読むことで知ることができる。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　天皇の信任を得た藤原冬嗣が，810年に就任した官職はどれか。

１　検非違使 ２　蔵
くろ

人
うどの

頭
とう

 ３　参議 ４　中納言

イ　この変の結果，配流されたのは誰か。

１　伴善男 ２　平忠常 ３　藤原純友 ４　橘逸
はや

勢
なり

ウ　この役職に関する説明として，正しいものはどれか。

１　後見役として，成人した天皇を補佐する。

２　天皇が幼少のときに，政務を代行する。

３　太政官の政務を統括する最高責任者である。

４　神祇および朝廷の祭祀をつかさどる。

エ　この事件の内容として，誤っているものはどれか。

１　宇多天皇が出した勅書では，藤原基経を「阿衡」に任ずるとしていた。

２　「阿衡」は名ばかりの名誉職であり，基経は天皇に抗議した。

３　天皇は勅書の非を認め，勅書を起草した橘諸兄を罰した。

４　天皇は勅書を撤回して，あらためて基経を関白に任じた。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

ク） ケ）

コ）

日本史Ｂ ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点
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オ　この天皇の時代に編
へん

纂
さん

された国史はどれか。

１　『日本三代実録』  ２　『続
しょく

日本紀』

３　『日本書紀』  ４　『日本後紀』

カ　この天皇の時代に行われたことはどれか。

１　東大寺の大仏造立 ２　遣唐使の派遣中止

３　弘仁格式の編纂  ４　『後撰和歌集』の編集

キ　これに関連して，藤原氏の氏寺はどれか。

１　西大寺 ２　広隆寺 ３　興福寺 ４　神護寺

ク　この３代の天皇に含まれないのは誰か。

１　後三条天皇 ２　後朱雀天皇 ３　後冷泉天皇 ４　後一条天皇

ケ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　天皇または太政官の命令を伝達する文書を，申
もうし

文
ぶみ

という。

Ｙ　国政の重要事項については，太政官を中心とする公卿会議（陣定）で審議された。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

コ　日記と執筆者の組合せとして，正しいものはどれか。

１　『御堂関白記』－ 藤原実
さね

資
すけ

 ２　『御堂関白記』－ 藤原宗忠

３　『小右記』－ 藤原実資 ４　『小右記』－ 藤原宗忠

左
ペ
ー
ジ
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Ⅱ　次の文は，中世における民衆の台頭について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

鎌倉時代の後半以降，畿内とその周辺地域を中心に，農村では自治的組織である 

ａ  が形成されていった。村では自治の決まりである ｂ  を定め，村の責

任で年貢の徴収を請け負うこともあった。こうした農民勢力は一揆を結び，団結して領

主に要求を訴えるようになった。

1428年，室町幕府４代将軍 ｃ  が死去すると，民衆は徳政を求めて蜂起し，京

都の土倉や酒屋を襲って，借金の帳消しを求めた（ ｄ  の徳政一揆）。この背景

には，為政者の代替わりに「徳政」を期待する観念があった。1441年，７代将軍の代始

めには，一揆が京都を占拠し，徳政令が発布された（ ｅ  の徳政一揆）。15世紀

後半以降，各地で一揆が頻発し，下剋上の機運が高まり戦国時代へ突入していく。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これを取り決める村民の会議を何というか。
１　座 ２　寄合 ３　講 ４　宮座

イ　この制度を何というか。
１　地

じ

下
げ

請 ２　地頭請 ３　地
じ

方
かた

知行制 ４　下地中分

ウ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　不正荘官の罷免や年貢の減免を求めた。
２　集団の威力を背景として強圧的に訴える愁

しゅう

訴
そ

がおこなわれた。
３　要求が受け入れられない場合，逃散で対抗することもあった。
４　一味神水（一味同心）で団結を固めることもあった。

エ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　山城の国一揆では，南山城の国人らが，自治的支配を打ち立てた。
２　加賀の一向一揆は長期にわたる自治を行い，「百姓の持

もち

たる国」と呼ばれた。
３　京都では法華一揆が自治を行い，一向一揆や比叡山と協力関係を結んだ。
４　一向一揆は北陸地方だけではなく，近畿・東海地方でも盛んになった。

オ　これに関連して，国人から成長した戦国大名は誰か。
１　大友義

よし

鎮
しげ

 ２　毛利元就 ３　今川義元 ４　上杉謙信

ア） イ）

ウ）

エ） オ）
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Ⅲ　次の文は，江戸時代初期の外交について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

江戸幕府は，長崎・対馬藩・薩摩藩・ ａ  藩の４つの窓口を通じて異国との交

流をおこなったが，当時，日本と正式な国交があった国は，朝鮮と琉球王国のみであっ

た。1609年，対馬藩の藩主 ｂ  氏は，朝鮮とのあいだに ｃ  約条を結び，

貿易の条件を定めた。釡山には，日本人が居留する ｄ  が設置された。朝鮮から

は計12回の使節が来日した。１回目から３回目までは，日本が先に出した国書に対する

朝鮮国王の回答と，豊臣政権による朝鮮侵略で日本に連行された捕虜の返還を目的とし

たので， ｅ  と呼ばれた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この国を何というか。
１　通信国 ２　修好国 ３　朝貢国 ４　通交国

イ　この国に関する記述として，正しいものはどれか。
１　島津家久の軍に侵攻され，国王の尚寧は降伏した。
２　征服されたあと，中国との朝貢貿易は廃止された。
３　この国の使節は，日本風の服装・髪型を強いられた。
４　この国は，新国王の就任時に，幕府に対して冊封使を派遣した。

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。
Ｘ　藩内の主従関係を結ぶうえで，朝鮮貿易の利潤を家臣に分与した。
Ｙ　耕地に乏しい対馬では，場所請負制がおこなわれた。
１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　この期間の朝鮮との外交に関する記述として，正しいものはどれか。
１　朝鮮からの使節は，日光東照宮を参拝した。
２　京都五山の禅僧が，外交文書を管理した。
３　対馬藩の家臣が，偽の国書を作成した。
４　朝鮮人捕虜の返還は実現しなかった。

オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　秀吉は朝鮮に入貢と明への出兵の先導を求めたが，拒否された。
２　日本では文禄・慶長の役，朝鮮では壬

じん

辰
しん

・丁
てい

酉
ゆう

倭乱と呼ぶ。
３　膨大な戦費と兵力を費やし，豊臣政権を衰退させる一因となった。
４　秀吉は筑前の名護屋に本陣を設置した。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，摂関政治について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答

えよ。 （30点）

９世紀，藤原氏は天皇との結びつきを強めた。藤原冬嗣の子 ａ  は，承和の変

で藤原氏北家の力をつよめ，のちに清和天皇の外祖父として，臣下で最初の摂政に任ぜ

られた。さらに888年の阿
あ

衡
こう

の紛議により，藤原氏の勢力は強大になった。

宇多天皇が重用した学者 ｂ  は，醍醐天皇の時代，藤原氏の陰謀により追放さ

れた。醍醐天皇と村上天皇の時代は天皇親政が行われたが，村上天皇の死後，醍醐天皇

の子 ｃ  が左遷される事件がおきた。以後，藤原氏の子孫が次々と摂政・関白の

地位に就いた。摂関家内では，「氏
うじの

長
ちょう

者
じゃ

」の地位をめぐる争いがつづいたが，最終的 

に勝利した ｄ  は，４人の娘を后妃とし，朝廷で権勢をふるった。 ｄ  の子 

ｅ  も外
がい

伯
はく

父
ふ

として，３代の天皇の摂政・関白をつとめた。摂関期における朝廷

の政務や儀式の様子は，貴族の日記を読むことで知ることができる。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　天皇の信任を得た藤原冬嗣が，810年に就任した官職はどれか。

１　検非違使 ２　蔵
くろ

人
うどの

頭
とう

 ３　参議 ４　中納言

イ　この変の結果，配流されたのは誰か。

１　伴善男 ２　平忠常 ３　藤原純友 ４　橘逸
はや

勢
なり

ウ　この役職に関する説明として，正しいものはどれか。

１　後見役として，成人した天皇を補佐する。

２　天皇が幼少のときに，政務を代行する。

３　太政官の政務を統括する最高責任者である。

４　神祇および朝廷の祭祀をつかさどる。

エ　この事件の内容として，誤っているものはどれか。

１　宇多天皇が出した勅書では，藤原基経を「阿衡」に任ずるとしていた。

２　「阿衡」は名ばかりの名誉職であり，基経は天皇に抗議した。

３　天皇は勅書の非を認め，勅書を起草した橘諸兄を罰した。

４　天皇は勅書を撤回して，あらためて基経を関白に任じた。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

ク） ケ）

コ）

日本史Ｂ ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点
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オ　この天皇の時代に編
へん

纂
さん

された国史はどれか。

１　『日本三代実録』  ２　『続
しょく

日本紀』

３　『日本書紀』  ４　『日本後紀』

カ　この天皇の時代に行われたことはどれか。

１　東大寺の大仏造立 ２　遣唐使の派遣中止

３　弘仁格式の編纂  ４　『後撰和歌集』の編集

キ　これに関連して，藤原氏の氏寺はどれか。

１　西大寺 ２　広隆寺 ３　興福寺 ４　神護寺

ク　この３代の天皇に含まれないのは誰か。

１　後三条天皇 ２　後朱雀天皇 ３　後冷泉天皇 ４　後一条天皇

ケ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　天皇または太政官の命令を伝達する文書を，申
もうし

文
ぶみ

という。

Ｙ　国政の重要事項については，太政官を中心とする公卿会議（陣定）で審議された。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

コ　日記と執筆者の組合せとして，正しいものはどれか。

１　『御堂関白記』－ 藤原実
さね

資
すけ

 ２　『御堂関白記』－ 藤原宗忠

３　『小右記』－ 藤原実資 ４　『小右記』－ 藤原宗忠

左
ペ
ー
ジ
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Ⅱ　次の文は，中世における民衆の台頭について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

鎌倉時代の後半以降，畿内とその周辺地域を中心に，農村では自治的組織である 

ａ  が形成されていった。村では自治の決まりである ｂ  を定め，村の責

任で年貢の徴収を請け負うこともあった。こうした農民勢力は一揆を結び，団結して領

主に要求を訴えるようになった。

1428年，室町幕府４代将軍 ｃ  が死去すると，民衆は徳政を求めて蜂起し，京

都の土倉や酒屋を襲って，借金の帳消しを求めた（ ｄ  の徳政一揆）。この背景

には，為政者の代替わりに「徳政」を期待する観念があった。1441年，７代将軍の代始

めには，一揆が京都を占拠し，徳政令が発布された（ ｅ  の徳政一揆）。15世紀

後半以降，各地で一揆が頻発し，下剋上の機運が高まり戦国時代へ突入していく。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これを取り決める村民の会議を何というか。
１　座 ２　寄合 ３　講 ４　宮座

イ　この制度を何というか。
１　地

じ

下
げ

請 ２　地頭請 ３　地
じ

方
かた

知行制 ４　下地中分

ウ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　不正荘官の罷免や年貢の減免を求めた。
２　集団の威力を背景として強圧的に訴える愁

しゅう

訴
そ

がおこなわれた。
３　要求が受け入れられない場合，逃散で対抗することもあった。
４　一味神水（一味同心）で団結を固めることもあった。

エ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　山城の国一揆では，南山城の国人らが，自治的支配を打ち立てた。
２　加賀の一向一揆は長期にわたる自治を行い，「百姓の持

もち

たる国」と呼ばれた。
３　京都では法華一揆が自治を行い，一向一揆や比叡山と協力関係を結んだ。
４　一向一揆は北陸地方だけではなく，近畿・東海地方でも盛んになった。

オ　これに関連して，国人から成長した戦国大名は誰か。
１　大友義

よし

鎮
しげ

 ２　毛利元就 ３　今川義元 ４　上杉謙信

ア） イ）

ウ）

エ） オ）
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Ⅲ　次の文は，江戸時代初期の外交について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

江戸幕府は，長崎・対馬藩・薩摩藩・ ａ  藩の４つの窓口を通じて異国との交

流をおこなったが，当時，日本と正式な国交があった国は，朝鮮と琉球王国のみであっ

た。1609年，対馬藩の藩主 ｂ  氏は，朝鮮とのあいだに ｃ  約条を結び，

貿易の条件を定めた。釡山には，日本人が居留する ｄ  が設置された。朝鮮から

は計12回の使節が来日した。１回目から３回目までは，日本が先に出した国書に対する

朝鮮国王の回答と，豊臣政権による朝鮮侵略で日本に連行された捕虜の返還を目的とし

たので， ｅ  と呼ばれた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この国を何というか。
１　通信国 ２　修好国 ３　朝貢国 ４　通交国

イ　この国に関する記述として，正しいものはどれか。
１　島津家久の軍に侵攻され，国王の尚寧は降伏した。
２　征服されたあと，中国との朝貢貿易は廃止された。
３　この国の使節は，日本風の服装・髪型を強いられた。
４　この国は，新国王の就任時に，幕府に対して冊封使を派遣した。

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。
Ｘ　藩内の主従関係を結ぶうえで，朝鮮貿易の利潤を家臣に分与した。
Ｙ　耕地に乏しい対馬では，場所請負制がおこなわれた。
１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　この期間の朝鮮との外交に関する記述として，正しいものはどれか。
１　朝鮮からの使節は，日光東照宮を参拝した。
２　京都五山の禅僧が，外交文書を管理した。
３　対馬藩の家臣が，偽の国書を作成した。
４　朝鮮人捕虜の返還は実現しなかった。

オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　秀吉は朝鮮に入貢と明への出兵の先導を求めたが，拒否された。
２　日本では文禄・慶長の役，朝鮮では壬

じん

辰
しん

・丁
てい

酉
ゆう

倭乱と呼ぶ。
３　膨大な戦費と兵力を費やし，豊臣政権を衰退させる一因となった。
４　秀吉は筑前の名護屋に本陣を設置した。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，自由民権運動について述べたものである。これを読んで，以下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

1873年，征韓論が否決されると，征韓派が下野した。翌年，板垣退助らは，東京で 

ａ  党を結成し，左院に民撰議院設立の建白書を提出した。その後，板垣は土 

佐に帰り，片岡健吉らと ｂ  社を結成した。政治活動に対する規制や1877年の 

ｃ  戦争などの影響を受け，自由民権運動は一時停滞したが，1878年に制定され

た地方三新法により，ある程度の民意が組み入れられる地方制度が整備された。

1880年，全国的な結社として，河野広中らを代表とする ｄ  が結成された。立

憲体制の樹立を目指し，民権派の多くは私擬憲法を起草した。一方，政府も憲法草案を

作成した。

1881年，開拓使官有物払下げ事件が起き，民権派の政府攻撃が激しくなった。政府は

民権派に同調したとして有力者を罷免するとともに，欽定憲法制定の方針を決定し，

1890年の国会開設を公約した（いわゆる ｅ  の政変）。これを契機に，国会開設

を見据えて，新たな政党が誕生した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　このうち佐賀の乱をおこしたのは誰か。

１　江藤新平 ２　後藤象二郎 ３　副島種臣 ４　加藤弘之

イ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　この建白書は，政府官僚の専断の弊害を批判している。

Ｙ　時期尚早として，政府はこの建白書を無視した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ウ　これに関する法令①～③を，古いものから順に正しく配列したものはどれか。

①　集会条例　　　　②　讒
ざん

謗
ぼう

律　　　　③　保安条例

１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

エ　これに当てはまらないものはどれか。

１　府県会規則 ２　地租改正条例 ３　郡区町村編制法 ４　地方税規則

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ） カ） キ）

ク）

ケ）

コ）

―7―

オ　自由民権運動の指導者で，『民権自由論』を著したのは誰か。

１　楠瀬喜多 ２　中江兆民 ３　植木枝盛 ４　景山英子

カ　革命権を掲げた私擬憲法はどれか。

１　日本帝国憲法  ２　嚶
おう

鳴
めい

社（憲法）案

３　国憲意見  ４　東洋大日本国国憲按（日本国国憲按）

キ　政府の憲法草案を起草した機関はどれか。

１　大審院 ２　内務省 ３　枢密院 ４　元老院

ク　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　開拓使は，北海道の開発のために設置された機関である。

Ｙ　当時の開拓使長官は，旧薩摩藩出身の五代友厚である。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ケ　このとき罷免されたのは誰か。

１　松方正義 ２　伊藤博文 ３　木戸孝允 ４　大隈重信

コ　この時期の政党に関する記述として，正しいものはどれか。

１　自由党は，イギリス流の議院内閣制を主張した。

２　立憲改進党は，フランス流の急進的な自由主義を主張した。

３　福地源一郎らが結成した立憲帝政党は，主権在君を掲げた。

４　自由党の主な支持基盤は，都市の知識層であった。

左
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，鎌倉幕府の滅亡と南北朝の動乱に至る過程について述べたものである。これ

を読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1331年，後醍醐天皇は討幕を計画したが失敗し，翌年，配流された。しかし，後醍醐

天皇の子 ａ  親王が反幕勢力を結集し，楠木正成も挙兵した。やがて配流地から

脱出した後醍醐天皇の呼びかけに応じる者が増えた。とくに有力御家人の足利高氏（尊

氏）が幕府に背いたことが，全国の武士たちに大きな影響を与えた。1333年，関東では，

源氏一門の ｂ  が鎌倉に攻め込み，鎌倉幕府は滅亡した。

京都に帰還した後醍醐天皇は，建武の新政を行った。この新政に対する不満を強めた

武士たちは，各地で反乱をおこした。1335年，鎌倉幕府の再興を目指した反乱がおきた。

建武政権への不満を高めつつあった尊氏は，この反乱を鎮めたのち，建武政権に反旗を

翻した。

1336年，尊氏は天皇を擁立し（北朝），当面の政治方針を明らかにした ｃ  を

発表した。これに対し，後醍醐天皇は京都を脱出して朝廷（南朝）を開いた。後醍醐天

皇の死後，南朝は北畠親
ちか

房
ふさ

らが中心となり，北朝に対抗した。北朝では，尊氏が弟の 

ｄ  と政務を分担し，二頭政治を推進した。しかし， ｄ  と尊氏の執事 

ｅ  との対立が決定的となり，全国的な争乱へと発展した。惣領制の解体を背景

として，この動乱は長期化した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　後醍醐天皇が配流された場所はどこか。

１　隠岐 ２　伊豆 ３　土佐 ４　佐渡

イ　この人物に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　元弘の変で，六波羅探題を攻め落とした。

２　後醍醐天皇の配流後，河内の千早城で挙兵した。

３　建武政権に貢献し，河内などの守護となった。

４　湊川の戦いで足利尊氏軍に敗れ，死亡した。

ウ　これに関して，最後の得宗は誰か。

１　北条貞時 ２　北条時行 ３　北条時宗 ４　北条高時

ア）

イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）

コ）

―3―

エ　この新政の内容として，正しいものはどれか。

１　大化改新を理想とした。

２　全国的な検地を実施した。

３　土地所有権の認定は，綸
りん

旨
じ

によるものとされた。

４　鎌倉幕府の引付を受け継いだ記録所を設置した。

オ　武士の不満を増大させた要因として，当てはまらないものはどれか。

１　武家社会の慣習や前例を無視する政策が行われた。

２　討幕の恩賞が不公平であった。

３　御
み

内
うち

人
びと

を優遇する政策が行われた。

４　大内裏の造営計画により，大きな負担が課された。

カ　この反乱を何というか。

１　正中の変 ２　中先代の乱 ３　観応の擾乱 ４　承久の乱

キ　この天皇は誰か。

１　光明天皇 ２　光
こう

厳
ごん

天皇 ３　後村上天皇 ４　花園天皇

ク　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　後醍醐天皇は，持明院統の正当性を主張した。

２　後醍醐天皇は，拠点を吉野に移した。

３　『神皇正統記』は，南朝の正統性を主張した書物である。

４　足利義満の時代に，南北朝は合体した。

ケ　この人物が著した伊勢神道の書物はどれか。

１　『増鏡』 ２　『元元集』 ３　『梅松論』 ４　『職原抄』

コ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　嫡子による単独相続から，庶子が分けあう分割相続が一般的になった。

Ｙ　武士集団において，地縁的結合より血縁的結合が重んじられるようになった。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

日本史Ｂ ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点

右
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，自由民権運動について述べたものである。これを読んで，以下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

1873年，征韓論が否決されると，征韓派が下野した。翌年，板垣退助らは，東京で 

ａ  党を結成し，左院に民撰議院設立の建白書を提出した。その後，板垣は土 

佐に帰り，片岡健吉らと ｂ  社を結成した。政治活動に対する規制や1877年の 

ｃ  戦争などの影響を受け，自由民権運動は一時停滞したが，1878年に制定され

た地方三新法により，ある程度の民意が組み入れられる地方制度が整備された。

1880年，全国的な結社として，河野広中らを代表とする ｄ  が結成された。立

憲体制の樹立を目指し，民権派の多くは私擬憲法を起草した。一方，政府も憲法草案を

作成した。

1881年，開拓使官有物払下げ事件が起き，民権派の政府攻撃が激しくなった。政府は

民権派に同調したとして有力者を罷免するとともに，欽定憲法制定の方針を決定し，

1890年の国会開設を公約した（いわゆる ｅ  の政変）。これを契機に，国会開設

を見据えて，新たな政党が誕生した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　このうち佐賀の乱をおこしたのは誰か。

１　江藤新平 ２　後藤象二郎 ３　副島種臣 ４　加藤弘之

イ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　この建白書は，政府官僚の専断の弊害を批判している。

Ｙ　時期尚早として，政府はこの建白書を無視した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ウ　これに関する法令①～③を，古いものから順に正しく配列したものはどれか。

①　集会条例　　　　②　讒
ざん

謗
ぼう

律　　　　③　保安条例

１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

エ　これに当てはまらないものはどれか。

１　府県会規則 ２　地租改正条例 ３　郡区町村編制法 ４　地方税規則

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ） カ） キ）

ク）

ケ）

コ）
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オ　自由民権運動の指導者で，『民権自由論』を著したのは誰か。

１　楠瀬喜多 ２　中江兆民 ３　植木枝盛 ４　景山英子

カ　革命権を掲げた私擬憲法はどれか。

１　日本帝国憲法  ２　嚶
おう

鳴
めい

社（憲法）案

３　国憲意見  ４　東洋大日本国国憲按（日本国国憲按）

キ　政府の憲法草案を起草した機関はどれか。

１　大審院 ２　内務省 ３　枢密院 ４　元老院

ク　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　開拓使は，北海道の開発のために設置された機関である。

Ｙ　当時の開拓使長官は，旧薩摩藩出身の五代友厚である。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ケ　このとき罷免されたのは誰か。

１　松方正義 ２　伊藤博文 ３　木戸孝允 ４　大隈重信

コ　この時期の政党に関する記述として，正しいものはどれか。

１　自由党は，イギリス流の議院内閣制を主張した。

２　立憲改進党は，フランス流の急進的な自由主義を主張した。

３　福地源一郎らが結成した立憲帝政党は，主権在君を掲げた。

４　自由党の主な支持基盤は，都市の知識層であった。

左
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，鎌倉幕府の滅亡と南北朝の動乱に至る過程について述べたものである。これ

を読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1331年，後醍醐天皇は討幕を計画したが失敗し，翌年，配流された。しかし，後醍醐

天皇の子 ａ  親王が反幕勢力を結集し，楠木正成も挙兵した。やがて配流地から

脱出した後醍醐天皇の呼びかけに応じる者が増えた。とくに有力御家人の足利高氏（尊

氏）が幕府に背いたことが，全国の武士たちに大きな影響を与えた。1333年，関東では，

源氏一門の ｂ  が鎌倉に攻め込み，鎌倉幕府は滅亡した。

京都に帰還した後醍醐天皇は，建武の新政を行った。この新政に対する不満を強めた

武士たちは，各地で反乱をおこした。1335年，鎌倉幕府の再興を目指した反乱がおきた。

建武政権への不満を高めつつあった尊氏は，この反乱を鎮めたのち，建武政権に反旗を

翻した。

1336年，尊氏は天皇を擁立し（北朝），当面の政治方針を明らかにした ｃ  を

発表した。これに対し，後醍醐天皇は京都を脱出して朝廷（南朝）を開いた。後醍醐天

皇の死後，南朝は北畠親
ちか

房
ふさ

らが中心となり，北朝に対抗した。北朝では，尊氏が弟の 

ｄ  と政務を分担し，二頭政治を推進した。しかし， ｄ  と尊氏の執事 

ｅ  との対立が決定的となり，全国的な争乱へと発展した。惣領制の解体を背景

として，この動乱は長期化した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　後醍醐天皇が配流された場所はどこか。

１　隠岐 ２　伊豆 ３　土佐 ４　佐渡

イ　この人物に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　元弘の変で，六波羅探題を攻め落とした。

２　後醍醐天皇の配流後，河内の千早城で挙兵した。

３　建武政権に貢献し，河内などの守護となった。

４　湊川の戦いで足利尊氏軍に敗れ，死亡した。

ウ　これに関して，最後の得宗は誰か。

１　北条貞時 ２　北条時行 ３　北条時宗 ４　北条高時

ア）

イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）

コ）
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エ　この新政の内容として，正しいものはどれか。

１　大化改新を理想とした。

２　全国的な検地を実施した。

３　土地所有権の認定は，綸
りん

旨
じ

によるものとされた。

４　鎌倉幕府の引付を受け継いだ記録所を設置した。

オ　武士の不満を増大させた要因として，当てはまらないものはどれか。

１　武家社会の慣習や前例を無視する政策が行われた。

２　討幕の恩賞が不公平であった。

３　御
み

内
うち

人
びと

を優遇する政策が行われた。

４　大内裏の造営計画により，大きな負担が課された。

カ　この反乱を何というか。

１　正中の変 ２　中先代の乱 ３　観応の擾乱 ４　承久の乱

キ　この天皇は誰か。

１　光明天皇 ２　光
こう

厳
ごん

天皇 ３　後村上天皇 ４　花園天皇

ク　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　後醍醐天皇は，持明院統の正当性を主張した。

２　後醍醐天皇は，拠点を吉野に移した。

３　『神皇正統記』は，南朝の正統性を主張した書物である。

４　足利義満の時代に，南北朝は合体した。

ケ　この人物が著した伊勢神道の書物はどれか。

１　『増鏡』 ２　『元元集』 ３　『梅松論』 ４　『職原抄』

コ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　嫡子による単独相続から，庶子が分けあう分割相続が一般的になった。

Ｙ　武士集団において，地縁的結合より血縁的結合が重んじられるようになった。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

日本史Ｂ ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点

右
ペ
ー
ジ
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Ⅱ　次の文は，徳川家康の生涯について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

徳川家康は三河岡崎城主の子として生まれたが，幼少期には，今川氏に人質に出され

た。1560年の ａ  の戦いで，今川義元が討ち死にしたのを機に独立し，織田信長

と同盟を結んだ。家康は三河の一向一揆を鎮圧しつつ，三河国を統一し，遠江まで勢力

を拡大した。その後，南下する武田氏との戦いを繰り広げることとなる。家康は劣勢 

であったが，武田信玄の死を機に情勢が変わった。1575年，信長・家康の連合軍が，

ｂ  の戦いで武田軍に大勝した。

信長の死後，羽柴秀吉が信長の後継者としての地位を確立した。1584年，家康は信長

の子を助けて秀吉と争ったが，和睦した。家康は秀吉に臣従したのち，小田原攻めで秀

吉に降伏した大名の領地に移封され，江戸を本拠地として領国経営につとめた。

秀吉の死後，豊臣政権の政務を分掌する ｃ  の一人である石田三成と，五大老

の一人である家康が対立した。1600年９月，三成を中心とする西軍と家康を中心とする

東軍が美濃の ｄ  で争い，東軍が勝利した。敵軍の大名の処分や豊臣政権の蔵入

地を自軍の諸大名に分配するなどして最大勢力となった家康は，1603年に征夷大将軍に

就任し，幕府を開いた。２年後には，その地位を子の ｅ  に譲ることで，将軍職

の世襲を示した。1615年，大坂の役で豊臣氏を滅ぼし，全国の支配者であることを示し

たが，翌年死去した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この地域が含まれる現在の県はどれか。

１　静岡県 ２　山梨県 ３　愛知県 ４　神奈川県

イ　「一向宗」とは，どの宗派の別称か。

１　浄土宗 ２　時宗 ３　日蓮宗 ４　浄土真宗

ウ　1572年に家康が武田信玄に大敗した戦いはどれか。

１　姉川の戦い  ２　三方ヶ原の戦い

３　小牧・長久手の戦い ４　山崎の戦い

ア）

イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ） ク）

ケ）

コ）
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エ　この人物に関する記述として，正しいものはどれか。

１　信長の重臣であった柴田勝家を破り，その後，明智光秀を討った。

２　朝廷から摂政に任ぜられ，豊臣の姓を与えられた。

３　島津義久を降伏させ，九州を平定した。

４　安土城に後陽成天皇を迎え，歓待した。

オ　この戦いで，家康が助けた信長の子は誰か。

１　織田信雄 ２　織田信秀 ３　織田信忠 ４　織田長益

カ　この大名家はどれか。

１　朝倉氏 ２　北条氏 ３　三好氏 ４　六角氏

キ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　戦いに敗れた小西行長は，処刑された。

２　幼少期から秀吉に仕えてきた福島正則は，領地を没収された。

３　西軍についた多くの大名が，改易された。

４　五大老の一人である上杉景勝は，領地を減らされた。

ク　これに関連して，直轄地である博多の豪商は誰か。

１　小西隆左 ２　千利休 ３　今井宗久 ４　島井宗室

ケ　家康が将軍在位中に行った政策として，当てはまらないものはどれか。

１　海賊取締令を出し，倭寇などの海賊行為を禁止した。

２　国絵図・郷帳の作成を諸大名に命じた。

３　カンボジアなどに，修好を求める外交文書を送った。

４　江戸城と市街地造成の普請を諸大名に命じた。

コ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　秀吉が建立した本願寺の鐘銘が，戦いの口実になった。

Ｙ　秀吉の地位を継承した豊臣秀次は，冬の陣で自害した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

左
ペ
ー
ジ

―6―

Ⅲ　次の文は，第一次世界大戦に関連する各国の動向について述べたものである。これを読

んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

ヨーロッパでは，三国協商と三国同盟の対立が深まり，1914年に第一次世界大戦が勃

発した。日本は外務大臣 ａ  の主導で， ｂ  同盟を根拠に，連合国陣営と

して参戦した。日本軍は中国や南洋諸島のドイツ権益を接収・占領した。1915年，日本

は中国の ｃ  政権に対して，二十一カ条の要求を突きつけ，ほとんどを認めさせ

た。さらに，後継の ｄ  政権に巨額の借款を供与し，中国における日本の権益拡

大をはかった。1917年，日本は特派大使として ｅ  をアメリカに派遣し，中国に

関する協定を結んだ。1918年，ソヴィエト政権への警戒心を抱いた列国が，シベリアに

共同で派兵し，日本も出兵した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これの基礎になった同盟・協商について，成立順に正しく配列したものはどれか。
①　英露協商　　　　②　露仏同盟　　　　③　英仏協商
１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

イ　ドイツが中国から租借していた場所はどこか。
１　大連 ２　青島 ３　寧波 ４　温州

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。
Ｘ　この要求をおこなったときの首相は，寺内正毅である。
Ｙ　日本人の軍事顧問を派遣する項目は，撤回された。
１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　この協定に関する説明として，誤っているものはどれか。
１　中国の領土保全・門戸開放の原則を確認したものである。
２　アメリカは，中国における日本の特殊権益を認めた。
３　アメリカ側の担当者は，ランシング国務長官であった。
４　協定の内容は，日本が国際連盟を脱退するまで効力を有した。

オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　シベリアのチェコスロバキア軍を救出するという名目で派兵した。
２　派兵した国は，日本，アメリカ，イギリス，フランスなどである。
３　尼港に駐留する日本軍と日本人居留民が，抗日パルチザンに殺害される事件がお
こった。
４　第一次世界大戦の終結を機に，日本軍は列国とともに速やかに撤兵した。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）
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Ⅳ　次の文は，日本国憲法の制定について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （20点）

1945年10月，GHQの最高司令官 ａ  元帥は，内閣総理大臣に対して，五大改

革指令を指示するとともに，憲法改正を求めた。内閣は， ｂ  を委員長とする憲

法問題調査委員会を設置して，新憲法の草案を作成したが，GHQに拒絶された。同時

期に，民間でも憲法草案が作成されており，高野岩三郎らによる憲法研究会は， 

「 ｃ  」を発表した。最終的に，GHQによる英文の草案をもとに，政府が作成し

た原案が，議会で修正可決された。このときの内閣総理大臣は，吉田茂であった。

日本国憲法は， ｄ  ，平和主義，基本的人権の尊重の３原則を示した点に特色

がある。第１条で，天皇の地位は，帝国憲法下の立憲君主から国民統合の ｅ  に

改められた。新憲法の成立を受けて，広範囲にわたる法律改正がなされた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これは誰か。

１　鈴木貫太郎 ２　平沼騏一郎 ３　幣原喜重郎 ４　小磯国昭

イ　この内容に含まれないものはどれか。

１　国家と神道の分離 ２　女性参政権の付与

３　秘密警察の廃止  ４　経済機構の民主化

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　新憲法の原案は，衆議院と参議院で審議された。

Ｙ　芦田均の発案により，戦力不保持の条項に修正がくわえられた。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　当時，この人物が所属していた政党はどれか。

１　日本社会党 ２　日本自由党 ３　国民協同党 ４　日本進歩党

オ　改正された内容として，当てはまらないものはどれか。

１　財産の均分相続  ２　地方首長の公選制

３　国家地方警察の廃止 ４　大逆罪の廃止

ア） イ）

ウ） エ）

オ）

右
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Ⅱ　次の文は，徳川家康の生涯について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

徳川家康は三河岡崎城主の子として生まれたが，幼少期には，今川氏に人質に出され

た。1560年の ａ  の戦いで，今川義元が討ち死にしたのを機に独立し，織田信長

と同盟を結んだ。家康は三河の一向一揆を鎮圧しつつ，三河国を統一し，遠江まで勢力

を拡大した。その後，南下する武田氏との戦いを繰り広げることとなる。家康は劣勢 

であったが，武田信玄の死を機に情勢が変わった。1575年，信長・家康の連合軍が，

ｂ  の戦いで武田軍に大勝した。

信長の死後，羽柴秀吉が信長の後継者としての地位を確立した。1584年，家康は信長

の子を助けて秀吉と争ったが，和睦した。家康は秀吉に臣従したのち，小田原攻めで秀

吉に降伏した大名の領地に移封され，江戸を本拠地として領国経営につとめた。

秀吉の死後，豊臣政権の政務を分掌する ｃ  の一人である石田三成と，五大老

の一人である家康が対立した。1600年９月，三成を中心とする西軍と家康を中心とする

東軍が美濃の ｄ  で争い，東軍が勝利した。敵軍の大名の処分や豊臣政権の蔵入

地を自軍の諸大名に分配するなどして最大勢力となった家康は，1603年に征夷大将軍に

就任し，幕府を開いた。２年後には，その地位を子の ｅ  に譲ることで，将軍職

の世襲を示した。1615年，大坂の役で豊臣氏を滅ぼし，全国の支配者であることを示し

たが，翌年死去した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この地域が含まれる現在の県はどれか。

１　静岡県 ２　山梨県 ３　愛知県 ４　神奈川県

イ　「一向宗」とは，どの宗派の別称か。

１　浄土宗 ２　時宗 ３　日蓮宗 ４　浄土真宗

ウ　1572年に家康が武田信玄に大敗した戦いはどれか。

１　姉川の戦い  ２　三方ヶ原の戦い

３　小牧・長久手の戦い ４　山崎の戦い

ア）

イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ） ク）

ケ）

コ）
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エ　この人物に関する記述として，正しいものはどれか。

１　信長の重臣であった柴田勝家を破り，その後，明智光秀を討った。

２　朝廷から摂政に任ぜられ，豊臣の姓を与えられた。

３　島津義久を降伏させ，九州を平定した。

４　安土城に後陽成天皇を迎え，歓待した。

オ　この戦いで，家康が助けた信長の子は誰か。

１　織田信雄 ２　織田信秀 ３　織田信忠 ４　織田長益

カ　この大名家はどれか。

１　朝倉氏 ２　北条氏 ３　三好氏 ４　六角氏

キ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　戦いに敗れた小西行長は，処刑された。

２　幼少期から秀吉に仕えてきた福島正則は，領地を没収された。

３　西軍についた多くの大名が，改易された。

４　五大老の一人である上杉景勝は，領地を減らされた。

ク　これに関連して，直轄地である博多の豪商は誰か。

１　小西隆左 ２　千利休 ３　今井宗久 ４　島井宗室

ケ　家康が将軍在位中に行った政策として，当てはまらないものはどれか。

１　海賊取締令を出し，倭寇などの海賊行為を禁止した。

２　国絵図・郷帳の作成を諸大名に命じた。

３　カンボジアなどに，修好を求める外交文書を送った。

４　江戸城と市街地造成の普請を諸大名に命じた。

コ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　秀吉が建立した本願寺の鐘銘が，戦いの口実になった。

Ｙ　秀吉の地位を継承した豊臣秀次は，冬の陣で自害した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

左
ペ
ー
ジ
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Ⅲ　次の文は，第一次世界大戦に関連する各国の動向について述べたものである。これを読

んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

ヨーロッパでは，三国協商と三国同盟の対立が深まり，1914年に第一次世界大戦が勃

発した。日本は外務大臣 ａ  の主導で， ｂ  同盟を根拠に，連合国陣営と

して参戦した。日本軍は中国や南洋諸島のドイツ権益を接収・占領した。1915年，日本

は中国の ｃ  政権に対して，二十一カ条の要求を突きつけ，ほとんどを認めさせ

た。さらに，後継の ｄ  政権に巨額の借款を供与し，中国における日本の権益拡

大をはかった。1917年，日本は特派大使として ｅ  をアメリカに派遣し，中国に

関する協定を結んだ。1918年，ソヴィエト政権への警戒心を抱いた列国が，シベリアに

共同で派兵し，日本も出兵した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これの基礎になった同盟・協商について，成立順に正しく配列したものはどれか。
①　英露協商　　　　②　露仏同盟　　　　③　英仏協商
１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

イ　ドイツが中国から租借していた場所はどこか。
１　大連 ２　青島 ３　寧波 ４　温州

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。
Ｘ　この要求をおこなったときの首相は，寺内正毅である。
Ｙ　日本人の軍事顧問を派遣する項目は，撤回された。
１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　この協定に関する説明として，誤っているものはどれか。
１　中国の領土保全・門戸開放の原則を確認したものである。
２　アメリカは，中国における日本の特殊権益を認めた。
３　アメリカ側の担当者は，ランシング国務長官であった。
４　協定の内容は，日本が国際連盟を脱退するまで効力を有した。

オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　シベリアのチェコスロバキア軍を救出するという名目で派兵した。
２　派兵した国は，日本，アメリカ，イギリス，フランスなどである。
３　尼港に駐留する日本軍と日本人居留民が，抗日パルチザンに殺害される事件がお
こった。
４　第一次世界大戦の終結を機に，日本軍は列国とともに速やかに撤兵した。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）
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Ⅳ　次の文は，日本国憲法の制定について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （20点）

1945年10月，GHQの最高司令官 ａ  元帥は，内閣総理大臣に対して，五大改

革指令を指示するとともに，憲法改正を求めた。内閣は， ｂ  を委員長とする憲

法問題調査委員会を設置して，新憲法の草案を作成したが，GHQに拒絶された。同時

期に，民間でも憲法草案が作成されており，高野岩三郎らによる憲法研究会は， 

「 ｃ  」を発表した。最終的に，GHQによる英文の草案をもとに，政府が作成し

た原案が，議会で修正可決された。このときの内閣総理大臣は，吉田茂であった。

日本国憲法は， ｄ  ，平和主義，基本的人権の尊重の３原則を示した点に特色

がある。第１条で，天皇の地位は，帝国憲法下の立憲君主から国民統合の ｅ  に

改められた。新憲法の成立を受けて，広範囲にわたる法律改正がなされた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これは誰か。

１　鈴木貫太郎 ２　平沼騏一郎 ３　幣原喜重郎 ４　小磯国昭

イ　この内容に含まれないものはどれか。

１　国家と神道の分離 ２　女性参政権の付与

３　秘密警察の廃止  ４　経済機構の民主化

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　新憲法の原案は，衆議院と参議院で審議された。

Ｙ　芦田均の発案により，戦力不保持の条項に修正がくわえられた。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　当時，この人物が所属していた政党はどれか。

１　日本社会党 ２　日本自由党 ３　国民協同党 ４　日本進歩党

オ　改正された内容として，当てはまらないものはどれか。

１　財産の均分相続  ２　地方首長の公選制

３　国家地方警察の廃止 ４　大逆罪の廃止

ア） イ）

ウ） エ）

オ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，10 ～ 11世紀の国風文化について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

平仮名の普及により，かな文学の作品が多く著された。和歌では，醍醐天皇の命で最

初の ａ  和歌集である『古今和歌集』が編集された。物語では，『源氏物語』な

どの大作が生まれた。従来の漢文日記とは異なり，平仮名を用いた日記文学では，細や

かな感情が表現された。書道では，和様が発達し，三跡と呼ばれる名手が現れた。

貴族の住宅は，日本風の寝殿造となった。屋内の調度品には，漆
うるし

で文様を描き，金銀

の粉を付着させる ｂ  の手法を用いたものがみられる。

信仰では，日本固有の神々が仏の権
ごん

現
げん

であるとする ｃ  説が生まれた。来世を

頼みとする浄土教の流行により，仏像の需要が増え，仏師定
じょう

朝
ちょう

は ｄ  造の手法で，

これにこたえた。また，仏が来臨する場面を描いた ｅ  がさかんに描かれた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この時代に成立した物語はどれか。

１　『宇治拾遺物語』  ２　『曽我物語』

３　『宇津保物語』  ４　『戊
ぼ

戌
じゅつ

夢物語』

イ　この時代の女性による日記はどれか。

１　『明月記』 ２　『更
さら

級
しな

日記』 ３　『土佐日記』 ４　『十
い ざ よ い

六夜日記』

ウ　これに当てはまらないのは誰か。

１　小野篁
たかむら

 ２　小野道風 ３　藤原佐
すけ

理
まさ

 ４　藤原行成

エ　これに関する説明として，正しいものはどれか。

１　部屋に畳を敷き詰めていた。

２　庭園の様式は枯山水を用いた。

３　瓦葺の屋根をもつ建物であった。

４　この様式の代表的なものとして，土御門第や東三条殿などがある。

オ　浄土教芸術の代表的な建物または仏像として，当てはまらないものはどれか。

１　平等院鳳凰堂  ２　中尊寺金色堂

３　法界寺阿弥陀如来像 ４　観心寺如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

像

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）
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Ⅱ　次の文は，蒙古襲来と得宗専制について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

フビライ=ハンは日本に朝貢を求めたが，幕府が拒否したため，侵攻を決めた。しか
し，高麗で武人組織の ａ  が反乱をおこし，侵攻計画は遅れた。1274年，元軍が
九州の ｂ  に上陸した。御家人は応戦し，元軍は撤退した。再度の襲来に備え，
幕府は御家人に異国警固番役を課した。1279年，元は ｃ  を滅ぼし，大越（ベト
ナム）へ侵攻を開始した。1281年，元軍は再び日本に侵攻したが，暴風雨による損害も
受け，撤退した。
この弘安の役ののち，３度目の襲来に備え，幕府は ｂ  に ｄ  をおいて，
北条氏一門をこれに任じた。 ｄ  はのちに裁判機能に重点を移しつつ，北条氏の九
州支配を支える機関として成長した。北条氏へ権力が集中していく過程で，御内人と御
家人の対立が強まった。1285年，御内人の代表格である内管領 ｅ  が有力な御家
人を滅ぼした。こうして得宗専制の基礎が築かれることになる。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）について，最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　このときの執権は誰か。
１　北条氏綱 ２　北条守時 ３　北条時宗 ４　北条義時

イ　文永の役に関する記述として，誤っているものはどれか。
１　元軍は九州に上陸する前に，対馬と壱岐を攻めた。
２　元軍は「てつはう」と呼ばれる火器を使用した。
３　九州だけではなく，長門にも元軍が襲来した。
４　蒙古襲来絵巻に，竹崎季

すえ

長
なが

の奮戦の様子が描かれている。

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。
Ｘ　長門・周防・安芸の御家人には，長門を防備するために長門警固番役が課された。
Ｙ　御家人だけではなく，非御家人も動員された。
１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　これは誰か。
１　安達泰盛 ２　畠山重忠 ３　平賀朝

とも

雅
まさ

 ４　比企能
よし

員
かず

オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　得宗とは，北条氏嫡流の代々の当主のことである。
２　得宗は，北条義時の法名である「徳宗」に由来するといわれている。
３　重要事項の決定は，得宗を中心とする評定会議で行われた。
４　大陸との貿易を北条氏が独占した。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

日本史Ｂ ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点

左
ペ
ー
ジ
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Ⅲ　次の文は，享保の改革について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に

答えよ。 （30点）

1716年，江戸幕府７代将軍 ａ  が死去し，三家の藩主であった徳川吉宗が８代

将軍に就任した。吉宗は足高の制を設け，政務の削減やその他の施策を行った。享保の

改革の実務を担った大岡忠相は，裁判や刑罰の基準を定めた法典を編
へん

纂
さん

した。また， 

荻
おぎゅう

生徂
そ

徠
らい

に学んで『民間省要』を著した ｂ  は，治水事業などで業績をあげた。

この改革の中心的課題は，幕府の財政再建であり，吉宗は積極的に米価問題と年貢増

徴に取り組んだ。年貢の徴収方法として，検見法に代わって ｃ  を採用し，凶作

の際にも安定的に年貢を徴収できるようにした。また，臨時の政策として，大名に対し，

石高１万石につき100石の米を幕府に献上させる ｄ  を実施した。

吉宗は庶民の不満や意見を吸い上げるため，目安箱を設置した。医師の小川笙船によ

る投書を契機として，貧民のための医療施設である ｅ  が設けられた。また，都

市政策の一環として，火災への備えも強化された。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これに当てはまらないのはどれか。

１　尾張家 ２　一橋家 ３　紀伊家 ４　水戸家

イ　この制度の目的は何か。

１　学問の奨励 ２　人材の登用 ３　商業の統制 ４　農村の復興

ウ　金銭問題に関する町奉行の訴訟事務を軽減するために出された法令はどれか。

１　徳政令  ２　棄捐令

３　相対済し令  ４　田畑永代売買禁止令

エ　これに関する記述として，当てはまらないものはどれか。

１　貨幣の品位（金銀の含有率）を高めた元文金銀を発行した。

２　倹約令を出して，支出の削減に取り組んだ。

３　甘
かん

蔗
しゃ

，甘
かん

藷
しょ

，櫨
はぜ

，朝鮮人参などの商品作物の栽培を奨励した。

４　年貢増徴のため，町人請負新田の開発を奨励した。

ア）

イ） ウ） エ）

オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）

コ）
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オ　この法典はどれか。

１　禁中並公家諸法度 ２　徳川禁令考

３　公事方御定書  ４　御触書集成

カ　この人物の著書はどれか。

１　『政談』 ２　『経済録』 ３　『政教要録』 ４　『大学或問』

キ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　幕府は，米価の平準化を目的として，江戸の堂島米市場を公認した。

Ｙ　幕領の年貢収納高は，享保の改革後に幕政史上の最大値に達した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ク　享保の飢饉に関する記述として，正しいものはどれか。

１　江戸に流入した没落農民の帰農を促す法令が出された。

２　民衆の不満が高まり，江戸で打ちこわしが発生した。

３　東北地方で冷害が発生し，全国的な飢饉となった。

４　大塩平八郎が飢饉の救済策を上申したが拒否され，挙兵した。

ケ　これに関連して，日本で初めて人体解剖書を著した医師は誰か。

１　宇田川玄随 ２　前野良沢 ３　稲村三伯 ４　山脇東洋

コ　江戸時代の消防に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　明暦の大火のあと，防火帯として広小路が設置された。

２　火事を早く発見するため，江戸の各地に火の見櫓が設置された。

３　大岡忠相により，江戸の町方に定火消が設置された。

４　火事の際には，火元の周囲の建物を壊して，延焼を防いだ。

右
ペ
ー
ジ

聖
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Ⅰ　次の文は，10 ～ 11世紀の国風文化について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

平仮名の普及により，かな文学の作品が多く著された。和歌では，醍醐天皇の命で最

初の ａ  和歌集である『古今和歌集』が編集された。物語では，『源氏物語』な

どの大作が生まれた。従来の漢文日記とは異なり，平仮名を用いた日記文学では，細や

かな感情が表現された。書道では，和様が発達し，三跡と呼ばれる名手が現れた。

貴族の住宅は，日本風の寝殿造となった。屋内の調度品には，漆
うるし

で文様を描き，金銀

の粉を付着させる ｂ  の手法を用いたものがみられる。

信仰では，日本固有の神々が仏の権
ごん

現
げん

であるとする ｃ  説が生まれた。来世を

頼みとする浄土教の流行により，仏像の需要が増え，仏師定
じょう

朝
ちょう

は ｄ  造の手法で，

これにこたえた。また，仏が来臨する場面を描いた ｅ  がさかんに描かれた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この時代に成立した物語はどれか。

１　『宇治拾遺物語』  ２　『曽我物語』

３　『宇津保物語』  ４　『戊
ぼ

戌
じゅつ

夢物語』

イ　この時代の女性による日記はどれか。

１　『明月記』 ２　『更
さら

級
しな

日記』 ３　『土佐日記』 ４　『十
い ざ よ い

六夜日記』

ウ　これに当てはまらないのは誰か。

１　小野篁
たかむら

 ２　小野道風 ３　藤原佐
すけ

理
まさ

 ４　藤原行成

エ　これに関する説明として，正しいものはどれか。

１　部屋に畳を敷き詰めていた。

２　庭園の様式は枯山水を用いた。

３　瓦葺の屋根をもつ建物であった。

４　この様式の代表的なものとして，土御門第や東三条殿などがある。

オ　浄土教芸術の代表的な建物または仏像として，当てはまらないものはどれか。

１　平等院鳳凰堂  ２　中尊寺金色堂

３　法界寺阿弥陀如来像 ４　観心寺如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

像

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

―3―

Ⅱ　次の文は，蒙古襲来と得宗専制について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

フビライ=ハンは日本に朝貢を求めたが，幕府が拒否したため，侵攻を決めた。しか
し，高麗で武人組織の ａ  が反乱をおこし，侵攻計画は遅れた。1274年，元軍が
九州の ｂ  に上陸した。御家人は応戦し，元軍は撤退した。再度の襲来に備え，
幕府は御家人に異国警固番役を課した。1279年，元は ｃ  を滅ぼし，大越（ベト
ナム）へ侵攻を開始した。1281年，元軍は再び日本に侵攻したが，暴風雨による損害も
受け，撤退した。
この弘安の役ののち，３度目の襲来に備え，幕府は ｂ  に ｄ  をおいて，
北条氏一門をこれに任じた。 ｄ  はのちに裁判機能に重点を移しつつ，北条氏の九
州支配を支える機関として成長した。北条氏へ権力が集中していく過程で，御内人と御
家人の対立が強まった。1285年，御内人の代表格である内管領 ｅ  が有力な御家
人を滅ぼした。こうして得宗専制の基礎が築かれることになる。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）について，最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当
なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　このときの執権は誰か。
１　北条氏綱 ２　北条守時 ３　北条時宗 ４　北条義時

イ　文永の役に関する記述として，誤っているものはどれか。
１　元軍は九州に上陸する前に，対馬と壱岐を攻めた。
２　元軍は「てつはう」と呼ばれる火器を使用した。
３　九州だけではなく，長門にも元軍が襲来した。
４　蒙古襲来絵巻に，竹崎季

すえ

長
なが

の奮戦の様子が描かれている。

ウ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。
Ｘ　長門・周防・安芸の御家人には，長門を防備するために長門警固番役が課された。
Ｙ　御家人だけではなく，非御家人も動員された。
１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　これは誰か。
１　安達泰盛 ２　畠山重忠 ３　平賀朝

とも

雅
まさ

 ４　比企能
よし

員
かず

オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。
１　得宗とは，北条氏嫡流の代々の当主のことである。
２　得宗は，北条義時の法名である「徳宗」に由来するといわれている。
３　重要事項の決定は，得宗を中心とする評定会議で行われた。
４　大陸との貿易を北条氏が独占した。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

日本史Ｂ ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点

左
ペ
ー
ジ
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Ⅲ　次の文は，享保の改革について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に

答えよ。 （30点）

1716年，江戸幕府７代将軍 ａ  が死去し，三家の藩主であった徳川吉宗が８代

将軍に就任した。吉宗は足高の制を設け，政務の削減やその他の施策を行った。享保の

改革の実務を担った大岡忠相は，裁判や刑罰の基準を定めた法典を編
へん

纂
さん

した。また， 

荻
おぎゅう

生徂
そ

徠
らい

に学んで『民間省要』を著した ｂ  は，治水事業などで業績をあげた。

この改革の中心的課題は，幕府の財政再建であり，吉宗は積極的に米価問題と年貢増

徴に取り組んだ。年貢の徴収方法として，検見法に代わって ｃ  を採用し，凶作

の際にも安定的に年貢を徴収できるようにした。また，臨時の政策として，大名に対し，

石高１万石につき100石の米を幕府に献上させる ｄ  を実施した。

吉宗は庶民の不満や意見を吸い上げるため，目安箱を設置した。医師の小川笙船によ

る投書を契機として，貧民のための医療施設である ｅ  が設けられた。また，都

市政策の一環として，火災への備えも強化された。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これに当てはまらないのはどれか。

１　尾張家 ２　一橋家 ３　紀伊家 ４　水戸家

イ　この制度の目的は何か。

１　学問の奨励 ２　人材の登用 ３　商業の統制 ４　農村の復興

ウ　金銭問題に関する町奉行の訴訟事務を軽減するために出された法令はどれか。

１　徳政令  ２　棄捐令

３　相対済し令  ４　田畑永代売買禁止令

エ　これに関する記述として，当てはまらないものはどれか。

１　貨幣の品位（金銀の含有率）を高めた元文金銀を発行した。

２　倹約令を出して，支出の削減に取り組んだ。

３　甘
かん

蔗
しゃ

，甘
かん

藷
しょ

，櫨
はぜ

，朝鮮人参などの商品作物の栽培を奨励した。

４　年貢増徴のため，町人請負新田の開発を奨励した。

ア）

イ） ウ） エ）

オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）

コ）
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オ　この法典はどれか。

１　禁中並公家諸法度 ２　徳川禁令考

３　公事方御定書  ４　御触書集成

カ　この人物の著書はどれか。

１　『政談』 ２　『経済録』 ３　『政教要録』 ４　『大学或問』

キ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　幕府は，米価の平準化を目的として，江戸の堂島米市場を公認した。

Ｙ　幕領の年貢収納高は，享保の改革後に幕政史上の最大値に達した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ク　享保の飢饉に関する記述として，正しいものはどれか。

１　江戸に流入した没落農民の帰農を促す法令が出された。

２　民衆の不満が高まり，江戸で打ちこわしが発生した。

３　東北地方で冷害が発生し，全国的な飢饉となった。

４　大塩平八郎が飢饉の救済策を上申したが拒否され，挙兵した。

ケ　これに関連して，日本で初めて人体解剖書を著した医師は誰か。

１　宇田川玄随 ２　前野良沢 ３　稲村三伯 ４　山脇東洋

コ　江戸時代の消防に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　明暦の大火のあと，防火帯として広小路が設置された。

２　火事を早く発見するため，江戸の各地に火の見櫓が設置された。

３　大岡忠相により，江戸の町方に定火消が設置された。

４　火事の際には，火元の周囲の建物を壊して，延焼を防いだ。

右
ペ
ー
ジ

聖
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Ⅳ　次の文は，日中戦争の勃発から太平洋戦争の開戦に至るまでの過程について述べたもの

である。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1937年７月，日中両軍が衝突した。第１次近衛文麿内閣は当初，不拡大方針をとった

が，現地の軍事行動が拡大するにつれて，これを追認した。日本軍は当時の中国の首都 

ａ  を占領したが．国民政府は，首都を移転して抗戦をつづけた。1938年11月，

近衛首相は声明で，日本の戦争目標が「 ｂ  」の建設であることを示した。

ｂ  はのちに，「大東亜共栄圏」構想へ発展した。

日中戦争の長期化により，政府は経済の統制や国民生活の統制を強化した。1938年５

月， ｃ  法が施行され，政府が議会の承認なしに，勅令で物資などを運用するこ

とが可能になった。前年に発足した内閣直属の ｄ  が，物資動員計画を作成し，

軍需産業があらゆる面で優先された。また，文化・思想・学問に対する取締まりも強化

された。戦争の拡大にともなって，政府の財政支出は膨張した。

日中戦争の拡大は，日米関係の悪化をもたらした。1941年10月， ｅ  は内閣総

理大臣と陸軍大臣を兼任し，対米開戦に向けて準備を進めた。同年12月８日の日本軍の

奇襲攻撃により，太平洋戦争が勃発した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　盧溝橋で生じた日中両軍の交戦により，戦端が開かれた。

２　日本政府は宣戦を布告せず，当初，この戦いを「北支事変」と呼称した。

３　戦線の拡大により，日本政府はこの戦いを「支那事変」と呼称した。

４　この衝突ののちも，中国国内では国共内戦の状態がつづいた。

イ　この内閣のときの出来事はどれか。

１　二・二六事件  ２　張
ちょう

鼓
こ

峰
ほう

事件

３　ドイツ軍のポーランド侵攻開始 ４　日独防共協定の締結

ウ　この政府の指導者は誰か。

１　毛沢東 ２　蔣介石 ３　孫文 ４　周恩来

ア） イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）

コ）
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エ　この内容として，誤っているものはどれか。

１　「不要不急」とみなされた民需品の生産・輸入が制限された。

２　電力国家管理法にもとづき，電力会社の統合が進められた。

３　価格等統制令が出され，公定価格が導入された。

４　労使一体で国策に協力するため，全日本労働総同盟が結成された。

オ　戦時下の国民生活に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　小・中学校が「国民学校」に改められ，国家主義的教育が行われた。

２　女性に対しては，モンペの着用が奨励された。

３　米の配給制や衣料の切符制が実施された。

４　隣組が組織化され，上意下達の情報伝達が行われた。

カ　発禁処分となった『神
しん

代
だい

史
し

の研究』の著者は誰か。

１　川端康成 ２　火野葦
あし

平
へい

 ３　津田左
そ

右
う

吉
きち

 ４　石川達三

キ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　増大する戦費は，増税のほか，多額の公債発行により調達された。

Ｙ　敗戦後に臨時軍事費が大量に支払われ，インフレを加速させた。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ク　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　日本は，日米通商航海条約の破棄を通告した。

２　南方進出を目指して，日本軍は北部仏印に進駐した。

３　近衛文麿は，対米強硬論者の松岡外相を除き，第３次内閣を組織した。

４　日本軍の南部仏印進駐後，アメリカは対日石油輸出を全面的に禁止した。

ケ　このとき，日本軍が上陸した場所はどこか。

１　オアフ島  ２　マレー半島

３　ガダルカナル島  ４　サイパン島

コ　これに関する出来事①～③を，古いものから順に正しく配列したものはどれか。

①　ミッドウェー海戦　　　　②　大東亜会議の開催　　　　③　硫黄島の戦い

１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

左
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，旧石器時代から縄文時代までの生活・文化について述べたものである。これ

を読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

人類が日本列島に移動したのは，旧石器時代のことであると考えられている。1946年，

相沢忠洋が群馬県の ａ  で石器を発見した。これを機に ａ  遺跡の調査が進

み，日本における旧石器文化の存在が明らかとなった。

縄文時代になると，自然環境の変化にともなって人々の生活も変容した。遺跡の調査

により，縄文人の習俗や生活様式の特徴が明らかとなった。縄文人の食料獲得方法は漁

労・採集が中心であった。また，北海道十勝地方や長野県和田峠などを原産地とする 

ｂ  の交易が広範囲でなされていた。縄文人は，あらゆる自然物や自然現象に精

霊が宿ると考え，信仰の対象としたとみられる。この信仰を ｃ  という。死者の

埋葬方法は， ｄ  が一般的であった。この時代の代表的な遺跡としては，三内丸

山遺跡や，「お雇い外国人」として明治期に来日したアメリカ人の ｅ  が発見し

た大森貝塚などがある。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　静岡県で化石人骨が発見された旧石器時代の新人はどれか。

１　浜北人 ２　山下町洞人 ３　港川人 ４　明石人

イ　この時代のものとされる出土品はどれか。

１　銅鏡 ２　石棒 ３　埴輪 ４　犂
すき

ウ　縄文時代の生活様式に関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正し

いものはどれか。

Ｘ　縄文人は，竪穴住居を営み，定住するようになった。

Ｙ　外敵や獣の侵入を防ぐため，環濠集落が普及した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　縄文人が，これに用いたと考えられている道具はどれか。

１　石
せき

鏃
ぞく

 ２　石皿 ３　銅
どう

戈
か

 ４　石
せき

錘
すい

オ　この遺跡がある県はどれか。

１　福井県 ２　佐賀県 ３　青森県 ４　岡山県

ア）

イ）

ウ） エ）

オ）

日本史Ｂ ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点
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Ⅱ　次の文は，治承・寿永の内乱から鎌倉幕府の成立までについて述べたものである。これ

を読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1179年，平清盛は後白河法皇を幽閉し，自分の娘 ａ  と天皇のあいだに生まれ

た皇子を天皇の位につけた。これに対して，法皇の皇子 ｂ  は，平氏打倒の兵を

あげたが，敗死した。しかし，決起を促す ｂ  の令
りょう

旨
じ

は諸国に伝えられ，平氏に不

満をもつ地方の武士たちが挙兵した。

反平氏勢力のなかで，最大勢力を築いたのは，源頼朝であった。1180年８月，頼朝は

妻・政子の父 ｃ  と挙兵した。石橋山の戦いで敗れたものの，逃亡先の頼朝のも

とに，関東の武士団が参集した。同年10月，頼朝は大軍を率いて鎌倉入りを果たし，こ

の地を本拠地として，政治機構の整備を進めた。

信濃国で挙兵した ｄ  は，1183年，平維
これ

盛
もり

との戦いに勝利し，京都に攻め上っ

た。こうして栄華を誇った平氏は都落ちしたが，源氏同士が争っているあいだに勢力を

立て直した。1185年３月，源義経の率いる追討軍が ｅ  の戦いで勝利し，平氏は

滅亡した。1192年，頼朝は征夷大将軍に任命された。このときをもって，鎌倉幕府が成

立したとする見解もある。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この人物が，院の御所の近くに造営した寺院はどれか。

１　富貴寺 ２　延暦寺 ３　毛
もう

越
つう

寺 ４　蓮華王院

イ　この天皇は誰か。

１　順徳天皇 ２　安徳天皇 ３　後鳥羽天皇 ４　堀河天皇

ウ　反平氏勢力として挙兵したのは誰か。

１　安倍頼時 ２　三善康信 ３　武田信義 ４　藤原成
なり

親
ちか

エ　頼朝が逃れた先はどこか。

１　安
あ

房
わ

 ２　下
しも

野
つけ

 ３　常
ひたち

陸 ４　甲
か

斐
い

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

ク）

ケ） コ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，日中戦争の勃発から太平洋戦争の開戦に至るまでの過程について述べたもの

である。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1937年７月，日中両軍が衝突した。第１次近衛文麿内閣は当初，不拡大方針をとった

が，現地の軍事行動が拡大するにつれて，これを追認した。日本軍は当時の中国の首都 

ａ  を占領したが．国民政府は，首都を移転して抗戦をつづけた。1938年11月，

近衛首相は声明で，日本の戦争目標が「 ｂ  」の建設であることを示した。

ｂ  はのちに，「大東亜共栄圏」構想へ発展した。

日中戦争の長期化により，政府は経済の統制や国民生活の統制を強化した。1938年５

月， ｃ  法が施行され，政府が議会の承認なしに，勅令で物資などを運用するこ

とが可能になった。前年に発足した内閣直属の ｄ  が，物資動員計画を作成し，

軍需産業があらゆる面で優先された。また，文化・思想・学問に対する取締まりも強化

された。戦争の拡大にともなって，政府の財政支出は膨張した。

日中戦争の拡大は，日米関係の悪化をもたらした。1941年10月， ｅ  は内閣総

理大臣と陸軍大臣を兼任し，対米開戦に向けて準備を進めた。同年12月８日の日本軍の

奇襲攻撃により，太平洋戦争が勃発した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　盧溝橋で生じた日中両軍の交戦により，戦端が開かれた。

２　日本政府は宣戦を布告せず，当初，この戦いを「北支事変」と呼称した。

３　戦線の拡大により，日本政府はこの戦いを「支那事変」と呼称した。

４　この衝突ののちも，中国国内では国共内戦の状態がつづいた。

イ　この内閣のときの出来事はどれか。

１　二・二六事件  ２　張
ちょう

鼓
こ

峰
ほう

事件

３　ドイツ軍のポーランド侵攻開始 ４　日独防共協定の締結

ウ　この政府の指導者は誰か。

１　毛沢東 ２　蔣介石 ３　孫文 ４　周恩来

ア） イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）

コ）
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エ　この内容として，誤っているものはどれか。

１　「不要不急」とみなされた民需品の生産・輸入が制限された。

２　電力国家管理法にもとづき，電力会社の統合が進められた。

３　価格等統制令が出され，公定価格が導入された。

４　労使一体で国策に協力するため，全日本労働総同盟が結成された。

オ　戦時下の国民生活に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　小・中学校が「国民学校」に改められ，国家主義的教育が行われた。

２　女性に対しては，モンペの着用が奨励された。

３　米の配給制や衣料の切符制が実施された。

４　隣組が組織化され，上意下達の情報伝達が行われた。

カ　発禁処分となった『神
しん

代
だい

史
し

の研究』の著者は誰か。

１　川端康成 ２　火野葦
あし

平
へい

 ３　津田左
そ

右
う

吉
きち

 ４　石川達三

キ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　増大する戦費は，増税のほか，多額の公債発行により調達された。

Ｙ　敗戦後に臨時軍事費が大量に支払われ，インフレを加速させた。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ク　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　日本は，日米通商航海条約の破棄を通告した。

２　南方進出を目指して，日本軍は北部仏印に進駐した。

３　近衛文麿は，対米強硬論者の松岡外相を除き，第３次内閣を組織した。

４　日本軍の南部仏印進駐後，アメリカは対日石油輸出を全面的に禁止した。

ケ　このとき，日本軍が上陸した場所はどこか。

１　オアフ島  ２　マレー半島

３　ガダルカナル島  ４　サイパン島

コ　これに関する出来事①～③を，古いものから順に正しく配列したものはどれか。

①　ミッドウェー海戦　　　　②　大東亜会議の開催　　　　③　硫黄島の戦い

１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

左
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，旧石器時代から縄文時代までの生活・文化について述べたものである。これ

を読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

人類が日本列島に移動したのは，旧石器時代のことであると考えられている。1946年，

相沢忠洋が群馬県の ａ  で石器を発見した。これを機に ａ  遺跡の調査が進

み，日本における旧石器文化の存在が明らかとなった。

縄文時代になると，自然環境の変化にともなって人々の生活も変容した。遺跡の調査

により，縄文人の習俗や生活様式の特徴が明らかとなった。縄文人の食料獲得方法は漁

労・採集が中心であった。また，北海道十勝地方や長野県和田峠などを原産地とする 

ｂ  の交易が広範囲でなされていた。縄文人は，あらゆる自然物や自然現象に精

霊が宿ると考え，信仰の対象としたとみられる。この信仰を ｃ  という。死者の

埋葬方法は， ｄ  が一般的であった。この時代の代表的な遺跡としては，三内丸

山遺跡や，「お雇い外国人」として明治期に来日したアメリカ人の ｅ  が発見し

た大森貝塚などがある。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　静岡県で化石人骨が発見された旧石器時代の新人はどれか。

１　浜北人 ２　山下町洞人 ３　港川人 ４　明石人

イ　この時代のものとされる出土品はどれか。

１　銅鏡 ２　石棒 ３　埴輪 ４　犂
すき

ウ　縄文時代の生活様式に関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正し

いものはどれか。

Ｘ　縄文人は，竪穴住居を営み，定住するようになった。

Ｙ　外敵や獣の侵入を防ぐため，環濠集落が普及した。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

エ　縄文人が，これに用いたと考えられている道具はどれか。

１　石
せき

鏃
ぞく

 ２　石皿 ３　銅
どう

戈
か

 ４　石
せき

錘
すい

オ　この遺跡がある県はどれか。

１　福井県 ２　佐賀県 ３　青森県 ４　岡山県

ア）

イ）

ウ） エ）

オ）

日本史Ｂ ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：100ページ）時間＝70分　総点＝100点

―3―

Ⅱ　次の文は，治承・寿永の内乱から鎌倉幕府の成立までについて述べたものである。これ

を読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1179年，平清盛は後白河法皇を幽閉し，自分の娘 ａ  と天皇のあいだに生まれ

た皇子を天皇の位につけた。これに対して，法皇の皇子 ｂ  は，平氏打倒の兵を

あげたが，敗死した。しかし，決起を促す ｂ  の令
りょう

旨
じ

は諸国に伝えられ，平氏に不

満をもつ地方の武士たちが挙兵した。

反平氏勢力のなかで，最大勢力を築いたのは，源頼朝であった。1180年８月，頼朝は

妻・政子の父 ｃ  と挙兵した。石橋山の戦いで敗れたものの，逃亡先の頼朝のも

とに，関東の武士団が参集した。同年10月，頼朝は大軍を率いて鎌倉入りを果たし，こ

の地を本拠地として，政治機構の整備を進めた。

信濃国で挙兵した ｄ  は，1183年，平維
これ

盛
もり

との戦いに勝利し，京都に攻め上っ

た。こうして栄華を誇った平氏は都落ちしたが，源氏同士が争っているあいだに勢力を

立て直した。1185年３月，源義経の率いる追討軍が ｅ  の戦いで勝利し，平氏は

滅亡した。1192年，頼朝は征夷大将軍に任命された。このときをもって，鎌倉幕府が成

立したとする見解もある。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　この人物が，院の御所の近くに造営した寺院はどれか。

１　富貴寺 ２　延暦寺 ３　毛
もう

越
つう

寺 ４　蓮華王院

イ　この天皇は誰か。

１　順徳天皇 ２　安徳天皇 ３　後鳥羽天皇 ４　堀河天皇

ウ　反平氏勢力として挙兵したのは誰か。

１　安倍頼時 ２　三善康信 ３　武田信義 ４　藤原成
なり

親
ちか

エ　頼朝が逃れた先はどこか。

１　安
あ

房
わ

 ２　下
しも

野
つけ

 ３　常
ひたち

陸 ４　甲
か

斐
い

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

ク）

ケ） コ）

右
ペ
ー
ジ
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オ　この都市に関する記述として，正しいものはどれか。

１　東方は海に面し，西・南・北の三方を丘陵に囲まれている。

２　鶴岡八幡宮は，源氏の守護神として尊崇された。

３　鶴岡八幡宮から由比ヶ浜まで，朱雀大路が開かれた。

４　鎌倉五山の１つとして，建仁寺が創建された。

カ　これに関する記述として，正しいものはどれか。

１　御家人の統制と軍事・警察の任にあたる政所が設置された。

２　政所の初代長官（別当）に，和田義盛が就任した。

３　訴訟・裁判を担当する問注所が設置された。

４　問注所の初代長官（執事）に，大江広元が就任した。

キ　この戦いはどれか。

１　宇治川の戦い  ２　富士川の戦い

３　川中島の戦い  ４　倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

の戦い

ク　この人物に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　この人物の父は，源義朝である。

２　奥州平泉の藤原基
もと

衡
ひら

のもとで成長し，頼朝の挙兵に参じた。

３　一の谷の戦いで，平氏の軍勢を敗走させた。

４　平氏の滅亡後，後白河法皇から頼朝追討の命を受けた。

ケ　頼朝の征夷大将軍就任に尽力した関白は誰か。

１　一条兼良 ２　九条兼実 ３　藤原忠通 ４　二条良基

コ　歴史学界では，幕府成立の時期をめぐり見解の相違がある。諸説について，〔幕府

成立の時期〕と〔幕府成立の根拠〕の組合せとして，正しいものはどれか。

〔幕府成立の時期〕

①　1183年　　　　②　1185年　　　　③　1190年

〔幕府成立の根拠〕

Ｘ　源頼朝の東国支配権が，朝廷から事実上承認された。

Ｙ　源頼朝が，守護・地頭の任命権を獲得した。

１　①‒Ｘ　②‒Ｙ ２　①‒Ｙ　③‒Ｘ ３　②‒Ｘ　①‒Ｙ ４　②‒Ｙ　③‒Ｘ
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Ⅲ　次の文は，近世の学問について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に

答えよ。 （30点）

国文学の研究は，18世紀に入ると国学として発達した。本居宣長は，国学者の 

ａ  に学び，『 ｂ  』の注釈書『 ｂ  伝』で「漢
から

意
ごころ

」を激しく攻撃した。

宣長の死後，平田篤
あつ

胤
たね

は国学に神道の考えを加えた ｃ  を大成した。盲目の国学

者塙
はなわ

保
ほ

己
き

一
いち

は，のちの国史学の基礎を築いた。また，天皇を尊ぶ思想として尊王論が，

水戸学などで主張された。

一方，医師の安藤昌益は『 ｄ  』を著して，万人がみずから耕作して生活する

自然の世を理想とし，身分社会を鋭く批判した。18世紀末になると，封建制度の維持や

改良を説く経世家の活動も活発になった。また，諸産業の発展とともに実学も盛んとな

り，日本独自の数学も発展した。地理の分野では，下
しも

総
うさ

佐原の商人で天文方に学んだ 

ｅ  が，幕府の命令で「大日本沿海輿
よ

地全図」を作成した。漢訳洋書の輸入制限

の緩和により，医学や天文学の分野では西洋の知識も取り入れられた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これに関して，『源氏物語湖月抄』の著者は誰か。

１　戸田茂
も

睡
すい

 ２　契沖 ３　北村季吟 ４　荷
か

田
だの

春
あずま

満
まろ

イ　この人物に関する記述として，当てはまらないものはどれか。

１　伊勢松坂の医者であった。

２　『玉くしげ』を著し，大政委任論の考え方を示した。

３　独自の「もののあはれ」論で『源氏物語』を評価した。

４　幕府の支援を受けて，国学の学校を建設した。

ウ　この人物に関連しないものはどれか。

１　適々斎塾 ２　和学講談所 ３　『群書類従』 ４　『武家名目抄』

エ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　竹内式部は公家たちに尊王論を説き，追放刑となった（宝暦事件）。

Ｙ　山県大弐は幕政を批判して尊王斥覇を説き，死刑となった（明和事件）。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ア） イ）

ウ） エ）

オ）

カ） キ）

ク） ケ）

コ）

左
ペ
ー
ジ
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オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　水戸藩の『大日本史』編集事業を中心におこった学派である。

２　知行合一の立場で実践を重んじ，その革新性を幕府から警戒された。

３　前期水戸学は，朱子学の大義名分論にもとづき尊王論を展開した。

４　後期水戸学は，尊王攘夷論を説き，幕末の思想に大きな影響を与えた。

カ　これに関する著者と著書の組合せとして，誤っているものはどれか。

１　佐藤信
のぶ

淵
ひろ

－『経済要録』 ２　佐藤信淵 －『稽古談』

３　本多利明 －『西域物語』 ４　本多利明 －『経世秘策』

キ　江戸時代の諸産業の発展に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　商品経済が農村に広がり，金肥として草木灰が普及した。

２　北前船などの遠隔地を結ぶ廻船が発達した。

３　都市の発達とともに木材需要が増大し，飛騨などで林業が営まれた。

４　幕府は銅の増産を奨励し，住友家が別子銅山を経営した。

ク　『発微算法』を著し，筆算による代数計算の基礎をつくったのは誰か。

１　平賀源内 ２　稲生若水 ３　関孝和 ４　吉田光由

ケ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　天文の観測と編暦を担当する幕府の職である。

２　貞享暦を編修した渋川春海が，初代天文方に任ぜられた。

３　天文方に蛮書和解御用を設け，洋書の翻訳をおこなった。

４　高橋景保は，西洋暦を取り入れた寛政暦を作った。

コ　これに関する記述として，正しいものはどれか。

１　杉田玄白が『暦象新書』を訳述した。

２　志筑忠雄が『ハルマ和解』を訳述した。

３　『暦象新書』では，ニュートンの万有引力説が紹介されている。

４　『ハルマ和解』では，コペルニクスの地動説が紹介されている。
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Ⅳ　次の文は，1980 ～ 90年代の政治・経済について述べたものである。これを読んで，下

の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

1982年に発足した ａ  内閣は，行政・財政改革を行った。1985年，先進５ヵ国

のあいだで成立したプラザ合意の影響により，輸出産業を中心に景気が悪化した。日本

銀行が超低金利政策を実施したことで景気は回復したが，景気が加熱しすぎてバブルが

膨らむ結果となった。

1990年代初頭，バブルが崩壊すると，1990年代を通じて不況が長期化した。1992年，
ｂ  内閣のもとで，佐川急便事件など，政財界の癒着が批判された。1993年７月

の衆議院議員総選挙で自由民主党は下野し， ｃ  党の細川護熙を首相とする非自

民の連立政権が誕生した。1994年，政権復帰を目指す自民党は，社会党などと連携して，

村山富市を首相とする連立政権を発足させた。1996年，村山内閣の退陣後，自民党総裁

の ｄ  が内閣総理大臣に就任した。翌年， ｄ  内閣は ｅ  税率の５％へ

の引上げを実施した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　1980年代に民営化された組織として，当てはまらないものはどれか。

１　日本郵政公社  ２　日本専売公社

３　日本電信電話公社 ４　日本国有鉄道

イ　この合意の内容として，正しいものはどれか。

１　円高の是正  ２　ドル高の是正

３　関税率の引下げ  ４　ダンピング（不当廉売）の禁止

ウ　1980年代の日本の主要な輸出品として，当てはまらないものはどれか。

１　コンピュータ ２　半導体 ３　携帯電話 ４　自動車

エ　1990年代の対外関係に関する出来事①～③を，古いものから順に正しく配列したも

のはどれか。

①　湾岸戦争の勃発　　　　　　　　　②　PKO協力法の成立

③　新ガイドライン関連法の制定

１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

オ　1990年代の日本経済に関する記述として，当てはまらないものはどれか。

１　雇用不安が高まり，消費者の低価格志向が強まった。

２　資産デフレ（地価・株価の下落）を特徴とする不況が長期化した。

３　北海道拓殖銀行などが破綻し，金融システム不安が高まった。

４　リーマン・ブラザーズの破綻を機に，日本経済は深刻な景気後退に見舞われた。

ア）

イ） ウ）

エ） オ）

右
ペ
ー
ジ
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オ　この都市に関する記述として，正しいものはどれか。

１　東方は海に面し，西・南・北の三方を丘陵に囲まれている。

２　鶴岡八幡宮は，源氏の守護神として尊崇された。

３　鶴岡八幡宮から由比ヶ浜まで，朱雀大路が開かれた。

４　鎌倉五山の１つとして，建仁寺が創建された。

カ　これに関する記述として，正しいものはどれか。

１　御家人の統制と軍事・警察の任にあたる政所が設置された。

２　政所の初代長官（別当）に，和田義盛が就任した。

３　訴訟・裁判を担当する問注所が設置された。

４　問注所の初代長官（執事）に，大江広元が就任した。

キ　この戦いはどれか。

１　宇治川の戦い  ２　富士川の戦い

３　川中島の戦い  ４　倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

の戦い

ク　この人物に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　この人物の父は，源義朝である。

２　奥州平泉の藤原基
もと

衡
ひら

のもとで成長し，頼朝の挙兵に参じた。

３　一の谷の戦いで，平氏の軍勢を敗走させた。

４　平氏の滅亡後，後白河法皇から頼朝追討の命を受けた。

ケ　頼朝の征夷大将軍就任に尽力した関白は誰か。

１　一条兼良 ２　九条兼実 ３　藤原忠通 ４　二条良基

コ　歴史学界では，幕府成立の時期をめぐり見解の相違がある。諸説について，〔幕府

成立の時期〕と〔幕府成立の根拠〕の組合せとして，正しいものはどれか。

〔幕府成立の時期〕

①　1183年　　　　②　1185年　　　　③　1190年

〔幕府成立の根拠〕

Ｘ　源頼朝の東国支配権が，朝廷から事実上承認された。

Ｙ　源頼朝が，守護・地頭の任命権を獲得した。

１　①‒Ｘ　②‒Ｙ ２　①‒Ｙ　③‒Ｘ ３　②‒Ｘ　①‒Ｙ ４　②‒Ｙ　③‒Ｘ
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Ⅲ　次の文は，近世の学問について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に

答えよ。 （30点）

国文学の研究は，18世紀に入ると国学として発達した。本居宣長は，国学者の 

ａ  に学び，『 ｂ  』の注釈書『 ｂ  伝』で「漢
から

意
ごころ

」を激しく攻撃した。

宣長の死後，平田篤
あつ

胤
たね

は国学に神道の考えを加えた ｃ  を大成した。盲目の国学

者塙
はなわ

保
ほ

己
き

一
いち

は，のちの国史学の基礎を築いた。また，天皇を尊ぶ思想として尊王論が，

水戸学などで主張された。

一方，医師の安藤昌益は『 ｄ  』を著して，万人がみずから耕作して生活する

自然の世を理想とし，身分社会を鋭く批判した。18世紀末になると，封建制度の維持や

改良を説く経世家の活動も活発になった。また，諸産業の発展とともに実学も盛んとな

り，日本独自の数学も発展した。地理の分野では，下
しも

総
うさ

佐原の商人で天文方に学んだ 

ｅ  が，幕府の命令で「大日本沿海輿
よ

地全図」を作成した。漢訳洋書の輸入制限

の緩和により，医学や天文学の分野では西洋の知識も取り入れられた。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～コ）について，下線部に対応する下の問（ア～コ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　これに関して，『源氏物語湖月抄』の著者は誰か。

１　戸田茂
も

睡
すい

 ２　契沖 ３　北村季吟 ４　荷
か

田
だの

春
あずま

満
まろ

イ　この人物に関する記述として，当てはまらないものはどれか。

１　伊勢松坂の医者であった。

２　『玉くしげ』を著し，大政委任論の考え方を示した。

３　独自の「もののあはれ」論で『源氏物語』を評価した。

４　幕府の支援を受けて，国学の学校を建設した。

ウ　この人物に関連しないものはどれか。

１　適々斎塾 ２　和学講談所 ３　『群書類従』 ４　『武家名目抄』

エ　これに関する次の文Ｘ・Ｙについて，その正誤の組合せとして正しいものはどれか。

Ｘ　竹内式部は公家たちに尊王論を説き，追放刑となった（宝暦事件）。

Ｙ　山県大弐は幕政を批判して尊王斥覇を説き，死刑となった（明和事件）。

１　Ｘ‒正　Ｙ‒正 ２　Ｘ‒正　Ｙ‒誤 ３　Ｘ‒誤　Ｙ‒正 ４　Ｘ‒誤　Ｙ‒誤

ア） イ）

ウ） エ）

オ）

カ） キ）

ク） ケ）

コ）

左
ペ
ー
ジ
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オ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　水戸藩の『大日本史』編集事業を中心におこった学派である。

２　知行合一の立場で実践を重んじ，その革新性を幕府から警戒された。

３　前期水戸学は，朱子学の大義名分論にもとづき尊王論を展開した。

４　後期水戸学は，尊王攘夷論を説き，幕末の思想に大きな影響を与えた。

カ　これに関する著者と著書の組合せとして，誤っているものはどれか。

１　佐藤信
のぶ

淵
ひろ

－『経済要録』 ２　佐藤信淵 －『稽古談』

３　本多利明 －『西域物語』 ４　本多利明 －『経世秘策』

キ　江戸時代の諸産業の発展に関する記述として，誤っているものはどれか。

１　商品経済が農村に広がり，金肥として草木灰が普及した。

２　北前船などの遠隔地を結ぶ廻船が発達した。

３　都市の発達とともに木材需要が増大し，飛騨などで林業が営まれた。

４　幕府は銅の増産を奨励し，住友家が別子銅山を経営した。

ク　『発微算法』を著し，筆算による代数計算の基礎をつくったのは誰か。

１　平賀源内 ２　稲生若水 ３　関孝和 ４　吉田光由

ケ　これに関する記述として，誤っているものはどれか。

１　天文の観測と編暦を担当する幕府の職である。

２　貞享暦を編修した渋川春海が，初代天文方に任ぜられた。

３　天文方に蛮書和解御用を設け，洋書の翻訳をおこなった。

４　高橋景保は，西洋暦を取り入れた寛政暦を作った。

コ　これに関する記述として，正しいものはどれか。

１　杉田玄白が『暦象新書』を訳述した。

２　志筑忠雄が『ハルマ和解』を訳述した。

３　『暦象新書』では，ニュートンの万有引力説が紹介されている。

４　『ハルマ和解』では，コペルニクスの地動説が紹介されている。
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Ⅳ　次の文は，1980 ～ 90年代の政治・経済について述べたものである。これを読んで，下

の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

1982年に発足した ａ  内閣は，行政・財政改革を行った。1985年，先進５ヵ国

のあいだで成立したプラザ合意の影響により，輸出産業を中心に景気が悪化した。日本

銀行が超低金利政策を実施したことで景気は回復したが，景気が加熱しすぎてバブルが

膨らむ結果となった。

1990年代初頭，バブルが崩壊すると，1990年代を通じて不況が長期化した。1992年，
ｂ  内閣のもとで，佐川急便事件など，政財界の癒着が批判された。1993年７月

の衆議院議員総選挙で自由民主党は下野し， ｃ  党の細川護熙を首相とする非自

民の連立政権が誕生した。1994年，政権復帰を目指す自民党は，社会党などと連携して，

村山富市を首相とする連立政権を発足させた。1996年，村山内閣の退陣後，自民党総裁

の ｄ  が内閣総理大臣に就任した。翌年， ｄ  内閣は ｅ  税率の５％へ

の引上げを実施した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に最も適当な語句を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下線部に対応する下の問（ア～オ）に最も適当

なものを（１～４）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　1980年代に民営化された組織として，当てはまらないものはどれか。

１　日本郵政公社  ２　日本専売公社

３　日本電信電話公社 ４　日本国有鉄道

イ　この合意の内容として，正しいものはどれか。

１　円高の是正  ２　ドル高の是正

３　関税率の引下げ  ４　ダンピング（不当廉売）の禁止

ウ　1980年代の日本の主要な輸出品として，当てはまらないものはどれか。

１　コンピュータ ２　半導体 ３　携帯電話 ４　自動車

エ　1990年代の対外関係に関する出来事①～③を，古いものから順に正しく配列したも

のはどれか。

①　湾岸戦争の勃発　　　　　　　　　②　PKO協力法の成立

③　新ガイドライン関連法の制定

１　①‒②‒③ ２　①‒③‒② ３　②‒①‒③ ４　②‒③‒①

オ　1990年代の日本経済に関する記述として，当てはまらないものはどれか。

１　雇用不安が高まり，消費者の低価格志向が強まった。

２　資産デフレ（地価・株価の下落）を特徴とする不況が長期化した。

３　北海道拓殖銀行などが破綻し，金融システム不安が高まった。

４　リーマン・ブラザーズの破綻を機に，日本経済は深刻な景気後退に見舞われた。

ア）

イ） ウ）

エ） オ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，19世紀ヨーロッパの文化について述べたものである。これを読んで，下の

問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

フランス革命による政治的および社会的な変化は，文化の領域にも大きな影響を及ぼした。

それまでの貴族文化にかわって，19世紀になると市民層を担い手とする市民文化が主流とな

った。また，近代諸科学が飛躍的に発展し，その成果が人々のなかに広まっていった。

芸術の分野では，各民族や地域固有の文化や歴史，個人の感情や想像力を重視する 

ａ  主義が一つの底流をなしていた。文学では，イギリスやロシア，ドイツ，フラン

スなどにおいて，国民的作家が登場した。絵画では，それまでの様式をやぶるダイナミック

な色彩や構図を特徴とし，また感情や個性を重視するような画家があらわれた。音楽では，

「革命のエチュード」を作曲したポーランド出身の ｂ  などが代表的な作曲家として

知られる。

学術研究の分野でも，ナショナリズムや ａ  主義の影響がみられた。近代諸科学の

教育や研究のモデルとなる新たな大学制度を確立したドイツでは， ｃ  がドイツ観念

論哲学の基礎を与え，ヘーゲルが弁証法哲学を提唱した。また，当時，自然科学の分野にお

いて様々な法則が発見されたが，このことが人文・社会科学にも影響を与え，社会を考察す

る際に，統計資料を用いたり，法則を探究しようとしたりする機運が強まった。経済学にお

いて『人口論』を著した ｄ  や社会学におけるコントは，その先駆的な存在だった。

19世紀後半になると自然科学的な思考を重視する傾向はさらに強くなり，とりわけダーウ

ィンの進化論は，宗教観と社会観に大きな影響を及ぼした。彼の理論を応用したスペンサー

の社会進化論は，社会的弱者や劣等とみなされた民族や人種への迫害を正当化する論理にな

っていった。歴史学の分野でも科学的考察への志向が強まり，ドイツの ｅ  は厳密な

史料批判に基づく近代歴史学の基礎をつくった。

自然科学の影響は，芸術の分野でもみられるようになった。 ａ  主義に対抗して人

間や現実をありのままに描く ｆ  主義が唱えられ，さらに，それを推し進めるかたち

で自然主義が各国に広まった。文学では，人物の行動を遺伝で説明するなど，当時の科学的

知見を取り入れる傾向が強まった。また，光に関する研究が深まるにつれて，外光による色

の変化を重視した ｇ  派の絵画が生み出されることになった。

なお，自然科学の分野では，生物学におけるダーウィンの貢献のほかに，結核菌を発見し

た ｈ  や狂犬病予防接種の開発に携わったパストゥールなどの功績によって，細菌学

や予防医学が発展した。また，国力の増大を目的として，科学技術の開発が国家主導で進め

られた。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

世界史Ｂ ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：101ページ）時間＝70分　総点＝100点
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問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　啓蒙 ２　ロマン ３　復古 ４　神秘

ｂ　１　ショパン ２　シューベルト ３　ヴァーグナー ４　スメタナ

ｃ　１　デカルト ２　ライプニッツ ３　ベンサム ４　カント

ｄ　１　マルサス ２　リスト ３　アダム＝スミス ４　リカード

ｅ　１　シラー ２　ティエール ３　ミシュレ ４　ランケ

ｆ　１　経験 ２　人文 ３　写実 ４　実証

ｇ　１　立体 ２　ヴェネツィア ３　フランドル ４　印象

ｈ　１　メンデル ２　コッホ ３　マイヤー ４　リンネ

問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，フランスのヴィクトル＝ユゴーの著作はどれか。

１　『赤と黒』  ２　『居酒屋』

３　『レ＝ミゼラブル』  ４　『悪の華』

イ　下線部イ）について，「民衆を導く自由の女神」や「キオス島の虐殺」などを描いた

フランスの画家は誰か。

１　ゴーガン ２　モネ ３　ドラクロワ ４　クールベ

ウ　下線部ウ）について，ベルリン大学の創設に尽力し，国語を国民性の表現であるとし

たドイツの言語学者は誰か。

１　ハイネ ２　フンボルト ３　ゲーテ ４　グーテンベルク

エ　下線部エ）について，ヘーゲル派の唯物論を受け継ぎ，史的唯物論の立場から資本主

義の仕組みを分析して『資本論』を著したのは誰か。

１　ロバート＝オーウェン ２　プルードン

３　フーリエ  ４　マルクス

オ　下線部オ）について，彼の代表的な著作である『種の起源』は何年に出版されたか。

１　1855年 ２　1857年 ３　1859年 ４　1862年

カ　下線部カ）について，フランス自然主義の画家ミレーの作品はどれか。

１　「落ち穂拾い」  ２　「ムーラン＝ド＝ラ＝ギャレット」

３　「オルナンの埋葬」  ４　「タヒチの女たち」

キ　下線部キ）について，後のドイツのジーメンスによる発電機やモーター，電車の製品

化につながることになる，電磁誘導の法則を発見したイギリスの研究者は誰か。

１　ボイル ２　ファラデー ３　ニュートン ４　ジェンナー
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Ⅱ　次の文は，中世のフランスとイングランドについて述べたものである。これを読んで，

下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1285年に即位したフランスの ａ  朝の王は，国内の聖職者に対する課税をめぐって

教皇ボニファティウス８世と対立するようになった。王は ｂ  年に三部会を開いてそ

の支持を得ることで教皇をおさえ，翌年，アナーニに滞在中の教皇を一時監禁し，屈服させ

た。

政治的に不安定だったイタリアを避けようとした教皇 ｃ  は，1309年，教皇庁をア

ヴィニョンに移した。しかし，約70年後に教皇庁がローマに戻った後もアヴィニョンには別

の教皇が立てられ，教会大分裂（大シスマ）を招く結果となった。他方，教皇権の動揺は教

会に対する批判を表面化させた。

断絶した ａ  朝からフランス王位を継承したフィリップ６世は，1337年，ギュイエ

ンヌ地方の没収を宣言した。これに対し，イングランド王 ｄ  が王位の継承権を主張

してフランスに侵攻したことから，のちに百年戦争とよばれた断続的な戦争がはじまった。

当初はイングランドが優勢だった。しかし，神のお告げを受けたと信じる農民の娘ジャンヌ

＝ダルクの活躍を機にフランスが攻勢に転じ，イングランドは ｅ  を除く大陸の領土

を失い，戦争は終結した。

敗北を喫したイングランドは，王位をめぐってランカスター家とヨーク家が争うようにな

り，のちにバラ戦争とよばれた内乱が起こった。諸侯らも両派に分かれてはげしくたたかっ

たが，1485年，ランカスター派の ｆ  がイングランド王に即位して内乱は収まった。

この王朝は，王権に対する反抗をおさえるために星室庁裁判所を整備し，王権強化への道を

開いた。

イングランドやフランスを含む中世ヨーロッパでは14世紀以降気候が寒冷化し，凶作や飢

饉が起こった。黒死病（ペスト）やあいつぐ戦乱も，農業人口の減少をもたらした。労働力

を確保するため，領主は農民の待遇向上をはからざるをえなくなり，貨幣地代が普及したイ

ングランドでは，ヨーマンとよばれる独立自営農民もあらわれた。経済的に困窮した領主が

再び農民への圧力を強めようとすると，各地で一揆が起こった。一揆はいずれも鎮圧された

が，領主層の窮乏はますます深刻化した。一方，市場の統一を望む都市の市民たちからは中

央集権的な政治権力への期待が高まり，こうして封建社会の政治体制は解体に向かうことに

なった。

ア） イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）
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問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　ヴァロワ  ２　カペー 

３　プランタジネット ４　ブルボン

ｂ　１　1290 ２　1295 ３　1302 ４　1304

ｃ　１　グレゴリウス１世 ２　クレメンス５世 

３　レオ10世  ４　グレゴリウス７世

ｄ　１　エドマンド  ２　エドワード３世 

３　チャールズ２世  ４　リチャード２世

ｅ　１　アザンクール ２　カレー ３　ブレスト ４　ランス

ｆ　１　エリザベス ２　チャールズ ３　ウィリアム ４　ヘンリ

問Ｂ　文中の下線部（ア～ケ）について，下の問（ア～ケ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この問題をめぐり1414年に公会議が開催された場所はどこか。

１　パリ ２　トリエント ３　コンスタンツ ４　フィレンツェ

イ　下線部イ）について，聖書こそ信仰の最高の権威であると説き，公会議で異端とされ

たオクスフォード大学の神学者は誰か。

１　ウィリアム＝オブ＝オッカム ２　ジョン＝ボール

３　ラブレー  ４　ウィクリフ

ウ　下線部ウ）について，赤ワインの交易でイングランドと密接な関係にあった，この地

方の中心都市はどこか。

１　リヨン ２　ボルドー ３　マルセイユ ４　ナント

エ　下線部エ）について，イングランド側に関する説明として誤っているものはどれか。

１　長弓兵を駆使した

２　エドワード黒太子が活躍しフランス南西部を奪った

３　クレシーの戦いでフランス騎士軍を破った

４　ポワティエの戦いでフランス王シャルル５世を捕虜とした

オ　下線部オ）について，この人物に関する説明として誤っているものはどれか。

１　1429年にルーアンの包囲を破ってイングランド軍を大敗させた

２　1431年に異端として火刑に処せられた

３　19世紀にナショナリズムが高揚するなか，「救国の少女」と称されるようになった

４　1920年に聖人に列せられた

右
ペ
ー
ジ
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Ⅰ　次の文は，19世紀ヨーロッパの文化について述べたものである。これを読んで，下の

問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

フランス革命による政治的および社会的な変化は，文化の領域にも大きな影響を及ぼした。

それまでの貴族文化にかわって，19世紀になると市民層を担い手とする市民文化が主流とな

った。また，近代諸科学が飛躍的に発展し，その成果が人々のなかに広まっていった。

芸術の分野では，各民族や地域固有の文化や歴史，個人の感情や想像力を重視する 

ａ  主義が一つの底流をなしていた。文学では，イギリスやロシア，ドイツ，フラン

スなどにおいて，国民的作家が登場した。絵画では，それまでの様式をやぶるダイナミック

な色彩や構図を特徴とし，また感情や個性を重視するような画家があらわれた。音楽では，

「革命のエチュード」を作曲したポーランド出身の ｂ  などが代表的な作曲家として

知られる。

学術研究の分野でも，ナショナリズムや ａ  主義の影響がみられた。近代諸科学の

教育や研究のモデルとなる新たな大学制度を確立したドイツでは， ｃ  がドイツ観念

論哲学の基礎を与え，ヘーゲルが弁証法哲学を提唱した。また，当時，自然科学の分野にお

いて様々な法則が発見されたが，このことが人文・社会科学にも影響を与え，社会を考察す

る際に，統計資料を用いたり，法則を探究しようとしたりする機運が強まった。経済学にお

いて『人口論』を著した ｄ  や社会学におけるコントは，その先駆的な存在だった。

19世紀後半になると自然科学的な思考を重視する傾向はさらに強くなり，とりわけダーウ

ィンの進化論は，宗教観と社会観に大きな影響を及ぼした。彼の理論を応用したスペンサー

の社会進化論は，社会的弱者や劣等とみなされた民族や人種への迫害を正当化する論理にな

っていった。歴史学の分野でも科学的考察への志向が強まり，ドイツの ｅ  は厳密な

史料批判に基づく近代歴史学の基礎をつくった。

自然科学の影響は，芸術の分野でもみられるようになった。 ａ  主義に対抗して人

間や現実をありのままに描く ｆ  主義が唱えられ，さらに，それを推し進めるかたち

で自然主義が各国に広まった。文学では，人物の行動を遺伝で説明するなど，当時の科学的

知見を取り入れる傾向が強まった。また，光に関する研究が深まるにつれて，外光による色

の変化を重視した ｇ  派の絵画が生み出されることになった。

なお，自然科学の分野では，生物学におけるダーウィンの貢献のほかに，結核菌を発見し

た ｈ  や狂犬病予防接種の開発に携わったパストゥールなどの功績によって，細菌学

や予防医学が発展した。また，国力の増大を目的として，科学技術の開発が国家主導で進め

られた。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

世界史Ｂ ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：101ページ）時間＝70分　総点＝100点

―3―

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　啓蒙 ２　ロマン ３　復古 ４　神秘

ｂ　１　ショパン ２　シューベルト ３　ヴァーグナー ４　スメタナ

ｃ　１　デカルト ２　ライプニッツ ３　ベンサム ４　カント

ｄ　１　マルサス ２　リスト ３　アダム＝スミス ４　リカード

ｅ　１　シラー ２　ティエール ３　ミシュレ ４　ランケ

ｆ　１　経験 ２　人文 ３　写実 ４　実証

ｇ　１　立体 ２　ヴェネツィア ３　フランドル ４　印象

ｈ　１　メンデル ２　コッホ ３　マイヤー ４　リンネ

問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，フランスのヴィクトル＝ユゴーの著作はどれか。

１　『赤と黒』  ２　『居酒屋』

３　『レ＝ミゼラブル』  ４　『悪の華』

イ　下線部イ）について，「民衆を導く自由の女神」や「キオス島の虐殺」などを描いた

フランスの画家は誰か。

１　ゴーガン ２　モネ ３　ドラクロワ ４　クールベ

ウ　下線部ウ）について，ベルリン大学の創設に尽力し，国語を国民性の表現であるとし

たドイツの言語学者は誰か。

１　ハイネ ２　フンボルト ３　ゲーテ ４　グーテンベルク

エ　下線部エ）について，ヘーゲル派の唯物論を受け継ぎ，史的唯物論の立場から資本主

義の仕組みを分析して『資本論』を著したのは誰か。

１　ロバート＝オーウェン ２　プルードン

３　フーリエ  ４　マルクス

オ　下線部オ）について，彼の代表的な著作である『種の起源』は何年に出版されたか。

１　1855年 ２　1857年 ３　1859年 ４　1862年

カ　下線部カ）について，フランス自然主義の画家ミレーの作品はどれか。

１　「落ち穂拾い」  ２　「ムーラン＝ド＝ラ＝ギャレット」

３　「オルナンの埋葬」  ４　「タヒチの女たち」

キ　下線部キ）について，後のドイツのジーメンスによる発電機やモーター，電車の製品

化につながることになる，電磁誘導の法則を発見したイギリスの研究者は誰か。

１　ボイル ２　ファラデー ３　ニュートン ４　ジェンナー
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Ⅱ　次の文は，中世のフランスとイングランドについて述べたものである。これを読んで，

下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

1285年に即位したフランスの ａ  朝の王は，国内の聖職者に対する課税をめぐって

教皇ボニファティウス８世と対立するようになった。王は ｂ  年に三部会を開いてそ

の支持を得ることで教皇をおさえ，翌年，アナーニに滞在中の教皇を一時監禁し，屈服させ

た。

政治的に不安定だったイタリアを避けようとした教皇 ｃ  は，1309年，教皇庁をア

ヴィニョンに移した。しかし，約70年後に教皇庁がローマに戻った後もアヴィニョンには別

の教皇が立てられ，教会大分裂（大シスマ）を招く結果となった。他方，教皇権の動揺は教

会に対する批判を表面化させた。

断絶した ａ  朝からフランス王位を継承したフィリップ６世は，1337年，ギュイエ

ンヌ地方の没収を宣言した。これに対し，イングランド王 ｄ  が王位の継承権を主張

してフランスに侵攻したことから，のちに百年戦争とよばれた断続的な戦争がはじまった。

当初はイングランドが優勢だった。しかし，神のお告げを受けたと信じる農民の娘ジャンヌ

＝ダルクの活躍を機にフランスが攻勢に転じ，イングランドは ｅ  を除く大陸の領土

を失い，戦争は終結した。

敗北を喫したイングランドは，王位をめぐってランカスター家とヨーク家が争うようにな

り，のちにバラ戦争とよばれた内乱が起こった。諸侯らも両派に分かれてはげしくたたかっ

たが，1485年，ランカスター派の ｆ  がイングランド王に即位して内乱は収まった。

この王朝は，王権に対する反抗をおさえるために星室庁裁判所を整備し，王権強化への道を

開いた。

イングランドやフランスを含む中世ヨーロッパでは14世紀以降気候が寒冷化し，凶作や飢

饉が起こった。黒死病（ペスト）やあいつぐ戦乱も，農業人口の減少をもたらした。労働力

を確保するため，領主は農民の待遇向上をはからざるをえなくなり，貨幣地代が普及したイ

ングランドでは，ヨーマンとよばれる独立自営農民もあらわれた。経済的に困窮した領主が

再び農民への圧力を強めようとすると，各地で一揆が起こった。一揆はいずれも鎮圧された

が，領主層の窮乏はますます深刻化した。一方，市場の統一を望む都市の市民たちからは中

央集権的な政治権力への期待が高まり，こうして封建社会の政治体制は解体に向かうことに

なった。

ア） イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

ク）

ケ）
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問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　ヴァロワ  ２　カペー 

３　プランタジネット ４　ブルボン

ｂ　１　1290 ２　1295 ３　1302 ４　1304

ｃ　１　グレゴリウス１世 ２　クレメンス５世 

３　レオ10世  ４　グレゴリウス７世

ｄ　１　エドマンド  ２　エドワード３世 

３　チャールズ２世  ４　リチャード２世

ｅ　１　アザンクール ２　カレー ３　ブレスト ４　ランス

ｆ　１　エリザベス ２　チャールズ ３　ウィリアム ４　ヘンリ

問Ｂ　文中の下線部（ア～ケ）について，下の問（ア～ケ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この問題をめぐり1414年に公会議が開催された場所はどこか。

１　パリ ２　トリエント ３　コンスタンツ ４　フィレンツェ

イ　下線部イ）について，聖書こそ信仰の最高の権威であると説き，公会議で異端とされ

たオクスフォード大学の神学者は誰か。

１　ウィリアム＝オブ＝オッカム ２　ジョン＝ボール

３　ラブレー  ４　ウィクリフ

ウ　下線部ウ）について，赤ワインの交易でイングランドと密接な関係にあった，この地

方の中心都市はどこか。

１　リヨン ２　ボルドー ３　マルセイユ ４　ナント

エ　下線部エ）について，イングランド側に関する説明として誤っているものはどれか。

１　長弓兵を駆使した

２　エドワード黒太子が活躍しフランス南西部を奪った

３　クレシーの戦いでフランス騎士軍を破った

４　ポワティエの戦いでフランス王シャルル５世を捕虜とした

オ　下線部オ）について，この人物に関する説明として誤っているものはどれか。

１　1429年にルーアンの包囲を破ってイングランド軍を大敗させた

２　1431年に異端として火刑に処せられた

３　19世紀にナショナリズムが高揚するなか，「救国の少女」と称されるようになった

４　1920年に聖人に列せられた

右
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ー
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Ⅳ　次の文は，古代エジプトについて述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）

に答えよ。 （20点）

「エジプトはナイルの賜物」という言葉が示すように，エジプト文明はナイル川流域の 

肥沃な黒土地帯に成立した。その宗教は，元来，太陽神 ａ  を中心とする多神教で 

あった。また，彼らは死後の世界を信じ，遺体をミイラにして保存し，パピルスなどに 

記された「 ｂ  」とともに埋葬した。「 ｂ  」には，死後の世界を支配する 

ｃ  神の審判を無事に通過することを祈って，様々な呪文が書き記されている。

新王国時代には，首都 ｄ  の守護神アモン（アメン）と結びついた信仰が盛んにな

る。しかし，この信仰の神官団と対立した王，アメンホテプ４世は，都をアマルナに移し，

唯一神を信仰する宗教改革を行った。彼は，自らを ｅ  と改名した。また，写実的で

自由な芸術表現を特徴とするアマルナ美術を生み出したが，改革は彼の死後に挫折した。

しかし，その後も新王国の隆盛は続き， ｆ  の治世には数多くの神殿が建設された。

彼は，領土拡大を図り，シリア北部のカデシュでは，同時代に古代オリエントで強勢を誇っ

た ｇ  人と戦った。

エジプト文字では，象形文字の神聖文字（ヒエログリフ）が発明され，神殿や墓などの石

に刻まれた。ヒエログリフの解読は，18世紀末，アレクサンドリア東方の都市ロゼッタで，

黒玄武岩に刻まれた石碑（ロゼッタ＝ストーン）が発見されたことが，その契機となった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｇ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～ウ）について，下の問（ア～ウ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この言葉を残し，歴史記述の祖とよばれたギリシアの歴史家は

誰か。

イ　下線部イ）について，この美術の代表作のひとつである婦人胸像でも知られる，アメ

ンホテプ４世の妃は誰か。

ウ　下線部ウ）について，この石碑にも刻まれている民用文字（民衆文字）を何というか。

ア）

イ）

ウ）

―2―

Ⅰ　次の文は，前漢から後漢にかけての政治と文化について述べたものである。これを読ん

で，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

始皇帝の死後， ａ  との戦いに勝ち漢（前漢）を建てた劉邦は，郡国制を採用して

秦との違いを打ち出した。だが景帝の時代に ｂ  が鎮圧されると，漢においても中央

集権体制が確立していった。第７代の武帝は積極的な対外政策をとったため財政難におちい

り，塩や酒の専売， ｃ  とよばれる青銅銭の発行，物価統制政策などを行った。武帝

の時期は皇帝に権力が集中したが，その死後はかえって宦官や外戚が権力をめぐって争い，

ついには王莽が皇帝を廃位して ｄ  を建てた。

だが，王莽が復古主義的な改革を行うと各地で反乱が起こり，その指導者の一人であった

劉秀は豪族の支持を集め， ｅ  を都として漢王朝を復興した（後漢）。後漢では西域

に都護が置かれローマ帝国の存在も知られるようになり，また倭の奴国からの使者が訪れる

など世界に関する知識が広がった。２世紀になると中央政治に進出した豪族と宦官・外戚と

の権力抗争が深まり，また張角を指導者とする ｆ  などの宗教結社の反乱に苦しんだ。

こうした混乱のなかで後漢は220年に滅亡し，曹丕が華北で魏を建てた。

漢代には ｇ  の提案によって儒学が官学とされるとともに，五経などの経典が定め

られ社会秩序の安定がめざされた。また ｈ  の『漢書』は，後世の歴史書の模範とな

った。

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から一つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　李斯 ２　陳勝 ３　蘇秦 ４　項羽

ｂ　１　赤眉の乱 ２　黄巾の乱 ３　呉楚七国の乱 ４　黄巣の乱

ｃ　１　半両銭 ２　飛銭 ３　刀銭 ４　五銖銭

ｄ　１　新 ２　陳 ３　梁 ４　斉

ｅ　１　長安 ２　洛陽 ３　咸陽 ４　開封

ｆ　１　五斗米道 ２　一貫道 ３　太平道 ４　小刀会

ｇ　１　董仲舒 ２　王陽明 ３　張儀 ４　周敦頤

ｈ　１　欧陽脩 ２　班固 ３　司馬遷 ４　陳寿

ア）

イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

世界史Ｂ ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：101ページ）時間＝70分　総点＝100点
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カ　下線部カ）について，これが設置されていた宮殿はどこか。

１　テュイルリー宮殿  ２　ウェストミンスター宮殿

３　シェーンブルン宮殿 ４　サンスーシ宮殿

キ　下線部キ）について，黒死病（ペスト）に関する説明として誤っているものはどれか。

１　ダンテは『神曲』を著しペスト流行下の人間の欲望や偽善を風刺した

２　14世紀半ばの流行では，西ヨーロッパの人口の３分の１が失われたと推定される

３　ペストの流行がユダヤ人の虐殺の一因となった

４　大航海時代にヨーロッパからアメリカ大陸にもたらされ，先住民の人口激減の一因

となった

ク　下線部ク）について，1381年に起こった乱はどれか。

１　バーブ教徒の乱  ２　ワット＝タイラーの乱

３　ジャックリーの乱  ４　シモン＝ド＝モンフォールの乱

ケ　下線部ケ）について，ハンザ同盟の商館のある都市のうち，在外四大商館の所在地で

ない都市はどこか。

１　アントウェルペン  ２　ノヴゴロド

３　ベルゲン  ４　ロンドン

―7―

Ⅲ　次の文は，モンゴル帝国と元朝について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

モンゴル高原では，840年に ａ  帝国が崩壊して以降，統一勢力が現れず，さまざ

まな遊牧民族が割拠する状態が数百年にわたって続いた。そのひとつであるモンゴル部族の

テムジンは，1206年の ｂ  （有力者を中心とする集会）において君主に選ばれてチン

ギス＝ハンと名のり，大モンゴル国を建てた。

彼は騎馬遊牧民を千人隊へと組織し，ナイマン部やホラズム朝，西夏などを次々に打倒し

た。彼の死後即位したオゴタイは，金を滅ぼして華北を支配下に置くとともに，モンゴル高

原に首都カラコルムを建設した。また，甥のバトゥに西北ユーラシアを遠征させ，その西征

軍はヨーロッパにまで到達した。第４代の ｃ  は，弟のフラグに西アジアを遠征させ，

フラグはバグダードを占領して ｄ  朝を滅ぼした。こうして13世紀の後半には，ユー

ラシア大陸の大半を支配する広大な帝国が成立した。その内部にはチンギス＝ハンの子孫た

ちが治める地方的政権が複数形成され，それらが大ハンのもとにゆるやかに連合するという

支配体制が確立した。

その後， ｃ  が急死すると，後を継ごうとした彼の末弟 ｅ  に対し，次弟フ

ビライが帝位継承戦争を起こして勝利し，第５代ハンとなった。彼は大都（現在の北京）に

都を定め，国名を中国風に元と称し，南宋を滅ぼして中国全土を支配した。元は中国の伝統

的な官僚制度を踏襲しつつ，さまざまな出自の人々を家柄や実務能力に応じて登用した。

モンゴル帝国ではジャムチという駅伝制が整備され，また元では ｆ  とよばれる紙

幣が発行されることで，東西間の遠距離交易が活発化した。ヨーロッパからは多くの使節が

モンゴル宮廷に送られ，13世紀末に派遣された ｇ  は，のちに大都の大司教に任ぜら

れた。

文化面では，郭守敬がイスラームの天文学の影響のもとに作成した授時暦が特筆される。

都市部では庶民文化が発達し，元曲とよばれる戯曲が流行した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｇ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～ウ）について，下の問（ア～ウ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，バトゥの率いる軍がヨーロッパ諸侯の連合軍を破ったとされる

ワールシュタットの戦いは，現在のどの国で起こったか。

イ　下線部イ）について，そうした地方政権のひとつであるイル＝ハン国の第７代ハンで，

イスラーム教に改宗したのは誰か。

ウ　下線部ウ）について，これをもとに江戸時代の日本でつくられた暦を何というか。

ア）

イ）

ウ）

左
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Ⅳ　次の文は，古代エジプトについて述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）

に答えよ。 （20点）

「エジプトはナイルの賜物」という言葉が示すように，エジプト文明はナイル川流域の 

肥沃な黒土地帯に成立した。その宗教は，元来，太陽神 ａ  を中心とする多神教で 

あった。また，彼らは死後の世界を信じ，遺体をミイラにして保存し，パピルスなどに 

記された「 ｂ  」とともに埋葬した。「 ｂ  」には，死後の世界を支配する 

ｃ  神の審判を無事に通過することを祈って，様々な呪文が書き記されている。

新王国時代には，首都 ｄ  の守護神アモン（アメン）と結びついた信仰が盛んにな

る。しかし，この信仰の神官団と対立した王，アメンホテプ４世は，都をアマルナに移し，

唯一神を信仰する宗教改革を行った。彼は，自らを ｅ  と改名した。また，写実的で

自由な芸術表現を特徴とするアマルナ美術を生み出したが，改革は彼の死後に挫折した。

しかし，その後も新王国の隆盛は続き， ｆ  の治世には数多くの神殿が建設された。

彼は，領土拡大を図り，シリア北部のカデシュでは，同時代に古代オリエントで強勢を誇っ

た ｇ  人と戦った。

エジプト文字では，象形文字の神聖文字（ヒエログリフ）が発明され，神殿や墓などの石

に刻まれた。ヒエログリフの解読は，18世紀末，アレクサンドリア東方の都市ロゼッタで，

黒玄武岩に刻まれた石碑（ロゼッタ＝ストーン）が発見されたことが，その契機となった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｇ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～ウ）について，下の問（ア～ウ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この言葉を残し，歴史記述の祖とよばれたギリシアの歴史家は

誰か。

イ　下線部イ）について，この美術の代表作のひとつである婦人胸像でも知られる，アメ

ンホテプ４世の妃は誰か。

ウ　下線部ウ）について，この石碑にも刻まれている民用文字（民衆文字）を何というか。

ア）

イ）

ウ）

―2―

Ⅰ　次の文は，前漢から後漢にかけての政治と文化について述べたものである。これを読ん

で，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

始皇帝の死後， ａ  との戦いに勝ち漢（前漢）を建てた劉邦は，郡国制を採用して

秦との違いを打ち出した。だが景帝の時代に ｂ  が鎮圧されると，漢においても中央

集権体制が確立していった。第７代の武帝は積極的な対外政策をとったため財政難におちい

り，塩や酒の専売， ｃ  とよばれる青銅銭の発行，物価統制政策などを行った。武帝

の時期は皇帝に権力が集中したが，その死後はかえって宦官や外戚が権力をめぐって争い，

ついには王莽が皇帝を廃位して ｄ  を建てた。

だが，王莽が復古主義的な改革を行うと各地で反乱が起こり，その指導者の一人であった

劉秀は豪族の支持を集め， ｅ  を都として漢王朝を復興した（後漢）。後漢では西域

に都護が置かれローマ帝国の存在も知られるようになり，また倭の奴国からの使者が訪れる

など世界に関する知識が広がった。２世紀になると中央政治に進出した豪族と宦官・外戚と

の権力抗争が深まり，また張角を指導者とする ｆ  などの宗教結社の反乱に苦しんだ。

こうした混乱のなかで後漢は220年に滅亡し，曹丕が華北で魏を建てた。

漢代には ｇ  の提案によって儒学が官学とされるとともに，五経などの経典が定め

られ社会秩序の安定がめざされた。また ｈ  の『漢書』は，後世の歴史書の模範とな

った。

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から一つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　李斯 ２　陳勝 ３　蘇秦 ４　項羽

ｂ　１　赤眉の乱 ２　黄巾の乱 ３　呉楚七国の乱 ４　黄巣の乱

ｃ　１　半両銭 ２　飛銭 ３　刀銭 ４　五銖銭

ｄ　１　新 ２　陳 ３　梁 ４　斉

ｅ　１　長安 ２　洛陽 ３　咸陽 ４　開封

ｆ　１　五斗米道 ２　一貫道 ３　太平道 ４　小刀会

ｇ　１　董仲舒 ２　王陽明 ３　張儀 ４　周敦頤

ｈ　１　欧陽脩 ２　班固 ３　司馬遷 ４　陳寿

ア）

イ）

ウ）

エ） オ）

カ）

キ）

世界史Ｂ ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：101ページ）時間＝70分　総点＝100点
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カ　下線部カ）について，これが設置されていた宮殿はどこか。

１　テュイルリー宮殿  ２　ウェストミンスター宮殿

３　シェーンブルン宮殿 ４　サンスーシ宮殿

キ　下線部キ）について，黒死病（ペスト）に関する説明として誤っているものはどれか。

１　ダンテは『神曲』を著しペスト流行下の人間の欲望や偽善を風刺した

２　14世紀半ばの流行では，西ヨーロッパの人口の３分の１が失われたと推定される

３　ペストの流行がユダヤ人の虐殺の一因となった

４　大航海時代にヨーロッパからアメリカ大陸にもたらされ，先住民の人口激減の一因

となった

ク　下線部ク）について，1381年に起こった乱はどれか。

１　バーブ教徒の乱  ２　ワット＝タイラーの乱

３　ジャックリーの乱  ４　シモン＝ド＝モンフォールの乱

ケ　下線部ケ）について，ハンザ同盟の商館のある都市のうち，在外四大商館の所在地で

ない都市はどこか。

１　アントウェルペン  ２　ノヴゴロド

３　ベルゲン  ４　ロンドン

―7―

Ⅲ　次の文は，モンゴル帝国と元朝について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

モンゴル高原では，840年に ａ  帝国が崩壊して以降，統一勢力が現れず，さまざ

まな遊牧民族が割拠する状態が数百年にわたって続いた。そのひとつであるモンゴル部族の

テムジンは，1206年の ｂ  （有力者を中心とする集会）において君主に選ばれてチン

ギス＝ハンと名のり，大モンゴル国を建てた。

彼は騎馬遊牧民を千人隊へと組織し，ナイマン部やホラズム朝，西夏などを次々に打倒し

た。彼の死後即位したオゴタイは，金を滅ぼして華北を支配下に置くとともに，モンゴル高

原に首都カラコルムを建設した。また，甥のバトゥに西北ユーラシアを遠征させ，その西征

軍はヨーロッパにまで到達した。第４代の ｃ  は，弟のフラグに西アジアを遠征させ，

フラグはバグダードを占領して ｄ  朝を滅ぼした。こうして13世紀の後半には，ユー

ラシア大陸の大半を支配する広大な帝国が成立した。その内部にはチンギス＝ハンの子孫た

ちが治める地方的政権が複数形成され，それらが大ハンのもとにゆるやかに連合するという

支配体制が確立した。

その後， ｃ  が急死すると，後を継ごうとした彼の末弟 ｅ  に対し，次弟フ

ビライが帝位継承戦争を起こして勝利し，第５代ハンとなった。彼は大都（現在の北京）に

都を定め，国名を中国風に元と称し，南宋を滅ぼして中国全土を支配した。元は中国の伝統

的な官僚制度を踏襲しつつ，さまざまな出自の人々を家柄や実務能力に応じて登用した。

モンゴル帝国ではジャムチという駅伝制が整備され，また元では ｆ  とよばれる紙

幣が発行されることで，東西間の遠距離交易が活発化した。ヨーロッパからは多くの使節が

モンゴル宮廷に送られ，13世紀末に派遣された ｇ  は，のちに大都の大司教に任ぜら

れた。

文化面では，郭守敬がイスラームの天文学の影響のもとに作成した授時暦が特筆される。

都市部では庶民文化が発達し，元曲とよばれる戯曲が流行した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｇ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～ウ）について，下の問（ア～ウ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，バトゥの率いる軍がヨーロッパ諸侯の連合軍を破ったとされる

ワールシュタットの戦いは，現在のどの国で起こったか。

イ　下線部イ）について，そうした地方政権のひとつであるイル＝ハン国の第７代ハンで，

イスラーム教に改宗したのは誰か。

ウ　下線部ウ）について，これをもとに江戸時代の日本でつくられた暦を何というか。

ア）

イ）

ウ）

左
ペ
ー
ジ
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問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この土地は何とよばれたか。

１　アカディア  ２　ルイジアナ

３　ニューカレドニア  ４　インディアナ

イ　下線部イ）について，この外交方針を1823年の年次教書で発表した大統領は誰か。

１　マッキンリー ２　マディソン ３　モンロー ４　リンカン

ウ　下線部ウ）について，この大統領は誰か。

１　ジャクソン ２　グラント ３　タイラー ４　ポーク

エ　下線部エ）について，この奴隷蜂起を指導し，1803年にフランスで獄死したのは誰か。

１　サモリ＝トゥーレ  ２　ホセ＝リサール

３　エベール  ４　トゥサン＝ルヴェルチュール

オ　下線部オ）について，この呼称の説明として最適なものはどれか。

１　ラテンアメリカにおける，植民地生まれの白人

２　ラテンアメリカにおける，先住民

３　ラテンアメリカにおける，白人と先住民との混血

４　ラテンアメリカにおける，白人と黒人との混血

カ　下線部カ）について，この人物は誰か。

１　マデロ  ２　シモン＝ボリバル

３　アギナルド  ４　サパタ

キ　下線部キ）について，この人物は誰か。

１　カウディーリョ ２　ディアス ３　イダルゴ ４　フアレス

―6―

Ⅲ　次の文は，アフリカの近現代史について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

かつてヨーロッパ人がアフリカ大陸を「暗黒大陸」とよんでいたのは，アフリカを非文明

的で無文字の未開社会とみなしていたからである。サハラ以南に存在する「石の家」を意味

する ａ  遺跡についても，黒人の手によるものではないと考えられ，「西アジア（オ

リエント）の民族が建設した」という人種差別的な言説が真剣に議論されていた。

19世紀なかば以降，ヨーロッパ各国によるアフリカの植民地化は急速に進み，20世紀初頭

にはごく一部を除いたすべての領域が独立を失っていた。しかし，このようなヨーロッパの

植民地支配に抵抗する動きは，すでに19世紀末から世界各地で生まれていた。1900年にロン

ドンで開催された国際会議では，植民地支配と人種差別への反対が叫ばれ，1912年には白人

優位主義に反対する ｂ  会議が南アフリカで創設された。また1919年には，アメリカ

合衆国での黒人解放運動を率いたデュボイスが，パリで ｃ  会議を開催しアフリカ植

民地における段階的自治の推進などが決議された。これらの運動の主導権は第二次世界大戦

後，アフリカ現地の人々の手に移り，アフリカの解放と統一を目指す運動へと発展した。

1957年に ｄ  を指導者としてガーナが独立すると，58年にはギニアが独立し，60年

にはナイジェリアやチャドなど17カ国が独立した。その後も独立の動きは続き，1960年代前

半までにほとんどの地域が独立を果たしたが，南アフリカのように， ｅ  とよばれる

極端な人種隔離政策をとる国もあった。現在においても，ヨーロッパによる植民地支配がア

フリカに残した傷跡は深刻で，域内での南北問題，植民地時代に設定された国境線による民

族分断や内戦，それに伴う貧困・飢餓・難民など，問題は山積している。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，バントゥー系言語とアラビア語が融合して成立し，かつてはア

ラビア文字で記述されていた，現在タンザニアの国語・公用語である言語は何か。

イ　下線部イ）について，ヨーロッパ各国の植民地獲得競争における対立の中で，モロッ

コ事件を引き起こし，国際緊張を高めたドイツの皇帝は誰か。

ウ　下線部ウ）について，アメリカ合衆国で1964年に成立した，選挙権や公共施設の利用

権に関する人種差別を禁止する法律は何か。

エ　下線部エ）について，1963年に結成され，植民地主義の根絶や紛争の平和的解決など

を目指した地域機構は何か（略称は不可とする）。

オ　下線部オ）について，植民地支配時代に固定化されたツチとフツという民族集団の対

立が一因となって， 1990年から内戦が勃発し，94年には無差別虐殺が発生したアフリカ

の国はどこか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅱ　次の文は，アメリカ合衆国の領土拡大とラテンアメリカの独立について述べたものであ

る。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

19世紀に入ると，アメリカ合衆国の領土は西へ拡大した。1803年，第３代大統領 ａ  

の政権期，ミシシッピ川以西の広大な地域をフランスから購入した合衆国は，その後，1819

年に ｂ  からフロリダを買収した。ラテンアメリカに対しては，ヨーロッパ列強によ

る干渉をけん制しながら，自国の干渉の自由は留保した。アメリカ合衆国の領土拡大ととも

に，先祖伝来の土地を奪われた人々もいた。第７代大統領の政権期には先住民強制移住法が

成立し，これによって先住民はミシシッピ川以西の土地に移住することを強いられた。1845

年には，1830年代より合衆国からの移住が増えていた ｃ  を併合した。1848年には，

メキシコとの戦争に勝利し， ｄ  を含む西南部の土地を獲得した。 ｅ  年には，

５年間西部で定住した開拓者に国有地160エーカーを無償で与えることを定めた法律が成立

し，移住が促進された。

ラテンアメリカとカリブ海地域では，アメリカ合衆国の独立やフランス革命の影響もあり，

18世紀末期から独立運動が始まった。フランス領サン＝ドマングでは黒人奴隷が蜂起し，

1804年にハイチ共和国が独立した。この出来事の影響は大きく， ｆ  は1807年に奴隷

貿易を，1833年に植民地の奴隷制を廃止した。 ｂ  領植民地では，クリオーリョを中

心に独立運動が高まった。1816年，サン＝マルティンの指導のもと， ｇ  が独立し，

1819年には，ベネズエラの革命家の指導のもと，ベネズエラを含む（大）コロンビア共和国

が独立を宣言した。メキシコでは，クリオーリョのカトリック司祭が主導した武装蜂起以降，

複雑に階層化した現地社会を反映しつつ独立運動が紆余曲折を経た後，1821年に独立を達成

した。 ｈ  は，独立を求めるクリオーリョたちの動きを背景に，ナポレオン戦争から

亡命中のポルトガルの王子を皇帝に擁立し，1822年に独立した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　アダムス ２　ジェファソン ３　ハリソン ４　ワシントン

ｂ　１　オランダ ２　プロイセン ３　スペイン ４　ロシア

ｃ　１　アリゾナ ２　テキサス ３　ミズーリ ４　カンザス

ｄ　１　モンタナ ２　サウスダコタ ３　アイオワ ４　カリフォルニア

ｅ　１　1860 ２　1861 ３　1862 ４　1863

ｆ　１　ポルトガル ２　イギリス ３　オランダ ４　フランス

ｇ　１　アルゼンチン ２　ニカラグア ３　エクアドル ４　エルサルバドル

ｈ　１　パラグアイ ２　ボリビア ３　ペルー ４　ブラジル

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

―3―

問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から一つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，武帝の対外政策に関する以下の説明のなかで正しいものはどれ

か。

１　衛氏朝鮮を滅ぼし楽浪など朝鮮四郡を置いた

２　ベトナムの李朝を滅ぼしてベトナム北部までを支配下におさめた

３　汗血馬の産地である大月氏に李広利を派遣した

４　匈奴を攻撃するため，突厥に張騫を派遣した

イ　下線部イ）について，武帝の行った財政難の打開策で，特産物などをおさめさせ，不

足している地域に転売する政策は何か。

１　平準 ２　市易 ３　均輸 ４　募役

ウ　下線部ウ）について，それは何年のことか。

１　23年 ２　24年 ３　25年 ４　26年

エ　下線部エ）について，ローマをめざして派遣され，シルクロード西方の情報をもたら

した人物は誰か。

１　安禄山 ２　鄭玄 ３　張衡 ４　甘英

オ　下線部オ）について，後漢は奴国からの使者に対し「漢委奴国王」の金印を授けたと

されている。この金印が発見された場所はどこか。

１　志賀島 ２　能古島 ３　玄界島 ４　相島

カ　下線部カ）について，魏の曹丕のように，前王朝の君主から表面上は平和的に帝位を

受け継ぐことで王朝が交代するあり方を何というか。

１　放伐 ２　禅譲 ３　非攻 ４　王道

キ　下線部キ）について，武帝の定めた五経に含まれないものはどれか。

１　『易経』 ２　『書経』 ３　『春秋』 ４　『孟子』

左
ペ
ー
ジ
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問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この土地は何とよばれたか。

１　アカディア  ２　ルイジアナ

３　ニューカレドニア  ４　インディアナ

イ　下線部イ）について，この外交方針を1823年の年次教書で発表した大統領は誰か。

１　マッキンリー ２　マディソン ３　モンロー ４　リンカン

ウ　下線部ウ）について，この大統領は誰か。

１　ジャクソン ２　グラント ３　タイラー ４　ポーク

エ　下線部エ）について，この奴隷蜂起を指導し，1803年にフランスで獄死したのは誰か。

１　サモリ＝トゥーレ  ２　ホセ＝リサール

３　エベール  ４　トゥサン＝ルヴェルチュール

オ　下線部オ）について，この呼称の説明として最適なものはどれか。

１　ラテンアメリカにおける，植民地生まれの白人

２　ラテンアメリカにおける，先住民

３　ラテンアメリカにおける，白人と先住民との混血

４　ラテンアメリカにおける，白人と黒人との混血

カ　下線部カ）について，この人物は誰か。

１　マデロ  ２　シモン＝ボリバル

３　アギナルド  ４　サパタ

キ　下線部キ）について，この人物は誰か。

１　カウディーリョ ２　ディアス ３　イダルゴ ４　フアレス

―6―

Ⅲ　次の文は，アフリカの近現代史について述べたものである。これを読んで，下の問

（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

かつてヨーロッパ人がアフリカ大陸を「暗黒大陸」とよんでいたのは，アフリカを非文明

的で無文字の未開社会とみなしていたからである。サハラ以南に存在する「石の家」を意味

する ａ  遺跡についても，黒人の手によるものではないと考えられ，「西アジア（オ

リエント）の民族が建設した」という人種差別的な言説が真剣に議論されていた。

19世紀なかば以降，ヨーロッパ各国によるアフリカの植民地化は急速に進み，20世紀初頭

にはごく一部を除いたすべての領域が独立を失っていた。しかし，このようなヨーロッパの

植民地支配に抵抗する動きは，すでに19世紀末から世界各地で生まれていた。1900年にロン

ドンで開催された国際会議では，植民地支配と人種差別への反対が叫ばれ，1912年には白人

優位主義に反対する ｂ  会議が南アフリカで創設された。また1919年には，アメリカ

合衆国での黒人解放運動を率いたデュボイスが，パリで ｃ  会議を開催しアフリカ植

民地における段階的自治の推進などが決議された。これらの運動の主導権は第二次世界大戦

後，アフリカ現地の人々の手に移り，アフリカの解放と統一を目指す運動へと発展した。

1957年に ｄ  を指導者としてガーナが独立すると，58年にはギニアが独立し，60年

にはナイジェリアやチャドなど17カ国が独立した。その後も独立の動きは続き，1960年代前

半までにほとんどの地域が独立を果たしたが，南アフリカのように， ｅ  とよばれる

極端な人種隔離政策をとる国もあった。現在においても，ヨーロッパによる植民地支配がア

フリカに残した傷跡は深刻で，域内での南北問題，植民地時代に設定された国境線による民

族分断や内戦，それに伴う貧困・飢餓・難民など，問題は山積している。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，バントゥー系言語とアラビア語が融合して成立し，かつてはア

ラビア文字で記述されていた，現在タンザニアの国語・公用語である言語は何か。

イ　下線部イ）について，ヨーロッパ各国の植民地獲得競争における対立の中で，モロッ

コ事件を引き起こし，国際緊張を高めたドイツの皇帝は誰か。

ウ　下線部ウ）について，アメリカ合衆国で1964年に成立した，選挙権や公共施設の利用

権に関する人種差別を禁止する法律は何か。

エ　下線部エ）について，1963年に結成され，植民地主義の根絶や紛争の平和的解決など

を目指した地域機構は何か（略称は不可とする）。

オ　下線部オ）について，植民地支配時代に固定化されたツチとフツという民族集団の対

立が一因となって， 1990年から内戦が勃発し，94年には無差別虐殺が発生したアフリカ

の国はどこか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

右
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Ⅱ　次の文は，アメリカ合衆国の領土拡大とラテンアメリカの独立について述べたものであ

る。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

19世紀に入ると，アメリカ合衆国の領土は西へ拡大した。1803年，第３代大統領 ａ  

の政権期，ミシシッピ川以西の広大な地域をフランスから購入した合衆国は，その後，1819

年に ｂ  からフロリダを買収した。ラテンアメリカに対しては，ヨーロッパ列強によ

る干渉をけん制しながら，自国の干渉の自由は留保した。アメリカ合衆国の領土拡大ととも

に，先祖伝来の土地を奪われた人々もいた。第７代大統領の政権期には先住民強制移住法が

成立し，これによって先住民はミシシッピ川以西の土地に移住することを強いられた。1845

年には，1830年代より合衆国からの移住が増えていた ｃ  を併合した。1848年には，

メキシコとの戦争に勝利し， ｄ  を含む西南部の土地を獲得した。 ｅ  年には，

５年間西部で定住した開拓者に国有地160エーカーを無償で与えることを定めた法律が成立

し，移住が促進された。

ラテンアメリカとカリブ海地域では，アメリカ合衆国の独立やフランス革命の影響もあり，

18世紀末期から独立運動が始まった。フランス領サン＝ドマングでは黒人奴隷が蜂起し，

1804年にハイチ共和国が独立した。この出来事の影響は大きく， ｆ  は1807年に奴隷

貿易を，1833年に植民地の奴隷制を廃止した。 ｂ  領植民地では，クリオーリョを中

心に独立運動が高まった。1816年，サン＝マルティンの指導のもと， ｇ  が独立し，

1819年には，ベネズエラの革命家の指導のもと，ベネズエラを含む（大）コロンビア共和国

が独立を宣言した。メキシコでは，クリオーリョのカトリック司祭が主導した武装蜂起以降，

複雑に階層化した現地社会を反映しつつ独立運動が紆余曲折を経た後，1821年に独立を達成

した。 ｈ  は，独立を求めるクリオーリョたちの動きを背景に，ナポレオン戦争から

亡命中のポルトガルの王子を皇帝に擁立し，1822年に独立した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　アダムス ２　ジェファソン ３　ハリソン ４　ワシントン

ｂ　１　オランダ ２　プロイセン ３　スペイン ４　ロシア

ｃ　１　アリゾナ ２　テキサス ３　ミズーリ ４　カンザス

ｄ　１　モンタナ ２　サウスダコタ ３　アイオワ ４　カリフォルニア

ｅ　１　1860 ２　1861 ３　1862 ４　1863

ｆ　１　ポルトガル ２　イギリス ３　オランダ ４　フランス

ｇ　１　アルゼンチン ２　ニカラグア ３　エクアドル ４　エルサルバドル

ｈ　１　パラグアイ ２　ボリビア ３　ペルー ４　ブラジル

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）
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問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から一つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，武帝の対外政策に関する以下の説明のなかで正しいものはどれ

か。

１　衛氏朝鮮を滅ぼし楽浪など朝鮮四郡を置いた

２　ベトナムの李朝を滅ぼしてベトナム北部までを支配下におさめた

３　汗血馬の産地である大月氏に李広利を派遣した

４　匈奴を攻撃するため，突厥に張騫を派遣した

イ　下線部イ）について，武帝の行った財政難の打開策で，特産物などをおさめさせ，不

足している地域に転売する政策は何か。

１　平準 ２　市易 ３　均輸 ４　募役

ウ　下線部ウ）について，それは何年のことか。

１　23年 ２　24年 ３　25年 ４　26年

エ　下線部エ）について，ローマをめざして派遣され，シルクロード西方の情報をもたら

した人物は誰か。

１　安禄山 ２　鄭玄 ３　張衡 ４　甘英

オ　下線部オ）について，後漢は奴国からの使者に対し「漢委奴国王」の金印を授けたと

されている。この金印が発見された場所はどこか。

１　志賀島 ２　能古島 ３　玄界島 ４　相島

カ　下線部カ）について，魏の曹丕のように，前王朝の君主から表面上は平和的に帝位を

受け継ぐことで王朝が交代するあり方を何というか。

１　放伐 ２　禅譲 ３　非攻 ４　王道

キ　下線部キ）について，武帝の定めた五経に含まれないものはどれか。

１　『易経』 ２　『書経』 ３　『春秋』 ４　『孟子』

左
ペ
ー
ジ
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問Ａ　文中の  （ａ～ｊ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　石器 ２　土器 ３　青銅器 ４　鉄器

ｂ　１　376 ２　410 ３　451 ４　476

ｃ　１　ダキア ２　パンノニア ３　アルメニア ４　トラキア

ｄ　１　アッティラ ２　オドアケル ３　アラリック ４　テオドリック

ｅ　１　アリウス ２　ネストリウス ３　アタナシウス ４　アルビジョワ

ｆ　１　ウマイヤ ２　アッバース ３　サーマーン ４　ファーティマ

ｇ　１　ボローニャ ２　フィレンツェ ３　ラヴェンナ ４　ジェノヴァ

ｈ　１　751 ２　800 ３　814 ４　843

ｉ　１　ザクセン  ２　ホーエンシュタウフェン 

３　ハプスブルク  ４　ホーエンツォレルン

ｊ　１　ブルターニュ ２　アンジュー ３　ブルゴーニュ ４　パリ

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，その際の戦いを何というか。

１　カタラウヌムの戦い ２　トゥール・ポワティエ間の戦い

３　タラス河畔の戦い  ４　トイトブルクの森の戦い

イ　下線部イ）について，古代ローマ人によるこの地域への遠征について著書を残したの

は誰か。

１　タキトゥス ２　リウィウス ３　カエサル ４　プルタルコス

ウ　下線部ウ）について，６世紀末にゲルマン人への布教を積極的に推進したローマ教皇

は誰か。

１　レオ１世  ２　グレゴリウス１世

３　レオ３世  ４　ウルバヌス２世

エ　下線部エ）について，この分裂を生み出した870年の条約はどれか。

１　ラテラノ条約  ２　ロカルノ条約

３　ヴェルダン条約  ４　メルセン条約

オ　下線部オ）について，この戴冠によって生まれた帝国が消滅する直接的な原因となっ

た出来事はどれか。

１　ウェストファリア条約の締結 ２　ライン同盟の結成

３　ティルジット条約の締結 ４　神聖同盟の結成

―4―

Ⅱ　次の文は，インドの古典文明について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

インド最古の都市文明は，紀元前2600年ころに成立したインダス文明である。計画的な都

市建設を特徴とし，煉瓦づくりの建築が整備された道路に沿って建造された。「死者の丘」

を意味する ａ  は，その代表的な遺跡である。

インダス文明が前1800年ころに衰退した後，インド＝ヨーロッパ語系のアーリヤ人が 

ｂ  地方に侵入し定着した。彼らは自然神を崇拝する祭式を行い，その世界観をヴェ

ーダ文献にまとめた。のちにガンジス川上流域に移動し，稲作による農耕文化が形成される

と，社会の階層化が進み，４つの身分からなるヴァルナ制が確立した。

ガンジス川中流域では，前６世紀までに多くの都市国家が成立し，商業や手工業が発達し

た。こうした発展を背景に，仏教や ｃ  を重視したジャイナ教，ウパニシャッド哲学

など，新しい宗教や思想が誕生した。ウパニシャッド哲学は，宇宙の根本原理である 

ｄ  と人間存在の本質が同一であることを悟れば，輪廻から解脱できると説いた。

前４世紀後半，マケドニアのアレクサンドロス大王が西北インドに遠征し，インダス川流

域に達したが，その直後，チャンドラグプタが ｅ  国のナンダ朝を倒し，マウリヤ朝

を建てた。インド最初の統一王朝であるマウリヤ朝の支配領域は，第３代アショーカ王の時

代に最大となった。王は仏教に深く帰依し，平穏な社会の実現を目指したが，王の死後は非

仏教勢力の反発もあり，王朝は衰退し滅亡した。

その後，紀元後１世紀になると，インダス川流域に進出したクシャーン人がクシャーナ朝

を建てた。同王朝は２世紀半ばのカニシカ王の下で最盛期を迎え，都の ｆ  は東西交

易の中継地として栄えた。クシャーナ朝と並び，南インドではサータヴァーハナ朝が，季節

風を利用したインド洋交易で繁栄し，広範囲に勢力を伸ばした。のちにやはり海上交易で繁

栄したのが，半島南端部の ｇ  朝である。この王朝は10世紀から11世紀にかけての最

盛期に，東南アジア遠征や北宋への使節派遣を行った。

４世紀に入ると，ガンジス川中流域にグプタ朝が興り，チャンドラグプタ２世の時代に北

インドの大部分を統一した。宮廷ではサンスクリット文学が花開き，戯曲『 ｈ  』な

どが著された。また，数学や天文学も発達し，イスラーム世界を経由してヨーロッパの近代

科学の成立に影響を及ぼした。さらに，民間の信仰や慣習から徐々に形成されたヒンドゥー

教が社会に定着したのも，この時代のことであった。

７世紀にはハルシャ＝ヴァルダナ王が北インドの大半を統一し，中国の僧 ｉ  を保

護するなど，ヒンドゥー教のみならず，仏教やジャイナ教にも寛容な態度をとった。経典の

漢訳や仏教美術の伝播とも相まって，仏教は東アジアと東南アジアに広く定着していったが，

インドにおいてはヒンドゥー教に吸収され衰退した。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

右
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Ⅳ　次の文は，ビザンツ帝国とギリシア正教圏の形成について述べたものである。これを読

んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

西ローマ帝国消滅後，東ヨーロッパではビザンツ帝国（東ローマ帝国）が中央集権的な官

僚機構を基盤とする国家をつくっていた。７世紀以降，ビザンツ帝国は外敵の侵入に備えて

各地に駐屯地をおき，その長官に民政と軍政の両権を委ねる ａ  制を導入した。この

制度のもとで軍役とひきかえに兵士に世襲地を認める ｂ  制がおこなわれたため，農

村社会は活力にあふれるようになった。

ビザンツ皇帝は，自ら神の代理人であるとしてギリシア正教会の総主教を管轄下においた。

偶像崇拝を厳禁するイスラーム勢力への対抗上，キリスト教の本来の教義に立ち戻って聖像

禁止令を発布したのも皇帝であった。

ビザンツ帝国はスラヴ人の住む北方にも影響力を拡大した。 ｃ  山脈の周辺に住ん

でいたスラヴ人は６世紀に遊牧民の ｄ  人に圧迫されると，東と西と南の３方向に分

かれて移動した。このうち ｅ  川流域から北方の平原にかけて広がった東スラヴ人は

ロシア人，ウクライナ人などに分かれ，南スラヴ人はバルカン半島に南下し，セルビア人，

クロアティア人などに分かれた。ビザンツ皇帝は，スラヴ人の諸国家を影響下におくために

ギリシア正教会の宣教師を派遣し，布教にあたらせた。宣教師たちはスラヴ語の表記のため

に ｆ  文字を考案して布教に用いた。その結果，９世紀後半には東ヨーロッパのスラ

ヴ人を中心にギリシア正教圏が形成されていった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～エ）について，下の問（ア～エ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，ユスティニアヌス帝の建立した聖ソフィア大聖堂が，後にモス

クに転用された際に付加された尖塔（光塔）を何というか。

イ　下線部イ）について，キリスト教五本山の一つで，ギリシア正教会の総主教がおかれ

たエジプトの都市はどこか。

ウ　下線部ウ）について，聖像禁止令が撤回されたのは何年か。

エ　下線部エ）について，トルコ系の民族が７世紀にバルカン半島に建て，その後ギリシ

ア正教を受容した国を何とよぶか。

ア） イ）

ウ）

エ）

―2―

Ⅰ　次の文は，フランク王国の形成と分裂について述べたものである。これを読んで，下の

問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

アルプス以北のヨーロッパには，早い時期からケルト人が各地に住みつき，独自の 

ａ  文化を発達させていた。他方，バルト海沿岸を原住地とするゲルマン人は，紀元

前後ころにはローマ帝国と境界を接する広大な地域に広がっていたが，４世紀後半にフン人

が西進し，ゲルマン人の一派である東ゴート人の大半を征服すると，圧迫された西ゴート人

は ｂ  年，ドナウ川を越えてローマ帝国領内に侵入した。これが長きにわたるゲルマ

ン人の大移動の始まりである。ゲルマン諸部族が移住先の各地に建国する一方，フン人は 

ｃ  を中心に大帝国を築いたが，西ローマ・ゲルマン連合軍に敗れて衰退した。西ロ

ーマ帝国滅亡後， ｄ  の率いる東ゴート人は，イタリア半島に移動して建国した。

ゲルマン諸国家の多くは短命であったが，現在のフランスにあたる地域に進出したフラン

ク人は，着実に勢力を伸ばした。フランク王に即位したメロヴィング家のクローヴィスは，

５世紀末に ｅ  派に改宗することで教会からの支持を固め，８世紀には宮宰カール＝

マルテルが，ピレネー山脈を越えて自国に侵攻しようとした ｆ  朝のイスラーム軍を

撃退した。その子ピピンは，メロヴィング朝を廃してカロリング朝を開いた。彼がイタリア

に侵攻し，奪取した ｇ  地方をローマ教皇に寄進したことで，フランク王国とローマ

教会の結びつきはさらに強まった。

両者の関係が最も強固となったのは，ピピンの子カール大帝の時代である。彼は東方から

侵入したアルタイ語系のアヴァール人などを撃退して，西ヨーロッパの主要部分を統一し，

伯や巡察使などを通じた集権的な支配体制を確立した。東方教会からの分離を模索するロー

マ教会は，カールの権威に接近し， ｈ  年のクリスマスに彼にローマ帝国の帝冠を授

け，西ローマ帝国の復活を宣言した。

カール大帝の死後，その帝国は東・西フランクとイタリアの３つに分裂した。10世紀初め

にカロリング朝の断絶した東フランクでは，有力諸侯の選挙によって王が選ばれるようにな

った。 ｉ  家の王オットー１世は，侵入する異民族を撃退し，イタリアに遠征してイ

タリア王位を兼ね，962年に教皇からローマ皇帝の冠を与えられた。一方，西フランクでも

カロリング朝が途絶えると，諸侯によって ｊ  伯のユーグ＝カペーが王に選ばれたが，

その王権は狭い範囲に限られた脆弱なものであった。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

世界史Ｂ ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：101ページ）時間＝70分　総点＝100点
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問Ａ　文中の  （ａ～ｊ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　石器 ２　土器 ３　青銅器 ４　鉄器

ｂ　１　376 ２　410 ３　451 ４　476

ｃ　１　ダキア ２　パンノニア ３　アルメニア ４　トラキア

ｄ　１　アッティラ ２　オドアケル ３　アラリック ４　テオドリック

ｅ　１　アリウス ２　ネストリウス ３　アタナシウス ４　アルビジョワ

ｆ　１　ウマイヤ ２　アッバース ３　サーマーン ４　ファーティマ

ｇ　１　ボローニャ ２　フィレンツェ ３　ラヴェンナ ４　ジェノヴァ

ｈ　１　751 ２　800 ３　814 ４　843

ｉ　１　ザクセン  ２　ホーエンシュタウフェン 

３　ハプスブルク  ４　ホーエンツォレルン

ｊ　１　ブルターニュ ２　アンジュー ３　ブルゴーニュ ４　パリ

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，その際の戦いを何というか。

１　カタラウヌムの戦い ２　トゥール・ポワティエ間の戦い

３　タラス河畔の戦い  ４　トイトブルクの森の戦い

イ　下線部イ）について，古代ローマ人によるこの地域への遠征について著書を残したの

は誰か。

１　タキトゥス ２　リウィウス ３　カエサル ４　プルタルコス

ウ　下線部ウ）について，６世紀末にゲルマン人への布教を積極的に推進したローマ教皇

は誰か。

１　レオ１世  ２　グレゴリウス１世

３　レオ３世  ４　ウルバヌス２世

エ　下線部エ）について，この分裂を生み出した870年の条約はどれか。

１　ラテラノ条約  ２　ロカルノ条約

３　ヴェルダン条約  ４　メルセン条約

オ　下線部オ）について，この戴冠によって生まれた帝国が消滅する直接的な原因となっ

た出来事はどれか。

１　ウェストファリア条約の締結 ２　ライン同盟の結成

３　ティルジット条約の締結 ４　神聖同盟の結成

―4―

Ⅱ　次の文は，インドの古典文明について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

インド最古の都市文明は，紀元前2600年ころに成立したインダス文明である。計画的な都

市建設を特徴とし，煉瓦づくりの建築が整備された道路に沿って建造された。「死者の丘」

を意味する ａ  は，その代表的な遺跡である。

インダス文明が前1800年ころに衰退した後，インド＝ヨーロッパ語系のアーリヤ人が 

ｂ  地方に侵入し定着した。彼らは自然神を崇拝する祭式を行い，その世界観をヴェ

ーダ文献にまとめた。のちにガンジス川上流域に移動し，稲作による農耕文化が形成される

と，社会の階層化が進み，４つの身分からなるヴァルナ制が確立した。

ガンジス川中流域では，前６世紀までに多くの都市国家が成立し，商業や手工業が発達し

た。こうした発展を背景に，仏教や ｃ  を重視したジャイナ教，ウパニシャッド哲学

など，新しい宗教や思想が誕生した。ウパニシャッド哲学は，宇宙の根本原理である 

ｄ  と人間存在の本質が同一であることを悟れば，輪廻から解脱できると説いた。

前４世紀後半，マケドニアのアレクサンドロス大王が西北インドに遠征し，インダス川流

域に達したが，その直後，チャンドラグプタが ｅ  国のナンダ朝を倒し，マウリヤ朝

を建てた。インド最初の統一王朝であるマウリヤ朝の支配領域は，第３代アショーカ王の時

代に最大となった。王は仏教に深く帰依し，平穏な社会の実現を目指したが，王の死後は非

仏教勢力の反発もあり，王朝は衰退し滅亡した。

その後，紀元後１世紀になると，インダス川流域に進出したクシャーン人がクシャーナ朝

を建てた。同王朝は２世紀半ばのカニシカ王の下で最盛期を迎え，都の ｆ  は東西交

易の中継地として栄えた。クシャーナ朝と並び，南インドではサータヴァーハナ朝が，季節

風を利用したインド洋交易で繁栄し，広範囲に勢力を伸ばした。のちにやはり海上交易で繁

栄したのが，半島南端部の ｇ  朝である。この王朝は10世紀から11世紀にかけての最

盛期に，東南アジア遠征や北宋への使節派遣を行った。

４世紀に入ると，ガンジス川中流域にグプタ朝が興り，チャンドラグプタ２世の時代に北

インドの大部分を統一した。宮廷ではサンスクリット文学が花開き，戯曲『 ｈ  』な

どが著された。また，数学や天文学も発達し，イスラーム世界を経由してヨーロッパの近代

科学の成立に影響を及ぼした。さらに，民間の信仰や慣習から徐々に形成されたヒンドゥー

教が社会に定着したのも，この時代のことであった。

７世紀にはハルシャ＝ヴァルダナ王が北インドの大半を統一し，中国の僧 ｉ  を保

護するなど，ヒンドゥー教のみならず，仏教やジャイナ教にも寛容な態度をとった。経典の

漢訳や仏教美術の伝播とも相まって，仏教は東アジアと東南アジアに広く定着していったが，

インドにおいてはヒンドゥー教に吸収され衰退した。

ア） イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

右
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，ビザンツ帝国とギリシア正教圏の形成について述べたものである。これを読

んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

西ローマ帝国消滅後，東ヨーロッパではビザンツ帝国（東ローマ帝国）が中央集権的な官

僚機構を基盤とする国家をつくっていた。７世紀以降，ビザンツ帝国は外敵の侵入に備えて

各地に駐屯地をおき，その長官に民政と軍政の両権を委ねる ａ  制を導入した。この

制度のもとで軍役とひきかえに兵士に世襲地を認める ｂ  制がおこなわれたため，農

村社会は活力にあふれるようになった。

ビザンツ皇帝は，自ら神の代理人であるとしてギリシア正教会の総主教を管轄下においた。

偶像崇拝を厳禁するイスラーム勢力への対抗上，キリスト教の本来の教義に立ち戻って聖像

禁止令を発布したのも皇帝であった。

ビザンツ帝国はスラヴ人の住む北方にも影響力を拡大した。 ｃ  山脈の周辺に住ん

でいたスラヴ人は６世紀に遊牧民の ｄ  人に圧迫されると，東と西と南の３方向に分

かれて移動した。このうち ｅ  川流域から北方の平原にかけて広がった東スラヴ人は

ロシア人，ウクライナ人などに分かれ，南スラヴ人はバルカン半島に南下し，セルビア人，

クロアティア人などに分かれた。ビザンツ皇帝は，スラヴ人の諸国家を影響下におくために

ギリシア正教会の宣教師を派遣し，布教にあたらせた。宣教師たちはスラヴ語の表記のため

に ｆ  文字を考案して布教に用いた。その結果，９世紀後半には東ヨーロッパのスラ

ヴ人を中心にギリシア正教圏が形成されていった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～エ）について，下の問（ア～エ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，ユスティニアヌス帝の建立した聖ソフィア大聖堂が，後にモス

クに転用された際に付加された尖塔（光塔）を何というか。

イ　下線部イ）について，キリスト教五本山の一つで，ギリシア正教会の総主教がおかれ

たエジプトの都市はどこか。

ウ　下線部ウ）について，聖像禁止令が撤回されたのは何年か。

エ　下線部エ）について，トルコ系の民族が７世紀にバルカン半島に建て，その後ギリシ

ア正教を受容した国を何とよぶか。

ア） イ）

ウ）

エ）
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Ⅰ　次の文は，フランク王国の形成と分裂について述べたものである。これを読んで，下の

問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

アルプス以北のヨーロッパには，早い時期からケルト人が各地に住みつき，独自の 

ａ  文化を発達させていた。他方，バルト海沿岸を原住地とするゲルマン人は，紀元

前後ころにはローマ帝国と境界を接する広大な地域に広がっていたが，４世紀後半にフン人

が西進し，ゲルマン人の一派である東ゴート人の大半を征服すると，圧迫された西ゴート人

は ｂ  年，ドナウ川を越えてローマ帝国領内に侵入した。これが長きにわたるゲルマ

ン人の大移動の始まりである。ゲルマン諸部族が移住先の各地に建国する一方，フン人は 

ｃ  を中心に大帝国を築いたが，西ローマ・ゲルマン連合軍に敗れて衰退した。西ロ

ーマ帝国滅亡後， ｄ  の率いる東ゴート人は，イタリア半島に移動して建国した。

ゲルマン諸国家の多くは短命であったが，現在のフランスにあたる地域に進出したフラン

ク人は，着実に勢力を伸ばした。フランク王に即位したメロヴィング家のクローヴィスは，

５世紀末に ｅ  派に改宗することで教会からの支持を固め，８世紀には宮宰カール＝

マルテルが，ピレネー山脈を越えて自国に侵攻しようとした ｆ  朝のイスラーム軍を

撃退した。その子ピピンは，メロヴィング朝を廃してカロリング朝を開いた。彼がイタリア

に侵攻し，奪取した ｇ  地方をローマ教皇に寄進したことで，フランク王国とローマ

教会の結びつきはさらに強まった。

両者の関係が最も強固となったのは，ピピンの子カール大帝の時代である。彼は東方から

侵入したアルタイ語系のアヴァール人などを撃退して，西ヨーロッパの主要部分を統一し，

伯や巡察使などを通じた集権的な支配体制を確立した。東方教会からの分離を模索するロー

マ教会は，カールの権威に接近し， ｈ  年のクリスマスに彼にローマ帝国の帝冠を授

け，西ローマ帝国の復活を宣言した。

カール大帝の死後，その帝国は東・西フランクとイタリアの３つに分裂した。10世紀初め

にカロリング朝の断絶した東フランクでは，有力諸侯の選挙によって王が選ばれるようにな

った。 ｉ  家の王オットー１世は，侵入する異民族を撃退し，イタリアに遠征してイ

タリア王位を兼ね，962年に教皇からローマ皇帝の冠を与えられた。一方，西フランクでも

カロリング朝が途絶えると，諸侯によって ｊ  伯のユーグ＝カペーが王に選ばれたが，

その王権は狭い範囲に限られた脆弱なものであった。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

世界史Ｂ ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：101ページ）時間＝70分　総点＝100点

左
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，北アメリカ植民地の形成とアメリカ合衆国の独立について述べたものである。

これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

イギリスによる北アメリカの植民地化は，17世紀になって本格化した。東海岸南部では

1607年，最初の植民地ヴァージニアが建設され，1619年，同地で最初の植民地議会が開かれ

た。東海岸中部は当初，ヨーロッパ諸国の植民地として開拓が進み，マンハッタン島を基点

とするハドソン川流域は ａ  の植民地として開拓され，その後イギリスの領土となり，

ニューヨークを中心に発展した。東海岸北部には，イギリスの宗教抑圧を逃れたピューリタ

ンが1620年に入植し，その後，自営農民や商工業者が増えた。

ヨーロッパでは1756年，シュレジエンの奪回をめぐりオーストリアとプロイセンの間で戦

争が起き，イギリスはプロイセンを支援した。戦後，負債をかかえたイギリス政府は，植民

地に課税して負担を分担させようとした。1765年，植民地で発行された新聞などに課税する 

ｂ  法が制定された。 ｃ  年には，イギリス政府が東インド会社に茶の独占販

売権を与える茶法を制定し，これに抗議する植民地の人々が，先住民に変装して東インド会

社の船を襲い，積み荷の茶を海に投棄した。イギリス政府がこれに対して制裁措置をとると，

植民地側は翌年， ｄ  で第１回大陸会議を開いて抗議した。

1775年，レキシントンとコンコードで武力衝突が起こり，独立戦争が始まった。独立への

世論形成には，1776年に出版された『コモン＝センス』が大きな役割を果たし，同年７月に

はジェファソンらが起草した独立宣言が公布された。戦争は，1781年， ｅ  の戦いで

独立派が決定的な勝利をおさめ，1783年，イギリスは ｆ  条約で独立を承認した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に，最も適当な語または数字を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～エ）について，下の問（ア～エ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この人々を何とよぶか。

イ　下線部イ）について，この戦争は何か。

ウ　下線部ウ）について，この事件が起きた都市はどこか。

エ　下線部エ）について，この著者は誰か。

ア）

イ）

ウ）

エ）
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Ⅰ　次の文は，20世紀の中東情勢について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

中東地域では，第一次世界大戦後から第二次世界大戦の最中にかけて，アラブ諸国が独立

を果たした。たとえば，1914年以降，イギリスの保護国であったエジプトでは， ａ  

を中心に独立運動が展開され，22年には名目的ではあったが，エジプト王国として独立した。

また，イギリスの委任統治領であったイラクは32年に独立し，フランスの委任統治下にあっ

たレバノンは41年にシリアから分離したのち独立した。

アラブ諸国は，1945年に ｂ  を結成したが，国際連合はアラブ地域の一部であった

パレスティナを分割し，アラブ人国家と ｃ  国家とに分ける案を決議した。アラブ人

側による拒否にもかかわらず，48年にはイスラエルが一方的に建国を宣言したため，パレス

ティナ戦争（第一次中東戦争）が勃発し，アラブ諸国側が敗北した結果，パレスティナの約

80％がイスラエルの支配下に入り，パレスティナ難民が発生した。

エジプトでは1952年の革命による共和国樹立を経て，政権を掌握した自由将校団のナセル

がアスワン＝ハイダム建設費の財源確保のために，スエズ運河の国有化を宣言した。これに

反発したイギリス， ｄ  ，イスラエルがエジプトに侵攻し，スエズ戦争（第二次中東

戦争）が起こったが，ナセルは国際世論の力を借りてそれらを撤退させた。1950年代後半に

はスーダンやモロッコ，チュニジア，アルジェリアが独立し，中東・北アフリカでは 

ｅ  が大きく盛り上がったが，諸国は親米派と親ソ連派に分かれて対立するように 

なった。そして，67年に第三次中東戦争で，エジプトとシリアは惨敗し，イスラエルは 

ｆ  ，ガザ地区，ヨルダン川西岸，ゴラン高原，東イェルサレムなどを占領した。こ

れにより ｅ  は退潮した。

1973年に第四次中東戦争が戦われたのち，エジプトのサダト大統領は，77年にアメリカ合

衆国の仲介で，イスラエルのベギン首相と和平交渉を行い，79年にエジプト＝イスラエル平

和条約に調印した。81年にサダトは暗殺されたが，後継の ｇ  によってイスラエルか

らの ｆ  返還は実現された。

その後，イラン＝イラク戦争や湾岸戦争などによってアラブ諸国の分裂が深まるなか，パ

レスティナ解放機構（PLO）のアラファト議長とイスラエルのラビン首相は1993年にパレス

ティナ暫定自治協定（ ｈ  合意）を結び，94年にはPLO主導で自治が開始された。し

かし，イスラエルにおける政権交代やPLO内部の対立，イェルサレムの帰属，パレスティナ

難民の帰還などをめぐって，パレスティナ問題は現在まで未解決のままとなっている。

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　ワフド党 ２　バース党 ３　国民党 ４　社会革命党

ｂ　１　サレカット＝イスラーム ２　アラブ連盟 

３　中東条約機構  ４　中央条約機構

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

世界史Ｂ ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：102ページ）時間＝70分　総点＝100点

右
ペ
ー
ジ
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問Ａ　文中の  （ａ～ｉ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　モヘンジョ＝ダロ ２　ハラッパー 

３　ドーラー＝ヴィーラー ４　ロータル

ｂ　１　アッサム ２　カシミール ３　パンジャーブ ４　ベンガル

ｃ　１　四諦 ２　供儀と祭祀 ３　八正道 ４　苦行と不殺生

ｄ　１　ブラフマン ２　アートマン ３　シヴァ ４　ヴィシュヌ

ｅ　１　コーサラ ２　マガダ ３　アッサカ ４　カリンガ

ｆ　１　プラティシュターナ ２　カナウジ 

３　パータリプトラ  ４　プルシャプラ

ｇ　１　パッラヴァ ２　チャールキヤ ３　チョーラ ４　パーンディヤ

ｈ　１　シャクンタラー  ２　シャー＝ナーメ 

３　マハーバーラタ  ４　ラーマーヤナ

ｉ　１　法顕 ２　玄奘 ３　義浄 ４　竜樹

問Ｂ　文中の下線部（ア～カ）について，下の問（ア～カ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，これらのうち元来は一般民を指し，のちに商人を意味するよう

になったのはどれか。

１　バラモン ２　クシャトリヤ ３　ヴァイシャ ４　シュードラ

イ　下線部イ）について，「ヴァルナ」とは本来どのような意味か。

１　色 ２　出身地 ３　血統 ４　職種

ウ　下線部ウ）について，アショーカ王が行ったものでないのはどれか。

１　仏典結集  ２　ダルマ（法）による統治

３　ナーランダー僧院の創設 ４　詔勅を刻んだ石柱碑の建立

エ　下線部エ）について，この季節風を発見したという伝承のあるギリシア人は誰か。

１　ピンダロス ２　ヒッパロス ３　エピクロス ４　エピクテトス

オ　下線部オ）について，インド人が発見したものはどれか。

１　惑星の運行法則  ２　地球の円周の計測法

３　浮体の原理  ４　ゼロの概念

カ　下線部カ）について，ガンジス川流域で発達した，粗削りだが力強い作風をもつ，初

期の純インド的な美術様式はどれか。

１　ガンダーラ様式  ２　マトゥラー様式

３　グプタ様式  ４　アンピール様式

―6―

Ⅲ　次の文は，中華人民共和国の成立から改革・開放までの歴史について述べたものである。

これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

日中戦争が終結した後，中国では国民党と共産党の対立が再燃した。国民党政権を率いる

蔣介石は，共産党との内戦で敗退をかさねると，台湾に逃れ，そこで中華民国政府を維持し

た。

共産党は1949年，北京で人民政治協商会議を招集し，会議は10月，毛沢東を主席，
ａ  を首相とする中華人民共和国の成立を宣言した。同国は翌年にソ連と ｂ  

条約を結んで社会主義圏に属する姿勢を示し，ソ連の支援のもとで国家建設を行おうとした。

1953年から実施された第一次五カ年計画では，重工業を中心とする工業化と農業の集団化が

推進された。しかし資本主義国との平和共存路線をとるソ連との関係が悪化すると，毛沢東

は急激な社会主義建設を目指す大躍進運動を指示し，結果として多くの餓死者を生み出した。

その後失脚した毛沢東らが復権を狙って ｃ  年にプロレタリア文化大革命を発動する

と，毛沢東に忠誠を誓う学生らが中心となって共産党の統治機構を破壊し，政治や社会の混

乱を招くこととなった。この時期は中ソの対立が激しさを増していたが，そのなかでアメリ

カの ｄ  大統領が中華人民共和国を訪問し関係改善を図ったことは世界を驚かせた。

1976年に毛沢東が死亡すると，江青ら権力者グループが逮捕され文化大革命は収束した。

その後党内で権力を掌握した ｅ  を中心とする新指導部は，経済建設を重視していわ

ゆる「四つの現代化」など改革・開放路線を推進していった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に，最も適当な語または数字を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，1947年に国民党政権による闇タバコの販売摘発を契機として民

衆の抗議運動が起こり，多くの犠牲者を出した事件を何というか。

イ　下線部イ）について，日本は中華人民共和国を国家承認せず，台湾の中華民国政府と

条約を結び国交を回復した。この台湾と結んだ条約は何か。

ウ　下線部ウ）について，その一環として1956年に解散された各国共産党の国際的な情報

交換機関は何か。

エ　下線部エ）について，手に『毛沢東語録』を持つ姿が特徴的なこの青少年たちを何と

いうか。

オ　下線部オ）について，江青・王洪文・張春橋・姚文元からなる文化大革命推進派を総

称して何というか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

左
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，北アメリカ植民地の形成とアメリカ合衆国の独立について述べたものである。

これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

イギリスによる北アメリカの植民地化は，17世紀になって本格化した。東海岸南部では

1607年，最初の植民地ヴァージニアが建設され，1619年，同地で最初の植民地議会が開かれ

た。東海岸中部は当初，ヨーロッパ諸国の植民地として開拓が進み，マンハッタン島を基点

とするハドソン川流域は ａ  の植民地として開拓され，その後イギリスの領土となり，

ニューヨークを中心に発展した。東海岸北部には，イギリスの宗教抑圧を逃れたピューリタ

ンが1620年に入植し，その後，自営農民や商工業者が増えた。

ヨーロッパでは1756年，シュレジエンの奪回をめぐりオーストリアとプロイセンの間で戦

争が起き，イギリスはプロイセンを支援した。戦後，負債をかかえたイギリス政府は，植民

地に課税して負担を分担させようとした。1765年，植民地で発行された新聞などに課税する 

ｂ  法が制定された。 ｃ  年には，イギリス政府が東インド会社に茶の独占販

売権を与える茶法を制定し，これに抗議する植民地の人々が，先住民に変装して東インド会

社の船を襲い，積み荷の茶を海に投棄した。イギリス政府がこれに対して制裁措置をとると，

植民地側は翌年， ｄ  で第１回大陸会議を開いて抗議した。

1775年，レキシントンとコンコードで武力衝突が起こり，独立戦争が始まった。独立への

世論形成には，1776年に出版された『コモン＝センス』が大きな役割を果たし，同年７月に

はジェファソンらが起草した独立宣言が公布された。戦争は，1781年， ｅ  の戦いで

独立派が決定的な勝利をおさめ，1783年，イギリスは ｆ  条約で独立を承認した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に，最も適当な語または数字を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～エ）について，下の問（ア～エ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この人々を何とよぶか。

イ　下線部イ）について，この戦争は何か。

ウ　下線部ウ）について，この事件が起きた都市はどこか。

エ　下線部エ）について，この著者は誰か。

ア）

イ）

ウ）

エ）
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Ⅰ　次の文は，20世紀の中東情勢について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （30点）

中東地域では，第一次世界大戦後から第二次世界大戦の最中にかけて，アラブ諸国が独立

を果たした。たとえば，1914年以降，イギリスの保護国であったエジプトでは， ａ  

を中心に独立運動が展開され，22年には名目的ではあったが，エジプト王国として独立した。

また，イギリスの委任統治領であったイラクは32年に独立し，フランスの委任統治下にあっ

たレバノンは41年にシリアから分離したのち独立した。

アラブ諸国は，1945年に ｂ  を結成したが，国際連合はアラブ地域の一部であった

パレスティナを分割し，アラブ人国家と ｃ  国家とに分ける案を決議した。アラブ人

側による拒否にもかかわらず，48年にはイスラエルが一方的に建国を宣言したため，パレス

ティナ戦争（第一次中東戦争）が勃発し，アラブ諸国側が敗北した結果，パレスティナの約

80％がイスラエルの支配下に入り，パレスティナ難民が発生した。

エジプトでは1952年の革命による共和国樹立を経て，政権を掌握した自由将校団のナセル

がアスワン＝ハイダム建設費の財源確保のために，スエズ運河の国有化を宣言した。これに

反発したイギリス， ｄ  ，イスラエルがエジプトに侵攻し，スエズ戦争（第二次中東

戦争）が起こったが，ナセルは国際世論の力を借りてそれらを撤退させた。1950年代後半に

はスーダンやモロッコ，チュニジア，アルジェリアが独立し，中東・北アフリカでは 

ｅ  が大きく盛り上がったが，諸国は親米派と親ソ連派に分かれて対立するように 

なった。そして，67年に第三次中東戦争で，エジプトとシリアは惨敗し，イスラエルは 

ｆ  ，ガザ地区，ヨルダン川西岸，ゴラン高原，東イェルサレムなどを占領した。こ

れにより ｅ  は退潮した。

1973年に第四次中東戦争が戦われたのち，エジプトのサダト大統領は，77年にアメリカ合

衆国の仲介で，イスラエルのベギン首相と和平交渉を行い，79年にエジプト＝イスラエル平

和条約に調印した。81年にサダトは暗殺されたが，後継の ｇ  によってイスラエルか

らの ｆ  返還は実現された。

その後，イラン＝イラク戦争や湾岸戦争などによってアラブ諸国の分裂が深まるなか，パ

レスティナ解放機構（PLO）のアラファト議長とイスラエルのラビン首相は1993年にパレス

ティナ暫定自治協定（ ｈ  合意）を結び，94年にはPLO主導で自治が開始された。し

かし，イスラエルにおける政権交代やPLO内部の対立，イェルサレムの帰属，パレスティナ

難民の帰還などをめぐって，パレスティナ問題は現在まで未解決のままとなっている。

問Ａ　文中の  （ａ～ｈ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　ワフド党 ２　バース党 ３　国民党 ４　社会革命党

ｂ　１　サレカット＝イスラーム ２　アラブ連盟 

３　中東条約機構  ４　中央条約機構

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

キ）

世界史Ｂ ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：102ページ）時間＝70分　総点＝100点

右
ペ
ー
ジ
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問Ａ　文中の  （ａ～ｉ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　モヘンジョ＝ダロ ２　ハラッパー 

３　ドーラー＝ヴィーラー ４　ロータル

ｂ　１　アッサム ２　カシミール ３　パンジャーブ ４　ベンガル

ｃ　１　四諦 ２　供儀と祭祀 ３　八正道 ４　苦行と不殺生

ｄ　１　ブラフマン ２　アートマン ３　シヴァ ４　ヴィシュヌ

ｅ　１　コーサラ ２　マガダ ３　アッサカ ４　カリンガ

ｆ　１　プラティシュターナ ２　カナウジ 

３　パータリプトラ  ４　プルシャプラ

ｇ　１　パッラヴァ ２　チャールキヤ ３　チョーラ ４　パーンディヤ

ｈ　１　シャクンタラー  ２　シャー＝ナーメ 

３　マハーバーラタ  ４　ラーマーヤナ

ｉ　１　法顕 ２　玄奘 ３　義浄 ４　竜樹

問Ｂ　文中の下線部（ア～カ）について，下の問（ア～カ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，これらのうち元来は一般民を指し，のちに商人を意味するよう

になったのはどれか。

１　バラモン ２　クシャトリヤ ３　ヴァイシャ ４　シュードラ

イ　下線部イ）について，「ヴァルナ」とは本来どのような意味か。

１　色 ２　出身地 ３　血統 ４　職種

ウ　下線部ウ）について，アショーカ王が行ったものでないのはどれか。

１　仏典結集  ２　ダルマ（法）による統治

３　ナーランダー僧院の創設 ４　詔勅を刻んだ石柱碑の建立

エ　下線部エ）について，この季節風を発見したという伝承のあるギリシア人は誰か。

１　ピンダロス ２　ヒッパロス ３　エピクロス ４　エピクテトス

オ　下線部オ）について，インド人が発見したものはどれか。

１　惑星の運行法則  ２　地球の円周の計測法

３　浮体の原理  ４　ゼロの概念

カ　下線部カ）について，ガンジス川流域で発達した，粗削りだが力強い作風をもつ，初

期の純インド的な美術様式はどれか。

１　ガンダーラ様式  ２　マトゥラー様式

３　グプタ様式  ４　アンピール様式
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Ⅲ　次の文は，中華人民共和国の成立から改革・開放までの歴史について述べたものである。

これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （20点）

日中戦争が終結した後，中国では国民党と共産党の対立が再燃した。国民党政権を率いる

蔣介石は，共産党との内戦で敗退をかさねると，台湾に逃れ，そこで中華民国政府を維持し

た。

共産党は1949年，北京で人民政治協商会議を招集し，会議は10月，毛沢東を主席，
ａ  を首相とする中華人民共和国の成立を宣言した。同国は翌年にソ連と ｂ  

条約を結んで社会主義圏に属する姿勢を示し，ソ連の支援のもとで国家建設を行おうとした。

1953年から実施された第一次五カ年計画では，重工業を中心とする工業化と農業の集団化が

推進された。しかし資本主義国との平和共存路線をとるソ連との関係が悪化すると，毛沢東

は急激な社会主義建設を目指す大躍進運動を指示し，結果として多くの餓死者を生み出した。

その後失脚した毛沢東らが復権を狙って ｃ  年にプロレタリア文化大革命を発動する

と，毛沢東に忠誠を誓う学生らが中心となって共産党の統治機構を破壊し，政治や社会の混

乱を招くこととなった。この時期は中ソの対立が激しさを増していたが，そのなかでアメリ

カの ｄ  大統領が中華人民共和国を訪問し関係改善を図ったことは世界を驚かせた。

1976年に毛沢東が死亡すると，江青ら権力者グループが逮捕され文化大革命は収束した。

その後党内で権力を掌握した ｅ  を中心とする新指導部は，経済建設を重視していわ

ゆる「四つの現代化」など改革・開放路線を推進していった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に，最も適当な語または数字を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，1947年に国民党政権による闇タバコの販売摘発を契機として民

衆の抗議運動が起こり，多くの犠牲者を出した事件を何というか。

イ　下線部イ）について，日本は中華人民共和国を国家承認せず，台湾の中華民国政府と

条約を結び国交を回復した。この台湾と結んだ条約は何か。

ウ　下線部ウ）について，その一環として1956年に解散された各国共産党の国際的な情報

交換機関は何か。

エ　下線部エ）について，手に『毛沢東語録』を持つ姿が特徴的なこの青少年たちを何と

いうか。

オ　下線部オ）について，江青・王洪文・張春橋・姚文元からなる文化大革命推進派を総

称して何というか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

左
ペ
ー
ジ
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問Ｂ　文中の下線部（ア～カ）について，下の問（ア～カ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この同盟を何というか。

１　デロス同盟  ２　コリントス（ヘラス）同盟

３　ペロポネソス同盟  ４　アイトリア同盟

イ　下線部イ）について，アレクサンドロスの後継者たちを何とよぶか。

１　ディアドコイ ２　ディクタトル ３　デマゴーゴス ４　エクイテス

ウ　下線部ウ）について，大図書館を備え学問の拠点となったこの地の王立研究所を何と

いうか。

１　オーディオン ２　パンテオン ３　ムセイオン ４　アゴラ

エ　下線部エ）について，この一派を創始した哲学者は誰か。

１　ゼノン ２　タレス ３　プラトン ４　セネカ

オ　下線部オ）について，この時代に地球の自転と公転を指摘し，地球と太陽の距離を算

出した天文学者は誰か。

１　エラトステネス  ２　プトレマイオス

３　アリスタルコス  ４　ストラボン

カ　下線部カ）について，この美術に関する説明として間違っているものはどれか。

１　感情や運動の表現に優れ，躍動的な描写を特徴としている

２　ミロス島で発見され，ルーヴル美術館に所蔵されている彫刻「ミロのヴィーナス」

は，美と愛のギリシア神アフロディテをテーマにした代表作である

３　ローマで発見された彫刻「ラオコーン」は，ペルシア戦争の物語を題材に，毒蛇に

殺される兵士の断末魔の苦しみを表現した傑作である

４　インドの写実的な技法を特徴とするガンダーラ美術にも大きな影響を与えた
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Ⅲ　次の文は，明の歴史と文化について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （20点）

元の末期に白蓮教徒による ａ  が起こると，この反乱の中で頭角を表した朱元璋

（洪武帝）により，1368年に明が建国された。洪武帝は社会の混乱をおさめるために儒教に

基づく社会規範を確立し，農村では里甲制を実施するなどして支配体制を固めた。また民間

の対外貿易や海外渡航を厳しく制限する政策をとる一方で，北方のモンゴルに対しては自分

の息子たちを王として配置し防衛に当たらせた。洪武帝の後を建文帝が継ぐと，北京に本拠

をおいた燕王が挙兵し，都の南京を占領して第三代皇帝の ｂ  として即位した。

ｂ  は自ら軍を率いて積極的にモンゴルに遠征したものの，明は対外的に北方のモ

ンゴルと，東南沿岸を荒らす海賊・私貿易集団である ｃ  に苦しめられた。1449年に

オイラトのエセンが正統帝を捕らえるなど北方の脅威が増したため，明は万里の長城を改修

して侵入に備えた。軍事費の増加によって財政難になると，万暦帝時代の初期に皇帝を補佐

した ｄ  が一条鞭法などにより財政のたて直しを図ったが，地方の官僚から批判を受

けることになった。

明代には，商人やキリスト教宣教師などのヨーロッパ人が来航し西洋の文化を中国に伝え

た。たとえば，イエズス会宣教師のマテオ＝リッチは中国で布教を行いつつ，世界地図であ

る『 ｅ  』を作成したり，徐光啓とともに『幾何原本』を刊行したりした。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，洪武帝が民衆の教化のために発布した６カ条の教訓を何という

か。

イ　下線部イ）について，この政策を何というか。

ウ　下線部ウ）について，この事件を何というか。

エ　下線部エ）について，明代から清代にかけて，科挙の合格者や官僚経験者として地方

で勢力を持った有力者のことを何というか。

オ　下線部オ）について，ポルトガルが1557年に明から居住権を得て東アジア進出の拠点

とし，1999年に中国に返還された都市はどこか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）
右
ペ
ー
ジ
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ｃ　１　トルコ人 ２　クルド人 ３　ユダヤ人 ４　アラム人

ｄ　１　アメリカ ２　ソ連 ３　イラン ４　フランス

ｅ　１　サラフィー主義  ２　イスラーム原理主義 

３　パン＝イスラーム主義 ４　アラブ民族主義

ｆ　１　クリミア半島  ２　カッターラ低地 

３　シナイ半島  ４　キプロス島

ｇ　１　シーシー ２　ムバラク ３　アサド ４　ムルシー

ｈ　１　オスロ  ２　マルタ 

３　キャンプ＝デーヴィッド ４　プラザ

問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，2003年のアメリカによるイラク侵攻時のイラクの大統領は誰か。

１　ホメイニ  ２　ムハンマド＝アブドゥフ

３　カダフィー  ４　サダム＝フセイン

イ　下線部イ）について，第一次世界大戦中にイギリスがアラブ人に対して，アラブ人国

家の独立を約束した取り決めを何というか。

１　バルフォア宣言  ２　フセイン・マクマホン協定

３　サイクス・ピコ協定 ４　ジュネーヴ協定

ウ　下線部ウ）について，1951年のイラン首相によるイギリス系石油会社の国有化宣言を

契機として，クーデタを通じて独裁体制を築いたイラン国王は誰か。

１　パフレヴィー２世  ２　レザー＝ハーン

３　ザーヒル＝シャー  ４　ナーディル＝シャー

エ　下線部エ）について，アルジェリアの独立を目指して結成された民族解放戦線の略称

はどれか。

１　FLN ２　AFL ３　IMF ４　PKF

オ　下線部オ）について，1987年に同地域でパレスティナ人によって投石やデモを中心に

展開されたイスラエル政府に対する抵抗運動を何というか。

１　インティファーダ  ２　ハマス

３　サティヤーグラハ  ４　パルチザン

カ　下線部カ）について，同戦争勃発後に，親イスラエルの国への原油輸出停止や制限措

置をとったアラブ系産油国の協力組織の略称はどれか。

１　OECD ２　OPEC ３　APEC ４　OAPEC

キ　下線部キ）について，イェルサレムはイスラーム教，キリスト教，ユダヤ教の聖地で

あるが，同地にある建築物として正しくないものはどれか。

１　岩のドーム ２　カーバ神殿 ３　嘆きの壁 ４　聖墳墓教会

―4―

Ⅱ　次の文は，ヘレニズム時代の始まりと文化について述べたものである。これを読んで，

下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

バルカン半島中央部にあった ａ  系ギリシア人の国であるマケドニアは，ポリスは

つくらず王国を形成していた。紀元前４世紀後半になると国王 ｂ  のもとで軍事力を

強め，前338年の戦いで ｃ  とアテネの連合軍を破った。また，翌年，スパルタを除

く全ポリスを集めて同盟を結成し，ギリシアの覇権を掌握した。彼の死後，息子のアレクサ

ンドロスは東方遠征に乗り出し， ｄ  の戦いでペルシア王ダレイオス３世を打ち破っ

た。その後，ペルシアの帝都 ｅ  をおとしいれ，ペルシアを滅ぼした。アレクサンド

ロスは，東西世界の融合を理想としていたが，若くして ｆ  で病死した。彼の死後，

部下の将軍たちがその遺領をめぐって争った。

アレクサンドロスの遠征から，前 ｇ  年のプトレマイオス朝滅亡までの約300年間

を，ヘレニズム時代という。そこでは，ギリシアとオリエントの文化が融合し，ヘレニズム

文化が誕生した。エジプトのアレクサンドリアは，この文化の一大中心地として繁栄した。

この時代には，ポリス中心主義の枠をこえた個人主義の風潮がめばえ，精神の平安を最高の

快楽とする ｈ  派や，禁欲により自己の精神を律するストア派が広く信奉された。ま

た，自然科学が顕著に発達したのもこの時代であった。そこでは，物理学の諸原理を発見し

たアルキメデス，平面幾何学を大成した ｉ  などが活躍した。このほか，洗練された

彫刻作品などで知られるヘレニズム美術が誕生した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｉ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　アイオリス ２　イオニア ３　ドーリア ４　フェニキア

ｂ　１　キュロス２世  ２　レオニダス 

３　ペリクレス  ４　フィリッポス２世

ｃ　１　テーベ ２　トロイア ３　デルフォイ ４　オリンピア

ｄ　１　イッソス ２　マラトン ３　カイロネイア ４　プラタイア

ｅ　１　ニネヴェ ２　ティルス ３　ウル ４　スサ

ｆ　１　ペルセポリス  ２　バビロン 

３　アンティオキア  ４　ダマスクス

ｇ　１　44 ２　43 ３　30 ４　27

ｈ　１　キュニコス ２　スコラ学 ３　エピクロス ４　パリサイ

ｉ　１　デモクリトス  ２　エウリピデス 

３　ヒッポクラテス  ４　エウクレイデス

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

カ）

左
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問Ｂ　文中の下線部（ア～カ）について，下の問（ア～カ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，この同盟を何というか。

１　デロス同盟  ２　コリントス（ヘラス）同盟

３　ペロポネソス同盟  ４　アイトリア同盟

イ　下線部イ）について，アレクサンドロスの後継者たちを何とよぶか。

１　ディアドコイ ２　ディクタトル ３　デマゴーゴス ４　エクイテス

ウ　下線部ウ）について，大図書館を備え学問の拠点となったこの地の王立研究所を何と

いうか。

１　オーディオン ２　パンテオン ３　ムセイオン ４　アゴラ

エ　下線部エ）について，この一派を創始した哲学者は誰か。

１　ゼノン ２　タレス ３　プラトン ４　セネカ

オ　下線部オ）について，この時代に地球の自転と公転を指摘し，地球と太陽の距離を算

出した天文学者は誰か。

１　エラトステネス  ２　プトレマイオス

３　アリスタルコス  ４　ストラボン

カ　下線部カ）について，この美術に関する説明として間違っているものはどれか。

１　感情や運動の表現に優れ，躍動的な描写を特徴としている

２　ミロス島で発見され，ルーヴル美術館に所蔵されている彫刻「ミロのヴィーナス」

は，美と愛のギリシア神アフロディテをテーマにした代表作である

３　ローマで発見された彫刻「ラオコーン」は，ペルシア戦争の物語を題材に，毒蛇に

殺される兵士の断末魔の苦しみを表現した傑作である

４　インドの写実的な技法を特徴とするガンダーラ美術にも大きな影響を与えた

―6―

Ⅲ　次の文は，明の歴史と文化について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・

Ｂ）に答えよ。 （20点）

元の末期に白蓮教徒による ａ  が起こると，この反乱の中で頭角を表した朱元璋

（洪武帝）により，1368年に明が建国された。洪武帝は社会の混乱をおさめるために儒教に

基づく社会規範を確立し，農村では里甲制を実施するなどして支配体制を固めた。また民間

の対外貿易や海外渡航を厳しく制限する政策をとる一方で，北方のモンゴルに対しては自分

の息子たちを王として配置し防衛に当たらせた。洪武帝の後を建文帝が継ぐと，北京に本拠

をおいた燕王が挙兵し，都の南京を占領して第三代皇帝の ｂ  として即位した。

ｂ  は自ら軍を率いて積極的にモンゴルに遠征したものの，明は対外的に北方のモ

ンゴルと，東南沿岸を荒らす海賊・私貿易集団である ｃ  に苦しめられた。1449年に

オイラトのエセンが正統帝を捕らえるなど北方の脅威が増したため，明は万里の長城を改修

して侵入に備えた。軍事費の増加によって財政難になると，万暦帝時代の初期に皇帝を補佐

した ｄ  が一条鞭法などにより財政のたて直しを図ったが，地方の官僚から批判を受

けることになった。

明代には，商人やキリスト教宣教師などのヨーロッパ人が来航し西洋の文化を中国に伝え

た。たとえば，イエズス会宣教師のマテオ＝リッチは中国で布教を行いつつ，世界地図であ

る『 ｅ  』を作成したり，徐光啓とともに『幾何原本』を刊行したりした。

問Ａ　文中の  （ａ～ｅ）に，最も適当な語を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～オ）について，下の問（ア～オ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，洪武帝が民衆の教化のために発布した６カ条の教訓を何という

か。

イ　下線部イ）について，この政策を何というか。

ウ　下線部ウ）について，この事件を何というか。

エ　下線部エ）について，明代から清代にかけて，科挙の合格者や官僚経験者として地方

で勢力を持った有力者のことを何というか。

オ　下線部オ）について，ポルトガルが1557年に明から居住権を得て東アジア進出の拠点

とし，1999年に中国に返還された都市はどこか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

オ）

右
ペ
ー
ジ
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ｃ　１　トルコ人 ２　クルド人 ３　ユダヤ人 ４　アラム人

ｄ　１　アメリカ ２　ソ連 ３　イラン ４　フランス

ｅ　１　サラフィー主義  ２　イスラーム原理主義 

３　パン＝イスラーム主義 ４　アラブ民族主義

ｆ　１　クリミア半島  ２　カッターラ低地 

３　シナイ半島  ４　キプロス島

ｇ　１　シーシー ２　ムバラク ３　アサド ４　ムルシー

ｈ　１　オスロ  ２　マルタ 

３　キャンプ＝デーヴィッド ４　プラザ

問Ｂ　文中の下線部（ア～キ）について，下の問（ア～キ）に最も適当なものを（１～４）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

ア　下線部ア）について，2003年のアメリカによるイラク侵攻時のイラクの大統領は誰か。

１　ホメイニ  ２　ムハンマド＝アブドゥフ

３　カダフィー  ４　サダム＝フセイン

イ　下線部イ）について，第一次世界大戦中にイギリスがアラブ人に対して，アラブ人国

家の独立を約束した取り決めを何というか。

１　バルフォア宣言  ２　フセイン・マクマホン協定

３　サイクス・ピコ協定 ４　ジュネーヴ協定

ウ　下線部ウ）について，1951年のイラン首相によるイギリス系石油会社の国有化宣言を

契機として，クーデタを通じて独裁体制を築いたイラン国王は誰か。

１　パフレヴィー２世  ２　レザー＝ハーン

３　ザーヒル＝シャー  ４　ナーディル＝シャー

エ　下線部エ）について，アルジェリアの独立を目指して結成された民族解放戦線の略称

はどれか。

１　FLN ２　AFL ３　IMF ４　PKF

オ　下線部オ）について，1987年に同地域でパレスティナ人によって投石やデモを中心に

展開されたイスラエル政府に対する抵抗運動を何というか。

１　インティファーダ  ２　ハマス

３　サティヤーグラハ  ４　パルチザン

カ　下線部カ）について，同戦争勃発後に，親イスラエルの国への原油輸出停止や制限措

置をとったアラブ系産油国の協力組織の略称はどれか。

１　OECD ２　OPEC ３　APEC ４　OAPEC

キ　下線部キ）について，イェルサレムはイスラーム教，キリスト教，ユダヤ教の聖地で

あるが，同地にある建築物として正しくないものはどれか。

１　岩のドーム ２　カーバ神殿 ３　嘆きの壁 ４　聖墳墓教会

―4―

Ⅱ　次の文は，ヘレニズム時代の始まりと文化について述べたものである。これを読んで，

下の問（Ａ・Ｂ）に答えよ。 （30点）

バルカン半島中央部にあった ａ  系ギリシア人の国であるマケドニアは，ポリスは

つくらず王国を形成していた。紀元前４世紀後半になると国王 ｂ  のもとで軍事力を

強め，前338年の戦いで ｃ  とアテネの連合軍を破った。また，翌年，スパルタを除

く全ポリスを集めて同盟を結成し，ギリシアの覇権を掌握した。彼の死後，息子のアレクサ

ンドロスは東方遠征に乗り出し， ｄ  の戦いでペルシア王ダレイオス３世を打ち破っ

た。その後，ペルシアの帝都 ｅ  をおとしいれ，ペルシアを滅ぼした。アレクサンド

ロスは，東西世界の融合を理想としていたが，若くして ｆ  で病死した。彼の死後，

部下の将軍たちがその遺領をめぐって争った。

アレクサンドロスの遠征から，前 ｇ  年のプトレマイオス朝滅亡までの約300年間

を，ヘレニズム時代という。そこでは，ギリシアとオリエントの文化が融合し，ヘレニズム

文化が誕生した。エジプトのアレクサンドリアは，この文化の一大中心地として繁栄した。

この時代には，ポリス中心主義の枠をこえた個人主義の風潮がめばえ，精神の平安を最高の

快楽とする ｈ  派や，禁欲により自己の精神を律するストア派が広く信奉された。ま

た，自然科学が顕著に発達したのもこの時代であった。そこでは，物理学の諸原理を発見し

たアルキメデス，平面幾何学を大成した ｉ  などが活躍した。このほか，洗練された

彫刻作品などで知られるヘレニズム美術が誕生した。

問Ａ　文中の  （ａ～ｉ）に最も適当なものを，下の（１～４）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

ａ　１　アイオリス ２　イオニア ３　ドーリア ４　フェニキア

ｂ　１　キュロス２世  ２　レオニダス 

３　ペリクレス  ４　フィリッポス２世

ｃ　１　テーベ ２　トロイア ３　デルフォイ ４　オリンピア

ｄ　１　イッソス ２　マラトン ３　カイロネイア ４　プラタイア

ｅ　１　ニネヴェ ２　ティルス ３　ウル ４　スサ

ｆ　１　ペルセポリス  ２　バビロン 

３　アンティオキア  ４　ダマスクス

ｇ　１　44 ２　43 ３　30 ４　27

ｈ　１　キュニコス ２　スコラ学 ３　エピクロス ４　パリサイ

ｉ　１　デモクリトス  ２　エウリピデス 

３　ヒッポクラテス  ４　エウクレイデス

ア）
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問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　ブライス　　　　　12　部族法　　　　　　 13　ホッブズ

14　大陸法　　　　　　15　ブラクトン　　　　 16　ベンサム

17　コモン＝ロー　　　 18　マグナ＝カルタ　　　19　公

20　伝統　　　　　　　21　人権法　　　　　　 22　エドワード＝クック（コーク）

23　権利章典　　　　　24　人　　　　　　　　 25　ブラックストン

問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　付随的違憲　　　　27　法実証主義　　　　 28　プロレタリア革命

29　番人　　　　　　　30　成文　　　　　　　 31　守衛

32　判例法主義　　　　33　市民革命　　　　　 34　事前

35　不文　　　　　　　36　欽定　　　　　　　 37　共産主義革命

38　法治主義　　　　　39　門番　　　　　　　 40　抽象的違憲

問３　文中の下線部について，違憲審査の及ぶ範囲を限定する考え方に「統治行為論」が

ある。統治行為論について下の３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），

150字以内で説明せよ。解答用紙の解答欄に記入せよ。

高度な政治性　　　　主権者　　　　砂川事件判決

―4――4―

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

政府の収入は歳入，支出は歳出とよばれ，歳入と歳出の計画を予算という。予算には，

一般会計予算と特別会計予算のほかに，特別の法律に基づいて設立された法人で，予算や

決算について議会の承認を得る必要がある機関の予算である〔　ア　〕予算がある。

会計年度の最初に議会に提出された予算を本予算という。本予算は，会計年度の当初か

ら実施されるが，議会での成立が遅れる場合には〔　イ　〕予算を組むことで，本予算が

成立するまでの期間に限って，必要最小限の支出が認められる。本予算が成立すると，

〔　イ　〕予算は本予算に吸収されることになる。

さらに，第二の予算とよばれる財政 Ａ  計画がある。かつて，郵便貯金や年金積立

金は，その全額が大蔵省（現・財務省）資金運用部に預託され，その資金を〔　ア　〕に

供給することで，民間では対応が困難なプロジェクトなどに対して財政援助を行ってきた。

2001年以降は，郵便貯金や年金積立金の預託義務が廃止され，国債によって調達した資金

などを財政 Ａ  の原資としている。財政 Ａ  計画は，予算と一体のものとして議会

に提出される。

政府の収入である歳入の中心は，租税である。租税は，公平・中立・簡素であることが

基本原則とされ，公平には，所得が多く税負担能力が高い者には，より多くの税負担を求

めるのが公平であると考える〔　ウ　〕公平と，同じ所得の者には同程度の税負担を求め

るのが公平であると考える〔　エ　〕公平とがある。

租税には，〔　オ　〕などの直接税と消費税などの間接税があり，両者の比率を直間比

率という。第二次世界大戦前の日本は，間接税が中心であったが，1949年の Ｂ  勧告

により，直接税が中心の税制に変更された。しかし，税制改正の議論のたびに直間比率の

見直しが議論され， Ｃ  年に消費税が３%の税率で導入された。消費税については， 

所得にかかわらず支出額に一律の税率を適用するため，低所得者の税負担率が重くなる

〔　カ　〕の問題がしばしば指摘される。

租税を中心とする歳入で歳出をまかなえない場合には，国債を発行して不足分を補うこ

とになる。日本の財政法は，公共事業などの経費をまかなう目的以外での国債の発行を原

則として禁止している。しかし，オイルショックによる不況で税収が落ち込んだ1975年以

降，公共事業などの経費をまかなうためではなく，歳入の不足を補填するために発行され

る〔　キ　〕国債の発行が本格化した。

バブル崩壊後，税収が落ち込む中で，大規模な景気対策が繰り返されたことに加え，社

会保障費が増大したことから，〔　キ　〕国債が大量に発行された。その結果，予算の多

くが国債の元本返済や利払いに向けられ，社会保障や教育などへの支出が抑制されるなど，

財政の正常な働きが損なわれる，「財政の〔　ク　〕」を招く可能性が指摘されるようにな

った。右
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，産業革命について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答

えよ。 （20点）

18世紀後半，イギリスは世界に先がけて産業革命を経験した。まず，マンチェスターを中

心とする ａ  地方の綿工業において，大量生産を可能にする技術革新が生じた。毛織

物生産のためにジョン＝ケイによって発明された ｂ  が綿工業に応用されると，綿織

物の生産量が増加して綿糸が不足した。そのため，紡績機が次々に発明され，良質の綿糸が

大量に生産されることとなり，それによって再び織機の改良が促されることになった。

このような機械化に加えて，機械を動かすための動力の革新がもたらされた。それまでは

水力が主流だったが，18世紀初めに ｃ  が蒸気力によるポンプを発明し，その後の改

良を経て，紡績機や織機などの動力として活用され，生産効率がさらに向上した。また，機

械化の進展は，機械をつくる機械工業やその素材を提供する製鉄業も発展させた。

さらに，技術革新の進展にともなって，大量の原料，製品，石炭などをできるだけ安価に

早く輸送するために交通機関の改良が必要となった。 ｄ  年にアメリカ人のフルトン

が実用化した蒸気船は，その後改良されて海上交通を発展させた。また，イギリス人の 

ｅ  によって1814年に製作された蒸気機関車は25年に実用化され，30年には本格的な

旅客鉄道が開通した。

産業革命の結果，人々の生活や社会の構造が大きく変化した。それまでの工業は手工業に

基づくもので小規模だったが，産業革命によって工場制機械工業による大量生産が定着する

と，職人の持つ熟練技術の意義が失われる一方で，生産手段を所有して工場を経営する 

ｆ  とよばれる人々が社会的地位を高めるようになった。また，工場や炭鉱では，賃

金の安い女性や子供が多く雇われ，不衛生な環境のもとで長時間におよぶ過酷な労働を強い

られるという問題も発生することとなった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に，最も適当な語または数字を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～エ）について，下の問（ア～エ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，1779年にクロンプトンが発明したのは何か。

イ　下線部イ）について，18世紀前半にコークス製鉄法を開発したのは誰か。

ウ　下線部ウ）について，開通した区間はマンチェスターとどの都市との間か。

エ　下線部エ）について，機械化への抵抗として1810年代をピークに起こった手工業者に

よる運動を何というか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

―2――2―

Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

近代民主政治の重要な原則の１つに「法の支配」がある。「法の支配」とは，「〔　ア　〕

の支配」に対立する言葉であり，権力者による恣意的な支配を排除して，権力を法で拘束

することによって，国民の権利・自由を擁護しようとする考え方である。その原型は， 

イギリスのジョン王に対して貴族らが王権の制限と自らの権利を認めさせた13世紀の 

〔　イ　〕に見出すことができる。しかし，絶対王政の時代には「法の支配」は否定され，

国王自らの意思で法を制定し，国民を支配する「〔　ア　〕の支配」が多くの国で行われ

た。

「法の支配」が注目を集めたのは，17世紀前半に，ジェームズ１世が王権神授説を盾に，

中世以来の慣習法である〔　ウ　〕に対する自己の優位性を主張し始めたことによる。こ

れに対して，権利請願（1628年）の起草に関わった裁判官〔　エ　〕は，13世紀の法律家

〔　オ　〕の「国王といえども神と法の下にある」という言葉を引用して，〔　ウ　〕が王

権をも支配すると主張した。

このように「法の支配」は，封建主義体制を解体した〔　カ　〕を経て成立した近代の

民主制国家においては，政府による支配は憲法に基づいてなされるべきであるとする立憲

主義の考え方として一般化した。

「法の支配」の原則は，アメリカにおける違憲審査制の成立にも大きな影響を与えた。

アメリカでは，〔　キ　〕憲法の国であるイギリスとは異なり，社会契約論に基づく合衆

国憲法が制定された。アメリカでは，「法の支配」の考え方から，事件を解決するにあた

り何が法であるかを定めるのは裁判所の役割であるという観念が強かったため，裁判所の

違憲審査権が大きな抵抗なく定着した。アメリカの違憲審査制は，通常の具体的事件の訴

訟を通じて，問題となる法の合憲性の判断を行うことから〔　ク　〕審査制とよばれる。

日本においては，「法の支配」は憲法の最高法規性（日本国憲法第98条１項），違憲審査

権（同第81条）などの形で採用されている。日本国憲法は，憲法の最高法規性を担保する

ために，裁判所に違憲審査権，すなわち一切の法律，命令，規則又は処分が憲法に違反し

ていないかどうかを決定する権限を与えている。このことから，違憲審査権に関して最終

的な判断を下す最高裁判所は，「憲法の〔　ケ　〕」とよばれる。しかし，日本の裁判所は

従来この権限の行使に消極的であり，法令や処分などを違憲・無効とした例は欧米諸国に

比べると少ない。

「法の支配」に対して，19世紀にプロイセンで発達した考え方である「〔　コ　〕」は，

行政権の行使には法の根拠が必要であるとし，法の内容よりも形式を重視した原則である。

政治・経済 ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：102ページ）時間＝70分　総点＝100点
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問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　ブライス　　　　　12　部族法　　　　　　 13　ホッブズ

14　大陸法　　　　　　15　ブラクトン　　　　 16　ベンサム

17　コモン＝ロー　　　 18　マグナ＝カルタ　　　19　公

20　伝統　　　　　　　21　人権法　　　　　　 22　エドワード＝クック（コーク）

23　権利章典　　　　　24　人　　　　　　　　 25　ブラックストン

問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　付随的違憲　　　　27　法実証主義　　　　 28　プロレタリア革命

29　番人　　　　　　　30　成文　　　　　　　 31　守衛

32　判例法主義　　　　33　市民革命　　　　　 34　事前

35　不文　　　　　　　36　欽定　　　　　　　 37　共産主義革命

38　法治主義　　　　　39　門番　　　　　　　 40　抽象的違憲

問３　文中の下線部について，違憲審査の及ぶ範囲を限定する考え方に「統治行為論」が

ある。統治行為論について下の３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），

150字以内で説明せよ。解答用紙の解答欄に記入せよ。

高度な政治性　　　　主権者　　　　砂川事件判決

―4――4―

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

政府の収入は歳入，支出は歳出とよばれ，歳入と歳出の計画を予算という。予算には，

一般会計予算と特別会計予算のほかに，特別の法律に基づいて設立された法人で，予算や

決算について議会の承認を得る必要がある機関の予算である〔　ア　〕予算がある。

会計年度の最初に議会に提出された予算を本予算という。本予算は，会計年度の当初か

ら実施されるが，議会での成立が遅れる場合には〔　イ　〕予算を組むことで，本予算が

成立するまでの期間に限って，必要最小限の支出が認められる。本予算が成立すると，

〔　イ　〕予算は本予算に吸収されることになる。

さらに，第二の予算とよばれる財政 Ａ  計画がある。かつて，郵便貯金や年金積立

金は，その全額が大蔵省（現・財務省）資金運用部に預託され，その資金を〔　ア　〕に

供給することで，民間では対応が困難なプロジェクトなどに対して財政援助を行ってきた。

2001年以降は，郵便貯金や年金積立金の預託義務が廃止され，国債によって調達した資金

などを財政 Ａ  の原資としている。財政 Ａ  計画は，予算と一体のものとして議会

に提出される。

政府の収入である歳入の中心は，租税である。租税は，公平・中立・簡素であることが

基本原則とされ，公平には，所得が多く税負担能力が高い者には，より多くの税負担を求

めるのが公平であると考える〔　ウ　〕公平と，同じ所得の者には同程度の税負担を求め

るのが公平であると考える〔　エ　〕公平とがある。

租税には，〔　オ　〕などの直接税と消費税などの間接税があり，両者の比率を直間比

率という。第二次世界大戦前の日本は，間接税が中心であったが，1949年の Ｂ  勧告

により，直接税が中心の税制に変更された。しかし，税制改正の議論のたびに直間比率の

見直しが議論され， Ｃ  年に消費税が３%の税率で導入された。消費税については， 

所得にかかわらず支出額に一律の税率を適用するため，低所得者の税負担率が重くなる

〔　カ　〕の問題がしばしば指摘される。

租税を中心とする歳入で歳出をまかなえない場合には，国債を発行して不足分を補うこ

とになる。日本の財政法は，公共事業などの経費をまかなう目的以外での国債の発行を原

則として禁止している。しかし，オイルショックによる不況で税収が落ち込んだ1975年以

降，公共事業などの経費をまかなうためではなく，歳入の不足を補填するために発行され

る〔　キ　〕国債の発行が本格化した。

バブル崩壊後，税収が落ち込む中で，大規模な景気対策が繰り返されたことに加え，社

会保障費が増大したことから，〔　キ　〕国債が大量に発行された。その結果，予算の多

くが国債の元本返済や利払いに向けられ，社会保障や教育などへの支出が抑制されるなど，

財政の正常な働きが損なわれる，「財政の〔　ク　〕」を招く可能性が指摘されるようにな

った。右
ペ
ー
ジ
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Ⅳ　次の文は，産業革命について述べたものである。これを読んで，下の問（Ａ・Ｂ）に答

えよ。 （20点）

18世紀後半，イギリスは世界に先がけて産業革命を経験した。まず，マンチェスターを中

心とする ａ  地方の綿工業において，大量生産を可能にする技術革新が生じた。毛織

物生産のためにジョン＝ケイによって発明された ｂ  が綿工業に応用されると，綿織

物の生産量が増加して綿糸が不足した。そのため，紡績機が次々に発明され，良質の綿糸が

大量に生産されることとなり，それによって再び織機の改良が促されることになった。

このような機械化に加えて，機械を動かすための動力の革新がもたらされた。それまでは

水力が主流だったが，18世紀初めに ｃ  が蒸気力によるポンプを発明し，その後の改

良を経て，紡績機や織機などの動力として活用され，生産効率がさらに向上した。また，機

械化の進展は，機械をつくる機械工業やその素材を提供する製鉄業も発展させた。

さらに，技術革新の進展にともなって，大量の原料，製品，石炭などをできるだけ安価に

早く輸送するために交通機関の改良が必要となった。 ｄ  年にアメリカ人のフルトン

が実用化した蒸気船は，その後改良されて海上交通を発展させた。また，イギリス人の 

ｅ  によって1814年に製作された蒸気機関車は25年に実用化され，30年には本格的な

旅客鉄道が開通した。

産業革命の結果，人々の生活や社会の構造が大きく変化した。それまでの工業は手工業に

基づくもので小規模だったが，産業革命によって工場制機械工業による大量生産が定着する

と，職人の持つ熟練技術の意義が失われる一方で，生産手段を所有して工場を経営する 

ｆ  とよばれる人々が社会的地位を高めるようになった。また，工場や炭鉱では，賃

金の安い女性や子供が多く雇われ，不衛生な環境のもとで長時間におよぶ過酷な労働を強い

られるという問題も発生することとなった。

問Ａ　文中の  （ａ～ｆ）に，最も適当な語または数字を記入せよ。

問Ｂ　文中の下線部（ア～エ）について，下の問（ア～エ）に最も適当な語を記入せよ。

ア　下線部ア）について，1779年にクロンプトンが発明したのは何か。

イ　下線部イ）について，18世紀前半にコークス製鉄法を開発したのは誰か。

ウ　下線部ウ）について，開通した区間はマンチェスターとどの都市との間か。

エ　下線部エ）について，機械化への抵抗として1810年代をピークに起こった手工業者に

よる運動を何というか。

ア）

イ）

ウ）

エ）

―2――2―

Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

近代民主政治の重要な原則の１つに「法の支配」がある。「法の支配」とは，「〔　ア　〕

の支配」に対立する言葉であり，権力者による恣意的な支配を排除して，権力を法で拘束

することによって，国民の権利・自由を擁護しようとする考え方である。その原型は， 

イギリスのジョン王に対して貴族らが王権の制限と自らの権利を認めさせた13世紀の 

〔　イ　〕に見出すことができる。しかし，絶対王政の時代には「法の支配」は否定され，

国王自らの意思で法を制定し，国民を支配する「〔　ア　〕の支配」が多くの国で行われ

た。

「法の支配」が注目を集めたのは，17世紀前半に，ジェームズ１世が王権神授説を盾に，

中世以来の慣習法である〔　ウ　〕に対する自己の優位性を主張し始めたことによる。こ

れに対して，権利請願（1628年）の起草に関わった裁判官〔　エ　〕は，13世紀の法律家

〔　オ　〕の「国王といえども神と法の下にある」という言葉を引用して，〔　ウ　〕が王

権をも支配すると主張した。

このように「法の支配」は，封建主義体制を解体した〔　カ　〕を経て成立した近代の

民主制国家においては，政府による支配は憲法に基づいてなされるべきであるとする立憲

主義の考え方として一般化した。

「法の支配」の原則は，アメリカにおける違憲審査制の成立にも大きな影響を与えた。

アメリカでは，〔　キ　〕憲法の国であるイギリスとは異なり，社会契約論に基づく合衆

国憲法が制定された。アメリカでは，「法の支配」の考え方から，事件を解決するにあた

り何が法であるかを定めるのは裁判所の役割であるという観念が強かったため，裁判所の

違憲審査権が大きな抵抗なく定着した。アメリカの違憲審査制は，通常の具体的事件の訴

訟を通じて，問題となる法の合憲性の判断を行うことから〔　ク　〕審査制とよばれる。

日本においては，「法の支配」は憲法の最高法規性（日本国憲法第98条１項），違憲審査

権（同第81条）などの形で採用されている。日本国憲法は，憲法の最高法規性を担保する

ために，裁判所に違憲審査権，すなわち一切の法律，命令，規則又は処分が憲法に違反し

ていないかどうかを決定する権限を与えている。このことから，違憲審査権に関して最終

的な判断を下す最高裁判所は，「憲法の〔　ケ　〕」とよばれる。しかし，日本の裁判所は

従来この権限の行使に消極的であり，法令や処分などを違憲・無効とした例は欧米諸国に

比べると少ない。

「法の支配」に対して，19世紀にプロイセンで発達した考え方である「〔　コ　〕」は，

行政権の行使には法の根拠が必要であるとし，法の内容よりも形式を重視した原則である。

政治・経済 ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：102ページ）時間＝70分　総点＝100点
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Ⅳ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （20点）

市場経済において，どのような商品をどれだけ生産するかを最終的に判断するのは消費

者である。このような考え方を，国民主権になぞらえて消費者主権という。消費者主権が

損なわれ，消費者の利益が失われるのが消費者問題である。例えば，経済学者である 

Ａ  はその主著『ゆたかな社会』（1958年）の中で，生産者と消費者の間には情報の非

対称性があるために，消費者が商品を自ら選んでいるようで企業の生産や販売戦略に消費

者の欲望が管理もしくは操作されていると指摘しており，これを Ｂ  効果とよんだ。

消費者問題には他にも，食品公害や薬害などの商品の安全性の問題，悪質商法，誇大広

告や不当表示，価格の操作・管理の問題，多重債務や自己破産など，さまざまなものがあ

る。例えば，1962年に発生した睡眠薬イソミンにより先天的障害児が産まれた薬害事件で

ある Ｃ  事件や，整腸剤のキノホルムによるスモン病，エイズウイルスに汚染された

非加熱血液製剤によりHIVに感染した薬害エイズ事件などが大きな問題となった。また，

悪質商法では，注文していないのに商品を一方的に送り付け代金を支払わせようとする手

法である〔　ア　〕などが存在している。さらに多重債務や自己破産などの金銭をめぐる

トラブルでは，〔　イ　〕金利の問題が挙げられる。利息制限法の上限金利は，元本が10

万円未満の場合が最も高く，年利〔　ウ　〕%と定められているが，たとえ上限金利を超

えても刑事罰の規定がない。一方で出資法の定める上限金利は利息制限法より高く，これ

を超えた場合は刑事罰の対象となる。そのため両法律の定める上限金利間の〔　イ　〕金

利は刑事罰がなく，長年貸金業者が年利〔　ウ　〕%を超える金利を取っていたというも

のである。この問題は，2010年に法改正によって解消されている。

消費者の権利を保護し，確立することが先進国では大きな課題となり，1962年，アメリ

カのケネディ大統領は消費者の４つの権利を示し，その後のコンシューマリズムが台頭す

るきっかけを作った。

日本における消費者保護行政の推進は，1968年に消費者保護基本法が制定され，消費者

保護のための基本施策が定められたことに端を発する。この法律は2004年に消費者基本法

に改められ，2009年には消費者行政を一元化するために消費者庁が設置された。さらに

1994年に制定された製造物責任法（PL法）では，製造した企業の過失を証明しなくとも

〔　エ　〕によって人の生命，身体又は財産に被害を被ったことを証明すれば，製造した

企業などに損害賠償を請求できるようになった。また，契約をめぐるトラブルについては，

訪問販売法によって，訪問販売や電話勧誘販売などの無店舗販売に対して，一定期間内で

あれば無条件に契約の解除ができるクーリング・オフが認められている。さらに，内職・

モニター商法による問題やインターネット取引における注文のトラブルの増加などに対応

するため，2000年に訪問販売法が改正され，名称も Ｄ  に変更された。

このような消費者の権利やその保護に関する問題に加えて，消費活動の在り方，特に大

量消費の生活を見直し，「自立した消費者」を目指すことも重要である。過剰な包装や使
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い捨ての商品を見直し，資源のリサイクルや環境保護に配慮することが求められている。

このような循環型社会への転換に向けて，国や地方公共団体だけでなく，民間事業者や国

民にも環境負荷の低減に資する商品の購入に努めることを求めた法律である Ｅ  が

2000年に制定された。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～エ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 22）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　グレーゾーン 12　20 13　アポイントメントセールス

14　25 15　製造物の欠陥 16　社会的責任

17　サブプライムローン 18　ネガティブオプション 19　30

20　キャッチセールス 21　故意 22　リボルビング

問３　文中の下線部について，アメリカのケネディ大統領が特別教書で示した消費者の４

つの権利に含まれないものを，下の語群（23 ～ 27）から１つ選んで，その番号を記

入せよ。

23　安全である権利　　　　　　24　知らされる権利

25　選択できる権利　　　　　　26　消費者教育を受ける権利

27　意見が反映される権利
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このことから，税収・税外収入と，国債費を除く歳出との収支である， Ｄ  収支

（プライマリー・バランス）の均衡を図ることが課題となっている。 Ｄ  収支は，必要

な政策経費を，どの程度，税金でまかなえているかを示すもので，財政の健全性を表す指

標とされる。なお，中央銀行である日本銀行が，政府から国債を直接引き受けることは，

財政法において原則として禁止されている。これを〔　ケ　〕の原則という。

こうした財政には，資源配分機能や所得の再分配機能に加え， Ｅ  ・スタビライザー

とよばれる景気を安定させる機能がある。加えて政府は，公共投資や増税，もしくは減税

などを通じて，人為的に総需要を管理する〔　コ　〕・ポリシーとよばれる安定政策を講

じることがある。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　鋭角的　　　　　　12　政府関係機関　　　13　実行

14　揮発油税　　　　　15　補正　　　　　　　16　水平的

17　暫定　　　　　　　18　医療関係機関　　　19　蓋然的

20　重層的　　　　　　21　関税　　　　　　　22　法人税

23　地域関係機関　　　24　垂直的　　　　　　25　因習的

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　市中消化　　　　　27　マネタリー　　　　28　累進性

29　空洞化　　　　　　30　赤字　　　　　　　31　アドミッション

32　国家無責任　　　　33　硬直化　　　　　　34　漸進性

35　四条　　　　　　　36　適合性　　　　　　37　再帰化

38　建設　　　　　　　39　フィスカル　　　　40　逆進性
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Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

第二次世界大戦後，日本では多くの政党が生まれた。そして， Ａ  年には，左派と

右派に分裂していた日本社会党（社会党）の統一に対抗する形で，自由党と日本民主党に 

Ｂ  合同とよばれる動きが起こり，自由民主党（自民党）が結成された。しかし，自

民党と社会党を中心とする政党政治は，アメリカのような〔　ア　〕とはならなかった。

1960年代以降は，民主社会党や新自由クラブなどの政党が結成され，多党化の時代を迎

えることになった。その中で，自民党は，広範な利益を代表する政党である〔　イ　〕に

変化し，長期にわたって政権を維持した。

自民党は，官僚との協力関係を構築するとともに，業界団体や圧力団体の支持を得るべ

く利益誘導政治を行った。そのため，特定の政策分野に精通し，政策決定に大きな影響力

を有する族議員とよばれる議員が生まれた。また，自民党では Ｃ  を中心とした政治

が行われ， Ｃ  の維持・拡大に多額の政治資金が必要であったため，政・官・財の癒

着が生じ，〔　ウ　〕などの汚職事件が起こった。

1993年の総選挙では，自民党は単独で過半数の議席を獲得することができず，〔　エ　〕

を首相とする非自民連立内閣が成立した。そして，1994年には，小選挙区比例代表並立制

の導入や，政党の活動費用の一部を国費から支給する Ｄ  法の制定などの政治改革が

行われた。

この政治改革の直後，自民党・社会党・ Ｅ  を与党とする連立政権が発足した。そ

の後も自民党を中心とする連立政権が続いた。しかし，2009年の総選挙では，政治主導な

どの公約を掲げた民主党が単独過半数を獲得し，民主党を中心とする連立政権が発足した。

その後，2012年の総選挙では自民党が圧勝し，〔　オ　〕との連立による第二次安倍内

閣が発足した。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　造船疑獄事件　　　12　細川護熙　　　　13　革新政党

14　新進党　　　　　　15　責任内閣制　　　16　リクルート事件

17　議院内閣制　　　　18　名望家政党　　　19　鳩山由紀夫

20　包括政党　　　　　21　国民新党　　　　22　『宴のあと』事件

23　二大政党制　　　　24　海部俊樹　　　　25　公明党
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Ⅳ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （20点）

市場経済において，どのような商品をどれだけ生産するかを最終的に判断するのは消費

者である。このような考え方を，国民主権になぞらえて消費者主権という。消費者主権が

損なわれ，消費者の利益が失われるのが消費者問題である。例えば，経済学者である 

Ａ  はその主著『ゆたかな社会』（1958年）の中で，生産者と消費者の間には情報の非

対称性があるために，消費者が商品を自ら選んでいるようで企業の生産や販売戦略に消費

者の欲望が管理もしくは操作されていると指摘しており，これを Ｂ  効果とよんだ。

消費者問題には他にも，食品公害や薬害などの商品の安全性の問題，悪質商法，誇大広

告や不当表示，価格の操作・管理の問題，多重債務や自己破産など，さまざまなものがあ

る。例えば，1962年に発生した睡眠薬イソミンにより先天的障害児が産まれた薬害事件で

ある Ｃ  事件や，整腸剤のキノホルムによるスモン病，エイズウイルスに汚染された

非加熱血液製剤によりHIVに感染した薬害エイズ事件などが大きな問題となった。また，

悪質商法では，注文していないのに商品を一方的に送り付け代金を支払わせようとする手

法である〔　ア　〕などが存在している。さらに多重債務や自己破産などの金銭をめぐる

トラブルでは，〔　イ　〕金利の問題が挙げられる。利息制限法の上限金利は，元本が10

万円未満の場合が最も高く，年利〔　ウ　〕%と定められているが，たとえ上限金利を超

えても刑事罰の規定がない。一方で出資法の定める上限金利は利息制限法より高く，これ

を超えた場合は刑事罰の対象となる。そのため両法律の定める上限金利間の〔　イ　〕金

利は刑事罰がなく，長年貸金業者が年利〔　ウ　〕%を超える金利を取っていたというも

のである。この問題は，2010年に法改正によって解消されている。

消費者の権利を保護し，確立することが先進国では大きな課題となり，1962年，アメリ

カのケネディ大統領は消費者の４つの権利を示し，その後のコンシューマリズムが台頭す

るきっかけを作った。

日本における消費者保護行政の推進は，1968年に消費者保護基本法が制定され，消費者

保護のための基本施策が定められたことに端を発する。この法律は2004年に消費者基本法

に改められ，2009年には消費者行政を一元化するために消費者庁が設置された。さらに

1994年に制定された製造物責任法（PL法）では，製造した企業の過失を証明しなくとも

〔　エ　〕によって人の生命，身体又は財産に被害を被ったことを証明すれば，製造した

企業などに損害賠償を請求できるようになった。また，契約をめぐるトラブルについては，

訪問販売法によって，訪問販売や電話勧誘販売などの無店舗販売に対して，一定期間内で

あれば無条件に契約の解除ができるクーリング・オフが認められている。さらに，内職・

モニター商法による問題やインターネット取引における注文のトラブルの増加などに対応

するため，2000年に訪問販売法が改正され，名称も Ｄ  に変更された。

このような消費者の権利やその保護に関する問題に加えて，消費活動の在り方，特に大

量消費の生活を見直し，「自立した消費者」を目指すことも重要である。過剰な包装や使
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い捨ての商品を見直し，資源のリサイクルや環境保護に配慮することが求められている。

このような循環型社会への転換に向けて，国や地方公共団体だけでなく，民間事業者や国

民にも環境負荷の低減に資する商品の購入に努めることを求めた法律である Ｅ  が

2000年に制定された。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～エ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 22）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　グレーゾーン 12　20 13　アポイントメントセールス

14　25 15　製造物の欠陥 16　社会的責任

17　サブプライムローン 18　ネガティブオプション 19　30

20　キャッチセールス 21　故意 22　リボルビング

問３　文中の下線部について，アメリカのケネディ大統領が特別教書で示した消費者の４

つの権利に含まれないものを，下の語群（23 ～ 27）から１つ選んで，その番号を記

入せよ。

23　安全である権利　　　　　　24　知らされる権利

25　選択できる権利　　　　　　26　消費者教育を受ける権利

27　意見が反映される権利
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このことから，税収・税外収入と，国債費を除く歳出との収支である， Ｄ  収支

（プライマリー・バランス）の均衡を図ることが課題となっている。 Ｄ  収支は，必要

な政策経費を，どの程度，税金でまかなえているかを示すもので，財政の健全性を表す指

標とされる。なお，中央銀行である日本銀行が，政府から国債を直接引き受けることは，

財政法において原則として禁止されている。これを〔　ケ　〕の原則という。

こうした財政には，資源配分機能や所得の再分配機能に加え， Ｅ  ・スタビライザー

とよばれる景気を安定させる機能がある。加えて政府は，公共投資や増税，もしくは減税

などを通じて，人為的に総需要を管理する〔　コ　〕・ポリシーとよばれる安定政策を講

じることがある。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　鋭角的　　　　　　12　政府関係機関　　　13　実行

14　揮発油税　　　　　15　補正　　　　　　　16　水平的

17　暫定　　　　　　　18　医療関係機関　　　19　蓋然的

20　重層的　　　　　　21　関税　　　　　　　22　法人税

23　地域関係機関　　　24　垂直的　　　　　　25　因習的

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　市中消化　　　　　27　マネタリー　　　　28　累進性

29　空洞化　　　　　　30　赤字　　　　　　　31　アドミッション

32　国家無責任　　　　33　硬直化　　　　　　34　漸進性

35　四条　　　　　　　36　適合性　　　　　　37　再帰化

38　建設　　　　　　　39　フィスカル　　　　40　逆進性
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Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

第二次世界大戦後，日本では多くの政党が生まれた。そして， Ａ  年には，左派と

右派に分裂していた日本社会党（社会党）の統一に対抗する形で，自由党と日本民主党に 

Ｂ  合同とよばれる動きが起こり，自由民主党（自民党）が結成された。しかし，自

民党と社会党を中心とする政党政治は，アメリカのような〔　ア　〕とはならなかった。

1960年代以降は，民主社会党や新自由クラブなどの政党が結成され，多党化の時代を迎

えることになった。その中で，自民党は，広範な利益を代表する政党である〔　イ　〕に

変化し，長期にわたって政権を維持した。

自民党は，官僚との協力関係を構築するとともに，業界団体や圧力団体の支持を得るべ

く利益誘導政治を行った。そのため，特定の政策分野に精通し，政策決定に大きな影響力

を有する族議員とよばれる議員が生まれた。また，自民党では Ｃ  を中心とした政治

が行われ， Ｃ  の維持・拡大に多額の政治資金が必要であったため，政・官・財の癒

着が生じ，〔　ウ　〕などの汚職事件が起こった。

1993年の総選挙では，自民党は単独で過半数の議席を獲得することができず，〔　エ　〕

を首相とする非自民連立内閣が成立した。そして，1994年には，小選挙区比例代表並立制

の導入や，政党の活動費用の一部を国費から支給する Ｄ  法の制定などの政治改革が

行われた。

この政治改革の直後，自民党・社会党・ Ｅ  を与党とする連立政権が発足した。そ

の後も自民党を中心とする連立政権が続いた。しかし，2009年の総選挙では，政治主導な

どの公約を掲げた民主党が単独過半数を獲得し，民主党を中心とする連立政権が発足した。

その後，2012年の総選挙では自民党が圧勝し，〔　オ　〕との連立による第二次安倍内

閣が発足した。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　造船疑獄事件　　　12　細川護熙　　　　13　革新政党

14　新進党　　　　　　15　責任内閣制　　　16　リクルート事件

17　議院内閣制　　　　18　名望家政党　　　19　鳩山由紀夫

20　包括政党　　　　　21　国民新党　　　　22　『宴のあと』事件

23　二大政党制　　　　24　海部俊樹　　　　25　公明党
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また，第一次世界大戦後の体制に不満をもつ日本と Ｃ  が1933年に，イタリアが1937

年に脱退した。こうした問題により，国際連盟は第二次世界大戦の勃発とともに事実上崩

壊した。

国際連盟の失敗を教訓として，1945年６月に〔　キ　〕会議で国際連合の基本的な枠組

みが決定し，同年10月には原加盟国〔　ク　〕か国によって，国際連合（国連）が発足し

た。国連の主要機関としては，全加盟国から構成され，あらゆる問題を取り上げて討議す

る総会や，国際平和と安全の維持に関して責任を負う安全保障理事会（安保理）などがあ

る。最も強い権限をもつ安保理は，常任理事国〔　ケ　〕か国と非常任理事国10か国から

構成されるが，常任理事国全部を含む９か国以上の賛成を要する Ｄ  の原則に基づい

て運営され，常任理事国には拒否権がある。この原則が存在するため，安保理はしばしば

常任理事国の利害対立によって機能不全に陥ることとなった。そのため，〔　コ　〕戦争

の勃発を契機に1950年には「 Ｅ  」決議が国連総会で採択された。この決議により，

緊急特別総会が安保理に代わって，３分の２以上の加盟国の賛成によって武力行使を含む

集団的措置を〔　ウ　〕することが可能となった。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　武力　　　　　　　12　カルバン　　　　　　　13　50

14　テイラー　　　　　15　セーヴル　　　　　　　16　勧告

17　47　　　　　　　　18　ニース　　　　　　　　19　経済

20　諮問　　　　　　　21　モンロー　　　　　　　22　判決

23　ヴェルサイユ　　　24　刑事　　　　　　　　　25　42

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　スウェーデン　　　27　55　　　　　　　　　　28　フィンランド

29　朝鮮　　　　　　　30　サンフランシスコ　　　31　ニューヨーク

32　51　　　　　　　　33　52　　　　　　　　　　34　ロサンゼルス

35　15　　　　　　　　36　ノルウェー　　　　　　37　イラク

38　７　　　　　　　　39　ベトナム　　　　　　　40　５
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Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

第二次世界大戦中につくられた Ａ  制度のもとで，政府が主食であるコメを対象に

農家の生産費を補償する生産者米価で全て買い上げ，消費者に対してより低い消費者米価

で販売した。そのため，農家はコメ作りに依存し，生産者米価と消費者米価の逆ザヤによ

り， Ａ  特別会計は巨額の赤字となった。第二次世界大戦後の日本では，農地改革に

より〔　ア　〕制が廃止され，多くの農民が農地を持つ自作農となった。他方，食生活の

変化にともなうコメの需要減少により，1970年から減反政策がとられた。

1960年から2000年にかけて総農家数は約２分の１に減少している。2000年には，特に65

歳未満で年間60日以上農業に従事する世帯員がいる農家で，農家所得の50％以上を農業所

得とする〔　イ　〕は総農家数の約15％にすぎず，65歳未満の農業従事60日以上の者が

いない〔　ウ　〕が増加している。

農業規模が縮小する過程で，日本は1991年には牛肉・オレンジの輸入自由化，1993年に

は農作物の輸入制限撤廃，関税による農作物輸入の調整を行うこととした。コメの関税化

については，1995年から2000年まで猶予され，そのかわりに国内消費量の４～８％を 

Ｂ  （最低輸入量）として輸入することとなった。しかし，1999年には関税化によるコ

メの輸入自由化に踏み切っている。

一方で，コメの生産・流通に関して政府の規制を緩和して売買に市場原理を導入した新

食糧法が1994年に制定され， Ａ  制度は1995年に廃止された。また，2000年や2005年

の農地法改正により〔　エ　〕による農地取得・借用が認められ，さらに，2009年には農

地借用が可能な範囲がさらに拡大された。その後，2010年から主要農作物の生産費用と販

売価格の差額を交付金として支給する Ｃ  制度を導入した。

また日本では，近年の他国とのFTA・EPA締結交渉において，農産物の輸入自由化問題

が常に大きな障壁となっている。既存のFTA・EPAによる品目ベースの自由化率が90％に

達しておらず，自由化水準は低い。これは，日本が例外品目として一部の国内農産物の高

い保護水準を維持したままだからである。日本が2013年から協議に参加し，アメリカ

（2017年に離脱を表明）を除く国々により，2018年に署名・発効された Ｄ  （または 

Ｄ  協定）では，関税の撤廃や大幅な引き下げが求められており，国内農業への影響

が懸念されている。

輸入農産物の中には残留農薬や遺伝子組み換え農産物の混入などがあり，食の安全が問

題となっている。そこで，食の安全を確保するため，食品などがいつ，どのような経路で

生産・流通・消費されたかの全履歴を明らかにする Ｅ  （履歴管理）制度が注目されて

いる。

こうした食の安全に対する消費者意識の高まりに加えて，農産物の地域での消費を促進

する地産地消の取り組みや，都市住民が農山村に出かけ，自然や文化に触れながら現地住

民との交流を行う農作業体験型の余暇活動である〔　オ　〕なども注目されている。
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Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

GDP（国内総生産）は，一国の経済厚生を評価するために用いられる主要な統計の１

つである。この統計は，SNA（〔　ア　〕）という国際基準に基づいており，国内の産出総

額から〔　イ　〕を差し引いた付加価値の合計に等しい。GDPに〔　ウ　〕を足し合わ

せたものがGNI（国民総所得）であり，ここから固定資本減耗と純間接税（間接税－補助

金）を差し引いてNI（国民所得）が計算される。

経済全体において，生産の成果は所得として〔　エ　〕され，そこから何らかの目的に

支出されるという循環がある。このことから，GDPと，GDI（国内総所得）およびGDE 

（国内総支出）が等しい関係が成立する。このように生産・〔　エ　〕・支出の面において

国民所得が等しくなることを三面等価の原則とよぶ。これらの統計は，企業の毎月の売上

や公債発行額と同様に，一定期間内における経済活動の規模（取引量）であるところの

〔　オ　〕を扱った指標である。

さらにGDPは，経済成長率を計算する際にも用いられる。通常，経済成長率は，物価

変動の影響を除いた〔　カ　〕GDPの対前年変化率として計算される。また物価指数は，

GDPデフレーターとして計算される。

内閣府の統計によれば，日本の国民所得を生産面でとらえると，付加価値の約７割は

〔　キ　〕産業で生み出されている。〔　エ　〕面からみると，国民所得の約７割は 

〔　ク　〕として支払われている。そして，支出面からみると，国民所得の最大項目は

〔　ケ　〕となっている。日本の経済成長の推移をみると，戦後の復興を経て1970年代初

頭までは高度経済成長が続いたが，1990年代以降は「失われた30年」とよばれるような低

成長が長期に及んでいる。

経済成長の実現には，労働力の増加，企業の資本投資の増加，技術革新による生産性の

改善が重要となる。そして，技術革新を後押しするためには，知識の蓄積を促す〔　コ　〕

投資や教育投資が重要となる。

問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　海外送金　　　　　12　減価償却費　　　　　　13　海外からの純所得

14　中間投入額　　　　15　国際会計基準　　　　　16　ネット

17　物的生産体系　　　18　国民経済計算体系　　　19　売上原価

20　ストック　　　　　21　控除　　　　　　　　　22　分散

23　経常海外余剰　　　24　分配　　　　　　　　　25　フロー
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問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　第一次　　　　　　27　財産所得　　　28　研究開発

29　名目　　　　　　　30　第三次　　　　31　実質

32　民間最終消費　　　33　企業所得　　　34　第二次

35　潜在　　　　　　　36　株式　　　　　37　不動産

38　雇用者報酬　　　　39　輸出　　　　　40　政府最終消費

問３　一国の経済厚生の評価において，GDPを代替する統計の１つとして国民純福祉

（NNW）が提案されている。GDPの限界を踏まえて，国民純福祉の内容を，以下の

３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），150字以内で説明せよ。解答用

紙の解答欄に記入せよ。

市場で取引　　　　家事労働　　　　環境破壊

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

国際平和機構の設立によって平和な世界を構築しようという構想は，18世紀以降，『永

久平和案（永久平和の計画）』（1713年）を著した Ａ  や『永久平和のために』（1795

年）を著したカントなどによって提唱されてきた。しかし，現実の国際社会では実力の行

使を排除することはできず，19世紀には植民地獲得などをめぐり列強間の争いが加熱し，

20世紀初めに第一次世界大戦が勃発した。

第一次世界大戦の惨状を教訓として，1918年，アメリカ大統領ウィルソンは，国際平和

のための提言である「平和原則14か条」を教書で示し，国際平和機構の創設を提唱した。

これを受け，1919年のパリ講和会議で〔　ア　〕条約の一部である国際連盟規約が作成さ

れ，それに基づいて1920年に〔　イ　〕か国の参加を得て国際連盟が発足した。国際連盟

は，その本部がジュネーヴに置かれ，全加盟国から構成される総会，戦勝国などによる理

事会のほか，事務局，常設国際司法裁判所などから組織されていた。

しかし，国際連盟は，次のような問題を抱えていた。すなわち，総会や理事会での議決

について Ｂ  制を採用したため，加盟国同士が激しく対立すると，しばしば決定を下

すことができなかった。また，決定は原則として法的拘束力をもたない〔　ウ　〕にすぎ

ず，さらに侵略国に対しても〔　エ　〕制裁を加えるにとどまった。国際連盟の創設を 

主導したのはウィルソンであったが，ヨーロッパ諸国との相互不干渉を主な内容とする

〔　オ　〕主義を支持する上院の賛成が得られずアメリカが加盟することはなかった。ソ

連は1934年に遅れて加盟したものの，1939年に〔　カ　〕への侵略を理由に除名された。

政治・経済 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：102ページ）時間＝70分　総点＝100点
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また，第一次世界大戦後の体制に不満をもつ日本と Ｃ  が1933年に，イタリアが1937

年に脱退した。こうした問題により，国際連盟は第二次世界大戦の勃発とともに事実上崩

壊した。

国際連盟の失敗を教訓として，1945年６月に〔　キ　〕会議で国際連合の基本的な枠組

みが決定し，同年10月には原加盟国〔　ク　〕か国によって，国際連合（国連）が発足し

た。国連の主要機関としては，全加盟国から構成され，あらゆる問題を取り上げて討議す

る総会や，国際平和と安全の維持に関して責任を負う安全保障理事会（安保理）などがあ

る。最も強い権限をもつ安保理は，常任理事国〔　ケ　〕か国と非常任理事国10か国から

構成されるが，常任理事国全部を含む９か国以上の賛成を要する Ｄ  の原則に基づい

て運営され，常任理事国には拒否権がある。この原則が存在するため，安保理はしばしば

常任理事国の利害対立によって機能不全に陥ることとなった。そのため，〔　コ　〕戦争

の勃発を契機に1950年には「 Ｅ  」決議が国連総会で採択された。この決議により，

緊急特別総会が安保理に代わって，３分の２以上の加盟国の賛成によって武力行使を含む

集団的措置を〔　ウ　〕することが可能となった。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　武力　　　　　　　12　カルバン　　　　　　　13　50

14　テイラー　　　　　15　セーヴル　　　　　　　16　勧告

17　47　　　　　　　　18　ニース　　　　　　　　19　経済

20　諮問　　　　　　　21　モンロー　　　　　　　22　判決

23　ヴェルサイユ　　　24　刑事　　　　　　　　　25　42

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　スウェーデン　　　27　55　　　　　　　　　　28　フィンランド

29　朝鮮　　　　　　　30　サンフランシスコ　　　31　ニューヨーク

32　51　　　　　　　　33　52　　　　　　　　　　34　ロサンゼルス

35　15　　　　　　　　36　ノルウェー　　　　　　37　イラク

38　７　　　　　　　　39　ベトナム　　　　　　　40　５
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Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

第二次世界大戦中につくられた Ａ  制度のもとで，政府が主食であるコメを対象に

農家の生産費を補償する生産者米価で全て買い上げ，消費者に対してより低い消費者米価

で販売した。そのため，農家はコメ作りに依存し，生産者米価と消費者米価の逆ザヤによ

り， Ａ  特別会計は巨額の赤字となった。第二次世界大戦後の日本では，農地改革に

より〔　ア　〕制が廃止され，多くの農民が農地を持つ自作農となった。他方，食生活の

変化にともなうコメの需要減少により，1970年から減反政策がとられた。

1960年から2000年にかけて総農家数は約２分の１に減少している。2000年には，特に65

歳未満で年間60日以上農業に従事する世帯員がいる農家で，農家所得の50％以上を農業所

得とする〔　イ　〕は総農家数の約15％にすぎず，65歳未満の農業従事60日以上の者が

いない〔　ウ　〕が増加している。

農業規模が縮小する過程で，日本は1991年には牛肉・オレンジの輸入自由化，1993年に

は農作物の輸入制限撤廃，関税による農作物輸入の調整を行うこととした。コメの関税化

については，1995年から2000年まで猶予され，そのかわりに国内消費量の４～８％を 

Ｂ  （最低輸入量）として輸入することとなった。しかし，1999年には関税化によるコ

メの輸入自由化に踏み切っている。

一方で，コメの生産・流通に関して政府の規制を緩和して売買に市場原理を導入した新

食糧法が1994年に制定され， Ａ  制度は1995年に廃止された。また，2000年や2005年

の農地法改正により〔　エ　〕による農地取得・借用が認められ，さらに，2009年には農

地借用が可能な範囲がさらに拡大された。その後，2010年から主要農作物の生産費用と販

売価格の差額を交付金として支給する Ｃ  制度を導入した。

また日本では，近年の他国とのFTA・EPA締結交渉において，農産物の輸入自由化問題

が常に大きな障壁となっている。既存のFTA・EPAによる品目ベースの自由化率が90％に

達しておらず，自由化水準は低い。これは，日本が例外品目として一部の国内農産物の高

い保護水準を維持したままだからである。日本が2013年から協議に参加し，アメリカ

（2017年に離脱を表明）を除く国々により，2018年に署名・発効された Ｄ  （または 

Ｄ  協定）では，関税の撤廃や大幅な引き下げが求められており，国内農業への影響

が懸念されている。

輸入農産物の中には残留農薬や遺伝子組み換え農産物の混入などがあり，食の安全が問

題となっている。そこで，食の安全を確保するため，食品などがいつ，どのような経路で

生産・流通・消費されたかの全履歴を明らかにする Ｅ  （履歴管理）制度が注目されて

いる。

こうした食の安全に対する消費者意識の高まりに加えて，農産物の地域での消費を促進

する地産地消の取り組みや，都市住民が農山村に出かけ，自然や文化に触れながら現地住

民との交流を行う農作業体験型の余暇活動である〔　オ　〕なども注目されている。
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Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

GDP（国内総生産）は，一国の経済厚生を評価するために用いられる主要な統計の１

つである。この統計は，SNA（〔　ア　〕）という国際基準に基づいており，国内の産出総

額から〔　イ　〕を差し引いた付加価値の合計に等しい。GDPに〔　ウ　〕を足し合わ

せたものがGNI（国民総所得）であり，ここから固定資本減耗と純間接税（間接税－補助

金）を差し引いてNI（国民所得）が計算される。

経済全体において，生産の成果は所得として〔　エ　〕され，そこから何らかの目的に

支出されるという循環がある。このことから，GDPと，GDI（国内総所得）およびGDE 

（国内総支出）が等しい関係が成立する。このように生産・〔　エ　〕・支出の面において

国民所得が等しくなることを三面等価の原則とよぶ。これらの統計は，企業の毎月の売上

や公債発行額と同様に，一定期間内における経済活動の規模（取引量）であるところの

〔　オ　〕を扱った指標である。

さらにGDPは，経済成長率を計算する際にも用いられる。通常，経済成長率は，物価

変動の影響を除いた〔　カ　〕GDPの対前年変化率として計算される。また物価指数は，

GDPデフレーターとして計算される。

内閣府の統計によれば，日本の国民所得を生産面でとらえると，付加価値の約７割は

〔　キ　〕産業で生み出されている。〔　エ　〕面からみると，国民所得の約７割は 

〔　ク　〕として支払われている。そして，支出面からみると，国民所得の最大項目は

〔　ケ　〕となっている。日本の経済成長の推移をみると，戦後の復興を経て1970年代初

頭までは高度経済成長が続いたが，1990年代以降は「失われた30年」とよばれるような低

成長が長期に及んでいる。

経済成長の実現には，労働力の増加，企業の資本投資の増加，技術革新による生産性の

改善が重要となる。そして，技術革新を後押しするためには，知識の蓄積を促す〔　コ　〕

投資や教育投資が重要となる。

問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　海外送金　　　　　12　減価償却費　　　　　　13　海外からの純所得

14　中間投入額　　　　15　国際会計基準　　　　　16　ネット

17　物的生産体系　　　18　国民経済計算体系　　　19　売上原価

20　ストック　　　　　21　控除　　　　　　　　　22　分散

23　経常海外余剰　　　24　分配　　　　　　　　　25　フロー
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問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　第一次　　　　　　27　財産所得　　　28　研究開発

29　名目　　　　　　　30　第三次　　　　31　実質

32　民間最終消費　　　33　企業所得　　　34　第二次

35　潜在　　　　　　　36　株式　　　　　37　不動産

38　雇用者報酬　　　　39　輸出　　　　　40　政府最終消費

問３　一国の経済厚生の評価において，GDPを代替する統計の１つとして国民純福祉

（NNW）が提案されている。GDPの限界を踏まえて，国民純福祉の内容を，以下の

３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），150字以内で説明せよ。解答用

紙の解答欄に記入せよ。

市場で取引　　　　家事労働　　　　環境破壊

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

国際平和機構の設立によって平和な世界を構築しようという構想は，18世紀以降，『永

久平和案（永久平和の計画）』（1713年）を著した Ａ  や『永久平和のために』（1795

年）を著したカントなどによって提唱されてきた。しかし，現実の国際社会では実力の行

使を排除することはできず，19世紀には植民地獲得などをめぐり列強間の争いが加熱し，

20世紀初めに第一次世界大戦が勃発した。

第一次世界大戦の惨状を教訓として，1918年，アメリカ大統領ウィルソンは，国際平和

のための提言である「平和原則14か条」を教書で示し，国際平和機構の創設を提唱した。

これを受け，1919年のパリ講和会議で〔　ア　〕条約の一部である国際連盟規約が作成さ

れ，それに基づいて1920年に〔　イ　〕か国の参加を得て国際連盟が発足した。国際連盟

は，その本部がジュネーヴに置かれ，全加盟国から構成される総会，戦勝国などによる理

事会のほか，事務局，常設国際司法裁判所などから組織されていた。

しかし，国際連盟は，次のような問題を抱えていた。すなわち，総会や理事会での議決

について Ｂ  制を採用したため，加盟国同士が激しく対立すると，しばしば決定を下

すことができなかった。また，決定は原則として法的拘束力をもたない〔　ウ　〕にすぎ

ず，さらに侵略国に対しても〔　エ　〕制裁を加えるにとどまった。国際連盟の創設を 

主導したのはウィルソンであったが，ヨーロッパ諸国との相互不干渉を主な内容とする

〔　オ　〕主義を支持する上院の賛成が得られずアメリカが加盟することはなかった。ソ

連は1934年に遅れて加盟したものの，1939年に〔　カ　〕への侵略を理由に除名された。

政治・経済 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：102ページ）時間＝70分　総点＝100点
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Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

1889年，大日本帝国憲法（明治憲法）が制定された。明治憲法では，天皇には陸・海軍

の統帥権や〔　ア　〕などの広範な天皇大権が認められていた。明治憲法は，臣民の権利

として権利の保障を定めるなど近代的な内容も含むものであったが，その実質は天皇主権

を基本原理とするものであり，〔　イ　〕の憲法であった。

大正時代に入ると，政党政治家は，普通選挙に基づく政党政治を求める運動を行った。

その結果，1918年には〔　ウ　〕を首相とする初めての本格的な政党内閣が誕生し，政党

内閣による政治が「憲政の常道」とされるようになった。1925年には普通選挙法が制定さ

れ，〔　エ　〕以上の男性に選挙権が与えられた。こうした民主主義的・自由主義的傾向

は，大正デモクラシーとよばれ，〔　オ　〕の民本主義などの思想がその背景にあった。

しかし，同年には共産主義者などの取り締まりを目的として〔　カ　〕も制定された。そ

の後，世界恐慌に起因する経済危機を契機として軍部が台頭し，政党政治は衰退した。

1931年に満州事変が勃発し，日本は戦争への道を進んでいった。そして，1945年に日本

はポツダム宣言を受諾し，第二次世界大戦は終結した。連合国軍総司令部（GHQ）の最

高司令官マッカーサーは〔　キ　〕首相に明治憲法の改正を示唆し，政府は〔　ク　〕を

設置して改正案を作成した。しかし，この改正案は，天皇中心の政治体制の維持を前提と

するものであった。そのため，GHQはこれを拒否し，マッカーサー草案を提示した。政

府は，同草案を原型として憲法改正案をとりまとめ，〔　ケ　〕に提出した。

日本国憲法は，1946年に公布され，1947年に施行された。日本国憲法のもとでは，天皇

は，国政に関する権能を有さず，国事に関する行為のみを行う。国事に関する行為の例と

しては，〔　コ　〕がある。

問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　25歳　　　　　　　　　　12　超然主義　　　　13　尾崎行雄

14　請願権　　　　　　　　　15　20歳　　　　　　16　原敬

17　外見的立憲主義　　　　　18　30歳　　　　　　19　社会主義

20　犬養毅　　　　　　　　　21　美濃部達吉　　　22　吉野作造

23　直接請求権　　　　　　　24　独立命令　　　　25　加藤高明

政治・経済 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：103ページ）時間＝70分　総点＝100点
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問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　幣原喜重郎　　　　　　　　27　憲法調査会　　　28　衆議院の解散

29　内閣総理大臣の指名　　　　30　松本烝治　　　　31　監獄法

32　憲法問題調査委員会　　　　33　通信傍受法　　　34　参議院

35　両院協議会　　　　　　　　36　憲法審査会　　　37　治安維持法

38　最高裁判所長官の指名　　　39　吉田茂　　　　　40　帝国議会

問３　文中の下線部に関して，明治憲法下の政治機構における行政権及び立法権ならびに

臣民の政治参加について，下の３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），

150字以内で説明せよ。解答用紙の解答欄に記入せよ。

輔弼　　　　協賛　　　　衆議院議員

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

日本で公害が社会問題として最初に取り上げられたのは，明治時代半ばに起きた足尾銅

山鉱毒事件だといわれる。この問題の解決に尽力した代議士〔　ア　〕の運動は，その後

の日本の反公害運動の出発点に位置づけられる。

第二次世界大戦後，とりわけ高度経済成長の時期には，熊本県水俣市の熊本水俣病，新

潟県阿賀野川流域で起こった新潟水俣病，三重県四日市市の四日市ぜんそく，富山県の神

通川流域で起こった Ａ  病とよばれる四大公害事件が発生した。これらの四大公害事

件はいずれも裁判で患者側が〔　イ　〕となっている。

このような公害の広域化に対して，公害批判の世論が高まっていった。1967年には， 

公害対策基本法が制定され，公害防止に対する事業者・国及び地方公共団体の責務が明 

らかにされた。1970年のいわゆる「公害国会」では公害対策関係の14の法律が制定・改 

正された。その後，汚染がひどい地域には，一律に排出基準を決めて各企業に守らせる

〔　ウ　〕に加えて，地域の汚染物質の総排出量を定め，各工場に排出量を割り当てる総

量規制が課されるようになった。また，制定当初の公害対策基本法に置かれていたいわゆ

る〔　エ　〕が削除され，生活環境の保全という同法の目的が明確になった。また1973年

には公害被害者を救済する目的で〔　オ　〕が制定され（1974年施行），被害者は療養費

などの給付を受けられると定められた。

今日では公害を防止するための原則として， Ｂ  が勧告した汚染者負担の原則が挙

げられる。これは公害防止費用や企業が社会に与えた損害を企業が負担すべきであるとい右
ペ
ー
ジ
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問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。ただし Ｄ  に

ついては英数字を用いて答えよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　ナショナル・トラスト運動 12　副業的農家 13　均田

14　主業農家 15　準主業農家 16　専業農家

17　一般社団法人 18　第１種兼業農家 19　株式会社

20　第２種兼業農家 21　グリーンツーリズム 22　屯田

23　個人 24　寄生地主 25　エスノセントリズム
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Ⅳ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

戦後の日本外交の歩みを確認しよう。1951年に締結した〔　ア　〕によって独立を回復

したことで，日本の戦後外交が始まった。日本外交は，国際連合中心主義・西側諸国との

協調・〔　イ　〕の一員としての立場の堅持を三原則としている。

〔　ア　〕の締結と同日に，日本はアメリカと日米安全保障条約を締結し，アメリカ軍

の駐留を認めた。さらに1954年に，日本はアメリカとの間で Ａ  協定を締結して自国

の防衛能力の増強に必要な措置を執ることを約束し，同年には自衛隊を発足させた。1960

年には日米安全保障条約を改定し，共同防衛の趣旨を明確にした。1968年にはアメリカと

の間で〔　ウ　〕返還協定が調印され，〔　ウ　〕が日本に返還された。1972年には沖縄

の日本復帰が達成されたものの，〔　エ　〕に基づき，日本は多くのアメリカ軍基地を提

供している。また，〔　エ　〕はアメリカ軍人の出入国や租税，刑事裁判権などを規定し

ている。1990年のイラクのクウェート侵攻から始まった Ｂ  戦争（1991年）では，ア

メリカ軍を中心とした多国籍軍の軍事行動を，日本は支持した。

〔　ア　〕の締結国以外の諸国とは，個別に条約を締結して国交を回復した。1956年に

は鳩山一郎首相がソ連を訪問し， Ｃ  を発表して，ソ連との国交を回復した。これに

よって国連加盟が可能となった。

1965年には，韓国との間で日韓基本条約を締結した。中国とは，1972年に国交正常化を

果たした。北朝鮮とは，2002年に小泉純一郎首相が訪問し Ｄ  に署名したものの，国

交正常化の進展はみられない。

日本外交が抱える課題は依然として多い。１つには，領土をめぐる懸案が残されている。

ロシアとの間では平和条約の締結に至っておらず，北方領土とよばれる国後島・歯舞群

島・色丹島・〔　オ　〕の帰属をめぐる問題が未解決である。また，中国などは Ｅ  諸

島（釣魚群島）の領有を主張している。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　占守島　　　　12　モスクワ講和条約　　　　　　13　択捉島

14　発展途上国　　15　アジア　　　　　　　　　　　16　ヴェルサイユ講和条約

17　得撫島　　　　18　サンフランシスコ講和条約　　19　日米安保共同宣言

20　貿易立国　　　21　大東諸島　　　　　　　　　　22　日米地位協定

23　奄美諸島　　　24　日米防衛協力のための指針（ガイドライン）

25　小笠原
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Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

1889年，大日本帝国憲法（明治憲法）が制定された。明治憲法では，天皇には陸・海軍

の統帥権や〔　ア　〕などの広範な天皇大権が認められていた。明治憲法は，臣民の権利

として権利の保障を定めるなど近代的な内容も含むものであったが，その実質は天皇主権

を基本原理とするものであり，〔　イ　〕の憲法であった。

大正時代に入ると，政党政治家は，普通選挙に基づく政党政治を求める運動を行った。

その結果，1918年には〔　ウ　〕を首相とする初めての本格的な政党内閣が誕生し，政党

内閣による政治が「憲政の常道」とされるようになった。1925年には普通選挙法が制定さ

れ，〔　エ　〕以上の男性に選挙権が与えられた。こうした民主主義的・自由主義的傾向

は，大正デモクラシーとよばれ，〔　オ　〕の民本主義などの思想がその背景にあった。

しかし，同年には共産主義者などの取り締まりを目的として〔　カ　〕も制定された。そ

の後，世界恐慌に起因する経済危機を契機として軍部が台頭し，政党政治は衰退した。

1931年に満州事変が勃発し，日本は戦争への道を進んでいった。そして，1945年に日本

はポツダム宣言を受諾し，第二次世界大戦は終結した。連合国軍総司令部（GHQ）の最

高司令官マッカーサーは〔　キ　〕首相に明治憲法の改正を示唆し，政府は〔　ク　〕を

設置して改正案を作成した。しかし，この改正案は，天皇中心の政治体制の維持を前提と

するものであった。そのため，GHQはこれを拒否し，マッカーサー草案を提示した。政

府は，同草案を原型として憲法改正案をとりまとめ，〔　ケ　〕に提出した。

日本国憲法は，1946年に公布され，1947年に施行された。日本国憲法のもとでは，天皇

は，国政に関する権能を有さず，国事に関する行為のみを行う。国事に関する行為の例と

しては，〔　コ　〕がある。

問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　25歳　　　　　　　　　　12　超然主義　　　　13　尾崎行雄

14　請願権　　　　　　　　　15　20歳　　　　　　16　原敬

17　外見的立憲主義　　　　　18　30歳　　　　　　19　社会主義

20　犬養毅　　　　　　　　　21　美濃部達吉　　　22　吉野作造

23　直接請求権　　　　　　　24　独立命令　　　　25　加藤高明

政治・経済 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：103ページ）時間＝70分　総点＝100点

―3―

問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　幣原喜重郎　　　　　　　　27　憲法調査会　　　28　衆議院の解散

29　内閣総理大臣の指名　　　　30　松本烝治　　　　31　監獄法

32　憲法問題調査委員会　　　　33　通信傍受法　　　34　参議院

35　両院協議会　　　　　　　　36　憲法審査会　　　37　治安維持法

38　最高裁判所長官の指名　　　39　吉田茂　　　　　40　帝国議会

問３　文中の下線部に関して，明治憲法下の政治機構における行政権及び立法権ならびに

臣民の政治参加について，下の３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），

150字以内で説明せよ。解答用紙の解答欄に記入せよ。

輔弼　　　　協賛　　　　衆議院議員

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

日本で公害が社会問題として最初に取り上げられたのは，明治時代半ばに起きた足尾銅

山鉱毒事件だといわれる。この問題の解決に尽力した代議士〔　ア　〕の運動は，その後

の日本の反公害運動の出発点に位置づけられる。

第二次世界大戦後，とりわけ高度経済成長の時期には，熊本県水俣市の熊本水俣病，新

潟県阿賀野川流域で起こった新潟水俣病，三重県四日市市の四日市ぜんそく，富山県の神

通川流域で起こった Ａ  病とよばれる四大公害事件が発生した。これらの四大公害事

件はいずれも裁判で患者側が〔　イ　〕となっている。

このような公害の広域化に対して，公害批判の世論が高まっていった。1967年には， 

公害対策基本法が制定され，公害防止に対する事業者・国及び地方公共団体の責務が明 

らかにされた。1970年のいわゆる「公害国会」では公害対策関係の14の法律が制定・改 

正された。その後，汚染がひどい地域には，一律に排出基準を決めて各企業に守らせる

〔　ウ　〕に加えて，地域の汚染物質の総排出量を定め，各工場に排出量を割り当てる総

量規制が課されるようになった。また，制定当初の公害対策基本法に置かれていたいわゆ

る〔　エ　〕が削除され，生活環境の保全という同法の目的が明確になった。また1973年

には公害被害者を救済する目的で〔　オ　〕が制定され（1974年施行），被害者は療養費

などの給付を受けられると定められた。

今日では公害を防止するための原則として， Ｂ  が勧告した汚染者負担の原則が挙

げられる。これは公害防止費用や企業が社会に与えた損害を企業が負担すべきであるとい右
ペ
ー
ジ
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問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。ただし Ｄ  に

ついては英数字を用いて答えよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　ナショナル・トラスト運動 12　副業的農家 13　均田

14　主業農家 15　準主業農家 16　専業農家

17　一般社団法人 18　第１種兼業農家 19　株式会社

20　第２種兼業農家 21　グリーンツーリズム 22　屯田

23　個人 24　寄生地主 25　エスノセントリズム
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Ⅳ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

戦後の日本外交の歩みを確認しよう。1951年に締結した〔　ア　〕によって独立を回復

したことで，日本の戦後外交が始まった。日本外交は，国際連合中心主義・西側諸国との

協調・〔　イ　〕の一員としての立場の堅持を三原則としている。

〔　ア　〕の締結と同日に，日本はアメリカと日米安全保障条約を締結し，アメリカ軍

の駐留を認めた。さらに1954年に，日本はアメリカとの間で Ａ  協定を締結して自国

の防衛能力の増強に必要な措置を執ることを約束し，同年には自衛隊を発足させた。1960

年には日米安全保障条約を改定し，共同防衛の趣旨を明確にした。1968年にはアメリカと

の間で〔　ウ　〕返還協定が調印され，〔　ウ　〕が日本に返還された。1972年には沖縄

の日本復帰が達成されたものの，〔　エ　〕に基づき，日本は多くのアメリカ軍基地を提

供している。また，〔　エ　〕はアメリカ軍人の出入国や租税，刑事裁判権などを規定し

ている。1990年のイラクのクウェート侵攻から始まった Ｂ  戦争（1991年）では，ア

メリカ軍を中心とした多国籍軍の軍事行動を，日本は支持した。

〔　ア　〕の締結国以外の諸国とは，個別に条約を締結して国交を回復した。1956年に

は鳩山一郎首相がソ連を訪問し， Ｃ  を発表して，ソ連との国交を回復した。これに

よって国連加盟が可能となった。

1965年には，韓国との間で日韓基本条約を締結した。中国とは，1972年に国交正常化を

果たした。北朝鮮とは，2002年に小泉純一郎首相が訪問し Ｄ  に署名したものの，国

交正常化の進展はみられない。

日本外交が抱える課題は依然として多い。１つには，領土をめぐる懸案が残されている。

ロシアとの間では平和条約の締結に至っておらず，北方領土とよばれる国後島・歯舞群

島・色丹島・〔　オ　〕の帰属をめぐる問題が未解決である。また，中国などは Ｅ  諸

島（釣魚群島）の領有を主張している。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　占守島　　　　12　モスクワ講和条約　　　　　　13　択捉島

14　発展途上国　　15　アジア　　　　　　　　　　　16　ヴェルサイユ講和条約

17　得撫島　　　　18　サンフランシスコ講和条約　　19　日米安保共同宣言

20　貿易立国　　　21　大東諸島　　　　　　　　　　22　日米地位協定

23　奄美諸島　　　24　日米防衛協力のための指針（ガイドライン）

25　小笠原
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問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。 Ｄ  について

は，アルファベットを用いた英語の略語で答えよ。 Ｅ  については，人名をフル

ネームで答えよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　連合国　　　　　　　　　12　ブルガリア　　　　13　ギリシア

14　COMECON　　　　　　　15　インドネシア　　　16　三国協商

17　ワルシャワ条約機構　　　18　ベオグラード　　　19　ベトナム

20　枢軸国　　　　　　　　　21　プラハ　　　　　　22　パキスタン

23　コミンフォルム　　　　　24　ジュネーヴ　　　　25　チェコスロバキア

Ⅳ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

南半球に集中する貧しい国（発展途上国）と，北半球に多い豊かな国（先進国）との間

に存在する経済格差は，1960年代以降に南北問題として認識されるようになった。

19世紀末に欧米列強は，国内で過剰となった商品の販売先や資本の投下先をアジアや 

アフリカに求めて，植民地獲得競争に乗り出した。植民地として支配された地域は，コー

ヒー・綿花・ゴム・サトウキビなどの単一の商品作物の生産に依存する〔　ア　〕経済を

強いられた。

発展途上国の多くは，1940年代中盤以降に政治的独立をはたした後でも，最低限の食料

や日用品を自国で賄えるような産業を発展させることができず，飢餓や貧困の問題に苦し

んだ。特に後発発展途上国や最貧国では，政治的な混乱によって国民の生命や人権が危機

に瀕する状況が見られた。その一方で，発展途上国の中から産油国や工業化に成功した

〔　イ　〕（新興工業経済地域）も現れるようになった。この結果，発展途上国間において

も Ａ  問題という格差問題が生じた。

国連は，1964年に常設政府間機関として，また国連総会の補助機関として，国連貿易開

発会議を創設し，格差是正に取り組み始めた。当時の Ｂ  事務局長は，第１回会合に

おいて報告を行い，発展途上国の貿易に有利に働く〔　ウ　〕の導入，援助目標の設定，

一次産品の価格の安定化などの目標を示した。先進諸国も，発展支援の必要性を認識し，

〔　エ　〕とよばれる公的な開発支援を実施するようになった。しかし，支援を受けた 

国の中には，多額の資金援助や借入によって先進国への依存を強める国や，返済が滞り 

累積債務問題に苦しむ国も出てくるようになった。日本からの〔　エ　〕に関しては，

〔　オ　〕比率が低いといわれている。

―7―

2000年の国連総会では，世界の飢餓と貧困の撲滅に取り組むために， Ｃ  開発目標

を2015年までに達成することが，合意された。この目標を達成する中で，１日１ドル未満

で生活する人口の割合が，世界全体の約１割へ減少するなど大きな前進も見られたが，未

達成の課題も多く残された。この状況を受けて，また新しい課題にも広範に対応していく

ために，2015年には後継となる Ｄ  開発目標が設定され，2030年までに達成すること

が合意された。

最近では，貧困の撲滅や環境保全などに向けた，NGO（非政府組織）や民間企業によ

る取り組みも活発化している。その取り組みの一環として，貧困層向けに少額の融資を行

うマイクロファイナンスや，発展途上国の現地生産者から製品を適正な価格で継続して購

入する Ｅ  といった活動が行われている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　DAC 12　モノカルチャー 13　NEDC

14　制限的措置 15　NYSE 16　ブロック

17　NIES 18　最恵国待遇 19　円借款

20　アングラ 21　ODA 22　アンタイド

23　贈与 24　EPA　 25　特恵関税
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う考え方である。また， Ｃ  の実施も重要である。これは大規模開発を行う前に，開

発による環境への作用を事前に予測・精査するものである。1997年には Ｃ  法が制定

され，発電所や大規模林道など13種を対象に，事前の調査に，住民や地方公共団体の意見

を聴いて調査項目を加えるスコーピングなどが規定されている。さらに，法規制だけでな

く，企業も環境への配慮を示す Ｄ  機構の認証（ISO14001など）を受けるなど，主体

的に努力する必要がある。

公害対策の結果，重化学工業での生産活動による産業公害はかなり減少したが，一方で，

都市・生活型の新たなタイプの公害が出現している。私たち自身も，従来の大量生産・大

量消費・大量廃棄型の生活を見直し，持続可能な社会づくりに取り組むことを求められて

いる。例えば2000年には，これまでの生活の豊かさや便利さのみを追求した大量消費・大

量廃棄型社会の反省から，廃棄物などの発生抑制と資源の再利用及び適正な処分の確保に

よる，有限な資源を浪費しない社会に向けて〔　カ　〕が制定された。また，同年に 

は外食産業などから排出される生ごみや残飯の肥料や飼料への再資源化を義務付ける 

〔　キ　〕が制定され，翌年にはパソコンなど14種類の製品に対して部品の再利用などを

メーカーに義務付ける〔　ク　〕が施行された。

私たちには，限られた資源を有効に活用するためにも一人ひとりが，ごみの発生を抑え

るリデュース，出たごみを再利用するリユース，もしくは再生利用するリサイクル，そし

て無駄なものを買わない・貰わないようにする〔　ケ　〕の４つを含むいわゆる４Ｒ運動

を積極的に展開することが求められる。

環境問題に対する関心は世界的にも広がりを見せている。1972年にストックホルムで開

かれた国連 Ｅ  会議で，「 Ｅ  宣言」が採択され，地球環境問題が国際的検討課題

として取り上げられた。1987年にはオゾン層を破壊する恐れのある物質を指定し，当該物

質の製造，消費及び貿易を規制することを目的とした〔　コ　〕議定書が採択された。ま

た，1992年には国連環境開発会議（地球サミット）が開催され，アジェンダ21や森林保全

などに関する原則声明の採択や，気候変動枠組み条約への署名が行われた。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　環境条項　　　　　　　 12　調和条項　　　　 13　田中義一

14　田中角栄　　　　　　　 15　敗訴　　　　　　 16　ニッケル規制

17　公害紛争処理法　　　　 18　REACH規制　　 19　田中正造

20　公害健康被害補償法　　 21　スライド条項　　 22　公害防止事業費事業者負担法

23　勝訴　　　　　　　　　 24　濃度規制　　　　 25　不起訴負担法

―5―

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　リストラ　　　　　 27　再生可能エネルギー特別措置法　 28　京都

29　モントリオール　　 30　自然環境保全法　　　　　　　　 31　自然再生推進法

32　リオデジャネイロ　 33　食品衛生法　　　　　　　　　　 34　リフューズ

35　廃棄物処理法　　　 36　循環型社会形成推進基本法　　　 37　リバウンド

38　食品リサイクル法　 39　資源有効利用促進法　　　　　　 40　資源保全回復法

Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

第二次世界大戦は，アメリカ・イギリス・ソ連・中国を中心とした国家群と，日本・ド

イツ・イタリアを中心とした〔　ア　〕との間で戦われた。戦争末期，ローズベルト（ア

メリカ）・ Ａ  （ソ連）・ Ｂ  （イギリス）は，ヤルタで会談を開いた。ヤルタ会談では，

ドイツの戦後処理や，国際組織の制度化について話し合われた。平和と安全のための国際

機構という構想の原型は，大西洋憲章にあらわれており，ワシントン郊外で開催された 

Ｃ  会議（1944年）などを通じてその実現への動きが加速した。

ヤルタ会談の際に表面化した国家間の対立は，戦後に資本主義陣営と社会主義陣営との

対立に発展し，東西冷戦につながっていった。1946年には， Ｂ  は，ヨーロッパ大陸

を分断する「鉄のカーテン」に言及した。

戦後の東ヨーロッパでは，つぎつぎと社会主義政権が誕生した。これに対抗して，アメ

リカのトルーマン大統領は封じ込め政策を志向し，〔　イ　〕やトルコへの軍事援助を表

明した。1949年には，アメリカは西側諸国とともに，軍事的結束を強化するために 

Ｄ  （北大西洋条約機構）を結成した。これに対して，東側諸国も軍事的結束の強化を

模索し，1955年に〔　ウ　〕を結成した。

米ソ間では，1950年代後半から平和共存が模索された。 Ａ  批判を行ったソ連共産

党第一書記のフルシチョフは，1959年にアメリカを訪問した。またキューバ危機（1962年）

では，フルシチョフはキューバのミサイルを撤去する約束をして，危機を回避した。

1960年代に入ると，中国やフランスが核保有国となり，日本や西ドイツが経済成長し，

国際社会の多極化が始まった。また，アジアやアフリカの国々が独立し，第三世界を形成

するようになった。第三世界の国々は，1950年代から結束を確認し，存在感を持ち始めた。

これらの国々によって，〔　エ　〕のバンドンでアジア・アフリカ会議が開催された

（1955年）。この会議において，インドのネルーと中国の Ｅ  との間で1954年に確認さ

れていた平和五原則は，平和十原則として具体化された。さらに，1961年には，第一回の

非同盟諸国首脳会議が当時ユーゴスラビアの〔　オ　〕で開催された。
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問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。 Ｄ  について

は，アルファベットを用いた英語の略語で答えよ。 Ｅ  については，人名をフル

ネームで答えよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　連合国　　　　　　　　　12　ブルガリア　　　　13　ギリシア

14　COMECON　　　　　　　15　インドネシア　　　16　三国協商

17　ワルシャワ条約機構　　　18　ベオグラード　　　19　ベトナム

20　枢軸国　　　　　　　　　21　プラハ　　　　　　22　パキスタン

23　コミンフォルム　　　　　24　ジュネーヴ　　　　25　チェコスロバキア

Ⅳ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

南半球に集中する貧しい国（発展途上国）と，北半球に多い豊かな国（先進国）との間

に存在する経済格差は，1960年代以降に南北問題として認識されるようになった。

19世紀末に欧米列強は，国内で過剰となった商品の販売先や資本の投下先をアジアや 

アフリカに求めて，植民地獲得競争に乗り出した。植民地として支配された地域は，コー

ヒー・綿花・ゴム・サトウキビなどの単一の商品作物の生産に依存する〔　ア　〕経済を

強いられた。

発展途上国の多くは，1940年代中盤以降に政治的独立をはたした後でも，最低限の食料

や日用品を自国で賄えるような産業を発展させることができず，飢餓や貧困の問題に苦し

んだ。特に後発発展途上国や最貧国では，政治的な混乱によって国民の生命や人権が危機

に瀕する状況が見られた。その一方で，発展途上国の中から産油国や工業化に成功した

〔　イ　〕（新興工業経済地域）も現れるようになった。この結果，発展途上国間において

も Ａ  問題という格差問題が生じた。

国連は，1964年に常設政府間機関として，また国連総会の補助機関として，国連貿易開

発会議を創設し，格差是正に取り組み始めた。当時の Ｂ  事務局長は，第１回会合に

おいて報告を行い，発展途上国の貿易に有利に働く〔　ウ　〕の導入，援助目標の設定，

一次産品の価格の安定化などの目標を示した。先進諸国も，発展支援の必要性を認識し，

〔　エ　〕とよばれる公的な開発支援を実施するようになった。しかし，支援を受けた 

国の中には，多額の資金援助や借入によって先進国への依存を強める国や，返済が滞り 

累積債務問題に苦しむ国も出てくるようになった。日本からの〔　エ　〕に関しては，

〔　オ　〕比率が低いといわれている。

―7―

2000年の国連総会では，世界の飢餓と貧困の撲滅に取り組むために， Ｃ  開発目標

を2015年までに達成することが，合意された。この目標を達成する中で，１日１ドル未満

で生活する人口の割合が，世界全体の約１割へ減少するなど大きな前進も見られたが，未

達成の課題も多く残された。この状況を受けて，また新しい課題にも広範に対応していく

ために，2015年には後継となる Ｄ  開発目標が設定され，2030年までに達成すること

が合意された。

最近では，貧困の撲滅や環境保全などに向けた，NGO（非政府組織）や民間企業によ

る取り組みも活発化している。その取り組みの一環として，貧困層向けに少額の融資を行

うマイクロファイナンスや，発展途上国の現地生産者から製品を適正な価格で継続して購

入する Ｅ  といった活動が行われている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　DAC 12　モノカルチャー 13　NEDC

14　制限的措置 15　NYSE 16　ブロック

17　NIES 18　最恵国待遇 19　円借款

20　アングラ 21　ODA 22　アンタイド

23　贈与 24　EPA　 25　特恵関税

右
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う考え方である。また， Ｃ  の実施も重要である。これは大規模開発を行う前に，開

発による環境への作用を事前に予測・精査するものである。1997年には Ｃ  法が制定

され，発電所や大規模林道など13種を対象に，事前の調査に，住民や地方公共団体の意見

を聴いて調査項目を加えるスコーピングなどが規定されている。さらに，法規制だけでな

く，企業も環境への配慮を示す Ｄ  機構の認証（ISO14001など）を受けるなど，主体

的に努力する必要がある。

公害対策の結果，重化学工業での生産活動による産業公害はかなり減少したが，一方で，

都市・生活型の新たなタイプの公害が出現している。私たち自身も，従来の大量生産・大

量消費・大量廃棄型の生活を見直し，持続可能な社会づくりに取り組むことを求められて

いる。例えば2000年には，これまでの生活の豊かさや便利さのみを追求した大量消費・大

量廃棄型社会の反省から，廃棄物などの発生抑制と資源の再利用及び適正な処分の確保に

よる，有限な資源を浪費しない社会に向けて〔　カ　〕が制定された。また，同年に 

は外食産業などから排出される生ごみや残飯の肥料や飼料への再資源化を義務付ける 

〔　キ　〕が制定され，翌年にはパソコンなど14種類の製品に対して部品の再利用などを

メーカーに義務付ける〔　ク　〕が施行された。

私たちには，限られた資源を有効に活用するためにも一人ひとりが，ごみの発生を抑え

るリデュース，出たごみを再利用するリユース，もしくは再生利用するリサイクル，そし

て無駄なものを買わない・貰わないようにする〔　ケ　〕の４つを含むいわゆる４Ｒ運動

を積極的に展開することが求められる。

環境問題に対する関心は世界的にも広がりを見せている。1972年にストックホルムで開

かれた国連 Ｅ  会議で，「 Ｅ  宣言」が採択され，地球環境問題が国際的検討課題

として取り上げられた。1987年にはオゾン層を破壊する恐れのある物質を指定し，当該物

質の製造，消費及び貿易を規制することを目的とした〔　コ　〕議定書が採択された。ま

た，1992年には国連環境開発会議（地球サミット）が開催され，アジェンダ21や森林保全

などに関する原則声明の採択や，気候変動枠組み条約への署名が行われた。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　環境条項　　　　　　　 12　調和条項　　　　 13　田中義一

14　田中角栄　　　　　　　 15　敗訴　　　　　　 16　ニッケル規制

17　公害紛争処理法　　　　 18　REACH規制　　 19　田中正造

20　公害健康被害補償法　　 21　スライド条項　　 22　公害防止事業費事業者負担法

23　勝訴　　　　　　　　　 24　濃度規制　　　　 25　不起訴負担法
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問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　リストラ　　　　　 27　再生可能エネルギー特別措置法　 28　京都

29　モントリオール　　 30　自然環境保全法　　　　　　　　 31　自然再生推進法

32　リオデジャネイロ　 33　食品衛生法　　　　　　　　　　 34　リフューズ

35　廃棄物処理法　　　 36　循環型社会形成推進基本法　　　 37　リバウンド

38　食品リサイクル法　 39　資源有効利用促進法　　　　　　 40　資源保全回復法

Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

第二次世界大戦は，アメリカ・イギリス・ソ連・中国を中心とした国家群と，日本・ド

イツ・イタリアを中心とした〔　ア　〕との間で戦われた。戦争末期，ローズベルト（ア

メリカ）・ Ａ  （ソ連）・ Ｂ  （イギリス）は，ヤルタで会談を開いた。ヤルタ会談では，

ドイツの戦後処理や，国際組織の制度化について話し合われた。平和と安全のための国際

機構という構想の原型は，大西洋憲章にあらわれており，ワシントン郊外で開催された 

Ｃ  会議（1944年）などを通じてその実現への動きが加速した。

ヤルタ会談の際に表面化した国家間の対立は，戦後に資本主義陣営と社会主義陣営との

対立に発展し，東西冷戦につながっていった。1946年には， Ｂ  は，ヨーロッパ大陸

を分断する「鉄のカーテン」に言及した。

戦後の東ヨーロッパでは，つぎつぎと社会主義政権が誕生した。これに対抗して，アメ

リカのトルーマン大統領は封じ込め政策を志向し，〔　イ　〕やトルコへの軍事援助を表

明した。1949年には，アメリカは西側諸国とともに，軍事的結束を強化するために 

Ｄ  （北大西洋条約機構）を結成した。これに対して，東側諸国も軍事的結束の強化を

模索し，1955年に〔　ウ　〕を結成した。

米ソ間では，1950年代後半から平和共存が模索された。 Ａ  批判を行ったソ連共産

党第一書記のフルシチョフは，1959年にアメリカを訪問した。またキューバ危機（1962年）

では，フルシチョフはキューバのミサイルを撤去する約束をして，危機を回避した。

1960年代に入ると，中国やフランスが核保有国となり，日本や西ドイツが経済成長し，

国際社会の多極化が始まった。また，アジアやアフリカの国々が独立し，第三世界を形成

するようになった。第三世界の国々は，1950年代から結束を確認し，存在感を持ち始めた。

これらの国々によって，〔　エ　〕のバンドンでアジア・アフリカ会議が開催された

（1955年）。この会議において，インドのネルーと中国の Ｅ  との間で1954年に確認さ

れていた平和五原則は，平和十原則として具体化された。さらに，1961年には，第一回の

非同盟諸国首脳会議が当時ユーゴスラビアの〔　オ　〕で開催された。
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11　３分の１　　　　　　　　12　５分の１　　　　　13　民主集中制

14　議会制民主主義　　　　　15　常任委員会　　　　16　特別会

17　タウンミーティング　　　18　アメリカ　　　　　19　協議会

20　直接民主主義　　　　　　21　フランス　　　　　22　オランダ

23　公聴会　　　　　　　　　24　４分の１　　　　　25　常会

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　ねじれ国会　　　　　　　27　３分の２　　　　　28　予算

29　４分の３　　　　　　　　30　過半数　　　　　　31　議員の歳費

32　内閣提出法案　　　　　　33　議員提出法案　　　34　首長提出議案

35　スウェーデン　　　　　　36　国対政治　　　　　37　イギリス

38　クエスチョンタイム　　　39　イタリア　　　　　40　条約

Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

エネルギー消費は，二酸化炭素（CO2）をはじめとする Ａ  ガスの排出につながり，

生態系全体に影響するといわれている。この問題への世界的な取り組みの一環として，

1997年に気候変動枠組み条約第３回締約国会議が開催された。会議では，2012年までに先

進国が達成すべき目標が設定され，目標達成のためのさまざまなメカニズムの導入が採択

された。このメカニズムには国際排出量取引や共同実施，発展途上国の排出削減に先進国

が協力する Ｂ  （CDM）がある。しかし，発展途上国に削減義務が課されず，当時最

大のエネルギー消費国であった〔　ア　〕が批准しなかったために，大きな成果は得られ

なかった。

そこで新しい国際的な枠組みを設定するために，2015年に気候変動枠組み条約第21回締

約国会議が開催された。この会議で採択された〔　イ　〕協定は，先進国・発展途上国を

問わず，気候変動枠組み条約の全加盟国が参加する歴史上初めての国際的な枠組みとなっ

た。〔　イ　〕協定では，産業革命前からの平均気温の上昇を摂氏 Ｃ  度未満に抑え

（努力目標としては摂氏1.5度未満），今世紀後半に Ａ  ガスの排出量を実質ゼロにする

という方向が打ち出された。しかし，〔　ア　〕は，2017年に協定離脱を表明し，2020年

に正式に離脱し，2021年に正式に復帰するという混乱があった。

エネルギーは，消費による環境破壊だけではなく，生産や調達に関する観点からも世界

的に注目されている。

第４次中東戦争（1973年）をきっかけに，〔　ウ　〕加盟諸国などが原油価格の引き上
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Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

日本国憲法前文は，「日本国民は，正当に選挙された国会における代表者を通じて行動」

するとし，〔　ア　〕の採用を明示している。

国会には，毎年一回召集される〔　イ　〕（日本国憲法第52条，以下条文につき同じ）

や，内閣が招集を決定する臨時会などがある。臨時会について，いずれかの議院の総議員

の〔　ウ　〕以上の要求があれば，内閣はその召集を決定しなければならない（第53条）。

衆議院の解散中には，内閣の求めにより参議院の Ａ  が開かれる（第54条）。 Ａ  

での議決は，次の国会開会後10日以内に衆議院の同意がない場合は，失効する。

国会は〔　エ　〕の議会政治を参考にした，委員会制度を採用している。各委員会にお

いて，専門性の高い議論がなされる。また，各委員会は，利害関係者や有識者などの意見

を参考にするための〔　オ　〕を開催する場合もある。

国会の権限は幅広い。代表的なものとして，法律の制定がある。この権限については，

衆議院の優越が認められている。すなわち，衆議院で可決し，参議院でこれと異なった議

決をした法律案は，「衆議院の出席議員の〔　カ　〕以上の多数で再び可決したときは，

法律となる」（第59条）。他の権限でも衆議院の優越がみられる。第60条では，〔　キ　〕

の議決について，衆議院の議決を国会の議決とする手続きが定められており，また 

〔　キ　〕は「さきに衆議院に提出しなければならない」とされている。さらに，立法府

による行政府の抑制と関係する Ｂ  権については，衆議院のみがもつ（第69条）。

Ｂ  権が行使された際には，内閣は10日以内に衆議院を解散，もしくは総辞職しなけ

ればならない。

また両議院には Ｃ  権（第62条）が認められており，これに基づき，証人喚問を行

うことができる。さらに国会は，罷免の訴追を受けた裁判官を裁判するため，両議院の議

員によって組織される Ｄ  裁判所を設ける（第64条）。

現在，国会に提出される法案の多くは〔　ク　〕であり，国会の主体性が問われている。

また，議論や採決の順番や日程などを与野党の間で非公式的に話し合うような，〔　ケ　〕

とよばれるあり方は，国民から政治を見えにくくしているという批判もある。こうした状

況に対して，1999年には Ｅ  法が制定され，官僚が政府委員として国会で答弁する慣

行は廃止された。さらに，〔　コ　〕の下院をモデルにして党首討論が導入されるなど，

さまざまな試みがなされている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。右
ペ
ー
ジ
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問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　物価統制令　　　　　　12　270　　　　　　　　 13　ガリオア・エロア

14　日本銀行法　　　　　　15　経済安定９原則　　　16　農業恐慌

17　360　　　　　　　　　 18　国際交流　　　　　　19　労働三法

20　緊急経済対策　　　　　21　昭和恐慌　　　　　　22　120

23　安定恐慌　　　　　　　24　商業組合法　　　　　25　海外経済協力

問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　スミソニアン　　　　　27　IMF 28　佐藤栄作

29　ブレトン・ウッズ　　　30　IAEA 31　アイゼンハワー

32　吉田茂　　　　　　　　33　IBRD 34　GATT

35　ジョンソン　　　　　　36　池田勇人 37　ADB

38　ニクソン　　　　　　　39　WTO 40　キングストン

問３　文中の下線部に関して，高度経済成長期前半の日本の景気拡大が，国際収支によっ

て制約された理由を下の３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），150字

以内で説明せよ。解答用紙の解答欄に記入せよ。

引き締め　　　　固定相場制　　　　外貨
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Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

第二次世界大戦前の日本経済は，地主が小作農に土地を貸し付けて，小作料を徴収する

寄生地主制と，財閥による産業支配が特徴であった。第二次世界大戦後，連合国軍総司令

部（GHQ）の指令により，農地改革や財閥の解体，〔　ア　〕の制定など，経済の民主化

が進められた。あわせてアメリカは，占領地救済政府基金と占領地経済復興基金からなる

〔　イ　〕基金を通じて，日本に対する復興援助も行った。

日本政府は，戦争で落ち込んだ生産力を回復させるため，鉄鋼や石炭の生産に重点的に

資源を配分する傾斜生産方式とよばれる政策を採用した。そして，この政策に必要な資金

を供給するために復興金融金庫を設立したが，復興金融金庫が発行した債券の多くが，日

本銀行によって引き受けられたため，激しいインフレが起こった。これを受けてGHQは，

インフレを抑え込むため，日本政府に対して均衡予算や徴税強化などを主な内容とする

〔　ウ　〕を指令し，経済顧問のジョセフ・ドッジを日本に派遣した。

ドッジは，復興金融金庫による債券の発行を禁止し，超均衡予算を実現するなど，緊縮

政策によりインフレを抑え込もうとした。また，それまで複数あった為替レートを統一し，

１ドル＝〔　エ　〕円の単一為替レートを設定した。ドッジが行った一連の経済政策をド

ッジ・ラインという。この政策により，日本は〔　オ　〕とよばれる深刻な不況に陥った

ものの，1950年に勃発した朝鮮戦争にともなう特需景気がきっかけで，不況から抜け出す

ことができた。

ドッジ・ラインによる不況から抜け出した日本は，1955年頃から1973年頃にかけて年平

均の実質経済成長率が10％前後に達する高度経済成長を実現した。この間，神武景気， 

岩戸景気，オリンピック景気，いざなぎ景気とよばれる好景気を経験したが，高度経済 

成長前半期の景気拡大には，国際収支の天井とよばれる制約があった。1960年12月には，

〔　カ　〕内閣が，10年間で国民の所得を２倍にする国民所得倍増計画を閣議決定するなど，

政府も経済成長を後押しした。また，1963年には〔　キ　〕11条国，1964年には〔　ク　〕

８条国に移行するなど，日本の国際経済社会への復帰も進んだ。

日本や西ドイツなどの経済復興や，ベトナム戦争への介入にともない，アメリカの国際

収支が悪化し，大量のドルが世界に供給された。その結果，ドルに対する信認が低下し，

ドル危機とよばれる事態が生じた。そして，1971年８月15日，アメリカの〔　ケ　〕大統

領は，金とドルとの交換を停止することを表明した。この表明により生じた混乱のことを

〔　ケ　〕・ショックという。これにより，アメリカが１オンス＝35ドルで金とドルとの交

換を保証し，その他の国がアメリカのドルに自国通貨を固定することを主な内容とする，

〔　コ　〕体制とよばれる第二次世界大戦後の国際通貨体制は崩壊することになった。

政治・経済 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：103ページ）時間＝70分　総点＝100点
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11　３分の１　　　　　　　　12　５分の１　　　　　13　民主集中制

14　議会制民主主義　　　　　15　常任委員会　　　　16　特別会

17　タウンミーティング　　　18　アメリカ　　　　　19　協議会

20　直接民主主義　　　　　　21　フランス　　　　　22　オランダ

23　公聴会　　　　　　　　　24　４分の１　　　　　25　常会

問３　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　ねじれ国会　　　　　　　27　３分の２　　　　　28　予算

29　４分の３　　　　　　　　30　過半数　　　　　　31　議員の歳費

32　内閣提出法案　　　　　　33　議員提出法案　　　34　首長提出議案

35　スウェーデン　　　　　　36　国対政治　　　　　37　イギリス

38　クエスチョンタイム　　　39　イタリア　　　　　40　条約

Ⅲ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

エネルギー消費は，二酸化炭素（CO2）をはじめとする Ａ  ガスの排出につながり，

生態系全体に影響するといわれている。この問題への世界的な取り組みの一環として，

1997年に気候変動枠組み条約第３回締約国会議が開催された。会議では，2012年までに先

進国が達成すべき目標が設定され，目標達成のためのさまざまなメカニズムの導入が採択

された。このメカニズムには国際排出量取引や共同実施，発展途上国の排出削減に先進国

が協力する Ｂ  （CDM）がある。しかし，発展途上国に削減義務が課されず，当時最

大のエネルギー消費国であった〔　ア　〕が批准しなかったために，大きな成果は得られ

なかった。

そこで新しい国際的な枠組みを設定するために，2015年に気候変動枠組み条約第21回締

約国会議が開催された。この会議で採択された〔　イ　〕協定は，先進国・発展途上国を

問わず，気候変動枠組み条約の全加盟国が参加する歴史上初めての国際的な枠組みとなっ

た。〔　イ　〕協定では，産業革命前からの平均気温の上昇を摂氏 Ｃ  度未満に抑え

（努力目標としては摂氏1.5度未満），今世紀後半に Ａ  ガスの排出量を実質ゼロにする

という方向が打ち出された。しかし，〔　ア　〕は，2017年に協定離脱を表明し，2020年

に正式に離脱し，2021年に正式に復帰するという混乱があった。

エネルギーは，消費による環境破壊だけではなく，生産や調達に関する観点からも世界

的に注目されている。

第４次中東戦争（1973年）をきっかけに，〔　ウ　〕加盟諸国などが原油価格の引き上

―4―

Ⅱ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

日本国憲法前文は，「日本国民は，正当に選挙された国会における代表者を通じて行動」

するとし，〔　ア　〕の採用を明示している。

国会には，毎年一回召集される〔　イ　〕（日本国憲法第52条，以下条文につき同じ）

や，内閣が招集を決定する臨時会などがある。臨時会について，いずれかの議院の総議員

の〔　ウ　〕以上の要求があれば，内閣はその召集を決定しなければならない（第53条）。

衆議院の解散中には，内閣の求めにより参議院の Ａ  が開かれる（第54条）。 Ａ  

での議決は，次の国会開会後10日以内に衆議院の同意がない場合は，失効する。

国会は〔　エ　〕の議会政治を参考にした，委員会制度を採用している。各委員会にお

いて，専門性の高い議論がなされる。また，各委員会は，利害関係者や有識者などの意見

を参考にするための〔　オ　〕を開催する場合もある。

国会の権限は幅広い。代表的なものとして，法律の制定がある。この権限については，

衆議院の優越が認められている。すなわち，衆議院で可決し，参議院でこれと異なった議

決をした法律案は，「衆議院の出席議員の〔　カ　〕以上の多数で再び可決したときは，

法律となる」（第59条）。他の権限でも衆議院の優越がみられる。第60条では，〔　キ　〕

の議決について，衆議院の議決を国会の議決とする手続きが定められており，また 

〔　キ　〕は「さきに衆議院に提出しなければならない」とされている。さらに，立法府

による行政府の抑制と関係する Ｂ  権については，衆議院のみがもつ（第69条）。

Ｂ  権が行使された際には，内閣は10日以内に衆議院を解散，もしくは総辞職しなけ

ればならない。

また両議院には Ｃ  権（第62条）が認められており，これに基づき，証人喚問を行

うことができる。さらに国会は，罷免の訴追を受けた裁判官を裁判するため，両議院の議

員によって組織される Ｄ  裁判所を設ける（第64条）。

現在，国会に提出される法案の多くは〔　ク　〕であり，国会の主体性が問われている。

また，議論や採決の順番や日程などを与野党の間で非公式的に話し合うような，〔　ケ　〕

とよばれるあり方は，国民から政治を見えにくくしているという批判もある。こうした状

況に対して，1999年には Ｅ  法が制定され，官僚が政府委員として国会で答弁する慣

行は廃止された。さらに，〔　コ　〕の下院をモデルにして党首討論が導入されるなど，

さまざまな試みがなされている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。右
ペ
ー
ジ
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問１　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　物価統制令　　　　　　12　270　　　　　　　　 13　ガリオア・エロア

14　日本銀行法　　　　　　15　経済安定９原則　　　16　農業恐慌

17　360　　　　　　　　　 18　国際交流　　　　　　19　労働三法

20　緊急経済対策　　　　　21　昭和恐慌　　　　　　22　120

23　安定恐慌　　　　　　　24　商業組合法　　　　　25　海外経済協力

問２　文中の〔　　　〕（カ～コ）に最も適当なものを，下の語群（26 ～ 40）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

26　スミソニアン　　　　　27　IMF 28　佐藤栄作

29　ブレトン・ウッズ　　　30　IAEA 31　アイゼンハワー

32　吉田茂　　　　　　　　33　IBRD 34　GATT

35　ジョンソン　　　　　　36　池田勇人 37　ADB

38　ニクソン　　　　　　　39　WTO 40　キングストン

問３　文中の下線部に関して，高度経済成長期前半の日本の景気拡大が，国際収支によっ

て制約された理由を下の３つの語をすべて用いて（語を用いる順序は任意），150字

以内で説明せよ。解答用紙の解答欄に記入せよ。

引き締め　　　　固定相場制　　　　外貨

―2―

Ⅰ　次の文を読んで，問（１～３）に答えよ。 （30点）

第二次世界大戦前の日本経済は，地主が小作農に土地を貸し付けて，小作料を徴収する

寄生地主制と，財閥による産業支配が特徴であった。第二次世界大戦後，連合国軍総司令

部（GHQ）の指令により，農地改革や財閥の解体，〔　ア　〕の制定など，経済の民主化

が進められた。あわせてアメリカは，占領地救済政府基金と占領地経済復興基金からなる

〔　イ　〕基金を通じて，日本に対する復興援助も行った。

日本政府は，戦争で落ち込んだ生産力を回復させるため，鉄鋼や石炭の生産に重点的に

資源を配分する傾斜生産方式とよばれる政策を採用した。そして，この政策に必要な資金

を供給するために復興金融金庫を設立したが，復興金融金庫が発行した債券の多くが，日

本銀行によって引き受けられたため，激しいインフレが起こった。これを受けてGHQは，

インフレを抑え込むため，日本政府に対して均衡予算や徴税強化などを主な内容とする

〔　ウ　〕を指令し，経済顧問のジョセフ・ドッジを日本に派遣した。

ドッジは，復興金融金庫による債券の発行を禁止し，超均衡予算を実現するなど，緊縮

政策によりインフレを抑え込もうとした。また，それまで複数あった為替レートを統一し，

１ドル＝〔　エ　〕円の単一為替レートを設定した。ドッジが行った一連の経済政策をド

ッジ・ラインという。この政策により，日本は〔　オ　〕とよばれる深刻な不況に陥った

ものの，1950年に勃発した朝鮮戦争にともなう特需景気がきっかけで，不況から抜け出す

ことができた。

ドッジ・ラインによる不況から抜け出した日本は，1955年頃から1973年頃にかけて年平

均の実質経済成長率が10％前後に達する高度経済成長を実現した。この間，神武景気， 

岩戸景気，オリンピック景気，いざなぎ景気とよばれる好景気を経験したが，高度経済 

成長前半期の景気拡大には，国際収支の天井とよばれる制約があった。1960年12月には，

〔　カ　〕内閣が，10年間で国民の所得を２倍にする国民所得倍増計画を閣議決定するなど，

政府も経済成長を後押しした。また，1963年には〔　キ　〕11条国，1964年には〔　ク　〕

８条国に移行するなど，日本の国際経済社会への復帰も進んだ。

日本や西ドイツなどの経済復興や，ベトナム戦争への介入にともない，アメリカの国際

収支が悪化し，大量のドルが世界に供給された。その結果，ドルに対する信認が低下し，

ドル危機とよばれる事態が生じた。そして，1971年８月15日，アメリカの〔　ケ　〕大統

領は，金とドルとの交換を停止することを表明した。この表明により生じた混乱のことを

〔　ケ　〕・ショックという。これにより，アメリカが１オンス＝35ドルで金とドルとの交

換を保証し，その他の国がアメリカのドルに自国通貨を固定することを主な内容とする，

〔　コ　〕体制とよばれる第二次世界大戦後の国際通貨体制は崩壊することになった。

政治・経済 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：103ページ）時間＝70分　総点＝100点
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地形図を読みながら散歩をするのが大好きな福岡県の大学生である旅人君は，北海道の道

庁所在地であり， Ａ  川が流れる Ａ  平野に位置する札幌の街を散歩してみた

いと思い，新千歳空港から電車で札幌駅（Ｐ地点）に到着し，散歩をスタートさせた。

札幌駅で地形図をみると，札幌駅やその周りには，建物の形の中に斜線が引かれている地

図記号が多いことが分かった。「この地図記号は（　ａ　）なのだよな。ちなみに建物の形

の中が網目模様になっている地図記号は（　ｂ　）なのだよな。」と，旅人君は周りの建物

を眺めながら納得した。「札幌は大きな街だな。札幌市の人口は2021年時点で＜　ア　＞万

程度だけれど，北海道で人口第２位の Ｂ  市の人口は40万未満だから，北海道内での

札幌の存在感は圧倒的だろう。そういえば，2021年時点で，北海道で人口第３位の都市は南

西部の＜　イ　＞市で，人口第４位は南部の＜　ウ　＞市だけれど，どちらも港湾都市とし

て共通点がある。他方で，＜　イ　＞港は基本的には天然の湾を利用した港であるのに対し

て，＜　ウ　＞港は平野を掘り込んだ人工港であるという相違点もあるな。それにしても，

札幌の街はまっすぐな道路が多いなあ。北海道といえば，格子状の地割りがみられる，明治

時代に開拓や警備などを目的に作られた Ｃ  村があったなあ。」などと考えながら，

旅人君は札幌駅から南南東にまっすぐ伸びる大きな道路沿いに歩き始めた。すぐ左側には郵

便局があるようだが，右（西方向）へ曲がると北海道庁の旧庁舎があるようだ。地形図によ

ると旧庁舎の敷地や，その近くの北大植物園の中には，二重の破線で表現される（　ｃ　）

があるようだ。地形図によるとＱ地点には（　ｄ　）の駅があるようなので，そこから 

（　ｄ　）を利用しようと考えた旅人君は，Ｑ地点に到達した。旅人君は，Ｑ地点から 

（　ｄ　）を利用した。しばらく西方向へ走ると，途中から南方向へ曲がって走り始め 

た。旅人君は乗った次の駅から数えて９番目の駅で降りて，西へ少し歩いてＲ地点に到達 

した。

地形図によればＲ地点から南へ少し行くと山麓駅という（　ｅ　）の駅があるようだった

が，調べてみると料金が高いようなので，旅人君は（　ｅ　）に乗るのを断念した。地形図

をみると，山麓駅付近から南西方向の丘や，北西方向にある円山（まるやま）あたりは，同

じ標高の地点を結んだ線である等高線が描かれている。「25,000分の１の地形図だと，太い

実線は Ｄ  曲線といって50mごとに書かれていて，細い実線は Ｅ  曲線といっ

て10mごとに書かれているのだよな。山麓駅の西側は等高線が標高の高いほうに食い込んで

いるから＜　エ　＞になっているのだろうな。そして，円山は等高線の間隔が狭く密になっ

ているから，地形的には＜　オ　＞斜面なのだろうな。」と，旅人君は地形図と目の前に広

がる山々の景色を比較しながら考えていた。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な地図記号名を，次の（11～ 22）から１つ選

んで，その番号を記入せよ。

―2―

Ⅰ　次の地図と文は，25,000分の１地形図「札幌」（平成27年版，一部加工。地図中の（空白）

は加工のためである）に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

Ｐ

Ｑ

Ｒ

（
空

白
）

（空 白）

地理Ｂ ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：103ページ）時間＝70分　総点＝100点

出典：国土地理院発行2.5万分の1地形図

右
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げや生産削減を実施し，このことが石油危機を招いた。資源保有国は，重要な資源を国有

化したり，その主権を強く主張するいわゆる Ｄ  の機運をみせるようになった。1974

年の国連資源特別総会では，保有国の天然資源に対する恒久主権，多国籍企業への規制，

一次産品の価格保証などを求める Ｅ  樹立宣言が採択された。〔　エ　〕革命（1979

年）を背景とする原油生産・輸出の大幅な減少は再び石油危機を招き，世界に資源の有限

性を痛感させた。

このような状況の中で，石油に代替するエネルギーの１つとして原子力発電の利用が急

拡大していった。しかし，原子力発電はCO2排出量が少ないという環境上の優位性がある

反面で，小さくない安全上のリスクを抱えている。1986年４月26日に発生した〔　オ　〕

原子力発電所事故（ソ連）や2011年３月11日の東日本大震災後に発生した東京電力福島第

一原子力発電所事故は，放射性物質による汚染や廃棄物の処理など安全性やリスクへの懸

念を招き，各国で原発廃止や建設計画の見直しなど脱原発の動きをもたらした。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　中国　　　　　　　12　アメリカ　　　　　　13　イラン

14　ロッテルダム　　　15　シビルスカヤ　　　　16　ウィーン

17　インド　　　　　　18　APEC　　　　　　　 19　OPEC

20　パリ　　　　　　　21　スリーマイル　　　　22　キューバ

23　ロシア　　　　　　24　チェルノブイリ　　　25　PECC

―7―

Ⅳ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

日本国憲法は，平和主義の原則をとっている。そして，平和主義を実現するために，日

本国憲法第９条１項は，戦争放棄を定めている。また，同条２項前段は，「陸海空軍その

他の〔　ア　〕は，これを保持しない」と定め，同条２項後段は，「国の Ａ  は，これ

を認めない」と定めている。

アメリカの対日占領政策の目的は日本の民主化と非軍事化であったが，米ソの緊張の 

高まりにともない，後者については大きく転換された。1950年には連合国軍総司令部

（GHQ）の指令により， Ｂ  隊が創設された。その後，1954年に自衛隊法が制定された。

自衛隊に対する文民統制を確立するために，自衛隊法は，自衛隊の最高の指揮監督権は 

Ｃ  大臣が有することを規定している。

広島と長崎に原子爆弾の投下を受けた日本は，「持たず，作らず， Ｄ  」という非核

三原則を国是としている。

日本国憲法は，前文において国際協調主義をうたっている。1992年には〔　イ　〕が制

定され，その後，難民支援や停戦監視を目的として自衛隊が〔　ウ　〕やモザンビークな

どに派遣された。また，2001年の同時多発テロを契機として，同年にはテロ対策支援措置

法が制定された。さらに，2003年には〔　エ　〕復興支援特別措置法が制定され，2004年

に自衛隊が〔　エ　〕に派遣された。

国際情勢の変化にともない，日本の防衛体制などについて見直しが続いている。例えば，

2003年には，いわゆる有事関連３法が制定された。また，2004年には，有事における住民

の避難に関する措置などを規定する〔　オ　〕を含む，いわゆる有事関連７法が制定され

た。さらに，2015年には， Ｅ  権の限定的な行使を認める安全保障関連法が制定され

たが，その合憲性については議論が続いている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　アフガニスタン　　　　　12　周辺事態法　　　13　戦力

14　国際緊急援助隊法　　　　15　カンボジア　　　16　パキスタン

17　ヨルダン　　　　　　　　18　武力　　　　　　19　国連平和維持活動協力法

20　国際平和支援法　　　　　21　ソマリア　　　　22　国民保護法

23　武力攻撃事態対処法　　　24　イラク　　　　　25　軍事力
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地形図を読みながら散歩をするのが大好きな福岡県の大学生である旅人君は，北海道の道

庁所在地であり， Ａ  川が流れる Ａ  平野に位置する札幌の街を散歩してみた

いと思い，新千歳空港から電車で札幌駅（Ｐ地点）に到着し，散歩をスタートさせた。

札幌駅で地形図をみると，札幌駅やその周りには，建物の形の中に斜線が引かれている地

図記号が多いことが分かった。「この地図記号は（　ａ　）なのだよな。ちなみに建物の形

の中が網目模様になっている地図記号は（　ｂ　）なのだよな。」と，旅人君は周りの建物

を眺めながら納得した。「札幌は大きな街だな。札幌市の人口は2021年時点で＜　ア　＞万

程度だけれど，北海道で人口第２位の Ｂ  市の人口は40万未満だから，北海道内での

札幌の存在感は圧倒的だろう。そういえば，2021年時点で，北海道で人口第３位の都市は南

西部の＜　イ　＞市で，人口第４位は南部の＜　ウ　＞市だけれど，どちらも港湾都市とし

て共通点がある。他方で，＜　イ　＞港は基本的には天然の湾を利用した港であるのに対し

て，＜　ウ　＞港は平野を掘り込んだ人工港であるという相違点もあるな。それにしても，

札幌の街はまっすぐな道路が多いなあ。北海道といえば，格子状の地割りがみられる，明治

時代に開拓や警備などを目的に作られた Ｃ  村があったなあ。」などと考えながら，

旅人君は札幌駅から南南東にまっすぐ伸びる大きな道路沿いに歩き始めた。すぐ左側には郵

便局があるようだが，右（西方向）へ曲がると北海道庁の旧庁舎があるようだ。地形図によ

ると旧庁舎の敷地や，その近くの北大植物園の中には，二重の破線で表現される（　ｃ　）

があるようだ。地形図によるとＱ地点には（　ｄ　）の駅があるようなので，そこから 

（　ｄ　）を利用しようと考えた旅人君は，Ｑ地点に到達した。旅人君は，Ｑ地点から 

（　ｄ　）を利用した。しばらく西方向へ走ると，途中から南方向へ曲がって走り始め 

た。旅人君は乗った次の駅から数えて９番目の駅で降りて，西へ少し歩いてＲ地点に到達 

した。

地形図によればＲ地点から南へ少し行くと山麓駅という（　ｅ　）の駅があるようだった

が，調べてみると料金が高いようなので，旅人君は（　ｅ　）に乗るのを断念した。地形図

をみると，山麓駅付近から南西方向の丘や，北西方向にある円山（まるやま）あたりは，同

じ標高の地点を結んだ線である等高線が描かれている。「25,000分の１の地形図だと，太い

実線は Ｄ  曲線といって50mごとに書かれていて，細い実線は Ｅ  曲線といっ

て10mごとに書かれているのだよな。山麓駅の西側は等高線が標高の高いほうに食い込んで

いるから＜　エ　＞になっているのだろうな。そして，円山は等高線の間隔が狭く密になっ

ているから，地形的には＜　オ　＞斜面なのだろうな。」と，旅人君は地形図と目の前に広

がる山々の景色を比較しながら考えていた。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な地図記号名を，次の（11～ 22）から１つ選

んで，その番号を記入せよ。
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Ⅰ　次の地図と文は，25,000分の１地形図「札幌」（平成27年版，一部加工。地図中の（空白）

は加工のためである）に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

Ｐ

Ｑ

Ｒ

（
空

白
）

（空 白）

地理Ｂ ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：103ページ）時間＝70分　総点＝100点

出典：国土地理院発行2.5万分の1地形図
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げや生産削減を実施し，このことが石油危機を招いた。資源保有国は，重要な資源を国有

化したり，その主権を強く主張するいわゆる Ｄ  の機運をみせるようになった。1974

年の国連資源特別総会では，保有国の天然資源に対する恒久主権，多国籍企業への規制，

一次産品の価格保証などを求める Ｅ  樹立宣言が採択された。〔　エ　〕革命（1979

年）を背景とする原油生産・輸出の大幅な減少は再び石油危機を招き，世界に資源の有限

性を痛感させた。

このような状況の中で，石油に代替するエネルギーの１つとして原子力発電の利用が急

拡大していった。しかし，原子力発電はCO2排出量が少ないという環境上の優位性がある

反面で，小さくない安全上のリスクを抱えている。1986年４月26日に発生した〔　オ　〕

原子力発電所事故（ソ連）や2011年３月11日の東日本大震災後に発生した東京電力福島第

一原子力発電所事故は，放射性物質による汚染や廃棄物の処理など安全性やリスクへの懸

念を招き，各国で原発廃止や建設計画の見直しなど脱原発の動きをもたらした。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　中国　　　　　　　12　アメリカ　　　　　　13　イラン

14　ロッテルダム　　　15　シビルスカヤ　　　　16　ウィーン

17　インド　　　　　　18　APEC　　　　　　　 19　OPEC

20　パリ　　　　　　　21　スリーマイル　　　　22　キューバ

23　ロシア　　　　　　24　チェルノブイリ　　　25　PECC
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Ⅳ　次の文を読んで，問（１・２）に答えよ。 （20点）

日本国憲法は，平和主義の原則をとっている。そして，平和主義を実現するために，日

本国憲法第９条１項は，戦争放棄を定めている。また，同条２項前段は，「陸海空軍その

他の〔　ア　〕は，これを保持しない」と定め，同条２項後段は，「国の Ａ  は，これ

を認めない」と定めている。

アメリカの対日占領政策の目的は日本の民主化と非軍事化であったが，米ソの緊張の 

高まりにともない，後者については大きく転換された。1950年には連合国軍総司令部

（GHQ）の指令により， Ｂ  隊が創設された。その後，1954年に自衛隊法が制定された。

自衛隊に対する文民統制を確立するために，自衛隊法は，自衛隊の最高の指揮監督権は 

Ｃ  大臣が有することを規定している。

広島と長崎に原子爆弾の投下を受けた日本は，「持たず，作らず， Ｄ  」という非核

三原則を国是としている。

日本国憲法は，前文において国際協調主義をうたっている。1992年には〔　イ　〕が制

定され，その後，難民支援や停戦監視を目的として自衛隊が〔　ウ　〕やモザンビークな

どに派遣された。また，2001年の同時多発テロを契機として，同年にはテロ対策支援措置

法が制定された。さらに，2003年には〔　エ　〕復興支援特別措置法が制定され，2004年

に自衛隊が〔　エ　〕に派遣された。

国際情勢の変化にともない，日本の防衛体制などについて見直しが続いている。例えば，

2003年には，いわゆる有事関連３法が制定された。また，2004年には，有事における住民

の避難に関する措置などを規定する〔　オ　〕を含む，いわゆる有事関連７法が制定され

た。さらに，2015年には， Ｅ  権の限定的な行使を認める安全保障関連法が制定され

たが，その合憲性については議論が続いている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語または数字を記入せよ。

問２　文中の〔　　　〕（ア～オ）に最も適当なものを，下の語群（11 ～ 25）から１つ

ずつ選んで，その番号を記入せよ。

11　アフガニスタン　　　　　12　周辺事態法　　　13　戦力

14　国際緊急援助隊法　　　　15　カンボジア　　　16　パキスタン

17　ヨルダン　　　　　　　　18　武力　　　　　　19　国連平和維持活動協力法

20　国際平和支援法　　　　　21　ソマリア　　　　22　国民保護法

23　武力攻撃事態対処法　　　24　イラク　　　　　25　軍事力
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問２ 　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　フィリピン　　　12　タイ　　　　　　　13　ミャンマー

（　ｂ　）　11　アメリカ　　　　12　オーストラリア　　13　ブラジル

（　ｃ　）　11　カルナータカ　　12　カシミール　　　　13　バルーチスタン

（　ｄ　）　11　レコンキスタ　　12　タンジマート　　　13　インティファーダ

（　ｅ　）　11　ティグリス　　　12　ヨルダン　　　　　13　アムダリア

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　12 12　25 13　36

＜　イ　＞　11　300 12　450 13　700 

＜　ウ　＞　11　緑の革命 12　アフリカの奇跡 13　ジャスミン革命

＜　エ　＞　11　サイクス・ピコ協定 12　バルフォア宣言 13　フサイン・マクマホン協定

＜　オ　＞　11　ベイルート 12　エルサレム 13　ガザ

Ⅳ　次の表と文は，鉱産資源に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

（　ａ　）
（2017年）

シェア
（％）

（　ｂ　）鉱
（2017年）

シェア
（％）

（　ｃ　）
（2017年）

シェア
（％）

Ａ 36.5 Ｃ 13.2 Ａ 28.5

ブラジル 17.9 Ａ 9.3 Ｃ 22.7

Ｃ 14.9 Ｂ 8.4 ギニア 15.0

（　ｄ　）鉱
（2016年）

シェア
（％）

（　ｅ　）鉱
（2017年）

シェア
（％）

タングステン鉱
（2017年）

シェア
（％）

Ｄ 27.6 Ｅ 60.8 Ｃ 81.6

ペルー 11.7 Ｂ 4.9 ベトナム 8.0

Ｃ 9.4 Ａ 4.2 Ｂ 2.6

上の表は，それぞれの鉱産資源の産出量が多い順番に上位３か国までを書いたものである。

（　ａ　）は，古くから農機具に用いられ農業生産を向上させ，産業革命以後は鉱工業，建

設業，輸送業などの産業で不可欠な素材として重要な役割を果たしてきた金属の主な原料で

ある。産出量は表の上位３か国の合計で世界の産出量の約７割を占める。埋蔵量については

表にはないが， Ａ  ，ブラジル， B  の上位３か国の合計で世界の約６割

（2020年）を占めるといわれている。ブラジルで有名な鉱山として＜　ア　＞がある。

（　ｂ　）は光沢のある貴金属で，かつては世界各国で貨幣の材料としても用いられた。
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シア，（　ａ　）などの国々が領有を主張して争っている。南沙諸島に属する島々は領土と
しては大きくはない。それにもかかわらず，これらの島々の領有が争われる主な目的は，領
海や Ａ  （EEZ）に存在する資源の獲得などにあるといえよう。領海は沿岸から一般
的には＜　ア　＞海里までの海であり，EEZは領海の外側に広がる沿岸から200海里までの
海である。EEZ内は，沿岸国が海洋資源を独占的に利用・管理することが認められる。沿岸
が長い国では海洋資源利用にEEZが大きな役割を果たしている。日本の領土の面積は約37.8

万平方キロメートルに過ぎないが，EEZの面積はおよそ＜　イ　＞万平方キロメートルであ
り，日本のEEZの広さは（　ｂ　）のEEZよりも広い。
植民地からの独立を契機に，宗教に関係して領土をめぐる紛争となる例がある。インドは
さまざまな宗教が生み出された国だが，2011年時点で，人口の約８割が Ｂ  教の教徒
である。イギリスから独立する際に，イスラム教徒が中心のパキスタンとは別の国として独立
したが，（　ｃ　）地方の帰属をめぐり争いが起こった。この地方では藩王が Ｂ  教徒
であり，住民の多くがイスラム教徒であったため，どちらの国に帰属するかが問題となった。
植民地支配を経たことで民族対立が起こった例は，他にもみられる。アフリカ諸国の国境
は，民族の分布よりも，植民地分割の影響を受けている。それゆえ，国境線は，自然的国境
だけでなく，緯度や経度で定められた Ｃ  国境も多い。ベルギーによる植民地支配を
受けた国である Ｄ  では，植民地時代に少数派のツチ人が多数派のフツ人を支配する
社会構造が形成されたことなどから，民族対立が深まり，1990年代にはフツ人によるツチ人
の大量虐殺という悲劇が起こった。なお，その後 Ｄ  は，高品質なコーヒー豆や茶の
生産，ICT産業などによる高い経済成長を実現して「＜　ウ　＞」とよばれた。
長く続くパレスチナ問題のきっかけの１つとして，当時，国家をもたない民族であった 

ユダヤ人が19世紀後半にヨーロッパで迫害を受けたことなどから，ユダヤ人国家建設を目指
したことが挙げられる。パレスチナにユダヤ人国家を建設することを目指す運動は，
Ｅ  運動とよばれた。パレスチナは，ユダヤ人にとっては，紀元前に国家を作ってい

た地である。20世紀前半にはこうした動きを受け，パレスチナでのユダヤ人国家建設をイギ
リスが支持することを表明した＜　エ　＞や，国連総会でのパレスチナ分割案などを経て，
1948年にイスラエルが建国を宣言した。この地は，他方でユダヤ人と共存しつつアラブ人が
長く生活してきた地である。アラブ人はイスラエル建国に反対し，これまで第１次～第４次
までにわたる中東戦争，その後のイスラエル軍に抵抗する運動である（　ｄ　）が起こっ 

た。この問題は，現在も解決の糸口さえ見えていない。現在，アラブ人による自治が行 

われている主な地域は，（　ｅ　）川西岸地区と地中海に面する＜　オ　＞地区にあるが， 

＜　オ　＞地区では，イスラエルによる経済封鎖が行われており，大規模な軍事侵攻が繰り
返されている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。ただし，ＡとＣは必ず漢字
で記入せよ。
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11　特殊鉄道　　12　普通建物　　13　軽車道　　　　14　地下の鉄道

15　石段　　　　16　ＪＲ線　　　17　堅ろう建物　　18　路面の鉄道

19　リフト等　　20　庭園路　　　21　高層建物　　　22　無壁舎（温室等）

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 22）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　緩やかな　　12　山頂　　13　室蘭　　14　190　　 15　苫小牧

16　160　　　　 17　函館　　18　130　　 19　急な　　20　小樽

21　尾根　　　　22　谷

Ⅱ　次の表と文は，世界の気候に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

地点 区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年

アスワン
気温 16.3 18.6 22.9 27.8 32.3 34.4 35.1 35.1 32.8 29.3 22.7 17.7 27.1

降水量 0.2 0.0 1.6 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7 0.1 0.1 3.6

コルカタ
気温 19.9 23.8 28.2 30.6 31.2 30.6 29.5 29.4 29.4 28.3 25.1 21.1 27.3

降水量 11.9 23.8 37.6 55.5 129.4 279.1 387.8 369.9 319.2 177.1 34.8 6.0 1832.1

クンミン
気温 9.3 11.6 14.9 17.8 19.7 20.7 20.5 20.3 18.8 16.2 12.5 9.5 16.0

降水量 21.0 11.3 20.1 27.3 72.9 177.4 216.6 196.1 121.4 80.8 30.6 13.1 988.6

モンテレー
気温 15.1 18.1 21.1 24.2 26.7 28.6 28.8 29.0 26.3 23.4 18.9 15.8 23.0

降水量 17.8 17.9 29.9 26.0 56.0 56.7 51.3 65.1 215.5 63.2 32.6 24.9 656.9

マイアミ
気温 20.4 21.6 22.9 24.9 26.8 28.2 29.0 29.0 28.3 26.8 23.8 21.8 25.3

降水量 46.6 54.5 63.1 84.9 157.0 266.9 188.0 241.8 259.3 192.6 89.9 62.0 1706.6

気温は℃，降水量はmmでありいずれも平年値。気温の「年」は年平均気温（月別平年値の平均値），降水量の
「年」は年降水量。（データは気象庁HPなどによる。）

上の表は緯度が北緯20°から30°の間にある世界の諸都市の気温と降水量を示している。

アスワンはエジプトの都市であり，北緯23.96°，東経32.82°，標高202mに位置する。この

都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ａ  である。気候区分を判断するには乾燥

限界を求める必要がある。この乾燥限界は，年平均気温（℃）に降水パターンによっては 

一定の数を足し合わせた値を（　ａ　）倍することで求められる。この気候区の地域の年降

水量をR，乾燥限界をrとすると，その関係は＜　ア　＞である。

コルカタはインドの都市であり，北緯22.53°，東経88.33°，標高６mに位置する。この 

都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｂ  である。この都市の北側には峻険な

（　ｂ　）山脈が連なる。冬季は乾燥した＜　イ　＞モンスーンの影響を受けて雨が少ない。

クンミンは中国南部のユンナン省の都市であり，北緯25.02°，東経102.68°，標高1892mに

位置する。この都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｃ  である。中国の同緯度

帯の沿岸部やより南部の１月の平均気温が10℃を超える地域では（　ｃ　）が盛んであるが，

クンミンは標高が高いがゆえにそうした地域に含まれない。またユンナン省では＜　ウ　＞
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の生産が盛んであり，生産地としてはプーアルなどが知られる。ユンナン省の＜　ウ　＞の

生産量は，中国の省の中で第２位（2019年）である。

モンテレーはメキシコの都市であり，北緯25.73°，西経100.3°，標高515mに位置する。こ

の都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｄ  である。（　ｄ　）山脈の麓のこの

都市は，乾燥したメキシコ高原の近くに位置する。この気候区では年降水量は蒸発散量と比

較すると＜　エ　＞。

マイアミはアメリカ合衆国の都市であり，北緯25.75°，西経80.38°，標高４mに位置する。

この都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｅ  である。フロリダ半島沖には暖流

である（　ｅ　）などが流れ，年間通じて気温が高く，避寒地として人気がある。また，夏

季には熱帯低気圧である＜　オ　＞の影響を受けやすい。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当なケッペンの気候区分を，アルファベットで

記入せよ。なお，高山気候（H）以外で答えよ。

問２ 　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　20　　　　　　　12　40　　　　　　　　　　13　60

（　ｂ　）　11　カラコルム　　　12　ヒンドゥークシ　　　　13　ヒマラヤ

（　ｃ　）　11　水稲二期作　　　12　小麦栽培　　　　　　　13　コウリャン栽培

（　ｄ　）　11　シエラネバダ　　12　東シエラマドレ　　　　13　カスケード

（　ｅ　）　11　カナリア海流　　12　カリフォルニア海流　　13　メキシコ湾流

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語句または式を，それぞれの語句群または

式群（11～ 13）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　R≧r　　　　　12　R＜ 1
2 r　　　　  13　 1

2 r≦R＜r

＜　イ　＞　11　北東　　　　　12　南西　　　　　　13　南東

＜　ウ　＞　11　なたね　　　　12　茶　　　　　　　13　とうもろこし

＜　エ　＞　11　とても多い　　12　とても少ない　　13　ほぼ変わらない

＜　オ　＞　11　サイクロン　　12　ハリケーン　　　13　シロッコ

Ⅲ　次の文は，領土や民族に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

 （25点）

領土や民族をめぐる問題には，さまざまな要因がある。

資源の獲得を背景として，領土をめぐる国家間の対立が起こることがある。例えば，南シ
ナ海の南沙諸島は，スプラトリ諸島ともよばれ，ここをめぐって，中国，ベトナム，マレー

左
ペ
ー
ジ
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問２ 　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　フィリピン　　　12　タイ　　　　　　　13　ミャンマー

（　ｂ　）　11　アメリカ　　　　12　オーストラリア　　13　ブラジル

（　ｃ　）　11　カルナータカ　　12　カシミール　　　　13　バルーチスタン

（　ｄ　）　11　レコンキスタ　　12　タンジマート　　　13　インティファーダ

（　ｅ　）　11　ティグリス　　　12　ヨルダン　　　　　13　アムダリア

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　12 12　25 13　36

＜　イ　＞　11　300 12　450 13　700 

＜　ウ　＞　11　緑の革命 12　アフリカの奇跡 13　ジャスミン革命

＜　エ　＞　11　サイクス・ピコ協定 12　バルフォア宣言 13　フサイン・マクマホン協定

＜　オ　＞　11　ベイルート 12　エルサレム 13　ガザ

Ⅳ　次の表と文は，鉱産資源に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

（　ａ　）
（2017年）

シェア
（％）

（　ｂ　）鉱
（2017年）

シェア
（％）

（　ｃ　）
（2017年）

シェア
（％）

Ａ 36.5 Ｃ 13.2 Ａ 28.5

ブラジル 17.9 Ａ 9.3 Ｃ 22.7

Ｃ 14.9 Ｂ 8.4 ギニア 15.0

（　ｄ　）鉱
（2016年）

シェア
（％）

（　ｅ　）鉱
（2017年）

シェア
（％）

タングステン鉱
（2017年）

シェア
（％）

Ｄ 27.6 Ｅ 60.8 Ｃ 81.6

ペルー 11.7 Ｂ 4.9 ベトナム 8.0

Ｃ 9.4 Ａ 4.2 Ｂ 2.6

上の表は，それぞれの鉱産資源の産出量が多い順番に上位３か国までを書いたものである。

（　ａ　）は，古くから農機具に用いられ農業生産を向上させ，産業革命以後は鉱工業，建

設業，輸送業などの産業で不可欠な素材として重要な役割を果たしてきた金属の主な原料で

ある。産出量は表の上位３か国の合計で世界の産出量の約７割を占める。埋蔵量については

表にはないが， Ａ  ，ブラジル， B  の上位３か国の合計で世界の約６割

（2020年）を占めるといわれている。ブラジルで有名な鉱山として＜　ア　＞がある。

（　ｂ　）は光沢のある貴金属で，かつては世界各国で貨幣の材料としても用いられた。

―6―

シア，（　ａ　）などの国々が領有を主張して争っている。南沙諸島に属する島々は領土と
しては大きくはない。それにもかかわらず，これらの島々の領有が争われる主な目的は，領
海や Ａ  （EEZ）に存在する資源の獲得などにあるといえよう。領海は沿岸から一般
的には＜　ア　＞海里までの海であり，EEZは領海の外側に広がる沿岸から200海里までの
海である。EEZ内は，沿岸国が海洋資源を独占的に利用・管理することが認められる。沿岸
が長い国では海洋資源利用にEEZが大きな役割を果たしている。日本の領土の面積は約37.8

万平方キロメートルに過ぎないが，EEZの面積はおよそ＜　イ　＞万平方キロメートルであ
り，日本のEEZの広さは（　ｂ　）のEEZよりも広い。
植民地からの独立を契機に，宗教に関係して領土をめぐる紛争となる例がある。インドは
さまざまな宗教が生み出された国だが，2011年時点で，人口の約８割が Ｂ  教の教徒
である。イギリスから独立する際に，イスラム教徒が中心のパキスタンとは別の国として独立
したが，（　ｃ　）地方の帰属をめぐり争いが起こった。この地方では藩王が Ｂ  教徒
であり，住民の多くがイスラム教徒であったため，どちらの国に帰属するかが問題となった。
植民地支配を経たことで民族対立が起こった例は，他にもみられる。アフリカ諸国の国境
は，民族の分布よりも，植民地分割の影響を受けている。それゆえ，国境線は，自然的国境
だけでなく，緯度や経度で定められた Ｃ  国境も多い。ベルギーによる植民地支配を
受けた国である Ｄ  では，植民地時代に少数派のツチ人が多数派のフツ人を支配する
社会構造が形成されたことなどから，民族対立が深まり，1990年代にはフツ人によるツチ人
の大量虐殺という悲劇が起こった。なお，その後 Ｄ  は，高品質なコーヒー豆や茶の
生産，ICT産業などによる高い経済成長を実現して「＜　ウ　＞」とよばれた。
長く続くパレスチナ問題のきっかけの１つとして，当時，国家をもたない民族であった 

ユダヤ人が19世紀後半にヨーロッパで迫害を受けたことなどから，ユダヤ人国家建設を目指
したことが挙げられる。パレスチナにユダヤ人国家を建設することを目指す運動は，
Ｅ  運動とよばれた。パレスチナは，ユダヤ人にとっては，紀元前に国家を作ってい

た地である。20世紀前半にはこうした動きを受け，パレスチナでのユダヤ人国家建設をイギ
リスが支持することを表明した＜　エ　＞や，国連総会でのパレスチナ分割案などを経て，
1948年にイスラエルが建国を宣言した。この地は，他方でユダヤ人と共存しつつアラブ人が
長く生活してきた地である。アラブ人はイスラエル建国に反対し，これまで第１次～第４次
までにわたる中東戦争，その後のイスラエル軍に抵抗する運動である（　ｄ　）が起こっ 

た。この問題は，現在も解決の糸口さえ見えていない。現在，アラブ人による自治が行 

われている主な地域は，（　ｅ　）川西岸地区と地中海に面する＜　オ　＞地区にあるが， 

＜　オ　＞地区では，イスラエルによる経済封鎖が行われており，大規模な軍事侵攻が繰り
返されている。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。ただし，ＡとＣは必ず漢字
で記入せよ。

右
ペ
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11　特殊鉄道　　12　普通建物　　13　軽車道　　　　14　地下の鉄道

15　石段　　　　16　ＪＲ線　　　17　堅ろう建物　　18　路面の鉄道

19　リフト等　　20　庭園路　　　21　高層建物　　　22　無壁舎（温室等）

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 22）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　緩やかな　　12　山頂　　13　室蘭　　14　190　　 15　苫小牧

16　160　　　　 17　函館　　18　130　　 19　急な　　20　小樽

21　尾根　　　　22　谷

Ⅱ　次の表と文は，世界の気候に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

地点 区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年

アスワン
気温 16.3 18.6 22.9 27.8 32.3 34.4 35.1 35.1 32.8 29.3 22.7 17.7 27.1

降水量 0.2 0.0 1.6 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 0.7 0.1 0.1 3.6

コルカタ
気温 19.9 23.8 28.2 30.6 31.2 30.6 29.5 29.4 29.4 28.3 25.1 21.1 27.3

降水量 11.9 23.8 37.6 55.5 129.4 279.1 387.8 369.9 319.2 177.1 34.8 6.0 1832.1

クンミン
気温 9.3 11.6 14.9 17.8 19.7 20.7 20.5 20.3 18.8 16.2 12.5 9.5 16.0

降水量 21.0 11.3 20.1 27.3 72.9 177.4 216.6 196.1 121.4 80.8 30.6 13.1 988.6

モンテレー
気温 15.1 18.1 21.1 24.2 26.7 28.6 28.8 29.0 26.3 23.4 18.9 15.8 23.0

降水量 17.8 17.9 29.9 26.0 56.0 56.7 51.3 65.1 215.5 63.2 32.6 24.9 656.9

マイアミ
気温 20.4 21.6 22.9 24.9 26.8 28.2 29.0 29.0 28.3 26.8 23.8 21.8 25.3

降水量 46.6 54.5 63.1 84.9 157.0 266.9 188.0 241.8 259.3 192.6 89.9 62.0 1706.6

気温は℃，降水量はmmでありいずれも平年値。気温の「年」は年平均気温（月別平年値の平均値），降水量の
「年」は年降水量。（データは気象庁HPなどによる。）

上の表は緯度が北緯20°から30°の間にある世界の諸都市の気温と降水量を示している。

アスワンはエジプトの都市であり，北緯23.96°，東経32.82°，標高202mに位置する。この

都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ａ  である。気候区分を判断するには乾燥

限界を求める必要がある。この乾燥限界は，年平均気温（℃）に降水パターンによっては 

一定の数を足し合わせた値を（　ａ　）倍することで求められる。この気候区の地域の年降

水量をR，乾燥限界をrとすると，その関係は＜　ア　＞である。

コルカタはインドの都市であり，北緯22.53°，東経88.33°，標高６mに位置する。この 

都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｂ  である。この都市の北側には峻険な

（　ｂ　）山脈が連なる。冬季は乾燥した＜　イ　＞モンスーンの影響を受けて雨が少ない。

クンミンは中国南部のユンナン省の都市であり，北緯25.02°，東経102.68°，標高1892mに

位置する。この都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｃ  である。中国の同緯度

帯の沿岸部やより南部の１月の平均気温が10℃を超える地域では（　ｃ　）が盛んであるが，

クンミンは標高が高いがゆえにそうした地域に含まれない。またユンナン省では＜　ウ　＞
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の生産が盛んであり，生産地としてはプーアルなどが知られる。ユンナン省の＜　ウ　＞の

生産量は，中国の省の中で第２位（2019年）である。

モンテレーはメキシコの都市であり，北緯25.73°，西経100.3°，標高515mに位置する。こ

の都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｄ  である。（　ｄ　）山脈の麓のこの

都市は，乾燥したメキシコ高原の近くに位置する。この気候区では年降水量は蒸発散量と比

較すると＜　エ　＞。

マイアミはアメリカ合衆国の都市であり，北緯25.75°，西経80.38°，標高４mに位置する。

この都市の気候はケッペンの気候区分で表すと Ｅ  である。フロリダ半島沖には暖流

である（　ｅ　）などが流れ，年間通じて気温が高く，避寒地として人気がある。また，夏

季には熱帯低気圧である＜　オ　＞の影響を受けやすい。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当なケッペンの気候区分を，アルファベットで

記入せよ。なお，高山気候（H）以外で答えよ。

問２ 　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　20　　　　　　　12　40　　　　　　　　　　13　60

（　ｂ　）　11　カラコルム　　　12　ヒンドゥークシ　　　　13　ヒマラヤ

（　ｃ　）　11　水稲二期作　　　12　小麦栽培　　　　　　　13　コウリャン栽培

（　ｄ　）　11　シエラネバダ　　12　東シエラマドレ　　　　13　カスケード

（　ｅ　）　11　カナリア海流　　12　カリフォルニア海流　　13　メキシコ湾流

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語句または式を，それぞれの語句群または

式群（11～ 13）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　R≧r　　　　　12　R＜ 1
2 r　　　　  13　 1

2 r≦R＜r

＜　イ　＞　11　北東　　　　　12　南西　　　　　　13　南東

＜　ウ　＞　11　なたね　　　　12　茶　　　　　　　13　とうもろこし

＜　エ　＞　11　とても多い　　12　とても少ない　　13　ほぼ変わらない

＜　オ　＞　11　サイクロン　　12　ハリケーン　　　13　シロッコ

Ⅲ　次の文は，領土や民族に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

 （25点）

領土や民族をめぐる問題には，さまざまな要因がある。

資源の獲得を背景として，領土をめぐる国家間の対立が起こることがある。例えば，南シ
ナ海の南沙諸島は，スプラトリ諸島ともよばれ，ここをめぐって，中国，ベトナム，マレー
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アフリカ大陸には，気候に大きな影響を与えるような山脈が少ないので，赤道から高緯度

に向かってほぼ帯状に気候区が変化する。赤道が通るコンゴ盆地などの地域には熱帯雨林気

候が分布する。当盆地周辺はマラリアなどの流行地域としても知られる。その外側にはサバ

ナ気候が広がる。このサバナ気候は，暖流の＜　あ　＞の影響を受けるアフリカ東海岸にも

みられる。

熱帯気候から高緯度になると短い雨季があり背丈の低い草原がみられるステップ気候が広

がり， Ｅ  の首都ニアメなどの都市の気候がそれに含まれる。砂漠気候は中緯度高圧

帯に覆われ，おもに回帰線を含む緯度20°～ 30°の地域に分布しており，北半球側には世界

最大のサハラ砂漠が，南半球側にはカラハリ砂漠などがある。アフリカ南部の西海岸は， 

北上する寒流の＜　い　＞の影響で雨が少なく，ナミブ砂漠などの海岸砂漠もみられる。 

砂漠気候よりさらに高緯度には，西岸海洋性気候や地中海性気候など温帯気候が分布して 

いる。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な国名を記入せよ。

問２　文中の【　　　】（ア・イ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 14）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

【　ア　】　11　1000万km2　　12　2000万km2　　13　3000万km2　　14　4000万km2

【　イ　】　11　250m　　　　　12　500m　　　  13　750m　　　　   14　1000m

問３　文中の下線部（ａ・ｂ）が通過する国を，それぞれの国名群（11 ～ 14）から１つ選

んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　ウガンダ　　12　ルワンダ　　　13　赤道ギニア　　14　アンゴラ

（　ｂ　）　11　スーダン　　12　チュニジア　　13　セネガル　　　14　アルジェリア

問４　文中の下線部（ⅰ・ⅱ）の最も適当な位置を，地図中の（11 ～ 16）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

問５　文中の下線部（Ｘ・Ｙ）の気候に属する都市の最も適当な位置を，地図中の（17 ～

22）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

問６　文中の＜　　　＞（あ・い）に最も適当な海流名を，次の（11 ～ 16）から１つ選ん

で，その番号を記入せよ。

11　カナリア海流　　　12　フォークランド海流　　13　ベンゲラ海流

14　アンティル海流　　15　西風海流　　　　　　　16　モザンビーク海流

（Ｘ）

（ｂ）

（Ｙ）
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Ⅱ　次の文は，特徴的な地形に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

寒冷な地域では，氷河によって形成された地形がみられる。氷河には，地形の制約を受け

て谷を流れる山岳氷河と，地形の制約なしに巨大なドーム状をなす大陸氷河（氷床）とが 

ある。山岳氷河は，谷を流れ下りながら谷底や谷壁を侵食して（　ア　）谷をつくったり，

谷の上端部には，すり鉢状のくぼ地である＜　ａ　＞（圏谷）をつくったりする。また 

（　ア　）谷に海水が侵入すると，山地の奥まで谷に沿った入り江となるフィヨルドが形成

される。フィヨルドは世界各地でみられるが，ソグネフィヨルドなどがある Ａ  や，

世界遺産「テ・ワヒポウナム」に含まれるフィヨルドランド国立公園をもつ Ｂ  でみ

られるフィヨルドは有名である。大陸氷河の面積は地球全体の氷河面積の（　イ　）である。

大陸氷河は現在では南極と， Ｃ  領で世界最大の島であるグリーンランドのみに分布

しているとされる。

乾燥した地域では，植生が乏しいため，風の影響を強く受けた地形が形成される。砂漠気

候の地域では，砂が風で運び去られて岩石が露出している岩石砂漠や，岩石が風化によって

次第に崩されて礫となり，礫が地表を覆っている礫砂漠がみられる。また，礫の風化がさら

に進んで砂となり，風によって砂が吹き集められて砂丘が形成され，広範囲にみられるよう

になった砂砂漠もみられる。世界最大の砂漠であるサハラ砂漠のうち，砂砂漠は（　ウ　）

で，残りは岩石砂漠と礫砂漠からなる。雨季と乾季がみられる気候のもとでは，風化した 

岩石が雨季に洪水によって押し流され，硬い岩石の部分だけが残った残丘が形成されるこ 

ともある。テーブル状の残丘を＜　ｂ　＞といい，さらに侵食されて柱状となった残丘を 

＜　ｃ　＞というが， Ｄ  の乾燥地域にあるモニュメントヴァレーが有名である。

炭酸カルシウムでできた石灰岩は酸性の水によって溶かされやすいことから，石灰岩層 

からなる地域では，岩石が雨水や流水に溶けて減っていく溶食を受け，（　エ　）地形と 

よばれる特殊な地形が形成される。地下に吸い込まれた水は，地下で石灰岩を溶かして鍾乳

洞を形成する。また，地表では周囲より溶食が進んでくぼ地となった＜　ｄ　＞がみられた

り，＜　ｄ　＞が結合・拡大してつながり，平らな谷底をもつ＜　ｅ　＞が形成されたり 

する。日本では（　オ　）の秋吉台などで，鍾乳洞や＜　ｄ　＞や＜　ｅ　＞がみられる。

＜　ｅ　＞がさらに大きくなってできた溶食盆地はポリエとよばれる。さらに溶食が進んで

石灰岩の塔状の小山が林立するようになった「タワー（　エ　）」という奇観がみられること

もあり， Ｅ  のコイリンはとくに有名である。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な国名を記入せよ。

問２　文中の＜　　　＞（ａ～ｅ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 22）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。右
ペ
ー
ジ
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現在では工業用として，また，資産や宝飾品として需要がある。以前は南アフリカ共和国の

ヨハネスバーグなどが産地として有名であったが，近年は Ｃ  が最大の産出国である。

（　ｃ　）は，アルミニウムの原料である。熱帯やその周辺に多く分布している。埋蔵量

では，ギニアが最大である。

（　ｄ　）は，赤色光沢がある金属で，柔軟に変形する性質をもち，また，電気や熱の伝

導性に優れていることから多くの電気関連産業において使用されている。産出は南米の 

Ｄ  に約30％が集中しており，例えば Ｄ  の北部にある＜　イ　＞は，世界最

大の産出を誇る鉱山として知られている（2018年）。一方アフリカの Ｅ  やザンビア

でも多く産出され，これら二国の国境には＜　ウ　＞とよばれる（　ｄ　）の産出地帯があ

りタンザン鉄道などを利用して輸出されている。

産業に利用される非鉄金属のなかでも，埋蔵量が少ない，あるいは，埋蔵量はあっても技

術・費用などの制約により十分な量を確保できない金属のことを＜　エ　＞とよぶ。これら

は，私たちの生活に浸透している電子機器をはじめとした先端技術産業に欠かせないが，そ

の分布は一様ではなく，日本での安定供給が不安視されている。廃棄された電子機器に含ま

れる＜　エ　＞などは＜　オ　＞とよばれ，近年その活用が期待されている。

（　ｅ　）は，＜　エ　＞の一つで，単体では灰白色の硬い金属である。耐熱合金，磁石

などの用途がある一方，陶磁器などに青色を着色させるために使用されることもある。産出

は Ｅ  が約６割を占め，他国を圧倒している。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド』2022年版などによる。）

問１　表と文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な国名を記入せよ。

問２ 　表と文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 24）から１つ選ん

でその番号を記入せよ。

11　銅　　　　12　すず　　　13　ウラン　　　　14　プラチナ　　15　金

16　亜鉛　　　17　チタン　　18　ボーキサイト　19　鉛　　　　　20　ニッケル

21　リチウム　22　コバルト　23　銀　　　　　　24　鉄鉱石

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　シングブーム　　12　セロボリバル　　　　13　カラジャス

＜　イ　＞　11　ブエナビスタ　　12　エスコンディーダ　　13　モレンシー

＜　ウ　＞　11　ラストベルト　　12　サンベルト　　　　　13　カッパーベルト

＜　エ　＞　11　レアメタル　　　12　レアアース　　　　　13　ベースメタル

＜　オ　＞　11　戦略的備蓄　　　12　都市鉱山　　　　　　13　ジオパーク

―2―

Ⅰ　次の地図と文は，アフリカに関するものである。これについて，問（１～６）に答えよ。

（25点）

アフリカ大陸はユーラシア大陸に次ぐ広大な大陸である。面積は約【　ア　】であり，東

西は西経約17°から東経約51°，南北は北緯約37°から南緯約35°にかけて広がっている。赤道

は，ギニア湾に面するガボンからアフリカ中央部を通り， Ａ  からインド洋に達する。

アフリカ大陸南東部沖には日本の約1.5倍の面積をもつマダガスカル島がある。

アフリカ大陸はアフリカプレート上の安定陸塊で，多くの台地や高原からなり，大陸の平

均高度は約【　イ　】で，低地は沿岸部の狭い地域に限られている。アフリカには総延長約

7000kmにものぼるアフリカ大地溝帯が走っており，そこにはエチオピア高原， Ｂ  

のキリニャガ山，そしてタンガニーカ湖などの断層湖が続いている。

アフリカ大陸では，河川には滝と急流が多い。ザンベジ川は，ザンビアと Ｃ  の国

境にある大瀑布のヴィクトリア滝を下り，そこからカリバダムまでの間は峡谷をなす。ニジ

ェール川はギニアの山岳地帯から北東方向に流れ，中流の Ｄ  で南東方向に屈曲し，

下流では大規模な三角州を形成する。
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アフリカ大陸には，気候に大きな影響を与えるような山脈が少ないので，赤道から高緯度

に向かってほぼ帯状に気候区が変化する。赤道が通るコンゴ盆地などの地域には熱帯雨林気

候が分布する。当盆地周辺はマラリアなどの流行地域としても知られる。その外側にはサバ

ナ気候が広がる。このサバナ気候は，暖流の＜　あ　＞の影響を受けるアフリカ東海岸にも

みられる。

熱帯気候から高緯度になると短い雨季があり背丈の低い草原がみられるステップ気候が広

がり， Ｅ  の首都ニアメなどの都市の気候がそれに含まれる。砂漠気候は中緯度高圧

帯に覆われ，おもに回帰線を含む緯度20°～ 30°の地域に分布しており，北半球側には世界

最大のサハラ砂漠が，南半球側にはカラハリ砂漠などがある。アフリカ南部の西海岸は， 

北上する寒流の＜　い　＞の影響で雨が少なく，ナミブ砂漠などの海岸砂漠もみられる。 

砂漠気候よりさらに高緯度には，西岸海洋性気候や地中海性気候など温帯気候が分布して 

いる。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な国名を記入せよ。

問２　文中の【　　　】（ア・イ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 14）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

【　ア　】　11　1000万km2　　12　2000万km2　　13　3000万km2　　14　4000万km2

【　イ　】　11　250m　　　　　12　500m　　　  13　750m　　　　   14　1000m

問３　文中の下線部（ａ・ｂ）が通過する国を，それぞれの国名群（11 ～ 14）から１つ選

んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　ウガンダ　　12　ルワンダ　　　13　赤道ギニア　　14　アンゴラ

（　ｂ　）　11　スーダン　　12　チュニジア　　13　セネガル　　　14　アルジェリア

問４　文中の下線部（ⅰ・ⅱ）の最も適当な位置を，地図中の（11 ～ 16）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

問５　文中の下線部（Ｘ・Ｙ）の気候に属する都市の最も適当な位置を，地図中の（17 ～

22）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

問６　文中の＜　　　＞（あ・い）に最も適当な海流名を，次の（11 ～ 16）から１つ選ん

で，その番号を記入せよ。

11　カナリア海流　　　12　フォークランド海流　　13　ベンゲラ海流

14　アンティル海流　　15　西風海流　　　　　　　16　モザンビーク海流

（Ｘ）

（ｂ）

（Ｙ）
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Ⅱ　次の文は，特徴的な地形に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

寒冷な地域では，氷河によって形成された地形がみられる。氷河には，地形の制約を受け

て谷を流れる山岳氷河と，地形の制約なしに巨大なドーム状をなす大陸氷河（氷床）とが 

ある。山岳氷河は，谷を流れ下りながら谷底や谷壁を侵食して（　ア　）谷をつくったり，

谷の上端部には，すり鉢状のくぼ地である＜　ａ　＞（圏谷）をつくったりする。また 

（　ア　）谷に海水が侵入すると，山地の奥まで谷に沿った入り江となるフィヨルドが形成

される。フィヨルドは世界各地でみられるが，ソグネフィヨルドなどがある Ａ  や，

世界遺産「テ・ワヒポウナム」に含まれるフィヨルドランド国立公園をもつ Ｂ  でみ

られるフィヨルドは有名である。大陸氷河の面積は地球全体の氷河面積の（　イ　）である。

大陸氷河は現在では南極と， Ｃ  領で世界最大の島であるグリーンランドのみに分布

しているとされる。

乾燥した地域では，植生が乏しいため，風の影響を強く受けた地形が形成される。砂漠気

候の地域では，砂が風で運び去られて岩石が露出している岩石砂漠や，岩石が風化によって

次第に崩されて礫となり，礫が地表を覆っている礫砂漠がみられる。また，礫の風化がさら

に進んで砂となり，風によって砂が吹き集められて砂丘が形成され，広範囲にみられるよう

になった砂砂漠もみられる。世界最大の砂漠であるサハラ砂漠のうち，砂砂漠は（　ウ　）

で，残りは岩石砂漠と礫砂漠からなる。雨季と乾季がみられる気候のもとでは，風化した 

岩石が雨季に洪水によって押し流され，硬い岩石の部分だけが残った残丘が形成されるこ 

ともある。テーブル状の残丘を＜　ｂ　＞といい，さらに侵食されて柱状となった残丘を 

＜　ｃ　＞というが， Ｄ  の乾燥地域にあるモニュメントヴァレーが有名である。

炭酸カルシウムでできた石灰岩は酸性の水によって溶かされやすいことから，石灰岩層 

からなる地域では，岩石が雨水や流水に溶けて減っていく溶食を受け，（　エ　）地形と 

よばれる特殊な地形が形成される。地下に吸い込まれた水は，地下で石灰岩を溶かして鍾乳

洞を形成する。また，地表では周囲より溶食が進んでくぼ地となった＜　ｄ　＞がみられた

り，＜　ｄ　＞が結合・拡大してつながり，平らな谷底をもつ＜　ｅ　＞が形成されたり 

する。日本では（　オ　）の秋吉台などで，鍾乳洞や＜　ｄ　＞や＜　ｅ　＞がみられる。

＜　ｅ　＞がさらに大きくなってできた溶食盆地はポリエとよばれる。さらに溶食が進んで

石灰岩の塔状の小山が林立するようになった「タワー（　エ　）」という奇観がみられること

もあり， Ｅ  のコイリンはとくに有名である。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な国名を記入せよ。

問２　文中の＜　　　＞（ａ～ｅ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 22）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。右
ペ
ー
ジ
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現在では工業用として，また，資産や宝飾品として需要がある。以前は南アフリカ共和国の

ヨハネスバーグなどが産地として有名であったが，近年は Ｃ  が最大の産出国である。

（　ｃ　）は，アルミニウムの原料である。熱帯やその周辺に多く分布している。埋蔵量

では，ギニアが最大である。

（　ｄ　）は，赤色光沢がある金属で，柔軟に変形する性質をもち，また，電気や熱の伝

導性に優れていることから多くの電気関連産業において使用されている。産出は南米の 

Ｄ  に約30％が集中しており，例えば Ｄ  の北部にある＜　イ　＞は，世界最

大の産出を誇る鉱山として知られている（2018年）。一方アフリカの Ｅ  やザンビア

でも多く産出され，これら二国の国境には＜　ウ　＞とよばれる（　ｄ　）の産出地帯があ

りタンザン鉄道などを利用して輸出されている。

産業に利用される非鉄金属のなかでも，埋蔵量が少ない，あるいは，埋蔵量はあっても技

術・費用などの制約により十分な量を確保できない金属のことを＜　エ　＞とよぶ。これら

は，私たちの生活に浸透している電子機器をはじめとした先端技術産業に欠かせないが，そ

の分布は一様ではなく，日本での安定供給が不安視されている。廃棄された電子機器に含ま

れる＜　エ　＞などは＜　オ　＞とよばれ，近年その活用が期待されている。

（　ｅ　）は，＜　エ　＞の一つで，単体では灰白色の硬い金属である。耐熱合金，磁石

などの用途がある一方，陶磁器などに青色を着色させるために使用されることもある。産出

は Ｅ  が約６割を占め，他国を圧倒している。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド』2022年版などによる。）

問１　表と文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な国名を記入せよ。

問２ 　表と文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 24）から１つ選ん

でその番号を記入せよ。

11　銅　　　　12　すず　　　13　ウラン　　　　14　プラチナ　　15　金

16　亜鉛　　　17　チタン　　18　ボーキサイト　19　鉛　　　　　20　ニッケル

21　リチウム　22　コバルト　23　銀　　　　　　24　鉄鉱石

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　シングブーム　　12　セロボリバル　　　　13　カラジャス

＜　イ　＞　11　ブエナビスタ　　12　エスコンディーダ　　13　モレンシー

＜　ウ　＞　11　ラストベルト　　12　サンベルト　　　　　13　カッパーベルト

＜　エ　＞　11　レアメタル　　　12　レアアース　　　　　13　ベースメタル

＜　オ　＞　11　戦略的備蓄　　　12　都市鉱山　　　　　　13　ジオパーク

―2―

Ⅰ　次の地図と文は，アフリカに関するものである。これについて，問（１～６）に答えよ。

（25点）

アフリカ大陸はユーラシア大陸に次ぐ広大な大陸である。面積は約【　ア　】であり，東

西は西経約17°から東経約51°，南北は北緯約37°から南緯約35°にかけて広がっている。赤道

は，ギニア湾に面するガボンからアフリカ中央部を通り， Ａ  からインド洋に達する。

アフリカ大陸南東部沖には日本の約1.5倍の面積をもつマダガスカル島がある。

アフリカ大陸はアフリカプレート上の安定陸塊で，多くの台地や高原からなり，大陸の平

均高度は約【　イ　】で，低地は沿岸部の狭い地域に限られている。アフリカには総延長約

7000kmにものぼるアフリカ大地溝帯が走っており，そこにはエチオピア高原， Ｂ  

のキリニャガ山，そしてタンガニーカ湖などの断層湖が続いている。

アフリカ大陸では，河川には滝と急流が多い。ザンベジ川は，ザンビアと Ｃ  の国

境にある大瀑布のヴィクトリア滝を下り，そこからカリバダムまでの間は峡谷をなす。ニジ

ェール川はギニアの山岳地帯から北東方向に流れ，中流の Ｄ  で南東方向に屈曲し，

下流では大規模な三角州を形成する。
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（ⅰ）

（ⅱ）

地理Ｂ ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：104ページ）時間＝70分　総点＝100点
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などの中枢機能が多くの都市に分散する多極分散型の国もある。

発展途上国の都市では，露天商，路上の修理業者，廃品回収業者など，正式な雇用契約や

社会保障がない不安定な労働環境における職業や経済活動を意味する Ｂ  セクターに

従事する人も多い。産業や人口が急速に都市へ集中すると，低所得者層や失業者が密集して

劣悪な環境の住宅街を意味する Ｃ  が形成されることもある。＜　イ　＞にはファベ

ーラとよばれる Ｃ  があり，山の斜面などに広がっている。

発展途上国に限らず大都市では，住宅，商業施設，工場などの機能が，以前からあった農

地の中に無秩序に虫食い状につくられる（　ｅ　）現象が起こることがあり，生活環境の観

点からしばしば問題視される。また，都市の地図に等温線を描くと，減少する緑地，冷暖房

機器からの放熱，道路のアスファルト舗装などが原因となって，気温の高い島状の地域が都

心に現れることがあり，これを Ｄ  現象という。

都市に発生する問題を解決しようという取り組みがある。例えば，都市機能を分担する副

都心として再開発されたパリ郊外に位置する＜　ウ　＞地区には，オフィス，住居，商業用

の高層ビルが立ち並んでいる。また，ロンドンのウォーターフロント開発として，テムズ川

沿いに集中していた港湾施設を再開発した＜　エ　＞が広く知られている。大都市内部の老

朽化した街区が再開発により高級化し，これにより比較的裕福な人が新たに入ってくること

を Ｅ  という。その結果，既存の人々はそこに住むことができなくなってしまうこと

もある。 Ｅ  の一例は＜　オ　＞のソーホー地区などにみられる。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語をカタカナで記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 14）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　GIS　　　　　 12　SAARC　　　　13　UTC　　　　14　CBD

（　ｂ　）　11　シティ　　　　12　グリニッジ　　13　ハーロー　　14　チェルシー

（　ｃ　）　11　夜間　　　　　12　昼間　　　　　13　老年　　　　14　定住

（　ｄ　）　11　支店経済　　　12　姉妹　　　　　13　衛星　　　　14　オアシス

（　ｅ　）　11　ドーナツ化　　12　スプロール　　13　空洞化　　　14　ウインブルドン

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 26）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　マレ　　　　　　12　ニューヨーク　　　　　13　ドイツ　　　14　パキスタン

15　ブラジル　　　　16　ダーリングハーバー　　17　サンフランシスコ

18　ドックランズ　　19　イギリス　　　　　　　20　シカゴ　　　21　ラ・デファンス

22　ケニア　　　　　23　モンマルトル　　　　　24　フランス　　25　モンゴル

26　フィッシャーマンズワーフ
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Ⅰ　次の地図と文は，バルト海周辺に関するものである。これについて，問（１～３）に答え

よ。 （25点）

スカンディナヴィア半島西部は，アイ

ルランド，スコットランド，ウェールズ，

イングランド北西部から続く古期造山帯

の１つである Ａ  造山帯に属する。

スカンディナヴィア山脈の東側には，バ

ルト楯状地が広がり，フィンランドの首

都ヘルシンキには，街中でも古い岩盤の

露出がみられる。

言語的には，インド・ヨーロッパ語族

のスウェーデン語，ドイツ語，ポーラン

ド語などに加えて， Ｂ  語族のフ

ィンランド語やエストニア語なども話さ

れている。スカンディナヴィア半島北部

にはフィンランド語と同じ語派に属する

言語をもつ北方民族として，トナカイの

遊牧でも知られる＜　ア　＞が居住する。

地図中の国のほとんどは，ヨーロッパ連合（EU）の加盟国である。旧ソ連の一部であっ

たラトビア，エストニア，リトアニアも，ポーランドなどとともに＜　イ　＞年にはEUに

加盟した。ただし， EU加盟国のデンマークやスウェーデンなどは，EUが1999年に導入した

単一通貨である Ｃ  を2022年の時点でも導入していない。他方，EUには非加盟のノ

ルウェーは，アイスランドやスイスなどとともに，＜　ウ　＞という地域的経済統合機関に

参加している。

この地域には，港湾都市が発展してきた。グダンスクは，古くはハンザ同盟都市としてバ

ルト海貿易で栄えた。また＜　エ　＞などの鉱山を有するスウェーデンは，鉄鉱石の産出量

がEU加盟国中最大（2017年）であるが，ボスニア湾に注ぐ河口に位置するルレオは，その

積出港である。不凍港をもつナルヴィクも，漁業に加えて鉄鉱石の積出港として発展した。

フィンランド湾には，ロシアの港湾都市であるサンクトペテルブルクがある。また，かつて

ケーニヒスベルクと呼ばれ，哲学者イマヌエル・カントが暮らしていたことでも有名な都市

である Ｄ  は，ロシアの飛地のなかにある。

バルト海周辺には，世界遺産も多い。たとえばラトビア，エストニア，リトアニアのそれ

ぞれの首都であるリガ，タリン， Ｅ  はいずれも，その歴史地区が世界遺産に登録さ

れている。

またこの地域には環境への意識が高いことで知られる国があり，例えばデンマークでは，
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地理Ｂ ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：104ページ）時間＝70分　総点＝100点

右
ペ
ー
ジ

―5―

11　ラグーン　　12　ウバーレ　　13　ホルン　　14　ビュート

15　ワジ　　　　16　カール　　　17　レス　　　18　エスチュアリ

19　オアシス　　20　トンボロ　　21　メサ　　　22　ドリーネ

問３　文中の（　　　）（ア～オ）に最も適当な語句を，それぞれの語句群（11～ 13）から

１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ア　）　11　おぼれ　　　12　Ｖ字　　　　13　Ｕ字

（　イ　）　11　15％以下　　12　40％程度　　13　95％以上

（　ウ　）　11　20％程度　　12　50％程度　　13　80％程度

（　エ　）　11　アトール　　12　カルスト　　13　リソスフェア

（　オ　）　11　岩手県　　　12　長野県　　　13　山口県

Ⅲ　次の文は，農業に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

農業は世界各地で行われているが，作物や家畜にはそれぞれに適した生育環境が存在し，

気温や降水量，地形などの自然条件の制約を受ける。また農業の形態は，経営規模，農産物

の輸送，食文化などの社会条件によって影響を受ける。世界の農業地域の区分を最初に行っ

たアメリカの地理学者の Ａ  は，５つの指標を使って世界の農業を焼畑農業や遊牧，

集約的畑作農業などに区分した。

遊牧は，家畜とともに草と水を求めて広大な乾燥地域などを移動する牧畜である。家畜は，

肉や乳の利用だけでなく，乗用や運搬，衣料資源などにも利用される。例えば，チベット高

原ではウシ科の＜　ア　＞が，北アフリカから中央アジアにかけては＜　イ　＞が，そして

北極海沿岸の一部では＜　ウ　＞が飼育されている。また（　ａ　）山脈では，アルパカの

毛が上質の織物の材料として使われている。

ドイツやフランスなどの中部ヨーロッパに広くみられる Ｂ  農業は，穀物と，カブ

や（　ｂ　）などの根菜類，えん麦，牧草などの飼料作物を輪作で栽培し，畜舎では牛や鶏，

豚などの家畜の飼育を行う。この Ｂ  農業は，中世ヨーロッパの C  農業から

発展したものである。 C  農業は，耕地を冬作物，夏作物，休閑地の３つに分け，３

年周期で輪作した。

熱帯・亜熱帯地域にみられるプランテーション農業は，世界市場向けの商品作物を大規模

栽培する企業的農業である。代表的なプランテーション作物のうち，バナナは（　ｃ　）地

域での生産量が最も多く，コーヒー豆の生産量は，ブラジルに次いで（　ｄ　）が世界第２

位であり，カカオ豆の生産量の世界第１位は（　ｅ　）である（2019年）。

企業的牧畜業は，アメリカのグレートプレーンズや，アルゼンチンのラプラタ川河口付近

に広がる年降水量約500mmのラインの西側にある Ｄ  とよばれる地域，オーストラ
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リア西部や内陸部などにみられる。近年アメリカなどでは，肉牛を出荷前に小さな区画に集

めて，穀物中心の高カロリーの濃厚飼料を与えるなどして効率的に肉量を増やし，肉質を高

める施設である Ｅ  の導入も進んでいる。一方で，農林水産省の試算によると牛肉 

１kgを生産するのに（　ｆ　）kgものトウモロコシが必要であるとされており，食糧不足

の国も多いなかで大量の穀物を飼料にすることが問題視されている。
（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド』2022年版による。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｆ）に最も適当な語や数値を，それぞれの語群（11 ～ 14）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　アルプス　　12　ヒマラヤ　　　13　クンルン　　　14　アンデス

（　ｂ　）　11　テンサイ　　12　ホップ　　　　13　落花生　　　　14　キャベツ

（　ｃ　）　11　アフリカ　　12　南アメリカ　　13　アジア　　　　14　北アメリカ

（　ｄ　）　11　コロンビア　12　ベトナム　　　13　エチオピア　　14　インドネシア

（　ｅ　）　11　ガーナ　　　12　インドネシア　13　ナイジェリア　14　コートジボワール

（　ｆ　）　11　３　　　　　12　11　　　　　　13　25　　　　　　14　40

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な動物名を，次の（11 ～ 18）から１つ選ん

で，その番号を記入せよ。

11　フェレット　　12　ヤク　　　13　バイソン　　　14　ラクダ　　15　トナカイ

16　ゾウ　　　　　17　リャマ　　18　バンテン

Ⅳ　次の文は，都市に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

通信網や交通網が発達した大都市の都心部には，行政機関や金融業，大企業の管理部門 

などが集中する（　ａ　）が形成される。典型例として，マンハッタンや，ロンドンの 

（　ｂ　）などが挙げられる。都心地域の地価が高い一方で，その周辺地域から都心地域 

への交通の便は充実しているため，職住分離が進んでおり，これを反映して都心地域では

（　ｃ　）人口が非常に大きく膨張する。都市の発達により市街が拡張し，大都市周辺に生

まれる住宅都市や学術・研究機能などの機能を持つ中小の都市は，大都市と１つの都市圏を

形成し（　ｄ　）都市とよばれる。

発展途上国や第二次世界大戦後に独立した国の場合，都市機能充実のため優先的に首都な

どへ投資が行われ，また国内の農村からの人口流入もあり，２位以下の都市との人口格差が

非常に大きくなることがある。このような人口の大きな都市は Ａ  シティとよばれ，

一極集中型の形態をとる。これに対して先進国では，＜　ア　＞のように政治・経済・文化
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などの中枢機能が多くの都市に分散する多極分散型の国もある。

発展途上国の都市では，露天商，路上の修理業者，廃品回収業者など，正式な雇用契約や

社会保障がない不安定な労働環境における職業や経済活動を意味する Ｂ  セクターに

従事する人も多い。産業や人口が急速に都市へ集中すると，低所得者層や失業者が密集して

劣悪な環境の住宅街を意味する Ｃ  が形成されることもある。＜　イ　＞にはファベ

ーラとよばれる Ｃ  があり，山の斜面などに広がっている。

発展途上国に限らず大都市では，住宅，商業施設，工場などの機能が，以前からあった農

地の中に無秩序に虫食い状につくられる（　ｅ　）現象が起こることがあり，生活環境の観

点からしばしば問題視される。また，都市の地図に等温線を描くと，減少する緑地，冷暖房

機器からの放熱，道路のアスファルト舗装などが原因となって，気温の高い島状の地域が都

心に現れることがあり，これを Ｄ  現象という。

都市に発生する問題を解決しようという取り組みがある。例えば，都市機能を分担する副

都心として再開発されたパリ郊外に位置する＜　ウ　＞地区には，オフィス，住居，商業用

の高層ビルが立ち並んでいる。また，ロンドンのウォーターフロント開発として，テムズ川

沿いに集中していた港湾施設を再開発した＜　エ　＞が広く知られている。大都市内部の老

朽化した街区が再開発により高級化し，これにより比較的裕福な人が新たに入ってくること

を Ｅ  という。その結果，既存の人々はそこに住むことができなくなってしまうこと

もある。 Ｅ  の一例は＜　オ　＞のソーホー地区などにみられる。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語をカタカナで記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 14）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　GIS　　　　　 12　SAARC　　　　13　UTC　　　　14　CBD

（　ｂ　）　11　シティ　　　　12　グリニッジ　　13　ハーロー　　14　チェルシー

（　ｃ　）　11　夜間　　　　　12　昼間　　　　　13　老年　　　　14　定住

（　ｄ　）　11　支店経済　　　12　姉妹　　　　　13　衛星　　　　14　オアシス

（　ｅ　）　11　ドーナツ化　　12　スプロール　　13　空洞化　　　14　ウインブルドン

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 26）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　マレ　　　　　　12　ニューヨーク　　　　　13　ドイツ　　　14　パキスタン

15　ブラジル　　　　16　ダーリングハーバー　　17　サンフランシスコ

18　ドックランズ　　19　イギリス　　　　　　　20　シカゴ　　　21　ラ・デファンス

22　ケニア　　　　　23　モンマルトル　　　　　24　フランス　　25　モンゴル

26　フィッシャーマンズワーフ
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Ⅰ　次の地図と文は，バルト海周辺に関するものである。これについて，問（１～３）に答え

よ。 （25点）

スカンディナヴィア半島西部は，アイ

ルランド，スコットランド，ウェールズ，

イングランド北西部から続く古期造山帯

の１つである Ａ  造山帯に属する。

スカンディナヴィア山脈の東側には，バ

ルト楯状地が広がり，フィンランドの首

都ヘルシンキには，街中でも古い岩盤の

露出がみられる。

言語的には，インド・ヨーロッパ語族

のスウェーデン語，ドイツ語，ポーラン

ド語などに加えて， Ｂ  語族のフ

ィンランド語やエストニア語なども話さ

れている。スカンディナヴィア半島北部

にはフィンランド語と同じ語派に属する

言語をもつ北方民族として，トナカイの

遊牧でも知られる＜　ア　＞が居住する。

地図中の国のほとんどは，ヨーロッパ連合（EU）の加盟国である。旧ソ連の一部であっ

たラトビア，エストニア，リトアニアも，ポーランドなどとともに＜　イ　＞年にはEUに

加盟した。ただし， EU加盟国のデンマークやスウェーデンなどは，EUが1999年に導入した

単一通貨である Ｃ  を2022年の時点でも導入していない。他方，EUには非加盟のノ

ルウェーは，アイスランドやスイスなどとともに，＜　ウ　＞という地域的経済統合機関に

参加している。

この地域には，港湾都市が発展してきた。グダンスクは，古くはハンザ同盟都市としてバ

ルト海貿易で栄えた。また＜　エ　＞などの鉱山を有するスウェーデンは，鉄鉱石の産出量

がEU加盟国中最大（2017年）であるが，ボスニア湾に注ぐ河口に位置するルレオは，その

積出港である。不凍港をもつナルヴィクも，漁業に加えて鉄鉱石の積出港として発展した。

フィンランド湾には，ロシアの港湾都市であるサンクトペテルブルクがある。また，かつて

ケーニヒスベルクと呼ばれ，哲学者イマヌエル・カントが暮らしていたことでも有名な都市

である Ｄ  は，ロシアの飛地のなかにある。

バルト海周辺には，世界遺産も多い。たとえばラトビア，エストニア，リトアニアのそれ

ぞれの首都であるリガ，タリン， Ｅ  はいずれも，その歴史地区が世界遺産に登録さ

れている。

またこの地域には環境への意識が高いことで知られる国があり，例えばデンマークでは，

ａ）

ｂ）

ｃ）

ｄ）

ｅ）

11

25

24

23
12 13

15

14

16

17 18

22

20

19

21

地理Ｂ ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：104ページ）時間＝70分　総点＝100点
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11　ラグーン　　12　ウバーレ　　13　ホルン　　14　ビュート

15　ワジ　　　　16　カール　　　17　レス　　　18　エスチュアリ

19　オアシス　　20　トンボロ　　21　メサ　　　22　ドリーネ

問３　文中の（　　　）（ア～オ）に最も適当な語句を，それぞれの語句群（11～ 13）から

１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ア　）　11　おぼれ　　　12　Ｖ字　　　　13　Ｕ字

（　イ　）　11　15％以下　　12　40％程度　　13　95％以上

（　ウ　）　11　20％程度　　12　50％程度　　13　80％程度

（　エ　）　11　アトール　　12　カルスト　　13　リソスフェア

（　オ　）　11　岩手県　　　12　長野県　　　13　山口県

Ⅲ　次の文は，農業に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

農業は世界各地で行われているが，作物や家畜にはそれぞれに適した生育環境が存在し，

気温や降水量，地形などの自然条件の制約を受ける。また農業の形態は，経営規模，農産物

の輸送，食文化などの社会条件によって影響を受ける。世界の農業地域の区分を最初に行っ

たアメリカの地理学者の Ａ  は，５つの指標を使って世界の農業を焼畑農業や遊牧，

集約的畑作農業などに区分した。

遊牧は，家畜とともに草と水を求めて広大な乾燥地域などを移動する牧畜である。家畜は，

肉や乳の利用だけでなく，乗用や運搬，衣料資源などにも利用される。例えば，チベット高

原ではウシ科の＜　ア　＞が，北アフリカから中央アジアにかけては＜　イ　＞が，そして

北極海沿岸の一部では＜　ウ　＞が飼育されている。また（　ａ　）山脈では，アルパカの

毛が上質の織物の材料として使われている。

ドイツやフランスなどの中部ヨーロッパに広くみられる Ｂ  農業は，穀物と，カブ

や（　ｂ　）などの根菜類，えん麦，牧草などの飼料作物を輪作で栽培し，畜舎では牛や鶏，

豚などの家畜の飼育を行う。この Ｂ  農業は，中世ヨーロッパの C  農業から

発展したものである。 C  農業は，耕地を冬作物，夏作物，休閑地の３つに分け，３

年周期で輪作した。

熱帯・亜熱帯地域にみられるプランテーション農業は，世界市場向けの商品作物を大規模

栽培する企業的農業である。代表的なプランテーション作物のうち，バナナは（　ｃ　）地

域での生産量が最も多く，コーヒー豆の生産量は，ブラジルに次いで（　ｄ　）が世界第２

位であり，カカオ豆の生産量の世界第１位は（　ｅ　）である（2019年）。

企業的牧畜業は，アメリカのグレートプレーンズや，アルゼンチンのラプラタ川河口付近

に広がる年降水量約500mmのラインの西側にある Ｄ  とよばれる地域，オーストラ
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リア西部や内陸部などにみられる。近年アメリカなどでは，肉牛を出荷前に小さな区画に集

めて，穀物中心の高カロリーの濃厚飼料を与えるなどして効率的に肉量を増やし，肉質を高

める施設である Ｅ  の導入も進んでいる。一方で，農林水産省の試算によると牛肉 

１kgを生産するのに（　ｆ　）kgものトウモロコシが必要であるとされており，食糧不足

の国も多いなかで大量の穀物を飼料にすることが問題視されている。
（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド』2022年版による。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｆ）に最も適当な語や数値を，それぞれの語群（11 ～ 14）

から１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　アルプス　　12　ヒマラヤ　　　13　クンルン　　　14　アンデス

（　ｂ　）　11　テンサイ　　12　ホップ　　　　13　落花生　　　　14　キャベツ

（　ｃ　）　11　アフリカ　　12　南アメリカ　　13　アジア　　　　14　北アメリカ

（　ｄ　）　11　コロンビア　12　ベトナム　　　13　エチオピア　　14　インドネシア

（　ｅ　）　11　ガーナ　　　12　インドネシア　13　ナイジェリア　14　コートジボワール

（　ｆ　）　11　３　　　　　12　11　　　　　　13　25　　　　　　14　40

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な動物名を，次の（11 ～ 18）から１つ選ん

で，その番号を記入せよ。

11　フェレット　　12　ヤク　　　13　バイソン　　　14　ラクダ　　15　トナカイ

16　ゾウ　　　　　17　リャマ　　18　バンテン

Ⅳ　次の文は，都市に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

通信網や交通網が発達した大都市の都心部には，行政機関や金融業，大企業の管理部門 

などが集中する（　ａ　）が形成される。典型例として，マンハッタンや，ロンドンの 

（　ｂ　）などが挙げられる。都心地域の地価が高い一方で，その周辺地域から都心地域 

への交通の便は充実しているため，職住分離が進んでおり，これを反映して都心地域では

（　ｃ　）人口が非常に大きく膨張する。都市の発達により市街が拡張し，大都市周辺に生

まれる住宅都市や学術・研究機能などの機能を持つ中小の都市は，大都市と１つの都市圏を

形成し（　ｄ　）都市とよばれる。

発展途上国や第二次世界大戦後に独立した国の場合，都市機能充実のため優先的に首都な

どへ投資が行われ，また国内の農村からの人口流入もあり，２位以下の都市との人口格差が

非常に大きくなることがある。このような人口の大きな都市は Ａ  シティとよばれ，

一極集中型の形態をとる。これに対して先進国では，＜　ア　＞のように政治・経済・文化
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問３　文中の＜　　　＞（ア～カ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11 ～ 13）から 

１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　ILO　　　　　　　　12　GATT　　　　　 13　WFP

＜　イ　＞　11　一般特恵関税制度　　12　輸出自主規制　　13　セーフガード

＜　ウ　＞　11　垂直分業　　　　　　12　水平分業　　　　13　ワークシェアリング

＜　エ　＞　11　円安　　　　　　　　12　円高　　　　　　13　固定化

＜　オ　＞　11　10　　　　　　　　　12　30　　　　　　　13　50

＜　カ　＞　11　東京港　　　　　　　12　名古屋港　　　　13　成田国際空港

Ⅳ　次の文は，林業・水産業に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

木材を供給する森林には，熱帯林，温帯林，亜寒帯林などがある。熱帯林にはさまざま 

な樹種が混在し，そのなかでも Ａ  広葉樹が多い。 Ａ  広葉樹から作られる 

（　ａ　）材などは，家具・建築用材として使われる。温帯林には， Ａ  広葉樹や，

ナラやブナなどの Ｂ  広葉樹と針葉樹との混合林が多くみられる。亜寒帯林では，モ

ミや（　ｂ　）などの針葉樹からなる純林が多い。針葉樹は建築用材だけでなくパルプ用材

としても使われ，パルプ生産量の世界第１位は（　ｃ　）である。一方，日本における林業

は高度経済成長期以降，海外からの安い木材の輸入の増加により，自給率は急激に低下した。

生産コストが高いことに加えて，従事者の高齢化や後継者不足なども日本の林業の課題であ

る。2020年の日本の主要な木材輸入先は，（　ｃ　），カナダに次いで（　ｄ　）が第３位で

ある（金額ベース）。

世界の主な漁場は，大陸周辺やそのなかでも周囲よりも浅い海底である Ｃ  が分布

する海域に発達している。また，暖流と寒流がであう海域に出現する Ｄ  も，多量の

プランクトンが発生し，優れた漁場となる。黒潮と親潮が接して Ｄ  をつくる太平洋

＜　ア　＞の漁場は，世界最大の漁獲量を誇る（2015年）。大西洋＜　イ　＞の漁場では，

ドッガー Ｃ  などの海域に魚が集まる。また，フンボルト海流の影響を受ける太平洋

＜　ウ　＞の漁場では，アンチョビー漁が盛んで，食用の他に肥料・飼料などに加工して輸

出されている。

かつては世界有数の漁業国であった日本も，沿岸から200海里が排他的経済水域と設定さ

れると，遠洋漁業は衰退していった。また，乱獲や海水温の変化などによって沖合漁業の漁

獲量も減少した。漁獲量の上位は，日本やロシアに代わり，（　ｅ　）が第１位となって 

おり，2019年時点でも変わっていない。一方で日本では， Ｅ  やエビ，カニなどの 

魚介類の多くを輸入している。特に体重が数百kgにもなる大型の回遊魚である Ｅ   

は，日本が世界有数の消費国であり，台湾からの輸入が最も多い（2017年，金額ベース）。
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製品の輸入増加による国内産業への重大な損害を防ぐために関税引き上げや輸入数量制限を

行う＜　イ　＞は，例外的に認められている。一方，近年，二国間の協定なども増えている。

日本も（　ａ　）とのあいだで日本初の経済連携協定（EPA）を締結し，メキシコやEUな

どともEPAを結んでいる。

世界の貿易が拡大するなか，先進国と発展途上国との貿易関係も深化した。

発展途上国の多くは，植民地時代に，限られた種類の１次産品の生産や輸出に依存する 

Ｂ  経済とよばれる産業構造が作られ，先進国が工業製品を輸出し発展途上国が１次

産品を輸出する＜　ウ　＞に組み込まれてきた。2020年の時点でも，（　ｂ　）は総輸出額

の約75％が原油であり，世界有数のダイヤモンド産出国である（　ｃ　）はダイヤモンドが

総輸出額に占める割合は約90％になる。またコーヒーの原産地とされる（　ｄ　）は，同年

の総輸出額の大部分が肉類を含む農産物で，コーヒー豆だけで約30％を占めている。

これに対して1960年代に韓国や台湾などが労働集約型工業を中心に輸出指向型の工業化を

開始し成功を収めると，それにタイやマレーシアなどの東南アジア諸国が続いた。そうした

諸国では，生産される製品の輸出を条件に免税などの優遇措置を講じる輸出 Ｃ  区を

設置するなど，外国企業の誘致も促進された。発展途上国の工業化は，さらに広がり，例え

ば，2018年の衣類輸出額では，中国が世界第１位，それに（　ｅ　）とベトナムが続いてい

る。なかでも（　ｅ　）は，繊維・縫製品が同国の輸出の大部分を占めている。

日本では，貿易摩擦や1980年代半ば以降の日本の為替レートの＜　エ　＞などを背景に，

生産拠点の海外移転が活発化した。安価な工業製品の輸入増大も相まって，製造業を中心に

国内の工場や雇用者が大きく減少する産業も出てきた。この現象は，産業の Ｄ  化と

よばれる。だが，2020年でも日本の輸出額は世界で上位に位置する。またGDPに占める輸

出額の割合でみた同年の日本の貿易依存度は，＜　オ　＞％台である。日本の輸出の 

多くは，機械類や自動車，精密機械などで，同年の日本の港別貿易のうち輸出額が最大の 

＜　カ　＞では，自動車及び自動車部品が輸出の40％以上を占める。

（データは，『世界国勢図会』2022/23版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｄ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な国名を，次の（11 ～ 20）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　エチオピア　　12　ナイジェリア　　　13　スリランカ　　14　ボツワナ

15　ガーナ　　　　16　バングラデシュ　　17　スイス　　　　18　シンガポール

19　ボリビア　　　20　モロッコ
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の＜　ウ　＞などには削減義務はなく，７％の削減が求められた世界第２位の排出国である

＜　エ　＞は2001年に離脱を表明した。その後，途上国を含むすべての国が協調して削減に

取り組むことを義務付ける（　ｃ　）が2015年に採択されたが，2017年に＜　エ　＞は離脱

を表明した。

世界の陸地の約（　ｄ　）％を占める森林は，光合成によって大気中の二酸化炭素を減ら

し，また土壌に雨水を蓄えるなどの土壌保全や土砂災害防止の機能がある。さらに熱帯林は

多様な種類の動植物の宝庫として生物学的にも貴重である。しかし，森林資源の豊富な熱帯

地域では，大規模農業や木材利用のための伐採によって，熱帯林が急激に減少し，生物多様

性が失われつつある。例えば＜　オ　＞のスマトラ島では森林破壊が進み，そこに生息して

いる野生の（　ｅ　）の個体数が減少している。一方で，1992年にリオデジャネイロで開催

された Ｄ  サミットでは，持続可能な開発のための行動計画である（　ｆ　）が採択

された。
（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版による。）

問１　文中の  （Ａ～Ｄ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｆ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　フロン　　　　　12　水素　　　　　　　13　メタン

（　ｂ　）　11　0.2　　　　　　 12　0.7　　　　　　　 13　2.6

（　ｃ　）　11　ロンドン条約　　12　ラムサール条約　　13　パリ協定

（　ｄ　）　11　10　　　　　　　12　30　　　　　　　　13　50

（　ｅ　）　11　ピューマ　　　　12　オランウータン　　13　アルマジロ

（　ｆ　）　11　人間環境宣言　　12　アジェンダ21　　　13　国連環境計画

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な国名を，次の（11 ～ 25）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　マレーシア　12　ロシア　　13　モロッコ　14　インド　15　イギリス

16　タンザニア　17　アメリカ　18　中国　　　19　ドイツ　20　インドネシア

21　エチオピア　22　フランス　23　ブラジル　24　カナダ　25　フィリピン

Ⅲ　次の文は，貿易に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

保護貿易が第二次世界大戦につながったとの反省から，戦後は自由貿易が推進された。そ

の役割を担ったのが＜　ア　＞であり，1995年以降，それはWTOに継承されている。WTO

では，物品の貿易やサービス貿易のほか，貿易に影響を及ぼす特許権や著作権といった 

Ａ  権の保護なども対象とされ，貿易の自由化が促進されてきた。ただしWTO下でも，
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自然エネルギーである＜　オ　＞による発電が2019年の時点で総発電量の54.7%を占める。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語や地名を記入せよ。

問２　文中の下線部（ａ～ｅ）の都市の最も適当な位置を，地図中の（11 ～ 25）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11 ～ 13）から 

１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　ロヒンギャ　　12　ロマ　　　　13　サーミ

＜　イ　＞　11　1995　　　　　12　2004　　　　13　2009

＜　ウ　＞　11　AU　　　　　  12　EFTA　　　  13　NAFTA

＜　エ　＞　11　キルナ　　　　12　クルスク　　13　シェファーヴィル

＜　オ　＞　11　太陽光　　　　12　地熱　　　　13　風力

Ⅱ　次の文は，環境問題に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

人間の経済活動は，自然環境を利用して成り立っている。例えば，工業製品は化石燃料な

どをエネルギー源として，自然からの原料を加工してつくられている。産業革命以降，人間

の経済活動の増加によって，自然環境の破壊が進行し，さまざまな環境問題がとりざたされ

ている。

化石燃料の燃焼によって大気中に放出された二酸化炭素や，ウシなどの草食動物の腸内発

酵などによって生じる（　ａ　）ガスなどは，地表から放射される熱エネルギーを吸収し保

温することから Ａ  ガスとよばれている。近年の地球温暖化は Ａ  ガスの増加

が原因とされており，この100年間に世界の平均気温は約（　ｂ　）度上昇している。この

ような温暖化による気温の上昇によって，世界各地でさまざまな影響がではじめている。例

えば，＜　ア　＞のキリマンジャロ山の山頂付近の雪は，1912年以降，80％以上が消滅した

といわれている。また，オーストラリアのグレートバリアリーフでは，海水温の上昇にとも

ない Ｂ  の白化現象が発生している。さらに海水温の上昇によって海水が膨張したり，

氷河が融解することにより，海面が上昇する。特に，インド洋に位置するモルディブや太平

洋の Ｂ  礁でできた島々などでは，海面の上昇による海岸侵食が激しく，水没の危険

に直面している。一方で，温暖化防止への国際的な取り組みとして，1997年に日本で開催さ

れた国際会議では，先進国に Ａ  ガスの削減を義務づける Ｃ  議定書が採択さ

れた。しかし，二酸化炭素の総排出量が2018年時点で世界第１位である＜　イ　＞や第３位
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問３　文中の＜　　　＞（ア～カ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11 ～ 13）から 

１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　ILO　　　　　　　　12　GATT　　　　　 13　WFP

＜　イ　＞　11　一般特恵関税制度　　12　輸出自主規制　　13　セーフガード

＜　ウ　＞　11　垂直分業　　　　　　12　水平分業　　　　13　ワークシェアリング

＜　エ　＞　11　円安　　　　　　　　12　円高　　　　　　13　固定化

＜　オ　＞　11　10　　　　　　　　　12　30　　　　　　　13　50

＜　カ　＞　11　東京港　　　　　　　12　名古屋港　　　　13　成田国際空港

Ⅳ　次の文は，林業・水産業に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

木材を供給する森林には，熱帯林，温帯林，亜寒帯林などがある。熱帯林にはさまざま 

な樹種が混在し，そのなかでも Ａ  広葉樹が多い。 Ａ  広葉樹から作られる 

（　ａ　）材などは，家具・建築用材として使われる。温帯林には， Ａ  広葉樹や，

ナラやブナなどの Ｂ  広葉樹と針葉樹との混合林が多くみられる。亜寒帯林では，モ

ミや（　ｂ　）などの針葉樹からなる純林が多い。針葉樹は建築用材だけでなくパルプ用材

としても使われ，パルプ生産量の世界第１位は（　ｃ　）である。一方，日本における林業

は高度経済成長期以降，海外からの安い木材の輸入の増加により，自給率は急激に低下した。

生産コストが高いことに加えて，従事者の高齢化や後継者不足なども日本の林業の課題であ

る。2020年の日本の主要な木材輸入先は，（　ｃ　），カナダに次いで（　ｄ　）が第３位で

ある（金額ベース）。

世界の主な漁場は，大陸周辺やそのなかでも周囲よりも浅い海底である Ｃ  が分布

する海域に発達している。また，暖流と寒流がであう海域に出現する Ｄ  も，多量の

プランクトンが発生し，優れた漁場となる。黒潮と親潮が接して Ｄ  をつくる太平洋

＜　ア　＞の漁場は，世界最大の漁獲量を誇る（2015年）。大西洋＜　イ　＞の漁場では，

ドッガー Ｃ  などの海域に魚が集まる。また，フンボルト海流の影響を受ける太平洋

＜　ウ　＞の漁場では，アンチョビー漁が盛んで，食用の他に肥料・飼料などに加工して輸

出されている。

かつては世界有数の漁業国であった日本も，沿岸から200海里が排他的経済水域と設定さ

れると，遠洋漁業は衰退していった。また，乱獲や海水温の変化などによって沖合漁業の漁

獲量も減少した。漁獲量の上位は，日本やロシアに代わり，（　ｅ　）が第１位となって 

おり，2019年時点でも変わっていない。一方で日本では， Ｅ  やエビ，カニなどの 

魚介類の多くを輸入している。特に体重が数百kgにもなる大型の回遊魚である Ｅ   

は，日本が世界有数の消費国であり，台湾からの輸入が最も多い（2017年，金額ベース）。
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製品の輸入増加による国内産業への重大な損害を防ぐために関税引き上げや輸入数量制限を

行う＜　イ　＞は，例外的に認められている。一方，近年，二国間の協定なども増えている。

日本も（　ａ　）とのあいだで日本初の経済連携協定（EPA）を締結し，メキシコやEUな

どともEPAを結んでいる。

世界の貿易が拡大するなか，先進国と発展途上国との貿易関係も深化した。

発展途上国の多くは，植民地時代に，限られた種類の１次産品の生産や輸出に依存する 

Ｂ  経済とよばれる産業構造が作られ，先進国が工業製品を輸出し発展途上国が１次

産品を輸出する＜　ウ　＞に組み込まれてきた。2020年の時点でも，（　ｂ　）は総輸出額

の約75％が原油であり，世界有数のダイヤモンド産出国である（　ｃ　）はダイヤモンドが

総輸出額に占める割合は約90％になる。またコーヒーの原産地とされる（　ｄ　）は，同年

の総輸出額の大部分が肉類を含む農産物で，コーヒー豆だけで約30％を占めている。

これに対して1960年代に韓国や台湾などが労働集約型工業を中心に輸出指向型の工業化を

開始し成功を収めると，それにタイやマレーシアなどの東南アジア諸国が続いた。そうした

諸国では，生産される製品の輸出を条件に免税などの優遇措置を講じる輸出 Ｃ  区を

設置するなど，外国企業の誘致も促進された。発展途上国の工業化は，さらに広がり，例え

ば，2018年の衣類輸出額では，中国が世界第１位，それに（　ｅ　）とベトナムが続いてい

る。なかでも（　ｅ　）は，繊維・縫製品が同国の輸出の大部分を占めている。

日本では，貿易摩擦や1980年代半ば以降の日本の為替レートの＜　エ　＞などを背景に，

生産拠点の海外移転が活発化した。安価な工業製品の輸入増大も相まって，製造業を中心に

国内の工場や雇用者が大きく減少する産業も出てきた。この現象は，産業の Ｄ  化と

よばれる。だが，2020年でも日本の輸出額は世界で上位に位置する。またGDPに占める輸

出額の割合でみた同年の日本の貿易依存度は，＜　オ　＞％台である。日本の輸出の 

多くは，機械類や自動車，精密機械などで，同年の日本の港別貿易のうち輸出額が最大の 

＜　カ　＞では，自動車及び自動車部品が輸出の40％以上を占める。

（データは，『世界国勢図会』2022/23版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｄ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な国名を，次の（11 ～ 20）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　エチオピア　　12　ナイジェリア　　　13　スリランカ　　14　ボツワナ

15　ガーナ　　　　16　バングラデシュ　　17　スイス　　　　18　シンガポール

19　ボリビア　　　20　モロッコ
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の＜　ウ　＞などには削減義務はなく，７％の削減が求められた世界第２位の排出国である

＜　エ　＞は2001年に離脱を表明した。その後，途上国を含むすべての国が協調して削減に

取り組むことを義務付ける（　ｃ　）が2015年に採択されたが，2017年に＜　エ　＞は離脱

を表明した。

世界の陸地の約（　ｄ　）％を占める森林は，光合成によって大気中の二酸化炭素を減ら

し，また土壌に雨水を蓄えるなどの土壌保全や土砂災害防止の機能がある。さらに熱帯林は

多様な種類の動植物の宝庫として生物学的にも貴重である。しかし，森林資源の豊富な熱帯

地域では，大規模農業や木材利用のための伐採によって，熱帯林が急激に減少し，生物多様

性が失われつつある。例えば＜　オ　＞のスマトラ島では森林破壊が進み，そこに生息して

いる野生の（　ｅ　）の個体数が減少している。一方で，1992年にリオデジャネイロで開催

された Ｄ  サミットでは，持続可能な開発のための行動計画である（　ｆ　）が採択

された。
（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版による。）

問１　文中の  （Ａ～Ｄ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｆ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　フロン　　　　　12　水素　　　　　　　13　メタン

（　ｂ　）　11　0.2　　　　　　 12　0.7　　　　　　　 13　2.6

（　ｃ　）　11　ロンドン条約　　12　ラムサール条約　　13　パリ協定

（　ｄ　）　11　10　　　　　　　12　30　　　　　　　　13　50

（　ｅ　）　11　ピューマ　　　　12　オランウータン　　13　アルマジロ

（　ｆ　）　11　人間環境宣言　　12　アジェンダ21　　　13　国連環境計画

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な国名を，次の（11 ～ 25）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　マレーシア　12　ロシア　　13　モロッコ　14　インド　15　イギリス

16　タンザニア　17　アメリカ　18　中国　　　19　ドイツ　20　インドネシア

21　エチオピア　22　フランス　23　ブラジル　24　カナダ　25　フィリピン

Ⅲ　次の文は，貿易に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

保護貿易が第二次世界大戦につながったとの反省から，戦後は自由貿易が推進された。そ

の役割を担ったのが＜　ア　＞であり，1995年以降，それはWTOに継承されている。WTO

では，物品の貿易やサービス貿易のほか，貿易に影響を及ぼす特許権や著作権といった 

Ａ  権の保護なども対象とされ，貿易の自由化が促進されてきた。ただしWTO下でも，
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自然エネルギーである＜　オ　＞による発電が2019年の時点で総発電量の54.7%を占める。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語や地名を記入せよ。

問２　文中の下線部（ａ～ｅ）の都市の最も適当な位置を，地図中の（11 ～ 25）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11 ～ 13）から 

１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　ロヒンギャ　　12　ロマ　　　　13　サーミ

＜　イ　＞　11　1995　　　　　12　2004　　　　13　2009

＜　ウ　＞　11　AU　　　　　  12　EFTA　　　  13　NAFTA

＜　エ　＞　11　キルナ　　　　12　クルスク　　13　シェファーヴィル

＜　オ　＞　11　太陽光　　　　12　地熱　　　　13　風力

Ⅱ　次の文は，環境問題に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

人間の経済活動は，自然環境を利用して成り立っている。例えば，工業製品は化石燃料な

どをエネルギー源として，自然からの原料を加工してつくられている。産業革命以降，人間

の経済活動の増加によって，自然環境の破壊が進行し，さまざまな環境問題がとりざたされ

ている。

化石燃料の燃焼によって大気中に放出された二酸化炭素や，ウシなどの草食動物の腸内発

酵などによって生じる（　ａ　）ガスなどは，地表から放射される熱エネルギーを吸収し保

温することから Ａ  ガスとよばれている。近年の地球温暖化は Ａ  ガスの増加

が原因とされており，この100年間に世界の平均気温は約（　ｂ　）度上昇している。この

ような温暖化による気温の上昇によって，世界各地でさまざまな影響がではじめている。例

えば，＜　ア　＞のキリマンジャロ山の山頂付近の雪は，1912年以降，80％以上が消滅した

といわれている。また，オーストラリアのグレートバリアリーフでは，海水温の上昇にとも

ない Ｂ  の白化現象が発生している。さらに海水温の上昇によって海水が膨張したり，

氷河が融解することにより，海面が上昇する。特に，インド洋に位置するモルディブや太平

洋の Ｂ  礁でできた島々などでは，海面の上昇による海岸侵食が激しく，水没の危険

に直面している。一方で，温暖化防止への国際的な取り組みとして，1997年に日本で開催さ

れた国際会議では，先進国に Ａ  ガスの削減を義務づける Ｃ  議定書が採択さ

れた。しかし，二酸化炭素の総排出量が2018年時点で世界第１位である＜　イ　＞や第３位
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資源の豊富な西アジアの産油国も，最初から石油のもたらす富の恩恵を享受したわけでは

ない。石油資源に恵まれていたが，当初は開発や精製をする技術がなく，石油の探査から採

掘・輸送・精製・販売までを独占的に支配していた多国籍企業の総称である Ｄ  に，

長らく利益のほとんどを持ち去られてきた。それに対抗し，産油国は1960年にOPEC，1968

年にOAPECを結成し，油田の国有化を進めた。その結果，産油国は価格や産油量の決定権

を握るようになり，２度の石油危機をきっかけに巨額のオイルマネーが流入し，それをもと

に工業化や社会インフラの整備をしてきた。

石油依存の経済からの脱却は長年の課題でもあり，アラブ首長国連邦でのリゾート開発 

や金融センターの育成などのように，産業の多角化を進める動きもみられる。例えば， 

＜　ウ　＞は西アジアの金融・流通・観光の一大中心地として急激な成長を遂げ，観光スポ

ットとしては世界最大の噴水ショーや800mを超す超高層ビルが有名である。

民族構成は，主にアラブ，イラン，トルコの３つから成り立っており，それぞれの民族が

使う言語は，アラビア語，ペルシア語，トルコ語である。このほか，イスラエルでは，ユダ

ヤ人の間で主に Ｅ  語（公用語）が使われている。ほかには，トルコ，イラク，イラン

などにまたがる地域に居住する， Ｆ  語を使う Ｆ  人がいる。約3000万の人口

がありながら，独自の国家がなく独自の国家建設を目指す Ｆ  人と各国の間に，紛争

が続いている。

宗教は，アラビア半島が発祥地であるイスラム教が広く信仰されているが，イランやイラ

ク南部ではシーア派が多く，その他の国ではスンナ派の割合が高い。イスラム教は，人々の

生活のさまざまな側面を規定しており，信仰告白や＜　ア　＞のメッカへの巡礼など５つを，

五行として守ることを求める。このほか，イスラエルではユダヤ教徒が多い。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる）

問１　文中の  （Ａ～Ｆ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の下線部（ａ～ｅ）の最も適当な位置を，地図中の（11 ～ 22）から１つ選んで，

その番号を記入せよ

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　シリア　　　12　サウジアラビア　　13　クウェート

＜　イ　＞　11　カタール　　12　レバノン　　　　　13　イエメン

＜　ウ　＞　11　ドバイ　　　12　サヌア　　　　　　13　マスカット

ｅ）
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Ⅱ　次の文は，大地形に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

世界地図にみられるような大陸や大洋など，内的営力が広域に作用して形成される大規模

な地形を大地形とよぶ。地球表面の約３割が陸地である。標高の最も高い場所はエヴェレス

ト山頂であり8800mを超えるが，陸地の平均高度は約（　ａ　）である。また，地球表面の

残る約７割は海である。沿岸部から続く浅い海には，傾斜の緩やかな Ａ  とよばれる

平坦面があるが，その広さは全海底の約８％に過ぎない。海底の最も深いところはマリアナ

海溝であり水深10000mを超え，海全体の平均深度は約（　ｂ　）である。

異なる方向に動くプレートが接する境界の一帯は変動帯とよばれて地殻変動が大きい。狭

まる境界で山脈などを作る動きは造山運動とよばれる。こうした地域では褶曲運動が起こっ

たり，断層が形成されたりする。大陸プレートどうしがぶつかって，片方がもう片方の上に

せりあがってできる断層は＜　ア　＞断層とよばれる。造山運動が活発な地域は造山帯とよ

ばれる。古期造山帯は＜　イ　＞に造山運動が活発であった造山帯であり，古期造山帯に含

まれる山脈としては（　ｃ　）が挙げられる。新期造山帯は＜　ウ　＞以降の造山運動によ

り形成された造山帯であり，新期造山帯はさらに，アルプス＝ヒマラヤ造山帯と Ｂ  

造山帯に分かれる。アルプス＝ヒマラヤ造山帯に含まれる山脈としては（　ｄ　）が挙げら

れ， Ｂ  造山帯に含まれる山脈としてはロッキー山脈のほか（　ｅ　）などが挙げら

れる。こうした造山運動により，日本列島のように大陸プレートのへりには連なる島々が形

成されることもある。こうした連なる島々はその形から Ｃ  列島とよばれている。

19世紀後半にアメリカの地形学者であるデービスが地形変化の過程を人の一生になぞらえ

て提唱した概念は，侵食 Ｄ  とよばれる。この概念によれば，地形は隆起した後，長

期にわたる侵食を経て緩やかな地形が形成される。この侵食 Ｄ  の侵食作用の及ぶ下

限は＜　エ　＞とよばれる。また，侵食 Ｄ  のなかで最も侵食が盛んで峰が鋭くなり，

谷が深くなる時期は＜　オ　＞とよばれる。侵食 Ｄ  の最末期に形成される緩やかな

地形は Ｅ  とよばれる。 Ｅ  は，地殻が安定した地域で長い間の侵食作用によ

り形成された起伏がほとんどない広大な地形であるが，侵食から取り残された残丘もみられ

る。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　200m　　　　　  12　900m　　　　　　　　  　13　1200m

（　ｂ　）　11　1200m　　　　　12　2500m　　　　　　　　　13　3700m

（　ｃ　）　11　カフカス山脈　　12　ウラル山脈　　　　　　　13　アラスカ山脈

（　ｄ　）　11　ザグロス山脈　　12　ドラケンスバーグ山脈　　13　サザンアルプス山脈

（　ｅ　）　11　アトラス山脈　　12　カスケード山脈　　　　　13　カルパティア山脈
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2020年に日本がエビを輸入している上位３か国は，ベトナム，（　ｆ　），インドネシアで 

ある（金額ベース）。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｆ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11 ～ 13）から 

１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　パイン　　　　　12　ラワン　　　　　13　ヘゴ

（　ｂ　）　11　カラマツ　　　　12　サトウカエデ　　13　フタバガキ

（　ｃ　）　11　ブラジル　　　　12　アメリカ　　　　13　オーストリア

（　ｄ　）　11　インドネシア　　12　マレーシア　　　13　ロシア

（　ｅ　）　11　ノルウェー　　　12　インドネシア　　13　中国

（　ｆ　）　11　インド　　　　　12　アルゼンチン　　13　カナダ

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 14）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　北東部　　12　北西部　　13　南東部　　14　南西部

―2―

Ⅰ　次の地図と文は，西アジアに関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

西アジアは湾岸諸国を中心に，世界の石油埋蔵量の約２分の１を占めており，資源の乏し

い日本とは資源による結びつきが強く，日本が輸入している原油の約８割以上（2020年）は

西アジアの国々からである。

経済規模（名目GDP）では，＜　ア　＞が地域有数の規模である約7000億ドル（2020年）

であるが，一人当たり名目GDPでは，＜　イ　＞が最大の国である。＜　イ　＞は，重量

ベースで液化天然ガスの日本の輸入相手国としては第３位（2020年）で，ペルシア湾岸諸国

のうち，唯一上位３位内に入っている。人口規模（2020年）では，アンカラを首都とするト

ルコが，最大の国である。

西アジアの北部にはエルブールズ山脈などが位置しており，南部のアラビア半島にはルブ

アルハリ砂漠が広がっている。降水量の多い地域に源流があり乾燥地域を流れる河川を 

Ａ  河川という。西アジアの中央には，その典型であるティグリス川とユーフラテス

川が流れ，両河川が作った沖積平野が広がる。西アジアは乾燥地域が多く，人が住めるとこ

ろが限られ，大河川の流域やオアシスの周辺に都市が形成される。これらの都市のなかには，

Ｂ  ロードとして知られる東西交易路の要衝として重要な役割を果たしたものもある。

古代都市として世界遺産に登録されているダマスカスは，オアシスに発達した都市で，東西

交易路の拠点の一つである。

乾燥地域が大部分である西アジアでは，灌漑農業や羊などの遊牧が伝統的な農業スタイル

である。一方，ペルシア湾岸の産油国ではオイルマネーを投入して，砂漠でも地下水を使っ

た農牧業を行うようになっている。例えば，＜　ア　＞では地下水をくみ上げて周回するス

プリンクラーで散水する Ｃ  による灌漑が行われてきた。
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ｂ） ｃ）

ｄ）

地理Ｂ ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：104ページ）時間＝70分　総点＝100点
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資源の豊富な西アジアの産油国も，最初から石油のもたらす富の恩恵を享受したわけでは

ない。石油資源に恵まれていたが，当初は開発や精製をする技術がなく，石油の探査から採

掘・輸送・精製・販売までを独占的に支配していた多国籍企業の総称である Ｄ  に，

長らく利益のほとんどを持ち去られてきた。それに対抗し，産油国は1960年にOPEC，1968

年にOAPECを結成し，油田の国有化を進めた。その結果，産油国は価格や産油量の決定権

を握るようになり，２度の石油危機をきっかけに巨額のオイルマネーが流入し，それをもと

に工業化や社会インフラの整備をしてきた。

石油依存の経済からの脱却は長年の課題でもあり，アラブ首長国連邦でのリゾート開発 

や金融センターの育成などのように，産業の多角化を進める動きもみられる。例えば， 

＜　ウ　＞は西アジアの金融・流通・観光の一大中心地として急激な成長を遂げ，観光スポ

ットとしては世界最大の噴水ショーや800mを超す超高層ビルが有名である。

民族構成は，主にアラブ，イラン，トルコの３つから成り立っており，それぞれの民族が

使う言語は，アラビア語，ペルシア語，トルコ語である。このほか，イスラエルでは，ユダ

ヤ人の間で主に Ｅ  語（公用語）が使われている。ほかには，トルコ，イラク，イラン

などにまたがる地域に居住する， Ｆ  語を使う Ｆ  人がいる。約3000万の人口

がありながら，独自の国家がなく独自の国家建設を目指す Ｆ  人と各国の間に，紛争

が続いている。

宗教は，アラビア半島が発祥地であるイスラム教が広く信仰されているが，イランやイラ

ク南部ではシーア派が多く，その他の国ではスンナ派の割合が高い。イスラム教は，人々の

生活のさまざまな側面を規定しており，信仰告白や＜　ア　＞のメッカへの巡礼など５つを，

五行として守ることを求める。このほか，イスラエルではユダヤ教徒が多い。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる）

問１　文中の  （Ａ～Ｆ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の下線部（ａ～ｅ）の最も適当な位置を，地図中の（11 ～ 22）から１つ選んで，

その番号を記入せよ

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　シリア　　　12　サウジアラビア　　13　クウェート

＜　イ　＞　11　カタール　　12　レバノン　　　　　13　イエメン

＜　ウ　＞　11　ドバイ　　　12　サヌア　　　　　　13　マスカット

ｅ）

―4―

Ⅱ　次の文は，大地形に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

世界地図にみられるような大陸や大洋など，内的営力が広域に作用して形成される大規模

な地形を大地形とよぶ。地球表面の約３割が陸地である。標高の最も高い場所はエヴェレス

ト山頂であり8800mを超えるが，陸地の平均高度は約（　ａ　）である。また，地球表面の

残る約７割は海である。沿岸部から続く浅い海には，傾斜の緩やかな Ａ  とよばれる

平坦面があるが，その広さは全海底の約８％に過ぎない。海底の最も深いところはマリアナ

海溝であり水深10000mを超え，海全体の平均深度は約（　ｂ　）である。

異なる方向に動くプレートが接する境界の一帯は変動帯とよばれて地殻変動が大きい。狭

まる境界で山脈などを作る動きは造山運動とよばれる。こうした地域では褶曲運動が起こっ

たり，断層が形成されたりする。大陸プレートどうしがぶつかって，片方がもう片方の上に

せりあがってできる断層は＜　ア　＞断層とよばれる。造山運動が活発な地域は造山帯とよ

ばれる。古期造山帯は＜　イ　＞に造山運動が活発であった造山帯であり，古期造山帯に含

まれる山脈としては（　ｃ　）が挙げられる。新期造山帯は＜　ウ　＞以降の造山運動によ

り形成された造山帯であり，新期造山帯はさらに，アルプス＝ヒマラヤ造山帯と Ｂ  

造山帯に分かれる。アルプス＝ヒマラヤ造山帯に含まれる山脈としては（　ｄ　）が挙げら

れ， Ｂ  造山帯に含まれる山脈としてはロッキー山脈のほか（　ｅ　）などが挙げら

れる。こうした造山運動により，日本列島のように大陸プレートのへりには連なる島々が形

成されることもある。こうした連なる島々はその形から Ｃ  列島とよばれている。

19世紀後半にアメリカの地形学者であるデービスが地形変化の過程を人の一生になぞらえ

て提唱した概念は，侵食 Ｄ  とよばれる。この概念によれば，地形は隆起した後，長

期にわたる侵食を経て緩やかな地形が形成される。この侵食 Ｄ  の侵食作用の及ぶ下

限は＜　エ　＞とよばれる。また，侵食 Ｄ  のなかで最も侵食が盛んで峰が鋭くなり，

谷が深くなる時期は＜　オ　＞とよばれる。侵食 Ｄ  の最末期に形成される緩やかな

地形は Ｅ  とよばれる。 Ｅ  は，地殻が安定した地域で長い間の侵食作用によ

り形成された起伏がほとんどない広大な地形であるが，侵食から取り残された残丘もみられ

る。

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　200m　　　　　  12　900m　　　　　　　　  　13　1200m

（　ｂ　）　11　1200m　　　　　12　2500m　　　　　　　　　13　3700m

（　ｃ　）　11　カフカス山脈　　12　ウラル山脈　　　　　　　13　アラスカ山脈

（　ｄ　）　11　ザグロス山脈　　12　ドラケンスバーグ山脈　　13　サザンアルプス山脈

（　ｅ　）　11　アトラス山脈　　12　カスケード山脈　　　　　13　カルパティア山脈

右
ペ
ー
ジ

―7―

2020年に日本がエビを輸入している上位３か国は，ベトナム，（　ｆ　），インドネシアで 

ある（金額ベース）。

（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｆ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11 ～ 13）から 

１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　パイン　　　　　12　ラワン　　　　　13　ヘゴ

（　ｂ　）　11　カラマツ　　　　12　サトウカエデ　　13　フタバガキ

（　ｃ　）　11　ブラジル　　　　12　アメリカ　　　　13　オーストリア

（　ｄ　）　11　インドネシア　　12　マレーシア　　　13　ロシア

（　ｅ　）　11　ノルウェー　　　12　インドネシア　　13　中国

（　ｆ　）　11　インド　　　　　12　アルゼンチン　　13　カナダ

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な語を，次の（11 ～ 14）から１つ選んで，

その番号を記入せよ。

11　北東部　　12　北西部　　13　南東部　　14　南西部

―2―

Ⅰ　次の地図と文は，西アジアに関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。

（25点）

西アジアは湾岸諸国を中心に，世界の石油埋蔵量の約２分の１を占めており，資源の乏し

い日本とは資源による結びつきが強く，日本が輸入している原油の約８割以上（2020年）は

西アジアの国々からである。

経済規模（名目GDP）では，＜　ア　＞が地域有数の規模である約7000億ドル（2020年）

であるが，一人当たり名目GDPでは，＜　イ　＞が最大の国である。＜　イ　＞は，重量

ベースで液化天然ガスの日本の輸入相手国としては第３位（2020年）で，ペルシア湾岸諸国

のうち，唯一上位３位内に入っている。人口規模（2020年）では，アンカラを首都とするト

ルコが，最大の国である。

西アジアの北部にはエルブールズ山脈などが位置しており，南部のアラビア半島にはルブ

アルハリ砂漠が広がっている。降水量の多い地域に源流があり乾燥地域を流れる河川を 

Ａ  河川という。西アジアの中央には，その典型であるティグリス川とユーフラテス

川が流れ，両河川が作った沖積平野が広がる。西アジアは乾燥地域が多く，人が住めるとこ

ろが限られ，大河川の流域やオアシスの周辺に都市が形成される。これらの都市のなかには，

Ｂ  ロードとして知られる東西交易路の要衝として重要な役割を果たしたものもある。

古代都市として世界遺産に登録されているダマスカスは，オアシスに発達した都市で，東西

交易路の拠点の一つである。

乾燥地域が大部分である西アジアでは，灌漑農業や羊などの遊牧が伝統的な農業スタイル

である。一方，ペルシア湾岸の産油国ではオイルマネーを投入して，砂漠でも地下水を使っ

た農牧業を行うようになっている。例えば，＜　ア　＞では地下水をくみ上げて周回するス

プリンクラーで散水する Ｃ  による灌漑が行われてきた。
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地理Ｂ ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程

（解答：104ページ）時間＝70分　総点＝100点
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目に多い（2020年）。しかし，1970年代後半以降，１人の女性が一生の間に産む子供の数の

平均を意味する Ｂ  が，先進国で現在の人口規模を維持するために必要な水準の目安

とされる（　ｂ　）を下回る状況が続いている。

人口動態の推移には段階がある。出生率も死亡率も高い多産多死から，医療技術の進歩な

どによって死亡率が低下し，多産少死となる。発展途上国の多くはこれに該当する。さらに

経済が成長すると，出生率が低下し少産少死となり，人口ピラミッドは Ｃ  型に変化

する。このように人口は，経済の成長とともに多産多死（人口漸増）→多産少死（人口急

増）→少産少死（人口停滞）に移行していくプロセスを経る。この一連の変化を人口転換ま

たは人口革命という。少産少死からさらに出生率が低下すると，出生率と死亡率の差である 

Ｄ  はマイナスとなり，人口は停滞から減少に転じ，人口ピラミッドはつぼ型に変わ

る。つぼ型のピラミッドは日本や＜　イ　＞などにみられる。

日本は人口減少に転じているが，他の先進国に比べ高齢化も急速に進行している。総人口

に占める Ｅ  歳以上の割合が（　ｃ　）％に達した社会を高齢化社会といい，14％に

達した社会を高齢社会という。日本が高齢化社会から高齢社会になるまでかかった年数は24

年で，ヨーロッパの＜　ウ　＞の115年，スウェーデンの85年と比べると，高齢化の進行の

速さがわかる。また，高齢化と同時に年少人口が減少する少子高齢化の問題も深刻である。

少子高齢化は，日本だけではなく先進国共通の問題であるが，女性の社会進出に対する理解

の促進や，その他の少子化対策などで Ｂ  の上昇に成果を出している＜　ウ　＞や 

スウェーデンなどの事例は，少子高齢化対策の一つのヒントを提供してくれる。特に， 

2007年に老年人口の割合が（　ｄ　）％を超える超高齢社会になった日本に示唆する点は大

きい。

人口問題は，人口が減少している地域だけではなく，人口爆発が発生している発展途上国

でも起きている。発展途上国では，人口の増加に対し，経済の発展が追い付かず，食料不足

や生活環境の悪化などのさまざまな問題に直面している。出生率を下げるための取り組みと

して，例えば中国では1970年代から2010年代半ばまで Ｆ  とよばれる人口抑制政策が

実施された。また Ａ  では発展途上国としては最も早い1950年代から，強制的な不妊

手術を含む国家による人口抑制策が実施された。

人口抑制策には多くの批判もあり，個人の権利と選択を重視した，特に女性が出産につい

て自らの意思で決定するという Ｇ ・ヘルス／ライツの考え方が1994年に国際人口開

発会議で提起されるなど，人口増加の抑制策として女性の社会的地位向上を目指す活動が国

際協力のもとで行われている。
（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる）

―8―

問１　文中の  （Ａ～Ｇ）にもっとも適当な語や数値を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｄ）に最も適当な数値を，それぞれの数値群（11 ～ 13）か

ら１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　４　　 12　６　　 13　８

（　ｂ　）　11　1.8　　12　2.1　　13　2.5

（　ｃ　）　11　５　　 12　６　　 13　７

（　ｄ　）　11　19　　 12　21　　 13　23

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な国名を，それぞれの国名群（11 ～ 13）か

ら１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　パキスタン　　12　インドネシア　　13　バングラデシュ

＜　イ　＞　11　ドイツ　　　　12　アルゼンチン　　13　フィリピン

＜　ウ　＞　11　ノルウェー　　12　フランス　　　　13　イタリア

右
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問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　正　　　　　　12　逆　　　　13　横ずれ

＜　イ　＞　11　中生代　　　　12　古生代　　13　先カンブリア時代

＜　ウ　＞　11　中生代　　　　12　古生代　　13　先カンブリア時代

＜　エ　＞　11　侵食基準面　　12　水準点　　13　等深線

＜　オ　＞　11　幼年期　　　　12　壮年期　　13　老年期

Ⅲ　次の文は，工業に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

工業の立地は，労働費や輸送費などの立地因子と，地形や交通の利便性などの立地条件を

考慮して決定される。例えばセメント工業は，石灰石の重量が製品の重量よりも重いことか

ら，輸送費を最小化するために（　ａ　）の立地となる。また工業の立地は，技術革新など

によって時代とともに変化する。（　ａ　）を示していた鉄鋼業は，銑鋼一貫製鉄所の建設

や大量輸送技術の発達とともに，アメリカのボルティモアやイタリアの＜　ア　＞などのよ

うな臨海部に立地するようになった。同じく臨海部に立地する傾向のある石油化学工業では，

太平洋ベルトでみられるように，石油精製工場が多くの工場とパイプラインで結ばれて１つ

の場所に立地する石油化学 Ａ  が建設される場合が多い。

多くの部品からなる自動車工業では，工場や企業間の分業が進み，関連工場や下請工場 

が特定の場所に集中して立地する傾向がある。そこでは，工場どうしが近接することで， 

部資材の取引に要する費用や時間の節約，労働力や技術，施設・設備の共同利用，情報交 

換の容易化といった，「 Ｂ  の利益」が生まれる。ドイツのニーダーザクセン州の 

＜　イ　＞やアメリカのデトロイトは，自動車工業の発達した都市として知られている。ま

た日本を代表する自動車会社がある愛知県豊田市は，関連企業や取引企業が集まり多数の雇

用者が居住する（　ｂ　）を形成している。

日本の自動車工業の海外展開は早く，例えば1960年代には輸入を国内生産に切り替えて 

工業化を進める Ｃ  型の工業化政策をとっていたアジア諸国に，すでに拠点を設けて

いた企業もある。今日，日本企業を含め自動車工業の多国籍企業は，市場周辺に生産拠点を

置く傾向があり，2021年の自動車生産台数世界第１位は＜　ウ　＞である。

工業のグローバル化とともに，先進国では多額の研究開発費を投じ新技術や新製品の開発

に注力する（　ｃ　）がみられる一方，先端技術産業は，研究機関が集中し研究者にとって

生活環境の良い地域に Ｂ  する傾向を示している。大学などの研究機関を中心に半導

体やコンピューター・ICT関連の企業が集中して立地する，アメリカのサンフランシスコ郊

外の Ｄ  とよばれる地域が，その例である。この動きは広がり，例えば台湾の 

＜　エ　＞にはサイエンスパークが建設され，多くの半導体企業などが立地する。

―6―

こうしたなか，管理や研究開発機能に特化し，自らは工場をもたず，生産部門は切り離し

外部企業に委託する（　ｄ　）とよばれる企業も現れている。

他方，＜　オ　＞やフィレンツェを含むイタリア中部や北部の地域は，皮革・繊維などの

伝統工芸を中心にした産業で中小企業が連携した製品開発と生産を進めていることで注目さ

れ，「 Ｅ  のイタリア」とよばれている。日本でも中小企業の果たしてきた役割は大

きく，その基盤技術を活用し，顧客のニーズに対応して，さまざまな種類の製品を生産する

（　ｅ　）生産では，高い国際競争力をもつといわれる。

（データは，『世界国勢図会』2022/23版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　消費地指向　　　12　原料指向　　　　　13　労働力指向

（　ｂ　）　11　企業城下町　　　12　ベッドタウン　　　13　田園都市

（　ｃ　）　11　知識集約化　　　12　現地化　　　　　　13　保護主義化

（　ｄ　）　11　ファウンドリ　　12　ファブレス企業　　13　EMS

（　ｅ　）　11　大量　　　　　　12　ノックダウン　　　13　多品種少量

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な地名や国名を，それぞれの語群（11 ～

13）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　フォス　　　　　　　12　タラント　　　13　ゲルゼンキルヘン

＜　イ　＞　11　ヴォルフスブルク　　12　ミュンヘン　　13　シュツットガルト

＜　ウ　＞　11　アメリカ　　　　　　12　インド　　　　13　中国

＜　エ　＞　11　中関村　　　　　　　12　新竹　　　　　13　大徳

＜　オ　＞　11　メッシナ　　　　　　12　コモ　　　　　13　コンスタンツァ

Ⅳ　次の文は，人口に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

2020年時点における世界の人口は約78億人である。人口の分布は均一ではなく，世界の面

積の約24％に該当するアジアに世界人口の約（　ａ　）割が集中しており，１km2当たりの

人口（人口密度）でみると，世界全体が60人であるのに対して，アジアの人口密度は150人

である。そしてその傾向としては，＜　ア　＞の1109人，韓国の511人， Ａ  の420人

など，モンスーンアジア地域の国々が高い数値（2020年）をみせていることが分かる。

日本の人口密度は１km2当たり329人で，世界的にみると比較的高く，人口も世界で11番
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目に多い（2020年）。しかし，1970年代後半以降，１人の女性が一生の間に産む子供の数の

平均を意味する Ｂ  が，先進国で現在の人口規模を維持するために必要な水準の目安

とされる（　ｂ　）を下回る状況が続いている。

人口動態の推移には段階がある。出生率も死亡率も高い多産多死から，医療技術の進歩な

どによって死亡率が低下し，多産少死となる。発展途上国の多くはこれに該当する。さらに

経済が成長すると，出生率が低下し少産少死となり，人口ピラミッドは Ｃ  型に変化

する。このように人口は，経済の成長とともに多産多死（人口漸増）→多産少死（人口急

増）→少産少死（人口停滞）に移行していくプロセスを経る。この一連の変化を人口転換ま

たは人口革命という。少産少死からさらに出生率が低下すると，出生率と死亡率の差である 

Ｄ  はマイナスとなり，人口は停滞から減少に転じ，人口ピラミッドはつぼ型に変わ

る。つぼ型のピラミッドは日本や＜　イ　＞などにみられる。

日本は人口減少に転じているが，他の先進国に比べ高齢化も急速に進行している。総人口

に占める Ｅ  歳以上の割合が（　ｃ　）％に達した社会を高齢化社会といい，14％に

達した社会を高齢社会という。日本が高齢化社会から高齢社会になるまでかかった年数は24

年で，ヨーロッパの＜　ウ　＞の115年，スウェーデンの85年と比べると，高齢化の進行の

速さがわかる。また，高齢化と同時に年少人口が減少する少子高齢化の問題も深刻である。

少子高齢化は，日本だけではなく先進国共通の問題であるが，女性の社会進出に対する理解

の促進や，その他の少子化対策などで Ｂ  の上昇に成果を出している＜　ウ　＞や 

スウェーデンなどの事例は，少子高齢化対策の一つのヒントを提供してくれる。特に， 

2007年に老年人口の割合が（　ｄ　）％を超える超高齢社会になった日本に示唆する点は大

きい。

人口問題は，人口が減少している地域だけではなく，人口爆発が発生している発展途上国

でも起きている。発展途上国では，人口の増加に対し，経済の発展が追い付かず，食料不足

や生活環境の悪化などのさまざまな問題に直面している。出生率を下げるための取り組みと

して，例えば中国では1970年代から2010年代半ばまで Ｆ  とよばれる人口抑制政策が

実施された。また Ａ  では発展途上国としては最も早い1950年代から，強制的な不妊

手術を含む国家による人口抑制策が実施された。

人口抑制策には多くの批判もあり，個人の権利と選択を重視した，特に女性が出産につい

て自らの意思で決定するという Ｇ ・ヘルス／ライツの考え方が1994年に国際人口開

発会議で提起されるなど，人口増加の抑制策として女性の社会的地位向上を目指す活動が国

際協力のもとで行われている。
（データは，『データブック　オブ・ザ・ワールド 』2022年版などによる）
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問１　文中の  （Ａ～Ｇ）にもっとも適当な語や数値を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｄ）に最も適当な数値を，それぞれの数値群（11 ～ 13）か

ら１つ選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　４　　 12　６　　 13　８

（　ｂ　）　11　1.8　　12　2.1　　13　2.5

（　ｃ　）　11　５　　 12　６　　 13　７

（　ｄ　）　11　19　　 12　21　　 13　23

問３　文中の＜　　　＞（ア～ウ）に最も適当な国名を，それぞれの国名群（11 ～ 13）か

ら１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　パキスタン　　12　インドネシア　　13　バングラデシュ

＜　イ　＞　11　ドイツ　　　　12　アルゼンチン　　13　フィリピン

＜　ウ　＞　11　ノルウェー　　12　フランス　　　　13　イタリア
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問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　正　　　　　　12　逆　　　　13　横ずれ

＜　イ　＞　11　中生代　　　　12　古生代　　13　先カンブリア時代

＜　ウ　＞　11　中生代　　　　12　古生代　　13　先カンブリア時代

＜　エ　＞　11　侵食基準面　　12　水準点　　13　等深線

＜　オ　＞　11　幼年期　　　　12　壮年期　　13　老年期

Ⅲ　次の文は，工業に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

工業の立地は，労働費や輸送費などの立地因子と，地形や交通の利便性などの立地条件を

考慮して決定される。例えばセメント工業は，石灰石の重量が製品の重量よりも重いことか

ら，輸送費を最小化するために（　ａ　）の立地となる。また工業の立地は，技術革新など

によって時代とともに変化する。（　ａ　）を示していた鉄鋼業は，銑鋼一貫製鉄所の建設

や大量輸送技術の発達とともに，アメリカのボルティモアやイタリアの＜　ア　＞などのよ

うな臨海部に立地するようになった。同じく臨海部に立地する傾向のある石油化学工業では，

太平洋ベルトでみられるように，石油精製工場が多くの工場とパイプラインで結ばれて１つ

の場所に立地する石油化学 Ａ  が建設される場合が多い。

多くの部品からなる自動車工業では，工場や企業間の分業が進み，関連工場や下請工場 

が特定の場所に集中して立地する傾向がある。そこでは，工場どうしが近接することで， 

部資材の取引に要する費用や時間の節約，労働力や技術，施設・設備の共同利用，情報交 

換の容易化といった，「 Ｂ  の利益」が生まれる。ドイツのニーダーザクセン州の 

＜　イ　＞やアメリカのデトロイトは，自動車工業の発達した都市として知られている。ま

た日本を代表する自動車会社がある愛知県豊田市は，関連企業や取引企業が集まり多数の雇

用者が居住する（　ｂ　）を形成している。

日本の自動車工業の海外展開は早く，例えば1960年代には輸入を国内生産に切り替えて 

工業化を進める Ｃ  型の工業化政策をとっていたアジア諸国に，すでに拠点を設けて

いた企業もある。今日，日本企業を含め自動車工業の多国籍企業は，市場周辺に生産拠点を

置く傾向があり，2021年の自動車生産台数世界第１位は＜　ウ　＞である。

工業のグローバル化とともに，先進国では多額の研究開発費を投じ新技術や新製品の開発

に注力する（　ｃ　）がみられる一方，先端技術産業は，研究機関が集中し研究者にとって

生活環境の良い地域に Ｂ  する傾向を示している。大学などの研究機関を中心に半導

体やコンピューター・ICT関連の企業が集中して立地する，アメリカのサンフランシスコ郊

外の Ｄ  とよばれる地域が，その例である。この動きは広がり，例えば台湾の 

＜　エ　＞にはサイエンスパークが建設され，多くの半導体企業などが立地する。

―6―

こうしたなか，管理や研究開発機能に特化し，自らは工場をもたず，生産部門は切り離し

外部企業に委託する（　ｄ　）とよばれる企業も現れている。

他方，＜　オ　＞やフィレンツェを含むイタリア中部や北部の地域は，皮革・繊維などの

伝統工芸を中心にした産業で中小企業が連携した製品開発と生産を進めていることで注目さ

れ，「 Ｅ  のイタリア」とよばれている。日本でも中小企業の果たしてきた役割は大

きく，その基盤技術を活用し，顧客のニーズに対応して，さまざまな種類の製品を生産する

（　ｅ　）生産では，高い国際競争力をもつといわれる。

（データは，『世界国勢図会』2022/23版などによる。）

問１　文中の  （Ａ～Ｅ）に最も適当な語を記入せよ。

問２　文中の（　　　）（ａ～ｅ）に最も適当な語を，それぞれの語群（11～ 13）から１つ

選んで，その番号を記入せよ。

（　ａ　）　11　消費地指向　　　12　原料指向　　　　　13　労働力指向

（　ｂ　）　11　企業城下町　　　12　ベッドタウン　　　13　田園都市

（　ｃ　）　11　知識集約化　　　12　現地化　　　　　　13　保護主義化

（　ｄ　）　11　ファウンドリ　　12　ファブレス企業　　13　EMS

（　ｅ　）　11　大量　　　　　　12　ノックダウン　　　13　多品種少量

問３　文中の＜　　　＞（ア～オ）に最も適当な地名や国名を，それぞれの語群（11 ～

13）から１つ選んで，その番号を記入せよ。

＜　ア　＞　11　フォス　　　　　　　12　タラント　　　13　ゲルゼンキルヘン

＜　イ　＞　11　ヴォルフスブルク　　12　ミュンヘン　　13　シュツットガルト

＜　ウ　＞　11　アメリカ　　　　　　12　インド　　　　13　中国

＜　エ　＞　11　中関村　　　　　　　12　新竹　　　　　13　大徳

＜　オ　＞　11　メッシナ　　　　　　12　コモ　　　　　13　コンスタンツァ

Ⅳ　次の文は，人口に関するものである。これについて，問（１～３）に答えよ。 （25点）

2020年時点における世界の人口は約78億人である。人口の分布は均一ではなく，世界の面

積の約24％に該当するアジアに世界人口の約（　ａ　）割が集中しており，１km2当たりの

人口（人口密度）でみると，世界全体が60人であるのに対して，アジアの人口密度は150人

である。そしてその傾向としては，＜　ア　＞の1109人，韓国の511人， Ａ  の420人

など，モンスーンアジア地域の国々が高い数値（2020年）をみせていることが分かる。

日本の人口密度は１km2当たり329人で，世界的にみると比較的高く，人口も世界で11番
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数　学 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：105ページ）時間＝70分　総点＝100点

―4―
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数　学 ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：105ページ）時間＝70分　総点＝100点

―4―

―4―

―6―

―6―
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数　学 ●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

２月７日（第２日目）実施　A 日程

（解答：105ページ）時間＝70分　総点＝100点

―4―
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数　学 ●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科） ２月６日（第１日目）実施　A 日程

（解答：105ページ）時間＝70分　総点＝100点

―4―

―4―

―6―

―6―
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数　学 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：105ページ）時間＝70分　総点＝100点

―2―
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数　学 ●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科） ２月８日（第３日目）実施　A 日程

（解答：105ページ）時間＝70分　総点＝100点

―2―
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数　学 ●全学部（全学科）

２月９日（第４日目）実施　F 日程
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統治行為論とは、高度な政治性を有する国
家行為の合憲性については、裁判所の違憲
審査の対象外とする考え方である。合憲性
の判断は、国会や内閣の判断、終局的には
主権者である国民の判断に委ねられるべき
とされる。アメリカ軍の駐留の合憲性が争わ
れた砂川事件判決で、最高裁判所は統治行
為論をはじめて採用した。
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を示す指標としては限界がある。国民純福
祉は、市場を介さない家事労働や余暇時間
などの活動をプラス要因とし、環境破壊など
による経済的損失をマイナス要因としてGDP
を修正することで真の福祉水準を示そうとす
る指標である。
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が有しており、国務大臣の輔弼によって行使
することができた。また、立法権も天皇が有
しており、帝国議会の協賛によって行使する
ことができた。そして、帝国議会は、衆議院
と貴族院から構成されており、臣民は衆議
院議員の選挙を通じて政治に参加すること
ができた。
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高度経済成長前半期、日本では景気が拡大
すると原材料や燃料の輸入が増え、国際収
支のうち経常収支の赤字が拡大した。固定
相場制のもとでは、経常収支の赤字が続くと
外貨が不足することになる。そのため、外貨
不足に陥らないように金融の引き締めを行わ
ざるをえなかったことが、景気の拡大を制約
した理由である。
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しており、帝国議会の協賛によって行使する
ことができた。そして、帝国議会は、衆議院
と貴族院から構成されており、臣民は衆議
院議員の選挙を通じて政治に参加すること
ができた。
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支のうち経常収支の赤字が拡大した。固定
相場制のもとでは、経常収支の赤字が続くと
外貨が不足することになる。そのため、外貨
不足に陥らないように金融の引き締めを行わ
ざるをえなかったことが、景気の拡大を制約
した理由である。
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地理Ｂ ２月７日（第２日目）実施　A日程

●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）
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Ⅲ（1）　因数定理を用いると,

 f(x)＝(x－1)(x2＋ax＋3a－5).

（2）　f(x)＝0となるのは, x－1＝0または
 x2＋ax＋3a－5＝0.

f(x)＝0が2重解をもつのは, 次のⅰ, 

またはⅱの場合である.

ⅰx2＋ax＋3a－5＝0……①がx≠1である重解をもつ.

このとき, ①の判別式をDとすると, 

D＝0かつ－  ≠1 ⇒ a≠－2.

　　　D＝a2－4(3a－5) ＝(a－2)(a－10)……②
D＝0とすると,  a＝2, 10.　これは, a≠－2をみたす.

ⅱ①の解の1つがx＝1で, 他の解がx＝1ではない.

x＝1が解であるための条件は,

①より1＋a＋3a－5＝0. これを解いて, a＝1.

このとき①は,

　　　(x－1)(x2＋x－2)＝0

　　　⇒(x－1)2(x＋2)＝0

ゆえに, x＝1は2重解である.

　以上ⅰとⅱから, a＝1, 2, 10.

（ア） （イ）
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数学 ２月６日（第１日目）実施　A 日程

●神学部（神学科）
●外国語学部（外国語学科）
●国際文化学部（国際文化学科）
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（3）　f(x)＝0が異なる3つの実数解をもつのは,

①がx＝1とは異なる2つの実数解をもつときである.

このとき, 判別式②を用いて,

　　　D＝(a－2)(a－10)＞0

　　　⇒a＜2,  a＞10……③
また, ①を用いて1＋a＋3a－5≠0からa≠1……④
③と④の共通範囲を求めて, a＜1,  1＜a＜2,  a＞10.

数学 ２月７日（第２日目）実施　A 日程

●人間科学部（児童教育学科・社会福祉学科・心理学科）

（1） tan(α＋β)＝　　　　　＝　　　　　　　　 　.

分子分母をcos α cosβで割ると,

（2）y＝m1 x＋n1, y＝m2 x＋n2がx軸の正の方向となす
角をそれぞれα, βとする.

m1＞m2＞0であることから, α, βは鋭角であり,

0＜β＜α＜　となる.

さらに, tanα＝m1, tanβ＝m2, θ＝α－β＞0である.

m1m2≠－1となるので, 2つの直線は直交しない.

したがって0＜θ＜　である.

－　＜－βであるから, β'＝－βとすると, α, β'は,

（1）の条件－　＜α＜　, －　＜β'＜　, α＋β'≠±　

を満たす. よって, （1）の結果より,

tanθ＝tan(α＋β' )＝tan(α－β)＝                                .

ここでtan(－β)＝－tanβなので,

tanθ＝　　　　　　　＝　　　　.
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数学 ２月８日（第３日目）実施　A 日程

●商学部（商学科・経営学科）
●経済学部（経済学科・国際経済学科）
●法学部（法律学科・国際関係法学科）
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I N D E X

人間科学部

全 学 部

商 学 部

外国語学部

法 学 部

神 学 部 神 学 科

5 31 43 55 67 80 93

12 34 46 58 71 83 94

19 37 49 61 74 86 95

経 営 学 科

児 童 教 育 学 科

社 会 福 祉 学 科

心 理 学 科

25 40 52 64 77 89 97全 学 科

商 学 科

国際文化学部 国 際 文 化 学 科

外 国 語 学 科

法 律 学 科

国 際 関 係 法 学 科

経 済 学 部
経 済 学 科

国 際 経 済 学 科
2月8日（水）

2月9日（木）

2月6日（月）

2月7日（火）

試験日 学　部 学科 国語 英語 日本史B 世界史B 政治・経済 地理B 数学

A
日
程

F
日
程

（数字はページ）

※国語、英語は必須科目。日本史B、世界史B、政治・経済、地理B、数学は5科目の中から1科目を選択。

西南学院大学
入学試験問題集
入試データ
●2023年度入学試験結果

●2023年度一般入学試験問題解説

2023年度一般入学試験問題
解答例
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Ⅲ（1）　f(x)＝2x3－3x2＋3kx2－6kxより,

f '(x)＝6x2－6x＋6kx－6k＝6(x2－x＋kx－k)
＝6(x－1)(x＋k).

k≠－1のとき, x＝－k, 1において,

f(x)は2つの極値をもつ.

k＝－1のとき, f (x)の増減表は次のようになる.

よって, k＝－1のとき,つねにf'(x)≧0となるので,

 f (x)は極値をもたない.

（2）　（1）から f (x)は, k≠－1のとき, x＝－k, 1で
2つの極値をもつ.

 f (x)が正の極値と負の極値をもつ条件は, 

2つの極値の積が負になるときである.

 f（1）・f (－k)＜0

⇒－(3k＋1)・k2(k＋3)＜0

⇒k2(k＋3)(3k＋1)＞0

⇒ (k＋3)(3k＋1)＞0, ただし, k≠0

ゆえに, k＜－3, －　＜kとなる. ただし, k≠0.

よって, k＜－3, －　＜k＜0, 0＜k.

（3）　y＝2x3－3x2＋3kx2－6kxとy＝2xの交点のx座標は,

　　　　　　2x3－3x2＋3kx2－6kx＝2x
　　　　　　⇒x(2x2－3x＋3kx－6k－2)＝0

　　　　　　⇒x(2x＋3k＋1)(x－2)＝0

よってx＝0, 2,　　　　.

　　　S ＝∫0

2
｛2x－(2x3－3x2＋3kx2－6kx)｝dx 

　　　＝∫0

2
｛－2x3＋3(1－k)x2＋2(1＋3k)x｝dx 

　　　＝[－　x4＋(1－k)x3＋(1＋3k)x2]
0

2
 

　　　　　　　＝4(k＋1)

一方, S ＝24であるからk＝5.

Ⅱ
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数学 ２月９日（第４日目）実施　F日程

●全学部（全学科）

（1）　y＝f (x)とy＝G(x)を連立させると,

G(x)－f (x)＝x3＋x2－a2x－a2＝(x＋1)(x＋a)(x－a)
C1とC2の交点のx座標はx＝－a, －1,  a.
C1とC2とで囲まれた部分のうち, 

f(x)≦G(x)となる部分の面積S1は,

　　　　S1 ＝∫－
－

α

1
｛G(x)－F(x)｝dx 

　　　　＝∫－
－

α

1
(x3＋x2－a2x－a2)dx 

　　　　＝[　x4＋　x3－　x2－a2x]－
－

a

1

　　　　＝　a4－　a3＋　a2－

C1とC2とで囲まれた部分のうち,  f(x)≧G(x)かつx≦0

となる部分の面積S2は,

　　　　S2 ＝∫－
0

1
｛ F(x)－G(x)｝dx 

　　　　＝∫－
0

1
(－x3－x2＋a2x＋a2)dx 

　　　　＝[－　x4－　x3＋　x2＋a2x]0

－1

　　　　＝　a2－

（2）　F(a)＝S1－S2を求めると,

　　　F(a)＝　a4－　a3＋　a2－ 　－（　a2－　 ）
　　　＝　a4－　a3

F(a)＝0となるaは, a＝0, 　.

aは1よりも大きいので, 求めるaはa＝　.
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西南学院大学
入学試験問題集
解答例付

本書の内容に関する質問や疑問点がございましたら、下記までお問い合わせください。
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